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大阪府立図書館における 

政策立案支援サービスの満足度調査報告 

～平成 23 年度満足度調査とサービスの現状について～ 

 

髙萩綾子（中央図書館） 

木下厚美（中央図書館） 

 

1. はじめに 

 

大阪府庁各行政部局の業務に必要な情報・資料の提供を行う大阪府立図書館の政策立案

支援サービス（以下、「P-support」という）(1) は、2006（平成 18）年 4 月の開始から今

年で 7 年目を迎える。依頼件数は着実に増加しており、このサービスの利用が定着してい

ることがうかがえる（詳細は巻末の統計資料を参照のこと）。 

2011（平成 23）年 10 月には、サービス当初から懸案事項であった出先機関職員への貸

出資料の搬送が、庁内逓送搬送物の契約内容を変更することにより実現した。これによっ

て出先機関職員からの貸出申込が増え、貸出冊数の増加にもつながっている。 

また、2011（平成 23）年 7 月には、マッセ大阪（おおさか市町村職員研修研究センタ

ー）や府内の市町村図書館を通じ、大阪府内市町村行政職員にも府立図書館が提供してい

るサービスの広報を実施し、レファレンスの受け付けを開始した。 

メールや電話による日々のやりとりの中で、要望等を伺う機会はあるが、利用者である

本府職員の「P-support」に対する率直な意見や要望を把握し、サービスをより一層充実

させ、今後の方向性を探るために、利用者満足度調査を実施することにした。 

 本稿は 2011（平成 23）年 12 月に実施した満足度調査の結果とサービスの現状について

の報告である。 

 

2. 大阪府立図書館 政策立案支援サービス（P-support）満足度調査結果 

 

2.1 調査概要 

1.目的： 政策立案支援サービス（P-support）の利用状況を把握し、今後のサー

ビスの整備・充実を図る。  
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2.対象： 平成 22 年度及び 23 年度（10 月 31 日まで）に政策立案支援サービスを

利用した大阪府職員 212 名   

3.期間： 平成 23 年 12 月 8 日（木）～12 月 20 日（火）  

4.配布： 対象者にメールで調査票を送付 

5.回収： メールの返信・ＦＡＸで回収 

6.回答： 212 名中 133 名から回答が得られた（回答率 約 63％）  

年齢 20 歳代：10 名、30 歳代：30 名、40 歳代：65 名、 

50 歳代：26 名、無回答：2 名  

 

2.2 設問と回答 

 アンケートの集計結果については、別紙「満足度調査集計表」を参照のこと。以下に回

答結果と若干の分析を試みたい。 

 

【1】 政策立案支援サービスを何でお知りになられましたか。（複数回答可） 

 庁内 Web（大阪府職員ポータルサイト）：97 人（66%）、案内チラシ：5 人（3%）、口コ

ミ：31 人（21%）、その他：15 人（10%）で、「庁内 Web」からの利用が 6 割以上となっ

ており「庁内 Web」への広報が効果的のようである。「その他」は「担当業務の前任者よ

り」、「図書館の窓口担当者の紹介」等で「口コミ」に関連するものであった。「案内チラシ」

は職員研修所に配布しているが認知度は低い。広報について対策が必要である。 

 

【2】 利用された申し込み方法についてお聞かせください。（複数回答可） 

 メール：112 人（68%）、電話：41 人（25%）、FAX：4 人（2%）、来館：9 人（5%）で

あった。「メール」と「電話」で 9 割を占めている。急を要する場合は来館されることも

ある。 

 

【3】 利用されたサービスについてお聞かせください。（複数回答可） 

 貸出：74 人（37%）、複写：78 人（39%）、レファレンス：48 人（24%）であった。「貸

出」、「複写」に偏ることなくレファレンスも利用されているが、割合としては少ない。 

 

【4】 利用された内容はどのようなものでしたか。（複数回答可） 
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 判例・法令：37 人（20%）、新聞記事：14 人（8%）、統計調査：23 人（13%）、論文：

38 人（21%）、議会関係：4 人（2%）、住宅地図・ブルーマップ：7 人（4%）、人物情報：

4 人（2%）、その他：54 人（30%）であった。 

 「判例・法令」、「統計調査」等社会科学系の資料がよく利用されている。「大阪文化賞」

や「山片蟠桃賞」の選定情報の収集として人物情報も定期的に利用されている。「その他」

は、「特許関係（地域ブランドの成功事例収集）」「文化財関係資料」「税制度に関する書籍」

「緑化関係の資料」「郷土史の調査・建築に関する専門書」「世論調査結果」等、調査案件

により多岐にわたっている。 

図 1 利用内容分野 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【5】 貸出サービスについてお聞かせください。 

 大変役に立った：60 人（45%）、役に立った：18 人（13%）、あまり役に立たなかった：

1 人（1%）、役に立たなかった：0 人（0%）、利用していない：34 人（26%）、無回答：20

人（15%）であった。利用された方からは「大変役に立った」、「役に立った」、という評価

をいただいた。通常、翌日には発送し（図書館休館日の月曜日及び本庁への配送便が運休

する土、日、祝日を除く）、迅速にサービスを提供していることが高い評価につながったと

思われる。 

 

【6】 複写サービスについてお聞かせください。 

 大変役に立った：61 人（46%）、役に立った：16 人（12%）、あまり役に立たなかった：

1 人（1%）、役に立たなかった：2 人（2%）、利用していない：34 人（26%）、無回答：

19 人（14%）であった。利用された方からは「大変役に立った」、「役に立った」、という
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評価をいただいた。通常、午前中に受けた依頼は当日の 13:00 頃の逓送便に載せている。

それ以降の依頼は翌日には発送し、迅速にサービスを提供していることが高い評価につ

ながったと推測される。 

 

【7】 レファレンスサービスについてお聞かせください。 

 大変役に立った：39 人（29%）、役に立った：13 人（10%）、あまり役に立たなかった：

1 人（1%）、役に立たなかった：1 人（1%）、利用していない：50 人（38%）、無回答：29

人（22%）であった。利用された方からは「大変役に立った」、「役に立った」、という評価

をいただいた。無回答も「利用していない」、と推測されるので合わせると 6 割の方が利

用していない。「貸出」、「複写」に比べて依頼内容が特定できるものではないので、「こん

な質問をしていいのだろうか」、「どのように質問をしたらいいのだろうか」と思い依頼を

躊躇している方もいると推測される。 

 以下に 2011（平成 23）年から 2012（平成 24）年に受けたレファレンス依頼の一部を

紹介する。 

・「地方議会議員」「首長」「国会議員」における、『多選禁止』及び『定年制』について議

論の状況 

・昭和 27 年～28 年頃に文部省から通知された「学校給食用小麦粉に対するビタミン類の

強化について」に関する通知文 

・地方議会において、首長等が議員の質問に対して行使する「反問権」について、同権限

に関する考え方や運用面での留意事項など  

・地方議会、とりわけ都道府県議会に対する「住民意識調査」についての資料  

・民法に規定される「不当利得返還請求」にかかわる、「善意」と「悪意」はどのような基

準で判断されるか。  

・府有地を事業用定期借地権を設定する方法で土地の賃貸を行っているが、借地借家法第

23条にある、「居住の用に供するものを除く。」について、高齢者介護関係施設はあては

まるかどうか。  

・ちらし等を作成する際に使用できるような山片蟠桃の肖像画があるか  

・府営住宅の移転料（補償料）の過去の判例  

・関西または大阪の、家庭における夏と冬の時間帯別の消費電力で、電気製品による内訳

が分かるもの。 
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・大阪市・堺市を除く大阪府内の事例で、最近３年間くらいの児童虐待に関する新聞記事 

・大阪のソース、みそに関する資料  

・放射性物質の焼却・拡散は法律で禁じられているか。国内法、国際的観点、双方の観点

から関連文献を紹介してほしい。  

・「府立少年自然の家」の（自治体や民間の）類似施設の利用者満足度調査の結果、苦情、

事故件数、料金水準などが出ている資料 

・チェルノブイリ原発事故によるベラルーシの低線量被ばくによるガンへの影響の内容の

翻訳書 

・「読書が好きな子どもの割合」と「学力」、「家庭での読書量」、「家庭で読み聞かせをして

もらった時期」等の相関関係がわかる調査や文献 

・破産法 143条第 3項の考え方 

・食品産業（特区創設）において最大限活用できる地域資源について 

・密集市街地整備法における権利変換手続に関する資料 

・都市公園法第 16条の解説や判例について 

・コンクリート解体工事で生じたアルカリ排水が土壌に浸透した場合の影響について 

・野生の鹿が食べない園芸植物について 

・社会保障審議会の資料について 

・密集市街地整備法における権利変換手続に関する資料 

 

法令に関するものや過去の判例についての質問が多いが、図書館の使い方として、行政

資料、地域資料保存図書館としての利用と、現在担当している仕事の問題解決を可能にす

る図書館のレファレンス機能利用に分類できる。専門家（弁護士等）に相談する前の情報

収集や下調べにもよく利用されている。 

 

【8】 政策立案支援サービス全般についてお聞かせください。 

 大変役に立った：88 人（66%）、役に立った：35 人（26%）、あまり役に立たなかった：

2 人（2%）、役に立たなかった：3 人（2%）、無回答：5 人（4%）であった。 

利用された方からは「大変役に立った」、「役に立った」、という高い評価をいただいた。 

「あまり役に立たなかった」、「役に立たなかった」理由は「探していた記事を見つけられ

なかった」、「急を要した案件であったため、多方面に情報収集を行っており、結果的に他
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機関からの情報提供により対応しました」とコメントしている。 

 

【そう思われました理由をお聞かせください】（自由記述回答） 

様々な部局の職員から多くのご意見をいただいたが、大部分はこのサービスが役に立っ

ているという内容であった。効率性（図書館へ直接出向く必要がない。情報収集にかけて

いた時間の短縮）、図書館所蔵資料の多様性、司書の視点が入ることによる思考のひろがり

（自分が調べるアプローチ以外のヒントをもらえる）などのメリットを利用者はこのサー

ビスを受けることにより感じている。 

 

以下回答転記（抜粋） 

・調査したいことについて漠然としか理解していない場合に、この支援サービスからのご

回答により調査あるいは考察すべきポイントを見出すことができる、ということが、最

も役に立ったと考えている。 

・図書館に出向く必要がなく、こちらが求める期限までに必要な資料を一定探し出してく

れるので助かった。ただ、こちらが求める資料が所蔵されていないようなケースもあり、

もっと所蔵資料を充実していただきたい。 

・シンガポールに訪問する際に、事前に教育事情を把握していることにより、訪問する際

に見学したり、現地の先生や教育行政に対する質問などのポイントを絞ることができた。 

・個人での情報検索に限りがあり、専門家の支援は効果的。 

・インターネットで検索することあるが、法例文の注釈などは、図書館所蔵の専門書しか

ない場合が多い。 

・情報収集にかけていた時間を短縮し、本筋の論文や企画案作成に役立てられる 

・自分が調べるアプローチ以外のヒントをもらえる 

・資料アプローチに当たる時間と同時に、別の資料アプローチに当たれる、効率性がよい 

・資料がなく、どこにあるか問い合わせ先も分からなかった。そのとき、庁内 Web で政策

立案支援サービスの事を知り、「ダメもと」で問い合わせをしたところ、資料が所蔵され

ていた。 

・東大阪まで行かなければならないかと思ったが、資料を送ってくれた。 

・専門的な内容であっても、電話やメールでのやり取りで内容を検討していただき、関係

書籍の案内や目次の Fax などを迅速に対応してもらっている。 
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・各部署では、予算に限りもあり、図書館のような専門図書（特に多種の雑誌（金融関係

の解説書や各種の判例の解説書））をすべて購入することは不可能。また、保管している

場合でも、問題解決に必要な内容を探し出すためには相当の時間が必要で、人員もさけ

ない。このような部分を政策立案支援サービスで補完してもらい、大変助かっている。 

・情報収集にかけていた時間を命令書案検討に向けることができた。拙い依頼文、短い時

間の中で、こちらの依頼内容を的確に把握していただき、図書館で契約されている判例

DB の資料等、必要な資料を提供してもらえた。 

・インターネットを通じてかなり情報を探せるようになったが、信頼性や分厚い蓄積とい

う面では、文献に軍配が上がる。砂漠の砂の一粒をさがす作業を専門家の方にしていた

だけるという点でも、たいへんありがたいサービスと思う。 

・今回のご相談は内容がマニアックすぎて残念ながら適切な資料が見つかりませんでした

が、文献検索のみならず関係先に電話でお問い合わせいただくなど手を尽くしていただ

き、たいへん感謝しています。 

・自分では辿り着けなかった情報を提供してもらった。専門家には勝てないと思った次第。 

・複写サービスを利用したが、図書館に出張して資料を入手する必要がなく、出張旅費や

時間が大幅に節約できた。 

 

質問者とのやりとり（レファレンスインタビュー）を電話やメールで行っているが、同

じ大阪府の職員ということもあり、質問内容や、施策目的について詳しく説明を聞くこと

ができる。そうすることにより、質問者のニーズにより近い回答の提供が可能になってい

る。行政課題を共有し、その解決へ向けての施策策定、条例作成への支援に繋がっている

ことが実感できる。質問について詳しく教えていただけるのは、図書館が直営で運営され、

府の職員である司書がいることによるものと言えるだろう。 

今後は、より積極的な広報や行政的課題へのヒントとなる資料情報提供などにも力を入

れて行く必要がある。 

 

【9】 レファレンスサービスの回答の詳しさについてお聞かせください。 

 要点のみでよいのでできるだけ早く回答してほしい：29 人（22%）、多少時間がかかっ

てもよいので詳しく回答してほしい：19 人（14%）、その他：30 人（23%）、無回答：55

人（41%）で「できるだけ早く回答してほしい」が「多少時間がかかっても詳しく回答し
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てほしい」より若干多かった。「案件によって違うので、ケースバイケースで都度選択でき

るのが望ましい」というご意見もあり、レファレンス依頼様式には「回答希望期限」を記

入する欄を設けているので、状況を見極め依頼者の方と連絡を取り適切なサービスを提供

していく必要がある。 

 

【10】 府政の重点課題や、現代の社会情勢に関連のあるテーマについて庁内Ｗｅｂで資

料を紹介していますがご存知でしたか。  

知っていた：30 人（23%）、知らなかった：96 人（72%）、無回答：7 人（5%）であっ

た。「知らなかった」が 7 割であまり利用されていないことがうかがえる。「庁内 Web」の

掲載場所がわかりにくいという意見や、「（社会情勢に関連のあるテーマ）という整理も有

用だと思うが、テーマを絞り過ぎると、それを活用する利用者の減少につながり、せっか

く労力をかけてきめ細かな分類をしてもコストパフォーマンスが落ちるというジレンマが

生まれる。セグメントをもう少し幅広に捉え、たとえば「経済」「人口」「物流」「組織マネ

ジメント」「海外情勢」「地方分権」などに分類するなどすれば、汎用性がより高まるので

はないか。」という具体的な意見をいただいた。 

 

【11】 大阪府立図書館は政策立案に必要な資料がそろっていると思いますか。（自由記述

回答） 

 充実している：46 人（35%）、不十分：14 人（11%）、わからない：67 人（50%）、無回

答：6 人（4%）であった。「充実している」と感じている人が 35%で、「わからない」が 5

割となっている。蔵書構成に関わる質問なので「わからない」が多くなったと思われる。 

「資料については政策によって様々なものがあるので一概にこれが必要といったことは言

えないと考えます。」という意見もいただいた。 

 

【12】 政策立案にはどのような資料が必要と思われますか。（自由記述回答） 

 大阪府が振興している国際戦略総合特区の医薬品や医療機器分野、新エネルギー分野

についての資料、市場規模、需要予測、海外との比較についての資料の要望がある。法

令や判例資料に加え、産業振興のための施策の資料を求められることも多く、この部分

は図書館のビジネス支援サービスと重なっているといえる。 
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以下回答転記（抜粋） 

・資料作りには、エビデンスが欠かせない。統計、とくに市場規模、需要予測などビジネ

スの将来性、海外との比較、世界の中の日本や大阪の地位について、具体的数値で詳し

く書かれているような資料が求められる（国際戦略総合特区に活用）。特に大阪の場合、

医薬品や医療機器分野、新エネルギー分野について重点的に振興しているので、それら

分野をそろえてほしい。 

・企業の詳細データがわかる、帝国データバンクや商工リサーチの詳細資料、大阪産業に

かかわる戦前、戦後年代の文献資料 

・普段、関係ないと思われるものもいきなり必要になることがあるため分からない。専門

書についてはできるだけ豊富に揃えておいて欲しい。 

・権威ある専門書の充実 

・これからは事案の複雑化、多様化により、今まで調査したことのない事項、統計データ

を収集したことのないデータなどが必要になると思います。 

・もう少し法律に関する判例や論文等に関する資料があれば助かります。 

・過去の事例が数多く掲載している資料。大阪府庁内でそのようなデータベースがあって

も便利だと思います。例えば、今特別清算に関わっていますが、特別清算は手続き、弁

護士へ確認する事柄、裁判所への事前の根回しなど、事例ごとに対応が異なる案件もあ

ります。対応が異なっても他の事例は非常に参考になるので、職員どうしの情報共有の

ためにデータベース化したものがあれば非常にありがたいと思う今日このごろです。 

・バイオメディカル分野は海外との連携・競争が多く、国際的な統計資料や個別国の医療・

医薬品情報や・薬事関連法令の資料があればありがたいと思います。 

・企業情報の特集（業種、分野等できる限り詳細に） 

・統計資料や他都市との比較データ 

・現下のグローバル社会のもと、海外の状況に関する調査・研究等が必要になるが、イン

ターネットだけでは情報入手に限界があるので、海外を扱った文献が必要であると感じ

ている。 

・担当業務によって資料のニーズはまちまちだと思うので、行政に直接関連するものだけ

に限らず、さまざまな分野の資料を幅広く収集しておくことが有効と思います。 

・官民発行問わず、府事業に関連する市況分析ができるような資料があれば助かります。

（所属では高価で買えない年鑑などのデータ集 etc）しかもできるかぎり最新版があると
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助かります。 

・仕事によって様々なので、欲を言えばあらゆる資料。１館で揃えるのは不可能だから、

他機関からの又貸しとか、連携が充実していれば問題ない。中央図書館は府民の図書館

としては不便な場所にありすぎる。位置的には中之島図書館が中央図書館たるべき 

・専門書などはある程度、所属でも対応できるのですが、統計、過去の論文・新聞・雑誌

など所属では収集保管が難しい資料が特に助かりました。 

・府立図書館が収集している、「各部局発行の資料」と同様の、他府県立図書館が収集して

いる他府県の行政関連資料 

・国内外での先進的な取組みや事例などの情報 

・大学・研究機関が発行する紀要、報告書 

・各種行政関連資料の新着図書案内 

・シンクタンクの報告書（国勢調査のような大規模、継続的な調査でなくてもよいので）

「ニッチ」な調査結果 

・どれか特定されたものではなくアイディアに結びつく幅広いさまざまな資料があること

が重要 

 

 調査依頼を受けた資料のうち「官公庁発行の資料」等は寄贈依頼をして入手に努めてい

る。要望にあがっていた「民間調査会社の高額なマーケティング資料」は、資料購入費の

問題もありすべてを購入できるわけではないが、中之島図書館ビジネス支援室とも調整し

ながら入手に努めている。 

 

【13】 どのようなサービスがあると便利ですか。（自由記述回答） 

 電子データ（PDF ファイル等）によるメール送付サービスの希望が複数あった。資料

の電子化の他、国立国会図書館、大学図書館等他の図書館との連携（借受、複写取寄せ）

に関する要望は以前からいただいている。 

 

以下回答転記（抜粋） 

・資料の電子化 

・国会図書館や各大学図書館と連携する。 

・新聞等で話題になっている内容に関する簡単な説明と併せて、図書の紹介など。（興味を
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持つきっかけとして用語等の紹介が少しあった上で、詳細を知る場合はお勧めの本を紹

介してもらうようなイメージ） 

・年間購読契約をしなければ読めないような専門誌の記事 

・例（過去のレファレンス紹介 アラートサービス）にある案内を、各部局程度の区別を

もって整理して頂き、それをいつでもネットで見ることができたら助かります。 

・自分の必要とする内容の最新の本が入ってきたときに、メールで連絡してくれるシステ

ム。 

・行政関連資料の新着図書案内 

・分野別の目録と検索ツールがあればありがたい。 

・海外の事例紹介として、邦訳されていない資料についてサマリーを公開し、こんな資料

があるよ、というのがわかれば便利だと思います（費用対効果からできないと思います

が）。 

・大阪産業にかかわる戦前、戦後年代の、文献一覧、インデックス 

・経済研究職の立場から言えば、経済学の海外専門雑誌、国内専門雑誌の閲覧、コピーが

できるサービスがあると望ましい。政策立案における高度な定量分析が求められるなか、

これらのサービスは、大阪産業経済リサーチセンターだけでなく、政策企画室等の企画

セクションにも、必要と考えられる。図書館自体に保管できなくとも、大阪府立大学と

の連携で閲覧、複写できるサービスが整備されると、業務上、大変有益である。 

・政策に関連する周辺の資料提供。 

・政策立案に向けていろいろと相談できる有識者を紹介してもらえるようなサービスがあ

ればありがたい。 

・全国の図書館からの図書取り寄せサービス。 

・新着図書を希望カテゴリー別にアラート・メールで案内いただけるようなサービスがあ

れば。 

・新聞記事の検索、記事の送付サービス 

・過去のレファレンス事項の紹介（Ｑ＆Ａ形式で） 

・判例データベースを庁内で共有して、自由に検索できたら便利です。 

・行政関連資料の新着図書案内 

・各種データベースの検索・照会 

・政策立案等全体では幅広い資料が必要なので、職員向けに限定して考えると、各部署が
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購入しているリストも含めた蔵書リストがあれば、より便利かと思います。   

・知りたい項目、論点を列挙したら、それにかかる論文等参考文献を送付してもらえるサ

ービス 

・企業情報の検索 

・庁内各部局でよく使っている本のリストを入手し、揃えておく。 

・職場のパソコンから、図書館の本のページが読める機能。不確かな情報を手がかりに探

すときに、職場に居ながらにして図書館の資料をパラパラと見て、目的のものを探し出

せるようなイメージ 

・(法的に不可とは存じていますが)複写の電子データでの提供 

・都道府県別の行政関連資料の目録 

・全国的なレベルでの各図書館の蔵書を府立図書館のページで検索でき、必要な図書を図

書館間で融通してもらえるようなサービス 

・WEB を含む幅広い情報の提供 

・海外における先進的な事例の収集（例：まちづくり、緑化、景観形成など） 

・学会や各種機関が発行している季刊誌などの情報 

 

【14】 情報検索などに役立つ知識や技術が習得できる講習があれば、参加してみたいで

すか。 

 参加してみたい：53（40%）、参加したくない：6 人（5%）、わからない：58 人（44%）、

無回答：16 人（12%）であった。 

「参加してみたい」、「わからない」がそれぞれ 4 割程度である。案件ごとに必要とする情

報が違うだろうし、業務が忙しい中、参加するのは難しいと思われる。 

「未知の分野の仕事も沢山あり、人からみたら簡単なことでも、当人にとっては本当にど

うしていいか分からないこともあるので、ホテルのコンシェルジェのように、１対１で、

テレビ電話的に、何でも聞けるサービスが理想。情報検索講習等をするなら、家のパソコ

ンからでも好きな時間にみられる通信教育みたいな形式がいい」という意見をいただいた。 

 

 【最後に政策立案支援サービス（P-support）に対するご意見・ご要望がありましたら

ご記入ください。】（自由記述回答） 

たくさんの要望をいただいた。「他館との連携」に関する要望、「更なるスピードアップ
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（当日便）」、「具体例的な調査事例の作成に関する要望」を複数いただいている。 

 

以下回答転記（抜粋） 

・今後も政策立案サービスを一層充実させていただければ幸いです。 

・情報収集に大変役立っているので、気軽に利用できるサービスとしていただきたい。 

・今回知り合いより聞き、このようなサービスがあることを知った。もう少し周知をした

らもっと活用者が増えるのではと思われる。 

・庁内で知っている職員はまだ少数、また、利用をためらっている職員もいるので、更な

るＰＲ。 

・とてもすばらしいサービスだと思います。今後も事業継続を望んでいます。統計学講座

や資料作成講座、資料読み解き講座などがあれば是非参加したいです。 

・庁内ウエブページによく掲載されているのに、このサービスを知らない職員が多いよう

に感じる。      

・「政策立案」という名称から、利用を限定されている等の誤解があるのでは。利用者の声

や利用による効果をもっとＰＲしてみてはどうでしょう。     

・場合によっては、可能な限り早く情報が必要ということもありますので、そのあたりに

ついて、柔軟な対応をしていただけると、利用する側としてはありがたく思う。 

・希望する図書が無かった場合、購入してもらう事ができれば有難い 

・他の図書館の蔵書の複写について、府立図書館で取り寄せ、無料で複写いただければあ

りがたい。 

・複写サービスで、「資料のコピー送付サービス」ではなく、「電子データ（PDF ファイル

等）によるメール送付サービス」をしてもらえれば便利だと思います。 

・自分では探すことができない情報を調べていただき、ありがたかった。 

・読みたい資料（紀要関係が多いのですが）が無いことが多く、府立大学人間科学部資料

室に出向くことが多いので、ぜひ、紀要・報告書関係の蔵書充実をお願いします。 

・電子メールでレファレンスが受けられるのは、時間を効率よく使えるうえ、大変便利で

よかった。対応も親切丁寧であり満足した。今後も継続してほしい。 

・「行政」という概念にとらわれず、図書館でなければできない情報サービスを目指すこと

が、市民にとっても行政にとっても重要だと考えます。 

・顕彰事業（大阪文化賞、山片蟠桃賞）では大変お世話になっております。限られた時間
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で資料を収集する必要がありますので、本当に助かっています。引き続き利用させてい

ただきたいと思いますので、どうぞよろしくお願いします。 

・大阪府から出向している場合、政策立案サポートが受けることができるかどうかご検討

下さい。独立行政法人や企業団に行った場合にも、できればこのサービスを受けたいと

思います。 

・今は、一つの施策を考える中で民間視点を常に意識することが必須なので、いろいろと

調査が必要ですが、職員が自力でやることも多いかと思うので、この支援サービスは有

意義だと思います。以前の所属でも貸出サービスなど利用させていただいていました。 

・他の職員の方がどのようにこのサービスを使い、政策立案に生かしたのかわかる資料が

あれば、公開して欲しい。こんな使い方があるというのをもっと具体例を使って紹介し

て欲しい。 

 

3. 調査結果からみた今後の課題 

 

他館資料の取寄せ・複写について、今回の調査でも複数の要望をいただいているが、他

館からの借受や取り寄せ代行は送料やコピー料金が発生するため、予算の確保が難しい状

況である。現在は依頼者から直接所蔵機関への申込みを案内している。大学図書館や国立

国会図書館に所蔵していることがわかっているのに必要な資料を提供できないことにもど

かしさを感じることもあり、特に雑誌論文については代行複写ができると調査の幅が拡が

りサービスも充実するので、予算措置へ向けて関係部署とも調整していきたい。 

資料リストについて、設問【10】で 72%の方が「知らない」と回答している。庁内 Web

のリンク集からも入れるが見つけ難い。庁内 Web の「お知らせ欄」に掲載する回数を増や

して P-support のページへナビゲートするようにしている。 

「（現在再生可能エネルギーへの転換について検討しているところであり、議会でも多く

質問があったため）テーマ別蔵書紹介「再生可能エネルギー関連資料リスト」を最新の情

報に更新いただければと思います。」という具体的な要望もあり、「再生可能エネルギー」

改訂し、新たに「人権問題」を作成した。      

府立中央図書館の資料リストにリンクする方法に変更し、今後は定期的な更新をすぐ反

映できるようにしたい。 

資料の新着資料案内について大阪府立図書館では登録利用者へ「新着図書お知らせサー
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ビス」を提供している。当日受け入れた資料をメールで通知するサービスである。

P-support の登録とは別に個人の「利用者カード」とパスワードが必要だが、担当者が抱

えている案件や関心のあるテーマについて新刊情報を得ることができるので案内してい

きたい。 

雑誌の新着資料案内については「CiNii」や「国立国会図書館雑誌記事索引」が雑誌記事

の RSS 配信を行っている。雑誌の目次が掲載されているサイトの RSS を，RSS リーダー

というツールで閲覧すると，最新の目次情報をみることができるシステムである。これら

を利用した API を活用して府立図書館所蔵雑誌の行政関連資料の「新着記事情報」を「庁

内 Web」で公開していきたいと考えている。 

「他の職員の方がどのようにこのサービスを使い、政策立案に生かしたのかわかる資料

があれば、公開して欲しい」という要望が複数あった。東日本大震災後、大阪府でもがれ

きの受入れが問題となっていた時期に「放射性物質の焼却・拡散は法律で禁じられている

か。国内法、国際的観点、双方の観点から関連文献を紹介してほしい」という質問をいた

だいた。回答後、大阪府での受入基準が公表されたが、当館での回答が少しでも参考にな

っていれば幸いである。具体的な事例集を作成し、質問の増加につなげていきたい。 

 

４．庁内部署との連携と利用の促進 

 

議会図書室より依頼があり、「大阪府議会 図書室ニュース」2012（平成 24）年 12 月

号に「府立図書館の政策立案支援サービス（P-support）について（議員の皆様へ）」を掲

載していただいた。これを機会に今後議員の方のサービスを拡大していければと考えてい

る。P-support の準備段階から本庁内へのサービスポイントの開設を目指していたが、人

員配置等の事情により実現していない。(2)(3)この連携を契機として行政部局との関係を深

めて P-support の有用性をアピールし、サービスポイント開設の糸口になればと考えてい

る。 

政策企画部局で民間調査会社を通じて行っている資料収集サービス（マーケティング関

係）との連携についてのご提案もいただいている。このサービスは当館が所蔵していない

民間調査会社の高額なマーケティング資料や当館が契約していないデータべースを活用

して市場予測等を行っているので、図書館では対応できない資料や調査案件について、担

当部局と連携し、このサービスを案内できるようにしていければと考えている。 
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2006（平成 18）年のサービス開始以降、利用件数は着実に増加している。今回の満足

度調査の結果やレファレンスの回答に対する返信を見ていると、当初は半信半疑で大して

期待はしていなかったが、結構使えるのではないか、と考えておられる方も少なからずい

らっしゃると思われる。リピーターの方もおられるので、利用を通じて「仕事に活用でき

る」と認識していただいていることが継続的な利用につながっている要因ではないかと思

われる。 

利用の多い判例文の依頼のほか、実務で困っている細かな運用の法的根拠を探している

内容もあり、判例や法令の解釈に苦慮されていることがうかがえる。逐条解説やコンメン

タールのほか、判例データベースやインターネットの情報を利用して調査しているが、回

答がみつからない場合がある。その場合でも調査経緯を回答としてお知らせしているので

「自分が調べるアプローチ以外のヒントをもらえる」というご意見のように解決の手掛か

りの提供にはなっているように思われる。 

P-support は業務で困っている身近な調べものにも対応している。これらも含めて「調

査事例」を紹介し、「政策立案」という名称にかかわらず、気軽に利用していただけるよ

うＰＲに努めていきたい。 

設問【7】から「レファレンスサービス」は 38%の方が利用していない。2013（平成 25）

年 2 月に、教員委員会の図書館担当課とともに人事課と調整し、新規採用職員研修期間に

P-support 事業の周知とパンフレット等の配布を行うことと、入庁 3 年目の職員全体研修

において、事業紹介のための講義時間をカリキュラムに入れていただくことが決まりつつ

ある。入庁後早い段階からこのサービスを活用してもらえればレファレンスサービスの利

用も増えていくと考えられる。 

  

５．おわりに 

 

部局の再編が頻繁に行われる中で、当該課においても事業報告や過去の資料を保存する

ことが難しくなってきている。行政資料を収集し、末永く保存することが図書館には求め

られている。地域の歴史や物産等についての質問も多く、府立中之島図書館の地域資料を

収集している大阪資料・古典籍室との協力も欠かせない。また、産業振興施策で求められ

る市場調査資料の収集面からは、府立中之島図書館のビジネス室との協力も必要である。

P-support に求められる資料は幅広い。 
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 図書館や資料室は知識の集積場所であり、資料の宝庫であるにもかかわらず、行政改革

の名のもとに予算削減や閉室、外部委託化が進んでいる現状がある。図書館の仕事は地味

で大きなアピールはなかなかしにくい施設であるが、P-support を通じて府民サービスに

貢献していることを認知してもらい、存在価値を高めることができればよいと思う。 

行政支援サービスはビジネス支援サービス以上に対象が明確に絞られており、内容は多

岐に渡るが、使用目的が明確で課題について把握しやすい。社会人向けサービスとして、

公共図書館が特に力を入れるべきサービスと考えられる。地方分権が進む中、自立性を求

められる自治体の職員を支える P-support は、図書館のサービスとしてますます欠かせな

いものとなっていくと思われる。 

 現在、P-support 専任の担当者はいないため、他の業務と兼任で職員が協力して対応し

ているが、迅速に対応できるよう今後体制を整えていく必要がある。質問者の高度な質問

に必ずしも満足いただける回答ができているかは甚だ心もとない部分もあるが、資料を揃

え、職員のレファレンス能力を日々研鑽し、経験を共有・蓄積していく努力続けることで

よりよいサービスを提供していきたい。 
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注 

(1) 政策立案支援サービスの英訳である Policy Planning support service の略称として、「P-support（ピ

ーサポート）」を用いている。 

(2) 日置将之「大阪府立図書館における政策立案支援サービスの現状について」48 頁、『大阪府立図書館

紀要』37、大阪府立中之島図書館・大阪府立中央図書館、2008 年 

(3) 徳森耕太郎「大阪府立図書館における政策立案支援サービスの現状と事例について」57 頁、『大阪

府立図書館紀要』40、大阪府立中之島図書館・大阪府立中央図書館、2011 年 

 

参考文献 

 (1) 根本彰「公共図書館における行政レファレンスサービスの可能性：日野市立図書館市政図書室での

調査に基づいて」99 頁～123 頁、『続 情報基盤としての図書館』勁草書房、2004 年所収 
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（統計資料）～P-support の実施状況～ 

 

1.月別申込件数 

 2006（平成 18）年 4 月から 2012（平成 24）年 11 月末までの月別申込件数は表 1 のと

おりである。 

 2010（平成 22）年度の申込件数は 412 件で月平均は 34.3 件、2011（平成 23）年度の

申込件数は 510 件で月平均は 42.5 件、2012（平成 24）年度の申込件数は 11 月末までで

407 件、月平均は 51 件となっており、年々増加している。リピーターに加え、新規申込

みも増えており、サービスが定着してきたことを日々感じる。2011（平成 23）年度は 9

月議会の際に、議事関連のレファレンスが連日寄せられ、数人がかりで対応したこともあ

った。 

表 1  月別申込件数（2006.4-2012.11） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 計 

2006 14 17 26 28 27 28 27 10 18 15 21 17 257 

2007 26 18 27 17 23 17 28 36 32 22 25 23 294 

2008 11 33 19 29 22 30 18 20 29 22 21 18 272 

2009 37 32 28 27 27 22 28 27 34 48 46 39 395 

2010 35 25 45 47 34 37 35 22 36 35 37 24 412 

2011 23 36 45 39 49 64 38 46 54 39 38 39 510 

2012 34 58 60 38 49 57 53 58      
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2.サービス別の利用状況 

 サービス別の利用状況は表 2 のとおりである。全体的に増加しているが、特にレファレ

ンスと貸出冊数が伸びている。 

表 2  サービス別申込件数（2006.4-2011.11） 

 レファレンス 貸出 （冊数） 複写 （枚数） 

2006 71 71 （133） 131 （2434） 

2007 63 115 （324） 116 （2764） 

2008 74 80 （291） 134 （2012） 

2009 81 133 （323） 181 （2899） 

2010 110 161 （374） 141 （2500） 

2011 117 232 （561） 161 （2307） 
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図 4 年別レファレンス件数の推移 

   

図 5 年別複写件数の推移 
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3.申込者の状況 

 部局ごとの申込状況について、2012（平成 24）年 4 月から 11 月末までの申込部署別件

数は表 3 のとおりである。 

 府民文化部からの申込みがやや多いが、大阪府が設けている国際文化賞「山片蟠桃賞」

の選定の年にあたっており、候補者の下調べのレファレンス数が多かったためである。概

ね幅広い部署から利用されているといえるだろう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3 申込部署別件数（2012.4-11） 

部局 件数（割合） 

府民文化部 84 件 （20.6%） 

商工労働部 66 件 （16.2%） 

総務部 58 件 （14.3%） 

教育委員会 44 件 （10.8%） 

政策企画部 36 件 （8.8%） 

環境農林水産部 32 件（ 7.9%） 

都市整備部 29 件 （7.1%） 

住宅まちづくり部 15 件 （3.7%） 

人事委員会 12 件 （2.9%） 

労働委員会事務局 12 件 （2.9%） 

健康医療部 8 件 （2.0%） 

議会事務局 6 件 （1.5%） 

収用委員会 3 件 （0.7%） 

福祉部 2 件 （0.5%） 

合計 407 件 （100％） 
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政策立案支援サービス満足度調査集計表

No. 質問 回答 人数 割合

.庁内Web 97 66%

案内チラシ 5 3%

口コミ 31 21%

その他 15 10%

合計 148 100%

メール 112 68%

電話 41 25%

FAX 4 2%

来館 9 5%

合計 166 100%

貸出　 74 37%

複写 78 39%

レファレンス 48 24%

合計 200 100%

判例・法令 37 20%

新聞記事 14 8%

統計調査 23 13%

論文 38 21%

議会関係 4 2%

住宅地図・ブルーマップ 7 4%

人物情報 4 2%

その他 54 30%

合計 181 100%

大変役に立った 60 45%

役に立った 18 13%

あまり役に立たなかった 1 1%

役に立たなかった 0 0%

利用していない 34 26%

無回答 20 15%

合計 133 100%

大変役に立った 61 46%

役に立った 16 12%

あまり役に立たなかった 1 1%

役に立たなかった 2 2%

利用していない 34 26%

無回答 19 14%

合計 133 100%

大変役に立った 39 29%

役に立った 13 10%

あまり役に立たなかった 1 1%

役に立たなかった 1 1%

利用していない 50 38%

無回答 29 22%

合計 133 100%

大変役に立った 88 66%

役に立った 35 26%

あまり役に立たなかった 2 2%

役に立たなかった 3 2%

無回答 5 4%

合計 133 100%

4
利用された内容はどのようなものでしたか。
（複数回答可）

5 貸出サービスについてお聞かせください。

6 複写サービスについてお聞かせください。

7 レファレンスサービスについてお聞かせください。

8
 政策立案支援サービス全般についてお聞かせくださ
い。

政策立案支援サービスを何でお知りになられました
か。（複数回答可）

1

2
利用された申し込み方法についてお聞かせください。
（複数回答可）

3
利用されたサービスについてお聞かせください。
（複数回答可）
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政策立案支援サービス満足度調査集計表

No. 質問 回答 人数 割合

要点のみでよいのでできるだけ早く回答
してほしい

29 22%

多少時間がかかってもよいので詳しく回
答してほしい

19 14%

その他 30 23%

無回答 55 41%

合計 133 100%

知っていた 30 23%

知らなかった 96 72%

無回答 7 5%

合計 133 100%

充実している 46 35%

不十分 14 11%

わからない 67 50%

無回答 6 4%

合計 133 99%

12
政策立案にはどのような資料が必要と思われます
か。

13 どのようなサービスがあると便利ですか。

参加してみたい 53 40%

参加したくない 6 5%

わからない 58 44%

無回答 16 12%

合計 133 100%

府政の重点課題や、現代の社会情勢に関連のある
テーマについて庁内Ｗｅｂで資料を紹介していますが
ご存知でしたか。

（例．「再生可能エネルギー関連資料リスト」「マーケ
ティングリサーチ関連資料リスト」など）

14
情報検索などに役立つ知識や技術が習得できる講習
があれば、参加してみたいですか。

最後に政策立案支援サービス（P-ｓｕｐｐｏｒｔ）に対するご意
見・ご要望がありましたらご記入ください。

レファレンスサービスの回答の詳しさについてお聞か
せください。

9

10

11
大阪府立図書館は政策立案に必要な資料がそろって
いると思いますか。

23
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大阪府立図書館《政策立案支援サービス（Ｐ－ｓｕｐｐｏｒｔ）満足度調査のお願い》 

 

お答えいただいた回答は調査の目的以外には一切使用いたしませんので、率直にお答えください。 
お忙しいところを恐れ入りますが、どうぞよろしくお願いいたします。 

回答期限 ：平成 23年 12月 20日（火） 

              

1．政策立案支援サービスを何でお知りになられましたか。（複数回答可） 

1． 庁内Web  2． 案内チラシ  3． 口コミ   

4． その他（                     ） 

  

2．利用された申し込み方法についてお聞かせください。（複数回答可） 

1． メール  2． 電話  3． FAX  4． 来館 

 

3．利用されたサービスについてお聞かせください。（複数回答可） 

1． 貸出  2． 複写  3． レファレンス 

 

4．利用された内容はどのようなものでしたか。（複数回答可） 

1． 判例・法令  2． 新聞記事  3． 統計調査   4． 論文検索   

5． 議会関係  6． 住宅地図・ブルーマップ  7． 人物情報 

8． その他（                               ） 

 

5.貸出サービスについてお聞かせください。 

1． 大変役に立った  2． 役に立った  3． あまり役に立たなかった  

4． 役に立たなかった 5． 利用していない 

 

6．複写サービスについてお聞かせください。 

1． 大変役に立った  2． 役に立った  3． あまり役に立たなかった  

4． 役に立たなかった 5． 利用していない 

 

7．レファレンスサービスについてお聞かせください。 

1． 大変役に立った  2． 役に立った  3． あまり役に立たなかった  

4． 役に立たなかった 5． 利用していない 

 

8. 政策立案支援サービス全般についてお聞かせください。 

1． 大変役に立った  2． 役に立った  3． あまり役に立たなかった  

4． 役に立たなかった  

 

そう思われました理由をお聞かせください。 

 

例）情報収集にかけていた時間を施策立案に向けることができた 

例）自分の知らない情報源を提供してもらった  

例）図書館に出向く必要なく情報をえることができた 
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9．レファレンスサービスの回答の詳しさについてお聞かせください。 

 1． 要点のみでよいのでできるだけ早く回答してほしい    

 2． 多少時間がかかってもよいので詳しく回答してほしい 

 3． その他（                                   ） 

 

10．府政の重点課題や、現代の社会情勢に関連のあるテーマについて庁内Ｗｅｂで資料を紹介していま

すがご存知でしたか。 （http://www.lan.pref.osaka.jp/10282/service/ene.html Ｃキューブ＞Creation＞

府立図書館政策立案支援サービス から入れます） 

（例．「再生可能エネルギー関連資料リスト」「マーケティングリサーチ関連資料リスト」など） 

1． 知っていた  2． 知らなかった   

 

11．大阪府立図書館は政策立案に必要な資料がそろっていると思いますか。 

1． 充実している  2． 不十分  3．  わからない 

 

12．政策立案にはどのような資料が必要と思われますか。 

 

13．どのようなサービスがあると便利ですか。 

 

14．情報検索などに役立つ知識や技術が習得できる講習があれば、参加してみたいですか。 

1． 参加してみたい  2． 参加したくない  3． わからない 

 

最後に、政策立案支援サービス（Ｐ－ｓｕｐｐｏｒｔ）に対するご意見・ご要望がありましたらご記入ください。 

      

 

 

あなたのプロフィールを教えてください。 

部課名       年

代 

例）40歳代 

      

氏 名       

質問は以上です。ご協力ありがとうございました。 

 

問合せ先   教育委員会 中央図書館  調査相談課  政策立案支援サービス担当  高萩・南谷・木下 

電話 06-6745-9026（ダイヤルイン） FAX 06-6745-0262   メール p-support@library.pref.osaka.jp 

      

 

例）行政関連資料の新着図書案内 

      

 

http://www.lan.pref.osaka.jp/10282/service/ene.html
mailto:p-support@library.pref.osaka.jp
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（館資料）「長田富作資料」目録 ＜文書の部＞ 

 

                編纂：垣口 弥生子（桃山学院大学兼任講師）(1) 

                   本多 まつ（中之島図書館） 

                   門上 光夫（中央図書館） 

 

解題 

一．「長田資料」来歴．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 垣口弥生子  

二．「長田資料」から：内容紹介．．．．．．．．．．．．． 門上光夫 

 

「長田富作資料」目録 

   凡例 

１． 大阪府立図書館・大阪府関係 

２． 大阪・近畿地方図書館関係 

３． 日本図書館協会関係 

４． 中央図書館長協会関係 

５． その他 

                   

 

解題 

一．「長田資料」来歴．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．垣口弥生子 

                         

はじめに 

 2004（平成 16）年 2 月に『中之島百年：大阪府立図書館のあゆみ』(2)を大阪府立中之

島図書館百周年記念事業の一環として刊行したが、その編集作業のさなか 2001（平成 13）

年頃に風呂敷包みのひとかかえの資料が、編集担当者に持ち込まれた。これが今回、目録

を上梓する「長田富作資料」である。もう 12年前のことである。 

その資料は、もともとは古くから中之島図書館事務棟の総務課に置かれていたらしい

が、郷土資料課長であった多治比郁夫氏(3)が一見して、大阪府立図書館第 2代館長（在
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任 1933年 9月－1947年 4月）であった長田富作(4)関連の書簡が中心であったことから

「長田書簡」と称されてきた。多治比氏は近世俳諧の研究を専門とし、古写本や手紙文

もよく読解されるため業務の合間に点検整理しようと郷土資料課に引き取り、保管され

ていた。 

ところがその後、多治比氏も退職され、時を経るとともに府立図書館の組織変更や館

内の改装が重なり、いつしか「長田書簡」は、倉庫として使われていた図書館別館奥の

細長い小部屋に移された「館資料」(5)の関連物として物品棚に収まっていたようである。

それが“百年史をまとめるのなら、この際この資料にも目を通しては”ということで当

時の資料整理課職員から編集委員会に持ち込まれたように記憶しているが、今となって

は定かではない。 

これは代々の郷土資料課職員に伝わっていた伝説の風呂敷包みが百周年を機にその姿

を現したのである。百年を経た古い図書館で起こった小さな奇跡である。 

 

１．「長田資料」の区分法 

編集委員会では、大阪府立図書館の 100年の歴史をとりあえず時代別に刻み、それぞれ

の時代ごとに執筆担当者を充てることを決めていた。それで、出現した風呂敷包みの資料

（以下、「長田資料」）の中身をざっと調べ、次のように大きく分けて編集委員で点検作業

を分担し、100 年史編集に利用できるかどうかの検討は、それぞれの時代ごとの執筆担当

者に委ねることにした。 

資料整理のための区分は次のとおりであった。 

① 先ず大きなかたまりである「書簡」資料をひとまとまりにした。これは、多量の封

書群と、葉書が少々であった。「書簡」資料を［a群］とした。 

② 次にそれ以外の文書資料群については、ばらばらのものと、件名を表書きにした袋

入りのものがあった。そのうちばらばらのものをざっと時代別により分けていって、

明治・大正・昭和１－9 年代の文書資料を［b 群］、昭和 10－20 年代の文書資料を

［c群］とした。 

③ さらに、もともと複数点数の資料を袋入りにして、表書きの件名をつけてあった資

料群については、袋入りの原型を尊重し、時代別に分けることなくすべて［d 群］

とした。 

④ ばらばらの資料で、年代不明のものは、この時点で[雑]としておいた。 
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⑤ [e群]：E-1～E-10については、垣口の当時のメモにはなく、その後の整理過程で分

岐したものかもしれないが、現在のところ経緯は思い出せない。[e 群]には、第 32

回全国図書館大会（昭和 13 年）資料、国史展覧会資料（昭和 14－15 年）、全国中

央図書館長会議資料（昭和 11年）などが含まれる。 

 

資料：「100年誌・資料整理について（取り決め） 2001（平成 13）年 2月」より 

仮名称        長田資料群の区分 整理担当者 執筆担当者 資料のタイトル点数 

 a 書簡（個人・団体） 垣口弥生子   A-1～116  116点 

 b 明治/大正/ 昭和1-9年   小幡由美子 （⇒垣口） B-1～21   47点 

 c 昭和 10－20年代 門上光夫 （⇒門上） C-1～277  277点 

 d 袋入り（件名別） 仙田ひろ子  D-1～25   184点 

 e [昭和 11-15年] 仙田ひろ子  E-1～10   31点 

雑 その他    

 

 

  カード記入法： 

 （仮整理番号）a－１ 

標題 ○ ○ ○    

 １． 著者 

２． 発行年 

３． 注記 

 

このような取り決めで分担して点検整理に当たったのである。 

各担当者は日常の図書館業務をこなしつつ、休み時間を返上するなどして、よく分担責

任を果たしてくれた。ほどなく 2001（平成 13）年度の早い時期に、a.b.c.d.e 群の簡易整

理データがほぼ出そろい、編集委員会での資料紹介・報告も行われた。その中から、100

年誌編集に利用できる資料も発見された。ともかくも整理当初の目的は果たされたのであ

る。「長田資料」は、仮整理番号のまま、また閲覧事務室の棚で仮眠に入った。 

その後、垣口をはじめ編集委員の多くが退職し、若手だった門上も府立中央図書館に
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異動した。混乱のなかで、事務室で仮眠中の「長田資料」が廃棄されると危ぶんだ門上

が資料保存のため引き取り、府立中央図書館の自分の机に緊急保管したのだという。何

とも強運な資料である。 

 

 なお、上記の仮整理時の a.b.c.d.e群がそのまま今回整理した「長田富作資料目録」の資

料記号の A.B.C.D.E に引き継がれていて、それぞれの群のなかで整理順に B-1、B-2と番

号をふったものである。 

また、a 群の書簡類および d 群に含まれる書簡については、今回は未整理のまま残した

が、今後継続して整理し、差出人リスト等の検索ツールを作成する予定である。  

 

２．文書整理の方法について 

 こうしてその後また数年経過してしまったが、2011（平成 23）年 2 月頃、中之島図書

館司書部長の本多から当時の 100年史編集責任者である垣口、門上に残された「長田資料」

整理作業の打診があり、3人で協力して整理することを決めた。 

垣口は、郷土資料課にいた時に多治比氏から近世文書の整理法を教わった経験があるも

のの、近代文書資料の整理についてはほとんど未経験であった。そのため、この時点で、

知己の「日本図書館文化史研究会」の小黒浩司氏（作新学院大学）らが進めておられた「清

水正三資料」(6)整理の方法について教示を受けることにし、連絡をとったのだが、折りし

も東北地方を中心とする東日本大震災が起こり、小黒氏の大学研究室も震度６強の被害で

書棚が倒れ図書や資料類が散乱する混乱のさなかだった。それでも数日後には「清水正三

資料」整理のための入力フォーマット等の資料を送付していただいた。そこでこの入力フ

ォーマットを参考に、10 年前の b.c.d.e 群の簡易整理データと、現物資料を対照しながら

入力作業を始めることにした。a 群の書簡は、読解には時間がかかりそうなので、第二次

の整理として後回しにすることにしたのである。 

こうして b.c.d.e群の入力作業がほぼ終わりに近づいた 2012（平成 24）年 6月に門上が

東京での文科省研修を受けることになり、その機に日本図書館協会の「清水正三資料」整

理担当者である西村彩枝子氏に面会し、資料整理の進捗状況や、他の図書館での近代文書

整理の状況等について教示を受けた。その際に紹介された同志社大学図書館の「竹林熊彦

文庫」(7)整理の方法について、さっそく見学のため 2012 年 9 月下旬に京都の同志社大学

図書館へ本多、垣口、門上の 3人で訪問した。 
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ここで「アーカイブ（文書）資料整理」として徹底されたという文庫整理法の実際を見

せていただいた結果、長田資料目録を“どう分類するか”ではたと行き詰っていた 3人が、

“目からうろこ”の経験をすることになった。つまり、アーカイブ資料整理に“分類は不

要”なのだ。アーカイブ資料の原型こそが重要なのであった。そこでこれまでの入力フォ

ーマットは踏襲しつつ、整理記号の付与の仕方および配列法を 180度転回、というか、単

純にほぼ資料番号順に並べることにしたのである。 

また、同志社大学図書館の「竹林熊彦文庫」は、それは丁寧な資料保存がなされており、

とても公立図書館では真似ができないが、アーカイブ資料の原型を留めつつホルダーに入

れる形だけは整えたいと、最低限の用意：ポリプロピレン製ホルダー（＠8 円×500 枚）

と蓋付き書類ケース（フェローズ・バンカーズ BOX3箱 1,980円）を購入し、仮保管し

ていた間に合せの封筒から入れ替えることにした。 

アーカイブ資料整理の形式および保管形態の両方を、真似
ま な ん

だのである。 

 

３．長田富作について 

最後になったが、「長田富作資料」を残した当のご本人、第 2 代館長・長田富作につい

て、現在私たちが把握している履歴事項を紹介しておこう。 

参考にした文献は、次のとおりである。 

①  『中之島百年：大阪府立図書館のあゆみ』（前出・註 2）別冊年表 

②  原登久雄「人物紹介 長田富作」（『桃山学院年史紀要』第 25号所収）(8) 

＊原登久雄氏は、筆者が就職したばかりの新米司書として書庫係にいた 1980 年当時、

中之島図書館に来館されていたので、お名前を記憶しているが、ご職業などは存知あげ

ず、むろん第 2代館長・長田富作をご存じの方とは知る由もなかった。敗戦後、図書館

長を勇退後の長田富作の足取りは、②の原登久雄氏の「人物紹介」により、追った。 

③ 田島清『回想のなかの図書館：中之島から宿院へ』(9) 

＊田島清氏は、1927（昭和 2）年～1937（昭和 12）年の 10年余を大阪府立図書館に勤務

し、のち堺市立図書館長に転じた。その府立図書館員時代は、長田富作とほぼ重なってい

て、その間の長田富作の姿を「老書誌学者」として描写している。 

 

①②③から長田富作関連記事を拾って、年代順に履歴を記しておく。 

 図書館へ就職する以前の履歴がわかるのは、②からのみである。 
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＜府立図書館就職以前＞ 

・1880年（明治 13）3.3 石川県に生まれる。 

・1901年（明治 34）3月 石川県立師範学校卒業 

・1902年（明治 35）9月 広島高等師範学校入学、1906年（明治 39）3月 卒業 

・1906年（明治 39）4月 岡山県関西中学校教諭  

・1907年（明治 40）12月 佐賀県立唐津中学校教諭 

・1911年（明治 44）7月 熊本県飽託郡視学 

・1913年（大正 2）4月 宮崎県立高等女学校教諭 

・1916年（大正 5）11月 大阪府視学 

・1919年（大正 8）7月 大阪府立夕陽丘高等女学校校長 

・1920年（大正 9）6月 京城女子高等普通学校長 

・1925年（大正 14）4月 全州公立高等普通学校長 

・1928年（昭和 3）7.27 依願退職 

 

 ＜府立図書館時代＞ 

・1928年（昭和 3） 

12.24 大阪府立図書館司書 このころ、府立図書館蔵の貴重書「正平版論語」の書誌学的

研究で今井館長に助言 

・1932年（昭和 7） 

12.10 大阪図書館協会第 8回総会で、「正平版論語に就いて」の講演。このとき、間宮不

二雄の「アメリカ図書館状況」の講演もあり 

・1933年（昭和 8） 

9.30 今井貫一館長の勇退、そして長田富作第 2代館長の就任 

10.5 新旧館長の事務引継ぎが完了 11．今井貫一編『正平版論語集解』（附：長田富作著

『正平版論語源流考』）刊（大阪, 同刊行会） 

・1934年（昭和 9） 

長田富作著『正平版論語之研究』刊（大阪, 同人会 非売品・限定 200部） 

・1935年（昭和 10） 

3.26-28恭仁山荘善本展、内藤湖南遺書100点展示、4.24-26特許発明に関する図書文献展、
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5.12-14 橋本曇斎先生関係資料展、10.18-20 尾州大須真福寺善本展、11.5-7 勤王志士佐久

良東雄遺墨文献展を、それぞれ３階南側大閲覧室で開催 

・1936年（昭和 11） 

4.30 文部省より大阪府中央図書館に指定 6.12-14 富岡文庫善本展を 2 階南側特別閲覧

室で開催 

・1937年（昭和 12） 

3.12 大阪府巡回文庫協議会開催 6.18-20 孝経善本展観を南3階で開催 8.この月から

『時局資料百選』を刊行 8.24 近衛内閣が「国民精神総動員運動実施要項」決定 10.13

国民精神総動員週間 本館玄関ドームで長田館長が戊申詔書を奉読 

・1938年（昭和 13） 

1.10 長田館長、高等官 3等に遇せられる 9．文部省から国民精神総動員文庫施設費 350

円を交付される 10.16-19 郷土先儒遺著展観 10.22「国民精神総動員文庫計画案」を提

出 11.25-27 代用品資源ニ関スル外国特許文献展を 3階北館で開催 

・1939年（昭和 14） 

5.20-26 欧米工業雑誌カタログ展開催、東京・藤山工業図書館と共催 

9.27-28 国民精神総動員文庫協議会開催（郡部・市部）、終了後ただちに活動を開始 

・1940年（昭和 15） 

1.19-21 皇紀二千六百年記念国史善本展を 3 階で開催 3.18 今井貫一死去 9.27-29 

新兵器工業外国特許文献展 

・1941年（昭和 16） 

1.23 図書を写真に撮影して送付するサービスを本格実施 2.8 近畿六館協議会開催 

12.8-27 太平洋戦争の開始により灯火管制で 17：00閉館 

・1942年（昭和 17） 

3.27-29 敵国人所有日本特許権文献展 10.9 近畿図書館協議会総会を開催 10.12-14 

南方渡海古文献展 12.2 巡回文庫協議会開催 

・1943年（昭和 18） 

1.19 第 2回巡回文庫協議会 1.26 第 3回巡回文庫協議会を開催 6.9 長田館長、日向

司書、大阪市電気科学館での大阪文化施設協議会に出席 7.31 3 階で館員全員、宮田司

書の軍談を聴く 9.12-14 川崎巨泉画伯遺墨人魚洞文庫絵本展を南館3階で開催 11.5-7 

航空発明文献展 11.22 閲覧禁止並に閲覧停止図書取扱内規を制定 
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・1944年（昭和 19） 

1.6 大阪府立図書館勤労報国隊を結成 4.24 貴重書疎開のための木材の特別配給の申請 

9.25 貴重図書の疎開のための用材の特別配給について、木箱用と蓋用の用材を請求 

・1945年（昭和 20） 

3.14-18 大阪大空襲で休館（大阪市立の育英、今宮、阿波座、御蔵跡の図書館が全焼） 3.27 

貴重図書疎開のための貨物自動車を輸送課から配車する件につき願 3.29 泉南郡大上村

犬鳴山へ貴重図書木箱 600 箱を運搬、以後貴重図書の疎開が始まる 3．大阪書林倶楽部

から大坂本屋仲間記録 194冊寄託 8.15 終戦 8.24 疎開中の図書の運搬のための貨物

自動車の配車を申請 9．文部省が「新日本建設の教育方針」を発表 

・1946年（昭和 21） 

3.5 米国教育使節団来日 報告書「日本に対する統一ある図書館組織」発表 3 月末より、

諸方に疎開していた図書の引き上げを行い、整理の結果、ほぼ旧態に戻る 5.28 当館宛

て、第 1回宣伝出版物没収の通達（大阪府教育民政部長名）が出される 11．図書月次展

第 1回近世大坂出版物半百人一選 

・1947年（昭和 22） 

1 月末より、CIE 図書館が中之島図書館 2 階特別室で無料閲覧を開始 4.30 長田館長、

依願退職 

 

＜府立図書館退職後＞ 

・1948年（昭和 23）5.1 桃山中学校教諭（漢文を講ず） 

・1955年（昭和 30）3月 『柏原町史』編集に携わる 

・1968年（昭和 43）1月 『河南町誌』のための史料収集・調査に助言 

・1970年（昭和 45）2.6 脳栓塞のため羽曳野市誉田の自宅にて死去（享年 91歳） 

 

以上、長田富作の履歴をたどれば、戦争の真っただ中の大阪府立図書館を担い、戦後の

時代変化とともに去った館長であった。今回、ともかくも残された文書資料をリスト化し

「館資料」として保存する態勢を整えたことで、戦時下の大阪府立図書館を生きぬいた一

館長の姿を蘇らせることができたと思う。「長田富作資料目録 ＜文書の部＞」が今後の研

究の糧になれば嬉しい。 

（なお、今回の資料整理の過程で、なかには長田氏の私的な書類も見られたので、公開
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に関してご遺族の許可を得ようと諸方に問い合わせてみたが、残念ながらご遺族の消息に

ついての手掛かりがえられなかった。） 

 

二．「長田資料」から：内容紹介．．．．．．．．．．．．．門上光夫 

 

１．庶務 

「長田資料」で大阪府立図書館・大阪府に関係するもののうち「庶務」に分類したもの

には、大阪府立図書館の予算や夏期休暇予定表、当直勤務の心得など、主に大阪府立図書

館の庶務に関する文書類を収められている。この中で、興味ある二つの資料をまず紹介し

たい。 

一つは「図書館概論」（C-85）と題されたもので、大阪府立図書館用箋に記されたガリ

版手書きの 14 頁にわたる資料である。この講習会の目的は「図書館の事務に習熟し図書

を愛好する精神を涵養し以て優秀なる出納手を養成し将来の修養に資する」（同資料にある

「大阪府立図書館出納手講習規程案」1938（昭和 13）年 5月 2日より）とあり、講習後、

優秀な者は助手に進級できるとある。 

 また、おそらく長田の手によるメモの部分には、当時の図書館観が記されているが、こ

れは文言を見る限り、現在の図書館に対する見方とそう変わりがないようにも思える。 

 まず、図書館の目的については、図書記録類を収集・保存して公衆の閲覧に供し、その

教養及学術研究に資すること、と改正図書館令第一条の条文を記しているが、「閲覧」の

部分に「今ハ公衆閲覧ナクバ図書館トワ云ワズ」と但し書きしている。 

そして、図書とは、一定の形式を以て思想（＝精神）を表現したもので、「全精神ヲ傾

注セルモノヲ大著大作ト云」い、これによって「其ノ人ノ人格ヲ知ルコト」と書き、代表

的なものとして『大日本史』と本居宣長の『古事記伝』を挙げている。 

 図書館における訓練は、創造的・実践的なもので、学校においては教師によって、宗教

においては神仏によって、そして図書館は図書によって「思想ニ接シタルヲ目的トス」と

説いている。 

 次に「戦時下国民生活ニ実効ヲ与ヘシ図書館活動ノ実際」（E-3）と題された資料を紹介

したい。作成されたのは推定だが 1941（昭和 16年）3 月。ガリ版の 6 頁の綴りで最初の

4頁が同一物となっていて、一部が欠損している。 

この資料は 1937（昭和 12）年の日中戦争開戦後の大阪府立図書館の活動とその評価を
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記したものである。例えば、『時局資料百選』については、日中戦争の勃発という時局に

対応して「正シキ認識ヲ深メシメンコトヲ冀」う目的として刊行されたもので、「一般読

者ノ関心ヲ喚起スルコト多大ナリキ」と評価している（10）。 

 青年層の読書普及のために 1939（昭和 14）年に「樹立」された国民精神総動員文庫に

ついては、評価としてこの文庫を利用した「青年読後の所感」を載せている。 

例えば、井上孚麿の『御製を拝して』（11）を読んだ製粉業の人物は「今回文庫から『御

製を拝して』といふ本を借りて拝読しました。今更ながら明治天皇の御徳の高い、御仁愛

の厚い事をしみじみ感じました。身の為め世の為に大きく正しく進み行く道を御さとし下

さったこの御製を日々拝誦したいと思ひます」と語る。 

小原正忠という軍人の書いた『入営読本』（12）を読んだ農業青年は次のような所感を寄

せている。 

「入営迄には、あれもこれもと心掛けて、出発迄に何の心残りもない様に努力しても、

結局萬歳の声に送られて出てしまはない中は、何となく心が落ちつかず不安があるものだ。

とは聞かされてゐた。然しこの本を読んでからといふものは営内生活、軍人心得、入営心

得、入営用意等細大もらさず知る事が出来て心が落着き、平然として出発の日を指折り待

つ事が出来る様になった」。 

この他、写真閲覧の利用の増加や「欧米工業雑誌ニ関シ近府県主要研究調査室等ヲ連合

シテ合同目録ヲ作リ大ニ之ガ利用方ノ拡充ヲ期セント目下企画中」であること、大阪市立

清水谷図書館と協力して傷痍軍人文庫を開始したことが記されている（13）。 

 その他、「一挿話ニ過ギザルモ図書閲覧ノ好話ノ一例トシテ」、「戦地ニ出征中ノ将士ヨリ

図書閲覧方等ノ希望アリ及チ之ニ応ジテ戦地ニ貸出」したことが報告されている。 

 1938（昭和 13）年に中国大陸に出征中の某陸軍中尉に『日本及日本人の起源』という

本が貸し出され、1940（昭和 15）年、本人帰国により返却された事例や、1941（昭和 16）

年に同じく中国大陸に出征中の某陸軍雇員に『モルモットの飼方』という本を貸出し、読

後に飛行便で同年 3月に返却された事例が載せられている。 

このように「庶務」には、戦時下における図書館の日常や館の考え方を知る資料も含ま

れている。 

 

２．貸出文庫・読書会 

昭和初期の恐慌等によって日本社会は「不安定化」するが、その中で社会教育の強化が
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目指され、図書館はその流れに乗って、自らの基盤強化を目指し、貸出文庫や読書会（読

書指導）が重視される。大阪府立図書館においても巡回文庫の拡充や傷痍軍人文庫の設置

などが実施されている。 

「長田資料」には貸出文庫や読書会に関する資料があり、中でも「国民精神総動員文庫」

に関する資料が比較的まとまっている。 

 「部長」名で出された手書き 11枚の「国民精神総動員文庫計画案」（C-92）は、大阪府

立図書館における国民精神総動員文庫に関する最初の計画案で、おそらく 1938（昭和 13）

年の作成と思われる。 

 そこには、 

①文部省指定図書全部で組織すること。 

②大阪府立図書館は中央図書館として郡部を担当し、大阪市内は大阪市立清水谷図書館

が担当。堺市・岸和田市は各市立図書館が、豊中市・布施市は各市役所が担当するこ

と。 

③運用・閲覧状況については、毎月府立図書館に閲覧状況を報告すること。 

④文庫普及のために『中央図書館報』を発行すること（14）。 

などが記されている。 

この計画は翌年には「国民精神総動員文庫実施要領」（C-35）として結実している。 

「国民精神総動員文庫施設設定ノ事情」では、「本文庫ハ曩ニ文部次官通牒ヲ以テ「現下

国民精神総動員ノ深化徹底ヲ必要トスルトキ読書ヲ通シテ国民的自覚ト時局認識トヲ徹底

セシムルコトハ時代ニ即応セル図書館ノ重大任務ナル」」であるとし、「本府中央図書館ニ

対シ巡回用図書購入費ヲ交付セラレタル趣旨ニ基キ府民ノ中堅層タル興亜青年ノ為メニ特

ニ設ケラレタル国民的読書ノ新施設ナリ」と国民精神総動員文庫の目的と趣旨が語られる。 

そしてその対象が「総動員文庫ハ専ラ府民ノ中堅層タル男女青年」であり、「其ノ国民的

自覚ト時局認識トヲ徹底セシメ国民タルノ資質向上ニ資スル」ことが使命であるとする。 

 交付先は青年学校で、国民精神総動員文庫を構成する図書は「文部省ヨリ指定セラレタ

ル図書ヲ標準」とするが、「該図書ハ専ラ指導者級ノ読物ノミナレバ別ニ青年ノ一般読物ヲ

相当数加フルノ要アリ」と配慮された。 

実施に先駆けた、1939（昭和 14）年 9 月 27 日と 28 日に開催された協議会の資料とな

る「国民精神総動員文庫協議会出席者名簿」（C-36-2）には、参加した青年学校から「大

衆勤労青年向ニナル様モ少シ図書内容ノ程度ヲ低下ノモノヲ望ム」、「英雄ノ伝記ナド多ク
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セラレタシ」などの要望が寄せられていたことがわかる。 

実際、文部省から交付された文庫施設費 350 円と大阪府が追加した 2235 円で文部省選

定図書を加え、大阪府立図書館が選んだ 1600冊で国民精神総動員文庫を設立している。 

 協議会後すぐにこの文庫は開始された。その後の実績については当該期の『大阪府立図

書館年報』で追うことは可能である。しかしその成果については、先に紹介した「戦時下

国民生活ニ実効ヲ与ヘシ図書館活動ノ実際」に記された「読後所感」程度しかわかってい

ない。 

 読書会については、「D-13」に「読書会」と記された一括資料がある。内容は以下のと

おりである。 

 

「〔山田村読書会概要〕」には、この読書会の設立経過・活動状況についての記述がある。 

 資料によれば、1940（昭和 15 年）度から巡回文庫の配本を受けていた山田村青年学校

が、1942（昭和 17）年 12月 2日、翌年 1月 19日、26日の三回開催された巡回文庫協議

会の参加を経て、1943（昭和 18）年 2月 22日に読書会の発会式を開催したことが記され

ている。前記 3回の巡回文庫協議会については、「〔草稿〕大阪府主催巡回文庫協議会記録」

「大阪府立図書館読書会協議会日程」に記録されている。 

 山田村読書会はその結成目的を「読書ヲ通ジテ智能ヲ研鑽シ品性ヲ修練シ、日本文化ヲ

理解シテ日本精神ノ高揚ヲ図リ、更ニ時局ヲ認識シテ皇国民トシテノ資質ヲ向上セシムル

為、大阪府立図書館ノ指導ヲ受ケテ之ガ実践ニ進マントス」としており、これまでの 4回

にわたる読書会の概要を記している。 

国民精神総動員文庫や読書会といった広く読書指導に関する研究は、中田邦造の明確な

理論もあり数多くの論考がある。しかし、一次史料を使った読書会など実際の論考は、史

料的な制約もあり、あまり進んでいるとは思えない（15）。「長田資料」は大阪における事

例に光を当てるものと期待はしている。 

なお、大阪府立図書館の中央図書館制度における読書会等での指導的役割に関する一次

D-13 1 〔草稿〕大阪府主催巡回文庫協議会記録   手書き  

D-13 2 『読書録』 大阪府立図書館  印刷 17頁 

D-13 3-1 大阪府立図書館読書会協議会日程 大阪府立図書館 昭和 18年 5月 8日 印刷 1枚 

D-13 3-2 〔山田村読書会概要〕 [山田村設置会] [昭和 18年 5月] 印刷 1枚 
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史料は、「長田資料」においても見当たらない。大阪府立中之島図書館の「館資料」とし

て保存されている『図書館日誌』という、府立図書館の成立時から 1943（昭和 18）年 9

月 30 日まで書き綴られた日誌には、府立図書館の司書が府内の巡回文庫の視察を行って

いる状況については記載しているので、指導をおこなっていた形跡はある。今後は、府内

各地の文書等を調査していく必要があるだろう。地元の文書の発掘も行い、大阪府立図書

館の読書指導の指導的役割を明らかにしていきたい。 

 

３．大阪文化施設協会 

 大阪文化施設協会は大阪市内外の図書館や博物館、動植物園、科学研究所等 26 の施設

が参加した協会で、「大阪及ソノ近郊ニ於ケル文化施設相互ノ連絡ヲ図リ、相協力シテ新文

化ノ建設トソノ普及向上ヲ促シ国策ニ挺身スル」ことを目的に設立された。1943（昭和

18）年 3月 29 日に大阪市中央公会堂において発会式と記念講演会が催されている（16）。 

この協会については、『大阪市史』や『大阪府教育百年史』にも記述がなく、詳細は不明

であるが、長田資料には次の 10点が残されている。 

 

D-9 1 町会文庫 その行き方と経営法 大阪市役所 昭和 17年 8月 15日 印刷 68頁 

D-9 2 
〔草稿〕大阪市立図書館ノ町会文庫ニ関

スル調査 

〔大阪府立図書

館〕 

 手書き 1枚 

D-9 3 大阪文化施設協会会則案   ガリ版 2枚 

D-9 4 大阪文化施設協会会則案   印刷 1枚 

D-9 5 大阪文化施設協会発会式出席   ガリ版 2枚 

D-9 6-1 大阪文化施設協会発会式次第 
〔大阪文化施設協

会〕 
昭和 18年 3月 29日 ガリ版 1枚 

D-9 6-2 文化指導機関協議会開催経過 
〔大阪文化施設協

会〕 

〔昭和 18年〕 ガリ版 1枚 

D-9 6-3 
大阪文化施設協会結成記念文化講演会

のおしらせ 

〔大阪文化施設協

会〕 

〔昭和 18 年〕3 月

29日 
印刷 1頁 

D-9 7 大阪 大阪市観光課 〔昭和 15年〕 印刷 30頁 

D-9 8 図書館経営〔メモ〕 〔長田富作〕   1枚 

 

 「大阪文化施設協会結成記念文化講演会のおしらせ」（D-9-6-3）には、同協会の設立の

趣旨が次のように簡潔に述べられている。 
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 戦争遂行上、生産現場に青年を送るために教育年限を短縮せざるを得ないが、そのため

に「必要なる基礎知識の低下を招来しては一大事である」。よって、学校教育の欠を補うた

めに図書館、博物館、科学研究所等の既設文化施設を整備・拡充する必要がある。 

会長は大阪市長で、四部会制が執られた。会員団体は以下のとおりである（17）。 

第一部 図書館、市民館、教養施設 

大阪府立図書館・懐徳堂・宝塚文芸図書館・大阪市立北市民館・大阪市立清水谷図書館・

大阪市立聖徳館 

第二部 博物館、美術館、国防館 

富民協会農業博物館・大阪国防館・大阪市立美術館・大阪市立電気科学館・大阪城天守

閣・大阪市立戦時生活館 

第三部 動植物園、水族館、昆虫館 

堺市立水族館・宝塚動物園・宝塚昆虫館・六甲高山植物園・大阪市立動物園・大阪市立

植物園 

第四部 科学研究所、産業指導所 

産業科学研究所・厚生省大阪衛生試験所・商工省大阪工業試験所・商工省工芸指導所関

西支所・大阪府立産業能率研究所・大阪府立工業奨励館・大阪市立生活科学研究所・大阪

市立工業研究所 

大阪文化施設協会については、『図書館日誌』を見ると、発会式以後も活動していたこと

が確認できる（18）。 

発会式での「会長就任挨拶」において、大阪市長坂間棟治は「大阪市内外の諸施設が其

の官立たると公私立たるとを問はず、又規模の大小に拘らず打つて一丸となり、全国に率

先して本協会を結成し、相共に相携へ文化報国の途に邁進致しますることは誠に欣快に堪

へないところであります」と述べており（19）、大阪において、位相こそ違え、MLA 連携

の先駆けのような組織が生まれたことは大変興味深い（20）。 

 

４．中央図書館長協会 

中央図書館長協会については、これまでまとまった論考は皆無といってよく、日本図書

館協会編『近代日本図書館の歩み』本編（1993.3）でも 54 頁の下段のみの記述にとどま

っている。これによると、成立は 1931（昭和 6）年 10 月で、日本図書館協会とは直接関

係はなく、当時の理事長の松本喜一が「音頭をとって組織した」「理事長の行動を側面で支
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えた団体である」とされる。 

また、竹林熊彦の日本図書館協会で設立した部会制を裏切っているという批判を載せ、

中央図書館長協会の規約と機関紙『中央図書館長会報』について紹介しているに過ぎない。 

中央図書館長協会に関する資料を用いた研究でも（21）、『中央図書館長会報』や『道府

県中央図書館貸出文庫ニ関スル調査概要』しか用いられていない。 

「長田資料」には資料点数こそそれほど多くはないが、中央図書館長協会に関する文書

が含まれており、1935（昭和 10）年度の総会および第三回協議会、1936（昭和 11年度）

の総会、1937(昭和 12)年度の総会および協議会、1938（昭和 13）年度の総会、1940（昭

和 15）年度の総会に関する資料が収められている。 

そこには、中央図書館長協会のメンバーの写真、名簿や予算のほか、1935（昭和 10）

年度の総会と協議会、および翌年度の総会の記録であるガリ版刷りの「中央図書館長協会

会報」（C-138-4、C-130-4）もあり、『図書館雑誌』に掲載された記事よりも若干ではある

が詳しい記録が残されている。 

中央図書館長協会の動向については、当該期の『図書館雑誌』の「図書館時事」でもあ

る程度追うことは可能ではあるが、その内実についてはまだ解明していく余地は充分にあ

ると思うので、「長田資料」が今後の研究の一助となる資料になるのではないかと考えてい

る。 

 

おわりに 

 「長田富作資料」にはこの他、大阪府立図書館が開館以来積極的に開催してきた展示会

に関するもの、大阪図書館協会や近畿図書館協議会（倶楽部）に関するもの、また長田が

理事を務めていた日本図書館協会に関するものが残されている。 

最後に、これらの資料を公開する意義もしくは、公開の目指すところについて述べてお

きたいと思う。 

 1つは、戦時期の図書館活動の一端が、「長田資料」により明らかになることである。読

書会や大阪文化施設協会といった大阪府立図書館の戦時期の日常はもちろん、長田が理事

を務めていた日本図書館協会や中央図書館長協会に関する文書も存するので、その研究が

深まってほしいと考えている。 

 また、奥泉和久は「図書館史研究をどう進めるか」で、「図書館史研究は、公刊された資

料だけに頼っていた時期から、一次資料の使用、もしくはこれまでに明らかにされていな
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い史料を探求する時期へと移ってきた」と述べている（22）が、この資料の公開を機に全国

で、図書館活動に関する一次史料の発掘がすすむことを期待したい。 

 

末尾になりましたが、今回の整理作業でお世話になった方々、日本図書館文化史研究会

の小黒浩司さん、日本図書館協会の西村彩枝子さん、稲葉雅子さん、同志社大学付属図書

館の柳澤恵美子さん、原健治さん、中島晴子さん、そして研究会で門上に助言をくださっ

た関西文脈の会第 17回勉強会に出席された皆さんにお礼を申し上げます。 

 

[註] 

（1）元・大阪府立中之島図書館（在職 1980‐2006）。『中之島百年：大阪府立図書館のあゆみ』編集委

員。現在、桃山学院大学、佛教大学等で非常勤講師（「図書館史」）。 

（2）『中之島百年：大阪府立図書館のあゆみ』（大阪府立中之島図書館百周年記念事業実行委員会 2004.2）。 

（3）多治比郁夫（1932‐，在職 1960‐1990）郷土資料課長として長く郷土資料および古典籍資料の収

集・保存に当たられた。主要著作：『京阪文藝史料 第 1－５巻』（青裳堂書店, 2004‐2007）、『新

日本古典文学大系 97：当代江戸百化物・在津紀事・仮名世説』（岩波書店, 2000）、『近世活字版目

録』（共編 青裳堂書店, 1990）。 

（4）長田富作（1880‐1970，在職 1928‐1947）大阪府立図書館第 2代館長。 

（5）「館資料」とは、大阪府立中之島図書館の館業務に関わる資料を「館資料番号」を与えて整理・保管

しているもので、館内生産物、展示図録、写真、業務日報などが含まれる。早く 1970年代から収集

が始められており、それを故・仲田憙弘氏が整理課長時代にきちんとリスト化し始めたものらしい。

整然と年代順に並んでいるわけではないが、創立当初の資料も遡って収集整理されており、貴重な資

料群である。なお、本多が今回調べたところ、「館資料」は当初、貴重書庫内に保管されていたが、

その後は保管点数が増え続けたため 1992（平成 4）年に一般書庫に移され、その後、1995（平成 7）

年に書庫別館 2階奥へ、2004（平成 16）年に住友資料庫へと、保管場所が移された記録が残ってい

る。 

（6）「清水正三資料」は、『中小都市における公共図書館の運営』の報告など図書館運動で著名な故・清

水正三氏（1918-99）が残された資料群が、2000（平成 12）年に日本図書館協会に寄贈され、以後、

奥泉和久氏、小黒浩司氏、西村彩枝子氏などが有志ボランティアとして分担整理を行っておられる。

日本図書館文化史研究会「ニューズレター」No. 115（2011.2）所収の“「清水正三資料」中間報告会”

記事に整理状況の報告があり、筆者はこれを見て小黒氏にお願いし、報告会での配布資料を送ってい
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ただいた。特に長田資料の整理方法については、西村氏の報告「清水資料の整理・保存について」を

参考にし、入力フォーマット形式はほぼそれを踏襲させていただいた。 

（7）「竹林熊彦文庫」は、『近世日本文庫史』などの著述がある竹林熊彦（1888～1960）の旧蔵資料。1961

年、ご遺族から同志社大学に寄贈された。そのうちアーカイブ資料約 3,000点が未整理で残されてい

たのを、整理作業を業者に依頼して 2003 年から 2 カ年のプロジェクト事業として実施されたもの。

詳しくは、井上真琴・小川千代子「アーカイブ資料整理へのひとつの試み」（「大学図書館研究」77

（2006.8）所収）参照。 

（8）原登久雄「人物紹介 長田富作」（『桃山学院年史紀要』第 25号（桃山学院, 2006.3）p.12-19）。 

（9）田島清『回想のなかの図書館：中之島から宿院へ』（広文堂, 1975.8）。 

（10）『時局資料百選』については、前掲『中之島百年』150-151頁を参照のこと。 

（11）時局国民精神読本第 6輯『御製を拝して』（国民精神文化研究所 1937）と思われる。 

（12）小原正忠『入営読本』（日本兵書出版 1940）と思われる。 

（13）傷痍軍人文庫については、前掲書、147-148頁を参照のこと。 

（14）この『中央図書館報』が発行された形跡は今のところ見つかっていない。 

（15）一次史料を使った読書会の実際については、山梨あや「戦時下における読書指導の理念と実践 読

書会における指導を中心に」『日本社会教育学会紀要』第 43号（2007）がある。 

（16）以上については、大阪市市民局文化課『大阪文化施設協会発会式並ニ記念講演会記録』（1943）。 

（17）長田資料にある「大阪文化施設協会会則案」（D-9-4）と前掲の『大阪文化施設協会発会式並ニ記念

講演会記録』とで、会員団体に異動が見られる。ここに紹介した 26 の施設は『大阪文化施設協会発

会式並ニ記念講演会記録』による。 

（18）同年 6月 9日に大阪市立電気科学館において協議会。同 16日には大阪府立図書館において第一部

会。7月 20日に大阪市立戦時生活館で理事会。同 29日に常務理事会。8月 4日に大阪府立図書館に

おいて第一部会がそれぞれ開催されている。 

（19）前掲『大阪文化施設協会発会式並ニ記念講演会記録』8-9頁。 

（20）MLA連携の先駆けについては、関西文脈の会第 17回勉強会（2012年 12月 16日）でのご教示に

よる。 

（21）柿沼隆志「戦時体制化の読書指導 公共図書館の教育機能についてのノート」『図書館雑誌』第 68

号第3号（1974.3）。奥泉和久「戦時下における『読書指導』の展開」『図書館界』第46巻第1号（1994.5）。

高梨章「図書館と大衆 そのリテラシー問題（昭和戦前・戦時期）」『図書館界』第 62巻第 3号（2010.9）。 

（22）奥泉和久「図書館史研究をどう進めるか」『現代の図書館』第 48巻第 2号（2010.6）106頁。 
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長田富作資料目録〈文書の部〉（凡例） 

 

“分類は不要”とはいっても、配列の意味は必要（＝欲しい）なので、長田富作資料リストには、次のような配列の順序がある。これは、

はじめの資料区分記号 a,b,c,d,e が、ざっと時代別に大分けしたという本当に“仮の”付与であったので、やはりある程度は資料内容でひと

くくりにしたいという、“司書根性”を引きずっているためとご了解いただきたい。 

 

  

(1) まず文書資料全体を、資料の制作者別に、１．大阪府立図書館（大阪府関係）、２．大阪・近畿地方図書館関係、３．日本図書館

協会関係、４．中央図書館長協会関係、５．その他、の５類に分けた。 

(2) 各類のなかは必要に応じて小見出しを立てたところもある。１類は、大阪府立図書館の業務別に、1.1 庶務、1.2 展示会、1.3 貸

出文庫・読書会、とした。小見出しの中の配列は、資料番号順（B,C,D,Eの番号順）である。 

(3) ２類は、大阪・近畿地区の図書館関係団体別に、2.1 大阪図書館協会関係、2.2 近畿図書館協議会関係、2.3 大阪文化施設協会関

係、とした。ここでも小見出しの中の配列は、資料番号順（B,C,D,E の番号順）である。 

(4) ３類の日本図書館協会関係は、文書点数が 163 点を数えるので、年次別または全国図書館大会の回次別に小見出しを立てること

も検討したのだが、そうすると原資料のまとまりが複数の大会にまたがっている場合などジレンマに陥るので、あきらめて３類

についてはそのまま資料番号順（B,C,D,E の番号順）に配列してある。 

(5) ４類の中央図書館長協会関係には、中央図書館長協会の構成員であった長田館長から発した協会運営関係文書もここに含めた。 

(6) ５類のその他には、文部省発の文書など文書点数の少ないもの、および制作者不明のものが含まれる。 

(7) 各資料群（B,C,D,E）における配列の際の基本原則は年代順であるが、ひとまとまりになっているものについては、その原型を優

先した。したがって、厳密には年代順に並ばないところがある。 

(8) 書簡については＜書簡の部＞を別整理の予定であるが、B,C,D,E 群の中で袋入りのまとまった資料群に入っている書簡について

は、そのまま今回の＜文書の部＞に含めてある。 
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長田富作資料目録 ＜文書の部＞  

                計 480点 

 

1 大阪府立図書館・大阪府関係 

 1.1 庶務 108点 

 1.2 展示会 31点 

 1.3 貸出文庫・読書会 33点 

2 大阪・近畿地方図書館関係 

2.1 大阪図書館協会関係 6点 

 2.2 近畿図書館協議会関係 52点 

 2.3 大阪文化施設協会関係 10点 

3 日本図書館協会関係 163点 

4 中央図書館長協会関係 54点 

5 その他 23点 

           

      

＊なお、b.c.d.e群の各資料点数については、前述の 2001（平成 4）年当時の整理分担表の中に記しておいた。 
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長田富作資料目録 

1 大阪府立図書館・大阪府関係 
1.1 庶務 

袋番号 枝番 タイトル 制作者 年月日 記述法 頁 内容 

B-3   府立図書館費増減調 ［大阪府立図書館］   ガリ版 2枚 
９年度予算 と 10年度予算。「○中央図書館指定ニ伴フ増 ◎特許部充実
ニ伴フ増」 

B-4   
大阪朝日新聞主催全国中等学校野球大会
中ニ於ケル閲覧人員ノ概況 

［大阪府立図書館］ ［昭和 9年］ 手書き 1枚 大阪府立図書館用箋。昭和 4年から昭和 9年の標題の調査表 

B-6   
昭和九年夏期休暇予定表／出納係夏期休
暇予定表 

［大阪府立図書館］ 昭和 9年 7月 8月 手書き 各 1枚   

B-8   大阪府立図書館職員□□(ﾏﾏ)会規約案 ［大阪府立図書館］ ［昭和 4年］ ガリ版 3枚 
同一 3部あり。表紙：大阪府立図書館用箋に「慶弔規約」と墨書。ホッチキス
留め。「原本」と書かれたそのうちの 1部に書き込みあり 

B-10   
図書閲覧願 図書頭渡部信宛／閲覧に対す
る礼状 鈴木事務官・橘井清五郎・宮良當壮
宛 

大阪府立図書館司書 長
田富作（発） 

昭和 7年 10月 13
日付 

手書き 1枚 
2通分の下書き。嘉暦古鈔本論語集解 10帖、元亨釋書 31帖（貞治 3年

刊）に対するもの 

B-12   新聞閲覧状況 ［大阪府立図書館］ ［昭和 9年］ 手書き 25枚 
昭和 9年 4～9月の新聞紙名別・発行月別閲覧者数。毎月各 4枚。昭和 9
年 4～9月の閲覧総員、新聞雑誌閲覧者数と百分比を記載した集計が 1枚 

Ｃ-15   大阪府立図書館当直勤務心得 ［大阪府立図書館］ ［昭和 18年］ ガリ版 1枚   

Ｃ-16   大阪府立図書館宿直勤務心得 ［大阪府立図書館］ ［昭和 18年］ ガリ版 1枚 朱あり。Ｃ-15の（案） 

Ｃ-17   大阪府立図書館宿直規程 ［大阪府立図書館］     1枚 朱あり。Ｃ-18の（案） 

Ｃ-18   大阪府立図書館当直規程 ［大阪府立図書館］ 昭和 18年 3月 1日 ガリ版 1枚   

Ｃ-21   
共済組合加入後ノ療養費手当金支給状況 
昭和十六年二月至十月 

〔大阪府立図書館〕 〔昭和 16年〕 ガリ版 1枚   

Ｃ-22   昭和十七年五月以降書籍購入予算   ［昭和 17年］ 手書き 1枚 大阪府立図書館用箋。坂田の印あり 

Ｃ-23   傭人勤務規程 ［大阪府立図書館］   手書き 12枚 
大阪府立図書館用箋。「傭人勤務時間及公休制」、「傭人勤務心得」、
「巡視昼勤務表」、「巡視夜勤務表」、「小使勤務表」を含む（大き
さは全て 26×35） 
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袋番号 枝番 タイトル 制作者 年月日 記述法 頁 内容 

Ｃ-24   大阪府立図書館要覧 昭和二十七年四月 大阪府立図書館 
昭和 27年 7月 15
日 

印刷 50頁 帯あり 

Ｃ-38   ［メモ］     手書き ［22頁］ 
時局における中央図書館のあり方に関する文章の下書きと思われる。
「図書館ハ社会教育ノ根幹ニシテ」から始まる。こより綴じ 

Ｃ-40   閲覧者一日平均比較表 ［大阪府立図書館］ ［昭和 17年］ 手書き 1枚 大阪府立図書館用箋。昭和 14・15・16年度の調べ 

Ｃ-41   帯出閲覧調 ［大阪府立図書館］ ［昭和 17年］ 手書き 1枚 大阪府立図書館用箋。昭和 14・15・16年度の調べ 

Ｃ-42   写真閲覧調 ［大阪府立図書館］ ［昭和 17年 5月］ 手書き 1枚 大阪府立図書館用箋。昭和 14・15・16年度分を記載 

Ｃ-43   
〔市町村立図書館ニ関スル調査〔昭和 17
年〕〕 

          

Ｃ-43 1 市町村立図書館ニ関スル調査要項 ［大阪府立図書館］ ［昭和 17年］ 印刷 1枚 Ｃ-90-1に同じ 

Ｃ-43 2 市町村立図書館ニ関スル調査 大阪府立図書館 ［昭和 17年］ 印刷 1枚 Ｃ-90-2に同じ。ただし、朱あり。 

Ｃ-63   昭和十三年度歳出予算表 大阪府立図書館 〔昭和 13年〕   1枚 昭和十二年度歳出予算表に鉛筆で修正 

Ｃ-73   
大阪府立図書館規則および大阪府立図書
館館外帯出規則 

［大阪府立図書館］   印刷 1枚 両面使用 

Ｃ-76   
［中央図書館の運営及び「ユニオンカタ
ログ」の件］ 

    手書き ［11頁］ 
大阪府立図書館用箋。中央図書館と組合図書館の「コーペレーション」

について 1936年のイギリスの中央図書館のユニオンカタログ事例に
触れる 

Ｃ-77   注意     手書き 1枚 大阪府立図書館用箋。閲覧に注意すべき左派系の人物・政党名の一覧 

Ｃ-78   推奨良書（十二期生）     ガリ版 1.5枚 
「生野」と右肩に書き入れあり。「日本古典、現代文学、歌集、修養、
その他」が 1枚。「英文学（原書紹介）」が半枚 

Ｃ-79   
昭和十三年度図書購入費 24,200円ノ各係
割当予算表 

［大阪府立図書館］ 
［昭和 13年］6月
18日 

手書き 1枚 大阪府立図書館用箋。11・12年度の記載あり 

Ｃ-80   昭和十三年度歳出予算表 大阪府立図書館 ［昭和 13年］ 印刷 1枚 諸庸人の内訳数あり 

Ｃ-84   図書館の心得の条々 ［大阪府立図書館］ 昭和 13年 8月 8日 手書き ［4頁］ 大阪府立図書館用箋。こより綴 
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Ｃ-85   図書館概論 ［大阪府立図書館］ 
［昭和 13年 5月 7
日］ 

ガリ版/
手書き 

［14頁］ 大阪府立図書館用箋。大阪府立図書館出納手講習用 

Ｃ-86   外国特許研究会取扱写真複写受註先概様 外国特許研究会 ［昭和 16年］ 手書き 6枚 「一ヶ年三十枚以上受註先」。109社あり 

Ｃ-87   〔外国特許研究会予算〕           

Ｃ-87 1 
昭和十五年ヨリ十六年十月ニ至ル出来高
比較 

［外国特許研究会］ ［昭和 17年］ 手書き 1枚 外国特許研究会用箋 

Ｃ-87 2 
自昭和十七年十月一日至昭和十八年三月
末日下半期収支予算 

［外国特許研究会］ ［昭和 17年］ 手書き 1枚 外国特許研究会用箋 

Ｃ-87 3 
自昭和十七年四月一日至昭和十七年九月
末日上半期予算表 

［外国特許研究会］ ［昭和 17年］ 手書き 1枚 外国特許研究会用箋 

Ｃ-87 4 
自昭和十七年一月一日至昭和十七年三月
末日収支予算表 

［外国特許研究会］ ［昭和 17年］ 手書き 1枚 外国特許研究会用箋 

Ｃ-88   大阪府立図書館写真閲覧施設概要 ［大阪府立図書館］ ［昭和 16年］ 手書き 3枚 大阪府立図書館用箋 

Ｃ-89   
外国特許研究会会員延数 昭和十七年五
月十三日調 

［大阪府立図書館］ 
昭和 17年 5月 13
日 

印刷 2枚   

Ｃ-90   
〔市町村立図書館ニ関スル調査〔昭和 17
年〕〕 

          

Ｃ-90 1 市町村立図書館ニ関スル調査要項 ［大阪府立図書館］ ［昭和 17年］ 印刷 1枚 同一物 6部 

Ｃ-90 2 市町村立図書館ニ関スル調査 大阪府立図書館 ［昭和 17年］ 印刷 1枚 同一物 5部。Ｃ-90-1「要項」による本表。調査年は昭和 16年度 

Ｃ-111   社団法人発明文献研究会資産管理規程 ［大阪府立図書館］   手書き 2枚 大阪府立図書館用箋 

Ｃ-112   社団法人発明文献研究会事務規程 ［大阪府立図書館］   手書き 10枚 大阪府立図書館用箋 

Ｃ-114   昭和十八年十一月分行事予定表 ［大阪府立図書館］ ［昭和 18年 11月］ ガリ版 1枚   

Ｃ-115   昭和十八年十二月行事予定表 ［大阪府立図書館］ ［昭和 18年 12月］ ガリ版 1枚   

Ｃ-121   道府県人口一人当歳出等調 大阪府立図書館   印刷 1枚 同一物 9部あり 
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袋番号 枝番 タイトル 制作者 年月日 記述法 頁 内容 

Ｃ-122   本省ニ対スル希望意見 大阪府立図書館   印刷 1枚 
同一物 24部。「高度国防国家ノ新体制ニ即シ富国強兵ノ大策ニ応スル

ヤウ速ニ図書館令並ニ関係法規ヲ改定セラレンコトヲ望ム」とある 

Ｃ-127   写真 ［大阪府立図書館］   写真 1枚 
壁に「外国特許総覧」のパネルあり。特許文献展関連のものと思われ
る 

Ｄ-1   宮田氏意見 宮田〔孝二〕   手書き 8枚 

大阪府立図書館用箋。メモあり。・ 閲覧者の利便（入口混雑の防止，

座席の増加，読書相談係の特設ほか） ・館内の清潔 ・収入の増加 ・
経費の節約（四、石炭代用にコークスの使用研究  六、…製本助手に
子供の使用） ・火災盗難の予防 ・事務能率の増進 ・靴穿き入館の可

否（下駄穿き者は入館者の内三割五分―四割，靴穿きの侭入館せしむ
る場合、利：閲覧者の便利なることほか  害：館の不潔甚し，騒音甚
しほか)封筒に題 

Ｄ-2   〔図書館週間関係書類〕           

Ｄ-2 1 
文部省 日本図書館協会 大阪府立図書館 
推薦良書百選 自昭和八年四月至昭和九
年十月 

［文部省 日本図書館協
会 大阪府立図書館］ 

〔昭和 9年〕 印刷 4枚 ガリ版刷り 1部，選定作業用リスト 10＋４枚（手書きあり） 

Ｄ-2 2 
大阪府立図書館巡回文庫良書百選自昭和
八年四月至昭和九年十月 

大阪府立図書館 吹田町
立図書館 

〔昭和 9年〕 印刷 1枚   

Ｄ-2 3 
〔下書き 図書館週間良書百種紹介の
件〕 

長田富作 昭和 9年 11月 8日 手書き 1枚 大阪府立図書館用箋。日本図書館協会理事長 松本喜一〔宛〕 

Ｄ-2 4 
〔下書き 図書館週間良書百種紹介の
件〕 

長田富作 昭和 9年 11月 8日 手書き 1枚 前項の書肆、百貨店〔宛〕お礼状 

Ｄ-2 5 
社団法人日本図書館協会推薦図書自昭和
九年十一月至昭和十年十月推薦 

［日本図書館協会］   ガリ版 10頁   

Ｄ-2 6 図書館週間統計 〔大阪府立図書館〕 
〔昭和 9年〕11月
6日・7日 

手書き 1枚 大阪府立図書館用箋 

Ｄ-2 7 日本図書館協会推薦図書百種 〔日本図書館協会〕 〔昭和 10年 11月〕 印刷 1枚 昭和十年自十一月一日至十一月七日。同一物 4部 

Ｄ-2 8 〔書簡〕長田富作宛 
日本図書館協会理事長 
松本喜一〔発〕 

昭和 10年 9月 27
日 

印刷 1枚 図書館週間 PRポスター注文書と図書館予算あり 

Ｄ-2 9 〔下書き書簡〕松本喜一宛 長田富作〔発〕 
昭和 10年 9月 28
日 

手書き 1枚 Ｄ2-8の返信 
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Ｄ-2 10 〔書簡〕長田富作宛 林繁三〔発〕 
昭和 10年 10月 19
日 

手書き 1枚 日本図書館協会用箋 

Ｄ-2 11 
〔昭和九年度～昭和十一年度分野別選択
数および担当者リスト〕 

〔大阪府立図書館〕 〔昭和 11年〕 手書き 4枚 大阪府立図書館用箋 

Ｄ-2 12 〔月間『読書』の無料頒布について〕 大阪府立図書館   ガリ版 1枚 同一物 26部 

Ｄ-3   年報印刷目録関係〔昭和 3年-10年〕           

Ｄ-3 1 
〔和漢洋増加図書分類別統計昭和三年-
昭和十年度〕 

〔大阪府立図書館〕   手書き 18枚 大阪府立図書館用箋 

Ｄ-3 2 〔昭和八年度洋書購入分類別統計〕 〔大阪府立図書館〕   手書き 7枚 大阪府立図書館用箋 

Ｄ-3 3 〔休館日一覧〕 〔大阪府立図書館〕   手書き 1枚 大阪府立図書館用箋 

Ｄ-3 4 
〔昭和五～九年度毎の初校と最終校了月
日一覧〕 

〔大阪府立図書館〕   手書き 1枚 大阪府立図書館用箋 

Ｄ-3 5 〔寄贈団体五十音順リスト〕 〔大阪府立図書館〕   印刷 22頁 大阪府立図書館用箋 

Ｄ-3 6 〔寄贈団体追加リスト〕 〔大阪府立図書館〕   手書き 1枚 大阪府立図書館用箋 

Ｄ-5   ペトロリウム           

Ｄ-5 1 〔帯出申込記録メモ〕 〔大阪府立図書館〕   手書き 1枚 

大阪府立図書館用箋。第 1回昭和 16年 12月 22日申込昭和 17年 2月
21日まで。第 2回昭和 17年 2月 24日申込昭和 17年 8月 23日まで。

第 3回昭和 17年 8月 23日申込昭和 18年 2月 23日まで。帯出者 早
川不止雄 

Ｄ-5 2 〔返却メモ〕 〔大阪府立図書館〕 
昭和 18年 2月 15
日 

手書き 1枚 The Science of Petroleum 1-4 

Ｄ-5 3 〔工業図書出版社 書籍リスト〕 〔大阪府立図書館〕   手書き 2枚 大阪府立図書館用箋 

Ｄ-5 4 〔工業図書出版社 書籍リスト〕 〔大阪府立図書館〕   手書き 3枚 大阪府立図書館用箋 

Ｄ-5 5 Catalogue 〔工業図書出版社〕   印刷 1枚   

Ｄ-5 6 〔工業図書出版社関連メモ〕 〔大阪府立図書館〕   手書き 2枚 大阪府立図書館用箋 
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袋番号 枝番 タイトル 制作者 年月日 記述法 頁 内容 

Ｄ-5 7 〔早川不止雄図書貸出メモ〕     手書き 1枚   

Ｄ-5 8 〔工業図書出版社関連メモ〕     手書き 1枚 メモ用紙 

Ｄ-7   貴重図書研究           

Ｄ-7 1-1 〔書簡〕長田富作宛 
宮内省図書寮 飛鳥井雅
信〔発〕 

昭和 18年 1月 27
日 

手書き 3枚 年月日は消印。宮内省用箋。封筒あり 

Ｄ-7 1-2 〔書簡〕長田富作宛 江崎努〔発〕 〔11月 19日〕 手書き 1枚 封筒入り 

Ｄ-7 1-3 〔書簡〕吉田祥三郎宛 飛鳥井雅信〔発〕 
昭和 18年 1月 27
日 

印刷 1枚   

Ｄ-7 2 〔草稿〕吉田氏蔵十三経註疏ニ就キテ 〔長田富作〕   手書き 5枚 大阪府立図書館用箋。付：メモ（手書き 27×19 2枚） 

Ｄ-7 3 〔貴重書メモ〕 〔長田富作〕   手書き 5枚 大阪府立図書館用箋 

Ｄ-7 4 〔白紙〕       20枚 大阪府立図書館用箋 

Ｄ-10   〔館記録 昭和 17年 昭和 18年〕           

Ｄ-10 1 
〔図書館制度の全般的改革案並ニ趣意
書〕と表書した包み紙 

        現物なし 

Ｄ-10 2 大阪府立図書館一覧表 昭和十七年六月 〔大阪府立図書館〕 〔昭和 17年 6月〕 印刷 1枚 大阪府立図書館印行。同一物 10部、うち 1部に朱 

Ｄ-10 3 昭和十七年度歳出予算表 大阪府立図書館 〔昭和 17年〕 印刷 1枚 同一物 3部 

Ｄ-10 4 昭和十八年度歳出予算表 大阪府立図書館 〔昭和 18年〕 印刷 1枚 同一物 3部 

Ｄ-10 5 
第三号議案 昭和十八年度大阪府立図書
館歳入歳出予算書 

〔大阪府〕 
昭和 17年 11月 24
日 

印刷 〔10頁〕 
付：昭和十八年度大阪府立図書館歳入予算説明  2枚 
付：昭和十八年度大阪府立図書館歳出予算説明  2枚 

Ｄ-10 6 市町村立図書館ニ関スル調査 大阪府立図書館 〔昭和 17年〕 印刷 1枚 同一物 2部。Ｃ-90-2に同じ 

Ｄ-10 7-1 本年ノ特別行事予定 〔大阪府立図書館〕 〔昭和 18年〕 ガリ版 1枚   
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Ｄ-10 7-2 行事 〔大阪府立図書館〕 〔昭和 18年〕 ガリ版 8枚 昭和 18年 1月-8月までの行事予定 

Ｄ-10 8 〔昭和 18年〕六～八月警備宿直表 〔大阪府立図書館〕   手書き 5枚   

Ｄ-16   〔昭和 9年 9月末会議ほか 袋なし〕           

Ｄ-16 1 〔昭和 9年〕九月末会議 〔大阪府立図書館〕 〔昭和 9年〕 手書き 3枚 大阪府立図書館用箋。記録メモ 7枚 

Ｄ-16 2 木曜会〔関連資料〕       18枚 大阪府立図書館用箋 

Ｄ-16 3 日本図書館協会推薦図書百種 〔日本図書館協会〕 〔昭和 11年〕 印刷 1枚 同一物 6部 

Ｄ-16 4 印刷カード図書目録 日本図書調査所 昭和 11年 5月 印刷 16頁   

Ｄ-16 5 夏期休暇予定表 〔大阪府立図書館〕   印刷 1枚   

Ｄ-16 6 図書館雑誌 選定図書カ 〔日本図書館協会〕       （219）-（222） 

Ｄ-17 
 

〔規程類 大正 12年-〕           

Ｄ-17 1 大阪府立図書館商議員会規程 大阪府立図書館   ガリ版 1枚   

Ｄ-17 2 大阪府立図書館図書撮影及証明規程 大阪府立図書館   印刷 1枚   

Ｄ-17 3 
大阪府立図書館図書撮影及証明規程〔原
案〕 

大阪府立図書館   手書き 5枚 大阪府立図書館用箋 

Ｄ-17 4 ［図書館外帯出］證 大阪府立図書館   手書き 1枚   

Ｄ-17 5 中央図書館ニ関スル法規     手書き 5枚 大阪府立図書館用箋 

Ｄ-17 6 〔中央図書館に関するメモ〕 〔長田富作〕   手書き 1枚   

Ｄ-17 7 公立図書館職員令ノ変遷 〔長田富作〕   手書き 1枚   

Ｄ-17 8 巡回文庫ノ閲覧状況〔稿〕     手書き 2枚   
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袋番号 枝番 タイトル 制作者 年月日 記述法 頁 内容 

Ｅ-3   
戦時下国民生活ニ実効ヲ与ヘシ図書館活
動ノ実際 

［大阪府立図書館］ 〔昭和 16年 3月〕 ガリ版 〔6頁〕 最初の 4頁が同一物 

Ｅ-4   本省ニ対スル希望意見 大阪府立図書館   印刷 1枚 同一物 3部。Ｃ-122に同じ 

Ｅ-5   道府県人口一人当歳出等調 大阪府立図書館   印刷 1枚 大阪府立図書館印行。Ｃ-121に同じ 

Ｅ-6   
昭和十七年度公共団体金属特別回収ニ関
スル件 

石田・日向 
昭和 17年 5月 31
日 

手書き 1枚 大阪府立図書館用箋。調査表：マル秘（Ｂ４判１枚） 

Ｅ-8   
〔昭和 11年度大阪府立図書館歳入予算/
歳出予算説明〕 

          

Ｅ-8 1 
昭和十一年度大阪府立図書館歳入予算説
明／同歳出予算説明 

〔大阪府立図書館〕 〔昭和 12年 3月〕 印刷 4枚   

Ｅ-8 2 〔下書き〕 〔大阪府立図書館〕 〔昭和 12年 3月〕 手書き 3枚 
昭和十一年度入館者・閲覧図書冊数調／昭和十年度・十一年度閲覧室
座席数調／状況報告（管内大阪府下図書館設置状況）。大阪府立図書

館用箋 

1.2 展示会 

袋番号 枝番 タイトル 制作者 年月日 記述法 頁 内容 

B-7   
(起案)近畿善本展覧会ニ関シ国宝搬出許
可願ニ関スル件 

館長 長田  主任 上松
（発） 
文部大臣鳩山一郎（宛） 

昭和 8年 2月 2日
（起案） 

手書き 2枚   

Ｃ-1   
左記之御蔵書本館展覧会ニ御出陳被成下
正ニ御預申上候也（控ノ部（一）） 

大阪府立図書館長長田
富作［発］ 

昭和 11年 6月 11
日 

手書き ［8頁］ 
大阪府立図書館用箋。富岡益太郎〔宛〕。富岡文庫善本展覧会 6.12－

6.14 

Ｃ-4   
左記之御蔵書本館展覧会ニ御出陳被成下
正ニ御預申上候也 

大阪府立図書館長長田
富作［発］ 

昭和 10年 10月 手書き ［9頁］ 大阪府立図書館用箋。真福寺寳生院［宛］。真福寺善本展観 10.18-10.20 

Ｃ-9   勤皇志士佐久良東雄遺墨文献展           

Ｃ-9 1 ［依頼状］ 
大阪府立図書館長 長
田富作［発］ 

昭和 10年 10月 8
日 

ガリ版 1枚 勤王志士佐久良東雄遺墨文献展への出品依頼状。Ｃ-９－２と同じ 

Ｃ-9 2 ［依頼状］ 
大阪府立図書館長 長
田富作［発］ 

昭和 10年 10月 8
日 

ガリ版 1枚 勤王志士佐久良東雄遺墨文献展への出品依頼状。Ｃ-9－１と同じ 

Ｃ-11   
［特許発明文献展覧会出品についての依
頼書］ 

大阪府立図書館 ［昭和 10年 3月］ 手書き 1枚 大阪府立図書館用箋 特許発明ニ関スル文献展覧会 4.24－26に開催 
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Ｃ-64   
［代用品資源ニ関スル発明文献展覧会要
旨］ 

［大阪府立図書館］ 
［昭和 13年 11月
24日］ 

ガリ版 2枚   

Ｃ-72   
新刊良書展観目録 昭和 11年 10月-昭和
12年 2月 

［大阪府立図書館］ ［昭和 12年］ 印刷 1枚 全 40冊（児童書 10冊 一般書 30冊） 

Ｄ-15   〔国史展覧会関係〕           

Ｄ-15 1 〔石山寺他資料所蔵者の住所録〕 〔大阪府立図書館〕   手書き 7枚 大阪府立図書館用箋 

Ｄ-15 2 〔調査資料の引き写し〕 〔大阪府立図書館〕   手書き 7枚 大阪府立図書館用箋 

Ｄ-15 3 
新設項目 皇居大内裏ノ内ニマトメルモ
ノ 

〔大阪府立図書館〕   手書き 1枚 大阪府立図書館用箋。裏にメモ書き 

Ｄ-15 4 大橋図書館和漢図書分類案内（要目抄） 大橋図書館   印刷 16頁 折本 

Ｄ-18   
〔展示関係資料 袋なし 昭和 8年-10
年〕 

          

Ｄ-18 1 
〔鴻池男爵家秘蔵扇面書画特別展新聞記
事切抜き〕 

〔大阪府立図書館〕 〔昭和 8年 3月〕   4枚 大阪府立図書館用箋 

Ｄ-18 2 内藤湖南先生遺書展観目録［原稿］ 〔大阪府立図書館〕 〔昭和 10年〕 手書き 12枚 大阪府立図書館用箋 

Ｄ-18 3 〔特許発明文献展覧会出陳依頼原稿〕 〔大阪府立図書館〕 昭和 10年 3月 手書き 2枚 大阪府立図書館用箋 

Ｄ-18 4 
勤王志士佐久良東雄遺墨文献展覧会出品
者目録 

〔大阪府立図書館〕 〔昭和 10年〕 手書き 6枚 大阪府立図書館用箋 

Ｄ-18 5 〔書簡〕長田富作宛 森田龍僊 
昭和 19年 6月 30
日・7月 3日 

手書き 2枚   

Ｄ-18 6 金沢文庫［と題した図書リストの草稿］ 〔大阪府立図書館〕   手書き 5枚 大阪府立図書館用箋 

Ｅ-2   
〔皇紀二千六百年記念国史展覧会関係資
料〕 

          

Ｅ-2 1 〔図書借用願〕 
大阪府立図書館長 長田
富作〔発〕 

昭和 14年 5月 5日 印刷 1枚 蓬左文庫〔宛〕 

Ｅ-2 2 〔図書借用及び撮影許可願書〕 大阪府立図書館長 昭和 14年 印刷 1枚   
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袋番号 枝番 タイトル 制作者 年月日 記述法 頁 内容 

Ｅ-2 3 皇紀二千六百年記念国史展覧会略目録 大阪府立図書館 
昭和 15年 1月
19-21日 

印刷 1枚 同一物 2部あり 

Ｅ-2 4 国宝搬出願 〔大阪府立図書館〕 昭和 14年 12月 印刷   石川県 白山比咩神社蔵『神皇正統記』 

Ｅ-2 5-1 〔書簡 下書き〕九条家・猪熊氏宛 長田富作   手書き 1枚   

Ｅ-2 5-2 〔書簡〕猪熊信男宛 九条 
昭和 15年 2月 18
日 

手書き 1枚   

Ｅ-2 5-3 〔書簡〕長田富作宛 猪熊信男 
昭和 15年 2月 20
日 

手書き 1枚 5-2に同封 

1.3 貸出文庫・読書会 

袋番号 枝番 タイトル 制作者 年月日 記述法 頁 内容 

Ｃ-25   時局資料百選 第七 大阪府立図書館 昭和 13年 9月 印刷 1枚 新着特許抄報第四六号附録 

Ｃ-26   時局資料百選 第六 大阪府立図書館 昭和 13年 6月 印刷 1枚 新着特許抄報第四〇号附録 

Ｃ-35   国民精神総動員文庫実施要領 大阪府立図書館 ［昭和 14年］ 印刷 1枚   

Ｃ-36   〔国民精神総動員文庫協議会〕           

Ｃ-36 1 国民精神総動員文庫協議会ノ件 大阪府学務部長〔発〕 昭和 14年 9月 5日 印刷 1枚 同一物 3部あり 

Ｃ-36 2 国民精神総動員文庫協議会出席者名簿   昭和 14年 9月 印刷 1枚 同一物 2部あり。それぞれに書き込みあり 

Ｃ-37   国民精神総動員文庫協議会出席者名簿   昭和 14年 9月 印刷 1枚 Ｃ-36の校正前のものか 

Ｃ-39   総動員文庫［に関するメモ］     手書き 7枚 大阪府立図書館用箋 

Ｃ-44   国民精神総動員文庫施設費調     手書き 1枚 大阪府立図書館用箋 
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Ｃ-45   ［（三）総動員文庫ノ特異性］     手書き 1枚 大阪府立図書館用箋 

Ｃ-66   大阪府立図書館巡回文庫協議会案   
昭和 12年 2月 19
日 

手書き ［6頁］ 大阪府立図書館用箋。右上こより綴じ。書き込みあり 

Ｃ-67   大阪府立図書館巡回文庫協議会     手書き ［6頁］ 大阪府立図書館用箋。右上こより綴じ。 

Ｃ-68   大阪府巡回文庫協議会   昭和 12年 3月 12日 印刷 1枚 
同一物 3部あり。うち 2部に各文庫からの発言と思われる書き込みあ
り。 

Ｃ-69   巡回文庫回付先一覧   
昭和 12年 2月末現
在 

印刷 1枚   

Ｃ-70   新着案内 ［大阪府立図書館］   印刷 1枚 巡回文庫の新着案内ビラ 

Ｃ-71   特別回付図書目録     印刷 ［3頁］ 
第１号～第 17号文庫。各 30冊前後。Ｃ-66にある「配布すべき印刷

物」の 1つか 

Ｃ-74   九月廿五日廿六日図書館協議会挨拶文案           

Ｃ-74 1 九月廿五日廿六日図書館協議会挨拶文案 ［大阪府立図書館］ ［昭和 14年 9月］ 手書き ［8頁］ 大阪府立図書館用箋。大阪府国民精神総動員文庫協議会におけるもの。 

Ｃ-74 2 ［長官訓示］ ［大阪府立図書館］ ［昭和 14年 9月］ 手書き 4枚 大阪府立図書館用箋。Ｃ-74-1の下書き 

Ｃ-75   巡回文庫回付休止ノ件 大阪府立図書館 
昭和 13年 3月 16
日 

手書き 1枚 大阪府立図書館用箋 

Ｃ-83   大阪府立図書館更生文庫     手書き 2枚 
目的、編成、管理、施行細則。大阪府立図書館用箋。「巡回文庫ノ本

ヲ以テ編成ス」とあり 

Ｃ-92   国民精神総動員文庫計画案 部長 10月 22日 手書き 11枚 大阪府立図書館用箋 

Ｃ-93   大阪府立図書館国民精神総動員文庫規程 ［大阪府立図書館］ ［昭和 14年］ 手書き 2枚 大阪府立図書館用箋 

Ｃ-94   
大阪府立図書館国民精神総動員文庫規程
施行細則 

［大阪府立図書館］ ［昭和 14年］ 手書き 3枚 大阪府立図書館用箋 

Ｃ-95   国民精神総動員文庫実施ニ就テ     手書き 4枚 大阪府立図書館用箋。書き込みあり 

Ｃ-96   
昭和十三年度国民精神総動員文庫設立予
算書 

    手書き 3枚 大阪府立図書館用箋 
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袋番号 枝番 タイトル 制作者 年月日 記述法 頁 内容 

Ｃ-117   巡回文庫改善の私案 司書日向亮治〔発〕 [昭和 13年] 手書き 4枚 三輪部長〔宛〕。大阪府立図書館巡回文庫封筒。原稿用紙 

Ｃ-146   〔貸出文庫を中心とする読書指導〕           

Ｃ-146 1 
貸出文庫ヲ中心トスル読書指導ニ関スル
件 

文部省社会教育局文化
施設課長〔発〕 

昭和 17年 5月 21
日 

ガリ版 1枚 大阪府中央図書館長〔宛〕 

Ｃ-146 2 巡回文庫運賃算出明細書     手書き 7枚 大阪府立図書館用箋 

Ｃ-146 3 文庫編成法     手書き 4枚 大阪府立図書館用箋 

Ｃ-146 4 
運賃並取扱法改正ニ伴ヒ文庫回付方法ノ
変更並ニ運賃計算 

    手書き 3枚 
大阪府立図書館用箋。付：昭和 17年 4月末現在府下町村立青年学校数

併ニ文庫回付計画（4枚） 

Ｄ-13   読書会           

Ｄ-13 1 〔草稿〕大阪府主催巡回文庫協議会記録     手書き   
序：昭和 18年 1月（3枚）、協議会記録：昭和 17年 12月 2日（13枚）、
巡回文庫協議会に於ける長官訓示案：12月 2日（3枚）、第二回協議
会：1月 26日（7枚） 

Ｄ-13 2 『読書録』 大阪府立図書館   印刷 17頁   

Ｄ-13 3-1 大阪府立図書館読書会協議会日程 大阪府立図書館 昭和 18年 5月 8日 印刷 1枚   

Ｄ-13 3-2 〔山田村読書会概要〕 〔山田村読書会〕 〔昭和 18年 5月〕 印刷 1枚 名刺（田中忠雄・末廣哲夫）あり。メモ 

2 大阪・近畿地方図書館関係 
2.1 大阪図書館協会 

袋番号 枝番 タイトル 制作者 年月日 記述法 頁 内容 

B-13   〔大阪図書館協会第 5回総会〕           



57 

 

B-13 1 大阪図書館協会第五回総会次第並ニ役割 ［大阪府立図書館］   手書き 1枚   

B-13 2 大阪図書館協会第五回総会［案内］ 
大阪図書館協会理事長 
今井貫一 

昭和 4年 10月 21
日 

印刷 1枚 同一 2部あり 

B-13 3 草稿 ［長田富作］ ［昭和 4年 10月］ 手書き 2枚 
「府立図書館ノ書庫増築並ニ巡回文庫開始…文部大臣ノ府立図書館指定
…」等の記述あり。総会演説の草稿と思われる。 

B-13 4 大阪図書館協会理事会 ［大阪府立図書館］ ［昭和 4年 10月］ 手書き 1枚   

B-13 5 大阪図書館協会第五回総会準備要領 ［大阪府立図書館］   手書き 1枚   

Ｃ-81   大阪図書館協会〔次第下書き〕 〔長田富作〕 
昭和 16年 2月 17
日 

手書き 3枚 大阪府立図書館用箋 

2.2 近畿図書館協議会 

袋番号 枝番 タイトル 制作者 年月日 記述法 頁 内容 

B-14   〔近畿図書館協議会〔大正 13年 6月〕〕           

B-14 1 
［近畿図書館協議会委員会］報告並ニ照会
ノ件 

和歌山県立図書館 
大正 13年 6月 10
日 

ガリ版 1枚 
付：近畿図書館統計調査用紙（B4 1枚）に大阪府立図書館の状況を各項

目タイプにて記入 

B-14 2 近畿図書館統計表 大正十三年四月調 近畿図書館協議会編   ガリ版 ［17頁］   

B-14 3 近畿図書館統計表 大正十四年四月調 近畿図書館協議会編   ガリ版 ［18頁］   

B-18   近畿図書館協議会第 23回例会           

B-18 1 
近畿図書館協議会第23回例会参加者名簿 
附協議題 

京都府立京都図書館 昭和 7年 10月 9日 ガリ版 ［10頁］ 
議題の一つに「国民必読選定の必要なきか」として約 150タイトルの

書名リストあり 

B-18 2 大森記念文庫重ナル図書ノ説明 大典記念京都植物園   ガリ版 ［10頁］ 
元知事大森鐘一男爵を記念して府立植物園内に建設された文庫，植物

園芸に関する古今の図書を蒐集 

Ｃ-148 
 

〔近畿図書館協議会〔昭和 15年 12月〕〕           

Ｃ-148 1 ［メモ］     手書き   
大阪府立図書館用箋。「昭和十五年十二月九日 於京都府立図書館」
とある 
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袋番号 枝番 タイトル 制作者 年月日 記述法 頁 内容 

Ｃ-148 2 記     手書き 3枚 大学図書館への呼びかけ 

Ｃ-148 3 記     手書き   公共図書館への呼びかけ。近畿図書館協議会か 

Ｃ-149   
〔近畿図書館協議会 大正12年‐昭和16
年〕 

          

Ｃ-149 1 ［新村出氏への記念品料の件］ 
第 27回近畿図書館協議
会当番幹事［発］ 

昭和 12年 1月 14
日付 

ガリ版 1枚 長田富作［宛］。Ｃ-149-2と同一封書に入っている 

Ｃ-149 2 ［新村出氏への記念品の件］ 野村伝四［発］ 
昭和 12年 1月 16
日 

手書き 1枚 長田富作［宛］。Ｃ-149-1と同一封書に入っている 

Ｃ-149 3 近畿図書館長打合会 ［大阪府立図書館］ 
昭和 13年 11月 2
日 

手書き 15頁 コヨリ綴じ。大阪府立図書館用箋 

Ｃ-149 4 近畿図書館長協議会 大阪府立図書館 昭和 16年 2月 8日 手書き 2枚 大阪府立図書館用箋 

Ｃ-149 5 近畿図書館長協議会 大阪府立図書館 昭和 16年 2月 8日 手書き 4枚 大阪府立図書館用箋 

Ｃ-149 6 第廿五回近畿図書館協議会出席者名簿   ［昭和 10年 5月］ 印刷 1枚   

Ｃ-149 7 
第五回大阪府下図書館関係者懇談会出席
者 

［大阪府立図書館］ 
大正 13年 12月 10
日 

ガリ版 1枚   

Ｃ-149 8 第二十六回近畿図書館協議会協議題   ［昭和 11年 6月］ 印刷 1枚   

Ｃ-149 9 
［第二十五回近畿図書館協議会開催の
件］ 

［大阪府立図書館］ 
昭和 10年 4月 20
日 

印刷 1枚 大阪府立図書館は当番幹事 

Ｃ-149 10 第二十五回近畿図書館協議会日程   
［昭和 10年］5月
18日 

印刷 1枚 書き込み多数あり 

Ｃ-149 11 協議題（第三十回近畿図書館協議会）   ［昭和 16年 5月］ ガリ版 1枚 書き込み多数あり 

Ｃ-149 12 第三十回近畿図書館協議会出席者名簿   ［昭和 16年 5月］ ガリ版 ［9頁］   

Ｃ-149 13 
協議会順序 第十四回近畿図書館協議会
出席者氏名 

  ［大正 12年 6月］ ガリ版 ［4頁］   
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Ｃ-149 14 ［大阪図書館協会発会式への祝辞依頼］   ［大正 14年］ 手書き 1枚 大阪図書館協会用箋。今沢慈海宛。下書きか 

Ｃ-149 15 ［大阪図書館協会発会式出席感謝状］      年 3月 2日 手書き 1枚 
大阪図書館協会用箋。知事・市長・住友男爵・徳川総裁宛及び野田・
高野宛。下書きか 

Ｃ-149 16 ［大阪図書館協会発会式挙行について］      年 2月 20日 手書き 1枚 
大阪府立図書館用箋。野田義夫・高野岩三郎宛講演依頼。知事・市長・
住友男爵出席依頼。下書きか 

Ｃ-149 17 ［本会委員嘱託状 ひな型］   大正 14年 2月 9日 手書き 1枚 大阪図書館協会用箋 

Ｃ-149 18 大阪図書館協会雑報 第四号（原稿）     手書き 3枚 大阪市立図書館用箋。昭和 3年の協会の雑報 

Ｄ-4   
昭和十八年二月十六日 第一回司書事務
打合会 

          

Ｄ-4 1 第一回近畿図書館事務打合会   
昭和 18年 2月 16
日 

印刷 1枚 同一物 3部。於：大阪府立図書館 協議題あり 

Ｄ-4 2-1 大阪府立図書館巡回文庫館内閲覧簿 〔大阪府立図書館〕   印刷 1枚   

Ｄ-4 2-2 大阪府立図書館巡回文庫帯出閲覧簿 〔大阪府立図書館〕   印刷 1枚   

Ｄ-4 2-3 第 号巡回文庫閲覧成績報告 〔大阪府立図書館〕   印刷 1枚   

Ｄ-4 2-4 廻付希望図書申込票 〔大阪府立図書館〕   印刷 1枚   

Ｄ-4 3 大阪府立図書館一覧表 昭和十七年六月 大阪府立図書館 〔昭和 17年 6月〕 印刷 1枚 大阪府立図書館印行 

Ｄ-4 4 昭和十八年度歳出予算表 大阪府立図書館 〔昭和 18年〕 印刷 1枚   

Ｄ-4 5 大阪府立図書館規則 大阪府立図書館   印刷 1枚   

Ｄ-4 6 
神戸市立図書館々則  昭和十四年三月一
日改正 

〔神戸市立図書館〕 〔昭和 14年〕 印刷 1枚 図書帯出願、児童図書帯出願挟み込み 

Ｄ-4 7 〔会議記録メモ〕 〔長田富作〕 〔昭和 18年〕 手書き 2枚 大阪府立図書館用箋 

Ｄ-11   近畿図書館           
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袋番号 枝番 タイトル 制作者 年月日 記述法 頁 内容 

Ｄ-11 1 近畿図書館倶楽部規約     ガリ版 2枚 大正二年および大正七年のもの。開催表（第 1回－第 31回） 

Ｄ-11 2 昭和十八年度歳出予算表 大阪府立図書館 〔昭和 18年〕 印刷 1枚   

Ｄ-11 3 昭和十八年度歳出予算表 和歌山県立図書館 〔昭和 18年〕 ガリ版 1枚 書き込みあり 

Ｄ-11 4 
近畿図書館長協議会 昭和十八年一月十
五日 

〔長田富作〕 
昭和 18年 1月 15
日 

手書き 14枚 
大阪府立図書館用箋。内容：予算打合、読書会、日配、近畿図書館協
議会組織ノ件 

Ｄ-11 5 〔協議会記録〕   
昭和 18年 4月 21
日 

手書き 4枚 神戸市立図書館参集 

Ｄ-11 6 〔書簡〕長田富作宛 中野光之〔発〕 昭和 18年 5月 1日 手書き 1枚 奈良県立奈良図書館用箋。封筒なし 

Ｄ-11 7 〔書簡〕長田富作宛 中野光之〔発〕 昭和 18年 5月 5日 手書き 1枚 奈良県立奈良図書館用箋 

Ｄ-11 8 〔書簡〕長田富作宛 小野則秋〔発〕 
昭和 18年 5月 13
日 

手書き 1枚 同志社大学図書館用箋 

Ｄ-11 9 断簡           

Ｄ-12 
 

日配           

Ｄ-12 1 〔書簡〕長田富作宛 
神戸市立図書館長寺澤
智了 代橋元正一 

昭和 16年 9月 24
日 

手書き 2枚 神戸市立図書館用箋 

Ｄ-12 2 
〔添付書類〕大阪府立図書館ヨリノ調査
依頼ノ件 昭和十六年九月十七日調査   

〔神戸市立図書館〕 
昭和 16年 9月 17
日 

手書き 9枚   

Ｄ-12 3 最近図書供給ニ関スル所感 〔大阪府立図書館〕 〔昭和 16年〕 手書き 6枚 
大阪府立図書館用箋。別表：過去三ヶ年自四月至八月図書購入冊数・
購入費調等、弘報ニヨル註文配本数調査表 10月 25日現在調がある。 

Ｄ-12 4 〔新刊購入状況調査〕 〔大阪府立図書館〕   ガリ版 9枚 
京都府立図書館、神戸市立図書館、和歌山県立図書館、奈良県立図書

館への集計メモ各 3枚。手書き 27×19 大阪府立図書館用箋 

Ｄ-12 5 出版文化協会 〔大阪府立図書館〕   手書き 8枚 大阪府立図書館用箋 
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2.3 大阪文化施設協会 

袋番号 枝番 タイトル 制作者 年月日 記述法 頁 内容 

Ｄ-9   大阪文化施設協会           

Ｄ-9 1 町会文庫 その行き方と経営法 大阪市役所 
昭和 17年 8月 15
日 

印刷 68頁   

Ｄ-9 2 
〔草稿〕大阪市立図書館ノ町会文庫ニ関
スル調査 

〔大阪府立図書館〕   手書き 1枚 大阪府立図書館用箋 

Ｄ-9 3 大阪文化施設協会会則案     ガリ版 2枚 書き込みあり 

Ｄ-9 4 大阪文化施設協会会則案     印刷 1枚   

Ｄ-9 5 大阪文化施設協会発会式出席     ガリ版 2枚   

Ｄ-9 6-1 大阪文化施設協会発会式次第 〔大阪文化施設協会〕 
昭和 18年 3月 29
日 

ガリ版 1枚   

Ｄ-9 6-2 文化指導機関協議会開催経過 〔大阪文化施設協会〕 〔昭和 18年〕 ガリ版 1枚   

Ｄ-9 6-3 
大阪文化施設協会結成記念文化講演会の
おしらせ 

〔大阪文化施設協会〕 
〔昭和 18年〕3月
29日 

印刷 1枚   

Ｄ-9 7 大阪 大阪市観光課 ［昭和 15年］ 印刷 30頁 『紀元二千六百年の大阪』附録 

Ｄ-9 8 図書館経営〔メモ〕 〔長田富作〕     1枚   

 
 

 

3 日本図書館協会関係 

袋番号 枝番 タイトル 制作者 年月日 記述法 頁 内容 

B-9   
社団法人日本図書館協会推薦図書 自昭
和八年十一月至昭和九年十月推薦 

日本図書館協会   ガリ版 5枚 
標題は赤ペンで「図書館週間中大書肆百貨店ニ於ケル陳列ノ推薦図書百
種」と手書き 

B-16   文部大臣諮問ニ対スル答申案 
長田富作等調査委員 9
名 

昭和 9年 5月 12日
付 

印刷 1枚 
巻頭に手書きで「公共図書館ノ利用増進ニ関シ最モ適切ナル方案如何」と
あり。 

付：答申案の手書きによる草稿あり。長田筆か 25×18 （8枚） 
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袋番号 枝番 タイトル 制作者 年月日 記述法 頁 内容 

Ｂ-19   
〔日本図書館協会第 28回全国図書館大
会〕 

          

Ｂ-19 1 ［日本図書館協会評議員会開催通知］ 日本図書館協会 昭和 9年 4月 18日 ガリ版 1枚   

Ｂ-19 2 
社団法人日本図書館協会昭和八年度決算
書 

日本図書館協会 昭和 9年 5月 印刷 1枚 
2部あり。うち 1部に右上に貼付用紙：「昭和九年五月九日評議員会

議案」。 

Ｂ-19 3 
［日本図書館協会総会（昭和九年度）開
催通知］ 

日本図書館協会理事長 
松本喜一 

昭和 9年 4月 11日 印刷 1枚 回答切り抜き済 

Ｂ-19 4 
日本図書館協会昭和九年度総会出席者名
簿 

［日本図書館協会］ 昭和 9年 印刷 1枚   

Ｂ-19 5 第二十八回全国図書館大会開催案内 
日本図書館協会理事長 
松本喜一 

昭和 9年 4月 印刷 1枚   

Ｂ-19 6 
第二十八回全国図書館大会諮問並ニ協議
題 

［日本図書館協会］ 昭和 9年 5月 3日 ガリ版 3.5枚 付：「大会前に“予め御送附申上候”」あり 

Ｂ-19 7 第二十八回全国図書館大会日程 ［日本図書館協会］ 昭和 9年 印刷 1枚   

Ｂ-19 8 第二十八回全国図書館大会日程 ［日本図書館協会］ 昭和 9年 印刷 1枚 申し込み用紙なし、当日配付分か 

Ｂ-19 9 
第二十八回全国図書館大会諮問並ニ協議
題 

［日本図書館協会］ ［昭和 9年］ 印刷 1枚 メモ書きあり 

Ｂ-19 10 第二十八回全国図書館大会出席者名簿 ［日本図書館協会］ ［昭和 9年］ 印刷 1枚   

Ｂ-19 11 図書館令施行細則     ガリ版 ［8頁］ 巻頭に手書きで「福岡県令」。 

Ｂ-19 12 ［晩餐会の案内］ 
日本図書館協会理事長  
松本喜一 

昭和 9年 4月 17日 ガリ版 1枚 第二十八回全国図書館大会期間中の晩餐会の案内。公印あり 

Ｂ-19 13 東京科学博物館観覧案内 文部省東京科学博物館   印刷 1枚 裏に団体観覧順路図あり 

Ｂ-19 14 文部省東京科学博物館平面図 文部省東京科学博物館   印刷 1枚   
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Ｂ-19 15 復興記念絵葉書 文部省東京科学博物館 昭和 6年 11月   12枚   

Ｃ-6   
〔図書館用語調査案（閲覧事務・第二回）
の修正増補あるいは削除等のお願い〕 

図書館用語統一調査委
員会委員長 今澤慈海
〔発〕 

昭和 10年 5月 4日 印刷 1枚 井村頴一〔宛〕 

Ｃ-12   第三十二回全国図書館大会日程 〔日本図書館協会〕 〔昭和 13年 5月〕 印刷 1枚 裏面に書き込みあり（読書力の向上など）。Ｃ-91と同一物 

Ｃ-14   
第三十二回全国図書館大会諮問事項並協
議題 

〔日本図書館協会〕 〔昭和 13年 5月〕 印刷 1枚 表裏に書き込みあり 

Ｃ-27   〔総裁賞銓衡委員会委員委嘱の願い〕 
日本図書館協会理事長 
高柳賢三〔発〕 

昭和 16年 11月 11
日 

印刷 1枚 長田富作〔宛〕 

Ｃ-28   役員会（第七回）会議録 〔日本図書館協会〕 12月 24日 ガリ版 〔4頁〕 昭和 16年か 

Ｃ-29   社団法人日本図書館協会役員名簿 〔日本図書館協会〕 昭和 16年 8月 7日 印刷 1枚   

Ｃ-30   〔委嘱決定の報告〕 
日本図書館協会理事長 
高柳賢三〔発〕 

昭和 16年 8月 8日 印刷 1枚 長田富作〔宛〕 

Ｃ-31   
〔日本図書館協会役員会（第 3回）会議
録〕 

          

Ｃ-31 1 役員会（第三回）会議録 〔日本図書館協会〕 8月 24日 ガリ版 3枚 昭和 16年か（定数改正/新刊図書優先配給実施について） 

Ｃ-31 2 定款改正案に関する評議員の意見 〔日本図書館協会〕 8月 22日 ガリ版 1枚   

Ｃ-32   日本図書館協会定款改正案           

Ｃ-32 1 社団法人日本図書館協会定款改正案 〔日本図書館協会〕 昭和 17年 7月 ガリ版 8頁 書き込みあり 

Ｃ-32 2 会費規程 〔日本図書館協会〕   ガリ版 1枚 Ｃ-32-1に挟み込み 

Ｃ-33   
〔日本図書館協会定款改正草案の検討の
願い〕 

日本図書館協会理事長 
高柳賢三〔発〕 

昭和 17年 7月 27
日 

ガリ版 1枚 Ｃ-32-1、Ｃ-32-2の送付状。長田富作〔宛〕 

Ｃ-34   社団法人日本図書館協会定款改正案 日本図書館協会 昭和 17年 7月 印刷 5頁 『図書館雑誌』第 36年第 8号（昭和 17年 8月）の 40-50頁抜き刷り 

Ｃ-47   議題 〔日本図書館協会〕 〔昭和 16年〕 印刷 1枚 総裁賞銓衡委員会・協会創立五十年記念会館建設計画委員会、とあり 
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袋番号 枝番 タイトル 制作者 年月日 記述法 頁 内容 

Ｃ-48   〔書簡下書き〕理事長高柳賢一宛 理事長田富作   手書き 2枚 
『図書館雑誌』8月号「大阪と第二の官立図書館」の掲載日。大阪府
立図書館用箋 

Ｃ-49   
〔日本図書館協会理事長再任のあいさ
つ・役員会開催の通知〕 

高柳賢三〔発〕 
昭和 16年 8月 26
日 

印刷 1枚 長田富作〔宛〕 

Ｃ-50   委嘱状 
日本図書館協会理事長 
高柳賢三〔発〕 

昭和 16年 12月 4
日 

印刷 1枚 長田富作〔宛〕 

Ｃ-51   
〔日本図書館協会総裁賞銓衡委員委嘱に
つき依頼〕 

日本図書館協会理事長 
高柳賢三〔発〕 

〔昭和 16年〕 ガリ版 1枚 長田富作〔宛〕 

Ｃ-52   総裁委嘱理事銓衡に関する件 
日本図書館協会理事長 
高柳賢三〔発〕 

昭和 16年 7月 26
日 

ガリ版 2枚 長田富作〔宛〕。書き込みあり 

Ｃ-53   〔日本図書館協会理事辞退〕 長田富作   ガリ版 1枚   

Ｃ-54   六月定例理事会開催ノ件 〔日本図書館協会〕 6月 7日 印刷 1枚   

Ｃ-55   
〔日本図書館協会理事辞退につき下書
き〕 

〔長田富作〕   手書き 1枚 Ｃ-53の草稿。大阪府立図書館用箋 

Ｃ-56   〔書簡下書き〕中田殿へ 〔長田富作〕   手書き 1枚 「図書館関係法規の研究」誌上発表の謝絶。大阪府立図書館用箋 

Ｃ-57   〔書簡下書き〕波多野殿へ 〔長田富作〕   手書き 1枚 Ｃ-53と関係あり 

Ｃ-58   〔書簡下書き〕秋岡殿へ 〔長田富作〕   手書き 1枚 大阪府立図書館用箋 （高柳氏帝大図書館長退任の年） 

Ｃ-82   新刊図書優先配給要綱 日本図書館協会   印刷 4頁 付：新刊図書優先配給加入申込書。理事長高柳賢三 

Ｃ-91   第三十二回全国図書館大会日程 〔日本図書館協会〕 〔昭和 13年 5月〕 印刷 1枚 裏面に書き込みあり（大阪府立図書館の強化など）。Ｃ-12と同一物 

Ｃ-97   
〔日本図書館協会昭和十六年度総裁賞候
補者銓衡委員会開催通知〕 

日本図書館協会理事長 
高柳賢三〔発〕 

昭和 17年 2月 25
日 

ガリ版 5枚 候補者のリスト。推薦理由（4枚）。長田富作〔宛〕 

Ｃ-98   〔日本図書館協会理事会開催通知〕 
日本図書館協会理事長 
高柳賢三〔発〕 

昭和 17年 2月 11
日 

ガリ版 1枚 長田富作〔宛〕。3月 20日理事会 

Ｃ-99   
社団法人日本図書館協会昭和十七年度予
算案 

〔日本図書館協会〕 〔昭和 17年〕 ガリ版 9頁   
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Ｃ-100   役員会（第八回）会議録 〔日本図書館協会〕 
〔昭和 17年 2月 21
日〕 

ガリ版 〔6頁〕   

Ｃ-101   
社団法人日本図書館協会昭和十七年度予
算案 

〔日本図書館協会〕 〔昭和 17年〕 ガリ版 2枚 Ｃ-99の予備稿 

Ｃ-102   〔日本図書館協会理事会開催通知〕 
日本図書館協会理事長 
高柳賢三〔発〕 

昭和 17年 2月 10
日 

ガリ版 1枚 長田富作〔宛〕。2月 11日理事会 

Ｃ-103   
〔物故先賢列伝の今井貫一氏略伝の原稿
依頼〕 

日本図書館協会理事長 
高柳賢三〔発〕 

1月 10日 印刷 1枚 日本図書館協会用箋。長田富作〔宛〕 

Ｃ-105   
理事会（第一回）報告 役員会（第五回）
会議録 

〔日本図書館協会〕 
昭和 16年 8月 14
日 

ガリ版 〔4頁〕   

Ｃ-106   
総裁賞銓衡委員会（昭和十六年度）議事
摘要 

〔日本図書館協会〕 昭和 17年 3月 4日 ガリ版 8頁   

Ｃ-107   
〔総裁賞候補者銓衡委員会賛否記入の願
い〕 

日本図書館協会理事長 
高柳賢三〔発〕 

昭和 17年 3月 7日 ガリ版 2枚 長田富作〔宛〕 

Ｃ-108   役員会（第六回）会議録 〔日本図書館協会〕 
昭和 16年 9月 13
日 

ガリ版 〔8頁〕   

Ｃ-109   総裁賞銓衡委員〔メモ〕 〔長田富作〕 〔昭和 16年〕 手書き 1枚 大阪府立図書館用箋 

Ｃ-110   総裁賞銓衡委員（案） 〔日本図書館協会〕 〔昭和 16年〕 印刷 1枚   

Ｃ-113   〔皇軍慰問図書雑誌寄附募集〕           

Ｃ-113 1 
〔皇軍将兵慰安のための図書雑誌寄附募
集とりまとめの依頼〕 

日本図書館協会理事長 
松本喜一〔発〕 

昭和 12年 10月 印刷 1枚 大阪府立図書館長 長田富作〔宛〕 

Ｃ-113 2 皇軍慰問図書雑誌寄附募集 日本図書館協会 
昭和 12年 10月 20
日 

印刷 1枚 同一物 2部 

Ｃ-124   
〔日本図書館協会昭和 16年度総会及び創
立 50周年記念式〕 

          

Ｃ-124 1 
〔日本図書館協会五十週年記念式典及び
感謝状贈呈の出席案内〕 

日本図書館協会理事長 
高柳賢三〔発〕 

昭和 16年 5月 5日 ガリ版 1枚 長田富作〔宛〕 

Ｃ-124 2 
社団法人日本図書館協会昭和十六年度総
会五十周年記念式典出席者名簿（追加） 

〔日本図書館協会〕 〔昭和 16年 5月〕 印刷 1枚   

Ｃ-124 3 
社団法人日本図書館協会昭和十六年度総
会及創立五十週年記念式典出席者名簿 

〔日本図書館協会〕 〔昭和 16年 5月〕 印刷 1枚 昭和 16年 5月 16日・17日開催 
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袋番号 枝番 タイトル 制作者 年月日 記述法 頁 内容 

Ｃ-124 4 
社団法人日本図書館協会五十週年記念式
通常総会（昭和十六年度）次第 

〔日本図書館協会〕 〔昭和 16年 5月〕 印刷 1枚 昭和 16年 5月 16日・17日開催 

Ｃ-124 5 
〔日本図書館協会昭和十六年度総会及創
立五十周年記念式典開催通知〕 

日本図書館協会理事長 
高柳賢三 

昭和 16年 4月 22
日 

印刷 1枚 切り取りあり（出席回答すみ） 

Ｃ-124 6 
社団法人日本図書館協会昭和十五年度決
算書 

〔日本図書館協会〕 〔昭和 16年〕 ガリ版 〔10頁〕   

Ｃ-124 7 定款改正ノ件 〔日本図書館協会〕   ガリ版 1枚   

Ｃ-124 8 
社団法人日本図書館協会昭和十六年度総
会表決権委任者名簿 

〔日本図書館協会〕 〔昭和 16年〕 印刷 1枚   

Ｃ-124 9 
社団法人日本図書館協会昭和十六年度総
会表決権委任者名簿（追加） 

〔日本図書館協会〕 〔昭和 16年〕 印刷 1枚   

Ｃ-124 10 評議員選挙規則 〔日本図書館協会〕 〔昭和 16年〕 印刷 1枚   

Ｃ-124 11 
五十週年記念式通常総会（昭和十六年度）
の栞 

日本図書館協会 〔昭和 16年 5月〕 印刷 23頁   

Ｃ-125   
〔日本図書館協会理事会〔昭和 12年 9
月〕〕 

          

Ｃ-125 1 ［日本図書館協会理事会開催の件］ 
日本図書館協会理事長 
松本喜一［発］ 

昭和 12年 9月 7日 手書き 1枚 理事 長田富作［宛］。日本図書館協会用箋 

Ｃ-125 2 
定款第二十三、四条ニ依リ委嘱ノコトニ
決定セル役員 

［日本図書館協会］ 
［昭和 12年 9月 15
日］ 

ガリ版 1枚 昭和 12年 9月 15日に役員の推薦方法を決議 

Ｃ-125 3 理事会報 ［日本図書館協会］ 
昭和 12年 9月 15
日 

ガリ版 3枚 Ｃ-125-4を含む 

Ｃ-125 4 図書館大会及総会部会決議並ニ希望事項           

Ｃ-125 5 時局資料百選 第二 大阪府立図書館 昭和 12年 9月 印刷 1枚   

Ｃ-125 6 ［メモ］     手書き 1枚 陣中文庫。理事（東）松村広太郎など 

Ｃ-125 7 ［メモ］     手書き 1枚 文部省用箋。「図書館ノ規模ノ大小ヲ判別スル…」と続く 
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Ｃ-126   
〔日本図書館協会第 31回全国図書館大
会〕 

          

Ｃ-126 1 〔日本図書館協会評議員会開催通知〕 
日本図書館協会理事長 
松本喜一〔発〕 

昭和 12年 2月 10
日 

印刷 1枚 評議員長田富作〔宛〕 

Ｃ-126 2 昭和十二年度予算案 
社団法人日本図書館協
会 

〔昭和 12年〕 ガリ版 〔12頁〕 特別会計として「雑誌部予算案」と「良書普及事業部予算案」あり 

Ｃ-131   
［日本図書館協会昭和十年度総会開催通
知］ 

社団法人日本図書館協
会理事長 松本喜一
〔発〕 

昭和 10年 4月 11
日 

印刷 1枚 会員各位〔宛〕。切り取りあり（出欠回答すみ） 

Ｃ-132   
社団法人日本図書館協会昭和九年度決算
書 

〔日本図書館協会〕 〔昭和 10年〕 印刷 1枚   

Ｃ-133   
日本図書館協会昭和十年度総会出席者名
簿 

［日本図書館協会］ 
昭和 10年 5月 10
日－11日 

印刷 1枚 「田中吉太郎」「橋本耕之助」と書き込みあり 

Ｃ-134   図書館国庫補助費金壱千八百萬圓捻出案 
青年図書館員連盟書記
長 間宮不二雄 

昭和 11年 7月 1日 印刷 16頁 
年月日はあとがきより。昭和 11年 5月 14日第 30回全国図書館大会で
の提案 

Ｃ-135   『図書館雑誌』第 36年 7号 日本図書館協会 昭和 17年 7月 印刷 70頁 表紙に書き込みあり 

Ｃ-136   
〔日本図書館協会第 31回全国図書館大
会〕 

          

Ｃ-136 1 
日本図書館協会第三十一回全国図書館大
会開催案内 

社団法人日本図書館協
会理事長 松本喜一
〔発〕 

昭和 12年 4月 24
日 

印刷 1枚   

Ｃ-136 2 第三十一回全国図書館大会参加費用概算 〔日本図書館協会〕 〔昭和 12年 4月〕 印刷 1枚   

Ｃ-136 3 
奉天発門司着承徳・北平・天津視察旅行
日程及旅費概算 

〔日本図書館協会〕 〔昭和 12年 4月〕 印刷 1枚   

Ｃ-136 4 
第五区昭和十二年度社団法人日本図書館
協会評議員選挙投票（単記） 

日本図書館協会 〔昭和 12年〕 印刷 1枚 投票用紙封筒と返信用封筒 

Ｃ-136 5 
〔日本図書館協会総会並に部会開催通
知〕 

社団法人日本図書館協
会理事長 松本喜一 

昭和 12年 4月 24
日 

印刷 1枚   

Ｃ-136 6 評議員選挙規則 〔日本図書館協会〕 〔昭和 12年〕 印刷 1枚   

Ｃ-136 7 第三十一回全国図書館大会並視察日程 
社団法人日本図書館協
会 

〔昭和 12年〕 印刷 1枚   

Ｃ-136 8 第三十一回全国図書館大会旅行日程表 〔日本図書館協会〕 〔昭和 12年 4月〕 印刷 1枚   
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袋番号 枝番 タイトル 制作者 年月日 記述法 頁 内容 

Ｃ-136 9 第三十一回全国図書館大会参加申込要項 
社団法人日本図書館協
会 

〔昭和 12年 4月〕 印刷 1枚   

Ｃ-139   
〔日本図書館協会昭和拾年度評議員当選
承諾依頼書〕 

社団法人日本図書館協
会理事長 松本喜一
〔発〕 

昭和 10年 5月 14
日 

ガリ版 1枚 長田富作〔宛〕 

Ｃ-140   評議員当選者氏名   
昭和 10年 5月 10
日 

ガリ版 1枚   

Ｃ-141   昭和十年度総会日程 〔日本図書館協会〕 〔昭和 10年 5月〕 印刷 1枚   

Ｃ-142   昭和八年一月三十一日以降入会者氏名   〔昭和 8年〕 ガリ版 4枚 日本図書館協会の作成か 

Ｃ-143   日本図書館協会評議委員会〔昭和 10年〕           

Ｃ-143 1 ［日本図書館協会評議員会開催の件］ 
社団法人日本図書館協
会理事長 松本喜一
〔発〕 

昭和 10年 2月 15
日 

印刷 1枚 評議員 長田富作〔宛〕 

Ｃ-143 2 昭和十年二月十五日現在役員氏名   ［昭和 10年］ ガリ版 1枚   

Ｃ-143 3 評議員会議題     ガリ版 2枚 
第一及び第二．別紙は「評議員選挙規則別表改正案参考（ガリ版 28

×40 1枚） 

Ｃ-143 4 評議員会議題     印刷 1枚   

Ｃ-143 5 
社団法人日本図書館協会昭和十年度予算
案 

［日本図書館協会］ ［昭和 10年］ ガリ版 ［12頁］   

Ｃ-145   〔新刊図書優先配布要綱〕           

Ｃ-145 1 ［新刊図書配給実施につき依頼］ 
社団法人日本図書館協
会会長 高柳賢三〔発〕 

昭和 18年 5月 8日 ガリ版 1枚 中央図書館長〔宛〕 

Ｃ-145 2 新刊図書優先配給要綱 日本図書館協会 ［昭和 18年 3月］ 印刷 4頁 Ｃ-82と同じ 

Ｃ-145 3 秘 地区読書調査第一号 
日本出版配給株式会社
企画部 

［昭和 18年 3月］ 印刷 1枚 「註」に「六大都市ハ区別トスルコト」とあり。全 14項目 

Ｃ-145 4 新刊図書優先配給実施に関する件 
社団法人日本図書館協
会会長 高柳賢三〔発〕 

昭和 18年 3月       
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Ｃ-147   〔日本図書館協会第 30回全国大会〕           

Ｃ-147 1 第三十回全国図書館大会諮問並ニ協議題 ［日本図書館協会］ ［昭和 11年］ 印刷 1枚 公共図書館部会の協議題を含む。書き込み多数 

Ｃ-147 2 
協議題 其二（四月二十八日以降到着ノ
分） 

［日本図書館協会］ ［昭和 11年］ ガリ版 1枚   

Ｃ-147 3 協議題 ［日本図書館協会］ ［昭和 11年］ 印刷 1枚   

Ｃ-147 4 学校部会協議題 ［日本図書館協会］ ［昭和 11年］ 印刷 1枚   

Ｃ-147 5 ［総会開催につき出席依頼］ 
社団法人日本図書館協
会理事長 松本喜一 

昭和 11年 4月 17
日 

印刷 1枚 同一物 2部 

Ｃ-147 6 ［第三十回全国図書館大会開催の件］ 
社団法人日本図書館協
会理事長 松本喜一 

昭和 11年 4月 17
日 

印刷 1枚   

Ｃ-147 7 ［築地治作での晩餐の件］ 
社団法人日本図書館協
会理事長 松本喜一
〔発〕 

昭和 11年 5月 11
日 

印刷 1枚 長田富作〔宛〕 

Ｃ-147 8 注意     印刷 1枚 旅客運賃の割引に関する注意 

Ｃ-147 9 
社団法人日本図書館協会昭和十年度決算
書 

［日本図書館協会］ ［昭和 11年］ 印刷 1枚   

Ｃ-147 10 
［公共図書館に対する社会認識およびそ
の徹底に関する意見依頼］ 

社団法人日本図書館協
会理事長 松本喜一
〔発〕 

昭和 11年 4月 28
日 

印刷 1枚 
長田富作〔宛〕。第 30回全国図書館大会における討議用。手書きで題
目を指定 

Ｃ-147 11 第三十回全国図書館大会日程 ［日本図書館協会］ 昭和 11年 5月 5日 印刷 1枚 同一物 2部。うち一部の申込箋は切り離されている 

Ｃ-147 12 文部大臣諮問 ［文部省］ ［昭和 11年］ 印刷 1枚   

Ｃ-147 13 第三十回全国図書館大会日程 ［日本図書館協会］ ［昭和 11年］ 印刷 1枚   

Ｃ-147 14 協議題十二関スル委員会報告 
委員長 山中樵他 4人
〔発〕 

  印刷 1枚   

Ｃ-147 15 日本図書館協会協議題提出 ［日本図書館協会］   印刷 1枚 同一物 3部。内 2部にメモあり。 

Ｃ-147 16 文部大臣諮問答申案 
答申案調査委員会 小
野源蔵他 8人 

昭和 11年 5月 14
日 

印刷 2枚   
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袋番号 枝番 タイトル 制作者 年月日 記述法 頁 内容 

Ｃ-147 17 追加協議題 ［日本図書館協会］ ［昭和 11年］ 印刷 1枚 提出者 市毛金太郎他 4人 

Ｄ-6   図書館協会           

Ｄ-6 1 
社団法人日本図書館協会要覧（昭和十年
八月） 

日本図書館協会 〔昭和 10年 8月〕 印刷  1枚   

Ｄ-6 2 
昭和十八年度通常総会並部会総合協議会
開催通知 

日本図書館協会会長 高
柳賢三 

昭和 18年 5月 1日 印刷 1枚 出席表切り取り。付：委任状（印刷 19×22） 

Ｄ-6 3 公共図書館部会組織運営要綱最終討議案     ガリ版 4枚 朱入り 

Ｄ-6 4 〔昭和 18年 5月〕日程〔メモ〕     手書き   大阪府立図書館用箋 

Ｄ-8   
昭和十年二月 日本図書館協会規則等在
中 

          

Ｄ-8 1 会員名簿 昭和八年一月三十一日現在 日本図書館協会 昭和 8年 4月 15日 印刷 62頁   

Ｄ-8 2 会員名簿 昭和十二年一月三十一日現在 日本図書館協会 
昭和 12年 4月 28
日 

印刷 66頁   

Ｄ-8 3 
社団法人日本図書館協会要覧（昭和八年
九月） 

日本図書館協会 〔昭和 8年 9月〕 印刷 1枚 同一物 3部 

Ｄ-8 4 
社団法人日本図書館協会要覧（昭和十年
八月） 

日本図書館協会 〔昭和 10年 8月〕 印刷 1枚 同一物 3部。内 1部に朱 

Ｄ-8 5 評議員選挙規則〔昭和十年三月改正〕 〔日本図書館協会〕 〔昭和 10年 3月〕 印刷 1枚   

Ｄ-8 6 〔書簡〕長田富作宛 
日本図書館協会理事長 
高柳賢三〔発〕 

昭和 17年 3月 11
日 

手書き 4枚 日本図書館協会用箋。封筒 

Ｄ-8 7-1 社団法人日本図書館協会定款改正案     ガリ版 7頁   

Ｄ-8 7-2 〔昭和十七年度第二回役員会開催通知〕 
日本図書館協会理事長 
高柳賢三 

昭和 17年 7月 11
日 

ガリ版 1枚 理事長田富作〔宛〕 

Ｄ-8 7-3 部会規則（改正案）     ガリ版 2枚   
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Ｄ-14   図書館用語調査委員会  帝国図書館内           

Ｄ-14 1 図書館用語調査・閲覧事務・第 1回 副 
〔図書館用語調査委員
会〕 

  ガリ版 12頁 採用印、抹消、修正意見あり 

Ｄ-14 2 
図書館用語調査・閲覧事務・第 2 回 正・
副 

〔図書館用語調査委員
会〕 

  ガリ版 6頁   

Ｅ-1   〔第 32回全国図書館大会関係資料〕           

Ｅ-1 1 〔第 32回全国図書館大会案内はがき〕 
日本図書館協会理事長  
松本喜一〔発〕 

昭和 13年 4月 15
日付 

印刷 1枚   

Ｅ-1 2 第三十二回全国図書館大会日程 〔日本図書館協会〕 〔昭和 13年 4月〕 印刷 1枚   

Ｅ-1 3 図書館事業功労者芳名簿 日本図書館協会 昭和 13年 5月 印刷 18頁   

Ｅ-1 4  昭和十三年度総会開催通知 
日本図書館協会理事長  
松本喜一 

昭和 13年 4月 15
日付 

印刷 1枚 メモ書きあり 

Ｅ-1 5 進言案 
委員長 中田邦造，委員 
竹内善作ほか７名 

昭和 13年 5月 12
日 

印刷 4枚 
図書館ノ立場ヨリスル国民教育革新案。第三十二回全国図書館大会議

長 松本喜一〔宛〕 

Ｅ-1 6 
特殊図書館部会ヨリ一般協議会へ提出ノ
協議題 

    印刷 1枚   

Ｅ-1 7 大会追加協議題 
朝鮮総督府図書館 玉井
徳重〔発〕 

  印刷 1枚   

Ｅ-1 8 評議員会（五月九日）〔議題〕     印刷 1枚 メモ書きあり 

Ｅ-001 9 皇軍慰問感謝電報案 
全国図書館大会代表 帝
国図書館長 松本喜一名 

  印刷 1枚   

Ｅ-1 10 
日本図書館協会昭和十三年度総会出席者
名簿 

〔日本図書館協会〕 昭和 13年 5月 9日 印刷 1枚   

Ｅ-1 11 第三十二回全国図書館大会出席者名簿 〔日本図書館協会〕 
昭和 13年 5月 10‐
12日 

印刷 1枚   

Ｅ-1 12-1 〔昭和十二年度決算承認願〕 
日本図書館協会理事長 
松本喜一 

昭和 13年 5月 6日
付 

印刷 1枚   

Ｅ-1 12-2 
社団法人日本図書館協会昭和十二年度決
算書 

〔日本図書館協会〕   印刷 1枚 同一物 2部あり。うち一部にメモ書きあり 

Ｅ-1 12-3 〔五月九日評議員会への出欠回答依頼〕 
日本図書館協会理事長
松本喜一 

昭和 13年 5月 6日
付 

印刷 1枚  
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袋番号 枝番 タイトル 制作者 年月日 記述法 頁 内容 

Ｅ-1 13-1 〔進言案 下書き〕 〔長田富作〕   手書き 5枚 大阪府立図書館用箋 

Ｅ-1 13-2 〔進言案 下書き〕 〔長田富作〕   手書き 〔8頁〕 コヨリ綴じ。大阪府立図書館用箋 

Ｅ-1 13-3 
教育審議会ニ対シ教育革新ノ重要事項ト
シテ図書館教育ヲ刷新振興セラルヽヤウ
案ヲ具シテ進言スルノ件 

〔長田富作〕   手書き 〔6頁〕 Ｅ-1-13-1、Ｅ-1-13-2の清書。大阪府立図書館用箋 

Ｅ-1 14 〔大阪朝日新聞切抜き〕 〔大阪朝日新聞〕 
〔昭和 13年 5月 2
日〕 

印刷 1枚   

Ｅ-10 
 

日本図書館協会評議会           

Ｅ-10 1 評議員会報 〔日本図書館協会〕 
昭和 12年 5月 28
日 

印刷 1枚   

Ｅ-10 2 
社団法人日本図書館協会昭和十一年度決
算書 

〔日本図書館協会〕 〔昭和 12年〕 印刷 1枚   

Ｅ-10 3 〔書簡〕長田富作宛 
日本図書館協会理事長
松本喜一 

〔昭和 12年 2月 25
日〕 

印刷 1枚 はがき 

4 中央図書館長協会関係 

袋番号 枝番 タイトル 制作者 年月日 記述法 頁 内容 

Ｃ-104   
［昭和十五・六年度理事選挙結果当選通
知］ 

中央図書館長協会 松
本喜一〔発〕 

昭和 16年 2月 1日 ガリ版 1枚 長田富作〔宛〕 

Ｃ-116   〔中央図書館協会昭和 15年度総会〕           

Ｃ-116 1 ［中央図書館長協会より調査の依頼］ 
中央図書館長協会常務
理事 松本喜一〔発〕 

昭和 16年 1月 11
日 

ガリ版 1枚 長田富作〔宛〕 

Ｃ-116 2 ［昭和十五年度総会の承認の件］ 
中央図書館長協会常務
理事 松本喜一〔宛〕 

昭和 16年 1月 11
日 

ガリ版 1枚   

Ｃ-116 3 中央図書館長協会誌第三号刊行要項      年 2月 10日 ガリ版 1枚   

Ｃ-116 4 
道府県図書館協会調査 昭和十六年一月
一日現在 

  ［昭和 16年］ ガリ版 1枚 調査事項の列記。Ｃ-116-1と同じ 
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Ｃ-116 5 中央図書館長協会昭和十四年度決算書     ガリ版 1枚 Ｃ-116-2の別紙 

Ｃ-116 6 中央図書館長協会昭和十五年度予算     ガリ版 1枚 Ｃ-116-2の別紙 

Ｃ-120   中央図書館長協会第三回協議会記念写真   昭和 10年 5月 8日 写真 1枚 名前（17×19 ガリ版 1枚）あり 

Ｃ-123   〔中央図書館長協会〔昭和 11年 5月〕〕           

Ｃ-123 1 中央図書館協会昭和十一年度総会日程 ［中央図書館長協会］ 
昭和 11年 5月 15
日 

印刷 1枚   

Ｃ-123 2 中央図書館長協会昭和十一年度予算 ［中央図書館長協会］ ［昭和 11年］ ガリ版 1枚 昭和十年度決算書（1枚）も付く 

Ｃ-123 3 中央図書館長協会会員名簿 ［中央図書館長協会］ ［昭和 11年］ 印刷 1枚 手書きで「昭和 11年 5月中央図書館長会議」とあり 

Ｃ-123 4 大阪府立図書館奏任司書に関する件 ［大阪府立図書館］ ［昭和 11年］ 手書き 1枚   

Ｃ-123 5 ［昭和 11年度分会費］領収書 
中央図書館長協会常務
理事 松本喜一〔発〕 

昭和 11年 5月 手書き 1枚 長田富作〔宛〕。郵便はがきに記載 

Ｃ-123 6 
中央図書館長協会昭和十一年度総会記念
撮影 

［中央図書館長協会］ ［昭和 11年］ 写真 1枚 
毛利宮彦「図書館研究所の設立を要望す」のちらしの裏にメモ書きさ

れたものが付く 

Ｃ-130   〔中央図書館長協会〔昭和 12年 11月〕〕           

Ｃ-130 1 
中央図書館長協会総会並びに協議会開催
の件 

中央図書館長協会常務
理事 松本喜一〔発〕 

昭和 12年 10月 16
日 

印刷 ［4頁］ 長田富作〔宛〕 

Ｃ-130 2 中央図書館長協会協議会開催の件 
中央図書館長協会常務
理事 松本喜一〔発〕 

昭和 12年 10月 19
日 

印刷   
長田富作〔宛〕。別紙あり。「中央図書館長協議会ニ関スル件」につ
き大阪府学務部長に通知したことを知らせる 

Ｃ-130 3 
中央図書館長協会会議議題 大阪府立図
書館提出 

［大阪府立図書館］ ［昭和 12年］ 手書き 1枚 
大阪府立図書館用箋。公立図書館員の奏任官待遇の員数に制定するよ
うに決議する件 

Ｃ-130 4 中央図書館長協会会報 ［中央図書館長協会］   ガリ版 ［10頁］ 昭和十一年度総会記録 

Ｃ-130   5 
昭和十一年度中央図書館長協会総会協議
題 

［中央図書館長協会］ ［昭和 11年］ ガリ版 2枚 同一物 2部。各書き込みあり。 

Ｃ-130 6 協議題 ［中央図書館長協会］  ガリ版 1枚  

Ｃ-130 7 中央図書館長協会協議会決議事項 ［中央図書館長協会］   
 

2枚 昭和 7年度ー10年度決議事項 



74 

 

袋番号 枝番 タイトル 制作者 年月日 記述法 頁 内容 

Ｃ-130 8 
［支那事変出征将兵の］遺家族に対する
無料閲覧優待券交付のための証明書 

大阪府立図書館長［発］ 
昭和 12年 9月 13
日 

印刷 1枚 各市区町村〔宛〕 

Ｃ-130 9 
大阪府立図書館規則および大阪府立図書
館館外帯出規則 

［大阪府立図書館］   印刷 1枚 両面使用。Ｃー73と同一 

Ｃ-130 10 
第三号議案昭和十二年度大阪府立図書館
歳入歳出予算書 

  
昭和 11年 11月 24
日 

印刷 5枚 
「昭和十二年度大阪府立図書館歳入予算説明」と「昭和十二年度大阪
府立図書館歳出予算説明」あり 

Ｃ-130 11 記     手書き １枚 「欧州戦争後各国ニ於ケル傷病兵ニ対シテ執レル措置如何…他」 

Ｃ-137   〔中央図書館長協会〔昭和 13年 5月〕〕           

Ｃ-137 1 
中央図書館長協会昭和十三年度総会開催
の件 

中央図書館長協会常務
理事 松本喜一〔発〕 

昭和 13年 4月 30
日 

印刷 1枚   

Ｃ-137 2 中央図書館長協会会員名簿   昭和 13年 5月 1日 印刷 1枚   

Ｃ-137 3 
中央図書館長協会昭和十二年度決算書 
中央図書館長協会昭和十三年度予算案 

  ［昭和 13年］ ガリ版 4頁   

Ｃ-138   〔中央図書館長協会〔昭和 11年 5月〕〕           

Ｃ-138 1 ［第二回中央図書館長会議開催の件］ 
中央図書館長協会 常
務理事 松本喜一〔発〕 

昭和 11年 10月 26
日 

印刷 1枚 長田富作〔宛〕 

Ｃ-138 2 ［中央図書館長協会会費納入の件］ 
中央図書館長協会常務
理事 松本喜一〔発〕 

昭和 11年 12月 印刷 1枚 大阪府立図書館長 長田富作〔宛〕 

Ｃ-138 3 
中央図書館長協会昭和十一年度総会開催
の件 

中央図書館長協会常務
理事 松本喜一〔発〕 

昭和 11年 4月 21
日 

印刷 1枚 長田富作〔宛〕 

Ｃ-138 4 中央図書館長協会会報   ［昭和 10年］ ガリ版 ［8頁］ 第 3回協議会を含む 

Ｃ-138 5 理事ノ事務執行ニ関スル件     ガリ版 1枚   

Ｃ-138 6 調査委員会規則   
［昭和 5年 11月 11
日］ 

ガリ版 1枚 日付は理事会における決定の日 

Ｃ-138 7 議題     ガリ版 1枚 書き込み多数あり 
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Ｃ-144   中央図書館長協会〔昭和 10年 5月〕           

Ｃ-144 1 昭和十年度総会第三回協議会日程   
［昭和 10年］5月
8日・5月 9日 

ガリ版 1枚   

Ｃ-144 2 協議会参考資料   ［昭和 10年］ ガリ版 4頁   

Ｃ-144 3 文部大臣祝辞 文部大臣松田源治 昭和 10年 5月 8日 ガリ版 1枚   

Ｃ-144 4 答申案 
委員長 貞松修蔵ほか 6
人〔発〕 

昭和 10年 5月 9日 ガリ版 1枚 中央図書館協議会議長 松本喜一〔宛〕 

Ｃ-144 5 
中央図書館長協会昭和九年度決算書 中
央図書館長協会昭和十年度予算書 

中央図書館長協会 ［昭和 10年］ ガリ版 ［4頁］   

Ｃ-144 6 中央図書館長協会第三回協議会   
昭和 10年 5月 8・9
日 

ガリ版 ［2頁］ 書き込み多数あり 

Ｃ-144 7 
昭和十年度中央図書館長協会協議会文部
大臣諮問答申案概要 

青森県中央図書館長 ［昭和 10年］ ガリ版 1枚   

Ｃ-144 8 領収書 
中央図書館長協会常務
理事 松本喜一〔発〕 

昭和 10年 5月 8日 ガリ版 1枚 郵便はがき 

Ｃ-144 9 図書館普及調への調査依頼 調査表 
中央図書館協会長常務
理事 松本喜一 

昭和 10年 4月 9日 ガリ版 4頁 内、調査票（3頁分）は大阪府立図書館用箋の裏 

5 その他 

袋番号 枝番 タイトル 制作者 年月日 記述法 頁 内容 

B-1   読書標 第 27 号  東京朝日新聞調査部 昭和 4 年 1 月 印刷 1 枚 
古本と写本（名倉聞一） 画題としての読書（仲田勝之助） 新刊分類
（11 月 1 日～12 月末日までの寄贈分） 雑誌記事索引(11 月 11 日～

12 月 30 日までの寄贈分) 

袋番号 枝番 タイトル 制作者 年月日 記述法 頁 内容 

B-2   職業指導調査協議会答申 文部省社会教育局 昭和 9年 3月 印刷 40頁 
協議事項「雇傭主団体、労働団体等ノ産業的諸団体、図書館、博物館等ノ

社会教育施設又ハ市民館、感化院等ノ社会事業施設ノ協力ヲ求ムルコト」に
対する答申 

B-5   
和英両用 高速式東洋タイプライター 万能
型 文字配列表 

  昭和 4年 4月 印刷 1枚   

B-11   『自然科學と博物館』第拾九号 東京科學博物館 昭和 6年 7月 1日 印刷 16頁    

B-17   『財海時雨』草稿又は抜書     手書き ［11頁］ 
田尻稲次郎『財海時雨』（大正 2年および 3年頃）のうち「英国ノ繁
栄幷ニ保護政策ノ無効」の部分。会計検査院用箋を用いた頁もあり。 
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袋番号 枝番 タイトル 制作者 年月日 記述法 頁 内容 

Ｂ-21   
明治廿三年五月三日府立大阪博物場ニ昭
憲皇太后御真影下賜奉安式写真 

    写真 1枚   

Ｃ-2   
職業指導調査協議会答申（中学校ニ於ケ
ル職業指導施設要項） 

文部省社会教育局 昭和 11年 3月 印刷 14頁   

Ｃ-3   
昭憲皇太后行啓五十周年記念第参回郷土
陶器展覧会出品目録 

［府立大阪博物場］ ［昭和 15年］ 印刷 1枚 昭和 15年 5月 10日から 16日。於：府立大阪博物場。同一物 9部 

Ｃ-5   ［施設見学に対する礼状］ 
文部省科学局調査課長 
青戸精一［発］ 

昭和 19年 6月 27
日 

印刷 1枚 長田富作［宛］。大日本帝国政府用箋 

Ｃ-7   
昭憲皇太后行啓五十周年記念第参回郷土
陶器展覧会出品目録 

［府立大阪博物場］ ［昭和 15年］ 印刷 1枚 Ｃー3と同じ。朱入り 

Ｃ-8   不明           

Ｃ-10   
昭憲皇太后行啓五十周年記念第参回郷土
陶器展覧会出品目録 

［府立大阪博物場］ ［昭和 15年］ 印刷 1枚 Ｃー3と同じ。同一物 8部 

Ｃ-13   臨川書店新収書目 臨川書店 
昭和 10年 10月 2
日 

ガリ版 16頁   

Ｃ-19   
〔「勤皇護国ノ忠臣烈士先覚者顕彰運動」
顕彰委員委嘱状〕 

大政翼賛会大阪府支部 
支部長三辺長治〔発〕 

昭和 18年 2月 9日 印刷 1枚 顕彰委員殿〔宛〕。「18.2.10 三輪」の収受印あり 

Ｃ-20   
〔勤皇護国ノ忠臣烈士先覚者顕彰委員会
小委員決定通知〕 

大政翼賛会大阪府支部
事務局長 藤岡長和
〔発〕 

昭和 18年 3月 1日 印刷 1枚 長田富作〔宛〕。「18.3.2」の収受印あり 

Ｃ-46   〔大阪府立夕陽丘高等女学校落成式〕           

Ｃ-46 1 落成式次第 
大阪府立夕陽丘高等女
学校 

昭和 10年 5月 10
日 

印刷 1枚   

Ｃ-46 2 改築落成記念図書習字展覧会目録 
大阪府立夕陽丘高等女
学校 

昭和 10年 5月 10・
11・12日 

印刷 1枚   

Ｃ-46 3 
大阪府立夕陽丘高等女学校落成式会場略
図 

〔大阪府立夕陽丘高等
女学校〕 

〔昭和 10年 5月 10
日〕 

印刷 1枚   

Ｃ-46 4 学校概覧 
〔大阪府立夕陽丘高等
女学校〕 

〔昭和 10年 5月〕 印刷 52頁   

Ｃ-46 5 改築落成記念 
大阪府立夕陽丘高等女
学校 

〔昭和 10年 5月〕 印刷 23頁   

Ｃ-61   紀元二千六百年奉祝国威宣揚展覧会 紀元節奉祝会 ［昭和 15年］ 印刷 2枚 展覧会の趣旨 
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Ｃ-62   
［紀元二千六百年奉祝国威宣揚展覧会に
つき資料出品依頼］ 

紀元前奉祝会長 半井
清〔発〕 

昭和 15年 1月 18
日 

ガリ版 1枚 
府立図書館長〔宛〕。『日本書紀』30巻 12冊。慶長 15年活版。紀元

節奉祝会用箋 

Ｃ-65   
朝日新聞社懸賞募集代用品発明考案展覧
会出品目録 

朝日新聞社 ［昭和 13年］ 印刷 34頁 昭和 13年 11月 15日から 27日。於：大阪朝日会館 

Ｃ-118   感謝状 
朝日新聞社会事業団理
事長 村山龍平［発］ 

昭和 7年 12月 29
日 

印刷 1枚 大阪府立図書館［宛］ 

Ｃ-119   感謝状 
朝日新聞社会事業団
［発］ 

昭和 5年 12月 14
日 

印刷 1枚 大阪府立図書館［宛］ 

Ｃ-128   中央図書館長会議   昭和 9年 5月 印刷 ［4頁］ 
文部省第三会議室。文部大臣諮問に対する答申案（28×40 1枚）あ
り。 

Ｃ-129   京都名勝 京都市観光課 昭和 7年 3月 31日 印刷 75頁   

Ｅ-7   
昭憲皇太后行啓五十周年記念 第三回郷
土陶器展覧会出品目録 昭和 15年 5月自
10日至 16日 

〔大阪府立博物場〕 〔昭和 15年 5月〕 手書き 1枚 封筒のみ 

Ｅ-9 
 

〔中央図書館長会議関係書類〕           

Ｅ-9 1 〔書簡〕長田富作宛 林繁三 
〔昭和 11年〕10月
27日 

手書き 2枚 封筒なし 

Ｅ-9 2 〔書簡〕長田富作宛   
〔昭和 11年〕11月
7日 

手書き 1枚 付：大阪府立図書館奏任司書に関する件（手書き）。封筒なし 

Ｅ-9 3-1 中央図書館長会議要項 〔中央図書館長会議〕 
昭和 11年 11月 13
日・14日 

印刷 4頁   

Ｅ-9 3-2 〔諮問事項答申案〕 岡山 武藤正治 〔昭和 11年 11月〕 手書き 6頁 岡山県立図書館用箋 

Ｅ-9 3-3 〔協議題諮問事項同答申案〕 〔千葉県〕 〔昭和 11年 11月〕 手書き 4頁 千葉県立図書館用箋 

Ｅ-9 3-4 協議題追加富山県提出 〔富山県〕 〔昭和 11年 11月〕 印刷   
富山県告示第 313号「図書館事業奨励規程」（25×18 印刷 4頁）。
「富山県図書館状況 昭和 10年 4月 1日現在」（28×49 印刷 1枚）

あり。 

Ｅ-9 3-5 参考資料 〔長野県〕 〔昭和 11年 11月〕 ガリ版 1枚 「長野県最近ノ予算」他 

Ｅ-9 4 諮問事項答申案   〔昭和 11年 11月〕 印刷 2枚 
句読点等書き込みあり。案の下書き（手書き）あり。大阪府立図書館

用箋（2枚）、文部省用箋（16枚）、乙部泉三郎用箋（1枚） 

Ｅ-9 5 
昭和十一年十一月十三日全国中央図書館
長会議ニ於ケル平生文部大臣訓示要領 

〔文部省〕 〔昭和 11年 11月〕 印刷 8頁 
付：「中央図書館長会議出席（昭和十一年）（印刷 2枚）と「同訓

示に対する謝辞原稿」（手書き 4枚） 
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一
二
月
十
日
去
二
日 

 

殿
様
大
坂
御
加
番
被
レ

蒙
レ

仰
候
。
御
差
込
着 

一
同
日
夕
、
江
戸
表
ゟ
御
足
軽
両
人
御
奉
書
持
参
。
道
中
九
日
切
に
而
着
有
レ

之
。
峠
御
門
迄
當
方
御
足
軽
迎

に
罷
出
、
御
廣
間
給
人
中
取
次
御
席
江
被
レ

上
候
事
。
若
夜
に
入
候
は
ゝ
御
門
〻
〻
開
門
提
灯
付
候
様
者
頭
中
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ゟ
夫
〻
御
門
〻
〻
江
達
有
レ

之
候
趣
、
右
同
役
に
而
者
構
無
レ
之
候
得
と
も
承
分
迄
達
候
旨
被
二

仰
聞
一

候
事 

一
同
十
二
日
、
前
日
惣
触
有
レ

之
。
去
二
日 

 

御
奉
書
當
秋
大
坂
御
加
番
大
久
保
佐
渡
守
様
御
代
被
レ

蒙
レ

仰

候
に
付
、
四
ツ
時
平
服
に
而
一
統
登 

城
御
祝
儀
有
レ

之
候
事 

一
御
發
駕
御
書
付
に
而
左
之
通
被
二

仰
出
一

候
事 

當
秋
大
坂
御
加
番
被
レ

蒙
レ

仰
候
付
、
来
月
十
三
日
御
發
駕
被
レ

遊
御
参
府
候
事 

 
 

閏
二
月
十
一
日 

一
角
熊
文
内
、
遠
藤
喜
四
郎
、
須
藤
連
蔵
當
秋
大
坂
御
加
番
之
節
御
供
詰
被
二

仰
付
一

候
段
、
於
二

二
ノ
丸
一

弥

次
右
衛
門
殿
被
二

仰
達
一

候
事
。
右
に
付
両
御
支
配
宅
御
受
に
罷
越
候
事 

附
り
右
御
受
は
御
月
番
計
に
而
宜
候
処
、
少
〻
行
違
也 

 
 

右
三
月
十
日 

一
此
節
同
役
名
順
連
蔵
、
文
内
、
喜
四
郎
、
嘉
蔵
、
鉄
蔵
、
吉
之
丞
也
。
但
吉
之
丞
未
江
戸
詰
不
レ

致
候
へ
共
、

此
度
之
大
坂
詰
は
、
江
戸
詰
口
に
不
レ

拘
名
順
に
被
二

仰
付
一

候
事
。
尤
弘
化
度
も
右
之
通
に
御
座
候
事 

一
稲
垣
直
左
衛
門
殿
同
様
被
二

仰
付
一

、
猶
又
者
頭
加
人
被
二

仰
付
一

候
旨
同
日
達
有
レ

之
。
右
に
付
詰
三
人
之

者
一
緒
に
翌
十
一
日
祝
儀
且
頼
旁
宅
江
参
、
面
會
之
上
申
述
候
事 

一
御
發
駕
前
日
御
機
嫌
伺
、
後
支
配
方
ゟ
達
有
レ

之
。
御
書
院
江
御
徒
士
格
以
上
列
座
、 

御
前
出
御
御
加
番

に
付
而
之 

御
意
并
御
供
之
九
郎
兵
衛
殿
ゟ
被
二

仰
渡
一

有
レ

之
。
又
御
用
部
屋
御
條
目
續
之
畢
而
御
留
主
居

残
之
者
へ 

御
意
并
頼
母
殿
ゟ
被
二

仰
渡
一

有
レ

之
。
右
御
書
付
類
者
頭
并
大
川
与
左
衛
門
殿
江
被
二

相
渡
一

、
夫

ゟ
御
前
入
御
一
統
溜
〻
へ引
取
、
其
上
に
而
溜
〻
に
而
拝
見
仕
候
事
。
御
受
御
席
両
支
配
宅
江
罷
越
ス
。
餘
者

日
記
に
有
レ

之 
 

 

○
右
御
事
付
類
拝
見
仕
候
而
已
に
而
、
追
而
は
出
不
レ

申
候
。
依
而
御
支
配
に
借
用
致
し

被
仰
出
帳
江
留
置
申
候
。
尤
御
留
守
之
方
は
不
レ

留
候
事 

 
 

 

右
三
月
十
二
日 

一
稲
垣
九
郎
兵
衛
殿
大
坂
御
加
番
御
供
詰
被
二

仰
付
一

候
段
達
有
レ

之
。
併
而
銘
〻
祝
義
罷
越
申
候
事 

右
三
月
九
日 

一
御
取
扱
向
弘
化
度
之
通
被
二

下
置
一

候
段
、
直
左
衛
門
殿
ゟ
被
二

仰
達
一

候
、
右
に
付
三
人
共
両
御
支
配
宅
へ

御
礼
に
罷
越
候
事 

 
 

右
五
月
十
一
日 

一
御
判
金
并
二
タ
詰
日
に
付
先
例
之
通
壱
両
ツ
ヽ
拝
借
被
二

仰
付
一

候
様
、
右
三
人
共
一
緒
に
嘉
蔵
相
頼
願
貰

申
候
事
。
但
何
レ
も
口
上
願
也 

 
 

右
六
月
二
日 

一
御
判
金
願
通
被
二

仰
付
一

候
段
達
有
レ
之
。
両
支
配
宅
江
御
礼
に
罷
越
ス
。
且
二
度
め
詰
拝
借
者
別
〻
達
無
レ

之
候
事 

 
 

右
六
月
十
日 

 

一
御
小
屋
割
被
二

差
出
一

候
。
且
御
組
目
付
此
度
は
壱
人
に
付
、
各
方
先
年
与
は
御
繰
合
に
而
相
違
致
候
間
承

分
迄
申
達
候
旨
被
二

仰
聞
一

候
事 

 
 

 

右
六
月
十
日 

一
大
坂
御
供
詰
に
付
、
三
人
共
神
文
被
二

仰
付
一

候
旨
、
弥
次
右
衛
門
殿
ゟ
達
有
レ
之
、
御
受
御
同
人
江
申
上

即
御
同
人
宅
に
而
仕
候
。
相
済
御
礼
両
御
支
配
宅
江
申
上
。
但
直
左
衛
門
殿
月
番
成
共
大
坂
詰
故
、
弥
次
右
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衛
門
殿
取
計
与
相
見
申
候
事 

 
 

 

右
六
月
十
二
日 

一
三
人
之
者
桐
油
合
羽
注
文
書
直
左
衛
門
殿
江
差
出
、
猶
又
御
貸
人
壱
人
ツ
ヽ
被
二

仰
付
一

被(

ヵ)

レ

下
候
様
是

又
御
同
人
江
申
上
候
事 

 
 

 

右
同
月
廿
八
日 

 
 

一
印
形
取
之
儀
御
納
戸
御
小
屋
詰
之
節
は
不
レ

及
レ

取
、
部
屋
に
罷
居
候
節
計
取
可
レ

申
。
又
左
門
義
九
郎
兵
衛

殿
与
相
宿
に
候
へ共
、
取
可
レ

申
旨
直
左
衛
門
殿
ゟ
達
有
レ
之 

 
 

一
御
旅
館
ゟ
京
橋
口
迄
之
御
行
列
帳
に
、
自
分
義
箱
提
灯
之
印
付
有
レ
之
候
に
付
、
勘
右
衛
門
に
聞
合
候
処
、

弓
張
提
灯
相
用
、
箱
提
灯
者
三
人
共
持
参
不
レ
仕
候
段
、
且
御
行
列
揃
候
に
手
提
灯
に
無
レ
之
而
は
不
弁
利
に

御
座
候
旨
申
聞
候
間
、
右
之
趣
直
左
衛
門
殿
江
申
上
候
処
、
先
年
も
左
様
候
へは
如
何
様
手
提
灯
に
而
可
レ

然

旨
被
二

仰
聞
一

即
弓
張
提
灯
計
致
二

持
参
一

候
事 

 
 

 

右
二
ケ
条
六
月
廿
八
日 

 
 

一
九
郎
兵
衛
殿
御
不
快
に
付
御
道
中
御
供
御
免
稲
垣
六
郎
右
衛
門
殿
立
帰
被
二

仰
付
一

候
。
尤
御
全
快
次
第

御
出
坂
可
レ

有
レ

之
旨
被
二

仰
達
一

候
事 

 
 

 

右
七
月
五
日 

一
御
武
器
廿
二
日
立
ト
御
書
付
に
有
レ

之
候
処
、
右
者
書
損
に
而
廿
三
日
立
に
候
間
、
左
様
相
心
得
候
様
直
左

衛
門
殿
被
二

仰
聞
一

候
事 

 
 

 

右 

〻
月
十
八
日 

一
御
武
器
懸
改
に
付
、
弘
化
度
は
勘
右
衛
門
不
二

罷
出
一

候
趣
に
候
へ共
、
此
度
は
拙
者
者
頭
心
得
に
而
参
候

間
、
自
分
に
も
罷
出
候
様
直
左
衛
門
殿
被
二

仰
聞
一

即
御
本
城
へ罷
出
、
懸
廻
立
會
致
候
。
委
細
は
直
左
衛
門
殿

被
レ

下
候
別
帳
に
有
レ

之
。
右
御
武
器
丗
（マ
マ
）
二
日
御
本
城
ゟ
下
會
所
江
下
ケ
置
候
間
、
右
ゟ
廿
三
日
に
被
二

差

立
一

候
段
被
二

仰
聞
一

候
。
又
人
馬
共
自
分
義
構
無
レ
之
、
拂
方
木
村
八
三
郎
并
御
賄
下
役
北
川
元
治
取
計
申

候
事 

 
 

 

右
七
月
十
九
日 

一
詰
三
人
之
者
江
咄
之
義
も
有
レ

之
候
間
、
今
夕
拙
宅
へ
被
レ
参
候
様
直
左
衛
門
殿
被
二

仰
聞
一

即
三
人
共
罷
越

候
。
又
小
頭
録
蔵
、
御
組
目
付
八
右
衛
門
も
参
候
。
少
〻
御
咄
之
義
有
レ
之
。
録
蔵
は
被
レ

帰
、
三
人
与
八
右
衛

門
へ酒
被
レ

出
候
。
五
ツ
過
帰
申
候
事 

 
 

右
七
月
十
九
日 

一
廿
四
日
立
之
面
〻
は
六
郎
右
衛
門
殿
御
引
纏
之
訳
に
候
間
、
右
に
被
二

相
心
得
一

、
尤
朝
熊
村
に
而
御
待
合

可
レ

申
問
合
之
向
も
有
レ

之
候
は
ゝ
、
右
に
申
通
候
様
直
左
衛
門
殿
被
二

仰
聞
一

候
事 

一
喜
四
郎
儀
、
人
数
繰
出
之
節
目
明
相
勤
候
様
被
仰
出
帳
に
有
レ

之
候
へ共
、
御
供
に
而
御
城
入
致
候
へ
は
、
未

荷
持
取
入
に
不
二

相
成
一

、
積
間
に
合
不
レ

申
。
依
而
難
レ

勤
旨
申
上
候
処
、
最
早
御
届
に
相
成
、
只
今
繰
替
難
二

出
来
一

候
間
、
都
合
致
相
勤
候
様
被
二

仰
聞
一

、
右
者
分
合
違
之
事
成
共
外
〻
之
儀
与
は
違
い
候
事
故
、
立
付
供

人
に
為
二

持
参
一

相
勤
候
様
可
レ

致
与
申
合
候
事 

一
其
許
喜
四
郎
御
厩
（
ヵ
）
小
屋
住
居
之
処
、
山
里
丸
印
形
取
之
儀
に
付
、
喜
四
郎
繰
上
、
文
内
同
居
に
被
二

仰

付
一

候
。
依
而
下
小
屋
其
許
壱
人
に
相
成
候
に
付
、
泊
之
義
者
御
用
捨
被
二

仰
付
一

候
段
、
直
左
衛
門
殿
被
二

仰

聞
一

候
事 

 
 

 

右
七
月
廿
二
日 
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一
銘
〻
勤
向
被
仰
出
帳
に
而
承
分
仕
、
別
段
御
受
等
不
二

申
上
一

相
勤
候
事 

一
御
先
荷
并
船
荷
持
出
触
有
レ
之
、
銘
〻
勝
手
次
第
差
出
候
事 

一
火
事
羽
織
持
参
并
陣
笠
手
鳶
持
参
心
得
之
事 

一
為
二

御
先
用
一

御
奉
行
朝
比
奈
十
郎
郎
左
衛
門
殿
御
吟
味
役
、
御
買
物
方
兼
館
野
与
兵
衛
、
御
勘
定
方
小

宮
山
利
八
上
京
、
市
大
夫
七
月
五
日
出
立
之
事 

一
七
月
廿
二
日
、
明
日
御
武
器
被
二

差
立
一

自
分
附
添
に
而
出
立
に
付
、
夕
方
御
用
伺
可
レ

参
処
、
御
寄
合
に
而

御
退
出
遅
く
六
ツ
半
時
分
御
引
有
レ

之
。
夫
ゟ
一
二
軒
参
豊
右
衛
門
殿
へ参
候
処
、
昨
廿
一
日
ゟ
今
朝
迄
大
風

雨
に
付
宮
川
支
候
趣
に
付
、
明
日
出
立
之
向
者
御
差
留
に
相
成
候
段
、
尤
御
馬
役
多
為
二

水
見
一

被
二

差
遣
一

候

趣
被
二

仰
聞
一

候
に
付
直
様
引
取
、
直
左
衛
門
殿
へ罷
出
伺
候
処
、
只
今
呼
に
遣
候
処
也
。
明
日
之
出
立
宮
川

支
に
付
御
差
留
に
相
成
候
。
明
朝
否
哉
可
レ

達
旨
被
二

仰
聞
一

候
事 

 
 

但
弘
化
度
者 

御
在
城
に
付
、
勘
右
衛
門
御
武
器
附
添
に
而
出
立
、
前
夕
御
納
戸
迄
御
機
嫌
伺
に
罷
出

候
処
、
御
納
戸
範
三
殿
暫
御
扣
被
レ

下
候
様
被
二

申
聞
一

扣
居
候
処
、
只
今
お
前
御
入
湯
被
レ
遊
候
間 

御

逢
不
レ

被
レ

遊
候
。
外
に
御
用
等
も
無
二

御
座
一

候
様
範
三
殿
被
二

申
聞
一

候
に
付
、
引
退
候
趣
也
。
當
年
は

江
戸
ゟ
御
立
に
而
御
留
守
也 

一
同
廿
三
日
天
キ
、
早
朝
に
直
左
衛
門
殿
ゟ
今
朝
辰
ノ
刻
宮
川
明
候
趣
に
付
、
支
度
次
第
出
立
致
候
様
被
二

仰

聞
一

候
。
然
処
五
ツ
時
分
ゟ
御
寄
合
之
趣
に
付
、
五
ツ
時
過
二
之
丸
江
罷
出
御
年
寄
、
御
用
人
両
御
支
配
江
御

用
伺
申
上
引
取
、
其
ゟ
仕
度
致
九
ツ
前
出
立
、
拂
方
木
村
八
三
郎
、
才
領
木
村
吉
之
助
同
道
に
而
下
會
所
へ
参
、

右
に
而
何
レ
ゟ
も
引
渡
与
申
候
事
も
無
レ

之
、
小
頭
録
蔵
罷
出
居
世
話
致
申
候
即
御
長
持
左
之
通 

一
御
武
器
長
持 

弐
棹 

 

一
御
鉄
砲
長
持 

三
棹 

 

一
御
幕
箱 

壱
棹 

 

一
貝
太
皷 

壱
棹 

 
 

一
御
矢
箱 

弐
荷 

 

一
御
旗
棹 

壱
包 

 

一
御
長
柄 

四
包 

 

外
に
御
納
戸
長
持 

壱
棹 

右
御
長
持
鍵
三
本
直
左
衛
門
殿
ゟ
自
分
江
御
渡
し
有
レ

之
。
御
着
阪
之
上
御
同
人
江
差
上
候
事 

 

○
右
迄
人
足
持
也 

一
御
弓 

弐
包 

 

一
桐
油 

壱
包 
 

一
合
薬 

壱
箱 

 

〆
右
馬
荷
に
而
軽
尻
壱
疋
也 

但
宮
川
支
に
而
馬
不
レ

参 

右
も
小
俣
村
迄
人
足
持
出
に
相
成
申
候
事 

一
本
町
口
御
門
開
門
大
御
門
ゟ
罷
出
、
自
分
義
着
流
に
而
羽
織
着
用
に
而
出
立
ス
。
且
供
人
壱
人
召
連
候
事 

○
何
レ
に
も
今
晩
松
坂
宿
迄
参
候
様
被
二

仰
聞
一

候
事
。
但
右
人
足
并
先
触
等
自
分
構
無
レ

之
、
八
三
郎
并
御

賄
下
役
北
川
元
治
取
計
申
候
。
弘
化
度
は
人
足
入
込
七
ツ
時
に
付
御
門
断
、
勘
右
衛
門
ゟ
御
支
配
江
申
上
候

趣
。
此
度
者
右
等
之
義
も
都
而
元
治
取
計
候
旨
同
人
申
聞
候
事 

一
自
分
本
馬
壱
疋
被
レ

下
、
右
代
拂
方
八
三
郎
ゟ
弐
貫
七
百
十
六
文
受
取
。
尤
荷
物
は
御
先
荷
へ差
出
、
五
昼

食
代
上
下
弐
人
分
同
人
ゟ
受
取
供
人
之
分
は
相
渡
ス
。 

又
旅
籠
者
自
分
上
下
共
八
三
郎
拂
申
候
。
伏
見
船
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同
断
之
事 

一
門
野
豊
右
衛
門
殿
四
日
市
宿
江
御
出
迎
に
付
今
朝
出
立 

 

○
小
野
沢
卓
之
助
御
馬
壱
疋
率
、 

是
又
今

朝
出
立 

 

○
御
先
荷
も
今
日
出
立
之
処
、
馬
不
レ

参
候
に
付
人
足
持
出
に
相
成
、
亥
刻
出
立
に
相
成
候
趣
之

事 
 

○
大
雨
に
而
道
筋
誠
に
大
荒
也 

一
宿
〻
本
陣
泊
之
事
、
松
坂
江
子
刻
着 

 

○
廿
四
日
天
キ
関
泊 

 

○
廿
五
日
天
キ
石
部
泊 

 

○
廿
六
日
天

キ
伏
見
着
、
御
用
達
部
屋
江
参
来
旅
籠
に
而
亥
刻
時
分
乗
船
ス
。 

五
十
石
船
壱
艘
借
切
之
事
。
御
先
荷
も
始

終
一
緒
に
参
候
。
併
船
は
別
に
壱
艘
借
切
申
候
事 

 

○
草
津
宿
問
屋
に
而
大
津
宿
迄
矢
場
瀬
之
船
に
乗
呉
候

様
、
尤
諸
家
様
共
左
様
に
候
段
申
一
札
差
出
相
頼
候
趣
、
八
三
郎
申
聞
即
船
に
乗
申
候
。
尤
着
坂
之
上
何
レ
へ

も
不
二

申
達
一

候
。
弘
化
度
も
右
之
通
之
趣
勘
右
衛
門 

 
 

ゟ
傳
達
有
レ

之
候
。
但
人
足
賃
銭
并
之
通
問
屋
へ拂
申
候
。
船
は
頼
に
依
而
乗
候
事
故
船
賃
者
人
足
ゟ
出
候
様

子
、
當
方
構
無
レ

之
候
事 

附
り
大
津
ゟ
伏
見
迄
之
間
、
藪
下
之
立
場
宮
様
御
門
前
に
相
成
心
得
可
レ

有
レ

之
事 

一
同
廿
七
日
天
気
、
六
ツ
半
過
大
坂
江
着
船
ス
。
八
軒
屋
江
政
田
屋
権
次
郎
手
代
出
居
、
久
宝
寺
町
迄
下
ケ
候

様
申
聞
即
、
右
之
処
江
船
着
何
レ
も
上
陸
、
自
分
儀
着
流
に
而
羽
折
着
用
ス 
。
御
長
持
は
政
田
屋
手
代
世
話

致
し
、
御
武
器
宿
追
手
町
灘
屋
源
蔵
方
庭
江
運
入
候
に
付
、
弘
化
度
は
土
蔵
借
入
鍵
ヲ
ロ
シ
置
候
段
勘
右
衛
門

に
承
候
間
、
其
段
御
吟
味
役
与
兵
衛
并
政
田
屋
手
代
共
へ懸
合
候
得
共
早
速
不
二

取
極
一

候
間
、
先
自
分
義
十

郎
左
衛
門
殿
下
宿
へ参
、
只
今
着
坂
致
候
段
申
述
、
且
御
武
器
置
所
之
儀
申
達
候
処
、
早
速
土
蔵
借
入
候
様
可

二

申
付
一

旨
被
二

仰
聞
一

候
間
、
下
宿
割
も
出
来
に
付
自
分
義
下
宿
へ引
取
罷
在
候
。
八
三
郎
、
吉
之
助
も
暫
右

に
罷
在
候
へ共
程
も
不
レ

分
候
に
付
、
是
又
下
宿
へ引
取
申
候
。
然
処
暮
〻
に
十
郎
左
衛
門
殿
ゟ
何
レ
様
に
而
も

右
に
被
二

差
置
一

候
趣
、
尤
先
年
は
彼
レ
之
処
差
支
候
に
付
、
外
土
蔵
借
受
に
相
成
候
得
共
、
此
度
は
右
之
処
へ

差
置
可
レ
申
、
又
番
等
も
不
レ
付
候
間
左
様
に
致
二

承
分
一

候
様
被
二

仰
聞
一

候
。
但
合
薬
は
火
之
元
之
処
も
有
レ

之
に
付
政
田
屋
土
蔵
へ為
二

入
置
一

申
候
事 

一
御
先
荷
持
は
銘
〻
下
宿
〻
〻
へ政
田
屋
人
運
入
申
候
事 

一
御
本
陣
先
達
而
借
受
有
レ

之
。
御
吟
味
役
与
兵
衛
昼
夜
相
詰
罷
在
候
。
鴻
池
よ
り
先
例
之
趣
に
而
左
之
通

差
出
候
趣
也 

一
懸
物 

弐
幅 

 

一
刀
掛 

 

一
長
熨
斗 

 

一
硯
箱 

弘
化
度
は
勘
右
衛
門
早
ク
着
坂
致
し
居
候
故
欤 

右
御
本
陣
受
取
之
節
、
小
左
衛
門
殿
差
圖
に
而
罷
出
申
候

趣
也 

一
同
廿
八
日
天
キ
、
御
本
陣
錺
御
長
柄
十
筋
、
并
御
玄
関
御
床
錺
御
弓
五
挺
、
御
鉄
砲
五
挺
、
自
分
罷
出
差

出
、
御
吟
味
役
江
相
渡
ス
。
其
外
六
郎
右
衛
門
殿
、
左
門
殿
ゟ
預
之
品
〻
夫
〻
江
相
渡
申
候
事 
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附
り 

御
弩
俵
之
義
被
二

仰
出
一

に
は
無
レ

之
候
へ共
、
御
床
も
サ
ム
シ
ク
、
且
外
様
に
者
御
矢
箱
、
御
玉
箱

等
御
差
置
之
御
家
も
有
レ

之
候
間
、
右
御
差
出
之
方
宜
様
高
木
要
助
申
聞
、
又
皆
〻
も
右
有
レ
之
方
能
相

見
江
可
レ
然
様
申
候
に
付
、
十
郎
左
衛
門
殿
へ其
段
自
分
ゟ
伺
候
処
、
如
何
様
被
二

差
置
一

而
可
レ

然
、
若

悪
敷
候
は
ゝ
直
左
衛
門
着
之
上
直
シ
可
レ

申
旨
被
二

仰
聞
一

候
間
即
飾
置
申
候
。
且
直
左
衛
門
殿
着
之
上

委
細
申
上
候
処
被
二

仰
出
一

に
無
レ

之
候
へは
、
夫
は
如
何
に
候
哉
。
先
明
日
如
何
様
共
可
二

取
計
一

旨
被
二

仰
聞
一

候
。
然
処
始
終
其
侭
錺
置
有
レ

之
候
事 

一
今
日
ゟ
御
本
陣
内
外
共
御
武
器
其
外
共
御
錺
付
に
相
成
候
事 

一
同
廿
九
日
天キ 

夜雨 

印
形
取
連
蔵
喜
四

郎
泊
り
喜
四
郎 

  

殿
様
昨
日
御
着
坂
。
御
日
積
之
処
今
切
大
風
雨
に
而
渡
海
無
レ

之
。
一
日

御
逗
留
に
相
成
、
今
朝
五
ツ
時
過
御
機
嫌
能
御
着
坂
御
本
陣
へ被
レ

為
レ

入
候
事 

但
文
内
御
供
喜
四
郎
非
番
に
而
着
之
事
。
尤
八
軒
屋
御
着
船
之
節
、
御
船
場
へ
例
之
通
踏
込
着
用
に
而

喜
四
郎
罷
出
其
積
に
而
着
也 

 

○
伏
見
ゟ
大
坂
迄
の
御
乗
船
へ文
内
御
供
に
而
乗
候
趣
、
弘
化
度
は
御

供
船
江
弘
人
殿
同
役
弐
人
、
御
組
目
付
与
乗
組
候
由
、
左
候
へは
此
度
も
御
船
江
不
レ

乗
与
宜
御
座
候
事 

 

○
木
藤
久
左
衛
門
関
宿
迄
御
供
立
帰
被
二

仰
付
一

罷
越
候
。
猶
又
同
所
迄
同
役
御
供
加
人
高
森
傳
左
衛

門
被
二

仰
付
一

候
事 

一
御
着
坂
御
祝
儀
六
郎
右
衛
門
殿
下
宿
へ一
席
壱
人
ツ
ヽ
罷
越
候
事 

但
別
段
御
支
配
方
江
者
不
二

申
達
一

候
事 

一
御
着
坂
之
節
、
弘
化
度
は
御
先
用
大
須
賀
小
左
衛
門
殿
差
圖
に
而
、
勘
右
衛
門
八
軒
屋
江
罷
出
候
趣
、
乍
レ

併
是
は
出
候
に
不
レ

及
候
。
非
番
之
同
役
罷
出
致
二

世
話
一

候
事
也
。
依
而
如
何
可
レ

仕
哉
。
十
郎
左
衛
門
殿
へ伺

候
処
、
被
レ
出
候
に
及
間
敷
旨
被
二

仰
聞
一

候
間
、
左
様
候
は
ゝ
御
本
陣
へ罷
出
可
レ

申
旨
申
上
候
処
、
右
に
而
宜

段
被
二

仰
聞
一

候
間
御
本
陣
へ罷
出
申
候
。
十
郎
左
衛
門
殿
に
は
礼
服
に
而
八
軒
屋
へ被
レ

参
候
。
又
御
先
用
に

参
被
レ

居
候
与
兵
衛
、
利
八
、
市
大
夫
何
レ
も
礼
服
に
而
御
本
陣
へ罷
出
候
に
付
承
候
処
、
御
着
之
節 

御
目
通

江
御
出
迎
仕
候
段
申
聞
候
。
自
分
義
者
左
様
之
義
は
無
レ

之
事
故
平
服
に
而
罷
出
居
、
夫
〻
御
道
具
等
之
差

圖
致
し
居
無
レ

程
下
宿
江
引
取
申
候
事 

附
り 

右
八
軒
屋
へ先
年
は
勘
右
衛
門
罷
出
候
処
、
此
度
連
蔵
義
罷
出
不
レ

申
。
右
は
如
何
に
候
哉
与
直

左
衛
門
殿
ゟ
文
内
江
八
月
十
九
日
御
尋
に
付
、
前
文
之
通
文
内
申
上
候
趣
、
左
様
成
者
宜
候
得
共
先
年

は
出
候
事
故
、
御
年
寄
中
ゟ
御
尋
に
而
も
有
レ

之
候
節
者
如
何
与
存
相
尋
候
趣
被
二

仰
聞
一

候
由
、
文
内

申
聞
候
事 

一
今
日
ゟ
同
役
御
本
陣
江
昼
壱
人
ツ
ヽ
相
詰
吟
味
役
詰
所
に
罷
居
、
尤
弘
化
度
は
昼
交
代
致
、
七
ツ
時
分

引
、
又
御
引
ケ
時
分
ゟ
泊
に
出
候
趣
成
共
、
此
度
者
五
ツ
時
分
ゟ
出
、
昼
引
取
、
又
昼
過
よ
り
出
、
七
ツ
時

分
引
申
候
。
泊
之
義
は
弘
化
度
同
様
之
事
。
但
御
奉
行
詰
所
江
寝
ル
也 

 

○
日
〻
同
様
相
詰
候
事 
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一
御
旅
館
中
絹
布
木
綿
服
取
受
相
用
。
但
羽
織
袴
勤
之
事 

一
御
人
数
改
と
し
て
、
印
形
取
之
儀
今
晩
ゟ
相
勤
毎
夜
取
レ

之
。
右
改
方
之
義
、
分
而
御
達
無
レ

之
に
付
、
弘

化
度
之
以
レ

例
伺
候
処
、
其
通
に
而
宜
候
段
直
左
衛
門
殿
被
二

仰
聞
一

即
、
左
之
通
相
勤
御
役
人
者
勿
論
御
米

方
、
御
破
損
方
、
御
鉄
砲
方
并
御
近
習
、
御
納
戸
者
御
本
陣
詰
に
而
代
合
之
節
は
御
用
方
江
被
レ

届
候
に
付

取
形
御
用
捨
、
御
医
師
、
御
坊
主
は
御
本
陣
詰
に
而
も
取
申
候
。
其
外
□
介
ゟ
以
下
御
足
軽
迄
御
本
陣
詰

に
而
も
取
形
取
申
候
。
尤
小
頭
ゟ
代
役
御
足
軽
者
別
帳
に
而
御
組
目
付
に
為
レ

取
申
候
。
右
帳
面
差
上
候
節

者
同
役
ゟ
一
緒
に
差
上
申
候 

 

○
此
度
者
弘
化
度
与
は
違
、
下
宿
〻
〻
殊
の
外
遠
方
に
隔
居
候
に
付
、

帳
面
三
冊
に
致
し
同
役
弐
人
に
而
相
勤
申
度
、
又
竪
帳
成
共
御
旅
館
中
は
日
数
少
に
付
、
横
帳
に
致
可
レ

申

旨
直
左
衛
門
殿
へ
申
上
候
処
、
右
に
而
宜
候
段
被
二

仰
聞
一

候
。
依
而
帳
面
致
二

弐
帳
一

東
西
与
弐
人
に
而
相

勤
即
、
六
ツ
過
よ
り
御
本
陣
へ
罷
出
政
田
屋
人
壱
人
ツ
ヽ
案
内
に
取
、
供
人
召
連
弓
張
提
灯
為
レ

持
羽
織
袴

に
而
相
勤
候
。
但
し
刻
限
之
儀
は
不
定
之
事
。
猶
又
印
形
無
レ

之
者
は
其
人
ゟ
支
配
江
届
書
判
為
レ

認
申
候
。

且
引
込
に
而
も
何
レ
も
當
人
面
會
之
上
取
候
事 

○
翌
朝
御
年
寄
、
大
目
付
へ
口
上
に
而
相
届
ル
。
然
処
直
左
衛
門
殿
ゟ
右
改
帳
拙
者
江
可
レ

被
二

差
出
一

、
夫

ゟ
御
年
寄
中
へ
差
上
候
様
被
二

仰
聞
一

候
間
、
勘
右
衛
門
、
安
太
夫
扣
に
左
様
之
義
無
レ

之
旨
申
上
候
処
、
弘

人
扣
に
は
左
様
有
レ

之
候
旨
被
二

仰
聞
一

候
に
付
即
直
左
衛
門
殿
へ
三
帳
今
朝
差
上
申
候
。
尤
御
旅
館
中
は
日

〻
被
二

差
出
一

候
義
成
共
相
替
儀
無
レ

之
候
は
ゝ
夫
に
は
不
レ

及
段
被
二

仰
聞
一

候
に
付
、
日
〻
御
届
不
二

申
上
一

候
事 

 

○
右
帳
面
儀
并
蝋
燭
御
吟
味
役
ゟ
受
取
帳
面
認
方
左
之
通
り 

  

右
名
前
日
附
共
同
役
に
而
認 

右
三
冊
拵
内
壱
冊 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

御
組
日
付
へ
名
前
認
直
ス 

 
 

  

一
晦
日 

天キ 

印
形
取
文
内
喜
四

郎
泊
り
連
蔵 

 
  

大
久
保
様
衆
ゟ
御
頼
に
而
、
御
交
代
之
節
御
小
屋
荒
候
義
も
有
レ

之
候
而
は
如
何

に
付
、
締
旁
其
夜
御
足
軽
五
人
程
大
久
保
様
御
家
来
与
成
、
夕
刻
ゟ
御
城
入
為
レ

致
御
小
屋
内
江
差
置
候
様

相
成
候
間
、
右
承
分
迄
申
達
候
旨
直
左
衛
門
殿
被
二

仰
聞
一

候
事 

一
八
月
朔
日
雨
印
形
取
連
蔵
文
内

泊
り
喜
四
郎 

 

八
朔
御
祝
儀
文
内
礼
服
に
而
、
六
郎
右
衛
門
殿
下
宿
江
以
二

手
札
一

罷
越
候 

○
同
役
御
本
陣
詰
者
平
服
之
事 

一
戸
田
淡
路
守
様
今
朝
御
着
坂
有
レ

之
候
事 

一
同
二
日
天キ 

印
形
取
喜
四
郎
連
蔵

泊
り
文
内 

 
 

 

今
日
仮
御
城
入
、
明
三
日
御
交
代
御
定
日
之
処
、
御
相
番
様
方
御
道
中
御

嘉
永
五
子
年 

御
旅
館
中 

改 

帳 

七
月
廿
九
日
ゟ 

名 前  

七 月  
廿 九 日 ○ 晦 日 ○  

り通之左内 
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逗
留
に
而
御
着
坂
無
レ

之
、
依
而
相
延
申
候
事 

一
御
城
内
御
繰
込
翌
日
昼
迄
焼
出
可
レ

被
レ

下
処
、
渡
方
も
出
来
候
付
御
繰
込
當
日
之
昼
迄
焼
出
被
レ

下
、
其

夕
ゟ
銘
々
用
意
可
レ

致
旨
直
左
衛
門
殿
被
二

仰
聞
一

候
事 

一
下
宿
江
為
二

茶
料
一

弐
朱
被
レ

下
候
旨
、
御
吟
味
役
申
聞
相
渡
候
。
尤
下
宿
へ
は
銘
〻
ゟ
差
遣
候
心
得
に
而

可
レ

遣
趣
也
。
且
別
段
支
配
ゟ
達
無
レ

之
御
礼
等
不
二

申
上
一

候
事 

一
今
日
夜
中
大
井
大
隅
守
様
御
着
坂
有
レ

之
候
事 

一
同
三
日
天キ 

印
形
取
文
内
喜
四
郎

泊
り
連
蔵 

 
 

 

今
夜
中
永
井
若
狭
守
様
御
着
坂
有
レ

之
候
事 

一
同
四
日
天キ 

〻 

文
内
連
蔵

〻 

喜
四
郎

 

明
五
日
仮
御
城
入
之
旨
、
直
左
衛
門
殿
被
二

仰
聞
一

候
。
猶
又
下
宿
〻
〻
江
右
之

趣
触
込
も
有
レ

之
候
事 

一
明
五
日
御
仮
御
城
入
に
付
、
御
供
頭
稲
垣
要
人
殿
ゟ
明
朝
六
ツ
時
過
御
提
灯
引
御
供
揃
之
旨
、
尤
御
館
レ

旅
中
之
事
故
押
付
、
只
今
触
共
不
被
二

差
出
一

候
間
、
其
刻
不
レ

遅
様
可
レ

被
二

罷
出
一

候
。
猶
又
御
中
小
姓
御

徒
士
江
は
申
通
候
得
共
、
其
以
下
之
処
各
方
ゟ
夫
〻
へ
不
レ

遅
様
篤
与
申
達
可
レ

被
レ

下
旨
被
二

申
聞
一

即
押

へ
其
段
委
細
申
達
置
候
事 

一
地
廻
り
御
供
之
竹
之
子
笠
、
此
度
は
未
申
達
候
へ
共
先
年
之
例
に
而
哉
。
御
吟
味 

」 

８ 

役
に
て
調
置
相
渡
申
候
即
御
仮
御
城
入
之
節
ゟ
相
用
候
事 

一
銘
々
荷
物
之
義
政
田
屋
引
受
、
御
交
代
済
直
様
御
城
内
へ
繰
入
申
候
。
右
人
足
に
上
ゟ
腰
札
相
渡
り
、

又
下
宿
〻
〻
へ
政
田
屋
ゟ
印
鑑
相
渡
置
、
人
足
江
も
為
レ

持
右
引
合
数
も
引
合
宿
ゟ
相
渡
候
様
政
田
屋
手
代

申
聞
候
。
依
而
政
田
屋
ゟ
荷
物
数
承
に
参
書
取
申
候
。
又
宿
へ
も
此
方
ゟ
荷
物
数
書
付
遣
置
申
候
事 

一
同
五
日
曇
昼
後

天 

キ 

泊

に

不
レ

出 

今
朝
御
仮
御
城
入
に
付
、
御
四
手
様
當
御
本
陣
へ
御
揃
に
而
、
六
ツ
半
時
分
御
一
緒

に
被
レ

遊
二

御
出
一

候
。
四
ツ
半
時
分
御
下
り
、
夫
ゟ
両
町
御
奉
行
御
勤
、
九
ツ
時
前
御
帰
館
被
レ

遊
候
事
。
右
御

供
御
先
八
人
之
内
御
人
不
足
に
付
、
同
役
両
人
に
被
二

仰
付
一

、
文
内
喜
四
郎
相
勤
候
様
被
二

仰
聞
一

即
両
人

相
勤
。
但
御
先
一
統
麻
捩
子
羽
織
着
用
申
候
。
尤
本
股
立
也 

 

○
為
二

御
案
内
一

御
先
立
壱
人
有
レ

之
。
大
手

御
門
ゟ
御
城
入
被
レ
遊
候
。
右
土
橋
石
段
前
に
て
御
先
落 

 

○
旗
（
ヵ
）
頭
願
に
而
羽
折
供
仕
候
事 

附
り 

弘
化
度
に
は
御
先
右
土
橋
石
段
少
〻
上
り
、
旗
（
ヵ
）
頭
招
き
候
而
下
り
候
趣
、
跡
に
而
御
供
頭
ま

て
御
断
申
上
候
趣
也 

一
御
武
器
之
儀
、
御
仮
御
城
入
御
留
守
之
内
に
御
本
陣
御
書
院
江
錺
附
置
、
御
城
入
之
節
是
ゟ
繰
出
可
レ

申

候
。
右
錺
付
之
節
自
分
に
も
罷
出
候
様
、
直
左
衛
門
殿
被
二

仰
聞
一

即
罷
出
申
候
。
小
頭
代
役
御
足
軽
も
出
、

且
御
長
柄
之
穂
一
〻
紺
糸
に
而
留
置
、
庭
ゟ
御
縁
側
之
鴨
居
之
上
江
穂
先
を
入
揃
置
、
其
外
は
御
書
院
へ
不
レ

残
錺
置
申
候
事 

一
印
形
取
之
儀
、
弘
化
度
に
は
今
晩
御
用
捨
、
尤
席
〻
へ
御
達
は
無
レ

之
口
傳
也
。
此
度
者
御
達
も
無
レ

之
に
付
、
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右
之
通
可
レ

致
哉
、
直
左
衛
門
殿
へ
伺
候
処
其
通
に
而
宜
候
段
被
二

仰
聞
一

候
。
依
而
印
形
取
不
レ

申
候
。
尤
席

〻
へ
御
達
は
無
レ

之
候
。
右
帳
面
三
冊
今
朝
直
左
衛
門
殿
へ
差
上
、 

御
届
申
上
候
。
六
郎
右
衛
門
殿
江
も
口
上

に
而
御
届
申
上
候
事 

一
御
城
入
之
節
、
若
雨
天
に
而
も
御
武
器
類
桐
油
者
不
二

相
用
一

候
。
御
人
数
も
先
雨
具
用
申
間
敷
候
間
、
右

に
相
心
得
可
レ

申
、
尤
京
橋
口
迄
は
用
而
不
レ

苦
候
。
問
合
之
向
も
有
レ

之
候
は
ゝ
、
右
之
趣
申
通
候
様
直
左
衛

門
殿
被
二

仰
聞
一

候
事 

附
り 

右
雨
天
之
節
は
一
統
桐
油
相
用
、
頭
立
候
者
は
笠
、
草
り
、
下
駄
着
用
申
候
趣
、
政
田
屋
手
代
来

助
与
申
者
御
城
入
後
申
聞
候
事 

一
右
同
断
之
節
、
自
分
義
笠
相
用
候
而
も
不
レ

苦
候
哉
、
直
左
衛
門
殿
へ
相
伺
候
処
、
用
候
而
宜
候
段
被
二

仰

聞
一

候
事 

一
御
小
屋
請
取
御
行
列
、
明
暁
子
ノ
刻
揃
惣
御
行
列
、
同
巳
ノ
刻
揃
之
旨
直
左
衛
門
殿
被
二

仰
達
一

候
処
、
其

後
壱
統
子
ノ
刻
揃
之
旨
又
候
被
二

仰
達
一

候
事 

但
し
一
統
子
刻
揃
之
旨
下
宿
〻
〻
惣
触
有
レ
之
候
事 

一
御
小
屋
受
取
御
行
列
之
内
御
番
所
受
取
之
面
〻
、
御
中
小
姓
格
迄
裾
細
、
其
以
下
は
立
付
之
処
、
踏
込
御

貸
被
レ

成
候
間
、
立
付
之
心
得
に
而
着
用
可
レ

致
候
。
尤
自
身
持
参
之
者
は
、
右
相
用
候
共
勝
手
次
第
之
旨
、
直

左
衛
門
殿
被
二

仰
聞
一

候
事 

 
 

 

一
御
城
入
之
節 

殿
様
御
供
之
儀
者
御
中
小
姓
格
以
上
裾
細
、
同
役
并
御
徒
士
者
ヂ
ン

〱
ハ
シ
ヲ
リ
に
而
御

供
可
レ

仕
旨
直
左
衛
門
殿
被
二

仰
聞
一

候
事 

一
同
断
惣
御
人
数
之
義
は
御
中
小
姓
格
以
上
裾
細
、
其
以
下
御
徒
士
格
迄
は
立
付
に
而
も
、
又
半
天
、
股
引
、

割
羽
折
に
而
も
勝
手
次
第
着
用
可
レ

致
候
。
尤
役
付
に
而
も
同
様
、
不
レ
苦
候
旨
直
左
衛
門
殿
被
二

仰
達
一

候
事 

一
御
繰
込
後
、
目
明
に
罷
出
候
節
、
立
付
之
心
得
に
而
踏
込
相
用
候
て
不
レ

苦
候
旨
、
御
同
人
よ
り
被
二

仰
達
一

候
事 

一
右
之
通
、
同
役
何
レ
も
踏
込
着
用
候
而
不
レ

苦
旨
被
二

仰
聞
一

候
に
付
、
自
分
義
も
御
繰
込
之
節
踏
込
着
用

仕
度
段
、
直
左
衛
門
殿
へ
申
上
候
処
、
如
何
様
吟
味
格
之
御
勘
定
方
ま
て
も
御
貸
踏
込
致
二

着
用
一

候
様
相
成

候
得
者
、
立
付
の
心
得
に
て
被
二

相
用
一

候
而
不
レ

苦
候
段
被
二

仰
聞
一

候
事 

一
御
城
入
早
速
諸
帳
面
入
用
に
付
、
半
紙
御
吟
味
役
ゟ
受
取
、
御
旅
館
に
而
左
之
通
拵
置
申
候 

 

○
改
帳
上

下
に
而
三
冊 

但
し

竪
帳 

 

○
御
鑑
札
貸
渡
帳
一
冊
但
し

同
断 

 

○
小
札
貸
渡
帳
一
冊 

但
し

同
断 

 
 

○
内
御
札
場
御
鑑
札

書
入
帳
一
冊
但
し

横
帳 

 
 

○
外
御
札
場
帳
一
冊
但
し

同
断 

但
し
認
方
其
所
〻
に
記
置
候
事 

一
御
旅
館
中
同
役
見
計
、
下
宿
〻
〻
其
外
忍
廻
致
申
候
事
。
又
遠
廻
り
見
計
両
度
計
致
申
候
。
尤
弘
化
度
は

壱
度
之
趣
に
候
へ共
、
御
逗
留
長
相
成
候
に
付
右
之
通
相
勤
申
候
事 



88 

 

一
御
繰
込
之
節 

 

殿
様
御
供
其
外
御
小
屋
受
取
并
惣
御
人
数
共
ヒ
キ
ハ
ダ
相
用
申
候
。
又
草
り
着
用
申
候
事 

附
り 
格
式
以
上
之
面
〻
多
分
割
羽
織
被
二

相
用
一

申
候
事 

一
同
六
日
天キ 
壱
統
子
ノ
刻
御
本
陣
江
罷
出
但
子
ノ
刻
御
本
陣
ゟ

下
宿
〻
〻
へ
触
有
レ

之 
 

無
レ

程
御
小
屋
受
取
之
面
〻
行
列
に
而
繰
出
、

京
橋
迄
罷
越
土
橋
向
江
揃
置
、
文
内
与
大
和
抱
足
軽
小
頭
高
木
要
助
与
両
人
に
而
人
数
篤
与
調
置
、
夫
ゟ
要

助
外
張
御
番
所
へ
参
ル
。
其
後
京
橋
口
土
橋
江
人
数
繰
上
扣
居
候
処
、
御
番
所
ゟ
人
参
、
前
後
ゟ
人
数
算
立
、

夫
ゟ
繰
込
に
相
成
候
趣
、
右
御
門
潜
り
ゟ
入
候
由
、
又
高
張
御
提
灯
者
入
不
レ

申
様
候
処
、
外
様
も
入
候
様
要

助
申
聞
、
其
段
豊
右
衛
門
殿
へ申
上
即
高
張
御
提
灯
入
申
候
而
、
東
西
両
仕
切
御
番
所
へ差
置
申
候
趣 

○
繰
込
直
様
被
二

仰
出
一

候
通
、
銘
々
御
番
所
受
取
、
御
向
番
様
衆
与
交
代
申
候
趣
也 

 

○
文
内
絹
布
羽
織

踏
込
但
し
自
身
之

相

用

申

候 

着
用
供
人
壱
人
召
連
申
候
事
。
其
外
傳
左
衛
門
、
利
八
、
専
右
衛
門
共
御
貸
踏
込
着
用
申
候

趣
之
事 

一
御
武
器
御
本
陣
ゟ
差
出
、
行
列
相
揃
丑
ノ
刻
過
時
分
繰
出 
殿
様
に
も
御
引
續
御
行
列
に
而
御
出
有
レ

之
。

谷
町
通
追
手
筋
ゟ
罷
出
京
橋
外
へ
御
行
列
三
行
に
立
置
、
委
細
繪
圖
面
に
有
レ

之 

御
武
器
行
列
懸
り
三
人
に
而
能
揃
置 

 

○
御
鑓
印
弘
化
度
に
一
枝
紛
失
甚
御
不

都
合
に
付
、
此
度
は
為
二

用
意
一

行
列
懸
り
三
人
并
小
頭
共
三
枝
ツ
ヽ
懐
中
致
申
候
事 

 

○
町
御
同
心
二
度
計
人
数
改

に
相
廻
、
其
節
如
何
之
人
夫
有
レ

之
候
へ
は
召
取
候
趣
、
政
田
屋
手
代
に
承
申
候 

 

○
右
七
ツ
半
時
分
也
。
暫
相
待
申
候 

 

殿
様
に
者
御
乗
輿
之
侭

圖
之
処
に
暫
御
扣
、
日
之
出
頃
御
下
乗
、
京
橋
土
橋
前
圖
之
所
へ
御
床
机
に
被
レ

成
二

御
座
一

、
御
馬
印
建
レ

之 

御
附
之
面
〻
御
行
列
帳
之
通 

 
 

罷
在
候
。
同
役
御
供
喜
四
郎
相
勤
喜
四
郎
服
は
帷
子
、
麻
捩
子
羽
折
、
脚
半
着
、
ヂ
ン

〱
ハ
シ
ヨ
リ
に
而
御

供
仕
。
御
徒
士
同
断
。
御
中
小
姓
格
以
上
は
裾
細
着
用
ニ
而
御
供
之
事 

其
餘
は
繰
下
御
行
列
内
へ

立
置
。
尤
御
馬
印
は
御
繰
込
前
に
下
御
行
列
内
へ入
申
候
京
橋
口
御
門
開
門
同
土
橋
両
側
大
番

所
脇
迄
与
力
鉄
砲
切
火
縄
に
而
固
居 

為
レ

暫
大
久
保
様
御
人
数

繰
出
に
相
成
、
畢
而
大
久
保
様
御
城
出 

 

殿
様
江
御
挨
拶
有
レ

之
勘
右
衛
門
留
帳
に
は
御
鍵
受
取
渡
御
座
候
而
、

御
交
代
に
相
成
候
様
有
レ

之
候
共
、
右
は
如
何
哉 
其
後
御

使
者
有
レ

之
御
供
頭
取
次 

 

御
前
御
直
に
御
面
會
有
レ

之
、
夫
ゟ
繰
込
候
様
御
供
頭
江
御
沙
汰
有
レ

之
。
御
供

頭
ゟ
喜
四
郎
へ通
達
有
レ

之
。
喜
四
郎
ゟ
壱
番
之
御
旗
奉
行
小
左
衛
門
殿
并
大
目
付
直
左
衛
門
殿
、
御
年
寄
右

丈
江
申
上
、
夫
ゟ
圖
之
通
御
旗
奉
行
ゟ
順
〻
繰
込
申
候
。
尤
直
左
衛
門
殿
、
八
右
衛
門
、
自
分
義
御
行
列
繰

出
候
頭
之
所
に
居
而
、
夫
〻
致
二

差
図
一

銘
〻
御
行
列
之
場
所
参
候
節
這
り 

 

御
城
入
致
申
候
。
御
人
数
不
レ

残
御
城
入
相
済
引
續 

 

殿
様
に
も
御
城
入
、
京
橋
大
御
番
所
江
御
上
り
御
定
番
両
御
目
付
御
出
番
有
レ

之
間
、

右
江
御
挨
拶
有
レ

之
、
夫
ゟ
山
里
丸
御
小
屋
江
被
レ

為
レ

入
候
事
但
し
西
仕
切
御
門
并
山
里

冠
木
御
門
片
扉
開
有
レ

之

自
分
義
絹
布
羽
織
踏
込
着

用
供
人
壱
人
召
連
候
事
。
□
自
分
義
立
付
之
心
得
に
而
踏
込
用
意
無
レ

之
候
御
吟
味
役
に
而
御
貸
踏
込
借
用

申
候
事 

但
自
分
紋
弓
張
提
灯
相
用
申
候
事 

一
殿
様
に
者
無
レ

程
御
出
有
レ

之
。
御
城
代
、
両
御
定
番
、
両
大
御
番
頭
、
両
御
目
付
、
御
相
番
様
江
御
廻
勤
被

レ

遊
候
。
御
供
連
被
二

仰
出
一

候
通
也
。
御
供
喜
四
郎
相
勤
候
事
。 

但
何
レ
も
服
者
御
城
入
之
節
与
同
服
之
事 

一
自
分
義
は
御
繰
込
後
、
内
御
札
場
へ
罷
出
御
勘
定
所
共
〻
御
鑑
札
并
小
札
等
取
調
申
候
事
。
委
細
は
鑑
札
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貸
渡
帳
写
に
有
レ

之
候
事 

一
御
番
所
〻
〻
兼
而
被
二

仰
出
一

候
通
、
追
〻
代
合
有
レ

之
申
候
事 

一
人
足
繰
出
引
續
荷
物
取
入
に
付
、
目
明
兼
而
被
二

仰
出
一

候
通
、
京
橋
御
門
江
左
之
通
り
、
轉
、
實
、
喜
四
郎

罷
出
、
初
轉
大
番
所
へ
断
、
夫
ゟ
同
人
御
門
下
へ
出
、
喜
四
郎
舛
形
御
番
所
へ
断
、
同
所
へ
出
、
實
外
張
御
番
所
へ

断
、
同
所
へ出
、
尤
銘
〻
以
二

手
札
一

相
断
、
桝
形
御
番
所
ゟ
敷
物
出
呉
候
に
付
、
喜
四
郎
右
に
着
座
致
居
候
趣
、

人
足
繰
出
相
済
与
直
様
荷
物
取
入
、
右
別
段
断
無
レ

之
、
其
内
交
代
出
、
尤
先
に
手
札
差
出
有
レ

之
間
、
代
合
之

者
手
札
無
レ

之
口
上
に
而
、
銘
〻
其
御
番
所
〻
〻
へ
断
、
各
交
代
ス
。
又
引
取
候
者
其
御
番
所
〻
〻
へ
断
、
引
取

申
候
。
荷
物
取
入
相
済
与
、
其
段
政
田
屋
手
代
ゟ
申
聞
、
夫
ゟ
外
張
へ出
居
候
職
人
引
取
与
桝
形
御
門
下
与
順

〻
一
緒
ニ
引
取
、
其
番
所
〻
〻
へ銘
〻
断
引
申
候
事 

 

手
札 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
文
内
引
取
御
届
三
所
へ申
上
候
事 

支
配 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
文
内
喜
四
郎
踏
込
着
用
に
而
相
勤 

〻
〻
よ
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

供
人
壱
人
ツ
ヽ
召
連
候
事 

相
渡
ル 

左
之
通 

   

一
荷
持
取
入
後
御
家
中
荷
持
渡
之
節
、
同
役
罷
出
候
様
被
二

仰
出
一

に
は
有
レ

之
候
へ
共
、
世
話
敷
候
間
不
二

罷

出
一

候
。
御
組
目
付
罷
出
、
夫
〻
江
相
渡
申
候
事 

一
今
夕
御
城
入
御
祝
儀
直
左
衛
門
殿
江
文
内
ゟ
申
上
候
事 

一
部
屋
〻
〻
渡
物
左
之
通
、
鍋 

 

釜 

水
桶 

同
荷
桶 

米
入
桶 

盥 

生
板 

包
丁 

柄
杓 

杓
子 

行
燈 

其
外
都
而
一
色
上
ゟ
相
渡
申
候
事 

一
御
届
三
所
与
記
有
レ

之
候
は
、
御
年
寄
御
用
方
大
目
付
之
事
也 

一
勤
順
者
何
勤
に
不
レ

寄
遠
口
之
者
ゟ
相
勤
候
事
。
都
而
木
綿
服
に
而
勤
ル
。
絹
布
着
用
之
廉
も
有
レ
之
候
は
ゝ

其
所
江
記
置
申
候
事 

一
供
人
召
連
候
節
は
割
場
江
申
付
候
事 

一
杖
者
何
勤
に
出
候
と
も
、
當
方
に
而
者
為
レ

持
不
レ

申
候
事 

  

人 数 繰 出  

荷 持 取 入 目 明 兼 帯  

稲 垣 摂 津 守 内  

御 門 下 小 曾 根 轉  

外 張  山 田 實  

舛 形  遠 藤 喜 四 郎  

   右 代  

    大 須 賀 兎 毛  

    浮 気 儀 人  

    角 熊 文 内  

 
但
喜
四
郎
義
立
付
之
心
得
に
而
踏
込

用
意
無
レ

之
候
付
御
吟
味
役
に
而
御

貸
踏
込
借
用
致
候
事 
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中
マ
ド 

下
カ
ベ 

一
御
小
屋
内
夜
分
廻
之
儀
心
得
可
レ

有
レ

之
事 

一
御
小
屋
内
薄
羽
織
、
平
日
勝
手
次
第
之
事 

一
内
御
札
場
与
申
は
大
目
付
御
奉
行
中
御
勘
定 

 

所
同
役
詰
所
之
所
ヲ
言
。
図
左
之
通
り 

右
に
而
同
役
御
鑑
札
取
扱
候
事 

 

 

  

一
雨
天
之
節
何
レ
之
御
門
に
而
も
通
行
之
節
は
傘
ツ
ボ
メ 

出
入
致
可
レ

申
事 

一
追
手
御
門
出
入
之
節
、
鑑
札
御
番
所
江
為
レ
見
候
者
家
来
に
相
當
り
候
者
は
相
成
不
レ

申
候
。
主
人
鑑
札
為
レ

見
可
レ

申
候
。
尤
同
道
人
に
相
當
り
候
は
ゝ
不
レ

苦
候
事 

○
御
城
代
之
暦
〻
方
は
若
堂
鑑
札

出
申
候 

其
外
は
不
二

相
成
一

候
事 

 
 

○
鑑
札
見
せ
候
者
御
門

先
江
出
入
可
レ
致
候
事 

 

○
雨
天
之
節
傘
指
居
鑑
札
見
せ
候
而
も
不
レ
苦
候
事 

 

○
片
手
袖
之
内
へ入
居
候

欤
。
又
御
番
所
前
ク
リ
石
江
上
り
候
得
者
咎
申
候
事 

 

○
包
物
持
参
に
而
御
門
出
入
不
レ

苦
候
事 

○
御
中
間
町

人
下
駄
不
二

相

成
一

候
傘
は

不
レ

苦
候
事 

 
 

 
 

○
上
番
之
方
へ鑑
札
見
せ
候
事 

一
同
役
御
城
出
公
私
共
支
配
印
鑑
口
上
に
而
拝
借
、
内
札
場
に
而
鑑
札
与
引
替
罷
出
候
事 

 
○
袴
に
而
も

着
流
に
而
も
不
レ

苦
候
事
。
但
他
席
之
人
与
は
一
緒
に
不
レ

参
候
事
。
同
役
に
而
は
壱
人
に
而
御
城
出
不
レ

苦
候
へ

共 

外
向
に
而
は
御
用
出
者
宜
候
得
共
、
私
用
出
は
不
二

相
成
一

、
依
而
誰
与
一
緒
に
参
候
旨
、
御
支
配
へ
印
鑑

拝
借
に
参
候
節
申
込
可
レ

申
候
事 

一
同
役
町
方
廻
之
儀
見
計
月
壱
両
度
計
ツ
ヽ
罷
出
、
袴
に
而
も
着
流
に
而
も
不
レ

苦
候
。
壱
人
出
候
而
も
、
又

小
番
供
に
召
連
候
共
勝
手
次
第
之
事
。
大
目
付
御
用
出
小
札
借
受
、
内
御
札
場
に
而
鑑
札
与
引
替
候
事
。
前

後
共
何
レ
へも
別
段
届
等
不
二

申
上
一

候
事 

但
朝
ゟ
罷
出
候
節
は
、
要
脚
御
吟
味
役
ゟ
受
取
申
候
。
尤
大
目
付
に
而
も
要
脚
被
二

受
取
一

候
間
、
同
役

に
而
も
申
合
受
取
四
十
八
文
也
。
供
人
召
連
候
は
ゝ
、
是
又
同
様
四
十
八
文
受
取
申
候
。
且
何
レ
へも
不
二

申
達
一

受
取
候
事 

一
御
年
寄
江
御
用
伺
之
儀
隔
月
に
罷
出
可
レ

申
事 

一
御
金
箱
封
印
、
弘
化
度
は
大
目
付
差
合
之
節
は
、
同
役
に
而
印
形
致
候
趣
、
又
先
に
大
目
付 

 
 

之
封
印
形
有
レ
之
節
は
、
追
而
御
同
人
江
差
返
候
趣
之
処
當
年
は
大
目
付
印
形
無
レ

之
奉
行
中
計
之
封
印
印
形

に
相
成
、
依
而
同
役
構
無
レ

之
、
右
之
段
別
段
達
も
無
レ

之
候
事 

 

御
勘
定
ノ
ハ
コ 

同
断 

○ 
 

○ 
 
 
 
 
 

○
同
役 

 
 
 
 

 

○ 
 
 

○ 
 
 

○ 

 
 
 
 
 
 

方
定
勘
御 

カ
ベ 

 
 
 
 
 
 
 

 

御
金
箱 

鑑札入ツヽラ二ツ スンタ札鑑

入 

○
同
役
御
用
等
に
而
出
候
節
も 

此
席
へ
出
候
事 

中 マ ド 

此
席
へ
出
候
奉
行
大
目
付
御
勘

定
同
役
此
口
よ
り
出
入
致
候
事 

口 
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一
御
小
屋
〻
〻
壁
江
穴
等
明
候
儀 

 

○
山
里
御
門
前
之
俗
に
姫

門
与
言

竹
矢
来
御
手
前
持
に
は
候
へ共
、
右
竹
荒
シ
候

儀 

○
極
楽
橋
其
外
御
門
〻
〻
之
銅
釘
抜
落
居
候
は
ゞ
気
ヲ
付
取
置
、
拙
者
迄
可
レ

被
レ

遣
候
。
左
候
へは
内
〻

取
計
方
有
レ

之
。
右
等
之
儀
御
破
損
奉
行
御
廻
之
節
、
御
目
に
當
り
候
へ
は
六
ケ
敷
趣
、
先
役
ゟ
申
通
有
レ

之
候

間
、
御
役
手
に
而
は
兼
〻
御
心
得
置
被
レ
下
候
様
大
川
与
左
衛
門
殿
被
二

申
聞
一

候
事 

 
 

 
 

 

右
八
月
八
日 

一
元
日
御
礼
御
徒
士
格
以
上
壱
統
御
書
院
江
罷
出 

御
通
達 

御
目
見
仕
候
事
。
五
節
句
は
一
席
壱
人
ツ
ヽ
礼

服
に
而
御
支
配
詰
所
へ罷
出
、
銘
〻
勝
手
次
第
見
計
候
而
御
礼
可
二

申
上
一

候
事
。
但
朔
望
御
礼
無
レ
之
候
事
。  

○
正
月
十
五
日
、
弘
化
度
に
は
同
役
并
御
勘
定
方
一
席
壱
人
之
御
礼
申
上
候
趣
に
付
、
當
年
も
右
之
心
得
に

而
喜
四
郎
礼
服
に
而
詰
所
へ罷
出
候
処
、
御
役
人
方
四
ツ
時
ゟ
之
御
出
仕
直
左
衛
門
殿
詰
所
江
被
レ

参
、
段
〻

被
二

取
調
一

候
処
、
文
政
度
に
も
申
上
候
段
、
御
勘
定
方
日
記
に
有
レ

之
候
得
共
、
何
レ
之
席
に
而
も
、
御
礼
無
レ

之
に
付
、
直
左
衛
門
殿
御
年
寄
へ被
レ

伺
候
処
、
御
内
證
向
に
而
も
御
礼
無
レ
之
候
間
、
御
徒
目
付
杯
に
而
御
礼

有
レ

之
候
而
は
差
障
に
相
成
候
。
席
も
有
レ

之
間
先
年
は
兎
も
角
も
、
此
度
は
御
礼
申
上
候
に
不
レ

及
。
出
仕
不
レ

致
積
に
而
引
取
候
様
被
二

仰
聞
一

候
間
、
左
様
相
心
得
可
レ

申
旨
被
二

仰
聞
一

候
に
付
、
喜
四
郎
御
礼
不
二

申
上
一

引
取
申
候
事 

一
御
手
前
御
持
場
者
東
仕
切
、
外
御
門
臺
之
石
垣
通
ゟ
西
仕
切
、
外
四
五
間
計
先
僅
之
石
橋
有
レ

之
処
迄
御

持
場
也
。
依
而
御
持
場
内
御
先
立
等
仕
候
様
記
有
レ
之
。
勤
向
は
右
迄
相
勤
候
事 

一
改
印
形
取
之
儀
、
六
日
夜
ゟ
相
勤
初
に
付
、
翌
七
日
朝
直
左
衛
門
殿
江
上
ヘ
下
タ
共
相
届
帳
面
差
出
、
六
郎

右
衛
門
殿
江
は
口
上
に
而
相
替
儀
無
レ
之
段
相
届
、
尤
以
後
は
相
替
儀
無
レ

之
候
は
ゝ
日
〻
御
届
不
二

申
上
一

候

段
、
御
年
寄
大
目
付
両
方
へ申
上
置
候 

 

○
月
〻
朔
日
〻
〻
に
上
ヘ
下
タ
共
帳
面
直
左
衛
門
殿
へ懸
二

御
目
一

、

夫
ゟ
御
年
寄
江
差
上
申
候 

 

○
勤
方
は
御
仕
切
後
平
服
に
而
弓
張
提
灯
持
相
勤
ル 

 

○
御
年
寄
御
用
方
三

役
三
月
付
之
面
〻
は
改
無
レ

之
。
□
介
ゟ
御
足
軽
并
御
小
間
遣
利
叔
迄
改
申
候
。
但
印
形
無
レ

之
者
は
其
人
ゟ

支
配
江
届
書
判
認
申
候
。
引
込
に
而
も
何
も
當
人
面
會
之
上
取
候
事 

 

○
御
納
戸
は
當
番
之
者
は
取
に
不
レ

及
部
や
に
居
候
者
計
取
候
様
、
直
左
衛
門
殿
被
二

仰
聞
一

候
右
九
月

朔
日
達 

 

○
須
藤
仁
八
御
組
目
付
成
共
御
賄
下
役

相
勤
勤
向
違
候
事
故
印
形
取
申
候 

 

○
八
右
衛
門
差
支
之
節
は
御
先
拂
等
専
蔵
江
被
二

仰
付
一

候
趣
達
有
レ

之
候
へ共
、
加
人
与
申
に
も
無
レ

之
神
文
も
不
レ

致
候
事
故
印
形
取
申
候 

 

○
月
〻
帳
面
新
タ
に
致
候
事
半 

 
 

 
 

 

紙
竪
帳
や
、
右
紙
并
蝋
燭
御
吟
味
役
よ
り
受
取
帳
面
認
方
左
之
通 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
右
帳
面
上
書
江
御
小
屋
〻
〻
之
肩
書
致
候

様
直
左
衛
門
殿
被
二

仰
聞
一

候
。
先
年
は
無
レ
之

処
、
御
達
に
付
肩
書
致
申
候
事 

右
は
八
月
七
日
達 
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欄
外 

○
京
都
神
社
江
参
詣
相
願
参
候
者
留
主
中
は
小
書
等
も
不
レ

致
日
附
ヲ
相
除
候
計
に
候
事 

○
御
組
目
付
吉
兵
衛
、
直
次
郎
御
賄
下
役
被
二

仰
付
一

罷
越
候
へ共
、
奉
行
中
へ引
渡
に
も
不
二

相
成
一

候
間
、
改
印
形
取
候
に
不
レ

及
段
、
伺
候
処
直
左
衛
門
殿
被
二

仰
聞
一

候
。
依
而
印
形
取
不
レ

申
候
事 

 
 

 

○
八
月
朔
日
夜
迄
印
形
取
、
二
日
夜
は
御
用
捨
之
事 

右
御
沙
汰
無
レ

之
に
付
、
先
例
申
上
□
伺
候
処
其
通
に
而
宜
候
段
被
二

仰
聞
一

候
事 

○
七
月
中
ゟ
八
月
朔
日
迄
、
改
帳
壱
冊
に
而
二
日
朝
例
之
通
差
上
申
候
事 

 

○
壱
人
半
枚
に
而
一
ヶ
月
分
に
致
候
。
右
同
役
に
而
相
認
、
日
〻
日
附
下
へ印
形
可
レ

為
レ

致
候
。
泊
番
に
而
も

取
、
併
御
小
屋
違
泊
之
節
は
不
レ

被
レ

取
候
間
、
日
附
下
へ何
レ
之
泊
番
与
認
、
又
其
御
小
屋
内
之
者
印
形
取
可
レ

申
事 

 

○
山
里
は
文
内
、
喜
四
郎
取
下
、
両
御
小
屋
者
自
分
壱
人
に
而
相
勤
候
事 

 

○
山
里
之
方
、
初
は
御

足
軽
立
帰
等
有
レ

之
。
人
数
多
に
付
、
小
頭
御
足
軽
別
帳
に
致
し
候
。
其
段
直
左
衛
門
殿
へ御
承
分
迄
申
上
置
、

帰
足
有
レ
之
後
壱
統
壱
帳
に
致
候
事 

 

○
右
帳
面
追
而
相
下
り
申
候
。
左
候
へは
同
役
貰
置
候
事 

○
御
旅
館
中
改
帳
八
月

七
日
に 

直
左
衛
門
殿
ゟ
被
二

下
ヶ
一

、
右
先
年
は
如
何
相
成
候
哉
、
御
尋
有
レ
之
。
右
者
私
と
も

へ被
レ

下
候
に
付
其
段
申
上
候
處
、
如
何
様
左
様
に
有
レ

之
候
旨
被
二

仰
聞
一

候
即
貰
置
申
候
事 

 

○
九
郎
兵
衛

殿
御
不
快
に
而
御
引
込
御
用
之
儀
不
レ
被
レ

承
候
に
付
、
右
帳
面
御
用
方
へ差
上
申
候
事
。
委
細
日
記
に
有
レ

之 

○
御
中
間
改
御
組
目
付
相
勤
候
事 

一
殿
様
御
城
内
御
出
之
儀
、
前
日
惣
触
有
レ

之
。
當
日
押
付
触
并
只
今
触
共
有
レ

之
。
木
綿
服
に
而
股
立
取
レ

之
、

暑
中
タ
リ
共
麻
捩
子
羽
織
着
用
也
。
御
徒
士
同
断 

 

○
御
玄
関
前
へ相
揃
、
御
供
揃
下
供
之
義
押
ゟ
申
聞
、

夫
ゟ
例
之
通
御
供
頭
江
達
ス
。
御
供
之
面
〻
被
二

仰
出
一

之
通
也 

 

○
雨
具
持
晴
天
に
は
無
レ

之
、
曇
天
に
而

は
出
ル
。
弐
人
也
。
尤
風
呂
敷
包
に
而
持
。
但
し
部
屋
〻
江
集
に
参
候
。
又
御
城
代
様
江
御
出
之
節
は
下
座
敷

晴
雨
共
為
レ

持
候
。
持
人
壱
人
也
。
依
而
晴
雨
共
被
二

仰
出
一

ゟ
者
壱
人
ツ
ヽ
増
候
事
。
御
供
之
竹
之
子
笠
、
并

下
座
敷
上
ゟ
相
渡
申
候 

 

○
御
供
頭
ゟ
何
レ
へ御
出
候
趣
、
且
御
相
番
様
御
一
緒
に
御
出
之
節
は
御
月
番
様

之
方
へ御
揃
に
而
夫
ゟ
御
出
有
レ

之
候
間
、
其
段
申
聞
有
レ
之
。
左
候
へは
御
徒
士
押
御
組
目
付
へ申
達
候
事 

○
御
組
目
付
御
持
場
内
御
先
拂
有
レ

之 
 

○
御
持
場
内
御
出
入
共
同
役
御
先
立
仕
候
事
。
譬
御
相
番
様
方
御

嘉
永
五
壬
子
年 

山
里
丸 改

帳 

八
月 

嘉
永
五
壬
子
年 

下
両
御
小
屋 

改
帳 

八
月 

八
月 

名
前 

六
日
○
七
日
○ 

通 佐 中 
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同
道
に
而
も
同
様
相
勤
候
事 

 

○
始
終 

殿
様
之
御
跡
ゟ
御
供
仕
候
事 

 

御
供
立
方 
御
御
供
頭

御
左
り 

 
 

御
中
小
姓 

 

御
徒
目
付 

 

御
鑓
ス
ツ
ホ 

 
 

御
挟
箱 

 

押 

雨
天
之
節
は

雨
具
持
二
人 

左
之
通 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

御
中
小
性 

 
 

御
徒
士 

 
 

御
草
り
取

御
長
柄
笠 

 
  

 

御
挟
箱 

 

押 

□
下
座
敷
持
一
人 

 
 
 
  

御
相
番
様
方
其
外
様
共
御
同
道
之
節
は
、
御
供
之
面
〻
向
様
江
前
後
共
平
伏
可
レ
仕
事 

 

○
何
レ
に
而
も
御

門
前
に
而
同
役
ゟ
以
下
御
供
落
候
事
。
御
本
丸
御
出
之
節
は
、
桜
御
門
土
橋
前
に
而
同
様
御
供
落
ス 

。
尤
雨

天
之
節
は
、
御
長
柄
傘
并
雨
具
持
弐
人
入
候
様
被
二

仰
出
一

に
有
レ

之 
 

○
外
御
門
者
勿
論
、
御
持
場
内
御
門

に
而
も

ゟ
御
通
行
被
レ

遊
候
事
仕
切
御
門
〻
〻
材
木
御
引
入
に
付
片
扉
開
有
レ

之
。
右
大
門
ヲ 

殿
様
御
通
り
有
レ

之
候
節
は
、
御
供
方
下
供
迄
右

御
門
通
候
而
宜
候
旨
御
供
頭
ゟ
達
し
有
レ

之 

但
し
此
間
中
ゟ
通
り
申
候
事 

右
巳
十
二
月 

十
二
日
達
。
右
之
通

有
間
氏
留

記
に
有
レ

之 

雨
天
之
節
何
レ
之
御
門
に
而
も
御
供
方
一
統
笠
取
候
事 

何
レ
之
御
門
に
而
も
御
供
頭
駈
抜

被
レ
勤
候
事 

但
し
御
持
場
之
外  

 

○
御
供
持
之
節

地
御
役
人
様
方
迄
御
通
之
節
は
、
御
供
下
座
可
レ
致
事 

 

○
御
城
代
様
へ御
出
御
供
待
之
節
者
、
御
鑓
之
穂
先

ヲ
御
城
代
様
御
屋
敷
之
方
へ向
、
御
本
丸
之
方
跡
に
致
し
可
レ
申
候
。
外
〻
是
に
順
候
事 

 

○
御
帰
九
ツ
時
過

候
は
ゝ
要
脚
出
、
御
供
頭
ゟ
受
取
押
へ渡
ス
。
一
統
四
十
八
文
ツ
ヽ
也 

御
城
代
様
為
二

年
賀
一

御
出
有
レ

之
。
右
為
二

御
挨
拶
一

御
出
候

節
四
ツ
時
之
御
出
触
に
而
、
九
ツ
時
過
只
今
触
に
而
御
出
有

レ

之
。 

無
レ

程
御
帰
り
。
右
之
節
刻
限

過
に
相
成
候
趣
に
而
要
脚
出
申
候

 
 

○
正
月
廿
四
日
千
念
寺
へ御
参
詣
之
節
、
四
ツ
半
過
御
出
触
に
而
其
刻
只
今
触
、
無
レ

程
御
出
、
御
帰
九
ツ
時
過
候
に
付
、

要
脚
之
義
御
供
頭
へ
承
候
処
、
四
ツ
半
之
御
出
触
故
早
昼
に
而
出
候
而
宜
候
間
、
要
脚
は
不
レ

被
レ

下
候
段
要
人
殿
被
二

申

聞
一

候
事 

 

○
出
入
共
御
届
等
無
レ
之
直
に
引
取
申
候
事 

 

○
御
相
番
様
御
揃
に
而
御
出
之
節
は
、
是
迄
御
月
番

様
御
小
屋
へ御
通
り
御
待
合
に
而
、
御
揃
之
上
御
出
有
レ

之
候
処
、
以
後
は
御
月
番
様
御
門
前
に
而
御
揃
に
相

成
候
様
御
申
合
に
相
成
候
間
、
御
承
分
迄
申
置
候
様
御
供
頭
左
門
殿
ゟ
被
二

申
聞
一

候
事 

右
九
月
五
日 

 
 

○
九
月
十
八
日
御
城
代
様
江
御
出
有
レ
之
御
供

自
分 

 

雨
天
に
付
雨
具
持
弐
人
出
、
合
羽
籠
一
荷
何
レ
ゟ
之
差
圖
欤

持
出
候
に
付
、
左
門
殿
右
は
不
二

相
成
一

候
段
被
二

申
聞
一

候
。
併
御
相
番
様
方
に
は
合
羽
籠
為
二

御
持
一

に
相

成
候
間
、
御
手
前
に
而
も
為
二

御
持
一

に
相
成
候
而
は
如
何
御
座
候
哉
。
与
左
門
殿
へ
申
達
候
処
、
御
城
内

中
合
羽
籠
は
不
二

相
成
一

候
間
、
風
呂
敷
包
に
而
為
レ

持
候
様
被
二

申
聞
一

、
其
段
申
付
候
処
、
桐
油
下
座
敷

弐
人
に
而
は
難
レ

持
旨
申
聞
候
間
、
其
段
左
門
殿
へ
申
達
候
処
、
下
座
敷
持
別
に
壱
人
差
出
、
都
合
三
人
出

候
様
被
二

申
聞
一

候
に
付
、
其
段
割
場
へ
申
付
候
処
即
三
人
出
申
候
。
右
壱
人
増
候
に
付
御
吟
味
役
江
其
次

第
申 

御
城
代
様
江
以
来
御
出
之
節
は
晴
天
に
而
も
下
座
敷
持
壱
人
、
又
雨
天
之
節
は
三
人
差
出
候
様
懸

合
置
申
候
事
。
且
後
〻
は
弐
人
に
而
右
両
様
共
持
候
義
も
有
レ

之 
 

 

○
外
様
へ
御
出
之
節
晴
天
に
而
、
一
統
之
草
り
持
出
候
に
付
九
月
廿
一
日
御
出
之
節

自
分
御
供
に
罷
出 

 

左
門
殿
に
承
候
処
、
右
は

壱
人
も
無
レ

之
段
被
二

申
聞
一

候
に
付
、
其
段
押
へ
篤
与
申
達
置
候
事 

 

○
御
組
目
付
差
支
之
節
は
御
先
拂

不
レ

被
二

差
出
一

候
間
、
其
心
得
に
而
御
先
立
致
候
様
直
左
衛
門
殿
被
二

仰
聞
一

候
事 

右
正
月
廿
三
日 

一
御
月
番
者
八
月
御
手
前
九
月
二
加
番
様
与
御
名
順
に
御
勤
之
事 
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一
御
相
番
様
方
へ
御
□
に
御
出
有
レ

之
。
御
供
帰
之
節
御
迎
刻
限
御
供
頭
よ
り
達
し
有
レ

之
。
左
候
は
ゝ
其

刻
何
レ
も
御
玄
関
前
へ
相
揃
、
夫
ゟ
罷
越
候
事 

 

欄
外 

雨
具
為
二

御
持
一

に
相
成
候
節
は
、
外
様
御
開
も
有
レ

之
候
間
、
以
後
は
合
羽
籠
壱
荷
為
二

御
持
一

相
成
候
。
尤
下
座
敷
右
へ
這

り
候
は
ゝ
入
□
持
人
に
弐
人
為
レ

出
候
而
宜
候
段
要
人
殿
文
内
へ
被
二

申
聞
一

候
。
但
晴
天
之
節
下
座
敷
是
迄
之
通
風
呂
敷
包

に
而
為
二

御
持
一

候
事 

右
四
月
十
五
日 

 

一
殿
様
天
王
寺
、
建
国
寺
、
千
念
寺
へ
為
二

御
参
詣
一

御
城
出
之
節
は
、
前
日
御
城
外
へ
御
出
之
旨
相
触
ル
。

當
日
只
今
触
等
例
之
通
同
役
御
供
両
人
也
。
壱
人
は 
殿
様
御
供
、
壱
人
は
御
先
出
御
人
数
引
圓(

マ
マ)

居

出
、
御
番
所
御
断
相
勤
、
御
徒
士
同
役
共
木
綿
服
暑
寒
共
羽
織

袴
股
立
也

 
何
レ
も
御
玄
関
前
へ
相
揃
、
御
供
頭
ゟ
御
番

所
御
断
之
手
札
四
枚
被
二

相
渡
一

左
之
通
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

雨
天
之
節
は 

 
 

 
 

 

○
御
供
頭
ゟ
誰
様
御
同
道
に
而
何
レ
へ御
参
詣 

十
五
人 

 
 

 
 

 
 

 
 

之
旨
達
有
レ

之 
 

○
御
先
出
御
人
数
相
揃 

二
十
二
人 

 
 

 
 

 
 

 

は
ゝ
同
役
引
圓(

マ
マ)
居
御
先
へ
参
其
段
御
供
頭

へ申
達
ス 

与
相
成
申
候 

 
 

 
 

 

右
人
数
割
先
達
而
御
供
頭
ゟ
差
出
被
レ

置
候 

左
之
通 

三
寺
御
参
之
節
御
供 

 

右
は
天
王
寺 

建
国
寺 

千
念
寺 

之
事
也 

御
城
内
ゟ
被
二

召
連
一

候
分 

御
供
頭 

壱
人 

 

御
左
り 

壱
人 

 

御
中
小
姓
弐
人 

 

御
徒
目
付 

壱
人 

御
徒
士 

壱
人 

 

押 
 

 
 

弐
人 

 

御
鑓
持 
 

壱
人 

 

御
挟
箱
持 

弐
人 

御
長
柄
笠
持 

 
 

壱
人 

 

御
草
り
取 

壱
人 

〆
十
三
人 

雨
天
之
節
は
外
に
雨
具
持 

弐
人
増 

 

十
五
人
に
成 

御
先
出
之
方 

御
中
小
姓
弐
人 

 

御
徒
目
付 

壱
人 

 

御
徒
士 

三
人 

 

押 

弐
人 

御
鑓
持 

 

壱
人  

御
蓑
箱
持 

壱
人 

 

御
草
履
取 

壱
人 

 
 

手
代
壱
人 

 
 

 
 

 

手
代
壱
人 

 
 

 
 

 
 

御
供
両
掛
弐
荷
弐
人 

 

合
羽
籠
五
荷
五
人  

御
供
頭

御
左
り 

 

供
草
り
取
壱
人 

稲
垣
摂
津
守
供 

三
十
七
人 

内 

拾
三
人
召
連
罷
出
候 

拾
四
人
先
達
差
出
候 
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手
代
壱
人 

 
 

 
 

 
 

 
 

手
代
弐
人 

〆
弐
拾
四
人 

 

雨
天
之
節
は
雨
具
持
弐
人
御
城
内
ゟ 

御
召
連
之
方
へ相
廻
御
先
出
之
分
弐
人
減 

 
 

弐
拾
弐
人
に
成 

外
に 

御
馬
口
付
弐
人 

 

沓
籠
持
壱
人 

 

御
鞍
持
壱
人 

〆
四
人 

 

此
分
別
札
出 

 

御
陸
尺
七
人 

 

御
城
外
迄
呼
寄
置 

御
駕
籠
者
御
先
出
之
明
手
御
手
廻 
御
城
外
迄
舁
出
候
事 

右
之
通 

 
 

九
月
七
日 

以
後
と
も
右
之
通
之
御
供
立
に
御
座
候
間
別
段
御
達 

不
レ

申
候
旨
御
供
頭
左
門
殿
ゟ
被
二

申
聞
一

候
事 

 

欄
外 

御
歩
行
の
節
は
、
殿
様
方
御
届
被
レ

遊
、
御
供
頭
御
先
立
有
レ

之
。
又
御
先
三
人
ツ
ヽ
罷
立
。
右
御
供
頭
よ
り
達
有
レ

之
。
立
方
左
之

通 
 

大
番
頭 

 

御
徒
士 

 

同 

御
徒
目
付 

 
 

御
手
前 

 

御
徒
士 

 

同 

御
徒
目
付 

 
 

御
相
番 

 

御
徒
士 

 

同 

御
徒
目
付 

○
西
仕
切
御
門

御
駕
籠
通
り
不
レ

申
候
に
付
、
片
扉
開
候
義
以
来
御
番
所
へ定
断
に
相
成
候
段
、
要
人
殿
ゟ
承
分
迄
被
二

申
聞
一

候
事 

 

丑
正
月
十
日 

○
東
西
仕
切
御
門

は
御
駕
籠
通
り
不
レ

申
候
外
御
門
何
レ
に
而
も

ゟ
御
駕
籠
通
り
申
候
事 

 

○
御
先
出
御
人
数
追
手
御
多
門
裏
溜
り
へ
為
レ

扣
置
篤
与
人
数
相
改
、
夫
ゟ
同
役
大
御
番
所
江
以
二

手
札
一

御
断
に
罷
越

袴
計
ツ
ボ
リ
、
着
物
は
落
し
候
侭
に
而
参
ル 

 

○

御
同
倅
様
之
御
人
数
待
合
に
不
レ

及
参
次
第
直
に
御

城
出
仕
候
。
若
一
緒
に
相
成
候
は
ゝ
大
番
頭
御
人
数
先
へ
出
候
。
其
跡
は
御
席
順
に
出

 

別
繪
圖
に
委
細
記
有
レ

之
。
口

上
左
之
通
、
稲
垣
摂
津
守
様
御
両 

□
に
付

建
国
寺
、
御
宮
へ
為
二

参
詣
一

御
城
出
仕
候
、
供
連
三
十
七
之
内
弐
拾
四
人

私
引
圓(

マ
マ)

居
、
御
城
出
仕
候
間
御
断
申
上
候
旨
申
述
、
右
相
済
何
レ
も
一
行
に
出
、
壱
番
御
鑓
十
文
字
御
道
具

番
御
徒
士
付

 

其
次
御
駕
籠
、
夫
ゟ
御
中
小
姓
御
ミ
ノ

ハ
コ

御
徒
士
下
供
与
順
に
出
、
御
番
所
に
而
人
数
算
へ
候
様
子
也 

尤
同

役
は
御
人
数
ゟ
先
へ
参
、
御
門
下
桝
形
外
張
御
番
所
江
大
御
番
所
同
様
以
二

手
札
一

相
断
供
人
に
供
草
り
取

之
者
召
連
候
事

 

桝

形
外
張
は
足
軽
取
次
に
罷
出
、
右
へ
手
札
相
渡
口
上
申
述
置
候
事
。
其
ゟ
何
レ
も
追
手
腰
懸
に
扣
居
候 

○
殿
様
に
は
御
同
道
の
大
御
番
頭
様
へ
御
出
之
上
御
城
出
也
大
番
頭

先
へ
出 

御
断
御
供
頭
相
勤
是
又
一
行
に
出 

 

○
土
橋
先
ゟ
御
乗
輿
御
先
も
右
ゟ
御
供
仕
。
尤
御
先
二
行
立
三
段
也 

 

○
壱
番
大
御
番
頭
其
次
御
名
順

○
右
御
駕
籠
舁
出
候
。
明
年
御
年
廻
是
迄 

大
小
差
候
侭
舁
出
候
処
、
御
城
代
公
用
人
ゟ 

御
懸
合
可
レ

有
レ

之
処
、
内
々
に
而
尼
ヶ
崎 

又
右
衛
門
ヲ
以
被
二

仰
越
一

候
間
、
以
後
は 

刀
不
レ

差
一
刀
に
而
舁
出
候
様
心
得
可
レ

申 

旨
直
左
衛
門
殿
ゟ
達
有
レ

之 
 

右
五
月
十
九
日
喜
四
郎
承 

 

右
之
外 

何
レ
も
御
跡 

ゟ
参
候
事 
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也
。
但
當
方
に
而
は
御
率
馬
ヲ
下
而
、
組
頭
之
上
へ
御
名
順
に
附
、
又
組
頭
者
次
へ
御
供
挟
箱
合
羽
籠
ヲ

御
名
順
に
附
ル
。
依
而
御
駕
籠
之
方
は
御
簑
箱
押
供
草
り
取
迄
附
而
已
也 

 

○
御
途
中
御
供
立
同
役
落

而
見
る
に
不
レ

及
候
事 

 

○
御
城
外
御
途
中
に
而
御
役
人
様
方
御
行
違
之
節
は
、
御
徒
士
呼
上
仕
御
會
釈

有
レ

之
候
事
御
城
代
者
御
扣
下
座
也
。
御
定
番
者
其
儀
に
不
レ

及 
 

○
御
帰
に
は
土
橋
前
に
而
御
先
落
御
下
乗
也
。

夫
ゟ 

殿
様
方
御
城
入
。
其
後
御
人
数
御
城
入
、
壱
番
大
番
頭
其
跡
御
名
順
也
。
御
番
所
御
断
出
之
節
通
、

同
役
相
勤
外
張
舛
形
御
門
下
大
番
所
共
手
札
無
レ

之
口
上
断
也
。
左
之
通
稲
垣
摂
津
守
様
供
連
之
内
二
十
四

人
、
私
引
圓(

マ
マ)

居
御
城
入
仕
候
間
、
御
断
申
上
候
旨
申
述
候
事
。
依
而
人
数
失
念
無
レ

之
タ
メ
書
付
置
候

方
宜 

 

○
御
帰
有
レ

之
御
供
一
統
、
御
玄
関
前
へ
相
揃
、
御
人
数
引
圓(

マ
マ)

居
候
。
同
役
御
供
頭
へ
相
替

候
義
無
レ

之
段
申
達
候
事
。
夫
ゟ
引
取
且
何
レ
へ
も
御
届
等
無
レ

之
候
事 

○
建
国
寺
初
之
門
前
に
而
御
道
具
下
供
落
。
御
宮
外
木
戸
前
に
而
御
先
落
御
下
乗
也 

○
天
王
寺
石
之
鳥
居
前
に
而
御
道
具
下
供
落
、
門
前
に
而
御
先
落
御
下
乗
也 

○
千
念
寺
門
前
に
而
御
先
落
御
下
乗
也 

 

○
谷
村
治
兵
衛
、
大
御
番
頭
先
へ
御
案
内
立
候
事
。 

一
御
城
外
へ
都
而
御
出
之
節
は
、
同
役
御
供
両
人
也
。
壱
人
者
御
供
也
。
壱
人
は
御
先
出 

 
 

御
人
数
引
圓(

マ
マ)

居
参
御
番
所
御
断
相
勤
可
レ

申
事 

一
御
巡
見
御
出
之
節
も
都
而
右
之
通
也
。
併
人
数
増
減
有
レ

之
候
間
、
其
所
〻
に
委
細
記
置
申
候
事 

一
御
破
損
御
奉
行
御
小
屋
廻
之
節
者
、
前
日
支
配
ゟ
達
有
レ

之
後
〻
は
御
破
損
方
よ
り
直
に
通

達
有
レ
之
。
右
に
而
相
勤
候
事 
刻
限
并
何
ゟ
御
出
哉
。

御
破
損
方
に
承
合
候
事
多
分 

 

五
ツ
過
也 

供
人
壱
人
召
連
候
御
先
立
之
節
者

跡
へ
下
ケ
候
事 

見
歩
使
御
足
軽
出
ル 

 
○
其
刻
罷
出
、

東
西
之
内
御
番
所
江
上
り
相
待
居
候
而
宜
候
事
。
御
門
外
御
持
場
ゟ
御
先
拂
、
御
組
目
付
両
人
看
板
着
後
〻
は

御
足
軽

に
相

成
候 

次
江
同
役
壱
人
東
西
何
レ
に
而
も
、
御
門
内
ゟ
御
門
内
迄
御
先
立
仕
。
但
羽
織
袴
撮
股
立
也
。
御
破

損
方
壱
人
同
役
、
次
江
御
先
立
有
レ

之
御
門
外
御
持
場

ゟ
被
レ

勤
候
事 

御
出
先
は
御
破
損
方
に
承
り
相
勤
、
上
ヘ
下
タ
共
御
小

屋
内
御
廻
也
。
只
一
通
り
御
廻
而
巳
也
。
御
殿
江
御
通
之
義
も
有
レ

之
候
へ
共
多
被
二

仰
置
一

候
事 

 
 

○
雨
天
之
節
は
無
レ

之 
 

○
出
前
御
届
無
レ

之 
 

○
相
済
御
届
三
所
江
申
上
候
事 

 

○
立
固
御
足
軽

看
板
着
、
黒
門
喰
違
并
下
御
小
屋
入
口
二
ケ
所
江
出 

 

○
御
相
番
様
御
破
損
方
も
被
レ

参
候 

 

○
前
日

御
組
目
付
御
破
損
奉
行
御
廻
之
旨
、
御
小
屋
〻
〻
相
触
候
事 

 

○
右
同
役
御
先
立
之
義
、
弘
化
度
は
御

仕
切
外
御
持
場
ゟ
仕
候
処
、
此
度
御
破
損
方
大
川
与
左
衛
門
殿
外
様
御
振
合
も
有
レ

之
候
間
、
右
に
は
及
間

敷
段
被
二

仰
聞
一

、
其
段
御
年
寄
衆
へ
も
被
二

申
上
一

、
前
文
之
通
東
西
御
門
内
御
門
迄
同
役
御
先
立
仕
候
様
、

与
左
衛
門
殿
被
二

仰
聞
一

候
事 

但
、
御
鉄
砲
御
奉
行
御
出
之
節
も
、
右
に
而
可
レ

然
段
御
同
人
被
二

仰
聞
一

候
事 

右
八
月
廿
一
日 

一
御
鉄
砲
御
奉
行
市
正
曲
輪
御
三
手
様
御
小
屋
之
処
ヲ
言
。
右
裏
土

手
通
に
大
筒
有
レ

之
。
右
御
見
分
之
由
也 

御
鉄
砲
御
見
分
夫
ゟ
東
西
御
仕
切
御
通
行
に

付
、
御
先
拂
御
足
軽
弐
人
看
板
着
。
次
江
同
役
壱
人
羽
織
袴
着
撮
股
立
に
而
御
先
立
仕
供
人
壱
人
召
連
御
先
立

之
節
は
跡
へ
下
候
事

 

次
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江
御
鉄
砲
方
壱
人
御
先
立
有
レ

之
候
。
但
何
レ
も
御
仕
切
外
御
持
場
ゟ
御
持
場
迄
之
事 

 

○
六
ツ
半
時
出

宅
也
。
且
刻
限
并
御
出
先
之
儀
御
鉄
砲
方
に
承
合
候
事 

 

○
前
日
支
配
ゟ
達
有
レ

之 
 

○
出
前
御
届
無

レ

之
相
済
、
御
届
三
所
江
申
上
候
事 

 

右
八
月
廿
二
日 

○
右
同
役
御
先
立
御
人
不
足
に
付
、
加
人
高
森
傳
左
衛
門
へ
被
二

仰
付
一

候
に
付
、
与
左
衛
門
殿
被
二

仰
聞
一

候
通
、
御
門
内
中
計
御
先
立
に
而
宜
候
段
通
達
致
置
候
処
、
御
鉄
砲
方
遠
藤
三
左
衛
門
殿
御
破
損
方
に
而

は
兎
も
角
も
、
御
鉄
砲
奉
行
御
先
立
は
先
例
之
通
、
御
門
外
御
持
場
よ
り
致
候
様
被
二

仰
聞
一

、
依
而
御
門

外
御
持
場
ゟ
御
持
場
迄
御
先
立
相
勤
候
段
、
高
森
傳
左
衛
門
申
聞
候
事 

一
其
後
九
月

四
日

御
破
損
奉
行
月
次
御
小
屋
廻
之
節
、
御
先
立
自
分
罷
出
八
月
廿
二
日
御
破
損
奉
行
御
廻
に
付
、
御
先
立
喜
四
郎
罷
出

候
処
、
与
左
衛
門
殿
御
門
外
御
持
場
ゟ
御
先
立
被
レ

致
候
に

付
、
喜
四
郎
も
同
様
御
門
外
ゟ
御

先
立
致
候
趣
、
同
人
申
聞
候
事

 

与
左
衛
門
殿
へ
御
鉄
砲
方
之
次
第
、
并
先
日
喜
四
郎
相
勤
候
義
、
相
咄
ニ
色
に
相

成
候
而
は
如
何
御
座
候
哉
与
申
候
処
、
拙
者
共
并
御
先
拂
は
御
門
外
ゟ
相
勤
候
へ
共
、
貴
様
方
は
先
達
而

御
席
へ
も
申
上
取
極
り
候
事
故
、
御
門
内
中
計
御
先
立
に
而
宜
、
且
御
鉄
砲
方
は
左
様
に
候
共
、
御
奉
行

も
違
候
へ
は
、
夫
に
は
不
レ

構
与
宜
候
段
被
二

仰
聞
一

候
に
付
即
、
東
西
御
門
内
中
御
先
立
相
勤
候
事 

 

一
御
鉄
砲
奉
行
山
里
御
多
門
江
御
鉄
砲
上
納
又
は
受
取
と
し
て
御
出
之
節
は
、
都
而
御
破
損
奉
行
御
小
屋

廻
之
節
与
同
様
之
事
。
但
御
鉄
砲
方
も
、
其
後
は
東
西
之
内
、
御
門
内
ゟ
御
門
内
ま
て
於
先
立
被
レ

致
候
間
、

同
役
に
而
も
申
合
御
門
内
中
計
御
先
立
相
勤
候
事 

一
御
鉄
砲
御
本
丸
ゟ
上
納
又
は
受
取
之
節
、
同
役
壱
人
目
明
罷
出
、
前
夕
支
配
方
ゟ
達
有
レ

之
右
達
夜
分
に
も
及
候

義
有
レ

之
。
繰
合
難
渋

に
も
有
レ

之
。
且
弘
化
度
も
御
鉄
砲
方
ゟ
直
に
同
役
江
懸
合
に
て
相
勤
候
趣
に
付
、
其
段
直
左
衛
門
殿
へ
申

上
候
処
、
以
後
は
御
鉄
砲
方
ゟ
懸
合
に
而
可
レ

被
二

相
勤
一

。
別
段
達
不
レ

申
段
九
月
廿
四
日
被
二

仰
聞
一

候
事 

六
ツ
半
過
出
宅
也
。
出
前
御
届

三
所
江
申
上
、
羽
織
袴
着
用
、
供
人
壱
人
召
連
ル
。
其
刻
御
鉄
砲
方
部
屋
へ
参
出
候
趣
申
。
何
レ
も
一
緒

に
罷
出
又
直
ク
に
雁
木
坂
下
迄

別
に
参
候
而
も
宜
敷
候 

 

御
鉄
砲
方
同
役
大
和
足
軽
小
頭
高
木
要
助
、
大
和
抱
足
軽
、
御
鉄
砲
長
持
十
棹
、
外
に
一
棹
敷
物
籠
壱
ツ

也
。
人
数
者
其
時
〻
増
減
有
レ

之 
 

○
雁
木
坂
下
に
而
御
四
手
様
待
合
相
揃
敷
物
有
レ

之
。
右
江
御
四
手

様
一
方
に
御
鉄
砲
方

一
方
に
目
明 

着
座
、
右
に
而
人
数
何
十
人
之
旨
要
助
ゟ
申
聞
、
左
候
へ
は
手
札
へ
書
入 

手
札
右
之
通
也
。
右
前
方
御
支
配
ゟ
受
取
置
候
事 

○
右
人
数
何
十
人
内
に
御
鉄
砲
方
上
下
并
同
役
上
下
共
入
有
レ

之 

○
右
人
数
腰
札
要
助
相
渡
申
候 

○
右
手
札
支
配
ゟ
受
取
候
処
、
度
〻
に
而
手
数
も
懸
り
候
間
、
御
用
部
や
ゟ
直
に
受
取
可
レ

申
候
旨
、
直

左
衛
門
殿
へ
申
上
候
処
、
其
通
に
而
宜
候
段
被
二

仰
聞
一

、
依
而
御
用
部
や
へ
懸
合
直
に
受
取
申
候
事 

 

夫
ゟ
御
本
丸
へ
参
御
御
月
番
之
御
鉄
砲
方
壱
人
先
江
被
レ

這
、
桜
御
門
内
御
番
所
并
舛
形
御
番
所
へ
被
レ

断
、

右
相
済
与
目
明
之
者
入
。
尤
御
月
番
之
方
先
へ
這
ル
。
夫
ゟ
御
名
順
に
入
、
桜
御
門
内
舛
形
御
番
所
江
以
二

手
札
一

、
右
何
十
人
繰
入
候
間
、
御
断
申
候
旨
相
述
承
分
之
旨
相
答
、
夫
ゟ
御
門
際
圖
之
所
へ
御
四
手
様
目

稲
垣
摂
津
守 

人
数 目

明 須
藤
連
蔵 



98 

 

明
扣
居
、
右
舛
形
之
圖
左
之
通 

 

右
圖
印
之
処
江
参
御
断
申
述
、
御
番
所
下
之
方
草
り
脱
キ
有
レ

之
処
江
参
也
。
但
雪
駄
又
は
下
駄
着
用
に
而

口
上
述
候
而
も
不
レ

苦
候
事
。
又
上
之
方
へ
参
断
申
述
候
而
も
宜
敷
、
併
敷
石
之
上
へ
草
履
に
而
上
り
候
事

不
二

相
成
一

候
。
咎
申
候
。
ヌ
ギ
テ
可
レ

上
多
分
下
之
方
ゟ
断
申
述
候
方
宜
御
座
候
事 

○
御
鉄
砲
又
者
御
矢
之
根
長
持
に
入
有
レ

之
節
者
、
外
ト
之
冠
木
御
門
片
扉
開
申
候
事 

○
御
月
番
之
御
人
数
先
へ
繰
込
、
夫
ゟ
御
名
順
に
段
〻
繰
込
圖
之
通
要
助
罷
出
、
人
数
壱
人
ツ
ヽ
同
役
供

人
迄
算
立
都
合
何
十
人
与
申
。
右
人
数
之
跡
へ
目
明
も
附
一
緒
に
御
場
所
迄
参
候
事
、
内
に
而
は
勤
方
無
レ

之
鋪
物
有
レ

之
。
右
へ
上
り
居
而
已
也
。
右
敷
物
并
雁
木
坂
下

敷
物
共
御
月
番
ゟ
出 

○
右
に
而
タ
バ
コ
吸
事
不
二

相
成
一

候
併
辻
番
所
有
レ

之
。

右
ウ
ラ
へ
廻
り
タ
バ
コ
吸
、
又
は
小
用
等
達
可
レ

申
事

 

御
鉄
砲

御
受
取
数
壱
加
番
九
十
五
挺
、
二
加
番
六
十
五
挺
、
三
四
加
番
三
十
五
挺
也
。
右
相
済
引
取
之
節
は
、
如
レ

先
御
鉄
砲
方
壱
人
弐
ケ
所
御
番
所
へ
御
断
有
レ

之
。
夫
ゟ
目
明
之
者
御
名
順
に
参
、
舛
形
御
番
所
へ
断
山
里

人
数
繰
出
候
趣
、
口
上
計
に
而
相
断
入
候
節
之
所
に
扣
居
申
候
即
、
御
名
順
に
繰
出
都
而
入
候
節
通
也
。

尤
御
月
番
之
方
は
跡
ゟ
出
也
。
夫
ゟ
引
取
磨
小
屋
へ
御
鉄
砲
入
、
同
役
無
レ

構
直
様
引
取
御
届
三
所
江
申
上

候
事 

 
 

 

○
月
六
際
に
有
レ

之
。
但
雨
天
之
節
は
相
述
候
事 

 

○
刻
限
に
不
レ

拘
要
脚
上
八
分
下
参
拾
弐
文
、
先
兼

屋
八
兵
衛
ゟ
差
出
、
晦
日
〻
〻
に
致
二

持
参
一

候
。
且
供
人
之
方
も
是
ゟ
相
渡
ス
。
然
処
三
役
江
段
〻
取
締

被
二

仰
付
一

候
趣
、
夫
故
欤
、
御
鉄
砲
方
鈴
木
央
殿
ゟ
以
来
要
脚
相
止
候
。
尤
刻
限
に
相
成
候
へ
は
可
二

差
出

一

旨
、
十
月
十
四
日
被
二

申
聞
一

候 
 

○
中
小
屋
様
類
役
ゟ
文
内
江
供
人
相
止
、
供
人
之
昼
喰
代
ヲ
取
候
様
可
レ

致
。
尤
先
年
も
右
之
通
致
候

趣
に
而
、
此
度
も
御
四
手
様
申
合
、
右
に
致
度
旨
被
二

申
聞
一

候
に
付
、
文
内
程
よ
く
申
居
候
趣
同
人
申

聞
候
。
右
申
合
候
へ
共
供
人
相
止
候
義
は
如
何
に
も
有
レ

之
。
又
他
之
聞
も
如
何
に
付
彼
是
差
支
之
義
も
可
レ

有
レ

之
間
、
此
方
に
而
は
是
迄
之
通

召
連
可
レ

申
、
外
〻
様
は
兎
も
角
も
可
レ

被
レ

致
、
無
二

何
与
一

能
様
に
可
二

申
置
一

与
咄
合
申
候
。
其
後
御
三
手
様
目
明
之
面
〻
供
人
連
不
レ

申
候
事 

一
御
矢
之
根
御
本
丸
ゟ
上
納
受
取
之
節
、
目
明
同
役
壱
人
出
都
而
御
鉄
砲
与
同
様
之
事 

 

○
長
持
壱
棹

（原図） 
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也
。
月
弐
度
有
レ

之
。
但
し
雨
天
之
節
者
無
レ

之
候
事
タ
バ
コ
吸
所
無
レ

之 

但
し
舛
形
御
番
所
前
ウ
ラ

ニ
茶
番
罷
出
候
間
、
右
へ
参
吸
候
与
不
レ

苦
候
事 

一
御
相
番
様
之
内
病
死
人
有
レ

之
。
御
持
場
内
通
之
節
東
西
御
仕
切
へ
同
役
壱
人
ツ
ヽ
罷
出
候
。
尤
支
配
方

ゟ
達
有
レ

之
。
左
候
は
ゝ
御
門
内
江
其
刻
罷
出
居
候
而
已
也
。
羽
織
袴
着
用
供
人
壱
人
召
連
候
事
。
但
し
御

門
清
メ
等
之
義
者
先
方
に
而
致
候
。
相
済
御
届
三
所
江
申
上
出
前
御
届
無
レ

之
候
事 

一
御
賄
下
役
帰
足
之
節
、
追
手
御
門
送
出
御
断
相
勤
候
様
支
配
方
達
有
レ

之
。
自
分
相
勤
出
前
御
届
無
レ

之 

○
羽
織
袴
着
供
人
召
連
其
刻
罷
出
同
道
致
し
、
舛
形
裏
溜
へ
為
二

扣
置
一

、
夫
ゟ
大
御
番
所
へ
参
御
断
申
述

委
細
別
圖
に
記 

 

○
前
方
御
城
代
様
江
以
二

御
使
者
一

御
届
有
レ

之
。
右
写
支
配
ゟ
被
二

差
出
一

左
之
通
り 

私
家
来
須
藤
様
仁
八
、
岩
田
善
兵
衛
、
中
村
武
市
与
申
者
共
用
事
申
付
在
所
江
差
遣
申
候 

依
レ

之
以
二

送

札
一

今
日
御
城
外
へ
差
出
申
度
奉
レ

存
候
。
追
手
御
門
無
二

相
違
一

被
二

相
通
一

候
様
御
番
所
へ
被
二

仰
付
一

可
レ

被
レ

下
候 

以
上 

 
 

嘉
永
五
子
年
九
月
廿
四
日 

 
 
 
 

御
名
御
印 

 

○
右
鑑
札
送
札
出
入
札
共
内
札
場
に
而

自
身
口
上
断
に
而
借
受
参
り
申
候
事

 

土
屋
采
女
正
様 

手
札
は
無
レ

之 

御
断
口
上
左
之
通
稲
垣
摂
津
守
様
御
両
□

に
付

先
刻
以
二

御
使
者
一

御
断
申
上
候
。
家
来
三
人
在
所
表
へ
差
遣
候
間
、

御
門
出
御
断
申
上
候
旨
申
述
、
夫
ゟ
三
御
番
所
三
人
送
札
自
分
上
下
出
入
札
に
而
相
通
ル
。
然
処
舛
形
御

番
所
に
而
先
刻
御
断
有
レ

之
候
。
送
人
に
候
は
ゝ
一
應
御
断
被
二

仰
聞
一

候
様
申
聞
候
間
、
稲
垣
摂
津
守
様
先

刻
御
断
申
上
候
。
家
来
御
門
出
御
断
申
上
候
与
、
荒
増
申
述
候
処
承
分
之
旨
相
答
申
候
。
依
而
外
張
御
番

所
へ
も
同
断
申
述
候
。
相
済
引
取
御
届
三
所
へ
申
上
候
事 

 

○
帰
り
は
自
分
上
下
出
入
札
に
而
入
也 

 

○
荷
持
は
札
廻
に
而

出
候
事
。
弘
化
度
は
三
御
番
所
は
送
札
之
而
巳
に
而
、
口
上
断
無

レ

之
旨
勘
右
衛
門
留
記
に
有
レ

之
候
間
、
右
に
心
得
候
処
本
文
之
通
申
聞
候
に
付
口
上
申
述
候
。
尤
送
札
に
人
数
有
レ

之
候
間
、
荒
増
に
申
述
候
事 

 

○
右
之
通

に
而
は
別
段
送
札
に
不
レ

及
訳
、
与
存
直
左
衛
門
殿
へ
委
細
申
上
伺
候
処
、
御
用
方
に
被
レ

承
候
処
御
破
損
方
様
に
而
も
、
右
之
通
に
而
送
札
口
上
共
入
候
様
被
二

仰
聞
一

候
趣
、
直
左
衛

門
殿
被
二

仰
聞
一

候
事 

一
御
勝
手
向
御
差
支
に
者
候
得
共
、
御
加
番
に
付
三
分
通
り
御
用
捨
被
二

仰
付
一

候
段
、
直
左
衛
門
殿
被
二

仰
聞
一

候
事 

 
 
 

右
八
月
十
九
日 

但
一
統
江
も
無
二

下
置
一

候 
 

○
右
當
暮
可
レ

被
レ

下
処
御
領
分
不
作
に
付
、
御
勝
手
向
御
差
支
に
付
来
春
渡
に
被
二

仰
出
一

候
段
、
十
月
廿
三
日
達
有
レ

之 
 

○
二
月
八
日
於
二

鳥
羽
表
一

壱
俵
三
斗
代
壱
両
十
匁
六
分
七
厘
相
渡
申
候 

一
御
金
受
取
有
レ

之
御
席
へ被
二

差
置
一

候
に
付
、
同
役
泊
番
被
二

仰
付
一

。
左
候
へ
は
御
用
部
や 

 
 

詰
所
へ泊
、
翌
朝
御
用
方
御
出
仕
之
上
引
可
レ
申
候
へ共
、
御
用
部
屋
出
仕
有
レ
之
候
得
者
引
申
候
事
。
但
右
泊

之
内
は
詰
所
泊
之
方
御
用
捨
に
相
成
候
事 

一
御
小
屋
部
屋
〻
〻
に
而
謡
之
義
伺
候
処
、
不
レ

苦
候
旨
直
左
衛
門
殿
被
二

仰
聞
一

候
事 

 

右
九
月
二
日 

一
出
火
町
方
に
有
レ

之
節
、
承
次
第
御
年
寄
、
大
目
付
へ早
速
御
届
可
二

申
上
一

。
又
大
目
付
一
緒
に 

御
前
江

も
可
二

申
上
一

候
。
尤
鎮
火
之
義
は
不
二

申
上
一

与
宜
、
乍
レ

併
其
火
事
之
様
子
に
寄
可
二

申
上
一

候
。
猶
又
亥
刻

も
過
候
は
ゝ
明
朝
可
二

申
上
一

候
。
乍
レ

去
近
火
に
而
火
先
抔
見
江
候
程
之
義
に
御
座
候
は
ゝ
早
速
可
二

申
上
一
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候
事
。
右
之
通
之
心
得
に
而
可
レ

然
段
、
直
左
衛
門
殿
被
二

仰
聞
一

候
事 

 

右
十
月
二
日 

一
御
破
損
方
両
人
共
今
晩
山
里
へ被
レ

泊
御
用
方
与
御
用
談
有
レ

之
に
付
、
東
西
御
仕
切
御
門
鍵
預
、
猶
又
御

仕
切
之
節
御
門
〆
立
會
、
自
分
へ被
二

仰
付
一

候
段
達
有
レ

之
。
両
仕
切
大
御
門
鍵
弐
本
御
破
損
方
ゟ
受
取
、
又

六
ツ
打
罷
出
、
両
仕
切
共
番
士
立
會

為
レ

〆
右
鍵
弐
本
受
取
、
都
合
四
本
自
分
預
申
候
。
明
朝
御
門
明
は
六

ツ
時
過
大
和
足
軽
取
に
参
、
右
へ

之
鍵
両
仕
切
共
差
遣
ス
。
翌
朝
大
御
門
鍵
弐
本
御
破
損
方
へ持
参
致
し
相

渡
申
候
。
御
届
等
不
レ

致
候
事
。  
但
御
破
損
方
并
自
分
外
御
小
屋
住
居
之
事 

一
下
御
小
屋
夜
廻
之
義
御
人
数
少
に
付
、
大
和
足
軽
四
人
差
加
り
候
間
、
廻
り
方
等
気
ヲ
付
可
レ

申
旨
達
有
レ

之
候
事 

 

右
二
ケ
条
十
月
廿
一
日
直
左
衛
門
殿
ゟ
被
二

仰
達
一

候
事 

 

欄
外 

○
御
破
損
方
初
メ
は
御
四
手
様
共
被
レ

出
候
へ共
、
後
〻
は
代
合
壱
人
ツ
ヽ
被
レ

出
御
場
所
へ詰
被
レ

居
申
候
事 

○
小
奉
行
も
御
四
手
様
共
初
は
終
日
出
候
へ共
、
後
〻
は
朝
計
出
代
合
壱
人
ツ
ヽ
に
而
相
勤
申
候
。
但
し
人
足
繰
込
後
は
桜
御
門

外
に
扣
居
、
人
足
出
入
為
レ

致
候
事 

 

一
船
場
内
子
刻
頃
ゟ
出
火
翌
巳
刻
過
鎮
火
、
右
に
付
御
城
代
様
、
御
定
番
様
、
両
大
御
番
頭
様
、
御
加
番
様

方
御
揃
に
而
御
参
上
有
レ

之
。
尤
殿
様
方
御
火
事
羽
織
御
着
用
、
御
供
方
何
レ
も
火
事
羽
折
着
今
日
御
宿
鑓
に
而
御
城

代
へ御
相
番
様
方
御
出

有
レ

之
。
直
様
御
参
上
有
レ

之
。
尤
御
火
事
羽
折
御
箱
へ
入
参
、
御
城
代
に
而
御
召
替
有
レ

之
。
御
供
方
着
替
参
候
様
御
供
頭
被
二

申
聞
一

、
代
〻
御
小
屋
迄
火
事
羽
折

着
用
に
罷
越
、
同
役
御
供
自
分
也
。
半
天
、
ツ
ボ
リ
股
引
ニ
而
火
事
羽
折
着
用
ス
。
御
三
手
様
に
は
御
供
方
火
事
羽
折
も
為
二

御
持
一

相
成
、
御
供
待
之
場
に
而
着
替
致

し
申

候
事
。
巳
中
刻
頃
御
参
上
、
御
城
代
様
計
御
馬
印
為
二

御
持
一

也 
 

○
御
天
主
臺
へ
御
上
り
御
覧
有
レ

之
候
趣
也
。 

都
而
平
常
御
参
上
之
通
也
。
午
刻
過
御
退
出 

 

○
御
番
所
〻
〻
火
事
具
面
番
之
事 

 
 

○
御
手
前
に
而
は

御
用
方
、
御
医
師
、
御
用
部
屋
御
吟
味
役
、
并
御
馬
印
御
茶
并
當
被
二

差
出
一

、
御
城
代
御
屋
敷
前
迄
参
候
得

共
、
外
様
ゟ
は
不
レ
参
候
に
付
、
御
用
方
豊
右
衛
門
殿
江
其
段
申
上
候
処
、
先
其
邊
江
為
二

扣
置
一

候
様
被
二

仰

聞
一

候
。
御
馬
印
附
添
同
役
喜
四
郎
罷
越
候
右
何
レ
も
火
事
羽
折
着
用
也
其
内
御
参
上
に
相
成
、
御
馬
印
御
茶

弁
當
は
直
様
山
里
江
引
取
、
御
用
方
其
外
は
御
跡
ゟ
被
レ

参
候
。
外
様
に
は
右
様
之
人
無
レ

之
候
。
引
取
之
上
弁

當
握
飯
五
ツ
、
先
御
供
方
其
外
迄
出
ル 

 

○
東
西
御
仕
切
へ直
左
衛
門
殿
、
十
郎
左
衛
門
殿
火
事
具
に
而
被
レ

詰
候 

御
馬
屋
口
へも
同
様
御
徒
士
罷
出
、
何
レ
も
御
帰
後
引
取 

 

○
御
帰
午
刻
過
候
に
付
、
要
脚
之
義
御
供

頭
へ申
達
候
処
、
御
箱
に
無
レ

之
間
、
跡
ゟ
相
渡
候
段
被
二

申
聞
一

候
処
、
弁
當
壱
統
へ
被
レ
下
候
に
付
、
要
脚
不
レ

被
レ

下
候
段
被
二

申
聞
一

候
事 

 
 

右
十
一
月
廿
日 

一
御
本
丸
御
普
請
に
付
人
足
目
明
罷
出
候
段
、
支
配
方
ゟ
達
有
レ

之
以
後
は
御
破
損
方
ゟ
懸
合
次
第
罷
出

可
レ

申
、
別
段
達
不
レ

申
旨
被
二

仰
聞
一

候 

御
届
之
義
初

日
に
は
出
前
御
用
方
与
御
支
配
江
申
上
引
取
、
三
所
江
申
上
日
〻
は
相
替
儀
も
無
レ

之
候
は
ゝ
、
御
年
寄
御
用

方
へは
前
後
共
不
二

申
上
一

御
支
配
計
へ  
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前
後
可
二

申
上
一

候
。
尤
終
に
は
引
取
例
之
通
、
三
所
へ可
二

申
上
一

旨
申
上
候
処
、
右
に
而
宜
段
直
左
衛
門
殿

被
二

仰
聞
一

候 
 

○
羽
織
袴
着
用
供
人
召
連
、
五
ツ
時
前
ゟ
桜
御
門
前
地
小
屋
へ罷
出
、
御
相
番
様
類
役
同
断 

且
御
破
損
方
并
小
奉
行
同
断
、
御
小
屋
之
圖
荒
増
左
之
通 

 

 

右
図
之
通
御
小
屋
二
ツ
有
レ

之
。
桜
御
門
寄
之
方
は
御
本
丸
方
御
普
請
小
屋
也
。
其
次
玉
造
寄
之
方
へ、
御
破
損
方
并
目
明
小
奉

行
人
足
等
這
ル
也 

 

○
初
日
に
は
昼
代
合
候
得
共
、
二
日
メ
よ
り
壱
人
に
而
持
切
相
勤
申
候
。
又
初
日
は
御
破
損
方
ト
一
緒
に

参
候
へ共
、
二
日
メ
ゟ
同
役
勝
手
に
参
申
候 

 

○
昼
支
度
帰
り
致
し
要
脚
に
而
受
取
可
レ

申
与
、
御
相
番
様
類
役
申
聞
候
に
付
其

通
り
致
申
候
事 

○
終
日
詰
切
之
事
。
右
御
小
屋
に
扣
居
候
へは
小
奉
行
御
足
軽

ゟ
相
勤

ゟ
人
足
何
人
与
申
聞
日
雇
世
話
方
ゟ
申

聞
候
義
も
有
レ

之 

自
分
上
下

并
小
奉
行
共 

 
 

 

人
数
之
内
へ
書
入
、
右
手
札
認
方
御
鉄
砲
上
納
受
取
之
節
与
同
様
也
。
右
手
札
支
配
方
ゟ

受
取
後
〻
は
支
配
へ
申
達
御
用

部
屋
へ
懸
合
直
〻
受
取

 

五
ツ
時
打
候
へは
宜
旨
申
聞
人
足
繰
入
御
破
損
方

に
構
無
レ

之 

桜
御
門
舛
形
御
番
所
へ
右
以
二

手
札
一

相
断
。
尤
御
相
番
様
目
明
一
緒
に
参
御
名
順
に
断
、
小
奉
行
人
足
ヲ
算
へ入
ル
。
都
而
御
鉄
砲
上
下
之
節
与
同

断
。
人
足
繰
込
相
済
御
普
請
場
へ参
候
共
、
地
小
屋
江
引
取
扣
居
候
共
勝
手
次
第
に
而
宜
右
地
小
屋
へ引
取
候
共
、
又
御

場
所
へ参
候
共
勝
手
に
出
入

ス 

。
只
舛
形
御
番
所
へ
會
尺
致
而
已
に
而
宜

候
事 

外
〻
御
番
所
へ
は
何
茂
不
レ

入
候
事

 

人
足
四
ツ
八
ツ
に
休
に
引
、
又
九
ツ
時
両
度
に
地
小
屋
迄
引
取
、
七
ツ
時
仕
舞

也
。
右
時
〻
出
入
之
度
毎
舛
形
御
番
所
へ口
上
に
而
断 

 

 

欄
外 

（原図） 
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○
山
里
御
門
舛
形
御
普
請
有
レ

之
。
人
足
右
御
門
出
入
致
候
付
、
人
足
参
候
節
右
御
門
前
箱
番
所
へ、
目
明
之
者
断
可
レ

申
趣
也

帰
之
節
は
断
に
不
レ

及
由 

 

○
右
箱
番
所
、
大
番
頭
同
出
番
也
。
右
下
に
一
ヶ
所
御
番
所
有
レ

之
。 

右
は
同
寄
キ
番
之
由 

 

○
初
日
は
断
申
候
趣
之
処
、
中
小
屋
様
目
明
之
人
日
〻
之
事
故
人
足
世
話
方
、
又
は
棟
梁
断
に
而
は
相
済
間
敷
哉
。
世
話
方

之
者
へ相
咄
候
処
、
同
人
御
番
所
へ承
候
処
、
右
に
而
宜
段
被
二

申
聞
一

候
趣
に
而
、
以
後
日
〻
世
話
方
之
者
断
に
而
相
済
目
明

断
に
参
不
レ

申
候
段
、
雁
木
様
目
明
ゟ
通
達
有
レ

之
。
右
山
里
御
門
へ参
候
節
は
、
誰
に
而
も
供
人
連
候
事
不
二

相
成
一

、
箱
番
所
前

方
に
為
二

扣
置
一

可
レ

申
事
也 

 
 

 
右
四
月
廿
日 

○
御
普
請
出
来
、
御
破
損
奉
行
為
二

御
見
分
一

御
出
有
レ

之
。
御
四
手
様
御
破
損
方
も
片
側
出
有
レ

之
候
に
付
目
明
之
者
も
申
合

四
人
共
相
詰
居
申
に
五
ツ
半
過
御
出
四
ツ
過
相
済
御
帰
也
。 

無
レ

程 

人
足
も
出
拂
候
付
、
桜
御
門
御
番
所
へ相
済
出
切
に
相

成
候
段
申
述
何
レ 

も
昼
前
引
取
申
候
事 

 

○
御
破
損
方
ゟ
相
済
候
段
臺
内
有
レ

之
候
間
三
所
へ御
届
申
上
候
事 

 

 
 

 ○
雨
天
之
節
は
多
分
無
レ

之
に
付
不
レ

出
。
乍
レ

去
内
仕
事
之
儀
も
難
レ
計
候
間
、
小
奉
行
は
晴
雨
共
出
候
間
目

明
入
候
節
は
為
レ

知
呉
候
様
頼
置
候
。
依
而
為
レ

知 

不
レ

呉
候
は
ゝ
無
レ

之
心
得
に
罷
在
候
。
支
配
へも
雨
天
之

節
は
無
レ

之
に
付
、
別
段
不
二

申
上
一

候
段
申
上
置
候 

 

○
道
悪
敷
節
御
本
丸
内
草
り
、
下
駄
は
勿
論
、
下
駄

着
用
不
レ
苦
候
事 

 

○
要
脚
兼
屋
八
兵
衛
ゟ
差
出
上
分
七
分
供
三
分
也
前
方
支
配
并
御
破
損
方
へ
申
達
置
候
処
、
何
レ
可
レ

被
レ

下 

若
相
渡
不
レ

申
候
は
ゝ
其
節
可
二

申
上
一

旨
被
二

仰
聞

一

候
処
、
兼
屋
ゟ
書
出
候
処
相
渡
候
趣
に

候
間
、
左
様
に
承
分
致
候
様
被
二

仰
聞
一

候 

後
〻
者
御
相
番
様
類
役
与
申
合
、
朝
は
何
レ
も
出
人
足
繰
入
相
済
与
一
三
二

四
与
組
合
両
人
に
而
半
日
持
昼
代
合
半
日
は
致
二

休
足
一

候
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

但
晴
雨
に
不
レ

拘
日
持
に
致
し
順
番
に
相
勤
候
事
。
是
は
當
方
同
役
之
勤
順
也 

尤
表
立
候
義
に
而
は
無
レ

之
、
只
申
合
に
て
無
二

急
度
一

休
足
取
候
事
、
夫
故
引
取
御
届
は
、
譬
朝
出
昼
後
之
休 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

但
朝
夕
与
隔
日
に
相
勤
候
事
。
是
は
御
相
番
様
類
役
与
之
勤
順
也 

足
に
相
成
候
共
、
七
ツ
過
に
罷
出
支
配
方
へ御
届
申
上
候
。
猶
又
支
配
へも
御
相
番
様
類
役
与
申
合
、
頼
合
に
而

休
足
に
引
候
義
も
有
レ

之
旨
、
承
分
迄
申
上
置
候 

 

○
春
に
相
成
御
普
請
之
節
、
右
半
日
持
之
内
、
又
一
ト
時

ツ
ヽ
壱
人
に
而
相
勤
申
候
。
右
何
レ
モ
中
小
屋
様
類
役
發
言
に
而
、
先
年
も
右
之
通
致
候
由
被
二

申
聞
一

候 
 

○
壱
人
に
而
御
四
手
様
人
足
之
断
申
候
而
も
、
御
番
所
に
而
は
構
無
レ

之
候 

 

○
昼
時
分
ゟ
雨
に
而
延
引
に

相
成
候
節
、
次
口
之
方
へ案
内
之
義
其
御
門
番
へ頼
置
、
山
里
は
遠
方
故
、
是
ゟ
其
御
門
番
迄
承
に
遣
候
様
申

合
候
事 

 

○
供
人
者
朝
出
候
候
節
計
召
連
返
シ
申
候
。
尤
雨
降
出
候
は
ゝ
傘
持
迎
に
参
候
様
申
付
け
返
ス
。

右
は
口
傳
也
。
是
も
御
相
番
様
類
役
申
合
候
事
。
右
御
普
請
中
は
目
明
両
御
札
場
与
三
所
三
人
に
而
、
終
日

詰
切
に
相
成
候
。
右
に
而
は
難
渋 

 
 

仕
候
間
、
内
札
場
外
席
へ被
二

仰
付
一

被
レ

下
候
様
、
直
左
衛
門
殿
江
申
上
候
処
即
内
御
札
場
御
免
に
相
成
、
御

吟
味
役
御
勘
定
方
へ被
二

仰
付
一

候
事 

 

○
五
月
廿
五
日
ゟ
人
足
八
ツ
休
初
ル
。
勤
順
日
記
に
有
レ

之 

○
御
本
丸
御
金
蔵
内
敷
石
致
候
節
、
勤
方
末
に
記
下
に
○
印 

 

一
極
楽
橋
仮
橋
出
来
に
付
、
御
城
代
様
御
序
御
見
分
有
レ
之
即
勤
書
出
別
に
扣
置
、
昼
時
分
西
仕
切
之
方
ゟ
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御
出
御
橋
御
見
分
、
右
相
済
与
直
に
東
仕
切
之
方
よ
り
御
帰
也 

御
持
場
内
御
破
損
方
并
同
役
喜
四
郎
羽
織

袴
撮
股
立
に
而
御
先
立
仕 

尤
仮
橋
前
迄
御
先
立
、
橋
上
者
御
先
立
不
レ
仕
候
事
。
右
相
済
御
届
三
所
江
申
上

候
事 

 

右
十
一
月
廿
七
日 

一
上
町
出
火
有
レ

之
。
五
ツ
時
過
御
相
番
様
御
揃
御
城
代
へ御
出
、
夫
ゟ
御
参
上
有
レ

之
。
無
レ
程
御
帰
、
又
〻
大

火
之
趣
に
而
、
七
ツ
時
前
前
同
断
。
右
両
度
共
御
小
屋
ゟ
御
上
初
御
供
方
一
統
火
事
具
に
而
罷
出
候
事 

 
 

○
何
レ
も
御
番
所
火
事
具
面
番
也
。
此
度
者
御
用
人
其
外
共
出
無
レ

之
、
平
生
御
出
之
通
に
而
火
事
具
に
相
成

候
而
已
。
外
相
替
事
無
レ

之
。
右
十
二
月
六
日
昨
夜
亥
刻
過
ゟ
出
火
、
今
申
中
刻
過
鎮
火
也 

一
右
出
火
に
付
同
役
江
火
元
見
被
二

仰
付
一

。
尤
案
内
旁
大
和
足
軽
壱
人
召
連
候
様
被
二

仰
聞
一

即
、
喜
四
郎

火
事
具
着
用
、
供
人
并
大
和
足
軽
壱
人
召
連
五
ツ
時
過
御
城
出
仕 

夫
〻
見
分
致
し
無
レ

程
引
取
申
候
。
御
年 

 

寄
、
大
目
付
江
御
届
申
上
候
事 

 

右
同
日 

一
同
役
詰
三
人
之
者
、
鳥
羽
表
に
而
被
レ

下
候
暮
定
式
御
取
扱
金
、
此
度
は
不
レ

被
レ

下
候
。
尤
鳥
羽
表
に
而
被
レ

下
候 

□
〻
於
二

當
方
一

被
レ
下
候
は
御
趣
意
違
に
付
、
弘
化
度
者
被
レ

下
候
へ
共
是
は
間
違
に
而
、
此
度
改
江
戸

詰
之
振
に
被
レ

下
候
趣
被
二

仰
聞
一

候
に
付
、
差
當
甚
難
渋
に
付
段
〻
相
願
候
処
、
都
而
鳥
羽
表
に
而
御
治
定
に

相
成
候
間
、
被
二

相
願
一

候
は
ゝ
鳥
羽
表
に
而
以
二

同
役
一

可
レ

被
二

相
願
一

。
尤
拙
者
ゟ
も
弥
次
右
衛
門
方
へ委
細

可
二

申
遣
一

旨
、
直
左
衛
門
殿
被
二

仰
聞
一

候
に
付
、
鳥
羽
同
役
江
相
頼
、
再
應
相
願
呉
候
様
に
左
之
通
申
遣
。 

文
政
度
暮
御
取
扱
弐
分
ツ
ヽ
、
是
は
茶
料
旁
御
差
合
に
而
被
レ
下
レ

之
、
三
分
に
銀
弐
匁
ツ
ヽ
、
是
は
御
国
表
に
而

半
年
も
相
勤
、
爰
元
出
精
相
勤
候
に
付
被
レ

下
レ

之
。
弘
化
度
は
弐
分
ツ
ヽ
茶
料
、
尤
爰
元
計
壱
分
増
壱
分
弐
朱

ツ
ヽ
出
張
多
弐
分
ツ
ヽ
不
正
懸
に
付
勘
右
衛
門
、
元
右
衛
門
へ被
レ

下
レ

之
。 

右
之
通
先
年
ゟ
被
二

下
置
一

候
。
依

而
茶
料
出
張
多
、
又
不
正
懸
に
付
連
蔵
、
文
内
江
被
二

下
置
一

候
様
、
又
御
趣
意
合
違
候
へは
、
文
政
度
之
□
に

御
達
に
而
何
分
被
二

下
置
一

候
様
委
細
申
遣
候
処
、
鳥
羽
表
に
而
再
三
被
二

願
呉
一

候
趣
之
処
、
何
分
相
済
不
レ

申
段
申
越
候
事 

○
外
御
札
場
弘
化
度
与
は
御
人
減
、
同
役
三
人
に
而
持
切
相
勤
候
に
付
、
弐
分
ツ
ヽ
被
二

下
置
一

候 

尤
御
差
含

有
レ

之
候
趣
也 

 
 

○
茶
料
と
し
て
壱
分
ツ
ヽ
被
レ

下
候
。
是
は
増

〱
壱
分
ト
相
見
へ申
候 

此
後
外
席
願
も
有

候
趣
に
付
、
同
役
に
而
も
相
願
候
へ共
、
不
二

相
済
一

委
細
日
記
に
有
レ

之
候
事 

○
弘
化
度
御
取
扱
委
細
未
記
置
候
事 

一
同
役
弓
張
提
灯
損
し
候
に
付
、
張
替
之
義
支
配
方
へ申
達
、
カ
ワ
ヲ
吟
味
役
へ差
出
銘
〻
追
〻
張
替
申
候
事 

一
紀
伊
様
御
逝
去
に
付
、
左
之
通
相
触
候
様
、
酉
刻
過
御
門
鑓
に
而
直
左
衛
門
殿
ゟ
被
二

仰
達
一

候
事 

」２
２ 

  

欄
外 
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○
翌
七
月
□
寿
院
様
御
中
陰
有
レ

之
。
委
細
日
記
有
レ

之 

 

紀
伊
一
位
様
去
月
廿
日
御
逝
去
被
レ

成
候
、
依
レ

之
普
請
者
今
日
一
日
、
鳴
物
は
来
十
一
日
迄
御
停
止
被
二

仰

出
一

候 
 

 
 

 
 

 
 

 
二
月
五
日 

 
 

右
之
趣
可
レ

被
二

相
触
一

候 

下
両
御
小
屋
并
東
西
両
御
仕
切
へ自
分
相
触
。
但
し
夜
分
に
而
供
人
割
場
江
申
付
候
儀
難
二

出
来
一

、
依
而
小

番
召
連
弓
張
提
灯
為
レ

持
相
触
、
山
里
は
文
内
泊
に
付
喜
四
郎
一
人
に
而
相
触
。
但
し
大
御
番
所
江
も
相
触
相

済
御
届 

御
前
御
用
方
御
支
配
へ申
上
候
趣
自
分
義
も
翌
朝
御
用
方
御
支
配
へ申
上
候
但
九
郎
兵
衛
殿
御
引
込
御
用
不
レ

被
レ

承
候
に
付
、
御
触
之
旨
申
上
御

届
は
不
二

申
上
一

、
依
而

御
用
方
へ
御
届
申
上
候
事 

 

○
昼
夜
壱
度
ツ
ヽ
相
廻
候
様
被
二

仰
聞
一

候
。
尤
御
組
目
付
同
断
に
付
申
合
、
四
ツ
八
ツ
与

隔
番
に
相
廻
、
夜
は
宵
与
夜
中
与
相
廻
是
又
同
断
。
昼
は
壱
人
に
而
上
下
夕
共
相
廻
、
夜
分
は
御
仕
切
有
レ

之

に
付
、
下
小
屋
自
分
壱
人
に
而
両
度
は
難
渋
之
旨
申
上
候
処
、
見
計
に
而
宜
旨
被
二

仰
聞
一

候
に
付
壱
度
ツ
ヽ

相
廻
、
御
届
初
計
御
年
寄
代
に
御
用
方
并
御
支
配
江
申
上
、
又
十
二
日
御
中
陰
済
に
右
御
同
人
江
申
上
ル
。

但
申
上
置
候
事 

 

○
先
年
は
昼
廻
着
流
に
而
、
杖
持
参
に
而
相
廻
候
趣
成
共
、
此
度
は
羽
織
袴
に
而
可
二

相

廻
一

段
申
上
候
処
、
右
に
而
可
レ
然
旨
被
二

仰
聞
一

即
羽
織
袴
に
而
供
人
召
連
相
廻
候
事
。
夜
分
は
着
流
に
而
提

灯
持
参
に
而
相
廻
、
蠟
燭
吟
味
役
ゟ
受
取 

 

○
御
書
付
出
左
之
通
り 

御
中
陰
中
、
御
家
中
之
面
〻
御
城
出
之
義
御
差
留
に
候
。
尤
病
用
は
其
次
第
に
よ
り
可
レ

被
二

差
出
一

候
。

且
又
無
レ
據
用
事
に
而
使
差
出
候
共
、
可
二

相
成
丈
見
合
一

可
レ
被
レ

申
候 

右
之
通
被
二

仰
出
一

候
へ共
、
川
水
汲
等
は
不
レ

苦
候
間
、
問
合
之
向
も
有
レ
之
候
は
ゝ
、
右
に
被
レ

答
候
様
、
直
左

衛
門
殿
ゟ
達
有
レ

之
。
依
而
札
廻
し
御
足
軽
平
常
之
通
出
申
候 

 
 

○
夜
廻
有
レ

之
に
付
、
弘
化
度
は
泊
御
用

捨
に
相
成
候
得
共
、
此
度
者
御
沙
汰
無
レ
之
候
。
是
よ
り
も
不
二

申
上
一

泊
相
勤
申
候
事 

 
 

右
二
月
五
日 

 

欄
外 

○
御
番
所
前
引
戸
者
戸
ヲ
女
引
置
密
成
レ
バ
窓
之
簾
ヲ
上
置
可
レ

申
候
事 

○
送
出
引
取
之
節
大
番
所
へ口
上
申
述
候
様
、
丑
六
月
御
中
間
送
出
之
節
申
聞
有
レ

之
。
委
細
末
に
記 

下
に
△
印 

 

一
九
郎
兵
衛
殿
病
気
に
付
被
二

相
願
一

帰
足
之
節
、
駕
籠
に
而
山
里
ゟ
御
城
出
に
相
成
。
猶
又
左
門
殿
看
病
願

済
に
而
被
レ

参
、
右
送
り
被
二

仰
付
一

自
分
相
勤
、
羽
織
袴
着
供
人
召
連
出
前
御
届
、
御
用
方
大
目
付
へ
申
上

ル 
 

○
御
届
書
写
支
配
ゟ
被
二

差
出
一

左
之
通 

私
家
来
稲
垣
九
郎
兵
衛
与
申
者
、
病
気
に
付
在
所
江
差
遣
申
候
。
依
レ
之
上
下
拾
五
人
以
二

送
札
一

明
朝

御
城
外
へ差
出
申
度
候
。
右
之
者
歩
行
難
二

相
成
一

候
付
、
御
城
内
駕
籠
に
而
差
出
申
度
奉
レ

存
候
。
追
手

御
門
、
北
仕
切
御
門
無
二

相
違
一

被
二

相
通
一

候
様
、
御
番
所
へ被
二

仰
付
一

可
レ

被
レ

下
候
。
以
上 
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嘉
永
六
癸
丑
年
二
月
七
日 

 
 

 
 

 
 

御
名
御
印 

 
 

 
 

 
 

 
 

土
屋
采
女
正
殿 

私
家
来
稲
垣
左
門
与
申
者
、
用
事
申
付
在
所
へ
差
遣
候
、
依
レ

之
上
下
四
人
以
二

送
札
一

、
明
朝
御
城
外

へ
差
出
申
度
奉
レ

存
候
。
追
手
御
門
無
二

相
違
一

被
二

相
通
一

候
様
、
御
番
所
へ
被
二

仰
付
一

可
レ
被
レ

下
候
。

以
上 

前
同
断 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

山
里
大
御
番
所
、
御
門
下
枡
形
、
西
仕
切
御
番
所
へ御
断
申
候 

長
旗
に
而
被
レ

参
候
に
付
、
西
仕
切
御
門

は
通
不
レ

申
候
に
付
、
極

内
に
而
片
扉
開
候
間
承
分
迄
内
〻
申
達
置
候
段
、
直
左
衛
門
殿
被
二

仰
聞
一

候
。
右
は
御
城
代
御
用
人
江
内
〻
問
合
有
レ

之
、
差
含
に
而
極

内
取
計
に
相
成
候
趣
也
。
倍
臣
に
而
は
片
扉
開
候
義
不
二

相
成
一

候
由 
京
橋
大
御
番
所
見
通
に
相
成
候
に
付
、
御
断
罷
越
上
番
之
横

手
へ参
取
次
出
候
趣
之
処
今
日
は
不
レ

出
。
夫
ゟ
被
二

仰
聞
一

候
様
被
二

申
聞
一

候
に
付
、
右
に
而
相
述
べ
申

候
。
尤
前
方
以
二

御
使
者
一

御
断
有
レ

之
候
事
。
取
次
出
候
義
も
有
レ

之
。
右
は
不
レ

定
也
。
可
二

心
得
一 

口
上
左
之
通
何
レ
も

手
札
無 

 
 

稲
垣
摂
津
守
昨
日
以
二

使
者
一

御
断
申
上
候
。
家
来
壱
人
病
気
に
付
在
所
へ差
遣
候
。
尤
駕
籠
に
而
御
城
外
へ
差

出
申
候
御
見
通
に
相
成
候
間
、
御
断
申
上
候
旨
申
述
承
分
致
し
候
段
相
答
、
夫
ゟ
北
仕
切
御
番
所
江
御
断
申

参
処
、
并
口
上
京
橋
同
断
但
し
見
通
し
与

申
事
無
レ

之 
 

番
士
敷
居
際
迄
出
ル 

 

○
追
手
大
番
所
御
断
例
之
通
也
。
口
上
左
之

通
り
。
稲
垣
摂
津
守
様
ゟ
昨
日
以
二

御
使
者
一
御
両

□
に
付 

御
断
申
上
候
。
家
来
稲
垣
九
郎
兵
衛
与
申
者
病
気
に
付
、

在
所
表
江
差
遣
候
。
尤
駕
籠
に
而
御
城
外
へ差
出
申
候
。
猶
又
稲
垣
左
門
与
申
者
在
所
江
差
遣
申
候
。
都
合
上

下
拾
九
人
御
城
出
御
断
申
上
候
旨
申
述
、
夫
ゟ
三
御
番
所
江
十
九
人
送
礼
、
自
分
上
下
出
入
札
差
出
荒
増
口

上
添
ル
。
右
に
而
相
済
引
取
、
自
分
上
下
出
入
札
に
而
御
城
入
致
し
、
御
届
御
用
方
大
目
付
へ
申
達
候
事
。

荷
物
方
持
等
者
礼
廻
に
而
出
候
事 

 
 

右
二
月
八
日 

一
殿
様
、
京
橋
御
定
番
米
倉
様
御
下
鴫
野
之
御
屋
敷
江
、
久
貝
様
、
中
小
屋
様
御
同
道
に
而
御
出
有
レ

之
。
但

御
馬
に
而
被
レ

為
レ

入
候
。
御
馬
脇
御
供
頭
御
左
り
、
御
近
習
、
御
納
戸
、
御
中
小
姓
右
壱
人
ツ
ヽ
都
合
五
人
御

先
同
役
共
五
人
押
、
三
人
御
供
箱
并
合
羽
籠
は
天
気
宜
候
に
付
、
為
二

御
持
一

に
不
二

相
成
一

、
若
雨
天
に
相
成

候
わ
ゝ
跡
ゟ
別
札
に
而
参
候
旨
御
供
頭
被
二

申
聞
一

、
外
例
之
通
御
鑓
モ
弐
本
御
箱
モ
三
ツ
也
。
惣
御
人
数
都

合
廿
四
人
也
。
内
御
供
十
三
人
、
御
先
出
十
一
人
御
供
自
分
加
人
専
右
衛
門
相
勤
、
御
先
出
御
人
数
断
、
例

之
通
自
分
相
勤 

 

○
御
馬
脇
五
人
押
壱
人
御
草
り
取
供
草
り
〆
八
人
居
残
。
又
御
鑓
、
御
箱
、
御
馬
相
残
申

候
。
跡
十
六
人
御
供
帰
、
右
御
城
入
之
節
、
又
為
二

御
迎
一

御
城
出
之
節
共
、
鑑
札
に
而
追
手
御
門
出
入
可
レ

致
。

右
鑑
札
自
分
取
計
候
様
、
御
供
頭
被
二

申
聞
一

即
内
御
礼
場
に
而
自
分
口
上
断
に
而
鑑
札
借
受
但
書
付
に
而
も
貰
度

旨
、
内
札
場
に
而
申
聞

候
は
ゝ
自
身
之

書
付
可
レ

遣
事 

右
に
而
平
常
之
通
出
入
致
申
候
。
尤
自
分
鑑
札
取
扱
申
候
但
何
レ
モ
ハ
カ
マ
ツ

ボ
リ
候
マ
マ
出
入
ス 

御
下
屋
敷
御
門
前
に
而

御
先
落
、
右
に
而
御
下
馬
也 

 

○
御
用
人
御
医
師
被
レ

参
別
札
出
也 

 
 

○
御
迎
七
ツ
時
参
着
、
尤
御
迎
触
有
レ

之
様
御
納
戸
中
へ被
レ

申
候
様
、
御
供
頭
被
二

申
聞
一

引
取
之
上
、
其
段
御

納
戸
中
へ申
。
尤
外
与
之
義
に
候
間
八
ツ
半
前
に
触
御
差
出
被
レ

下
候
様
申
達
置
、
其
刻
触
有
レ

之
。
例
之
通
相

揃
、
夫
ゟ
御
城
出
致
候
。
但
御
草
り
取
壱
人
昼
後
よ
り
代
合
に
罷
出
、
先
之
者
は
不
二

引
取
一

直
様
居
候
段
申
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聞
候
。
依
而
十
五
人
之
出
に
相
成
申
候 

 

○
御
供
頭
江
御
迎
参
着
致
候
旨
申
達
置
候 

 

○
御
帰
り
七
ツ
半

過
御
城
入
、
御
番
所
御
断
例
之
通
也 

 
 

 

右
三
月
七
日 

一
道
明
寺
天
神
江
御
巡
見
。
前
日
御
供
頭
ゟ
野
服
之
旨
通
達
有
レ

之
。
并
御
出
触
例
之
通
御
駕
籠
脇
御
先
半

天
、
股
引
、
割
羽
織
着
何
レ
も
草
り
着
也
。
外
様
御

供
方
は
何
レ
も
草
鞋
之
事

 

六
ツ
時
御
供
揃
に
て
御
出
、
久
貝
様
、
中
小
屋
様
御
手
前
御

同
道
也
。
久
貝
様
へ
御
揃
之
上
御
城
出
御
人
数
例
之
通
。
之
外
御
茶
弁
當
持
人
弐
人
、
御
坊
主
壱
人
、
御

用
人
鑓
持
壱
人
〆
四
人
増
、
都
合
四
拾
壱
人
也
。
内
十
三
人
御
供
弐
十
八
人
御
先
出
、
同
役
御
番
所
断
例

之
通
相
勤 

 

○
御
用
人
壱
人
、
御
医
師
一
人
御
供
に
候
へ
共
右
は
別
札
也
。
御
馬
も
同
断
、
御
馬
役
御

中
小
姓
内
へ
加
ル 

 

○
御
供
喜
四
郎
、
自
分
相
勤 

 

○
追
手
御
門
外
ゟ
御
駕
籠
被
レ

為
レ

召
、
御
道
筋

荒
増
左
之
通
り 

 
 

一
玉
造
奈
良
道
通
り 

 

一
い
か
い
の
村
御
勝
山 

御
小
休
御
野
立
也 

是
ゟ
御
馬
に
被
レ

召 

御
供
廻
り
平
野
迄
御
先
江
参
ル 

一
平
野 

古
河
様
御
領
分
御
馳
走
御
役
人
出
有
レ

之 

右
入
口
ゟ
河
端
迄
惣
御
供 

一
河
鍋 

御
小
弁
當
所 

中
小
屋
様
御
持 

下
宿
有
レ

之
御
小
弁
當
壱
統
へ
被
レ

下 

是
ゟ
御
乗
切
御
供
方
何
レ
も
御
先
へ
参 

 

○
御
鑓
者
弐
本
共
参
御
箱
は
二
ノ
方
為
二

御
持
一

、
一

三
并
御
茶
、
弁
當
惣
下
供
は
御
昼
平
野
迄
帰
、
右
同
役
壱
人
引
圓(

マ
マ)

居
参
候
様
御
供
頭
ゟ
達
有
レ

之
。
自
分
御
坊
主
押
壱
人
相
残
其
餘
者
御
供
也 

 

○
平
野
入
口
迄
帰
り
右
に
而
御
供
待
、
夫
よ

り
御
弁
當
所
迄
惣
供
也
。
曇
天
に
付
合
羽
籠
は
押
壱
人
附
川
鍋
江
残
置
、
若
降
出
候
は
ゝ
早
〻
御

迎
に
参
候
様
申
付
置
、
何
レ
も
御
三
手
様
御
同
様
也 

一
道
明
寺
天
神 

一
誉
田
八
幡
宮 

一
藤
井
寺 

 
 

一
河
鍋 

 

一
平
野 

お
弁
當
所 

古
手
屋 

 

御
手
前
持
也 

御
供
下
宿
二
ケ
所
有
レ

之
。
右
に
而
壱
統
江
御
弁
當
被
レ

下 
 

○
御
先
番
、
御
近
習
、
御
納
戸
是
ゟ

御
駕
籠
に
而
惣
御
供
也 

 

○
御
奉
行
吟
味
役
御
料
理
人 

一
河コ

ボ

堀レ 
 

若
松
屋 

 

御
小
休 

 

杜
若 

ご
覧
有
レ

之 
 

天
王
寺
之
ワ
キ
也 

一
上
本
町
通 

 

御
城
入 

 

七
ツ
時 

 

凡
五
里
ョ
有
レ

之
趣
也 

御
馬
弐
疋
也
壱
疋
は
御
用
人

被
レ

乗
候
事 

 

久
貝
様
御
供
方
日
笠
冠
候
に
付
、
御
手
前
に
而
も
一
統
相
用
候
。
都
而
外
御
出

与
同
様
之
事 

 

○
御
弁
當
、
御
小
弁
當
共
御
礼
不
二

申
上
一

候
去
冬
御
巡
見
之
節
御
弁
當
少
分
之
趣
に
付
、
其
段
御
供
頭
江

申
置
候
処
即
、
此
度
相
増
申
候
代
に
而
壱
人
前
壱
分
増
之
由 

 

○
弘
化
度
は
、
御
初
尾
其
外
御
宿
料
等
前
方
御
吟
味
役
ゟ
附
紙
に
而
同
役
受
取
、
片
箱
江
入
為
レ

持
参
御
供

頭
江
承
、
先
方
に
而
夫
〻
取
計
受
取
書
取
候
趣
之
処
御
帰
之
上
御
割
合

に
相
成
候
趣
也 

  

當
年
は
右
一
切
無
レ

之
、
都
而
谷
村
治
兵

衛
為
二

御
任
一

相
成
候
段
、
御
供
頭
被
二

申
聞
一

候
。
依
而
同
役
取
計
一
切
無
レ

之
候
事 

 
 

 

右
四
月
十
九
日 

一
安
治
川
邊
御
巡
見
前
方
御
徒
士
中
与
申
合
、
先
日
道
明
寺
御
巡
見
之
節
、
外
様
御
供
方
麻
羽
織
着
用
有
レ
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之
。
尤
暑
サ
強
其
後
日
〻
増
二

暑
気
一

に
相
成
候
間
、
時
節
違
に
は
候
へ共
、
麻
割
羽
織
用
度
段
御
供
頭
江
申
達

候
処
、
宜
旨
被
二

申
聞
一

候
御
供
頭
ゟ
草
鞋
可
レ
用
旨
被
二
申
聞
一
候
に
付
、
御
徒
士
中
与
申
合
、
先
日
は
道
法
も
有
レ
之
候
へ共
、
此
度
は
里
数
も
無
レ

之
間
、
御
先
之
処
草
り
用
度
候
へ共
、
御
駕
籠
脇
草
鞋
に
而
は
如
何
に
候
哉
。
御
供
頭
江
承
候
処
如
何
様
右
に
而
は
送
候
様
に

相
成
候
間
、
草
り
に
而
可
レ
参
旨
被

二
申
聞
一
一
統
草
り
着
用
致
候
事 

前
日
御
供
頭
ゟ
野
服
之
旨
達
有
レ

之
。
又
御
納
戸
中
ゟ
六
ツ
時
御
出
に
付
、
只
今

触
不
二

差
出
一

、
又
上
御
小
屋
者
押
付
触
出
候
得
共
、
下
御
小
屋
者
御
仕
切
有
レ

之
に
付
不
二

差
出
一

候
間
、

其
御
心
得
に
而
可
レ

被
レ

成
二

御
出
一

旨
被
二

申
聞
一 

 

○
御
出
触
例
之
通
有
レ

之 
 

○
御
弁
當
、
御
小
弁

當
共
永
楽
屋
に
而
被
レ

下
候
旨
御
供
頭
ゟ
被
二

申
聞
一 

 

○
六
ツ
時
御
ト
モ
御
揃
に
而
加
納
様
、
雁
木
様
、

御
手
前
御
同
道
に
而
御
出
、
御
供
文
内
、
自
分
相
勤
即
御
駕
籠
脇
御
先
共
一
統
半
天
、
股
引
、
麻
割
羽
折

着
用
ス 

 

○
御
道
筋
左
之
通
右
書
付
御
供
頭
ゟ

被
二

差
出
一

候 
 

安
治
川
邊 

一
平
野
町
通 

 

一
ざ
こ
ば 

 

一
九
条
村 

池
山
新
兵
衛 

 

○
御
小
休
是
よ
り

御
馬
に
被
レ

召 

一
安
治
川
通 

 

一
天
保
山 

御
弁
當
所 

永
楽
屋
源
之
助 

 
○
御
昼 

 
 

 

御
手
前
持
也 

 

○
御
先
番 

 

先
日
之
通
也 

○
御
小
弁
當
同
所
雁
木
様
御
持
也 

尤
御
出
直
様
御
小
弁
當
。
夫
ゟ
大
筒
丁
打
御
覧
、
其
後
御
昼
也 

 
 

○
御
供
下
宿
二
ケ
所
有
レ

之
。
両
度
御
弁
當
一
統
へ被
レ

下 
 

○
御
帰
り
右
ゟ
御
駕
籠 

 
 

一
安
治
川
通 

 

一
ざ
こ
ば 

 

○
阿
弥
陀
ヶ
池
開
帳
江
御
立
寄
。
夫
よ
り 

御
馬
に
被
レ

為
レ

召
長
堀
江
戸
屋
へ御
立
寄
。
夫
ゟ
御
駕
籠
心
斎
橋
筋
ゟ 

一
本
町
通 

 

御
城
入 

 

○
七
ツ
時
過
也 

 

○
御
途
中
日
傘
相
用
申
候 

御
先
出
御
人
数 

 

殿
様
御
供
計
同
役
に
而
御
番
所
断
申
候
。以
後
共
右
之
通
之
旨
御
供
頭
被
二

申
聞
一

候
。

依
而
例
之
通
之
御
人
数
之
外
、
御
茶
弁
當
持
人
弐
人
、
御
坊
主
壱
人
〆
三
人
増
、
都
合
四
十
人
之
内
弐
十

七
人
御
先
出
に
相
成
、
御
用
人
、
御
医
師
御
供
有
レ

之
候
へ
共
、
上
下
不
レ

残
別
札
出
之
事 

 

○
御
牽
馬

壱
疋
而
已
也 

 

○
御
宿
料
等
同
役
取
計
無
レ

之
右
之
外
都
而
例
之
通
事 

 
 
 

右
四
月
廿
八
日 

一
道
明
寺
御
巡
見
之
節
、
旗
頭
ゟ
御
供
頭
江
御
陸
尺
七
人
之
処
、
外
様
八
人
に
も
有
レ

之
。
且
者
御
上
も
重

ク
御
座
候
へ
は
、八
人
に
被
二

成
下
一

候
様
相
願
候
処
不
二

相
済
一

候
趣
、
附
而
は
陸
尺
自
分
雇
に
て
壱
人
増
、

無
地
看
板
着
せ
差
出
、
其
段
同
役
江
申
聞
候
間
、
御
供
頭
江
申
達
候
処
、
其
後
御
供
頭
ゟ
如
何
之
趣
篤
与

相
尋
候
様
、
又
先
日
御
供
頭
へ
直
に
相
願
候
義
も
筋
違
に
而
、
都
而
各
方
へ
申
出
各
方
ゟ
拙
者
共
承
義
に

候
間
、
右
之
処
も
被
二

仰
置
一

候
様
被
二

申
聞
一

候
間
、
政
田
屋
手
代
江
其
段
申
達
置
候
。
増
人
之
儀
は
七
人

に
而
は
甚
難
渋
之
趣
に
候
間
、
八
人
に
被
二

成
下
一

候
様
申
聞
候
間
、
右
之
趣
申
上
候
処
今
度
御
巡
見
に
付

段
〻
内
願
も
有
レ

之
。
依
而
御
用
方
へ
申
達
候
へ
共
不
二

相
済
一

候
間
、
自
分
雇
に
而
差
出
候
義
は
大
目
に
見

置
可
レ

申
段
、
要
人
殿
被
二

申
聞
一

候
。
然
処
此
度
も
自
分
雇
に
而
壱
人
差
出
候
間
、
内
〻
御
含
被
レ

下
候
様

旗
頭
ゟ
申
聞
候
間
、
御
先
江
不
二

出
サ
一

御
跡
を
舁
せ
候
様
申
置
、
右
之
段
御
供
頭
江
申
達
候
処
、
承
分
之

旨
被
二

申
聞
一

候
事 
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一
安
治
川
御
巡
見
之
節
、
阿
弥
陀
ヶ
池
御
立
寄
之
砌
、
御
率
馬
御
同
伴
之
御
番
士
之
鑓
刎
倒
鞘
カ
ケ
、
右

鑓
持
糊
に
而
ツ
ケ
間
に
合
せ
候
へ
共
、
押
下
供
杯
に
而
右
之
噂
取
〻
申
候
間
、
右
之
段
御
供
頭
へ
内
〻
相

咄
候
処
、
御
用
方
へ
談
可
レ

申
旨
被
二

申
聞
一

候
処
、
御
用
方
ゟ
谷
村
江
被
レ

談
候
趣
、
御
供
頭
ゟ
被
二

申
聞
一

候
事 

一
御
本
丸
御
金
蔵
廻
江
此
度
新
規
に
敷
石
出
来
に
付
、
日
〻
人
足
入
目
明
例
之
通
罷
出
、
右
御
構
外
に
而
石

拵
致
し
置
候
事 

 

○
右
敷
石
致
候
節
、
御
四
手
様
に
而
目
明
弐
人
ツ
ヽ
罷
出
候
様
御
破
損
方
ゟ
申
聞
有
レ

之 

○
御
破
損
奉
行
御
金
奉
行
壱
人
ツ
ヽ
御
金
蔵
御
番
所
江
終
日
御
詰
有
レ

之
。
又
御
破
損
方
弐
人
ツ
ヽ
并
目
明

弐
人
ツ
ヽ
罷
出
、
御
金
蔵
御
構
御
門
内
江
終
日
詰
居
申
候
。
右
御
門
明
ヶ
に
参
候
御
番
人
江
、
目
明
之
者

名
前
申
述
手
札
差
出
候
方
宜
候
へ
共
差
懸
ク
用
意
無
レ

之
に
付
口
上
に
而
申

候
尤
御
破
損
方
被
二

申
聞
一

候
。
始
終
何
レ
も
口
上
に
而
申
候
事 

小
奉
行
も
弐
人
ツ
ヽ
出
、
壱
人
者
例
之
通
桜
御
門

外
に
扣
居
、
壱
人
は
右
御
門
に
而
人
足
算
申
候 

 
○
初
メ
は
御
破
損
方
并
目
明
共
弐
人
ツ
ヽ
右
御
門
内

へ
詰
居
候
へ
共
後
〻
は
壱
人
詰
居
、
一
人
は
右
御
門
外
へ出
休
足
致
代
合
申
候
。
尤
發
物
地
小
屋
ゟ
差
出
見

計
發
せ
右
に
着
座
ス
。
但
御
破
損
方
も
右
両
様
共
同
断
也 

 
○
伴
人
右
御
門
外
へ
残
置
申
候
。
御
破
損

奉
行
迚
も
同
断
也 

 

○
目
明
之
者
朝
与
昼
後
与
代
合
相
勤
候
事 

 
○
右
出
来
上
之
節
御
破
損
奉
行
、

御
金
奉
行
御
見
分
有
レ

之
。
又
御
四
手
様
御
破
損
方
并
目
明
四
人
共
罷
出
ル
。
四
ツ
時
前
相
済
、
桜
御
門
御

番
所
へ
人
足
出
拂
申
候
段
相
述
引
取 

 

○
御
破
損
方
よ
り
右
に
而
相
済
候
段
、
被
二

申
聞
一

引
取
御
届
三

所
江 

 
 

申
上
候
事 

 
 

右
五
月 

一
御
中
間
幸
助
病
気
に
付
帰
足
致
候
節
、
歩
行
難
二

相
成
一

候
に
付
御
城
内
ゟ
駕
籠
に
而
罷
出
候
。
右
之
趣

御
城
代
江
御
届
に
相
成
候
処
、
駕
籠
之
義
は
不
二

相
成
一

候
由
□

ア
ン
タ

に
而
差
出
候
様
御
沙
汰
之
趣
に
而
、
又
候

御
届
直
し
に
相
成
候
。
先
年
は
駕
籠
之
御
届
に
而
相
済
候
へ
共
、
此
度
は
右
之
通
御
沙
汰
之
趣
に
御
座
候

即
、
御
届
出
之
写
支
配
ゟ
被
二

差
出
一

、
左
之
通 

私
召
仕
中
間
壱
人
就
二

病
気
一

在
所
江
差
戻
申
候
処
、
歩
行
難
二

相
成
一

候
に
付
□

ア
ン
タ

に
而
介
抱
人
壱
人
差

添
、
右
弐
人
今
日
以
二

送
札
一

従
二

追
手
御
門
一 

御
城
外
へ
差
出
申
度
奉
レ

存
候
。
追
手
御
門
、
北
仕

切
御
門
無
二

相
違
一

被
二

相
通
一

候
様
、
御
番
所
江
被
二

仰
付
一

可
レ

被
レ

下
候
。
以
上 

 
 

嘉
永
六
癸
丑
年
六
月
一
六
日 

御
名
御
印 

土
屋
采
女
正
殿 

右
に
付
追
手
御
門
送
出
相
勤
候
様
被
二

仰
聞
一

、
自
分
罷
出
出
前
御
届
御
用
方
大
目
付
へ
申
上
、
御
持
場
四

ケ
所
之
御
番
所
江
御
断
申
。
猶
又
京
橋
御
番
所
へ
も
御
断
に
罷
越
取
次
罷
出
當
番
姓
名

中
自
分
名
前
承
申
候 

北
仕
切
、
追
手
大
番
所

并
三
番
所
同
断
。
病
人
、
介
抱
人
、
送
札
駕
籠
舁
候
者
三
人
、
御
中
間
等
に
付
出
入
札
也
。
相
済
引
取
自

分
上
下
出
入
札
に
而
御
城
入
、
外
三
人
者
札
廻
し
に
而
御
城
入
に
相
成
、
引
取
御
届
三
所
へ
申
上
外
例
之
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通
り
也 

△
御
手
御
門
下
御
番
所
御
番
人
ゟ
相
済
、
御
引
取
之
節
送
出
候
段
、
大
番
所
へ
被
二

仰
上
一

候
様
申
聞
候
間
、

是
迄
引
取
之
節
申
上
候
義
無
レ

之
段
相
答
候
処
、
大
番
所
ゟ
御
沙
汰
有
レ

之
候
間
、
一
應
被
二

仰
上
一

候
様
申

聞
候
間
、
即
相
済
引
取
之
節
、
例
之
通
大
番
所
江
参
口
上
、
先
刻
御
断
申
上
候
病
人
無
二

別
条
一

送
出
候
間
、

此
段
申
上
候
旨
相
述
候
処
、
取
次
番
頭
へ
被
二

申
聞
一

承
分
之
段
申
来
候
。
夫
ゟ
引
取
申
候
。
依
而
以
後
共

右
之
通
可
レ

致
候
事 

 
 
 

右
六
月
十
六
日 

一
公
方
様
薨
御
に
付
、
申
之
中
刻
頃
即
刻
御
出
触
に
而
御
相
番
様
御
揃
、
御
城
代
様
江
御
出
有
レ

之
。
御
供

自
分
相
勤
御
帰
酉
之
中
刻
時
分
也
。
御
太
鞁
打
延
に
而
何
レ
之
御
門
も
開
有
レ

之
。
夜
中
故
御
帰
御
提
灯
入

即
御
先
江
箱
御
提
灯
弐
ツ
、
押
手
提
灯
壱
ツ
相
用
イ
申
候
。
右
御
供
頭
要
人
殿
差
圖
に
候
事 

 
 

 

○
外
様
も
御
同
様
也 

 
 

右
七
月
廿
六
日 

一
八
月
二
日
朝
ゟ
御
小
屋
内
御
中
小
姓
格
以
上
裾
細
、
其
以
下
着
流
、
但
何
レ
も
引
ハ
ダ
懸
居
候
事
。
猶

又
半
天
、
股
引
着
之
人
も
有
レ

之
候
事 

一
同
日
御
仮
御
城
入
に
付
御
城
代
江
御
出
、
猶
又
昼
後
御
城
代
両
御
定
番
へ
御
出
之
節
、
御
供
服
、
御
中

小
姓
者
裾
細
、
御
徒
士
同
役
者
ヂ
ン

〱
端
折
脚
絆
着
麻
捩
子
羽
織
引
ハ
ダ
用
候
事 

一
御
城
出
之
節
同
役
踏
込
着
用
は
可
レ

被
二

見
合
一

候
。
立
付
成
り
共
半
天
、
股
引
成
と
も
勝
手
次
第
被
レ

用

候
様
被
二

仰
聞
一

候
事 

 

○
猶
又
若
雨
天
之
節
は
、
御
中
小
姓
格 

 
 

以
上
は
手
傘
、
板
打
草
り
相
用
候
而
不
レ

苦
候
一
躰
は
諸
士

以
上
之
趣
也 

其
以
下
は
桐
油
可
二

相
用
一

旨
伺
候
処
、
直
左
衛

門
殿
被
二

仰
聞
一

候
間
、
自
分
義
御
行
列
相
揃
候
に
、
桐
油
に
而
は
御
行
列
帳
見
候
事
難
二

出
来
一

、
甚
難
渋

之
義
に
御
座
候
段
申
上
候
処
、
左
候
は
ゝ
相
揃
候
内
手
傘
被
二

相
用
一

、
御
城
出
之
節
者
桐
油
被
レ

用
候
様
被

二

仰
聞
一

候
に
付
、
段
〻
訳
合
申
上
候
得
共
、
直
左
衛
門
殿
彼
是
与
被
二

仰
聞
一

候
事 

一
人
足
繰
入
荷
物
繰
出
之
節
、
目
明
罷
出
候
節
者
踏
込
着
用
不
レ

苦
候
旨
、
被
二

仰
聞
一

即
踏
込
着
用
申
候
事 

一
荷
物
追
手
御
門
ゟ
繰
出
に
付
、
目
明
御
門
下
辻
請
人
、
舛
形
大
須
賀
兎
毛
外
張
角
熊
文
内
諸
事
御
繰
込

之
節
之
通
也
。
但
御
番
所
ゟ
敷
物
出
有
レ

之
。
右
江
着
座
ス
。
御
門
下
は
大
御
門
之
処
、
舛
形
者
冠
木
御
門

与
御
番
所
之
間
、
外
張
同
断
也
。
舛
形
与
外
張
江
出
候
者
弐
人
、
札
持
参
御
番
所
へ
見
せ
候
事
。
尤
持
参

不
レ

致
候
処
、
御
門
下
御
番
所
に
而
持
参
致
候
様
申
聞
候
趣
也
。
相
済
引
取
御
届
例
之
通 

一
文
内
、
与
兵
衛
二
日
夕
刻
鮒
宇
迄
御
先
江
罷
出
、
文
内
今
朝
三
所
へ
御
用
伺
参
。
但
御
城
出
は
御
届
に

相
成
送
出
、
喜
四
郎
相
勤
候
事 

一
政
田
屋
ゟ
日
雇
御
雇
、
右
呼
入
に
相
成
候
処
、
御
足
軽
以
下
百
五
十
人
呼
入
之
御
届
之
趣
に
而
、
追
手

御
門
断
相
勤
候
様
被
二

仰
聞
一

即
、
喜
四
郎
迎
札
を
以
呼
入
相
勤
候
事 

一
明
三
日
御
交
代
に
付
暮
六
ツ
打
延
、
追
手
御
門
其
外
迄
御
門
〻
開
有
レ

之
。
山
里
御
家
来
通
用
ス
。
五
ツ
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頃
打
切
御
門
〻
〻
停
止
候
事 

一
明
三
日
御
供
揃
、
丑
之
刻
揃
之
旨
惣
触
有
レ

之
候
事 

一
八
月
三
日
天気

御
出
押
付
触
有
レ

之
。
右
に
而
何
レ
も
御
小
屋
江
罷
出
、
無
レ

程
御
武
器
繰
出
、
京
橋
御
定
番

御
長
屋
下
江
三
行
に
相
揃
候
事 

但
懸
り
三
人
に
而
夫
〻
致
二

差
圖
一

候
事 

 
 

○
御
行
列
に
御
提
灯
者
無
レ

之
候
事 

 
 

○
自
分
儀
絹

布
羽
織
立
付
着
用
、
供
人
召
連
候
事
。
尤
自
分
紋
弓
張
提
灯
相
用
申
候
事 

 

○
外
席
は
多
分
割
羽
織

着
用
之
事 

一
殿
様
に
も
無
レ

程
御
出
、
京
橋
御
定
番
御
屋
敷
角
御
行
列
之
上
江
御
床
机
に
被
レ

成
二

御
座
一

候
御
供
廻
り
御

行
列
帳
之
通 

右
御
供
御
城
ゟ
ア
ミ
ヂ
マ
迄
御
徒
士
同
役
共
、
ヂ
ン

〱
端
折
麻
捩
子
羽
折
着
用
、
御
供
喜
四
郎
相
勤
申
候
事 

一
卯
之
刻
前
頃
大
久
保
様
衆
御
小
屋
受
取
繰
込
に
相
成
申
候
。
高
張
提
灯
山
里
丸
内
江
持
込
候
事 

一
日
之
出
頃
御
使
者
有
レ
之
。 

殿
様
御
直
に
御
受
、
夫
ゟ
御
行
列
御
繰
出
に
相
成
申
候
。
京
橋
大
御
番
所
江

御
定
番
并
御
目
付
御
出
席
、
其
外
都
而
御
城
入
之
節
与
同
断
也
。
御
行
列
出
拂
候
而
ゟ 

殿
様
御
番
所
江

御
出
、
夫
ゟ
御
城
出
被
レ

遊
候
事
。
京
橋
口
土
橋
外
大
久
保
様
江
御
挨
拶
被
レ

遊
、
夫
ゟ
御
乗
輿
に
而
御
行

列
帳
之
通
御
供
立
に
相
成
候
。
尤
御
供
御
先
出
之
方
筋
鉄
御
門
ゟ
御
堀
之
方
へ
扣
セ
置
、
右
上
京
市
大
夫

同
役
心
得
、
御
武
器
締
に
而
御
先
江
出
候
に
付
、
御
先
出
御
供
之
分
残
居
候
様
差
圖
致
候
事 

 

○
京
橋

口
外
ゟ
網
島
迄
、
同
役
御
供
加
人
傳
左
衛
門
ヂ
ン

〱 

端
折
に
而
御
供
仕
候
事 

一
御
交
代
之
節
京
橋
口
両
御
門
共
開
門
并
、
西
仕
切
、
山
里
冠
木
御
門
片
扉
開
有
レ

之
候
事 

 
○
山
里
冠

木
御
門
二
日
夜
者
開
切
也 

一
殿
様
五
ツ
過
頃
鮒
卯
御
發
駕
被
レ

遊
候
事
。
附
り
右
鮒
宇
江
銀
子
方
并
御
出
入
町
人
共
御
暇
乞
に
先
例
罷

出
候
処
、
御
中
陰
に
付
御
断
に
相
成
不
二

罷
出
一

候
事 

一
直
左
衛
門
殿
、
文
内
、
自
分
、
録
蔵
御
足
軽
共
鮒
宇
に
而
御
武
器
取
仕
廻
、
昼
過
頃
同
所
裏
ゟ
船
割
之

通
乗
船
致
候
。
但
御
用
に
而
鮒
宇
居
残
之
者
へ
は
支
度
被
レ

下
に
相
成
、
右
之
面
〻
も
同
所
に
而
支
度
致
同

様
に
候
事
、
外
に
は
弁
當
或
要
脚
渡
候
事 

 

○
船
割
前
方
十
郎
左
衛
門
殿
ゟ
左
之
通
廻
状
来 

乗
船
組
合 

一
具
足 

 

一
葛
籠
二 

 
 
 

一
稲
垣
直
左
衛
門 

上
下
四
人 

一
葛
籠 

二 
 
 

一
新
井
弥
六
郎 

上
下
弐
人 

 
 

一
葛
籠 

二 
 
 

須
藤
連
蔵 

一
葛
籠 

二 
 

角
熊
文
内 

 

青
木
録
蔵 

 

中
野
幸
治 

 

一
上
下
拾
弐
人
○
内
二
人

識
申
候

 
 

具
足 

壱
荷
葛
籠 

八 
 

惣
〆
弐
拾
弐
人
前 

右 

三
拾
石
壱
艘 

 
 
 

○
寅
刻
時
分
伏
見
江
着
船
致
候 
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七 

一
同
月
七
日
天キ 

直
左
衛
門
殿
、
文
内
、
自
分
、
其
外
同
船
之
面
〻
道
中
無
レ

滞
小
俣
村
止
宿
に
而
、
今
昼
過

帰
着
致
候
事 

直
様
直
左
衛
門
殿
、
文
内
、
自
分
同
道
に
而
御
年
寄
衆
江
御
届
に
罷
越
。
夫
ゟ
文
内
、
自
分
、
御
用
人
并
弥
次

右
衛
門
殿
へ
御
届
に
参
ル
。
何
レ
も
被
レ

會
申
候
。
夫
ゟ
帰
宅
ス
。
且
同
役
御
吟
味
役
江
廻
状
差
出
、
同
役

江
今
日
は
参
不
レ

申
候
事 

但
喜
四
郎
、
其
外
帰
足
之
面
〻
何
レ
も
今
日
着
有
レ

之 

一
翌
八
日
、
六
郎
右
衛
門
殿
、
豊
右
衛
門
殿
へ
三
人
一
緒
に
参
申
候
。
六
郎
右
衛
門
殿
念
に
入
候
義
別
段

面
會
不
レ

致
候
趣
、
被
二

仰
聞
一

被
レ

會
不
レ

申
候
へ
共
、
其
後
参
不
レ

申
候
、
豊
右
衛
門
殿
被
レ

會
申
候
。
又

十
郎
左
衛
門
殿
へ
挨
拶
旁
参
申
候
事 

一
翌
〻
九
日
直
左
衛
門
殿
へ三
人
一
緒
に
挨
拶
旁
罷
越
申
候
事 

 

一
喜
四
郎
関
宿
迄
御
供
、
連
蔵
、
文
内
義
者
鮒
宇
に
而
御
暇
被
二

下
置
一

候
段
被
二

仰
達
一

候
事 

大
坂
三
町
人 

大
工
大
棟
梁 

 

山
村
与
助 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

大
御
番
頭 

 

尼
崎
又
右
衛
門 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

御
道
御
案
内
役 

瓦
方 

 

寺
嶋
藤
右
衛
門 

瓦
屋
ト
言 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

谷
村
治
兵
衛 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

兼
屋
庄
次
郎 

 
 

 
 

 
 

 

御
交
代
順
并
定
日 

御
米
中
次 

 
 

 
 

 

多
田
屋
徳
右
衛
門 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

八
月
三
日 

 

壱
加
番 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

竹タ
ケ

川
彦
太
郎
店 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

〻 

四
日 

 

三
加
番 

 
 

手
代 

覚
助 

 
 

 
 

 
 

 
 

       
 

〻 

五
日 

 

弐
加
番 

 

御
破
損
方
懸
り 

 
 

兼
屋
庄
次
郎 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

〻 

六
日 

 

四
加
番 

                 

兼
屋
八
兵
衛                     

〻 

七
日 

 

大
御
番
頭 

 

御
鉄
砲
方
懸
り 

 
 

兼
屋
忠
助 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

  

右
翌
日
ゟ 

 

大
御
番
衆 

 

外
御
札
場
借
宅 

 
 
 

天
満
屋
弥
左
衛
門                

右
畢
日
ゟ 

 

大
御
番
頭 

諸
道
具
損
料
貸
屋 

 

河
内
屋
太
兵
衛 

 
 
 
  

 
 

 
 

  
                     

 
  

 

御
取
扱
之
覚 
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弘
化
度 

一
金
壱
匁
ツ
ゝ 

 
 

 
 

 
 

 
 

并
拝
借 

一
〻
壱
匁
ツ
ゝ 

 
 

 
 

 
 

 
 

江
戸
詰
相
勤
二
度
目
大
坂
詰
に
付
先
例
に
付
拝
借 

一
〻
三
両
弐
分
ツ
ゝ 

 
 

 
 

 

大
坂
詰
に
付
御
取
扱
當
方
に
而
半
高
後
残
大
坂
に
而
暮
渡 

一
〻
弐
匁
ツ
ゝ 

 
 

 
 

 
 

 
 

御
人
少
繁
勤
に
付
御
取
扱
渡
方
前
同
断 

一
〻
壱
匁
ツ
ゝ 

 
 

 
 

 
 

 
 

世
話
敷
相
勤
候
に
付
御
取
扱
暮
渡 

一
〻
壱
分
弐
朱
ツ
ゝ 

 
 

 
 

 

難
船
出
張
に
付
御
取
扱
い 

〻 

一
〻
弐
分
ツ
ゝ 

 
 

 
 

 
 

 
 

不
正
懸
り
に
付
勘
右
衛
門
元
右
衛
門
へ御
取
扱
暮
渡 

一
〻
壱
分
ツ
ゝ 

 
 

 
 

 
 

 
 

茶
料
暮
渡
り 

一
〻
壱
分
ツ
ゝ 

 
 

 
 

 
 

 
 

同
断
當
所
計
弐
分
に
被
二

成
下
一

三
月
追
渡 

一
〻
壱
分
二
朱
ツ
ゝ 

 
 

 
 

 

御
供
世
話
敷
相
勤
候
に
付
御
取
扱
三
月
渡 

一
〻
壱
分
ツ
ゝ 

 
 

 
 

 
 

 
 

昨
年
来
出
精
相
勤
候
に
付
為
二

御
褒
美
一

被
レ

下
レ

之 

一
〻
壱
匁
ツ
ゝ 

 
 

 
 

 
 

 
 

諸
色
高
直
に
付
難
渋
願
済
拝
借
被
二

仰
付

一

暮
御
切
米
に
而
上
納
七
月
渡 

 
 

 
 

 

弘
化
度
御
取
扱
直
左
衛
門
殿
ゟ
御
尋
に
付
、
右
ヲ
書
取
差
上
申
候
事 

 
右
六
月
五
日 

 

嘉
永
五
壬
子
年 

一
金
壱
匁
ツ
ゝ 

 
 

 
 

 

五
月
十
二
日
渡 

 

并
拝
借 

一
〻
三
両
弐
分
ツ
ゝ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

大
坂
詰
に
付
御
取
扱
半
高
六
月
九
日
に
渡
残
半
高
大
坂
に
而
暮
渡 

一
〻
弐
両
ツ
ゝ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

同 

御
人
少
繁
多
に
付
御
取
扱
半
高
六
月
九
日
に
渡
残
前
に
同 

一
〻
壱
匁
ツ
ゝ 

 
 

 
 

 

六
月
九
日
渡 

 
 

詰
弐
度
目
に
付
拝
借 

 

但
し
添
拝
借
也 

一
〻
五
両
ツ
ゝ 

 
 

 
 

 

七
月
六
日
渡 

 
 

御
判
金 

一
〻
壱
匁
ツ
ゝ 

 
 

 
 

 

十
二
月
廿
六
日
達

〻
廿
八
日
渡 

 
  

  

繁
勤
之
処
出
精
相
勤
候
に
付
被
レ

下
レ

之 

一
〻
壱
分
ツ
ゝ 

 
 

 
 

 

右 

同
断 

 
 

 
 

町
方
廻
り
も
有
レ
之
に
付
茶
料
被
レ

下
レ

之 

一
〻
弐
分
ツ
ゝ 

 
 

 
 

 

右 

同
断 

 
 

 
 

外
御
札
場
出
役
此
度
は
壱
人
相
減
世
話
敷
相
勤
候
に
付
被
レ

下
レ

之 

但
暮
定
式
御
取
扱
不
レ

被
レ

下
候
に
付
御
差
含
有
レ

之
趣
也  

 
 

 
 

  

一
〻
壱
分
弐
朱
ツ
ゝ 

 
 

三
月
三
日
達
渡 

 
 

定
式
暮
被
レ

下
金 

 
 

但
不
正
懸
御
取
扱
は
不
レ

被
レ

下
委
細
日
記
有
レ

之 

一
〻
壱
分
ツ
ゝ 

 
 

 
 

 

右 

同
断 

 
 

 
 

昨
年
来
出
精
相
勤
候
に
付
被
レ

下
レ

之 

一
〻
壱
分
弐
朱
ツ
ゝ 

 
 

五
月
四
日
達
渡 

 
 

昨
年
来
御
出
繁
之
処
出
精
相
勤
候
付
為
二

御
取
扱
一

被
レ

下
レ

之 
 

 
 

○
茶
料
百
疋
増
被
レ

下
レ

之
義
此
度
者
不
レ
被
レ

下
委
細
五
月
之
日
記
に
有
レ

之 

一
〻
壱
両
ツ
ゝ 

 
 

 
 

 

七
月
廿
七
日
渡 

 
 

大
坂
出
立
前
難
渋
願
に
而
拝
借 

 
 

 

但
當
暮
上
納
之
積
に
而
拝
借
候
処
、
諸
席
延
願
有
レ

之
に
付
、
同
様
相
願
候
処
、
相
済
寅
春
秋
両
度
に
上
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納
致
候
事 

御
番
衆
上
町
組
御
宿
ヶ
所
南
組
郷
丁
数
控 

 

天
保
九
戌
年
五
月 

御
番
衆
上
町
組
御
宿
ヶ
所
南
組
郷
丁
数
控 

 

上
町
組
宿
割
支
配
丁 

 
 
 
 
 
 

嶋
町
筋
三
丁 

南
久
太
郎
町
三
丁
目 

 
 
 
 

南
久
宝
寺
町
一
丁
目 

同 
 
 
 

四
丁
目 

 
 
 
 

同 
 
 
 

二
丁
目 

同 
 
 
 

五
丁
目 

 
 
 
 

同 
 
 
 

三
丁
目 

同 
 
 
 

六
丁
目 

 
 
 
 

同 
 
 
 

四
丁
目 

北
久
宝
寺
町
一
丁
目 

 
 
 
 

同 
 
 
 

五
丁
目 

同 
 
 
 

二
丁
目 

 
 
 
 

い
は
ら
き
丁 

同 
 
 
 

三
丁
目 

 
 
 
 

博
労
町 

同 
 
 
 

四
丁
目 

 
 
 
 

上
難
波
町 

同 
 
 
 

五
丁
目 

 
 
 
 

順
慶
町 

 

一
丁
目 

源
左
衛
門
町 

 
 
 
 
 
 
 

同 
 
 
 

二
丁
目 

金
沢
町 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

同 
 
 
 

三
丁
目 

金
田
町 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

同 
 
 
 

四
丁
目 

初
瀬
町 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

同 
 
 
 

五
丁
目 

北
勘
四
郎
町 

 
 
 
 
 
 
 

浄
国
寺
町 

塩
町 

 

一
丁
目 

 
 
 
 
 

安
堂
寺
町 

一
丁
目 

同 
 
 

二
丁
目 

 
 
 
 
 

同 
 

弐
丁
目
上
半 

同 
 
 

三
丁
目 

 
 
 
 
 

同 
 
 
 
 

下
半 

同 
 
 

四
丁
目 

 
 
 
 
 

同 
 
 
 

三
丁
目 

車
町 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

同 
 
 
 

四
丁
目 

南
勘
四
郎
町 

 
 
 
 
 
 
 

同 
 
 
 

五
丁
目 

長
堀
橋
本
町 

 
 
 
 
 
 
 

長
堀 

 
 

十
丁
目 

同 

治
郎
兵
衛
丁 

 
 
 
 
 

小
西
町 

同 

心
斎
町 

 
 
 
 
 
 
 

九
之
助
（
ヵ
）
町 

一
丁
目 

 
 

同 

茂
左
衛
門
丁 

 
 
 
 
 

同 
 
 
 

二
丁
目 
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南
米
屋
町 

木
挽
北
之
丁 

〆
五
十
丁 

 

天
保
九
戌
年
五
月 

御
宿
町
名
附 

舟
場
御
宿
割
方 

 

高
麗
橋
三
町 

 

南
本
町
一
丁
目
上
半 

 
 
 
 

唐
物
町 

 

一
丁
目 

同 
 
 
 
 

下
半 

 
 
 
 

同 
 
 
 

弐
丁
目
上
半 

同 
 

二
丁
目 

 
 
 
 
 
 

同 
 
 
 
 
 
 

下
半 

同 
 

三
丁
目 

 
 
 
 
 
 

同 
 
 
 

三
丁
目
上
半 

同 
 

四
丁
目 

 
 
 
 
 
 

同 
 
 
 
 
 
 

下
半 

同 
 

五
丁
目 

 
 
 
 
 
 

同 
 
 
 

四
丁
目 

北
久
太
郎
町
一
丁
目 

 
 
 
 

ひ
な
や
町 

同 
 

二
丁
目 

 
 
 
 
 
 

南
久
太
郎
町
一
丁
目 

同 
 

三
丁
目 

 
 
 
 
 
 

同 
 
 
 

二
丁
目 

同 
 

四
丁
目 

同 
 

五
丁
目 

〆
二
十
丁 

右
丁
ヶ
所
に
而
御
宿
廿
軒
被
二

仰
付
一

候 

 

天
保
九
戌
年
五
月 

大
番
衆
様
方
御
宿
勤
方
粗
方 

高
麗
橋
三
町 

 

御
殿
様
居
間 

 
 
 
 
 

八
畳 

以
上 

御
用
人
様
御
間 

 
 
 
 

六
畳 

以
上 

御
侍
仲
間
御
間 

 
 
 
 

八
畳 

以
上 

御
鎧
櫃
壱
荷
御
乗
物
馬
荷
弐
駄
位
小
付
有 
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御
道
具 

右
御
荷
物
置
場
所
入
用 

 
 

座
鋪
錺
付
左
に 

床
之
間
掛
物
見
合 
目
出
度
圖
よ
ろ
し 

生
花 

料
紙
文
箱
硯
箱
半
紙
墨 

御
刀
掛
掾(

ヵ)

敷
手
ぬ
ぐ
ゐ
掛 

湯
殿
廻
り

下
之
分
同 

上
厠 

随
分
寄
麗
也 

夜
分
座
鋪
行
燈
手
燭
用
意 

高
臺
茶
呑
茶
碗
壱
對
田
葉
粉
盆
宜
敷 

方
高
槻
菓
子
盆 

巻
の
し
付
錺
熨
斗
三
方
也 

御
殿
様
御
膳
大
木
具
椀
黒
縁
金 

 
 

焼
物
菓
子
椀
等
木
具
に
て
ひ
く
御
酒
之
節
、
硯
蓋
鉢
類
都
而
木
具
哉 

御
殿
様
絹
夜
具 

御
家
来
之
分
木
綿
夜
具 

次
之
間
座
鋪
行
桁
御
鑓
掛 

侍
衆
仲
間
之
間 

弐
棹
入
用 

侍
衆
仲
間
衆
黒
本
膳
也
御
酒
之
節
御
通
り
之
心
得 

 

但
御
用
人
都
而
御
家
来
衆
給
仕
候
手
代
勤
二

袴
着
一 

勿
論
御
上
は
亭
主
上
下
着 

 
 
 
 

始
り 

御
宿
支
配
丁
ゟ
廻
章
相
廻
り
候
節
左
之
通
御
認
御
差
出
し
可
レ

被
レ

成
候 

 
 
 
 

覚 

 
 
 
 
 
 
 
 

何
丁 

一 

御
宿 

 

亭
主 

 

何
屋 

誰 

 
 
 
 
 
 
 
 

但 

何
町
通
何
丁
何
江
入
何
側 

 

右
之
通
御
座
候
已
上 

 
 
 

戌
八
月 
 
 
 
 
 
 

何
町
印 

 
 
 

御
宿
支
配
町 

座
鋪
廻
り
其
外
家
内
勝
手
廻
り
惣
絵
圖 

美
濃
紙
認
一
緒
に
御
差
出
し
可
レ

被
レ

成
候 

八
月
二
日
比
、
御
宿
割
御
両
殿
様
町
〻
之
宿
〻
御
見
分
被
レ

遊
候
間
、
前
日
支
配
町
ゟ
廻
章
相
廻
り
候
間
、
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其
積
り
に
而
前
廣
に
掃
除
繕
ひ
等
為
二

行
届
一

置
、
不
都
合
無
レ

之
様
可
レ

被
レ

成
候 

同
三
日
四
日
比
、
再
掃
除
御
見
分
在
レ

之
。
是
も
支
配
町
ゟ
前
日
に
廻
章
相
廻
り
候
。
併
可
二

相
成
一

は
、
前

之
二
日
比
宿
見
分
之
節
に
諸
事
為
二

行
届
一

置
寄
麗
に
い
た
し
置
度
事
。
掛
物
を
掛
、
花
を
入
、
錺
物
都
而

か
さ
り
立
置
度
事
に
候 

宿
見
分
相
済
候
は
ゝ
御
性
名
書
、
宿
札
御
渡
被
レ

成
候
間
、
板
に
張
門
口
に
掛
置
べ
く
事 

右
御
見
分
相
済
候
上
御
諸
証
文
被
二

仰
付
一

候
間
、
実
印
支
配
丁
江
持
参
之
事 

御
番
衆
様
方
先
川
跡
川
之
模
様
に
而
、
支
配
町
ゟ
廻
状
差
出
し
候
付
、
亭
主
方
ゟ
御
迎
可
二

罷
出
一

事 

但
八
軒
家
濱
宿
弐
軒
つ
ゝ
申
合
組
合
に
而
船
便
宜 

 

亭
主
名
代
袴
羽
織
人
足
箱
提
灯
持
ツ
、
外
に
人
足
壱
人
、
都
而
宿
壱
軒
に
右
之
通
三
人
つ
ゝ
、
右
之
内

壱
人
之
人
足
は
御
宿
船
之
時
宿
江
知
ら
せ
走
ル 

 

亭
主
麻
上
下
に
而
宿
之
門
口
江
御
出
迎
平
伏
ス 

 

御
殿
様
座
敷
江
御
直
り
被
レ

成
候
は
ゝ
、
直
様
亭
主
三
宝
錺
の
し
持
出
御
前
に
差
置
、
亭
主
名
前
申
上
、

御
機
嫌
よ
く
御
宿
着
之
趣
恐
悦
可
二

申
上
一

事
。 

次
に
田
葉
粉
盆
、
御
茶
、
御
菓
子
差
出
し
候
事 

勿
論
御
殿
様
御
給
仕
亭
主
可
レ

致
事 

御
番
衆
様
方
八
月
五
日
ゟ
八
日
迄
に
追
〻
御
宿
有
レ

之
。 

御
宿
時
刻
朝
暮
夕
暁
不
二

相
分
一

故
、
御
着
之
之
（
マ
マ
）
節
御
膳
は
平
日
之
御
膳
部
可
二

差
上
一

、
其
上
御

用
人
与
御
窺
之
上
、
昼
飯
に
御
祝
義
之
御
膳
酒
差
出
し
可
レ

申 

三
ヶ
盃
花
月
臺 

御
出
立
御
祝
義
之
御
膳
等
御
酒
共
御
調
之
上
、
宵
晩
に
差
上
申 

料
理
向
は
先
例
在
レ

之
、
御
城
入
之
節

夜
九
ツ
時
分
平
日
料
理
之
御
膳
差
出
、
七
ツ
時
分
に
宿
御
出
被
レ

成
候
。
人
足
壱
人
ば
ん
ば
江
御
荷
物
番

に
可
レ

遣
。
猶
亦
、
前
日
に
人
足
方
ゟ
印
鑑
宿
江
持
参
可
レ

致
。
請
取
置
御
出
立
之
節
御
荷
物
運
び
人
足
、

右
印
鑑
持
参
引
替
に
荷
物
可
二

相
渡
一

事
、
右
宵
晩
に
御
窺
申
上
、
翌
日
御
城
内
に
而
昼
之
弁
當
何
れ
御

入
用
に
付
、
其
積
り
致
置
べ
く
事 

 
 
 
 
 
 

塗
弁
当
當
□
紛
等
如
何
に
付
と
り
□ 

御
人
数
に
應
ス 

飯
箱
に
つ
め
る
事
も
在
レ

之
、
御
上
者 

小
倉
埜
之
か
り
箱
に
、
中
下
は
同
ま
ん 

 
 
 
 
 
 
 

中
三
十
入
之
か
り
箱
、
右
遣
イ
切
也 

 

御
出
立
之
時
亭
主
門
口
に
而
見
送
候
事 

御
逗
留
中
御
殿
様
御
他
行
又
御
帰
り
節
と
も
亭
主
門
口
に
而
平
伏
ス 

 
 
 

但
御
帰
り
之
節
は
案
内
之
宿
ヘ
ト
足
先
江
御
帰
り
宿
江
知
ら
せ
べ
く
事 
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御
大
切
之
御
宿
に
付
、
随
分
奉
二

恐
入
一

不
敬
無
レ

之
様
丁
寧
に
相
勤
べ
く
事 

 
 
 

〆 

御
宿
門
口
江
夜
分
な
ん
と
左
に 

夜
分
箱
丁
ち
ん 

 

何
之
誰
様 

御
宿 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

何
ノ
誰
様
御
迎 

何
町 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

何
屋
誰 

 

八
軒
家
御
迎
之
節
左
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

紙
に
而
張
置 

 
 

何
之
誰
様
御
迎 

何
町
宿
主 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

何
屋
誰 

 

八
軒
家
濱
江
御
迎
之
節
は
支
配
町
ゟ
廻
状
次
第
刻
限
無
二

遅
滞
一

可
二

罷
出
一

事 

御
殿
様
方
八
軒
家
江
船
着
之
時
支
配
丁
丁
代
ゟ
御
挨
拶
申
上
、
宿
〻
亭
主
方
ゟ
御
迎
罷
出
居
候
趣
支
配
町

ゟ
申
上
、
御
船
は
方
格
宿
近
辺
に
相
成
方
江
着
ケ
さ
せ
申
候 

右
御
あ
か
り
場
ゟ
宿
主
御
案
内
可
二

申
上
一

候 

右
之
外
相
洩
候
分
は
其
時
に
可
二

申
上
一

事 

 
 
 

御
料
理
左
之
通 

御
宿
御
出
立
御
膳 

 
 
 
 

鱠
三
種 

汁 

平 

御
上
之
分 

 
 
 
 
 
 
 

菓
子
椀 

焼
物 

鯛
大
鉢 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

見
事
成
方 

右
同
断 

御
膳 

 
 
 
 
 

鱠
三
種 

汁 

平 

御
中
下
之
分 

 
 
 
 
 
 

焼
物 

鯛
中
之
分 

平
日
御
膳
部 

 
 
 
 
 
 

汁 

平 

焼
物 

御
上
中
下 

 
 
 
 
 
 
 

但 

御
殿
様
斗
猪
口
煮
物 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

時
〻
見
合
付
ル 

御
宿
御
出
立 

 
 
 
 

御
肴 

硯
ふ
た 

五
種 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

吸
物 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

濱
焼 

 

但 

御
殿
様
に
よ
り
御
酒 

 
 
 

作
り
身 

 

又
は
茶
御
好
き
も
の
も 

 
 
 
 

し
た
し
物 
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在
レ

之
右
は
其
時
〻
の 

も
や
う
に
よ
り
御
取 

斗
可
レ

致 

右
之
通
り
に
御
座
候
へ
共
、
表
向
料
理
は
一
汁
一
菜
之
外
馳
走
ケ
間
鋪
義
決
而
不
二

相
成
一

被
二

仰
渡
一

御
座

候
。
併
先
規
ゟ
如
レ

斯
仕
来
在
レ

之
。
何
分
御
大
切
之
御
役
に
御
越
之
御
方
〻
様
ゆ
へ
、
難
レ

有
奉
レ

存
少
〻

之
饗
應
は
亭
主
之
存
寄
に
而
取
斗
も
可
レ

致
欤 

 

七
月
七
日 

残
暑
強
御
座
候
処
、
益
〻
御
精
勤
被
レ

成
二

御
座
一

珎
重
之
御
儀
に
奉
レ

賀
候
。
然
は
當
年 

御
番
衆
様
御
宿

御
丁
〻
に
而
御
勤
被
レ

下
、
右
に
付
御
宿
勤
向
其
余
巨
細
に
銘
〻
共
ゟ
御
丁
別
〻
御
示
談
申
度
候
へ
共
、
何

分
数
丁
之
義
候
へ
は
追
〻
日
数
も
相
廻
り
候
儀
に
付
、
節
前
に
は
候
へ
共
、
一
應
御
御
寄
合
申
上
度
奉
レ

存

候
。
乍
二

御
吉
分
一

明
後
九
日
八
ツ
時
よ
り
、
北
久
宝
寺
町
福
屋
宅
御
同
役
中
御
出
席
被
レ

下
候
。
右
御
案
内

申
上
度
如
レ

斯
御
座
候
。
已
上 

 

但 

乍
二

自
由
一

其
時
分
御
案
内
は
別
段
不
レ

仕
候
間
、
右
刻
限
に
被
二

仰
合
一

御
衆
、
御
用
向
御
繰
合
無
二

御
不
参
一

御
出
席
可
レ

被
レ

下
御(

マ
マ)

不
二

御
座
一

候
而
は
、
御
相
談
之
儀
等
御
定
不
レ

仕
候
間
、
呉
〻
御
出

席
之
義
奉
二

侍
入
一

候
。
且
又
先
日
御
宿
絵
圖
い
ま
た
御
差
出
無
レ

之
御
丁
〻
は
、
早
〻
無
二

間
違
一

御
差

出
可
レ

被
レ

下
候
。
已
上 

戌 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

嶋
町
一
丁
目 
作
蔵 

 

七
月
七
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

同 

二
丁
目 

可
助 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

内
両
替
町 

 

専
蔵 

 

七
月
十
日 

 
 
 
 
 

覚 

一
大
御
番
衆
様
御
宿
當
年
御
方
格
に
而
御
勤
被
レ

下
候
に
付
而
者
、
昨
年
北
組
に
而
御
宿
相
勤
候
町
〻
熟
談

之
趣
左
之
通 

一
例
年
御
登
御
番
衆
様
之
内
、
上
町
に
而
五
十
騎
様
御
宿
仕
候
儀
に
有
レ

之
候
。
右
人
数
之
内
年
〻
少
〻
宛

御
登
増
減
有
レ

之
。則
昨
年
は
四
十
五
頭
様
御
登
有
レ

之
。
尤
町
数
は
六
十
弐
町
へ
御
宿
被
二

仰
付
一

候
處
、

御
登
り
高
者
四
十
五
頭
様
故
四
十
五
町
に
而
相
済
。
依
レ

之
御
宿
不
用
に
相
成
候
町
〻
ゟ
、
相
勤
候
町
〻

江
為
二

余
内
一

不
用
町
壱
丁
ゟ
三
百
目
宛
致
二

余
内
一

。
右
割
符
之
義
者
、
御
組
頭
、
御
宿
三
御
奉
行
、
御

宿
、
御
宿
割
御
宿
、
其
余
平
御
宿
へ
も
夫
〻
甲
乙
を
以
余
内
銀
配
當
に
相
成
。
且
又
御
登
り
御
人
数
増
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減
之
義
は
、
御
宿
割
様
御
着
之
上
な
ら
て
は
相
分
り
不
レ

申
候 

一
御
宿
割
様
御
着
之
上
惣
御
宿
御
見
分
相
済
候
上
、
御
登
り
御
人
数
相
定
り
御
船
場
へ
御
宿
町
〻
御
迎
に

罷
出
候
節
、
右
御
人
数
之
内
俄
に
御
差
支
出
来
又
者
、
御
病
気
等
に
而
御
跡
登
に
成
候
殿
様
方
も
有
レ

之
。

右
之
分
は
御
宿
へ
御
入
無
レ

之
。
左
候
は
ゝ
御
宿
不
用
に
相
成
候
得
共
、
此
分
は
最
早
御
宿
割
様
御
見
分

も
相
済
、
勿
論
御
宿
札
御
渡
被
レ

遊
御
迎
え
迄
罷
出
候
上
之
御
延
着
故
、
御
宿
不
用
と
は
乍
レ

申
、
諸
雑

費
等
相
掛
り
有
レ

之
儀
に
付
、
外
不
用
宿
同
様
之
余
内
銀
者
難
二

差
出
一

。
乍
レ

併
御
延
着
宿
之
義
に
付
、

右
余
内
銀
之
半
減
差
出
、
配
當
之
儀
者
前
同
様
之
取
計
に
相
成
候
事 

 

但
御
延
着
之
有
無
は
俄
之
御
差
支
故
、
前
廣
に
は
相
知
不
レ

申
事 

右
余
内
銀
等
之
儀
は
當
年
御
勤
町
〻
之
思
召
に
而
支
配
町
ゟ
御
相
談
之
廉
に
者
決
而
無
レ

之
。
是
は
昨

年
右
方
格
に
而
熟
談
相
調
候
儀
銘
〻
共
承
り
お
よ
ひ
候
に
付
、
乍
レ

序
御
披
露
申
上
置
候
。
右
余
内
銀

一
条
之
儀
は
御
方
格
銀
に
而
可
レ

然
御
相
談
御
取
極
可
レ

被
二

成
下
一

候 

一
當
年
御
宿
御
勤
被
レ

下
候
に
付
而
者
、
支
配
町
并
に
差
添
町
両
人
御
方
格
之
内
、
御
宿
割
様
御
宿
之
手
近

に
而
借
屋
か
り
請
出
張
御
用
向
相
勤
候
得
共
、
御
方
格
之
義
者
銘
〻
共
召
連
候
人
足
は
不
案
内
之
儀
故
、

御
見
分
御
案
内
其
外
借
人
足
衆
両
人
御
方
格
之
内
ゟ
御
差
出
被
レ

下
、
銘
〻
共
出
張
候
支
配
所
へ
御
用
中

詰
切
候
様
、
仕
度
尤
人
足
衆
支
度
等
之
義
者
獨
弁
之
積
御
相
談
之
上
早
〻
御
取
極
被
レ

下
度
候 

 

但
人
足
衆
は
當
八
月
朔
日
比
ゟ
入
用
に
御
座
候
。
此
段
御
承
知
之
上
早
〻
御
極
置
可
レ

被
レ

下
候
。

尤
此
儀
昨
年
も
同
様
之
事 

一
御
宿
割
様
御
用
中
支
配
町
差
添
町
銘
〻
共
、
御
方
格
支
配
所
へ
出
張
中
召
連
候
人
足
之
も
の
迄
も
支
度
、

其
外
諸
雑
費
者
上
町
に
而
相
賄
ひ
可
レ

申
候
得
共
、
御
宿
割
様
御
逗
留
中
支
配
所
へ
出
張
候
儀
は
、
都
而

御
相
組
殿
様
方
之
御
用
向
を
、
右
支
配
所
に
而
相
勤
候
に
付
而
は
、
右
等
之
諸
入
用
は
御
宿
町
〻
江
乍
□

可
二

相
掛
一

候
訳
を
以
、
則
昨
年
は
御
相
組
殿
様
方
之
御
用
向
一
件
丈
ケ
之
入
用
者
、
右
方
格
へ
相
掛
ケ

取
集
候
得
共
、
當
年
之
儀
は
右
一
件
入
用
其
余
出
張
中
諸
雑
費
支
配
所
入
用
に
至
迄
、
不
レ

残
上
町
に
而

相
賄
御
方
格
江
は
御
宿
割
方
一
件
諸
入
用
相
掛
ケ
不
レ

申
間
此
段
、
御
承
知
置
可
レ

被
レ

下
候
。
乍
レ

併
舟

場
組
と
は
違
ひ
上
町
組
之
分
は
御
宿
町
〻
不
レ

残
及
二

焼
失
一

、
例
年
御
宿
割
御
案
内
仕
来
り
支
配
町
も
、

御
方
格
へ
出
張
御
用
向
相
勤
候
に
付
而
は
、
餘
時
に
諸
雑
費
等
も
相
掛
り
可
レ

申
。
船
場
組
は
御
宿
町
〻

之
内
類
焼
致
候
不
足
丈
ケ
相
増
に
相
成
、
支
配
町
も
是
迄
通
り
高
麗
橋
筋
に
而
御
宿
割
様
御
宿
相
勤
候
。

左
候
は
ゝ
振
合
等
も
替
り
不
レ

申
候
得
共
、
何
分
上
町
之
儀
は
不
レ

残
出
宿
に
相
成
、
支
配
町
も
出
張
候

義
に
付
、
船
場
組
と
は
少
〻
振
合
も
相
替
り
可
レ

申
候
。
此
儀
は
御
心
得
迄
に
申
上
置
候
。
宜
御
承
知
置

可
レ

被
二

成
下
一

候
。
以
上 

戌
七
月 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
町
御
宿
割
支
配
町 
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嶋
町
壱
丁
目 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

作
蔵 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

同 

弐
丁
目 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

可
助 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

内
両
替
町 

専
蔵 
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翻
刻
『
癸
丑
詠
草 

丙
辰
詠
艸
』 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 

大
阪
府
立
中
央
図
書
館 

 

佐
藤 

敏
江 

は
じ
め
に 

底
本
は
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
蔵
（
甲
和
一
三
一
七
）
、
加
納
諸
平
自
筆 

一
冊
（
三
五
．
五×

二
五
．

五
ｃ
ｍ
）
表
紙
表
裏
各
一
、
本
文
三
一
丁
（
内
白
紙
一
丁
） 

 

本
書
は
江
戸
時
代
の
歌
人
、
国
学
者
と
し
て
知
ら
れ
る
加
納
諸
平
の
自
筆
本
。
書
名
に
「
癸
丑
詠
草 

丙

辰
詠
艸
」
と
あ
る
様
に
、
嘉
永
六
年
（
癸
丑
）
と
安
政
三
年
（
丙
辰
）
の
詠
草
を
記
し
た
も
の
で
、
こ
の

内
八
十
五
首
、
一
題
、
四
詞
が
き
が
、「
柿
園
詠
草
拾
遺
」（
明
治
十
八
年
刊
行
）
に
収
載
さ
れ
て
い
る
。 

加
納
諸
平
（
文
化
三
～
安
政
四
）
、
通
称
は
小
太
郎
、
兵
部
、
杏
仙
、
号
は
柿
園
。
夏
目
甕
磨
の
長
男
、

文
政
六
年
藩
医
加
納
伊
竹
の
養
子
と
な
る
。
句
読
を
中
山
美
石
に
、
国
学
を
本
居
大
平
に
学
ぶ
。
安
政
三

年
紀
州
藩
国
学
所
総
裁
と
な
り
、
石
川
依
平
、
近
藤
芳
樹
と
共
に
「
二
平
一
樹
」
と
称
せ
ら
れ
た
。
柿
園

派
を
率
い
、
門
下
に
は
伴
林
光
平
、
飯
田
年
平
、
海
上
胤
平
等
が
い
る
。
著
作
物
に
は
、
「
類
題
鰒
玉
集
」

（
編
集
）、「
秋
風
集
」「
柿
園
集
」「
別
本
柿
園
集
」「
柿
園
詠
草
」「
諸
平
翁
詠
草
」
等
の
歌
集
の
他
、「
柿

園
考
説
」、「
柿
の
落
葉
」
等
が
あ
る
。 

 

凡
例 

底
本
に
忠
実
を
旨
と
し
旧
漢
字
は
そ
の
ま
ま
表
示
し
た
。 

異
体
字
は
通
行
の
字
体
に
改
め
た 

判
読
出
来
な
い
文
字
は
□
で
、
確
定
で
き
な
い
文
字
に
つ
い
て
は
（
ヵ
）
を
付
し
て
表
示
し
た 

訂
正
の
部
分
は
取
り
消
し
線
を
引
き
、
加
筆
部
分
は
青
字
で
表
示
し
た 

柿
園
詠
草
拾
遺
に
収
載
さ
れ
て
い
る
和
歌
は
★
印
を
付
し
て
表
示
し
た 
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癸
丑
詠
草 

年
の
は
じ
め
に 

萬
代
も
む
す
は
ま
は
ほ
し
き
若
水
午
か
め
の
柳
に
さ
し
そ
そ
へ
つ
る 

け
さ
〻
ふ
み
う
り
の
か
た 

鶯
の
よ
ふ
聲
す
な
り
春
か
す
み
な
ま
め
き
た
て
る
か
な
た
こ
な
た
に 

少
年
行 

み
か
月
は
た
か
つ
ま
くク

し
そ
う
た
な
び
く
柳
か
門
の
春
の
夕
く
れ 

 

立
春 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の 

生
も
し
か
木
門
こ
そ
よ
け
れ
待
乳
山
か
す
み
に
ほ
ひ
て
春
そ
入
た
つ 

妻
む
か
へ
た
る
人
の
よ
ろ
こ
ひ
の
歌
と
て 

出
雲
人
冨
永
芳
久
か
こ
ひ
け
れ
は 

よ
み
て
遣
し
け
る 

あ
け
く
れ
に
む
つ
まマ

し
み
し
て
な
か
らラ

へ
よ
さ
て
な
ん
千
代
も
神
の
し
る
へ
く 

 
 
 

 

世
を
の
か
れ
給
ひ
て
注
①
★
に
し
の
濱
殿
に
お
は
し
ま
し
け
る 

大
殿
の
君
か
く
れ
さ
せ
給
ひ
ぬ
れ
ば
門
さ
し
て
こ
も
り
侍
り
つ
つ 

か
し
こ
け
れ
と
、
こ
し
方
の
事
と
も
お
も
ひ
出
ら
れ
て
か
な
し
ひ
侍
り
け
る
中
に
、
今
は
十
と
せ
の

を
ち
つ
か
た
西
山
主
こ
と
ゝ
り
て
、
國
の
名
所
な
と
を
、
さ
と
ひ
た
る
事
と
も
ゝ
と
り
ま
し
へ
て
書

つ
へ
く
仰
こ
と
有
け
る
。
郷
（
ヵ
）
に
那
智
の
た
き
の
か
た
は
い
か
さ
ま
に
か
う
つ
す
ら
む
。
は
や
う

み
つ
か
ら
繪
か
け
る
も
あ
る
を
、
し
か

〱
な
と
御
も
と
人
に
仰
せ
ら
れ
け
る
こ
と
ゝ
も
い
ひ
つ
た 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ふ
せ 

へ
ら
れ
け
れ
ば
、
お
も
ほ
し
給
ふ
ら
ん
ま
ゝ
に
と
い
そ
し
み
侍
り
け
る
を
、
し
ば
し
病
に
こ
も
れ
る

ほ
と
、
い
か
な
る
よ
し
に
か
有
け
ん
。
そ
の
書
つ
く
る
こ
と
と
た
え
て
、
か
の
翁
も
去
年
み
ま
か
ら

れ
し
か
ば
、
さ
し
も
お
も
ほ
し
け
ん
御
心
も
い
た
ず
ら
に
な
り
侍
ら
ん
こ
と
ゝ
か
へ
す

〱
世
の
あ

ち
き
な
き
こ
と
を
な
け
き
侍
り
て 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

★
年
月
も
い
と
ゝ
雲
井
に
へ
た
ゝ
れ
る
た
き
の
ひ
ゝ
き
よ
い
つ
か
き
か
ま
し 

初
子
の
ま
つ
引
て
よ
へ
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の 

引
残
す
野
邊
の
こ
ま
つ
は
妹
と
わ
か
中
の
ね
の
ひ
に
手
す
さ
ひ
に
せ
ん 

旅
宿 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

し
傳
て 
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注
②
★
太
刀
の
緒
を
ゝ
し
か
の
角
に
と
り
し
た
て
ゝ
か
り
寝
や
せ
ま
し
萩
原
の
さ
と 

 
 

★
濱
木
綿
屋
に
て
例
の
円
位
上
人
の
影
前
會
す
と
て
歌
す
ゝ
め
け
る 

ま
う
け
題 

餘
寒 

 

か
す
み
て
も
見
え
ま
し
も
の
を
み
よ
し
野
の
あ
ら
し
の
奥
に
雪
そ
う
も
れ
る 

下
も
え
む
わ
か
菜
つ
み
に
と
さ
そ
ひ
て
も
か
た
瀬
に
野
邊
の
ふ
ゝ
き
を
そ
お
も
ふ 

野
を
寒
み
若
菜
摘
子
か
袖
に
た
に
立
も
と
ま
ら
ぬ
春
か
す
み
か
な 

梅
か
ゝ
も
と
す
れ
は
消
て
も
の
そ
お
も
ふ
閨
の
ひ
ま
も
る
は
る
の
あ
ら
し
に 

 
 

閨
も
る
ゝ
梅
か
ゝ
寒
み
つ
ま
琴
の
春
の
し
ら
ヘ
そ
か
へ
り
聲
な
る 

 

★
袖
す
く
る
こ
ち
の
か
へ
し
に
梅
か
ゝ
も
お
の
か
垣
ね
の
や
つ
れ
を
や
と
ふ 

膝
か
く
る
み
と
り
の
い
と
も
と
た
へ
し
て
柳
に
つ
ら
き
夕
か
せ
そ
ふ
く 

人
け
な
き
わ
か
山
科
の
袖
く
ら
め
さ
り
と
て
は
る
そ
か
ぜ
な
あ
ら
し
そ 

ま
た
し
ら
ぬ
あ
ら
し
も
う
た
て
春
さ
れ
は
霞
に
な
び
く
人
の
こ
ゝ
ろ
を 

花
遠
き
嵐
の
窗
の
篠
す
た
れ
さ
ら
に
や
春
を
へ
た
て
は
つ
ら
ん 

さ
え
か
へ
る
は
る
の
夜
床
の
ひ
と
り
寝
に
花
ま
つ
は
か
り
久
し
き
は
な
し 

春
寒
み
空
ゆ
く
た
づ
の
朝
影
も
雲
に
み
た
れ
て
あ
わ
雪
そ
降 

（
欄
外 

板
本
鴈
も
） 

注
③
★
ゆ
く
と
み
し
き
の
ふ
の
鴈
の
立
か
へ
り
お
つ
る
田
面
に
沫
ゆ
き
そ
ふ
る 

 

啼
て
た
つ
か
り
の
涙
や
こ
ほ
る
ら
ん
は
る
の
日
か
け
も
う
す
雪
の
そ
ら 

う
く
ひ
す
の
た
よ
り
の
竹
の
か
き
ほ
と
も
し
ら
で
音
な
ふ
春
の
あ
ら
し
か 

今
さ
ら
に
吹
な
す
よ
り
そ
春
の
か
せ
花
な
き
里
と
な
れ
も
こ
そ
あ
れ 

花
を
と
ふ
心
も
し
ら
で
鹿
杖
の
瓢
に
ふ
る
ゝ
山
お
ろ
し
か
な 
 

み
よ
し
野
の
山
し
た
風
に
さ
〻
か
へ
り
雪
も
ふ
り
に
し
跡
を
こ
そ
と
へ 

二
月
十
五
日
の
夕
つ
か
た
、
一
門
に
そ
ゝ
の
か
さ
れ
て
、
河
北
な
る
梅
下
の
斎
殿
に
も
の
し
て
二
日

三
日
こ
も
り
ゐ
て
よ
め
る
う
た
の
中
に 

月
は
ま
た
春
と
も
し
ら
ず
火
た
き
屋
の
け
ふ
り
を
は
ら
ふ
梅
の
あ
ら
し
に 

た
き
さ
し
て
む
か
ふ
外
山
の
松
の
葉
に
ま
た
影
さ
む
き
月
そ
か
ゝ
れ
る 

有
明
の
月
影
寒
き
手
枕
に
わ
か
れ
し
鴈
の
こ
こ
ろ
乎
そ
思
ふ 

★
あ
け
ゆ
き
は
枕
わ
か
る
ゝ
浪
の
お
と
に
う
み
へ
の
宿
そ
朝
い
せ
ら
る
ゝ 

明
ぬ
と
て
き
ゝ
す
は
な
け
と
礒
山
の
ま
つ
に
ね
ふ
れ
る
浪
の
音
か
な 

内
□
□
つ
き
ゝ
す
の
聲
に
お
も
ひ
寝
の
夢
路
の
花
は
の
こ
し
や
り
け
り 

御
室
つ
く
山
彦
な
ら
し
や
ひ
ゝ
て
の
お
と
に
こ
た
ふ
る
朝
鳥
の
こ
ゑ 

こ
の
歌
は
し
な
へ
と
い
ふ
と
も
の
聲
を
き
ゝ
て
よ
め
る 
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と
り
か
音
を
ま
か
き
に
し
め
て
花
ま
て
ば
霞
さ
へ
こ
そ
立
と
ま
り
け
れ 

風
た
ち
て
野
辺
の
き
ゝ
す
の
聲
も
せ
ず
春
の
あ
り
か
や
い
つ
こ
な
る
ら
む 

身
を
な
け
く
い
の
り
と
人
に
い
ひ
な
し
て
神
か
き
こ
も
り
花
は
ま
□
ま
し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

音
か
な 

注
④
★
春
の
夜
の
あ
く
ら
の
海
人
の
袖
よ
り
も
ま
と
ほ
に
な
れ
る
浪
の
ひ
ゝ
き
か 

里
の
子
か
む
す
ひ
捨
た
る
若
艸
の
末
野
の
き
ゝ
す
あ
り
か
し
ら
る
れ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

竹 

一
む
ら
の
け
ふ
り
そ
ふ
か
く
成
に
け
り
春
の
あ
ら
し
や
吹
た
ゆ
み
け
め 

 
 

ゆ
け
ば
数
こ
そ
そ
ふ
れ 

更
て
こ
そ
数
を
そ
へ
け
れ
う
ち
よ
す
る
波
の
つ
ゝ
み
は
と
き
も
わ
か
ね
抒 

★
ね
さ
め
す
は
有
明
か
た
の
う
す
雲
を
外
山
の
ま
つ
に
か
け
て
見
ま
し
や 

十
八
日
の
夕
つ
か
た
注
⑤
★
か
へ
り
け
る
に
、
江
戸
に
お
は
し
ま
し
て
観
如
院
と
き
こ
え
し
君
う
せ
給 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の
御 

ひ
ぬ
と
て
、
御
な
き
か
ら
を
む
か
へ
に
人
〻
出
た
つ
よ
し
き
ゝ
て 

★
か
り
そ
め
の
お
も
ひ
の
家
も
す
て
か
ね
て
か
へ
れ
は
出
る
人
そ
か
な
し
き 

難
波
ち
か
き
玉
造
人
佐
々
木
春
夫
か
父
二
月
の
十
日
は
か
り
み
ま
か
り
ぬ
と
き
ゝ
て
、
彼
岸
桜
を
一

ふ
さ
お
し
た
る
紙
に
か
く
か
き
て
遣
し
け
る 

 

か
の
岸
の
花
も
に
ほ
へ
る
き
さ
ら
き
と
お
も
ひ
な
し
て
も
を
し
き
別
か 

難
波
人
蒹
田
鶴
雄
か
七
十
賀
に
安
氐
の
橘
百
顆
を
お
く
る
と
て 

 
 
 
 
 
 
 

は 
 
 
 

 

ま
た
き
よ
り 

 

ぬ 

お
も
ふ 

 
 
 

を 
 

百
歳
に
三
十
た
ら
し
と
な
け
く
ら
む
か
す
は
か
く
こ
そ
み
て
ま
ほ
し
け
れ 

水
郷
春
望 

 

二
月
兼
題 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

月 

す
み
た
川
の
ほ
る
夜
湖
の
た
ゆ
た
ひ
に
花
の
香
か
な
ら
風
そ
し
ゝ
め
る 

さ
波
よ
る
よ
し
野
の
岸
の
朽
柳
こ
ゝ
ろ
つ
よ
く
も
は
る
か
ぜ
そ
ふ
く 

注
⑥
若
菜
あ
ら
ふ
木
の
川
よ
と
の
竹
い
か
た
い
か
に
か
さ
ね
し
春
の
み
と
り
そ 

湖
上
雲 

 

当
座 

人
も
し
か
駒
は
と
め
し
を
見
る
め
な
き
浦
と
や
雲
の
立
か
へ
す
ら
む 

山
姥
や
雲
の
は
て
に
て
つ
ゝ
む
ら
む
筥
根
の
う
み
に
し
ず
く
白
玉 
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若
林
徳
一
も
の
ま
な
ひ
に
と
て
、
都
へ
の
ほ
る
に
二
月
の
末
つ
か
た 

都
こ
そ
花
は
に
ほ
と
来
不
み
ゝ
ん
の
ひ
と
そ
心
を
あ
た
に
ち
ら
す
な 

野
遊 

か
へ
ら
め
や
か
た
し
く
袖
の
下
艸
に
す
み
れ
も
ま
し
る
野
邊
の
う
た
ゝ
ね 

木
蓮
華 

夕
月
も
か
ゝ
る
梢
の
は
な
は
ち
す
水
な
き
そ
ら
に
た
れ
か
植
け
む 

故
郷 

遠
江
人 

長
坂
秋
名
か
六
十
賀
に
家
の
名
を
万
年
青
園
と
い
へ
は 

し
け
り
そ
ふ
園
の
お
も
と
に
む
す
ふ
実
の
あ
か
ぬ
色
を
や
よ
ろ
つ
世
に
見
む 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出
し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

の
宗
祇
庵 

連
歌
師
宗
祇
か
三
百
五
十
年
忌
に
對
竹
憶
昔
と
い
ふ
題
を
お
こ
せ
て
、
正
（
ヵ
）
置
安
緒
か
田
邊
よ
り

こ
ひ
に
て
哥
會
す
と
て
善
水
か
も
と
よ
り
こ
ひ
お
こ
せ
け
れ
ば 

 

呉
竹
の
も
と
く
た
ち
た
る
あ
と
な
か
ら
さ
す
か
に
か
な
し
す
ゑ
の
し
ら
雪 

 

二
月
廿
六
日
の
夕
つ
か
た
遠
江
人
池
谷
某
を
い
さ
な
ひ
て
、
西
田
三
子
と
ゝ
も
に
名
艸
山
の
花
見
に

ま
か
り
て
よ
め
る 

お
な
し
く
は
花
の
も
と
に
と
さ
そ
ひ
来
て
春
日
の
か
げ
り
か
た
り
く
ら
し
つ 

山
さ
く
ら
夕
は
え
た
に
と
見
に
こ
し
を
い
ほ
り
し
つ
ゝ
そ
人
は
ま
ち
け
る 

此
歌
は
千
手
谷
に
わ
ら
ふ
き
の
庵
つ
く
る
を
見
て
よ
め
る
な
り 

★
夕
か
け
の
花
の
雫
は
そ
は
め
と
も
寺
井
の
ひ
さ
こ
と
る
人
も
な
し 

廿
九
日
美
孝
冨
義
こ
門
の
三
人
と
ゝ
も
に
三
葛
里
よ
り
山
つ
た
ひ
し
て
ふ
た
ゝ
び
名
艸
山
の
花
を
見

し
時
よ
め
る
歌
と
も 

う
ち
む
れ
て
こ
ゝ
ろ
は
ゆ
か
し
名
艸
山
あ
た
な
る
か
た
に
花
も
こ
そ
見
れ 

あ
と
も
な
き
臂と

じ

遠
（
を
）
り
□
の
草
と
れ
ば
花
そ
中
々
た
ゝ
に
見
え
け
る 

か
た
岡
の
く
ぬ
木
の
か
れ
葉
か
き
つ
め
て
こ
の
芽
煮
つ
ゝ
そ
花
は
見
て
ま
し 

わ
た
つ
み
の
夕
日
も
か
を
る
花
の
香
を
塩
く
む
袖
に
ひ
と
り
し
め
ゝ
や 

天
地
に
か
り
し
め
さ
し
て
花
見
れ
ば
浪
の
千
里
も
色
香
な
り
け
り 

青
雲
の
し
ら
け
し
花
の
山
さ
く
ら
さ
く
ら
は
さ
け
と
人
は
す
さ
め
ず 

★
か
せ
さ
そ
ふ
尾
上
の
雲
も
花
な
ら
し
ふ
も
と
の
杦
に
う
す
雪
そ
ふ
る 

★
一
枝
は
お
り
て
か
さ
ゝ
ん
鶯
の
と
か
む
る
聲
を
は
な
に
き
く
へ
く 
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鳥
な
か
ぬ
御
山
の
よ
ひ
に
咲
出
て
は
ら
る
ゝ
花
や
わ
び
し
か
る
ら
む 

注
⑦
★
坂
こ
え
て
い
つ
お
と
つ
れ
し
山
風
に
さ
く
ら
か
も
と
の
雪
の
う
は
ふ
き 

★
花
さ
ら
を
す
ゝ
く
か
け
ひ
の
み
な
か
み
や
鷲
の
高
嶺
に
と
く
る
し
ら
雪 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

嵐 

ま
け 

注
⑧ 

★
う
つ
り
ゆ
く
花
の
し
ゝ
ま
は
と
ゝ
ま
ら
て
霞
に
き
え
し
鐘
の
お
と
か
な 

花
の
枝
に
我
□
あ
り
□
□
□
さ
弓
弦
絶
□
つ
□
□
の
盛
な
ら
ね
ば 

よ
ふ
こ
と
り
よ
へ
は
人
来
と
鶯
の
い
と
ふ
山
路
は
は
な
も
見
は
て
す 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

な
れ 

呼
子
鳥
い
つ
の
春
よ
り
す
み
そ
め
て
音
つ
れ
そ
め
し
苔
の
下
水 

花
ふ
ゝ
く
あ
ら
し
の
底
に
あ
し
た
つ
の
き
の
ふ
か
立
し
わ
か
の
浦
見
ゆ 

時
つ
風
な
く
さ
の
山
に
咲
花
の
鐘
な
り
け
り
春
の
う
な
は
ら 

い
と
ま
あ
ら
ば
う
ち
出
て
見
よ
あ
ま
を
と
め
花
の
盛
に
浪
風
は
な
し 

 

お
ば
し
ま
の
も
と
あ
ら
の
桜
咲
し
よ
り
沖
ゆ
く
船
も
こ
の
ま
に
そ
よ
る 

箱
崎
に
風
は
を
さ
め
よ
名
艸
山
尾
上
の
は
な
の
ひ
も
解
に
け
り 

ゆ
く
水
に
花
こ
そ
見
え
す
あ
ら
し
山
あ
ら
し
な
か
ゝ
る
は
る
の
夕
し
ほ 

名
艸
山
都
を
遠
み
い
た
つ
ら
に
さ
け
ば
や
花
の
ま
た
き
散
ら
む 

人
な
ら
ば
こ
ん
世
の
春
は
咲
花
を
あ
く
ま
で
み
つ
の
船
き
ほ
ひ
せ
ん 

一
と
き
の
酔
そ
わ
か
世
の
み
つ
の
船
う
き
世
は
花
の
名
瀬
に
へ
た
て
ゝ 

は
る
し
ら
ぬ
我
身
を
つ
み
て
菜
艸
山
立
わ
つ
ら
へ
る
花
の
下
影 

名
草
山
お
も
へ
は
神
の
し
〻
ゆ
ふ
に
ゆ
ふ
へ
の
鐘
に
花
な
し
ら
し
そ 

★
な
く
さ
姫
お
り
け
ん
花
の
白
妙
を
い
つ
す
み
そ
め
の
袖
に
や
つ
し
ゝ 

黒
流
の
袖
に
も
な
び
く
菜
艸
姫
あ
た
な
る
花
の
種
は
ま
き
け
む 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

り
来 

山
さ
く
ら
ぬ
さ
と
み
ら
れ
し
春
を
経
て
神
の
縣
も
う
つ
ろ
ひ
に
け
り 

 

★
な
く
さ
山
ふ
も
と
の
里
も
お
ほ
ふ
ま
で
咲
け
む
花
の
か
け
そ
恋
し
き 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

そ
か
な
し
き 

注
⑨ 

★
お
ほ
ひ
け
ん
蔭
と
も
し
ら
で
里
人
の
た
き
ゝ
に
な
せ
る
花
も
あ
り
て
ふ 

ま
は
ら
な
る
か
け
か
な
し
き
山
寺
の
花
も
か
さ
し
は
の
か
れ
は
て
な
で 

わ
た
の
原
見
わ
た
す
か
き
り
花
な
ら
ば
浪
の
穂
わ
け
て
世
は
の
か
れ
ま
し 

は
る

〱
と
か
す
み
を
わ
た
る
い
つ
千
船
ま
ほ
に
な
ゝ
め
に
見
え
か
く
れ
け
り 
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沖
か
け
て
花
の
香
か
す
む
夕
波
に
う
か
へ
る
色
は
桜
鯛
か
も 

注
⑩ 

★
咲
花
の
雲
ゐ
に
か
す
む
大
船
は
う
な
ら
す
風
を
た
よ
り
と
も
な
し 

風
よ
ほ
ふ
雲
の
み
た
れ
かカ

さ
く
花
の
梢
の
そ
ら
に
た
て
る
し
ら
浪 

さ
く
花
に
か
さ
ね
て
し
ろ
き
八
重
浪
も
沖
に
へ
た
ゝ
る
夕
霞
か
な 

咲
散
て
花
よ
り
花
に
く
ら
ふ
れ
は
沖
の
し
ら
帆
は
数
な
か
り
け
り 

★
か
ね
う
て
ば
こ
ほ
る
ゝ
花
を
山
鳩
の
よ
そ
け
に
あ
さ
る
ふ
る
寺
の
庭 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

苔
の
上 

春
と
り
の
つ
い
は
む
種
は
墻
も
せ
に
風
の
ま
き
た
る
さ
く
ら
な
り
け
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

庭 

花
さ
か
り
雨
に
な
ら
し
に
山
ば
と
の
か
す
み
の
お
く
に
よ
し
こ
も
る
と
も 

 
 

（
付
箋
） 

花
の
木
は
み
と
り
さ
し
そ
ふ
春
雨
に
植
て
や
菊
の
秋
を
ま
た
ま
し 

注
⑪
★
し
ら
雲
の
な
ゝ
重
の
並
枝
七
か
へ
り
生
か
は
る
と
も
は
な
は
ふ
り
せ
し 

ゆ
く
へ
な
き
雲
と
見
つ
ゝ
も
な
か
ら
へ
て
そ
の
き
さ
ら
き
を
花
に
く
ら
し
つ 

水
き
よ
き 

は 

ひ
さ
〻
と
る
袖
ち
す
の
上
の
夕
し
め
り
後
の
よ
か
け
て
花
を
見
し
か
な 

夕
霞
か
さ
な
る 

 
 
 
 

ゐ
ま
て
わ
け
の
ぼ
ら
ま
し
月
夜
な
り
せ
ば 

□
□
な
□
□
く
れ
□
花
の
雲
間
よ
り
み
そ
か
に
月
の
も
れ
な
ま
し
か
ば 

山
寺
は
夕
く
れ
お
そ
し
と
ふ
人
の
坂
路
に
か
ゝ
る
花
の
し
ら
雪 

★
し
お
り
せ
ん
人
や
ま
つ
ら
ん
市
女
笠
つ
ほ
め
る
花
の
か
げ
に
か
く
れ
て 

★
雪
も
ま
た
ふ
る
郷
出
し
旅
人
の
袖
な
ぬ
ら
し
そ
は
な
の
ゆ
ふ
露 

里
の
子
か
は
な
ふ
み
に
け
し
う
ら
な
し
の
は
か
な
き
あ
と
に
夕
風
そ
ふ
く 

蔭
ふ
る
き
花
に
や
と
ら
む
わ
た
つ
み
の
浪
も
か
へ
ら
ぬ
は
る
の
ゆ
ふ
く
れ 

あ
す
は
ま
た
た
か
へ
る
雲
に
棹
さ
し
て
見
は
て
ぬ
岸
の
花
を
わ
け
ま
し 

か
へ
る
さ
に
、
美
孝
に
い
さ
な
は
れ
て
岩
崎
某
か
も
と
を
と
ふ
ら
ひ
け
る
に
、
を
り
し
も
ひ
ゝ
な
の

た
な
か
り
す
る
を
見
て 

さ
く
花
の
雲
ゐ
に
見
え
し
宿
と
へ
ば
う
ら
は
つ
か
し
き
袖
の
香
そ
す
る 

八
重
桜 

★
な
こ
り
な
く
さ
け
ば
み
た
れ
て
飛
蝶
の
袖
に
か
さ
な
る
八
重
桜
か
な 

鶯
聲
和
琴 

 
 
 

ま
と
ゐ
お
も
し
ろ 
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此
殿
の
ゝ
た
け
は
た
え
し
こ
と
か
み
に
は
つ
音
も
と
み
て
鶯
の
な
く 

春
雨 

青
柳
の
梢
の
雨
と
お
も
ひ
し
に
露
の
た
ま
ぬ
く
う
く
ひ
す
も
な
し 

山
里
の
つ
か
ひ
や
ま
た
む
春
雨
に
植
て
や
菊
に
秋
を
契
ら
む 

花
と
み
し
や
よ
ひ
の
雲
の
末
く
れ
て
あ
や
な
き
袖
に
雨
そ
か
ゝ
れ
る 

★
桜
戸
や
花
ち
る
雨
の
か
を
ら
す
は
お
と
つ
れ
絶
し
ゆ
き
の
玉
水 

★
は
れ
や
ら
ぬ
露
と
み
し
を
東
屋
の
ま
や
の
雫
の
音
た
つ
る
ま
で 

 

わ
き
て
よ
も
花
に
は
雨
の
音
た
て
じ
を
し
む
涙
や
み
た
れ
あ
ら
そ
ふ 

 
 

注
⑫ 

★
海
鼠
の
口
と
い
ひ
な
と
か
め
そ
も
し
ほ
艸
か
き
も
あ
つ
め
ぬ
う
ら
み
な
り
と
も 

山
濤
識
量 

★
の
ほ
り
た
ち
山
も
と
を
く
う
ち
渡
す
け
し
き
に
ゝ
た
る
す
か
た
と
そ
見
る 

毛
玠
公
方 

★
い
に
し
へ
の
お
も
か
け
に
こ
そ
な
ひ
き
け
れ
人
な
み
な
ら
で
な
ひ
く
玉
藻
の 

遠
盎
郤
生 

★
む
や
ひ
船
と
か
す
は
や
ま
し
よ
し
や
そ
の
い
か
り
の
綱
は
身
に
ま
と
ふ
と
も 

衛
瑾
撫
状 

★
玉
の
床
を
し
め
は
を
し
の
ふ
す
ま
も
て
あ
ら
し
よ
り
け
に
へ
た
て
ら
れ
つ
ゝ 

干
公
髙
門 

注
⑬ 

★
や
よ
翁
門
の
か
き
り
を
高
く
せ
よ
馬
も
車
も
引
い
れ
ぬ
へ
く 

曹
参
趣
装 

 

★
と
く
し
り
て
雲
ゐ
は
る
か
に
た
ち
出
る
心
の
駒
や
月
も
な
り
け
ん 

庶
女
振
風 

鄙
行
降
霜 

★
土
さ
け
て
日
は
て
り
な
か
ら
う
ち
と
け
ぬ
こ
そ
の
霜
と
も
む
す
ふ
う
ら
み
か 

范
冉
生
塵 

★
こ
し
き
に
は
塵
の
み
つ
み
て
い
ひ
し
ら
ぬ
名
こ
そ
う
き
世
に
立
ま
よ
ひ
け
れ 

晏
嬰
脱
粟 

★
し
ら
み
ゆ
く
よ
は
の
け
し
き
や
い
と
ふ
ら
む
き
ね
か
つ
ゝ
み
の
数
そ
す
く
な
き 

詰
汾
興
魏 

★
こ
と
な
ら
は
し
な
ぬ
薬
も
と
り
か
け
よ
天
つ
を
と
め
の
袖
な
ら
ば
そ
て 
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鼈
令
王
蜀 

 
 

★
か
れ
は
て
し
入
江
の
あ
や
め
ね
を
つ
き
て
国
も
せ
に
こ
そ
か
を
り
み
ち
け
れ 

不
疑
誣
金 

★
し
ひ
柴
に
さ
か
す
る
花
よ
後
瀬
山
の
ち
こ
そ
し
ら
め
実
な
し
こ
と
ゝ
は 

卞
和
泣
玉 

★
神
無
月
わ
か
誠
よ
り
し
く
れ
つ
ゝ
も
み
ち
に
そ
め
る
袖
の
し
ら
玉 

檀
郷
沐
猴 

★
う
は
へ
な
き
酔
の
す
さ
ひ
の
舞
を
し
も
鼻
か
き
猿
は
も
の
と
か
め
せ
り 

謝
尚
鴝
鵒 

 

★
聲
そ
へ
て
又
た
ち
な
ら
ふ
人
も
な
き
と
り
の
舞
こ
そ
花
と
見
え
け
れ 

太
初
日
月 

★
處
せ
き
山
ふ
と
こ
ろ
は
出
な
か
ら
月
日
の
か
け
の
猶
く
も
り
つ
ゝ 

季
野
陽
秋 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

め 

注
⑭
★
そ
れ
と
な
く
う
つ
れ
は
か
は
る
一
と
せ
を
こ
ゝ
ろ
の
色
に
し
け
て
け
る
か
な 

 

欄
外 

藤
裏
葉 

廿
六
オ 

紫
の
雲
に
ま
か
へ
る
菊
の
花
に
こ
り
な
き
よ
の
星
か
と
そ
見
る 

河
海
に
草
雲
寿
星
ノ
心
也 

寿
星
は
徳
星
ト
モ
イ
フ
師
功
王
代
明
時
嘉
瑞
欤 

 

荀
陳
徳
星 

注
⑮
★
い
ひ
し
ら
ぬ
玉
の
む
ら
菊
空
か
け
て
か
お
る
か
星
の
数
そ
か
さ
な
る 

李
郭
仙
舟 

注
⑯
★
玉
ま
き
の
真
か
い
は
人
の
し
ら
ね
と
も
か
へ
る
舟
路
に
光
さ
し
つ
ゝ 

王
忙
綉
被 

★
吹
す
さ
ふ
風
に
た
く
ひ
て
人
し
れ
ぬ
め
く
み
を
か
へ
す
錦
な
る
ら
ん 

張
氏
銅
鈎 

注
⑰
福
艸
と
ひ
は
り
は
も
た
で
家
鳩
の
翅
に
か
け
し
か
き
わ
ら
ひ
か
な 

丁
公
遽
戮 
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★
ま
め
な
ら
ぬ
心
と
し
ら
て
ゆ
る
し
つ
る
な
さ
け
は
臣
の
あ
た
に
こ
そ
あ
れ 

雍
歯
先
侯 

 
 

注
⑱
★
を
り
と
ら
む
花
と
お
ほ
へ
る
袖
に
こ
そ
人
の
こ
こ
ろ
も
う
ち
な
ひ
き
け
れ 

陳
雷
膠
漆 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

は 

★
も
ろ
と
も
に
う
れ
は
う
る
し
の
つ
や
よ
り
も
ま
し
て
似
か
い
す
心
な
り
き
や 

范
張
雞
黍 

 

注
⑲
★
ま
ち
酒
の
か
へ
は
さ
た
か
に
し
ら
れ
ね
と
誠
の
あ
と
そ
今
も
く
ま
る
ゝ 

注
⑳
周
猿
山
嶷 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

は
ふ 

★
天
そ
ゝ
り
目
に
た
ち
山
し
高
け
れ
は
つ
な
は
は
ふ
と
も
よ
す
へ
く
も
な
し 

會
稽
霞
擧 

★
さ
し
の
ほ
る
朝
日
の
影
の
う
ら

〱
と
霞
わ
た
れ
る
天
の
は
し
た
て 

季
布
一
諾 

 

 
 
 
 
 
 

つ
郁
子 

注
㉑
★
君
か
も
る
う
へ
の
実
ひ
と
つ
得
ま
し
か
は
も
ゝ
の
こ
か
ね
も
を
し
ま
さ
ら
ま
し 

注
㉒
阮
瞻
三
結 

★
幽
こ
と
は
よ
そ
に
へ
た
て
ゝ
う
つ
し
世
を
ひ
と
り
か
た
め
し
三
の
関
守 

郭
文
遊
山 

★
さ
わ
ら
ひ
の
を
り
な
ら
ね
と
も
岩
そ
ゝ
く
た
る
み
の
上
に
心
す
ま
し
つ 

袁
宏
泊
渚 

注
㉓
★
月
よ
り
も
さ
や
け
き
聲
を
し
ら
れ
す
を
高
き
扇
の
風
は
あ
ふ
か
め
や 

黄
琬
對
日 

★
日
の
あ
ま
り
月
の
は
し
め
の
た
と
へ
こ
そ
老
も
か
く
る
ゝ
は
え
に
は
有
け
れ 

秦
宓
論
夫 

★
大
空
に
氏
も
有
て
ふ
も
の
さ
た
め
神
は
朝
日
の
ゑ
み
て
き
く
ら
し 

孟
軻
養
素 

 
 
 
 
 
 
 

こ
そ 

★
ひ
こ
は
え
も
花
は
さ
か
め
も
と
あ
ら
の
萩
の
ふ
る
根
に
水
そ
ゝ
か
ま
し 

注
㉔
楊
雄
草
去 
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★
底
深
き
池
の
こ
ゝ
ろ
は
く
み
も
見
て
は
け
し
く
人
の
い
ひ
は
な
つ
め
る 

向
秀
聞
笛 

★
を
り
し
も
あ
れ
垣
よ
り
も
る
る
笛
の
音
に
へ
た
て
ぬ
中
の
む
か
し
を
そ
お
も
ふ 

伯
牙
絶
絃 

★
わ
た
り
川
ま
さ
り
て
人
の
か
へ
り
こ
は
緒
た
え
の
琴
を
つ
き
は
し
に
せ
む 

郭
槐
自
屈 

★
心
せ
む
た
か
き
す
も
ゝ
の
こ
の
も
と
に
か
う
ふ
り
た
ゝ
す
人
も
こ
そ
あ
れ 

南
康
猶
憐 

注
㉖
★
吹
た
ち
し
あ
ら
し
も
露
に
う
ち
し
め
る
す
も
ゝ
の
花
は
庭
に
ち
ら
さ
し 

魯
恭
馴
雉 

★
さ
の
つ
と
り
な
れ
ぬ
る
里
と
お
も
ひ
し
に
こ
も
ふ
さ
は
し
き
桑
の
も
と
か
な 

宋
均
去
獣 

★
お
し
よ
り
も
人
の
こ
こ
ろ
し
あ
ゆ
か
ね
ば
虎
は
鼡
の
あ
な
た
へ
そ
ゆ
く 

廣
客
蛇
影 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

つ
き 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

れ
て 

 

く 

注
㉖
★
た
お
や
め
の
心
う
こ
か
す
影
な
ら
ば
さ
こ
そ
ゑ
ま
し
く
う
き
は
と
ら
ま
し 

殷
師
牛
□ 

 
 
 
 

よ
は 

注
㉗
★
有
し
く
の
こ
た
へ
ま
う
し
の
あ
ら
そ
ひ
や
わ
か
耳
さ
へ
に
さ
や
き
の
み
し
て 

元
禮
模
楷 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

★
う
ら
め
し
き
風
た
え
し
よ
り
や
つ
ふ
さ
の
梅
の
ひ
と
ひ
ら
香
こ
そ

コ

ソ

み
ち
け
れ 

季
彦
領
袖 

★
二
葉
よ
り
な
ほ
く
見
ゆ
る
を
何
に
し
か
こ
の
て
か
し
は
と
お
も
ひ
く
た
し
ゝ 

魯
褒
銭
神 

注
㉘
★
さ
は
れ
し
も
い
は
ほ
と
な
さ
は
な
し
つ
へ
し
た
ゝ
あ
や
し
き
は
瀬
に
こ
そ
有
け
れ 

崔
烈
銅
臭 
 
 

注
㉙
★
ま
ひ
し
つ
ゝ
し
ひ
て
を
も
へ
る
花
な
れ
は
よ
に
そ
た
か
き
ほ
つ
枝
と
も
な
し 

梁
竦
廟
食 

★
み
ま
か
ら
ば
い
ず
へ
の
お
も
の
そ
な
ふ
へ
く
ま
す
ら
た
け
を
の
功
た
て
は
や 
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趙
温
雄
飛 

★
さ
ゝ
き
と
る
心
は
も
た
で
は
や
ふ
さ
の
は
く
ゝ
み
た
て
し
人
や
い
く
人 

枚
乖
蒲
輪 

注
㉚
★
老
ぬ
れ
は
蒲
生
の
わ
か
葉
や
は
ら
か
に
つ
ゝ
む
車
の
わ
れ
を
め
す
と
か 

遠
江
人
高
す 

 

ふ
し
の
山
の
中
つ
に
雲
龍
の
ほ
れ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

マ
ミ
（
ヵ
）
入
ヘ
シ 

ふ
し
の
ね
の
雪
の
し
ら
玉
ま
き
と
ほ
り
か
け
る
か
龍
の
雲
も
て
る
ま
で 

鯉
の
か
た 

お
も
ひ
た
つ
門
も
し
ば
し
は
た
ゆ
た
ひ
て
な
び
く
玉
藻
に
心
よ
す
ら
む 

七
賢
人も
の
か
た 

竹
の
葉
の
露
ふ
く
風
の
そ
よ
さ
ゝ
に
み
た
り
か
は
し
き
世
を
は
し
の
は
し 

長
歌
に
次 

 
 
 
 

 
 

藤 

山
里
は
藤
の
盛
に
成
に
け
り
松
よ
り
ま
つ
の
波
の
う
き
は
し 

 
 
 
 

そ
の
は
つ
尾
に
と
り
ま
け
て
見
は
や
と
お
も
ふ 

山
鳥
の
尾
ひ
の
ま
つ
に
か
ゝ
ら
す
ば
な
か
ゝ
ら
ま
し
や
藤
の
花
ふ
さ 

 
 
 
 
 
 
 
 

の
か
ゝ
み
に
も
み
つ
し
て
見
は
や
し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

か
け
て
や
見
ま
し 

乞
巧
奠 

天
川
浪
や
よ
す
ら
む
を
と
め
こ
か
ね
か
ひ
の
原
に
有
風
そ
ふ
く 

盆
躍
の
う
た 

を
す
ゝ
き
の
ま
ね
く
と
あ
れ
ど
女
郎
花
な
ひ
く
か
ほ
の
か
け
に
に
ほ
ひ
て 

□
り

〱
共
い
ふ
も
の
ゝ
う
た 

 
 
 
 

も 

み
と
り
こ
の
心
ひ
く
ら
む
高
砂
の
松
の
ち
と
せ
の
春
の
す
さ
び
に 

め
の
わ
ら
は
文
箱
さ
し
出
た
る 

朝
か
ほ
の
心
も
と
な
き
露
よ
り
も
夕
か
け
い
そ
く
待
つ
む
し
の
聲 

 

此
歌
朝
ほ
ら
け
の
雰
立
た
る
に
は
ひ
ん
の
少
し
ふ
へ
た
み
た
れ
は
鴈
帽
子
お
し
入
た
る
さ
ま
も
し

と
け
な
く
見
ゆ
る
か
朝
顔
の
露
お
ち
ぬ
さ
き
に
文
か
ゝ
む
と
花
の
影
も
心
も
と
な
き
麻
生
の
下
艸
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な
と
く
ち
す
さ
ひ
て
我
か
た
へ
ゆ
く
に
と
見
え
た
る
を
品
定
の
お
の
か
し
ゝ
ま
ち
顔
ち
（
ヵ
）
ら
ん

夕
く
れ
な
と
の
こ
そ
見
所
は
あ
ら
め 

と
い
へ
る
詞
な
と
に
お
も
ひ
よ
せ
た
る
也 

七
月
十
六
夜
一
門
と
木
川
原
に
こ
も
し
き
て
酒
の
む 

さ
や
か
な
る
月
の
光
に
た
ち
か
緒
の
む
す
ほ
ゝ
れ
た
る
心
と
け
に
き 

八
月
十
四
夜
熊
野
の
神
司
た
ち
の
旅
や
と
り
に
て
月
を
見
て
か
へ
る
さ 

田
布
の
道
に
う
か
れ
出
る

に
た
り
穂
の
露
い
と
し
ず
け
く
井
堰
の
水
音
さ
や
か
に
聞
え
け
れ
ば 

あ
ら
う
穂
の
露
の
光
し
あ
ま
れ
は
や
水
の
ひ
ゝ
き
の
月
に
す
む
ら
ん 

い
と
更
わ
た
る
ま
ゝ
に
雲
む
ら
た
ち
て
雨
ふ
る 

お
ろ
か
な
る
心
の
お
く
の
雲
な
れ
や
見
は
て
ぬ
月
に
雨
そ
ゝ
く
な
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

十
五
日
、
顕
家
の
正
二
位
の
君
の
か
ゝ
せ
給
へ
る
懐
紙
の
表
補
な
れ
る
を
、
壁
に
と
り
か
け
て
濱
木 

 
 
 
 

の
あ
ろ
し 

綿
屋
に
て
茶
す
ゝ
め
つ
ゝ
そ
の
御
世
の
あ
は
れ
な
り
し
事
と
も
か
た
ら
ひ
を
り
は
や
う
南
お
も
て
の

笹
生
に
は
な
ち
た
る
鈴
む
し
秋
毎
に
聲
さ
は
や
か
な
る
を
こ
よ
ひ
の
月
と
聞
せ
は
や
佐
保
川
の
か
は

つ
な
ら
ね
と
か
へ
し
て
は
く
ち
を
し
か
り
な
む
と
て
は
し
近
く
と
も
な
ふ
に
月
も
出
ぬ
塵
は
か
り
の

く
ま
な
く
年
比
い
と
め
ず
ら
か
な
る
光
な
り
け
れ
ば
た
ゝ
に
し
も
え
あ
ら
で
人
ま
ね
に
ひ
ね
り
出
た

る
う
た 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

の
上
に
ま
な
く
こ
ほ
る
ゝ 

て
る
月
の
色
玉
笹
の
露
し
け
み
さ
や
か
に
ゆ
ら
く
む
し
の
聲
か
な 

む
ら
雲
も
を
さ
ま
れ
る
夜
の
月
な
か
ら
安
詰
野
の
露
に
影
や
つ
す
ら
む 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

雨 

★
更
ぬ
め
り
月
も
し
た
ゝ
る
桐
の
葉
の
露
に
と
た
え
し
窻
の
秋
か
せ 

深
夜
初
鴈 

み
た
や
も
り
き
ゝ
つ
や
い
か
に
神
な
び
の
山
こ
す
鴈
の
さ
夜
の
初
聲 

 
 

注
㉛
加
納
清
雄
と
ゝ
も
に
今
の
家
の
遠
祖
の
ゆ
か
り
あ
る
加
納
村
に
も
の
す
へ
く
契
お
き
け
る
を
七

月
の
末
つ
か
た 

身
ま
か
り
け
れ
は
そ
の
日
墓
に
ま
う
て
ゝ 

★
く
れ
ぬ
ま
の
け
ふ
し
も
ひ
と
り
な
け
か
め
や
あ
す
の
契
を
た
か
へ
さ
り
せ
ば 

擣
衣 

琴
の
浦
の 

名
も
か
よ
へ
と
や 

海
人
衣 

つ
ま
ゝ
つ
風
に 

ひ
と
り
う
つ
ら
ん 

よ
こ
も
り
に
出
く
る
月
の
し
ろ
妙
を
か
さ
ね
て
う
つ
も
あ
さ
ま
し
の
身
や 
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あ
は
れ
よ
そ
う
み
麻
の
は
て
と
人
や
き
く
賎
は
た
衣
う
ち
た
ゆ
ま
ゝ
し 

夢
ま
よ
ふ
身
を
こ
そ
か
こ
て
か
ら
衣
う
ち
あ
か
す
ら
ん
秋
の
長
夜
に 

将
門
か
石
井
堂
の
古
瓦
を
硯
に
し
て
人
の
歌
こ
ひ
け
れ
は 

こ
れ
を
た
に
硯
と
な
し
て
な
り
か
ふ
ら
い
ま
も
た
ゝ
し
き
筆
は
た
て
ま
し 

将
門
記
な
と
に
神
鏑
に
あ
た
り
て
う
せ
し
事
見
た
れ
は
か
く
よ
め
る
な
り 

十
月
廿
六
日
、
鳴
瀧
の
も
み
ち
見
に
と
て
一
門
一
胤
の
そ
ゝ
の
か
し
け
れ
は
、
久
道
三
子
弘
白
と
ゝ

も
に
正
昭
を
も
い
さ
な
ひ
て
、
道
す
か
ら
歌
か
た
り
つ
ゝ
ゆ
く
。
寺
に
て
酒
か
た
む
る
ほ
と
に
和
夫

お
ひ
来
た
れ
り 

み
な
れ
棹
な
れ
し
筏
を
吹
よ
せ
て
よ
こ
さ
ま
に
の
み
す
さ
ふ
あ
ら
し
か 

こ
れ
や
こ
の
襲
つ
矦
□
弓
い
ゝ
□
し
の
ま
と
ふ
杣
木
の
風
に
た
わ
め
る 

雲
ま
よ
ふ
小
岫
の
あ
ら
し
吹
た
ち
て
し
く
れ
を
ま
ね
く
む
ら
す
ゝ
き
か
な 

も
み
ち
て
る
山
里
と
へ
は
ふ
る
お
（
ヵ
）
き
の
日
な
た
ほ
こ
り

ホ

コ

リ

の
ひ
ち
枕
せ
り 

雲
う
す
き
外
山
の
た
な
田
年
を
な
み
く
た
つ
夕
日
の
か
け
さ
へ
に
う
き 

此
歌
は
古
し
の
夏
て
り
つ
ゝ
き
て
山
田
な
と
は
た
の
み
す
く
な
か
り
け
れ
は
よ
め
る 

も
み
ち
葉
の
蔭
な
る
川
の
い
さ
り
水
あ
さ
く
は
秋
に
こ
ゝ
ろ
よ
せ
め
や 

木
に
は
か
く
色
そ
か
な
し
き
さ
を
し
か
の
聲
の
秋
に
そ
き
の
ふ
く
れ
し
か 

も
み
ち
葉
も
あ
は
れ
と
お
も
へ
大
か
た
の
う
つ
ろ
ふ
世
に
は
そ
め
ぬ
心
を 

 
 

丙
辰
詠
艸 

立
春 

 
 

春 

く
る
咲
に
咲
も
あ
ふ
か
な
玉
椿
い
つ
の
初
日
の
影
に
そ
め
け
ん 

天
の
し
た
な
び
く
霞
の
は
る

〱
と
か
き
り
な
き
世
を
か
け
て
こ
そ
た
て 

 
 

鶯 

鶯
の
は
つ
聲
な
ら
し
朝
日
影
に
ほ
ふ
木
間
に
玉
ゆ
ら
く
也 

春
か
す
み
へ
た
つ
と
す
れ
と
鶯
の
な
く
な
る
山
の
ち
か
く
も
有
か
な 

鶯
の
来
つ
ゝ
な
れ
て
も
く
も
し
け
は
う
か
へ
る
雲
に
な
り
ぬ
也
け
り 

述
懐 

お
も
ひ
入
道
に
な
つ
み
て
け
ふ
も
又
三
度
む
か
し
を
か
へ
り
見
し
か
な 

梅 

 
 
 
 
 
 
 

な 
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さ
り
に
く
き
枝
と
は
見
え
そ
梅
花
は
ひ
か
く
れ
た
る
窗
に
さ
く
と
も 

 
 

梅
初
開 

 
 
 
 
 
  
 

も
か
を
り
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

か
け
さ
へ
見
え
て 

咲
に 

南
吹
野
川
の
氷
た
え

〱
に
と
く
る
か
た
枝
の
梅
か
を
る
な
り 

正
月
は
か
り
人
を
わ
か
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

き 

廣
瀬
川
梅
さ
く
か
け
の
う
ち
は
し
は
と
り
や
は
な
た
ん
君
と
ま
る
へ
く 

学
士
迎
春 

 
 
 
 
 

辰 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

卯 

ひ
そ
み
け
ん
龍
は
空
ゆ
く
春
に
し
も
こ
そ
の
う
の
毛
の
筆
を
こ
そ
と
れ 

 
 
 
 
 

梢
に 

南
さ
す
窗
の
一
枝
け
ふ
よ
り
の
春
越
え
し
へ
く
梅
は
咲
に
け
り 

 
 

剱 

神
ま
つ
る
御
代
の
し
つ
め
の
剱
太
刀
つ
み
は
も
八
重
に
う
ち
き
ら
ひ
つ
ゝ 

春
興 

川
の
ほ
り
小
鮎
や
つ
ら
ん
桜
人
う
た
ふ
か
た
に
や
水
棹
と
ら
ま
し 

述
懐 

 
 

窗
こ
も
り
と
る
か
と
す
れ
は
□
ひ
ゝ
く
火
筒
の
音
も
耳
に
な
れ
に
け
り 

待
鶯 

余
寒 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

も 

鶯
の
来
つ
ゝ
し
な
か
（
ヵ
）
は
さ
と
か
へ
る
雪
菜
や
窗
の
こ
さ
め
な
ら
ま
し 

殿
の
命
の
御
位
す
ゝ
ま
せ
給
へ
る
御
よ
ろ
こ
ひ
に 

○
寄
松
祝
と
い
ふ
題
に
て
人
〻
と
ゝ
も
に 

君
か
為
よ
も
き
か
島
に
子
日
し
て
玉
松
か
枝
を
さ
ゝ
け
て
し
か
な 

山
家
月 

う
つ
ほ
木
の
苔
の
す
た
れ
の
ひ
ま
こ
と
に
月
も
し
め
り
て
ま
し
ら
な
く
也 

渕
明
把
菊
の
う
た 

庵
さ
す
か
た
山
風
の
音
さ
す
は
手
に
と
る
菊
は
か
を
ら
さ
ら
ま
し 



136 

 

孟
宗
筍
を
ほ
る
か
た
雪
い
と
深
く
し
て
竹
た
わ
め
り 

生
た
ゝ
は
末
お
も
か
ら
ん
く
れ
竹
の
も
と
の
ね
さ
し
を
雪
に
見
る
か
な 

わ
ら
は
へ
雪
ま
ろ
か
し
た
る 

笹
舟
は
す
さ
ま
し
け
な
る
此
こ
ろ
の
心
に
の
り
て
雪
あ
そ
ひ
せ
り 

義
家
朝
臣
の
う
た 

旋
雲
に 

菊
の
花
み
た
る
ゝ
鴈
の
聲
す
也
あ
た
や
こ
も
れ
る
小
野
の
ふ
し
原 

高
野
山
寶
珠
院
の
母
の
八
十
八
の
賀
に 

 

桃 

な
か
ゝ
れ
と
ね
か
ふ
こ
の
み
の
ゆ
く
末
も
母
の
ま
も
れ
る
花
咲
に
け
り 

さ
ゝ
れ
石 

数
し
ら
ぬ
ほ
し
と
も
見
ゆ
る
さ
ゝ
れ
石
天
の
川
原
に
た
か
ひ
ろ
ひ
け
ん 

枝
珊
瑚
枝 

わ
た
つ
み
の
神
の
を
と
め
か
た
を
り
来
て
君
に
さ
ゝ
け
し
玉
の
枝
か
も 

家
に
初
會
し
け
る
時
、
人
の
も
と
よ
り
梅
花
を
お
こ
せ
け
る
を
、
菅
原
大
神
や
め
で
給
ひ
け
ん
。
い

ひ
し
ら
す
め
て
た
き
を
と
め
の
天
く
た
れ
る
を
見
て 

 
 

梅
か
ゝ
に
さ
そ
は
れ
て
こ
し
た
を
や
め
の
ゑ
み
も
う
か
へ
る
よ
は
の
杯 

礒
若
菜 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ぬ
ま
（
ヵ
）
よ 

汐
み
た
ぬ
ほ
と
こ
そ
つ
ま
め
は
な
れ
礒
に
生
る
か
ら
奈
は
く
き
立
に
け
り 

梅
雨
客 

咲
ぬ
と
て
立
よ
る
人
を
か
へ
し
て
は
若
木
の
梅
の
名
た
て
な
ら
ま
し 

香
は
と
め
つ
今
は
と
お
も
へ
と
か
ら
衣
た
つ
は
は
し
た
の
梅
の
夕
風 

春
日
さ
す
岩
ね
の
水
の
う
は
こ
ほ
り
と
け
て
か
た
ら

タ

ラ

へ
梅
も
咲
た
り 

無
量
光
寺
の
本
間
寺
を
ゆ
つ
り
て
後
父
の
五
十
年
忌
に
藤
屋
の
墓
詣
す
と
て
故
郷
に
尾
張
國
に
と
て

出
た
つ
時
歌
こ
ひ
け
れ
は 

苔
の
う
へ
に
衣
の
袖
を
う
ち
か
さ
ね
肩
も
へ
た
て
ぬ
手
向
な
ら
ま
し 

野
外
菫 

□
□
ほ
と
□ 

草
む
さ
ぬ
野
中
の
松
の
ふ
る
根
に
も
わ
り
な
く
さ
け
る
つ
ほ
す
み
れ
哉 

引
わ
け
し
す
み
れ
も
あ
は
れ
里
の
子
か
牛
か
ふ
野
邊
の
も
り
の
木
陰
に 
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か
す
り
な
き
野
邊
の
菫
も
わ
か
袖
に
あ
ま
る
さ
か
り
は
つ
ま
し
と
そ
お
も
ふ 

 
 

花 

春
さ
れ
は
花
に
し
め
ゆ
ふ
山
守
の
い
と
ま
な
き
身
そ
う
ら
や
ま
れ
け
る 

忌
火
鑚
も
神
に
つ
か
へ
ぬ
世
な
り
せ
は
春
さ
く
花
も
た
き
ゝ
な
ら
ま
し 

文
机
の
か
め
に
は
さ
ゝ
し
桜
花
わ
か
お
こ
た
り
の
塵
や
か
ゝ
ら
ん 

 
 
 
 
 
 
 

に
け
り 

た
ゝ
春 

あ
し
引
の
遠
山
桜
咲
し
よ
り
た
ゝ
は
の
る
は
の
と
け
か
ら
な
ん 

関
路
帰
鴈 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

こ
え
か
て
に 

か
け
て
こ
し
ふ
み
な
き
鴈
の
聲
す
也
け
ふ
も
関
路
や
か
へ
り
か
ね
た
る
す
る 

嘉
納
尚
寛
か
母
の
病
い
え
た
る
よ
ろ
こ
ひ
に
廣
田
社
に
繪
馬
奉
る
と
て
哥
こ
ひ
け
れ
は 

神
か
け
て
千
代
も
と
い
の
る
人
の
子
の
こ
ゝ
ろ
の
駒
も
引
た
て
に
け
り 

 

田
家
水 

 
 
 
 
 
 

か
い 

 
 
 

ま
て 

か
へ
り
こ
し
野
川
の
牛
の
あ
と
の
み
は
ま
た
す
み
は
て
ぬ
夕
川
の
水 

杜
柏 

柏
梁
殿
を
つ
く
る
工
か
あ
ふ
き
見
し
も
り
の
こ
た
ち
は
し
め
は
へ
て
け
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

か 

源
氏
若
菜
巻 

御
裳
着
の
事
か
へ
殿
の
西
お
も
て
子
御
木
丁
よ
り
は
し
め
て
こ
ゝ
の
木
や
し
き
を
は

ま
せ
さ
せ
給
は
す
云
々 

柏
□
殿
者
皇
后
御
在
所
也
見
九
条
右
丞
相
暦
記
云
々 

此
も
り
に
か
へ
の
油
の
種
ま
き
て
高
野
の
雪
を
た
か
て
ら
す
ら
ん 

高
野
の
寺
々
の
煙
す
へ
て
柏
の
油
を
用
ゐ
る
な
り 

岡
春
月 

岡
の
へ
の
松
の
上
葉
に
か
け
見
え
し
月
は
よ
る
こ
そ
霞
は
て
け
れ 

 
 
 
 

お
ほ
ろ
な
る
月
夜
か
な
か
へ
る
家
路
を
よ
き
て
を
ら
ま
し 

岡
崎
の
花
は
家
路
の
を
ち
な
れ
と
を
り
て
か
へ
ら
ん
月
お
ほ
ろ
也 

山
路
春
月 

春
風
の
か
す
み
吹
と
く
立
田
路
は
月
も
つ
ゝ
し
の
ひ
ほ
ひ
也
け
り 

 
 
 
 

も
と
よ
り 

秋
田
晴
か
を
し
へ
子
た
ゝ
よ
ふ
も
あ
は
れ
阿
波
戸
の
綱
手
船
は
や
ひ
た
の
ま
ん
和
歌
の
浦
邊
に 
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と
よ
み
て
お
こ
せ
け
る 

か
へ
し 

友
か
嶋
は
る
か
な
る
戸
も
へ
た
て
な
く
む
や
ひ
の
綱
の
絶
し
と
そ
お
も
ふ 

二
月
十
日
夜
月
い
と
さ
や
か
な
り
け
れ
は 

秋
よ
り
も
清
き
月
夜
に
数
た
ら
ぬ
か
り
の
ゆ
く
へ
を
見
そ
め
つ
る
か
な 

二
月
の
空
お
ほ
らロ

ナ

な
る

ル
（
ニ
ヤ
）

月
か
け
を
門
の
柳
に
か
す
め
て
そ
見
る 

十
一
日
名
艸
山
寺
よ
り
三
葛
の
濱
邊
を
見
わ
た
し
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
   

ま
ち 

濱
ひ
ろ
き
な
く
さ
の
あ
ま
の
湖
くク

み
て
花
さ
か
て
ら
花
ち
ら
す
也 

海
上
眺
望 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ゆ
く 

五
百
重
浪
千
重
に
か
す
め
る
わ
た
つ
み
の
沖
の
船
の
帆
影
か
な
し
も 

岡
早
蕨 

き
さ
ら
き
は
や
ゝ
た
け
に
け
り
こ
か
く
れ
の
岡
邊
の
わ
ら
ひ
も
ゆ
と
せ
し
ま
に 

 
 

お
ほ
ろ
月
に
白
花
に
た
て
り 

そ
れ
と
み
る
袖
も
お
ほ
ろ
の
月
影
に
袖
か
香
な
ら
ぬ
香
を
や
と
む
ら
ん 

岡
田
諸
岳
か
五
十
賀
に 

千
歳
山
わ
か
さ
き
た
ち
て
し
る
へ
せ
ん
杖
に
も
か
な
と
と
れ
る
筆
也 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

し 

知
足
院
こ
そ
越
國
よ
り
か
へ
り
き
し
に
こ
と
し
江
戸
へ
ゆ
く
前
に 

こ
し
の
雪
あ
つ
ま
の
花
も
つ
れ
な
し
や
ふ
た
と
せ
君
を
わ
か
る
と
お
も
へ
は 

二
月
廿
一
日
安
田
長
穂
か
身
ま
か
り
け
る
を
り
か
た
は
ら
に
あ
り
て 

真
白
髪
長
穂
の
を
遅
は
山
な
ら
は
熊
野
の
御
山
海
な
ら
は
南
の
海
の
五
百
重
浪
千
重
な
み
し
き
に
瑞
山
と 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

い
く
し 

し
み
さ
ひ
た
ち
て
常
葉
な
す
有
経
て
ま
し
を
こ
と
ゝ
へ
と
答
も
せ
ね
は
霊
床
に
霊
を
き
せ
む
と
□
た
て 

ゆ
ふ
と
り
し
て
ゝ
家
ゆ
す
り
を
き
の
ま
に

〱
真
白
髪
の
影
に
見
え
つ
ゝ
わ
れ
も
よ
は
ゝ
く
白
ゆ
ふ
は
真

白
髪
な
せ
り
萬
代
に
い
つ
け
家
人
と
れ
は
か
れ
は
に 

山
家
橋 

み
山
木
の
横
た
は
れ
た
る
ま
ゝ
な
か
ら
わ
か
か
た
そ
は
の
橋
と
な
り
に
き 

 
 

書 

と
ひ
か
へ
り
心
空
な
る
か
り
鳥
の
ま
こ
と
の
あ
と
は
い
か
ゝ
こ
め
ま
し 
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二
月
廿
八
日
小
桜
廂
に
つ
と
ひ
て
糸
桜
を
め
て
ゝ 

花
の
香
にニ

む
す
ほ
ゝ
れ
た
る
聲
す
也
こ
や
鶯
の
た
き
の
白
糸 

 
 

柳 

根
こ
め
に
も
さ
そ
は
れ
ぬ
へ
き
柳
か
な
今
さ
ら
つ
よ
き
春
の
あ
ら
し
や 

浦
春
月 

玉
津
島
會 

月
か
す
む
わ
か
の
浦
路
の
夕
あ
り
き
あ
ま
か
袖
さ
へ
花
の
香
そ
す
る 

中
村
良
清
か
七
年 

霊
祭
に
春
懐
舊 

三
栗
の
中
山
路
を
杖
突
も
不
突
も
ゆ
れ
て
我
兄
子
と
哥
お
も
ひ
せ
し
春
花
の
時
に
は
あ
れ
と
霞
か
も
た
ち 

 
 
 

て
し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ぬ
え
子 

や
へ
た
つ
る
花
か
も
散
や
埋
め
し
我
兄
子
か
あ
と
ゝ
め
か
ね
て
我
心
島
う
ら
ふ
れ
に
け
り
。
七
年
の
昔
な

り
せ
は
引
鳥
の
ひ
け
ゆ
か
ま
し
を
花
見
て
ま
し
を 

野
若
艸 

華
山
の
か
け
野
の
艸
の
う
す
み
と
り
さ
の
み
や
駒
に
ま
か
せ
は
つ
へ
き 

保
田
能
登
守
の
家
に 

若
浦
天
神
社
て
哥
よ
み
け
る
時
花 

を
り
か
へ
す
浪
の
み
た
れ
に
た
く
ふ
ま
て
礒
山
さ
く
ら
風
た
ち
に
け
り 

遠
村
花 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

花 

★
國
見
す
と
の
ほ
れ
は
寒
き
山
風
に
け
ふ
り
を
も
る
ゝ
家
は
た
か
門 

山
家
恋 

 
 
 
 
 

か
た 

お
も
ひ
い
る
道
な
ら
な
く
に
越
し
に
な
く
山
に
も
恋
の
道
こ
そ
あ
り
け
れ 

寄
関
恋 

う
は
へ
よ
く
祠
の
関
は
す
ゑ
な
か
ら
人
の
こ
ゝ
ろ
の
横
は
し
り
し
て 

行
路
雨 

不
破
山
は
関
も
る
人 

雨
す
く
る
な
ら
の
大
路
の
た
か
門
に
む
か
し
を
こ
ひ
て
袖
し
ほ
ら
ま
し 

有
馬
某
日
別
荘
に
て
紅
白
の
牡
丹
を 

老
し
ら
ぬ
月
日
の
か
け
と
お
の
つ
か
ら
花
の
ま
か
き
に
み
ち
た
ら
ひ
つ
ゝ 

お
ち
こ
ち
見
わ
た
し
て 
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か
と 

あ
ら
駒
を
霞
に
な
ら
ひ
野
邊
か
け
て
ま
か
き
の
花
の
か
け
に
こ
そ
見
れ 

春
夜
玉
津
島
に
て 

わ
か
の
浦
の
松
の
け
ふ
り
に
そ
こ
は
か
と
む
す
ほ
ゝ
れ
た
る
月
の
影
か
な 

房
生
神
主
の
も
と
に
や
と
り
け
る
夜
雨
ふ
り 

朝
露
の
色
な
つ
か
し
き
花
そ
見
む
こ
さ
め
は
夢
に
さ
は
ら
さ
り
け
り 

 
 

朝
と
く
起
出
て 

又 一
や
見
む
玉
津
島
根
に
や
と
り
せ
し
夢
の
内
外
の
花
の
朝
雲 

玉
津
し
ま
こ
き
の
ひ
と
の
さ
ふ
し
も
と
て
う
た
す
る 

岡
菫 

此
岡
か
そ
れ
か
わ
か
菜
の
跡
と
は
ん
は
つ
せ
を
と
め
か
す
み
れ
つ
む
也 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

ふ
る 

茂
岡
の
お
の
ゝ
か
け
し
さ
む
け
れ
は
あ
さ
み
と
り
に
も
さ
く
す
み
れ
哉哉 

水
上
落
花 

さ
や
か
な
る
底
の
影
た
に
見
る
へ
き
を
雨
の
後
瀬
に
花
そ
散
と
く 

雲
外
落
花 

岩
こ
え
て
雲
う
ち
は
ら
ふ
袖
を
し
も
と
め
て
ち
り
く
る
山
さ
く
ら
か
な 

あ
と
も
な
く
ち
り
ゆ
く
花
に
山
か
せ
の
は
ら
へ
は
の
ほ
る
雲
の
ま
き
れ
に 

 
 
 

枕 

寄
梅
恋 

今
さ
ら
に
ま
た
し
と
お
も
へ
と
こ
ま
く
ら
の
塵
は
つ
か
し
き
梅
か
ゝ
そ
す
る 

 
 

蚊
遣
火 

空
た
き
に
お
も
ひ
よ
そ
へ
て
賎
の
め
か
人
ま
つ
よ
ひ
の
か
や
り
な
る
ら
ん 

瀧
邊
蝉 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

つ
せ 

か
れ 

青
山
も
こ
か
る
ゝ
真
日
に
瀧
の
音
は
絶
て
も
と
よ
む
蝉
の
声
哉 

 
 
 

 
 

葵 

た
く
ひ
よ
き
艸
に
も
有
か
な
二
見
か
た
浪
に
ね
さ
せ
る
巌
な
ら
ね
と 
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巌
頭
苔 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
         

音 

な
か
れ
て
は
岩
ね
の
苔
に
埋う

も

る
ら
ん
か
た
ゝ
よ
り
な
る
水
の
苔
か
な 

 
 
 
 
 

ね 

心
か
ら
い
は
ほ
の
小
道
方
入
て
苔
の
雫
に
袖
や
く
た
さ
む 

た
ゝ
ふ
か
き
苔
の
い
は
屋
の
と
こ
と
は
に
松
の
葉
す
き
て
人
や
す
む
ら
ん 

池
泙 

か
き
や
ら
は
池
の
か
ゝ
み
も
す
ま
ゝ
し
を
も
の
う
き
艸
の
し
け
り
の
み
し
て 

池
水
の
よ
る
へ
も
し
ら
ぬ
う
き
艸
や
ま
し
ま
ぬ
な
は
ゝ
人
も
こ
そ
か
れ 

里
卯
花 

里
の
子
か
さ
し
て
を
し
へ
し
卯
花
の
う
き
ね
は
月
の
す
み
か
な
り
け
り 

山
家
卯
花 

 
 

山
里
の
桜
か
も
と
の
う
つ
き
垣
う
し
や
雪
の
み
夏
も
消
せ
て 

濱
五
月
雨 

吹
上
の
松
ふ
く
風
は
さ
み
た
れ
に
し
め
れ
と
寒
き
よ
は
の
袖
哉 

田
上
蛍 

と
れ
と
な
ほ
こ
す
か
る
蛍
の
玉
笱(

葛)

は
か
け
は
千
町
に
わ
か
れ
て
そ
と
ふ 

市
郭
公 

ほ
と
ゝ
き
す
何
に
か
ふ
と
は
市
人
の
あ
た
へ
も
し
ら
ぬ
聲コ

ヱ

は
た
へ
ら
ん 

池
菖
蒲 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

す 

 
 
 
 
 
         

 

は 
 
 
 
 
 
 
 

見
ゆ
る
也
け
り 

た
か
ね
に
も
な
ひ
く
あ
や
め
に
池
水
の
心
あ
さ
ゝ
を
し
ら
れ
ぬ
る
か
な 

 
 

梯
本
大
神
之
像
賛 

言
霊
の
佐
吉
幡
布
国
に
人
さ
は
に
ま
て
は
あ
り
て
人
皆
の
哥
お
も
ふ
毎
に
大
御
像
い
つ
き
ま
つ
れ
る
梯
本

の
大
神
御
魂
玉
ち
は
ひ
ち
は
ひ
た
ま
は
れ
鳥
角
の
高
き
神
語
と
こ
な
め
の
よ
し
埜
の
川
の
い
や
と
こ
し
へ

に 

氷
室 

お
も
ふ
こ
と
と
ゝ
こ
ほ
り
つ
ゝ
す
く
る
か
な
氷
室
は
あ
く
る
時
も
有
け
り 

雨
後
蝉 

夕
立
の
雲
の
か
へ
し
や
し
く
る
ら
ん
か
た
止
松
の
蝉
の
む
ら
聲 
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名
所
蛍 

玉
津
鳥
會 

な
ら
人
の
か
へ
る
袖
に
も
つ
ゝ
め
と
や
玉
津
島
根
に
蛍
と
ふ
ら
む 

夕
顔 

★
垣
こ
し
の
葉
山
の
雪
の
一
な
び
き
ふ
る
雨
し
ろ
し
夕
顔
の
花 

 

★
あ
し
垣
は
夕
か
ほ
し
ろ
し
か
は
ほ
り
の
翅
よ
り
こ
そ
け
ふ
も
く
れ
し
か 

 

夏
鳥 

わ
か
竹
は
お
や
よ
り
た
か
く
な
り
ぬ
め
り
子
も
ち
か
ら
す
の
又
き
さ
る
見
ん 

 
 

 
 
 
 

 
 

納
涼 

海
雲 

 

夏 

ほ
す
あ
み
の
め
に
も
さ
は
ら
ぬ
秋
風
を
ま
た
き
に
や
と
す
あ
ま
か
袖
か
な 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

を 

春
憶
故
人
と
い
ふ
こ
と
を
題
に
て
八
木
美
穂
か
を
と
ゝ
し
身
ま
か
れ
る
を
し
ぬ
ふ
歌 

神
風
の
伊
勢
を
過
真
熊
野
の
熊
野
を
こ
え
て
海
原
の
ゆ
た
け
き
見
つ
ゝ
古
の
言
お
も
ひ
す
と
我
兄
子
か
訪

来
し
も
の
を
を
と
ゝ
し
と
逍
ぬ
る
年
の
六
月
の
空
ゆ
く
雲
に
か
へ
り
け
ん
魂
か
な
し
も
は
ろ

〱
に
分
来

し
道
の
藤
白
の
御
坂
に
た
て
は
春
去
は
霞
き
ら
へ
と
名
艸
山
山
邊
に
在
れ
は
春
去
は
花
は
さ
け
と
も
我
心 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

文
と
り 

な
く
さ
め
か
ね
て
荒
玉
の
年
月
か
へ
に
お
こ
せ
た
る
書
を
見
れ
は
見
る
毎
に
涙
く
ま
し
も
萬
代
の
像
見
に

せ
む
と
遺
し
け
む
書
等
を
見
れ
ば
見
る
毎
に
ま
し
て
か
な
し
も
夢
の
ね
の
な
か
き
春
日
に
つ
ら

〱
に
見

つ
ゝ
お
も
へ
は
久
堅
の
虚
津
御
魂
は
書
毎
に
あ
り
か
よ
は
め
と
目
に
し
見
え
な
く 

祈
雨
の
日
安
田
能
登
守
の
も
と
に
て 

神
か
け
て
雨
ま
つ
田
ゐ
の
水
車
ふ
み
と
ゝ
ろ
か
す
音
き
こ
ゆ
也 

こ
と
人
を
お
も
ふ 

よ
る
と
せ
し
糸
の
み
た
れ
や
こ
と
か
た
に
引
た
か
へ
ゆ
く
は
し
め
な
り
け
む 

よ
ひ
の
ま 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

此 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

殿
戸 

か
へ
し
て
は
ふ
し
ま
ち
月
も
何
せ
む
に
ま
た
宵
な
か
ら
閨
は
さ
ゝ
ま
し 

老
人 

年
ふ
れ
は
霜
を
む
す
へ
る
も
と
ゆ
ひ
の
もモ

と
か
し
我
身
消
は
て
ね
た
ゝ 

と
ま
ら
す 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

め 
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小
笹
原
そ
ゝ

ソ

ヽ

や
初
雪
と
は
か
り
に
あ
と
も
と
ま
し
ぬ
た
そ
かカ

れ
の
空 

残
暑 

 

穂
に
出
ぬ
わ
さ
田
も
あ
ら
し
む
ろ
の
江
の
入
江
の
す
ゝ
み
い
つ
迄
か
せ
ん 

源
夜
月 

寝
て
あ
か
す
門
や
た
ゝ
か
ん
ふ
く
る
よ
の
雨
雲
わ
け
て
月
は
出
に
け
り 

納
涼 

★
川
水
を
へ
た
て
ゝ
む
か
ふ
高
と
の
ゝ
燈
は
か
り
す
ゝ
し
き
は
な
し 

若
月 

川
水
に
髪
す
ま
す
子
か
な
か
し
け
ん
櫛
形
し
た
る
夕
月
夜
哉 

あ
ら
し
山
に
雪
つ
も
れ
る
か
た 

松
も
み
な
花
こ
そ
さ
け
れ
嵐
山
し
つ
け
き
御
世
に
雪
の
ふ
れ
ゝ
は 

あ
ま
た 

 
 

 

た
る
か
た
へ
に 

染
貝
を 

 

糸
に
ぬ
き
て
松
の
折
枝
あ
り 

一
ノ
目
（
ヵ
）
は
松
も
た
め
た
る
す
み
の
江
に
色
〻
貝
の
ま
し
る
春
哉 

閑
庭
虫 

 
 

露
わ
け
て
き
か
ん
と
そ
せ
し
む
し
の
音
は
お
の
つ
か
ら
に
も
す
め
る
庵
哉 

 
 

虫 

む
し
の
音
の
き
こ
ゆ
る
か
ら
に
す
む
も
の
は
人
の
こ
ゝ
ろ
と
月
と
也
け
り 

盛
花 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

心 

あ
は
れ
此
花
の
盛
し
久
し
く
は
郷
も
神
代
の
ま
ゝ
の
命
な
ら
ま
し 

晩
秋
山 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

や 

も
み
ち
葉
に
あ
ら
し
吹
し
く
遠
山
を
あ
す
さ
へ
秋
の
色
と
見
ま
し
を 

黄
菊
の
か
た 

大
王
の
御
代
に
き
は
し
き
長
月
と
き
く
も
こ
か
ね
の
花
咲
に
け
り 

連
峰
霧 

注
㉜
★
五
百
重
山
霧
ふ
か
ゝ
ら
し
菅
笠
の
雫
に
お
つ
る
有
明
の
月 

長
田
鶴
夫
霊
祭
に
秋
雨
と
い
ふ
題
に
て 

 
 

天
雲
の
雷
寺
に
露
霜
の
奥
津
城
こ
も
り
年
久
に
成
ぬ
る
君
願
か
け
に
吾
恋
る
君
か
へ
り
に
し
時
来
む
か
ひ
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て
長
月
の
鐘
禮
の
句
に
初
鴈
の
来
な
く
を
き
け
は
道
ゆ
き
に
歎
そ
吾
す
る
古
に
今
も
有
せ
は
し
く
れ
の
雨 

 

し
く

〱 

や
数
〻
に
雁
か
音
の
聞
ゆ
る
こ
と
に
う
る
は
し
き
文
見
て
ま
し
を
め
つ
ら
し
き
文
見
て
ま
し
を 

時
雨
ふ
り
雁
は
な
け
と
も
あ
は
れ
文
な
し 

し
く
れ
の
雨
ま
な
く
ふ
り
く
も
古
の
秋
な
ら
は
よ
ろ
し
ま
な
く
ふ
り
く
も 

寄
月
末 

水
の
上
に
見
ゆ
る
も
空
の
月
な
れ
と
手
に
し
と
り
て
は
袖
や
ぬ
れ
な
ん 

川
水
鳥 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

も 

川
上
は
雲
こ
そ
さ
わ
け
あ
ち
む
ら
の
い
さ
と
し
く
れ
や
さ
そ
ひ
来
に
け
ん 

幸
遇
泰
平
世 

な
か
ら
へ
て
千
と
せ
と
の
（
ヵ
）
み
も
お
も
ふ
哉
を
さ
ま
れ
る
世
の
心
お
こ
り
に 

盆
踊 

 
 
 
 
 
 

て 

棚
機
の
わ
か
れ
し
後
の
七
夜
経
て
い
く
里
人
か
め
く
り
よ
る
ら
ん 

荻
風 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

原 

そ
よ
さ
ら 

 
 
 
 
 
 
 

風 

か
け
ろ
ふ
の
す
た
く
荻
生
を
ふ
く
か
せ
に
た
ち
わ
か
れ
た
る
秋
の
す
か
た
か 

田
上
露 

（
欄
外
）
夕
露
の
し
け
き
山
田
を
妹
か
た
め
し
の
ひ
に
か
る
と
袖
ぬ
ら
し
つ
ゝ 

妹
か
為
し
の
ひ
に
か
る
と
夕
露
の
し
け
き
山
田
に
袖
ぬ
ら
し
つ
ゝ 

秋
夕
清 

く
れ
に
け
り
は
た
や
こ
よ
ひ
の
と
も
し
火
に
見
え
ま
し
秋
の
心
ほ
そ
さ
を 

閑
庭
露 

な
び
き
ふ
す
蓬
か
庭
の
秋
の
露
袖
に
さ
へ
や
は
か
け
て
お
も
ひ
し 

秋
恋 

 

や
つ
れ
ゆ
く 

よ
る
へ
な
き
身
を
う
み
柿
の
い
た
つ
ら
に
落
も
は
て
な
て
秋
や
す
き
な
ん 

秋
待
恋 

 
 



145 

 

吾
門
の
松
の
し
け
み
を
も
る
月
の
か
け
は
か
り
た
に
見
え
は
こ
そ
あ
ら
め 

秋
雨 

風
も
ま
ち
雨
も
ま
た
し
を
わ
か
や
と
の
萩
の
下
葉
の
ぬ
れ
て
さ
へ
ち
る 

月
前
時
雨 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の
こ 

一
む
ら
の
雲
の
御
中
に
有
と
見
し
月
を
も
ら
し
て
降
し
く
れ
哉 

網
代
の 

も
り
あ
か
す
身
を
こ
そ
か
こ
て
あ
し
ろ
木
の
な
ら
へ
る
か
け
を
月
に
か
そ
へ
て 

も
み
ち
葉
に
み
た
れ
あ
ら
そソ

ふ
い
と
ひ
を
の
ゆ
く
へ
や
い
つ
ら
宇
治
の
川
風 

あ
し
ろ
も
る
夜
床
の
あ
ら
し
吹
絶
て
今
そ
み
け
し
は
お
ほ
ひ
ま
す
ら
ん 

江
寒
蕾 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

も 

あ
し
の
穂
の
雲
ふ
き
な
か
れ
月
早
み
ふ
る
江
の
さ
浪
は
な
に
な
り
つ
ゝ 

顕
恋 

 
 
 
 
 

ゆ
か
り
の
色
と 

 
 
 
 
 

な
か
き 

せ
な
に
た
つ
お
も
ひ
も
空
に
な
か
め
て
き
（
ヵ
）
有
明
か
た
の
空
の
一
む
ら 

繪
工
廣
隆
か
こ
へ
る
古
鈴
の
歌 

手
す
さ
ひ
の
鈴
の
ゆ
ら
き
に
と
ふ
人
も
世
に
な
り
出
ん
時
機
こ
そ
ま
て 

里
神
楽 

里
み
た
る
ふ
ゝ
き
の
中
に
う
ち
そ
ゝ
く
御
湯
は
吾
世
の
あ
ら
れ
也
け
り 

寒
山
月 

注
㉝
★
落
か
ゝ
る
み
か
月
同
し
浪
の
穂
の
は
て
の
高
山
み
雪
は
れ
け
ん 

あ
く
み
ゐ
て
見
は
い
か
な
ら
ん
雪
の
上
の
つ
る
き
の
山
に
月
更
に
け
り 

 
 

筆 

束
を
た
に
さ
か
み
に
か
み
て
も
の
か
ら
ん
わ
か
と
る
筆
の
鹿
毛
は
禿
た
り 

 
 

布 

妹
か
お
る
あ
し
ろ
の
布
は
薄
け
れ
と
い
さ
よ
ふ
浪
に
い
か
ゝ
ぬ
ら
さ
む 

 
 

氷
魚
に
よ
す 

風
た
て
は
い
さ
ゝ
に
ま
し
る
い
と
氷
魚
の
せ
ん
か
た
な
み
に
よ
ら
れ
ん
と
し
て 
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古
寺
鐘 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

こ
え 

お
と
な
し
の
川
そ
ひ
寺
を
わ
か
と
へ
は
名
に
の
み
き
ゝ
し
鐘
ひ
ゝ
く
也 

吉
野
川
は

お
と
な
し 

永
山
寺
の
前
を
な
か
る
ゝ
ほ
と
音
な
し
川
と
い
ふ 

暮
山
雪 

山
ゆ
く
は
た
か
つ
ま
な
ら
ん
笠
松
の
夕
づ
く
か
け
に
雪
は
ら
ふ
な
り 

く
ら
は
し
に
月
も
か
ゝ
り
ぬ
ふ
る
雪
の
夕
山
こ
え
は
た
と
ら
さ
ら
ま
し 

競
馬
の
か
た 

あ
や
め
引
け
ふ
の
た
め
し
の
馬
な
れ
は
よ
ゝ
を
か
け
て
も
く
ら
ふ
へ
き
哉 

鹿
島
重
正
四
十
賀
す
と
て
弟
た
ち
の
歌
こ
ふ
に 

春
祝 

花
笠
に
ま
た
か
へ
す
へ
き
老
な
ら
し
あ
か
ぬ
色
香
は
さ
け
に
う
け
な
ん 

さ
く
花
に
ま
と
ふ
心
し
老
せ
す
は
よ
そ
ち
も
老
の
は
し
め
な
ら
め
や 

 
 

露 

う
つ
蝉
の
か
ら
を
と
ゝ
め
し
か
き
ね
よ
り
い
や
は
か
な
に
も
お
つ
る
露
哉 

雨
中
落
花 

山
姫
の
か
り
の
花
に
そ
ゝ
く
ら
し
粉
川
の
よ
と
せ
雨
か
を
る
也 

廣
沢
の
月
の
か
た 

廣
沢
の
池
の
こ
ゝ
ろ
を
ふ
か
し
と
は
影
見
る
毎
に
月
も
し
る
ら
ん 

か
き
つ
は
ら
（
ヵ
）
に
か
け
ろ
ふ
す
わ
れ
り 

葉
か
く
れ
し
色
こ
そ
見
ゆ
れ
か
け
ろ
ふ
の
や
す
ら
ふ
ま
に
や
花
は
咲
け
ん 

依
花
待
春 

わ
か
や
と
の
一
本
さ
く
ら
た
か
為
に
い
そ
く
春
と
も
し
ら
す
や
有
ら
ん 

 
 

島
雪 

か
ゝ
や
く
と
け
ふ
り
な
て
て
そ
豊
年
の
ト
は
ま
さ
し
き
ゆ
き
の
島
人 

家
の 

歳
暮
會
納
に
風
の
こ
ゝ
ち
に
て
く
る
し
か
り
し
か
は 

香
を
た
に
も
さ
そ
は
ぬ
風
を
身
に
し
め
て
は
な
を
（
ヵ
）

〱
や
春
は
ま
つ
へ
き 

ト
恋 
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そ
れ
と
な
く
と
ふ
も
か
た
木
の
灰
占
に
一
夜
こ
か
れ
て
お
き
ゐ
つ
る
か
な 

梅
の
花
を
り
て
お
こ
せ
け
る
人
の
も
と
へ
備
中
國
矢
掛
郷
に
て
製
し
た
る
柚
醤
を
お
く
る
と
て 

も
の
ゝ
ふ
の
え
ひ
ら
や
い
つ
ゝ
梅
か
ゝ
に
や
か
け
の
里
は
春
め
き
に
け
り 

 
 

蜜 

 
 

道 

七
わ
ゝ
の
玉
を
つ
ら
ぬ
く
い
と
す
ち
も
た
ゝ
一
か
た
の
道み

ち

に
こ
そ
よ
れ 

 
 

椿 

妹
と
わ
か
植
木
の
椿
た
く
ひ
よ
く
咲
も
よ
そ
ふ
る
玉
あ
へ
る
ら
し 

 
 

月 

前
つ
戸
の
殿
戸
の
き
か
ひ
何
せ
ん
に
あ
く
る
ま
て
こ
そ
月
は
さ
し
け
れ 

春
興 

梅
か
ゝ
は
こ
ほ
る
ゝ
水
に
か
す
た
れ
て
柳
の
ま
ゆ
の
ふ
り
す
も
有
か
な 

十
二
月
の
半
は
か
り 

佐
々
木
春
夫
か
も
と
へ
つ
く

〱
し
を
お
く
る
と
て
よ
み
て
そ
へ
け
る 

か
き
は
ら
ふ
ま
か
き
の
霜
に
一
筆
の
か
き
ま
く
れ
た
る
つ
く

〱
し
か
な 

丹
後
守
為
忠
朝
臣
の
百
首
に
九
月
十
三
夜
さ
き
ま
く
り
い
ま
二
夜
を
は
み
て
ず
し
て
く
ま
な
き
も
の

は
な
か
月
の
影
濱
松
中
納
言
物
語
さ
か
し
心
の
き
は
高
く
さ
い
ま
く
れ
た
る
や
う
な
る
清
少
納
言
か

さ
い
ま
く
る
と
い
へ
る
も
と
も
に
い
ま
た
其
界
に
ゆ
き
た
ら
す
し
て
は
や
り
か
に
う
ち
す
ゝ
み
も
の

す
る
事
を
い
へ
り 

 

 

廿
一
番 

 
 

同 

左 

持 
 

菅
賢 

 

柿
園
門
古
屋
菅
賢 

人
こ
ゝ
ろ
い
つ
し
か
あ
か
し
の
う
ち
と
け
ん
み
は
鈴
舟
の
な
る
か
ひ
も
な
し 

右 
 
 
 

在
恒 

逢
事
は
枯
野
の
布
ね
の
な
ま
し
ひ
に
く
ち
の
こ
り
た
る
身
を
い
か
に
せ
む 

左
鈴
舟
の
寄
く
る
波
に
驚
き
て
つ
ま
の
上
野
の
き
ゝ
す
な
く
な
り
と
見
え
て
明
石
に
詠
る
例
は
見
え
ね
と

此
す
ゝ
舟
と
言
は
駅
鈴
な
り
と
い
へ
れ
は
い
つ
く
の
浦
に
も
詠
へ
き
也
一
首
を
か
し
く
聞
え
し
右
枯
の
ふ

ね
ま
た
を
か
し
二
の
句
か
く
て
も
宜
け
れ
と
枯
の
ゝ
舟
木
と
い
は
ゝ
調
へ
よ
か
る
へ
き
欤
そ
は
は
作
者
心

の
ま
に

〱
な
り 

鈴
舟
枯
野
名
た
ゝ
る
相
模
の
交
双
た
る
如
く
た
や
す
く
強
弱
い
ひ
か
た
し 
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廿
二
番 

 
 

同 

左 

持 
 
 
 
 
 

實
雄 

わ
た
の
原
ま
か
ち
ぬ
き
お
ろ
し
ゆ
く
船
の
よ
そ
め
ゆ
た
け
き
恋
も
す
る
か
な 

  

注
記 

① 

西
の
濱
殿
に
お
は
し
ま
し
け
る
大
殿
の
か
く
れ
さ
せ
給
ひ
ぬ
れ
は
門
さ
し
て
こ
も
り
つ
ゝ
こ
し
か
た

の
事
と
も
お
も
ひ
い
て
ら
れ
て
か
な
し
ひ
け
る
中
に
今
は
十
年
の
を
ち
つ
か
た
西
山
某
こ
と
と
り
て

國
の
名
所
な
と
を
さ
と
ひ
た
る
事
と
も
と
り
ま
し
へ
て
記
す
へ
く
仰
こ
と
あ
り
け
る
序
に
那
智
の
滝

に
か
た
は
い
か
さ
ま
に
か
う
つ
す
ら
ん
は
た
う
み
つ
か
ら
ゑ
に
か
け
る
も
あ
る
を
し
か

〱
な
と
御

も
と
人
に
仰
せ
ら
れ
け
る
事
と
も
い
ひ
つ
た
へ
ら
れ
け
れ
は
お
も
ほ
し
給
ふ
ら
ん
ま
ゝ
に
と
い
そ
し

み
け
る
を
し
は
し
病
に
ふ
せ
る
ほ
と
い
か
な
る
よ
し
に
か
あ
り
け
ん
そ
の
ふ
み
つ
く
る
こ
と
と
た
え

て
か
の
人
も
こ
そ
み
ま
か
り
し
か
は
さ
し
も
お
も
ほ
し
け
む
御
心
も
い
た
つ
ら
に
な
り
は
へ
ら
ん
こ

と
ゝ
か
へ
す

〱
世
の
あ
ち
き
な
き
事
を
な
け
き
て 

② 

太
刀
か
緒
を
を
し
か
の
角
に
と
り
し
て
ゝ
旅
寝
や
せ
ま
し
萩
原
の
里
（
拾
遺
十
六
丁
） 

③ 

ゆ
く
と
見
し
き
の
ふ
の
鴈
も
立
か
へ
り
お
つ
る
田
つ
ら
に
あ
わ
雪
そ
ふ
る
（
拾
遺
五
丁
） 

④ 

春
の
夜
の
あ
く
ら
の
あ
ま
の
袖
よ
り
も
ま
と
ほ
に
な
れ
る
浪
の
お
と
か
な
（
拾
遺
五
丁
） 

⑤ 

物
へ
ま
か
り
て
二
日
三
日
あ
り
て
か
へ
り
け
る
に
江
戸
に
お
は
し
ま
し
て
観
如
院
と
き
こ
え
し
君
う

せ
給
ひ
ぬ
と
て
な
き
か
ら
の
御
む
か
へ
に
人
〻
出
た
つ
よ
し
き
ゝ
て 

⑥ 

朝
菜
あ
ら
ふ
木
の
川
よ
と
の
竹
い
か
た
い
か
に
た
ゝ
め
る
春
の
み
と
り
そ 

⑦ 

坂
こ
え
て
い
つ
お
と
つ
れ
し
山
風
そ
さ
く
ら
か
も
と
の
ゆ
き
の
う
は
ふ
き
（
拾
遺
六
丁
） 

⑧ 

う
つ
り
ゆ
く
花
の
し
ゝ
ま
は
と
ゝ
ま
ら
て
嵐
に
ま
け
し
鐘
の
音
哉
（
拾
遺
六
丁
） 

⑨ 

お
ほ
ひ
け
ん
か
け
と
も
し
ら
で
里
人
の
た
き
ゝ
に
な
し
ゝ
は
な
そ
か
な
し
き
（
拾
遺
六
丁
） 

 

⑩ 

さ
く
花
の
木
の
ま
を
わ
た
る
大
船
は
か
な
ら
す
風
を
た
よ
り
と
も
な
し
（
拾
遺
六
丁
） 

⑪ 

し
ら
雲
の
七
重
の
な
み
木
七
か
へ
り
お
ひ
か
は
る
と
も
は
な
は
ふ
り
せ
し
（（
拾
遺
六
丁
） 

⑫ 

海
鼠
の
口
と
い
ひ
な
と
か
め
そ
も
し
本
草
か
き
も
か
へ
さ
ぬ
う
ら
み
な
り
と
も
（
拾
遺
三
十
五
丁
） 

⑬ 

や
よ
お
き
な
門
の
か
き
り
を
高
く
せ
よ
馬
も
く
る
ま
も
引
い
れ
ぬ
べ
し
（
拾
遺
三
十
六
丁
） 

⑭ 

そ
れ
と
な
く
う
つ
れ
は
か
は
る
一
と
せ
を
こ
ゝ
ろ
の
い
ろ
に
し
め
て
け
る
か
な
（
拾
遺
三
十
七
丁
） 

⑮ 

い
ひ
し
ら
ぬ
玉
の
む
ら
菊
空
か
け
て
か
お
る
か
ほ
し
の
数
の
か
さ
な
る
（
拾
遺
三
十
七
丁
） 

⑯ 

玉
ま
き
の
真
か
い
は
人
の
と
ら
ね
と
も
か
へ
る
舟
路
に
ひ
か
り
さ
し
つ
ゝ
（
拾
遺
三
十
七
丁
） 

⑰ 

と
み
草
と
ひ
は
り
は
も
た
で
家
鳩
の
翅
に
か
け
し
か
き
わ
ら
ひ
か
な
（
拾
遺
三
十
七
丁
） 
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⑱ 
を
り
と
ら
む
花
を
お
ほ
へ
る
袖
に
こ
そ
人
の
こ
こ
ろ
も
う
ち
な
ひ
き
け
れ
（
拾
遺
三
十
七
丁
） 

⑲ 

ま
ち
酒
の
あ
へ
は
さ
た
か
に
し
ら
れ
ね
と
誠
の
あ
と
そ
今
も
く
ま
る
ゝ
（
拾
遺
三
十
七
丁
） 

⑳ 

周
公
山
嶷
（
拾
遺
三
十
七
丁
） 

㉑ 

君
か
も
つ
郁
子
の
実
ひ
と
つ
得
ま
し
か
は
百
の
こ
か
ね
も
を
し
ま
さ
ら
ま
し
（
拾
遺
三
十
八
丁
） 

㉒ 

阮
瞻
三
語
（
拾
遺
三
十
八
丁
） 

㉓ 

月
よ
り
も
さ
や
け
き
聲
を
し
ら
れ
す
は
高
き
扇
の
風
は
ふ
か
め
や
（
拾
遺
三
十
八
丁
） 

㉔ 

楊
雄
草
玄
（
拾
遺
三
十
八
丁
） 

㉕ 

ふ
き
た
ち
し
嵐
も
露
と
う
ち
し
め
る
李
の
は
な
は
に
は
に
ち
ら
さ
し
（
拾
遺
三
十
九
丁
） 

㉖ 

た
お
や
め
の
心
う
こ
か
す
影
な
ら
ば
さ
こ
そ
ゑ
ま
し
く
月
は
と
ら
ま
し
（
拾
遺
三
十
九
丁
） 

㉗ 

あ
り
し
世
は
答
へ
ま
う
し
の
争
や
わ
か
耳
さ
へ
に
さ
や
き
の
み
し
て
（
拾
遺
三
十
九
丁
） 

㉘ 

さ
ゝ
れ
し
も
い
は
ほ
と
な
し
て
片
ふ
ち
の
か
た
り
や
す
き
を
上
つ
せ
に
せ
ん 

㉙ 

ま
ひ
し
つ
ゝ
し
ひ
て
を
り
つ
る
花
な
れ
は
よ
に
そ
高
き
ほ
つ
え
と
も
な
し 

㉚ 

老
ぬ
れ
は
蒲
生
の
若
葉
や
は
ら
か
に
ま
と
ふ
車
の
わ
れ
を
め
す
と
か 

㉛ 

加
納
清
雄
と
ゝ
も
に
遠
祖
の
ゆ
か
り
あ
る
加
納
村
に
も
の
す
へ
く
ち
き
り
お
き
け
る
を
ほ
と
も
あ
ら

て
身
ま
か
り
け
れ
は
そ
の
と
ふ
へ
か
り
し
日
の
こ
ろ
ほ
ひ
墓
に
ま
う
て
ゝ
（
拾
遺
二
十
丁
） 

㉜ 

五
百
重
や
ま
き
り
ふ
か
ゝ
ら
し
菅
笠
の
し
つ
く
も
お
つ
る
有
明
の
月
（
拾
遺
十
四
丁
） 

㉝ 

お
ち
か
ゝ
る
三
日
月
き
よ
し
浪
の
穂
の
は
て
の
高
山
み
ゆ
き
は
れ
け
む
） 

  

参
考
資
料 

柿
園
詠
草
拾
遺 

加
納
諸
平
著 

吉
川
半
七
発
売 

明
治
十
八
年
刊 

二
二
四
、
五
―
二
七
四 

加
納
諸
平
の
研
究 

山
本
嘉
将
著 

初
音
書
房 

昭
和
三
六
年
刊 

二
二
四
―
三
八
〇
三 

校
註
国
家
大
系 

十
九
巻 

近
代
諸
歌
集 

講
談
社 

昭
和
五
一
年
刊 

九
一
一
、
一
―
一
六
五 

江
戸
期
紀
行
文
学
全
集 

一
巻 

津
本
信
博
著 

新
典
社 

平
成
十
九
年
刊 

九
一
五
、
五
―
一
一
二
Ｎ 

続
日
本
歌
学
全
書 

第
七
編 

近
世
名
家
歌
集 

上
巻 

佐
々
木
信
綱
著 

博
文
館 

明
治
三
十
一
年
刊 

二
二
四
―
三
九 

國
学
者
夏
目
甕
磨
と
歌
人
加
納
諸
平 

平
石
基
次
編
刊 

昭
和
五
十
二
年 

二
二
四
―
一
七
〇
一 



 

 

 

一 

大
阪
府
立
中
之
島

図 

書 

館 

所
蔵

『
萬
色
一
瞤
』
目
録
稿 

―
乾
一
の
部
― 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
林 

 

孔 

（
大
阪
城
南
女
子
短
期
大
学
教
授
） 

岸
本 

悠
子 

（
立
命
館
大
学
大
学
院
博
士
課
程
後
期
） 

 

本
稿
は
前
稿
の
坤
の
部
四
冊
に
続
く
乾
の
部
一
冊
を
、
以
下
の
凡
例
に
し
た

が
い
目
録
稿
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
前
稿
と
あ
わ
せ
て
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。 

 

〔
凡
例
〕 

一
、
本
稿
は
、
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
所
蔵
『
萬
色
一
瞤
』
全
七
冊
（
朝
日

新
聞
文
庫 

２
２
６
・
３
―
１
）
の
う
ち
、
乾
の
部
一
分
冊
目
に
含
ま
れ
る
俳

諧
一
枚
摺
を
収
録
し
た
も
の
で
あ
る
。 

一
、
配
列
は
、
原
本
の
順
に
し
た
が
い
小
番
号
を
記
し
、
該
当
す
る
年
次
を

冒
頭
に
▼
を
付
し
て
明
示
し
た
。 

一
、
記
載
項
目
は
、
前
記
の
小
番
号
、
分
類
、
判
型
、
主
催
者
、
画
者
、
画

題
、
彩
色
、
画
の
配
置
、
筆
耕
、
入
集
者
、
段
組
の
順
で
こ
れ
を
示
し
、

必
要
事
項
を
備
考
に
※
を
付
し
て
加
え
た
。 

一
、
分
類
は
、
歳
旦
、
春
興
、
夏
興
、
秋
興
、
冬
興
、
歳
暮
、
追
善
、
慶
賀
、

そ
の
他
と
し
、
そ
の
他
に
分
類
し
た
も
の
は
そ
の
内
容
を
備
考
に
記
し

た
。 

一
、
判
型
は
、
大
半
が
全
紙
大
で
あ
る
が
、
半
裁
以
下
の
も
の
に
つ
い
て
は

前
稿
の
凡
例
に
し
た
が
っ
た
。 

一
、
主
催
者
は
詞
書
な
ど
で
判
明
す
る
場
合
を
除
き
お
お
む
ね
最
終
行
の
人 

名
を
採
録
し
た
。 

一
、
作
品
に
画
が
含
ま
れ
る
場
合
、
画
者
、
画
題
、
彩
色
、
画
の
配
置
を
記

し
た
が
、
画
が
含
ま
れ
な
い
場
合
は
、
画
者
に×

を
付
し
、
残
り
の
画

に
つ
い
て
の
情
報
は
す
べ
て
―
を
記
し
た
。 

一
、
彩
色
は
、
多
色
摺
の
場
合
は
○
を
付
し
、
単
色
摺
の
場
合
は
「
単
」
と

記
し
た
上
で
（ 

 

）
内
に
色
を
示
し
た
。 

一
、
画
の
配
置
は
、
一
枚
摺
を
四
分
割
し
た
場
合
の
右
上
を
ア
、
右
下
を
イ
、

左
上
を
ウ
、
左
下
を
エ
と
し
、
画
像
が
含
ま
れ
て
い
る
箇
所
を
記
号
を

用
い
て
示
し
た
。 

 

【
例
】 

  

    

一
、
画
者
の
情
報
が
な
い
場
合
は
「
画
者
不
明
」
と
記
し
、
現
時
点
で
判
読

で
き
な
い
印
記
が
あ
る
場
合
は
「
画
者
未
詳
」
と
し
た
上
で
画
像
を
付

し
た
。 

一
、
入
集
者
は
、
一
枚
摺
に
含
ま
れ
る
作
者
名
を
す
べ
て
採
録
し
た
。
ま
た
、

  
 

ア 
 
 

イ 

 
 

  
 

ウ 
 
 

エ 



 

 

 

二 

肩
書
が
あ
る
場
合
は
人
名
の
前
に
（ 

 

）
で
示
し
た
。
連
句
、
漢
詩
、

和
歌
等
の
作
者
は
□
で
囲
む
こ
と
と
し
た
。
な
お
、
段
移
り
が
わ
か
る

よ
う
に
、
段
末
の
作
者
に
」
印
を
い
れ
た
。「
斑
竹
」、「
班
竹
」
等
、
入

集
者
の
表
記
が
二
種
類
確
認
で
き
る
場
合
は
一
方
に
統
一
し
た
。
同
一

人
物
と
お
ぼ
し
き
俳
号
に
表
記
の
ゆ
れ
の
あ
る
場
合
は
、
「
ゆ
き
を
」
、

「
ミ
き
雄
」
、
「
多
代
女
」
、
「
き
く
雄
」
、
「
起
久
守
」
の
よ
う
に
統
一
を

加
え
た
も
の
が
あ
る
。「
己
有
」
、「
已
有
」
、「
巳
有
」
は
同
一
人
物
か
と

思
わ
れ
る
が
、
判
読
上
、
文
字
通
り
に
活
字
化
し
た
。 

一
、
句
数
は
、
半
裁
以
下
の
も
の
に
つ
い
て
の
み
採
録
し
た
が
、
全
紙
の
一

段
組
の
も
の
は
原
則
と
し
て
句
数
を
数
え
、
連
句
な
ど
が
含
ま
れ
る
場

合
は
そ
の
旨
別
に
明
記
し
た
。
な
お
、
前
項
の
入
集
者
に
関
連
し
て
、

連
句
の
場
合
、
同
一
連
衆
で
く
り
返
さ
れ
る
も
の
は
、
た
と
え
ば
、
五

吟
半
歌
仙
な
ど
と
し
た
。 

 

一
、
行
数
は
、
同
様
に
半
裁
以
下
の
も
の
を
対
象
と
し
、
年
記
、
人
名
、
画

中
詞
お
よ
び
画
に
ま
つ
わ
る
記
載
を
除
い
た
本
文
と
し
た
。 

 

一
、
備
考
に
は
、
年
記
が
あ
る
場
合
は
原
本
の
通
り
こ
れ
を
採
録
し
、
そ
の

他
に
つ
い
て
は
前
記
の
内
容
を
含
め
、
必
要
に
応
じ
て
適
宜
記
載
を
加

え
た
。 

 

一
、
表
記
は
可
能
な
限
り
原
文
ど
お
り
と
し
た
。
な
お
、
経
年
の
擦
れ
で
判

読
で
き
な
か
っ
た
文
字
お
よ
び
想
定
さ
れ
る
文
字
が
表
記
で
き
な
か
っ

た
も
の
に
関
し
て
は
□
で
、
推
定
で
き
る
文
字
に
関
し
て
は
〔 

〕
で

示
し
た
。 

 

乾
一 

「
萬
色
一
瞤
／
松
蔭
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

        

▼
嘉
永
六
年 

1 

慶
賀 

全
紙 

四
山 

雲
梯 

草
庵
図 

○ 

イ 
×

 

（
一
虫吝
改
孤
圓
斎
）
一
鏡
・
（
京
）
有
節
・
芹
舎
・
梅
通
・
（
ナ
ニ
ハ
）
素
屋
・

鼎
左
・
林
曹
・
（
ア
フ
ミ
）
砺
山
・
（
ト
サ
）
雲
外
・
（
オ
リ
）
黄
山
・
月
底
・ 

（
ヒ
ゴ
）
十
乕
・
（
ム
ツ
）
一
止
・
舎
用
・
多
代
女
・
（
上
毛
）
南
々
・
寄
三
・

（
イ
ヨ
）
鴬
宿
・（
ム
サ
シ
）
渓
斎
・（
越
中
）
慶
里
・（
ア
ハ
）
鳳
棲
・（
ム
サ
シ
）

竹
山
・（
キ
イ
）
閑
那
・（
カ
ヒ
）
雲
里
・（
ス
ル
ガ
）
漣
山
・（
イ
セ
）
雀
叟
・（
カ
ヾ
）



 

 

 

三 

大
夢
・
（
下
サ
）
跡
老
・
（
越
ゴ
）
雨
静
・
（
サ
ツ
マ
）
馬
翁
・
鉄
冠
・
（
雲
水
）

碩
水
・（
出
ハ
）
唫
風
・（
ハ
リ
マ
）
可
丈
・（
ヒ
タ
チ
）
李
郷
・（
日
向
）
駝
岳
・

（
上
毛
）
竹
烟
・（
ヒ
ゼ
ン
）
悠
々
」・
逸
渕
・
西
馬
・
為
山
・
松
什
・
詠
人
・

丁
知
・
卓
老
・
得
蕪
・
古
山
・
梅
笠
・
梧
青
・
月
ふ
る
・
乙
雄
・
遅
流
・

天
由
・
鶴
翁
・
祖
郷
・
氷
壺
・
念
々
・
見
外
・
蝼
翁
・
山
外
・
惟
草
・ 

月
村
・
一
具
・
由
誓
・
泰
山
・
一
器
・
一
狐
・
一
得
・
一
雅
・
真
青
・ 

箕
山
・
四
山 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
段
組 

※ 

継
号
祝
／
冒
頭
「
略
記
」
と
し
て
東
都
幻
住
庵
四
山
の
文
（
芭
蕉
の
「
幻

住
庵
の
記
」
を
踏
む
）
を
載
せ
る 

 

2 

春
興 

全
紙 

杉
露 

季
英 

近
江
八
景
図 

○ 

イ
エ 

×
 

（
江
戸
）
一
具
・
（
江
戸
）
由
誓
・
（
江
戸
）
為
山
・
（
江
戸
）
得
蕪
・
（
江
戸
） 

祖
郷
・
（
江
戸
）
冬
守
・
（
江
戸
）
閑
那
・
（
大
坂
）
素
屋
・
（
大
坂
）
鼎
左
・ 

（
大
坂
）
松
隣
・
（
大
坂
）
潮
水
・
杉
露
」
・
快
々
・
柯
童
・
鼠
仙
・
水
斎
・

石
雄
・
一
峯
・
春
陰
・
竹
居 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
段
組 

※ 

「
丑
の
は
る
」 

 

3 

歳
旦 

全
紙 

思
楽 

南
岱 

鶴
亀
舞
図 

○ 

イ 

菫
斎 

（
洛
）
素
隆
・
素
隆
・（
洛
）
一
斧
・
一
斧
・（
浪
華
）
杜
鴻
・
杜
鴻
・
素
屋
・

岸
工
・
辰
斎
・
嶌
谷
・
舎
笠
・
素
質
・
貞
露
・
大
年
・
大
年
・
天
来
・ 

鴬
宿
・
龍
渕
・（
江
戸
）
都
龍
・
春
光
女
・
花
瓢
女
・
呉
由
・
芝
角
・
南
岱
・

玉
松
・
瓦
山
・
米
山
・
卓
郎
・
一
具
」・
□
□
・
□
音
・
弘
運
・
簔
瓶
・ 

玉
女
・
橘
平
・
半
丈
・
素
交
・
見
外
・
（
思
楽
男
）
三
郎
・
思
楽 

二
段
組 

※ 

「
嘉
永
癸
丑
初
春
」 

 

4 

春
興 

全
紙 

太
年 

素
真 

萬
歳
具
図 

○ 

ア
イ 

×
 

（
京
）
梅
通
・
芹
舎
・
拾
椎
・
有
節
・
淡
節
・
（
ナ
ニ
ハ
）
鼎
左
・
松
隣
・ 

素
屋
・
（
ヒ
ゼ
ン
）
悠
々
・
（
ア
ハ
）
鳳
棲
・
万
像
・
（
ト
サ
）
古
鳳
・
雲
外
・

婦
牛
・
（
イ
ヨ
）
菊
圃
女
・
鴬
居
・
（
タ
ン
バ
）
九
華
・
（
ア
フ
ミ
）
砺
山
・ 

（
イ
ガ
）
養
瓜
・
（
イ
セ
）
雀
叟
・
五
鈴
・
蕙
雨
・
（
ヲ
ハ
リ
）
黄
山
・
醉
雨
・

玄
至
・
春
松
・
應
知
・（
ミ
カ
ハ
）
蓬
宇
・（
遠
江
）
杜
水
・（
ス
ル
ガ
）
漣
山
・

（
サ
ガ
ミ
）
立
宇
・
木
鶏
・
竹
山
・
布
丈
・
由
岐
雄
・（
上
サ
）
未
成
・
柳
塘
・

（
下
サ
）
交
水
・
□
□
・
□
□
・
黍
丘
・（
ヒ
タ
チ
）
一
兆
・
よ
し
か
・（
上
毛
）

関
市
・
梅
雄
・
希
得
・
（
ム
ツ
）
多
代
女
・
英
泉
・
米
花
・
如
雲
・
梅
月
・

禾
月
・
湖
立
・
愛
山
・
清
民
・
一
止
・
舎
用
・
（
デ
ハ
）
御
風
・
唫
風
・ 

素
山
・（
カ
ヾ
）
大
夢
・
晴
江
・（
エ
ツ
中
）
恕
兮
・
慶
里
・（
エ
チ
ゴ
）
乙
良
・

茶
山
・
友
耕
・
ち
か
ら
・（
ム
サ
シ
）
五
渡
・
鎮
流
・
曙
山
・
無
角
・
渓
斎
」
・

一
具
・
由
誓
・
松
什
・
得
蕪
・
祖
郷
・
抱
儀
・
逸
渕
・
漣
々
・
五
雀
・ 

青
柿
・
芦
友
・
古
山
・
魯
心
・
波
□
・
□
□
・
□
□
・
□
□
・
可
簫
・ 

百
丈
・
山
方
・
豊
川
・
松
堂
・
四
端
・
暦
明
・
泰
山
・
み
も
と
・
普
陽
・

き
く
雄
・
江
雨
・
鉄
兎
・
鳥
吟
・
瓦
村
・
永
機
・
冬
映
・
冬
守
・
字
門
・

草
宇
・
一
権
・
完
有
・
西
馬
・
閑
那
・
萬
古
・
遅
流
・
為
山
・
太
年 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
段
組 



 

 

 

四 

5 

慶
賀 

全
紙 

布
丈 

雲
将 

女
房
・
正
月
餝
図 

○ 

ア
イ 

鷗
波 

源
童
・
菊
城
・
（
豊
前
八
十
八
）
木
父
・
槙
舎
・
（
ヒ
ゼ
ン
七
十
八
）
悠
々
・ 

禾
堂
・
（
日
向
）
双
烏
・
（
イ
ヨ
）
菊
圃
・
（
土
サ
）
元
史
・
婦
午
・
（
ア
ハ
） 

万
像
・
思
風
・
茶
雷
・（
ハ
リ
マ
）
可
大
・（
イ
タ
ミ
）
太
乙
・（
大
坂
）
素
屋
・

鼎
左
・
松
隣
・
杜
鴻
・
（
在
大
坂
）
弄
化
・
松
室
・
（
京
）
梅
通
・
芹
舎
・ 

淡
節
・
有
節
・
百
古
・
（
ヤ
マ
ト
）
可
樵
・
（
丹
后
）
双
・
（
イ
ガ
）
養
瓜
・ 

（
イ
セ
）
雀
叟
・
五
鈴
・
（
ヲ
ハ
リ
）
而
后
・
黄
山
・
玄
至
・
春
松
・
李
曠
・ 

（
七
十
五
）
月
底
・（
三
河
）
蓬
宇
・（
遠
江
）
杜
水
・
烏
谷
・（
ス
ル
ガ
）
漣
山
・

（
カ
ヒ
）
と
き
は
・
竹
良
・
（
越
后
）
乙
良
・
（
七
十
五
）
ち
か
ら
・
（
サ
ド
） 

三
省
・
（
越
中
）
恕
兮
・
慶
里
・
（
カ
ヾ
）
柳
壷
・
晴
江
・
文
器
・
大
夢
・ 

丹
嶺
・
（
出
ハ
）
御
風
・
唫
風
・
素
山
・
（
七
十
六
）
二
丘
・
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よ
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香
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上
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関
市
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雄
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亀
松
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希
得
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・
交
水
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年
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湛
水
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霞
雪
・
未
成
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雄
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五
渡
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斎
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一
具
・
蓬
交
・
祖
郷
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念
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く
雄
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吟
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松
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泰
山
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逸
渕
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馬
・
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中
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五
雀
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月
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等
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少
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卓
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足
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波
鷗
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祐
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氷
壺
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不
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抱
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松
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来
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得
蕪
・
樹
石
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閑
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大
英
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不
及
尼
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泰
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松
堂
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芦
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冬
守
・
み
も
と
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波
静
・
山
方
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山
子
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遅
流
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妙
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布
丈
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羽
・
為
山
・
山
方
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山
子
・
波
静
・
遅
流
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冬
守
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八
椿
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（
大
山
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々
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八
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山
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岱
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ヽ
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友
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鶏
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瓦
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什
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（
ウ
サ
ヾ
キ
）
如
年
・（
上
郡
）
亀
仙
・（
上
郡
）
右
左
・（
塩
屋
八
十
一
）
琴
吹
・

（
塩
屋
）
金
花
・
（
カ
リ
ヤ
）
吟
雪
・
（
カ
リ
ヤ
）
桃
雨
・
（
カ
リ
ヤ
）
百
可
・ 

（
カ
リ
ヤ
）
鴉
雛
・（
カ
リ
ヤ
）
一
箕
・（
ヲ
ザ
キ
）
仙
羽
・（
シ
ン
ハ
マ
）
帰
楽
・ 

（
シ
ン
ハ
マ
）
涛
々
」・
春
郊
・
百
尺
・
萬
可
・（
甥
）
十
竹
・（
孫
）
花
兄
・（
娘
）

良
女
・
（
男
）
鼎
跡
・
鼎
左 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
段
組 
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「
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」
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春
興
（
慶
賀
） 

全
紙 
鼎
跡 

長
水 

海
浜
茅
屋
図 

○ 

ウ 
×

 

（
江
戸
）
一
具
・
由
誓
・
逸
渕
・
卓
郎
・
為
山
・
西
馬
・
見
外
・
祖
郷
・ 

得
蕪
・
可
簫
・
瓦
村
・
荷
少
・
松
什
・
抱
儀
・
丁
知
・
等
哉
・
渓
斎
・（
京
）

公
成
・
石
外
・
月
坡
・
丈
翠
・
也
然
・
辰
丸
・
石
堂
・
硯
水
・
梅
通
」・ 

（
大
坂
）
井
左
・
井
資
・
不
角
・
松
室
・
卦
龍
・
可
庭
・
蘭
操
・
松
塘
・ 

亀
月
・
香
山
・
了
然
・
㐂
暁
・
北
梅
・
美
崎
・
移
石
・
杜
鴻
・
凉
松
・ 

理
筆
・
芦
郷
・
茂
雄
・
文
賀
・
稲
処
・
李
暁
・
吾
柳
・
圓
中
・
秋
亭
・ 

文
景
・
月
桂
・
起
雪
・
梅
栄
・
枝
雀
・
香
雪
・
鼎
湖
・
藍
渕
・
梅
圃
・ 

里
柳
・
蘭
芽
」
・
（
河
内
）
不
二
門
・
古
栗
・
桃
水
・
月
洲
・
龍
川
・
一
表
・

（
サ
カ
ヒ
）
麦
雨
・
鹿
野
女
・
其
芳
・
未
升
・
柳
吾
・
此
方
・
此
松
・（
伊
丹
）

太
乙
・
曲
阜
・（
イ
ケ
田
）
可
春
・（
仙
ダ
イ
）
舎
用
・
如
雲
・
宗
古
・（
す
か
川
）

多
代
女
・（
米
沢
）
璷
山
・（
秋
田
）
国
彦
・
其
友
・
御
風
・（
越
后
）
乙
良
・（
カ
ヾ
）

固
来
・（
カ
ヾ
）
柳
壷
・（
カ
ヾ
）
卓
丈
・（
ヲ
ハ
リ
）
黄
山
・（
ヲ
ハ
リ
）
而
后
・

（
近
江
）
砺
山
・
（
近
江
）
九
起
・
（
行
脚
）
玄
子
・
（
フ
シ
ミ
）
岳
鳳
・
（
郡
山
）

花
嘯
・
禾
秋
・
（
ナ
ラ
）
菊
人
・
（
ナ
ラ
）
亀
友
・
（
十
日
市
）
寿
翠
・
（
内
山
）

幹
陰
・（
若
山
）
虚
心
・（
若
山
）
寿
抱
・（
高
野
山
）
閑
那
・（
高
野
山
）
石
雄
・ 

（
高
野
山
）
水
斎
・
（
高
野
山
）
山
鹿
・
（
尾
張
）
春
領
・
（
イ
セ
）
恵
雨
・ 

（
タ
ン
バ
）
湧
瀧
・（
ア
ハ
ヂ
）
鷗
池
・（
ア
ハ
）
茶
雷
・（
ア
ハ
）
樗
風
・（
ア
ハ
） 

笋
路
・
（
ア
ハ
）
亀
年
・
（
土
佐
）
梅
十
・
（
土
佐
）
壷
通
・
（
イ
ヨ
）
鴬
居
・ 

（
イ
ヨ
）
菊
圃
女
・（
チ
ク
ゼ
ン
）
与
加
ろ
・（
チ
ク
ゼ
ン
）
由
太
・（
ヒ
ゼ
ン
）
悠
々
・

（
日
向
）
双
烏
・（
長
サ
キ
）
祖
融
・（
イ
ヅ
モ
）
完
臺
・（
石
見
）
青
池
・（
石
見
）

一
池
・
（
石
見
）
霞
松
・
（
石
見
）
如
一
・
（
石
見
）
一
桃
・
（
福
山
）
紅
顔
・ 

（
福
山
）
露
井
・
（
福
山
）
可
咲
・
（
津
山
）
愛
蔵
・
（
津
山
）
松
人
・
（
津
山
）

東
明
・
（
津
山
）
愛
竹
・
（
野
村
）
耕
雨
・
（
勝
ヤ
）
亀
由
・
（
備
中
）
猿
笑
・ 

（
姫
ヂ
）
悟
一
・
（
姫
ヂ
）
如
一
・
（
平
福
）
竹
賀
・
（
林
田
）
雨
琴
・
（
加
古
川
） 

可
大
・
（
加
古
川
）
蒼
山
・
鼎
左
・
鼎
跡 
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慶
賀 

全
紙 

左
一 

柳
仙 

松
ヶ
根
・
亀
図 

○ 

ア
イ
エ 

×
 

（
洛
）
芹
舎
・
梅
通
・
禾
明
・
淡
節
・
有
節
・
（
フ
シ
ミ
）
岳
鳳
・
雨
喬
・ 

（
浪
花
）
鼎
左
・
林
曹
・
白
鳳
・
素
屋
・
桃
室
・
井
竹
女
・
春
宥
・
井
資
・

一
景
・
其
山
・
（
左
海
）
此
方
・
此
松
・
（
淡
海
）
砺
山
・
（
イ
セ
）
東
宇
・ 

蕙
雨
・
逸
渕
・
西
馬
・
詠
イ久
・
音
好
・
奇
三
・
南
々
・
素
明
・
呉
風
・ 

（
イ
ヨ
）
鴬
居
・
菊
圃
女
・
圓
室
・（
サ
ヌ
キ
）
木
長
・
流
藻
・（
ト
サ
）
嵐
夕
・

古
鳳
・
習
竹
・
元
史
・
婦
牛
・
（
ア
ハ
ヂ
）
希
鱇
・
蒋
池
・
（
ア
ハ
）
鳳
棲
・

思
風
・
越
工
・
順
美
・
蘿
彦
・
楚
宮
・
羽
長
・
樗
風
・
宇
均
・
亀
年
・ 

万
像
・
松
丈
・
茶
雷
」・
山
月
・
木
亀
・
夢
堂
・
夷
岳
・
笋
路
・
物
外
・ 



 

 

 

八 

南
底
・
桑
陽
・
應
吏
・
太
挙
・
頻
甫
・
大
夢
・
騏
郷
・
湖
堂
・
蘿
村
・ 

旦
水
・
佳
篤
・
南
岱
・
雪
山
・
北
翠
・
閑
石
・
季
風
・
（
少
年
）
一
圭
・ 

化
雄
・
應
可
・
應
宇
・
黙
史
・
不
染
・
撫
泉
・
一
到
・
茂
松
・
一
帰
・ 

露
節
・
似
石
・
紫
渕
・
扇
和
・
秋
化
・
帰
朴
・
其
調
・
其
梅
・
其
山
・ 

（
ト
サ
）
己
志
」
・
素
外
・
呉
竹
・
史
雄
・
花
律
・
甫
六
・
蘭
史
・
亀
浮
・

二
吏
・
可
楽
・
宣
大
・
東
花
・
里
調
・
亀
卜
・
美
笑
・
佳
有
・
可
大
・ 

晴
呼
・
如
毛
・
其
樟
・
李
曠
・
（
ト
サ
）
昇
山
・
可
全
・
柳
俊
・
一
懐
・ 

石
年
・
市
外
・
風
調
・
鯉
丈
・
芦
風
・
月
下
・
冨
雪
・
亀
石
・
里
石
・ 

馬
槿
・
漁
積
・
梅
史
・
波
友
・
左
一 
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夏
興 

全
紙 

松
隣 

岸
譲 

滝
図 
○ 

ウ
エ 

×
 

一
具
・
為
山
・
西
馬
・
遅
流
・
由
誓
・
瓦
村
・
松
什
・
山
子
・
南
枝
・ 

呉
城
・
等
栽
・
蓬
交
・
泰
山
・
荷
少
・
波
静
・
冬
守
・
半
湖
・
好
甫
・ 

丁
知
・
抱
儀
・
祖
郷
・
可
簫
・
魯
心
・
鳥
吟
・
氷
壺
・
見
外
・
万
古
・ 

み
も
と
・
四
端
・
布
丈
・
太
年
・
故
厓
・
杜
水
・
聴
雨
・
雲
里
・
可
轉
・

道
等
・
葛
古
・
米
室
・
巽
堂
・
関
市
・
無
名
・
柳
塘
・
㐂
年
・
交
水
・ 

□
□
・
一
兆
・
立
宇
・
南
々
・
天
由
・
得
蕪
・
逸
渕
」・
芹
舎
・
瓢
斎
・ 

淡
節
・
月
坡
・
霞
川
・
禾
明
・
拾
椎
・
有
節
・
公
成
・
多
代
・
清
民
・ 

舎
用
・
如
雲
・
江
三
・
御
風
・
撫
泉
・
唫
風
・
素
英
・
雲
涯
・
素
山
・ 

二
葉
・
璷
山
・
朶
峰
・
玄
子
・
乙
良
・
茶
山
・
ち
か
ら
・
凉
岱
・
雨
静
・

慶
里
・
柳
壷
・
卓
丈
・
大
夢
・
應
叟
・
悠
平
・
蕙
雨
・
五
鈴
・
可
撨
・ 

濡
瀧
・
□
□
・
梅
嶺
・
岳
鳳
・
黄
山
・
應
知
・
烏
降
・
一
清
・
李
曠
・ 

而
后
」・
素
屋
・
素
屋
・
可
兆
・
杜
鴻
・
不
角
・
蓁
々
・
一
三
・
稲
處
・ 

鴬
宿
・
松
室
・
蟻
兄
・
二
柾
・
鴬
居
・
鳳
棲
・
万
像
・
茶
雷
・
笋
路
・ 

羽
長
・
思
風
・
夷
岳
・
亀
年
・
雲
外
・
梅
十
・
古
鳳
・
嵐
夕
・
半
谷
・ 

鷗
池
・
素
鱇
・
菊
圃
・
梅
思
・
甘
□
・
□
□
・
□
□
・
□
□
・
石
雄
・ 

霞
仙
・
閑
那
・
曲
阜
・
太
乙
・
寒
水
・
此
山
・
柳
井
・
一
東
・
鼎
左
・ 

鼎
左
・
松
隣
・
松
隣
・
松
隣 
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慶
賀 

全
紙 

い
ミ
夫 

臥
春 

芭
蕉
句
入
糸
瓜
図 

○ 

ア
ウ
エ 

鷗
波 

（
洛
）
有
節
・
梅
通
・
芹
舎
・
公
成
・
淡
節
・
拾
椎
・
桃
五
・
祭
魚
・
岳
鳳
・

（
ナ
ニ
ハ
）
鼎
左
・
素
屋
・
松
隣
・
白
鷗
・
其
山
・
松
室
・
蟻
兄
・
林
曹
・ 

（
サ
ガ
）
石
外
・
丈
翠
・
（
イ
タ
ミ
）
曲
阜
・
太
乙
・
（
ア
フ
ミ
）
砺
山
・ 

（
ヲ
ハ
リ
）
月
底
・
鳥
律
・
黄
山
・
呂
川
・
梅
裡
・
蓬
宇
・
而
后
・
（
イ
セ
）

雀
叟
・
五
鈴
・
（
ミ
カ
ハ
）
塞
馬
・
（
ア
ハ
）
鳳
棲
・
思
風
・
茶
雷
・
亀
年
・

万
像
・
（
ト
サ
）
元
史
・
凉
哉
・
婦
牛
・
嵐
夕
・
（
イ
ヨ
）
鴬
居
・
菊
圃
・ 

（
ハ
リ
マ
）
可
大
・
（
イ
ナ
バ
）
杜
陵
・
（
タ
ン
バ
）
九
華
・
（
出
雲
）
百
年
・ 

（
ビ
ゼ
ン
）
布
國
・
悠
々
」・
（
備
中
）
香
雨
・
（
日
向
）
双
鳥
・
駝
岳
・ 

（
サ
ツ
マ
）
馬
翁
・
（
遠
江
）
烏
谷
・
（
ス
ル
ガ
）
漣
山
・
（
サ
ガ
ミ
）
宜
頂
・ 

布
丈
・
立
宇
・
（
ム
サ
シ
）
渓
斎
・
五
渡
・
南
々
・
寄
三
・
天
由
・
柏
水
・

冨
哉
・
竹
山
・
桃
郷
・
扶
水
・
雪
朗
・
勇
賀
・
と
く
女
・
鬼
吉
・
千
歳
・

吟
松
・
松
林
・
（
ア
房
）
あ
や
雄
・
椿
山
・
（
上
サ
）
霞
雪
・
（
下
サ
）
㐂
年
・

朝
霞
・
（
上
毛
）
心
足
・
□
□
・
笳
言
・
碧
堂
・
未
白
・
無
名
・
吞
吹
・ 

心
星
・
葛
洞
・
盛
晁
・
石
鳴
・
亀
松
・
松
月
・
関
市
・
梅
雄
・
（
下
毛
） 

圃
涼
・
和
南
・
一
峯
・
桃
仙
・
真
笑
・
希
得
・
茂
精
・
（
ヒ
タ
チ
）
義
香
・

一
兆
・
如
々
・
聴
松
・
松
塢
・
友
松
・（
ヒ
タ
チ
）
ゑ
つ
女
・
麦
翠
・（
カ
ヾ
）



 

 

 

九 

柳
壷
・（
シ
ナ
ノ
）
ノ
左
・
桃
谷
・（
サ
ド
）
谷
守
」・（
オ
ク
）
多
代
女
・
清
民
・

遜
阿
・
梅
月
・
如
薫
・
一
止
・
舎
用
・
（
デ
ハ
）
御
風
・
素
山
・
二
葉
・ 

河
暁
・
雲
涯
・
薫
暁
・
撫
泉
・
璷
山
・
幽
雅
・
雪
琴
・
唫
風
・
清
井
・ 

（
エ
チ
ゴ
）
乙
良
・
鷺
眠
・
清
水
・
素
明
・
雨
静
・
ち
か
ら
・
月
鴻
・
茶
山
・

（
エ
ツ
中
）
怒
弓
・
逸
渕
・
卓
郎
・
抱
儀
・
西
馬
・
未
足
・
氷
壺
・
閑
那
・

得
蕪
・
由
之
・
不
染
・
魯
心
・
□
□
・
惟
草
・
古
山
・
叩
月
・
羽
雪
・
漣
々
・ 

月
村
・
仙
鳧
・
普
陽
・
波
鷗
・
聞
賀
・
珪
琳
・
苣
丸
・
か
つ
ら
・
卜
早
・

泰
我
・
栗
熊
・
籠
古
・
五
律
・
芳
所
・
素
皎
・
雪
簫
・
青
柿
・
荷
少
・ 

等
紫
・
米
山
・
宝
艸
・
風
郎
・
探
響
・
呉
城
・
美
交
・
少
太
・
巣
晁
・ 

菊
雄
」・
祖
郷
・
徳
隣
・
瓦
村
・
祐
之
・
一
夢
・
木
鴬
・
五
雀
・
泰
山
・ 

四
端
・
髯
仙
・
芦
内
・
友
甫
・
獅
毛
・
芦
明
・
秀
女
・
以
簫
・
無
外
・ 

遊
笑
・
白
起
・
拙
城
・
素
良
・
半
湖
・
洒
雄
・
春
挙
・
白
亥
・
草
仙
・ 

里
椿
・
宗
羽
・
完
鷗
・
香
以
・
遅
流
・
未
精
・
一
瓢
・
美
由
・
□
□
（
山
子
）
・

波
静
・
□
方
・
可
簫
・
□
□
・
□
□
・
□
□
・
□
□
・
□
□
・
由
誓
・ 

為
山
・
等
栽
・
（
雲
水
）
幻
外
・
見
外
・
鳥
吟
・
萬
古
・
一
具
・
い
ミ
夫 
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秋
興 

全
紙 

鼎
左 

秋
亭 

小
菊
・
露
草
図 

○ 

イ
エ 

×
 

倚
松
・
節
一
・
香
山
・
㐂
暁
・
み
さ
き
・
吾
柳
・
圓
中
・
凉
松
・
蘭
操
・

松
塘
・
理
蔐
・
亀
月
・
亀
好
・
了
然
・
移
石
・
笑
楽
・
梅
圃
・
雨
外
・ 

黄
山
・
草
居
・
月
人
・
清
機
・
春
女
・
井
竹
女
・
楓
可
・
北
梅
・
梅
弟
・

霞
洲
・
草
洲
・
其
松
・
杜
鴻
・
其
雪
・
兎
雪
・
春
雄
・
香
隣
・
井
岳
・ 

秋
崕
・
里
柳
・
文
賀
・
文
景
・
松
吟
・
万
頃
・
秋
亭
・（
か
ふ
ち
）
不
二
門
・

龍
川
・
左
栗
・
桃
水
・
月
洲
・
其
乙
・
一
表
・
（
池
田
）
可
春
・
（
灘
住
吉
）

南
景
・（
さ
か
ひ
）
柳
吾
・
鹿
野
女
・
其
芳
・
米
升
・
梅
友
・
梅
暁
・
緑
池
・

（
新
田
）
岐
山
・
（
郡
山
）
花
嘯
・
禾
秋
・
百
里
・
㐂
柳
・
（
若
山
）
寿
抱
・ 

（
南
山
）
石
雄
・
（
い
せ
）
五
鈴
・
（
赤
穂
）
鼎
跡
・
（
姫
路
）
悟
一
・
（
津
山
） 

松
人
・
愛
竹
・
藤
園
・
嘯
月
・
愛
蔵
・
東
明
・
梅
友
・
遊
楽
・
（
備
前
） 

一
島
・
（
備
后
）
紅
顔
・
琴
糸
女
・
松
茂
・
（
廣
嶋
）
左
夕
・
（
米
子
）
鶴
棲
・ 

（
出
雲
）
吐
屑
・
（
石
見
）
一
池
・
青
池
」・
芹
舎
・
硯
水
・
公
成
・
卦
龍
・

此
松
・
鴬
宿
・
素
屋
・
可
兆
・
光
林
・
起
雪
・
挙
一
・
鼎
左 

 

二
段
組 

※ 

裏
に
摺
物
所
「
三
津
本
工
」
の
印 
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慶
賀 

全
紙 

松
月 

玉
鳳 

松
月
図 

○ 

ア
イ 

×
 

天
来
・
井
左
・
其
山
・
眉
山
・
光
林
・
寿
扇
・
青
山
・
花
蟲
・
荷
村
・ 

米
中
・
不
角
・
白
賀
・
梅
蒼
・
鴬
室
・
艸
雨
・
臥
堂
・
芦
汀
・
桃
兮
・ 

可
兆
・
万
利
・
松
隣
・
水
月
・
艸
斎
・（
洛
）
芹
舎
」・
鼎
左
・
大
年
・
素
屋
・

井
資
・
鴬
宿
・
蟻
兄
・
其
涛
・
春
雅
・
鶏
室
・
馬
禿
・
楓
良
・（
洛
）
松
朗
・

可
庭
・
（
靱
社
）
桃
月
・
竹
水
・
一
雪
・
松
郷
・
鼎
史
・
松
彦
・
金
鱗
・ 

艸
逸
・
瓢
六
・
（
万
齢
庵
）
松
月 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
段
組 

※ 

裏
に
摺
物
所
「
三
津
本
工
」
の
印 

  



 

 

 

一
〇 

19 

冬
興 

全
紙 

閑
那 

圭
岳 

渓
谷
時
雨
図 

○ 

ア
イ 

鷗
波 

公
成
・
梅
通
・
芹
舎
・
有
節
・
淡
節
・
黙
池
・
月
坡
・
丈
翠
・
石
外
・ 

芳
英
・
瓢
斎
・
太
老
・
拾
椎
・
玄
子
・
可
樵
・
九
華
・
砺
山
・
月
挙
・ 

柴
人
・
山
蔭
・
林
曹
・
白
鷗
・
鼎
左
・
松
隣
・
其
山
・
蟻
兄
・
稲
所
・ 

杜
鴻
・
素
屋
・
太
乙
・
曲
阜
・
可
大
・
希
鯨
・
鷗
池
・
蒋
池
・
鳳
棲
・ 

茶
雷
・
万
像
・
習
竹
・
雲
外
・
鴬
居
・
菊
圃
女
・
駝
岳
・
双
鳥
・
悠
々
・

雀
叟
・
五
鈴
・
雅
琴
・
蕙
雨
・
黄
山
・
而
后
・
一
清
・
烏
律
・
梅
裡
・ 

栖
霞
・
櫓
水
・
玄
堂
・
応
知
・
春
湖
・
思
文
・
李
曠
・
月
底
・
塞
馬
・ 

蓬
宇
・
杜
水
・
烏
谷
・
漣
山
・
道
等
・
均
外
・
ノ
左
・
乙
良
・
清
水
・ 

千
布
・
孤
舟
・
茶
山
・
巴
陵
・
ち
か
ら
・
桐
古
・
怒
兮
・
慶
里
・
旭
芝
・

大
夢
・
柳
壷
・
卓
丈
・
丹
嶺
・
鳳
兮
・
御
風
・
唫
風
・
舎
用
・
如
雲
・ 

清
民
・
多
代
女
」・
義
香
・
一
兆
・
関
市
・
和
南
・
士
明
・
南
厓
・
交
水
・

㐂
年
・
霞
雪
・
あ
や
雄
・
ゆ
き
を
・
丁
々
・
白
羽
・
布
丈
・
□
□
・
天
由
・

五
渡
・
渓
斎
・
由
誓
・
得
蕪
・
瓦
村
・
丁
知
・
抱
儀
・
未
足
・
不
染
・ 

叩
月
・
由
之
・
雲
崕
・
徳
隣
・
美
交
・
羽
雪
・
花
亭
・
素
良
・
芦
明
・ 

波
鷗
・
卓
郎
・
卓
堂
・
氷
壺
・
亀
得
・
見
外
・
呉
由
・
惟
草
・
苣
丸
・ 

梅
笠
・
仙
鳧
・
月
村
・
孚
門
・
漣
々
・
暦
外
・
暦
明
・
草
宇
・
古
山
・ 

巴
雪
・
香
以
・
故
厓
・
音
好
・
帒
中
・
里
椿
・
五
雀
・
詠
久
・
四
端
・ 

西
馬
・
逸
渕
・
四
山
子
」
・
□
□
・
萬
古
・
等
栽
・
荷
少
・
祖
郷
・
卜
早
・

尋
香
・
蓬
交
・
以
肅
・
北
松
・
夷
則
・
実
門
・
菊
雄
・
い
さ
吉
・
鳥
吟
・

百
丈
・
太
年
・
青
柿
・
可
簫
・
波
静
・
泰
我
・
栗
熊
・
厚
路
・
松
頂
・ 

普
陽
・
弄
化
・
山
方
・
山
子
・
少
太
・
松
雨
・
芦
友
・
冬
守
・
躬
解
・ 

春
挙
・
為
山
・
六
監
・
乕
達
・
嵐
岱
・
鼡
仙
・
春
陰
・
石
雄
・
逸
中
・ 

一
峯
・
蟻
石
・
柯
童
・
閑
那 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
段
組 

※ 

「
丑
初
冬
」 

 

20 

冬
興 

全
紙 

湧
瀧 

櫻
杉
庵 

浜
千
鳥
図 

○ 

イ
エ 

×
 

芭
蕉
翁
・（
出
羽
）
御
風
・（
出
羽
）
吟
風
・（
出
羽
）
素
山
・（
ミ
チ
ノ
ク
）
北
隣
・

（
ミ
チ
ノ
ク
）
多
代
尼
・（
エ
ド
）
一
具
・（
エ
ド
）
為
山
・（
ナ
ニ
ハ
）
素
屋
・（
京
）

淡
節
・（
田
ナ
ベ
）
寳
翠
・（
田
ナ
ベ
）
花
仙
・（
水
上
）
真
澄
・（
水
上
）
羽
人
・

（
水
上
）
一
如
・
（
水
上
）
正
翠
・
（
水
上
）
浦
凉
・
（
水
上
）
里
仁
・
（
水
上
） 

陽
斉
・（
水
上
）
瓢
逸
・（
サ
ヽ
山
）
湖
舟
・（
寺
ム
ラ
）
愚
佛
・（
ホ
ウ
キ
）
一
簀
・

（
ホ
ウ
キ
）
九
一
・
（
犬
カ
ヒ
）
瓢
堂
・
（
中
ム
ラ
）
亀
楽
・
（
中
ム
ラ
）
卜
笑
・ 

（
ツ
チ
ダ
）
臥
雲
・
（
ホ
ヅ
）
龍
眼
・
（
ホ
ヅ
）
魯
雄
・
鍳
水
・
朗
雪
・
梅
處
・

對
石
・
光
月
・
其
玉
・
古
蛙
・
王
二
丸
・
一
藤
・
梅
渓
・
一
掘
・
草
楽
・

湧
瀧 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

43 

４
８ 

※ 

「
嘉
永
六
丑
冬
」 

 

▼
安
政
元
年 

 

21 

歳
旦 

全
紙 

巴
雪 

是
真 

手
毬
図 

○ 

ア
イ
ウ
エ 

鷗
波 

（
ヒ
ゼ
ン
）
悠
々
・
（
京
）
芹
舎
・
公
成
・
（
大
坂
）
鼎
左
・
素
屋
・
松
室
・ 

（
ヤ
マ
ト
）
可
撨
・
（
ヒ
ウ
ガ
）
双
鳥
・
駝
岳
・
（
ア
ハ
）
鳳
棲
・
茶
雷
・ 

（
ア
ハ
ヂ
）
鷗
池
・
（
イ
ヨ
）
鴬
居
・
（
ト
サ
）
嵐
夕
・
元
史
・
婦
牛
・
（
キ
イ
）



 

 

 

一
一 

閑
那
・
（
ヲ
ハ
リ
）
黄
山
・
春
松
・
（
遠
江
）
杜
水
・
（
ミ
カ
ハ
）
蓬
宇
・
（
オ
ク
）

舎
用
・
如
雲
・
梅
月
・
清
民
・
多
代
女
・（
デ
ハ
）
御
風
・
如
松
・（
エ
ツ
中
）

怒
兮
・（
エ
チ
ゴ
）
乙
良
・
茶
山
・（
シ
ナ
ノ
）
蘆
川
・（
上
ヅ
ケ
）
心
足
・
琴
堂
・

半
湖
・
米
室
・
（
下
ツ
ケ
）
桃
仙
・
（
ヒ
タ
チ
）
李
郷
女
・
（
安
房
）
椿
山
・ 

（
上
サ
）
由
儀
・（
ム
サ
シ
）
南
々
・
奇
三
・
柏
水
・
天
由
・
梧
青
・
桂
花
女
・

由
誓
・
得
蕪
・
氷
壺
・
未
足
・
等
栽
・
見
外
・
尋
香
・
古
山
・
為
山
・ 

祖
郷
・
抱
儀
・
梅
笠
」・
冬
□
・
紀
逸
・
守
一
・
石
黒
・
逸
渕
・
西
馬
・ 

遅
流
・
一
夢
・
一
枝
・
四
端
・
萬
古
・
鳥
吟
・
五
休
・
帒
中
・
里
椿
・ 

五
雀
・
い
さ
吉
・
保
然
・
五
笑
・
雪
簫
・
陣
良
・
□
□
・
洒
雄
・
均
外
・

白
亥
・
卜
早
・
秀
烏
・
湖
堂
・
子
徳
・
静
波
・
蔦
拙
・
鬼
柳
・
黙
牛
・ 

不
麦
・
得
子
・
琢
志
・
幻
考
・
季
春
・
三
羊
・
高
せ
つ
・
知
節
・ 

か
つ
ら
女
・
風
子
女
・
花
光
女
・
千
代
女
・
巨
柳
・
雪
樹
・
雪
路
・
花
舟
・

巴
雪 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

二
段
組 

※ 

「
甲
寅
春
」 
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歳
旦 

全
紙 

如
雲 

是
真 

正
月
籠
飾
図 

○ 

ア
イ 
鷗
波 

（
エ
ド
）
由
誓
・
為
山
・
遅
流
・
未
足
・
抱
儀
・
等
栽
・
萬
古
・
氷
壺
・ 

太
年
・
尋
香
・
瓦
村
・
四
端
・
芦
明
・
祖
郷
・
□
□
・
巴
雪
・
閑
那
・ 

き
く
雄
・
鳥
吟
・
芦
月
・
以
肅
・
青
柿
・
い
さ
吉
・
山
子
・
鶴
翁
・
好
甫
・

少
太
・
北
松
・
ミ
も
と
・
洒
雄
・
臥
春
・
五
雀
・
里
椿
・
均
外
・
白
亥
・

半
湖
・
見
外
・
逸
渕
・（
京
）
梅
通
・
有
節
・
公
成
・
淡
節
・
芹
舎
・（
大
坂
）

鼎
左
・
松
隣
・
素
屋
・
其
山
」・（
ヤ
マ
ト
）
可
撨
・（
イ
ガ
）
養
瓜
・（
ヒ
ゼ
ン
）

悠
々
・
（
日
向
）
駝
岳
・
双
烏
・
（
ア
キ
）
梅
思
・
（
ト
サ
）
嵐
夕
・
子
鳩
・ 

（
ア
ハ
）
鳳
棲
・
思
風
・
萬
像
・
樗
風
・
茶
雷
・
（
ヲ
ハ
リ
）
黄
山
・
春
松
・

烏
谷
・
嵐
牛
・（
ミ
カ
ハ
）
三
岳
・
蓬
宇
・（
ム
サ
シ
）
渓
斎
・
天
由
・
南
々
・

柏
水
・
潮
月
・
（
上
毛
）
米
室
・
関
市
・
心
足
・
琴
堂
・
（
下
毛
）
其
翼
・ 

（
安
ハ
）
椿
山
・
（
カ
ヅ
サ
）
由
儀
・
（
ヒ
タ
チ
）
李
郷
女
・
友
甫
・
（
エ
チ
ゴ
）

ち
か
ら
・
茶
山
・
（
デ
ハ
）
御
風
・
唫
風
・
河
暁
・
璷
山
・
峯
丸
・
（
白
川
）

由
人
・
（
ス
カ
川
）
多
代
女
・
（
ス
キ
タ
）
英
泉
・
（
桑
折
）
遜
阿
・
也
明
・ 

（
タ
カ
コ
）
梅
月
・（
モ
リ
オ
カ
）
卓
堂
・
南
江
」・（
モ
リ
ヲ
カ
）
南
渓
・
李
輔
・

（
大
ガ
ハ
ラ
）
江
三
・
（
石
ヅ
）
醉
夢
・
静
外
・
巴
燕
・
帒
一
・
米
花
・ 

（
金
ナ
リ
）
霞
調
・
（
若
柳
）
白
知
・
盧
坡
・
（
吉
ヲ
カ
）
葭
岡
・
芽
陽
・ 

（
水
サ
ハ
）
虬
山
・（
ツ
ル
シ
）
海
民
・
蛙
一
・
禾
月
・
宗
古
・
心
阿
・
東
谷
・

美
春
・
南
成
・
好
々
・
豊
李
・
三
春
・
蔦
山
・
由
己
・
五
雲
・
文
人
・ 

智
幽
・
長
洋
・
泉
淇
・
柏
葉
・
禾
山
・
三
恵
女
・
湖
立
・
杉
芽
・
塘
水
・

一
止
・
西
馬
・
舎
用
・
雨
竹
・
如
雲 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

三
段
組 

※ 

「
甲
寅
春
」 
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歳
旦 

全
紙 

月
杵 

三
拙 

猿
候
迎
春
図 

○ 

イ 

鷗
波 

西
馬
・
月
杵
・
逸
渕
・
洒
雄
・
鳥
吟
・
音
好
・
萬
古
・
里
雨
丸
・
（
京
） 

梅
通
・
公
成
・
芹
舎
・
（
大
坂
）
鼎
左
・
素
屋
・
松
室
・
（
近
江
）
砺
山
・ 

（
ヒ
ゼ
ン
）
悠
々
・（
サ
ツ
マ
）
馬
翁
・（
日
向
）
桃
幾
・
双
烏
・
駝
岳
・（
ア
ハ
）

鳳
棲
・
思
風
・
亀
年
・
彩
霞
・
茶
雷
・
（
ア
ハ
ヂ
）
鷗
池
・
（
ト
サ
）
嵐
夕
・

雲
外
・
元
史
・
婦
牛
・
習
竹
・
梅
十
・
（
キ
イ
）
閑
那
・
（
ヲ
ハ
リ
）
黄
山
・



 

 

 

一
二 

玄
玉
・
□
□
・
（
イ
セ
）
五
鈴
・
（
三
河
）
蓬
宇
・
完
伍
・
（
遠
江
）
杜
水
・ 

（
サ
ガ
ミ
）
雪
頂
・
布
丈
・
薫
岱
・
枝
長
・（
シ
ナ
ノ
）
芦
川
・
巌
・（
エ
チ
ゴ
）

乙
良
・
茶
山
・
雪
潮
・
素
明
・
（
サ
ド
）
谷
守
・
（
越
中
）
怒
兮
・
（
デ
ハ
） 

御
風
・
唫
風
・
如
松
・
璷
山
・
（
オ
ク
）
舎
用
・
一
止
・
如
雲
・
梅
月
・ 

半
翫
・
壮
山
・
清
民
・
多
代
女
・
（
松
前
）
己
節
・
榻
雪
・
旭
・
（
ヒ
タ
チ
） 

李
郷
・
（
上
サ
）
由
儀
・
（
安
ハ
）
椿
山
・
（
下
毛
）
桃
仙
・
（
下
サ
）
得
老
・ 

仁
里
・
仙
客
・
雅
麦
・
越
卯
・
兎
什
」
・
（
上
毛
）
心
足
・
琴
堂
・
一
朗
・ 

笳
言
・
鶴
水
・
素
城
・
如
僲
・
呑
吹
・
心
星
・
米
室
・
半
湖
・
（
ム
サ
シ
）

南
々
・
寄
三
・
□
□
・
天
由
・
渓
斎
・
（
雲
水
）
竹
烟
・
陳
良
・
少
哉
・ 

ミ
も
と
・
新
甫
・
巴
龍
・
雪
簫
・
故
厓
・
由
誓
・
遅
流
・
為
山
・
卓
郎
・

祖
郷
・
氷
壺
・
抱
儀
・
得
蕪
・
見
外
・
未
足
・
等
栽
・
月
村
・
尋
香
・ 

古
山
・
一
夢
・
四
端
・
菊
雄
・
祐
之
・
瓦
村
・
美
交
・
萬
年
・
木
葉
・ 

里
遊
・
波
鷗
・
拙
誠
・
山
子
・
佳
谷
・
以
肅
・
不
染
・
梅
笠
」・
梧
青
・ 

徳
隣
・
羽
雪
・
亀
遊
・
一
瓢
・
萬
古
・
鳥
吟
・
い
さ
吉
・
春
挙
・
渡
江
・

詠
久
・
巴
雪
・
英
烏
・
五
休
・
正
甫
・
青
柿
・
月
窓
・
北
魚
・
蒼
池
・ 

一
蝶
・
少
太
・
花
明
・
得
水
・
里
雨
丸
・
帒
中
・
五
雀
・
均
外
・
白
亥
・

洒
雄
・
音
好
・
逸
渕
・
西
馬
・
（
里
椿
更
）
月
杵  

 
 
 
 
 
 

三
段
組 

※ 

「
甲
寅
春
」
／
里
椿
更
月
杵
／
歳
旦
の
一
枚
摺
で
改
号
を
披
露
す
る 

 

24 

歳
旦 

全
紙 

花
朝
女 

雪
僲 

女
官
図 

○ 

イ 

竹
窓
尚
友 

（
京
）
雨
翠
・
有
節
・
芹
舎
・
公
成
・
月
坡
・
烏
谷
・
梅
通
・
黙
池
・（
浪
花
）

杜
鴻
・
素
屋
・
大
年
・
鼎
左
・
其
山
・
（
伊
丹
）
曲
阜
・
（
ハ
リ
マ
）
可
大
・ 

（
阿
波
）
思
風
・
万
像
・
（
土
佐
）
梅
十
・
習
竹
・
（
讃
岐
）
木
長
・
（
伊
豫
） 

菊
圃
女
・
北
洋
・（
豊
后
）
梅
可
・（
長
崎
）
文
旨
・（
日
向
）
双
鳥
・（
イ
ヅ
モ
）

百
年
・
（
ビ
ン
ゴ
）
逸
斎
・
（
美
作
）
耕
雨
・
（
近
江
）
月
挙
・
（
イ
セ
）
五
鈴
・ 

（
オ
ハ
リ
）
而
后
・
李
曠
・
梅
裡
・
（
雲
水
）
春
湖
・
（
三
河
）
完
伍
・
蓬
宇
・ 

（
遠
江
）
杜
水
・
（
甲
斐
）
道
等
・
（
駿
河
）
岱
完
・
（
信
濃
）
左
波
・
□
□
・ 

□
□
・
菊
雅
・
（
木
曽
）
未
暁
・
（
越
中
）
怒
兮
・
休
斎
・
慶
里
・
（
加
賀
） 

如
流
・
鳩
蘆
・
柳
壷
・
（
越
后
）
乙
良
・
大
栗
・
市
猿
・
（
佐
渡
）
梅
園
・ 

（
雲
水
）
桐
古
・
（
能
登
）
竹
外
・
花
渓
・
（
出
羽
）
御
風
・
吟
風
・
淡
遊
・ 

桂
僲
・
蓼
塢
・
自
厚
・
（
陸
奥
）
舎
用
・
た
よ
・
（
松
前
）
旭
・
嚮
斎
・ 

（
下
毛
）
其
翼
・
（
常
陸
）
一
兆
・
（
下
総
）
吟
松
・
以
兄
・
梅
宿
・
文
哉
・ 

交
水
・
十
條
・
（
上
総
）
一
澄
・
睡
鷗
・
（
安
房
）
静
里
・
（
相
模
）
旭
松
・ 

三
扇
・
立
宇
・
薫
岱
・
（
上
毛
）
蕭
田
・
飯
帒
・
嗽
石
・
ミ
つ
雄
・
（
武
蔵
）

勇
賀
・
と
く
女
」・
閑
都
良
女
・
逸
渕
・
卓
郎
・
由
誓
・
四
端
・
遅
流
・ 

等
栽
・
得
蕪
・
卜
早
・
美
交
・
徳
隣
・
珪
琳
・
叩
月
・
鳥
吟
・
氷
壺
・ 

尋
香
・
□
□
・
□
□
・
□
□
・
等
□
・
祖
□
・
苣
丸
・
五
休
・
西
馬
・ 

為
山
・
完
鷗
・
羽
雪
・
不
染
・
呉
由
・
一
雅
・
霞
嶠
・
一
好
・
百
寿
・ 

不
外
・
其
外
・
花
谷
・
い
さ
吉
・
ミ
き
女
・
一
嘯
・
思
楽
・
と
し
守
・ 

宜
稲
・
草
笠
・
奚
疑
・
師
山
・
東
松
・
梅
香
・
桃
花
・
燕
凌
・
茂
と
女
・

素
皎
・
一
瓢
・
鳳
丘
・
見
外
・
花
朝
女 

 
 
 
 
 
 
 

二
段
組 

※ 

「
嘉
永
甲
寅
」 

   



 

 

 

一
三 

25 

慶
賀 

全
紙 

茶
山 

葉
園
（
閑
華
） 

文
箱
図 

○ 

イ
エ 

龍
渓
逸
史 

有
節
・
芹
舎
・
淡
節
・
梅
通
・
鼎
左
・
素
屋
・
多
代
女
・
御
風
・
ミ
ち
よ
・

雪
幸
・
萬
花
・
梅
子
・
野
中
・
右
水
・
子
光
・
逸
渕
・
西
馬
・
萬
古
・ 

見
外
・
為
山
・
乙
良
・
鷺
眠
・
晴
楓
・
西
畴
・
梅
逸
・
李
年
・
清
水
・ 

春
成
・
千
布
・
芳
雨
・
す
み
を
・
甫
山
・
蘭
也
・
柳
崖
・
茶
烟
・
自
省
・

鴬
求
・
蓬
亭
・
（
器
山
更
）
有
底
・
亀
年
・
市
猿
・
司
山
・
雨
静
・
四
専
・

越
仁
・
雲
月
・
吾
蝶
・
里
英
・
大
栗
・
古
棠
・
閑
得
・
鶴
洲
・
龍
鱗
・ 

雲
山
・
梅
仙
・
竹
庭
・
潮
井
・
古
菊
・
里
渓
・
里
石
・
烏
古
・
逸
舟
・ 

孤
柳
・
暁
山
・
芳
青
・
柳
眠
・
安
兎
・
古
山
・
尾
静
・
虚
由
・
冝
風
・ 

大
軽
・
志
扇
・
孫
保
・
千
正
・
一
虹
・
逸
思
・
璷
山
・
霞
外
・
北
溟
・ 

泰
安
・
一
湖
・
貴
弘
・
乙
洋
・
鴬
聲
・
右
橘
・
玉
成
・
徳
音
・
春
枝
・ 

三
亭
・
蓬
意
・
撨
路
・
石
庭
・
雪
洋
・
松
翠
・
硯
山
・
雪
潮
」・
冝
静
・ 

淡
水
・
柳
外
・
砕
圭
・
松
年
・
杉
竹
・
岱
鵬
・
澄
秋
・
花
月
・
克
明
・ 

雲
浪
・
小
正
・
鳳
梧
・
雲
鳳
・
竹
陽
・
花
暁
・
春
香
・
三
完
・
大
梅
・ 

一
慶
・
若
郷
・
秋
月
・
鴬
里
・
帰
定
・
長
翠
・
餝
悦
・
関
止
・
水
月
・ 

梅
交
・
貫
古
・
相
為
・
逸
交
・
蒼
黛
・（
八
十
二
）
三
貫
母
・
柳
涯
・
千
牛
・ 

宇
成
・
三
貫
・
北
嶺
・
雲
涛
・
茶
山 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
二
段
組 

※ 

「
嘉
永
七
年
甲
寅
孟
春
」
／
松
叟
茶
山
還
暦
賀 
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歳
旦 

全
紙 

梅
流 

呂
魚 

懸
想
文
売
図 

○ 

イ
エ 

左
風 

（
京
）
梅
通
・
石
外
・
丈
翠
・
芹
舎
・
黙
池
・
有
節
・（
浪
花
）
其
山
・
素
屋
・

鼎
左
・
（
尾
張
）
黄
山
・
一
清
・
應
知
・
梅
裡
・
而
后
・
旭
嶂
・
烏
律
・ 

月
底
・
籟
一
・
李
曠
・
（
遠
江
）
烏
谷
・
聴
雨
・
杜
水
・
貞
山
・
筌
露
・ 

嵐
牛
・（
ス
ル
ガ
）
碧
山
・
青
雀
・（
シ
ナ
ノ
）
圭
布
・（
江
戸
）
西
馬
・
由
誓
・

一
具
・
惟
草
・
抱
儀
・
為
山
・
松
什
・
得
蕪
・
逸
渕
・
丁
知
・
氷
壺
・ 

山
外
・
（
三
河
）
蚊
丈
・
飛
雪
・
三
岳
・
蓬
宇
・
蘇
雲
・
青
可
・
完
伍
・ 

塞
馬
・
茶
岡
・
稲
居
」・
（
三
河
）
守
鷗
・
竹
甫
・
宇
雅
・
燕
語
・
是
武
・ 

之
玄
・
一
丁
・
東
石
・
梅
谷
・
樹
石
・
桃
居
・
徳
鳧
・
惟
一
・
青
峨
・ 

倚
泉
・
星
月
・
梢
霞
・
素
竹
・
貞
哉
・
黙
露
・
蕪
仙
・
波
文
・
梅
流
・ 

梅
流 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
段
組 

※ 

「
嘉
永
六
丑
春
」
／
こ
の
一
点
の
み
嘉
永
六
年 

 

27 

歳
旦 

半
裁 

月
人 

九
霞
画
長
水
良
写 

七
福
神
図 

○ 

イ
エ ×

 

花
屋
庵
・
此
花
庵
・
松
蔭
・
自
在
庵
・
辰
一
葊
・
雨
外
・
買
山
・
草
居
・

清
機
・
春
女
・
井
竹
女
・
梅
栄
・
蘭
芽
・
枝
雀
・
隣
草
・
芝
料
・
素
流
・ 

（
赤
穂
）
鼎
跡
・（
冠
山
）
花
嘯
・
月
人
・
月
人
・
月
人 

 
 
 

22 

２
３ 

※ 

「
甲
寅
初
春
」
／
「
片
岡
梓
」
の
印 

 

28 

春
興 

半
裁 

月
古 

葭
亭 

餝
駕
籠
図 

○ 

イ
エ 

×
 

（
京
）
芹
舎
・
梅
通
・
公
成
・
淡
節
・
也
然
・
硯
水
・
有
節
・（
大
坂
）
鼎
左
・

松
隣
・
松
室
・
光
林
・
白
鷗
・
素
屋
・
（
江
戸
）
逸
渕
・
西
馬
・
祖
郷
・ 

見
外
・
山
子
・
い
さ
吉
・
白
亥
・
為
山
・（
ム
サ
シ
）
南
々
・（
上
毛
）
米
室
・

（
ム
ツ
）
舎
用
・
如
雲
・
（
デ
ハ
）
御
風
・
唫
風
・
素
山
・
（
シ
ナ
ノ
）
葛
古
・ 



 

 

 

一
四 

（
エ
チ
ゴ
）
乙
良
・（
カ
ヾ
）
大
夢
・（
イ
セ
）
雀
叟
・
五
鈴
・（
ヒ
ゼ
ン
）
悠
々
・

（
ア
ハ
ヂ
）
蒋
池
・
鷗
池
・（
イ
ヨ
）
菊
圃
女
・（
ト
サ
）
元
史
・
雲
外
・
婦
牛
・

（
ア
ハ
）
葉
陽
・
左
一
・
思
風
・
天
馬
・
夷
岳
・
樗
風
・
笋
路
・
平
蕪
・ 

騏
郷
・
大
夢
・
梅
道
・
青
枝
女
・
草
尺
・
蘿
丈
・
蒼
朗
・
権
雨
・
た
ゝ
女
・

雨
蓼
・
思
村
・
順
美
・
逸
松
・
石
居
・
東
阡
・
羅
邨
・
亀
年
・
木
鳥
・ 

楚
宮
・
茶
雷
・
蘿
谷
・
月
古 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

70 

３
９ 

※ 

「
甲
寅
春
」 

 

29 

慶
賀 

全
紙 

鴬
宿 

華
栄 
春
山
霞
居
図 

○ 

ア
イ
ウ 

×
 

艸
斎
・
天
来
・
鼎
左
・
井
左
・
瓢
六
・
水
月
・
大
年
・
井
資
・
松
隣
・ 

其
山
・
素
屋
・
万
利
・
貞
蘿
・
貞
眠
・
春
林
・
眉
山
・
光
林
・
眉
年
・ 

寿
扇
・
芦
汀
・
可
兆
・
青
山
・
臥
堂
」
・
荷
村
・
米
中
・
艸
雨
・
鴬
室
・ 

不
角
・
梅
蒼
・
松
室
・
白
賀
・
還
夢
・
梅
岳
・
林
曹
・
蟻
兄
・
白
鷗
・ 

可
庭
・
桃
兮
・
潮
水
・
水
明
・
其
涛
・
春
雅
・
鶏
室
・
松
月
・
節
一
・ 

千
花
・
興
々
・
宗
林
・
登
世
女
・
左
琴
・
文
洒
・
東
江
・
群
鵞
・
芦
旭
・

梳
柳
」・
炉
翠
・
蕉
林
・
翠
江
・
向
鷹
・
炉
重
・
舟
左
・
蜘
柳
・
一
考
・ 

千
齢
・
杜
鴻
・
松
柳
・
不
二
門
・
笠
洲
・
春
門
・
蟻
洞
・
蘭
窓
・
倚
松
・

楓
良
・
洗
揚
・
堂
祢
女
・
渡
子
女
・
米
老
・
桃
鯉
・
梅
臺
・
梅
宿
・
露
菊
・

梅
暁
・
梅
雅
・
鴬
宿 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
段
組 

※ 

嘉
永
七
年
春
善
哉
庵
継
号
記
念
／
裏
に
刷
物
所
「
三
津
本
工
」
の
印 

  

30 

春
興 

全
紙 

羅
邨 

葭
亭 

穂
麦
・
菜
花
図 

○ 

ア
イ
エ 

×
 

（
京
）
有
節
・
梅
通
・
碩
水
・
淡
節
・
公
成
・
向
月
・
禾
明
・
也
然
・
丈
翠
・

芹
舎
・
（
フ
シ
ミ
）
岳
鳳
・
（
大
坂
）
鼎
左
・
松
隣
・
其
山
・
松
室
・
蓁
々
・

白
鷗
・
素
屋
・
（
江
戸
）
逸
渕
・
西
馬
・
祖
郷
・
遅
流
・
見
外
・
い
さ
吉
・

鳥
吟
・
四
端
・
里
椿
・
山
子
・
五
休
・
春
挙
・
白
亥
・
半
湖
・
萬
古
・ 

梅
笠
・
為
山
・（
ム
サ
シ
）
渓
斎
・
天
由
・
奇
三
（
ヒ
タ
チ
）
李
郷
女
・（
上
毛
）

琴
堂
・
米
室
・
（
ム
ツ
）
多
代
女
・
一
止
・
如
雲
・
清
民
・
舎
用
・
（
デ
ハ
）

御
風
・
素
山
・
唫
風
・
璷
山
・（
シ
ナ
ノ
）
葛
古
」・（
エ
チ
ゴ
）
乙
良
・
茶
山
・

（
カ
ヾ
）
大
夢
・
柳
壷
・
（
イ
ハ
ミ
）
一
池
・
（
ト
フ
ト
ウ
ミ
）
烏
谷
・
杜
水
・ 

（
ミ
カ
ハ
）
蓬
宇
（
ヲ
ハ
リ
）
而
后
・
一
清
・
李
曠
・
黄
山
・（
イ
セ
）
雀
叟
・

五
鈴
・
蕙
雨
・
（
イ
ガ
）
養
瓜
・
（
キ
イ
）
閑
那
・
（
ヒ
ゼ
ン
）
悠
々
・
（
ヒ
ウ
ガ
）

駝
岳
・（
ア
キ
）
梅
思
・（
ハ
リ
マ
）
蒼
山
・
鼎
跡
・（
ア
ハ
ヂ
）
其
秀
・
鷗
池
・

希
鱇
・
蒋
池
・（
サ
ヌ
キ
）
木
長
・（
イ
ヨ
）
鴬
居
・
菊
圃
女
・（
ト
サ
）
嵐
夕
・

小
鳩
・
元
史
」・
（
ア
ハ
）
鳳
棲
・
松
丈
・
思
風
・
楚
宮
・
樗
風
・
左
一
・ 

蘿
谷
・
亀
年
・
佳
長
・
大
夢
・
思
村
・
蘿
丈
・
松
雄
・
有
隣
・
月
古
・ 

（
少
年
）
倚
邨
・
東
阡
・
不
居
・
旗
郷
・
平
蕪
・
夷
岳
・
木
烏
・
葉
陽
・ 

茶
雷
・
羅
邨 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
段
組 

※ 

「
甲
寅
春
」 

 
31 
春
興 

全
紙 

鼎
左
（
俳
諧
餘
暇
）
鼎
左 

飛
花
・
女
官
図 

○ 

ア
イ
エ ×

 
蘭
操
・
㐂
暁
・
香
山
・
美
崎
・
梅
圃
・
松
塘
・
了
然
・
節
一
・
吾
柳
・ 

理
菊
・
文
賀
・
秋
亭
・
移
石
・
正
一
・
其
実
・
圓
中
・
松
吟
・
天
圓
・ 



 

 

 

一
五 

栖
香
女
・
井
竹
女
・
万
頂
・
凉
松
・
里
柳
・
梅
弟
・
兎
雪
・
素
梅
・
菴
女
・

鼎
湖
・
流
霞
・
連
水
・
不
二
門
・
杜
鴻
・
爐
翠
・
岩
雄
・
霞
洲
・
蕉
林
・

雪
橋
・
周
馬
・
玉
川
・
孤
松
・
月
桂
・
蘭
月
・
雨
外
・
買
山
・
草
居
・ 

月
人
・
清
機
・
春
女
・
梅
巣
・
枝
雀
・
隣
草
・
楓
可
・
秋
崕
」・
西
馬
・ 

瓦
村
・
荷
少
・
白
亥
・
為
山
・
（
秋
田
）
国
彦
・
（
米
沢
）
璷
山
・
（
加
賀
） 

固
来
・（
京
）
有
節
・
文
海
・
委
水
・
蒼
雪
・（
左
海
）
麦
雨
・
此
松
・（
河
内
）

龍
川
・
左
栗
・
桃
水
・
月
洲
・
㐂
久
良
・
一
表
・
（
池
田
）
可
春
・
（
伊
丹
） 

曲
阜
・
菊
雅
・
古
撨
・（
茨
木
）
鼎
居
・（
灘
）
草
筑
・（
郡
山
）
花
嘯
・
禾
秋
・

月
耕
・
㐂
柳
・
（
高
野
山
）
閑
那
・
石
雄
・
（
若
山
）
寿
抱
・
（
播
磨
）
鼎
跡
・

淡
香
・
悟
一
・
（
一
鷗
更
）
桃
古
・
梅
古
・
（
津
山
）
松
人
・
藤
固
・
嘯
月
・

遊
楽
・
光
暒
・
東
明
・
（
備
前
）
鼎
所
・
草
隣
・
三
積
・
竹
操
・
言
水
・ 

石
羊
・
三
双
・
（
備
后
）
紅
顔
・
桜
鱠
・
（
石
見
）
青
池
・
一
池
・
梅
日
・ 

一
桃
・
（
安
藝
）
蘭
陵
・
桑
山
・
甘
古
・
（
筑
前
）
由
太
・
（
日
向
）
双
烏
・ 

（
淡
路
）
鷗
池
・
（
伊
豫
）
菊
圃
女
・
（
土
佐
）
梅
十
、（
阿
波
）
茶
雷
・
鴬
宿
・

素
屋
・
光
林
・
可
兆
・
不
角
・
公
眠
・
蓬
陽
・
挙
一
・
鼎
左 

 

二
段
組 

※ 

「
弥
生
十
一
日
花
市
會
」 

裏
に
摺
物
所
「
三
津
本
工
」
の
印 
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追
善 

全
紙 

如
竹 

画
者
未
詳 

月
竹
図 

○ 

ウ
エ 

×
 

呂
国
佛
・
鷺
舟
・
松
静
・
蟻
水
・
脩
竹
・
春
光
・
庵
女
・
其
道
・
烏
白
・

竹
舎
・
寒
水
・
楽
山
・
素
孝
・
梅
雄
・
枕
石
」・
梅
静
・
竹
人
・
竹
児
・
青

峨
・
琴
洲
・
至
梅
・
霞
村
・
芝
岡
・
菊
珠
・
其
室
・
花
鳥
・
米
山
・
蓁
々
・

其
水
・
鼎
左
・
花
蟲
・
素
屋
・
可
兆
・
肖
年
・
墨
河
・
如
竹 

 

二
段
組 

※ 

呂
国
一
周
忌
追
善
／
裏
に
摺
物
所
「
三
津
本
工
」
の
印 
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追
善 

全
紙 

宗
古 

然
明 

亀
・
夾
竹
桃
図 

○ 

ア
イ 

×
 

月
下
庵
梅
露
佛
・
舎
用
・
一
止
・
江
三
・
杉
芽
・
心
阿
・
禾
月
・
為
山
・

祖
郷
・
渓
斎
・
遅
流
・
見
外
・
萬
古
・
瓦
村
・
音
好
・
冬
守
・
硨
山
・ 

春
挙
・
菊
圃
・
布
丈
・
山
子
・
等
栽
・
西
馬
・
有
節
・
梅
通
・
公
成
・ 

芹
舎
・
鼎
左
・
其
山
・
素
屋
・
松
隣
・
黄
山
・
一
清
・
而
后
・
塞
馬
・ 

蓬
宇
・
多
代
女
・
清
民
・
遜
阿
・
柴
山
・
南
鶴
・
愛
三
・
松
橋
・
素
山
・

唫
風
・
柳
枝
・
月
山
・
月
窓
・
緑
峯
・
璷
山
・
朶
峯
・
才
好
・
鴬
珍
・ 

野
泉
・
笋
芽
・
峯
丸
・
芦
葉
・
稲
州
・
鷺
眠
・
水
竹
・
乙
良
・
御
風
・ 

米
花
・
万
雪
・
巴
煎
・
青
風
・
山
水
・
知
毘
・
一
秀
・
嘉
肴
・
静
外
・ 

南
峰
・
帒
一
・
石
芝
・
楚
流
・
夷
祝
・
東
樹
・
玉
樹
・
米
麻
呂
・
白
知
・

羅
月
・
卯
啼
・
東
椿
・
雪
鵞
・
蓁
月
・
巣
鶴
」・
（
秋
田
）
河
暁
・
有
柳
・ 

（
水
サ
ハ
）
虬
山
・
秋
水
・
圭
枝
・
一
扇
・（
七
北
）
冠
仙
・
双
蟻
・（
ワ
□
ヤ
）

㐂
音
・（
ケ
セ
ヌ
マ
）
棟
園
・（
新
町
）
松
間
・（
ト
イ
マ
）
□
□
・
祖
月
・
蛙
丁
・

柳
哉
・
堂
里
・
之
桃
・
魯
因
・
可
有
・
（
吉
ヲ
カ
）
五
葉
・
芽
陽
・
葭
岡
・

一
興
・
詠
柳
・
二
扇
・
左
圭
・
宅
三
・
松
兮
・
惟
雲
・
（
ヒ
ロ
フ
チ
）
柏
里
・

柳
仙
・
伯
林
・
緑
園
・
古
孫
・
柳
枝
・
松
亭
・
（
女
）
千
代
美
・
苔
洞
・ 

如
柏
・
山
夫
・
三
省
・
（
中
新
田
）
嵐
子
・
安
眠
・
如
酒
・
永
仙
・
民
山
・

曲
枝
・
如
雲
・
長
洋
・
文
人
・
白
水
・
五
雲
・
金
波
・
智
幽
・
南
成
・ 



 

 

 

一
六 

柏
葉
・
魚
遊
・
梅
窓
・
素
久
・
洞
月
・
柳
美
・
巾
二
・
泉
渓
」・
釣
亀
・ 

那
蟲
・
古
椎
・
市
暁
・
一
知
・
柳
水
・
太
年
・
甫
山
・
如
風
・
雨
江
・ 

住
阿
・
湖
産
・
芳
水
・
圓
角
・
杏
月
・
一
仙
・
如
扇
・
如
笑
・
樗
影
・ 

禾
山
・
菟
女
・
豊
女
・
三
恵
女
・
千
賀
女
・
い
つ
ミ
・
文
林
・
湖
立
・ 

一
義
・
一
哉
・
敬
義
・
風
聲
・
水
哉
・
山
水
・
一
丸
・
馬
蓼
・
ミ
よ
女
・ 

（
女
）
革
艶
・（
会
ツ
）
峯
女
・
香
逸
・
巨
山
・
翠
遊
・
宗
辞
・
雲
淡
・
素
雲
・

南
浦
・
兆
々
・
亀
兄
・
（
少
年
）
亀
孫
・
宗
古 

 
 
 
 
 
 
 

三
段
組 

※ 

「
嘉
永
寅
の
夏
」
／
月
下
庵
梅
露
法
莚
／
肉
筆
画 
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そ
の
他 

全
紙 

尋
香 

圭
岳 
萬
歳
図 

○ 

イ 

以
肅 

由
誓
・
乙
良
・
壮
山
・
西
馬
・
普
水
・
清
水
・
等
栽
・
鼎
左
・
可
撨
・
朝

可
・
雨
竹
・
閑
雅
・
淡
節
・
完
鷗
・
以
肅
・
完
羽
・
李
曠
・
五
雲
・
愛
山
・

潤
布
・
五
葉
・
鳳
丘
・
亀
禾㝵
・
遅
流
・
新
甫
・
文
起
・
和
南
・
二
丘
・ 

雀
叟
・
丁
酉
・
不
染
・
波
鷗
・
素
屋
・
漁
藻
・
泰
山
・
露
葉
・
江
三
・ 

文
窓
・
己
有
・
柳
岱
・
朶
峯
・
□
□
・
拙
誠
・
璷
山
・
一
宣
・
よ
し
尾
女
・

松
宣
・
東
籬
・
慶
里
・
如
雲
・
琴
賀
・
山
子
・
烏
律
・
鳥
吟
・
未
足
・ 

き
く
雄
・
西
美
・
松
露
・
関
市
・
萬
古
・
多
代
女
・
渓
斎
・
竹
山
・
月
杵
・

呉
渓
・
茶
瓢
・
桐
鳴
・
伴
夢
・
白
亥
・
茂
精
・
未
精
・
一
興
・
其
翼
・ 

逸
渕
・
梅
月
・
陳
良
・
露
蕋
・
一
止
・
少
太
・
緑
峰
・
叩
月
・
芳
洲
・ 

美
交
・
閑
那
」
・
為
山
・
苣
丸
・
亀
成
・
霞
雪
・
祖
郷
・
春
峯
・
禾
月
・ 

黍
丘
・
芹
舎
・
竹
醉
・
為
春
・
帒
中
・
雙
烏
・
一
瓢
・
茶
雷
・
蘆
月
・ 

公
成
・
菊
圃
女
・
□
□
・
可
簫
・
㐂
年
・
早
良
・
卜
早
・
抱
儀
・
好
甫
・

川
丈
・
四
端
・
米
室
・
祐
之
・
雨
静
・
瓦
村
・
友
甫
・
丘
雨
・
大
費
・ 

康
我
・
い
さ
吉
・
梅
通
・
一
羽
・
ミ
つ
る
・
卓
郎
・
五
休
・
太
素
・ 

も
と
か
・
梅
雅
・
悠
々
・
遜
阿
・
栗
熊
・
唫
風
・
氷
壺
・
か
つ
ら
・
夷
則
・

未
成
・
清
民
・
得
蕪
・
布
山
・
松
佳
・
露
舟
・
梅
明
・
樗
風
・
北
松
」・ 

□
□
・
□
□
・
□
□
・
□
□
・
㐂
山
・
春
斎
・
徳
隣
・
白
水
・
山
方
・ 

玉
の
や
・
粗
年
・
香
雲
・
旭
・
等
祭
・
護
民
・
松
郭
・
雲
崖
・
見
外
・ 

鶴
巣
・
荷
少
・
冬
守
・
百
杯
・
太
年
・
素
山
・
如
繍
・
羽
雪
・
響
斎
・ 

巾
二
・
青
池
・
禾
山
・
烏
谷
・
庭
裡
女
・
大
齢
・
水
竹
・
布
丈
・
蓬
宇
・

一
夢
・
愛
山
・
尋
香
・
尋
香 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
段
組 

※ 

「
甲
寅
夏
」
／
四
季
発
句 
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夏
興 

全
紙 

大
夢 

南
涯 

萬
歳
図 

○ 

ア
イ 

×
  

（
京
）
有
節
・
梅
通
・
石
外
・
公
成
・
碩
水
・
淡
節
・
月
坡
・
黙
池
・
禾
明
・

丈
翠
・
烏
谷
・
向
月
・
也
然
・
文
海
・
芹
舎
・
（
フ
シ
ミ
）
岳
鳳
・
（
大
坂
）

鼎
左
・
白
鷗
・
松
隣
・
挙
一
・
蓁
々
・
松
室
・
公
眠
・
鴬
宿
・
素
屋
・ 

（
ア
フ
ミ
）
砺
山
・
蕙
逸
・
月
峯
・
（
イ
ガ
）
養
瓜
・
（
イ
セ
）
雀
叟
・
五
鈴
・

蕙
雨
・
只
青
・
（
ヲ
ハ
リ
）
而
后
・
一
清
・
梅
裡
・
烏
律
・
李
曠
・
黄
山
・ 

（
ミ
カ
ハ
）
蓬
宇
・
（
ト
フ
ツ
ウ
ミ
）
杜
水
・
（
江
戸
）
由
誓
・
為
山
・
西
馬
・

祖
郷
・
得
蕪
・
遅
流
・
氷
壺
・
い
さ
吉
・
鳥
吟
・
萬
古
・
四
端
・
山
子
・

里
椿
・
尋
香
・
抱
儀
・
古
山
・
白
亥
・
春
挙
・
亀
禾㝵
・
巴
専
・
梅
笠
・ 

音
好
・
見
外
・
逸
渕
・
（
ム
サ
シ
）
渓
斎
・
天
由
・
寄
三
・
南
々
」
・
（
上
毛
）

竹
烟
・
関
市
・
栞
堂
・
米
室
・
半
湖
・
（
ヒ
タ
チ
）
李
郷
女
・
（
ム
ツ
） 



 

 

 

一
七 

多
代
女
・
一
止
・
如
雲
・
禾
月
・
清
民
・
舎
用
・
（
デ
ハ
）
御
風
・
素
山
・

唫
風
・
河
暁
・
雲
涯
・
璷
山
・（
シ
ナ
ヌ
）
葛
古
・
一
之
・（
エ
チ
ゴ
）
乙
良
・

茶
山
・（
カ
ヾ
）
柳
壷
・
丹
嶺
・
大
夢
・（
イ
ハ
ミ
）
青
池
・（
ヒ
ゼ
ン
）
悠
々
・

（
ヒ
ウ
ガ
）
駝
岳
・
双
烏
・（
サ
ツ
マ
）
馬
翁
・（
ア
キ
）
甘
古
・
梅
思
・（
キ
イ
）

閑
那
・（
ハ
リ
マ
）
蒼
山
・
鼎
跡
・（
ア
ハ
ヂ
）
其
秀
・
鷗
池
・
希
鱇
・
暁
梅
・

園
水
・
玉
梅
・
蒋
池
・
（
イ
ヨ
）
鴬
居
・
菊
圃
女
」・
（
ト
サ
）
嵐
夕
・
婦
牛
・

雲
外
・
古
鳳
・
元
史
・
（
雲
水
）
蒼
仙
・
（
ア
ハ
）
鳳
棲
・
文
笠
・
思
風
・ 

夷
岳
・
月
馬
・
樗
風
・
左
一
・
亀
年
・
月
古
・
騏
郷
・
石
居
・
推
雨
・ 

林
叡
・
東
阡
・
蘿
丈
・
佳
長
・
思
村
・
一
到
・
野
風
・
應
可
・
平
蕪
・ 

羅
邨
・
笋
路
・
凉
枝
・
万
像
・
木
烏
・
楚
宮
・
松
丈
・
素
陽
・
茶
雷
・ 

大
夢 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

三
段
組 

※ 

「
甲
寅
夏
」 
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夏
興 

全
紙 

一
得 

和
翁 

旅
人
・
時
鳥
図 
○ 
イ 

×
 

梅
通
・
有
節
・
芹
舎
・
鼎
左
・
素
屋
・
悠
々
・
而
后
・
黄
山
・
五
鈴
・ 

立
宇
・
烏
谷
・
秋
湖
・
南
々
・
塢
麦
・
其
楽
・
如
臍
・
升
臍
・
文
撨
・ 

其
廣
・
素
月
・
都
梁
・
丁
和
・
た
く
み
・
卜
僲
・
寳
亭
・
春
頼
・
楽
玉
・

徐
水
・
麹
仙
・
松
親
・
柳
二
・
牡
英
・
不
草
・
可
昇
・
傘
雨
・
柳
哉
・ 

幻
史
・
林
鳥
・
亀
遊
・
竹
夫
・
仕
候
・
素
竹
・
山
翠
・
于
兄
・
青
香
・ 

其
屋
・
其
跡
・
（
少
年
）
柳
枝
・
林
梢
・
青
山
・
里
麦
・
月
窓
・
李
井
・ 

四
方
寺
・
似
月
・
逸
渕
・
卓
郎
・
西
馬
・
抱
儀
・
萬
古
・
丁
知
・
為
山
・

得
蕪
・
遅
流
・
由
誓
」・
一
得
・
呉
雪
・
五
渡
・
雲
裳
女
・
迎
祥
・
桃
枝
・

水
渓
・
泉
和
・
春
里
・
嬌
雨
・
保
元
・
完
車
・
茶
交
・
伯
兮
・
孝
烏
・ 

某
柳
・
市
月
・
布
川
・
呼
友
・
貞
松
・
歌
窕
・
青
藩
・
楚
江
・
其
友
・ 

松
阿
・
東
雨
・
露
仙
・
北
亭
・
分
水
・
桃
皐
・
由
貨
・
古
鼎
・
素
僲
・ 

暉
雄
・
渓
斎
・
筆
・
ち
か
ら
・
備
碩
・
逸
登
・
李
雄
・
光
月
・
楚
雀
・ 

穴
蟹
・
一
得 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

二
段
組 

※ 

「
寅
皐
月
」 
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追
善 

全
紙 

遊
阿 

圭
岳
・
臥
春 

精
霊
飾
図 

○ 

ア
イ
ウ 

鷗
波 

一
具
佛
・
遊
阿
・
良
禮
・
分
字
・
大
費
・
西
美
・
梅
通
・
芹
舎
・
公
成
・

有
節
・
石
外
・
鼎
左
・
素
屋
・
林
曹
・
砺
山
・
閑
那
・
悠
々
・
鳳
棲
・ 

清
暇
・
烏
谷
・
雀
叟
・
而
后
・
黄
山
・
塞
馬
・
蓬
宇
・
漣
山
・
立
宇
・ 

大
夢
・（
エ
チ
ゴ
）
乙
良
・
茶
山
・
鷺
眠
・（
下
毛
）
其
翼
・（
ヒ
タ
チ
）
友
甫
・

鶴
巣
・（
セ
ウ
内
）
雄
僊
・（
秋
田
）
御
風
・（
モ
ガ
ミ
）
二
丘
・
緑
峯
・
芦
葉
・

鼠
堂
・
稲
洲
・
雲
山
・
清
田
・
二
兆
・
豊
丘
・
水
竹
・
（
米
沢
）
朶
峯
・ 

鳳
兮
・
一
艸
・
月
山
・
可
有
・
星
播
・
も
と
か
・
子
温
・
宗
丘
・
鴬
珎
・

璷
山
・
（
岩
城
）
木
之
・
黙
釣
・
芦
帆
・
魯
翁
・
左
乙
・
粛
之
・
省
左
・ 

巨
龍
・
柴
鳳
・
宝
居
・
其
詠
・
兎
月
・
か
し
く
女
・
竹
馬
・
臥
蕣
・
如
月
・

（
相
馬
）
鬼
風
・
（
ア
ヒ
ヅ
）
耕
川
・
阜
雄
・
（
三
春
）
柴
山
・
夢
庵
・
（
雲
水
）

均
外
・
玄
子
」・
由
誓
・
祖
郷
・
等
栽
・
松
冝
・
庭
理
女
・
蓬
交
・
萬
古
・

抱
儀
・
逸
渕
・
氷
壺
・
未
足
・
為
山
・
山
子
・
得
蕪
・
見
外
・
芦
月
・ 

居
山
・
卓
郎
・
西
馬
・
在
爾
・
節
之
・
普
水
・
呉
淇
・
瓦
村
・
亀
成
・ 

探
響
・
泰
山
・
好
甫
・
尋
香
・
夷
則
・
北
松
・
臥
春
・
太
眠
・
（
仙
ダ
イ
）



 

 

 

一
八 

如
雲
・
智
幽
・
白
水
・
宗
古
・
塘
水
・
一
止
・
舎
用
・
心
阿
・
金
波
・ 

太
㚑
・
挙
堂
・
風
聲
・
三
恵
女
・
彫
蟲
・
泉
湛
・
樗
頼
・
公
木
・
五
雲
・

素
雪
・
禾
月
・（
シ
ホ
ガ
マ
）
任
阿
・
具
扉
・
魯
由
・
竹
囿
・
露
満
・
一
松
・

素
江
・
伸
月
・
楚
石
・
楽
女
・
甫
月
・
吟
路
・
江
月
・
菊
路
・
（
雲
水
） 

長
山
・（
松
シ
マ
）
由
道
・（
石
津
）
袋
一
・（
吉
岡
）
五
葉
・（
大
ガ
ハ
ラ
）
江
三
・

（
ツ
キ
ノ
キ
）
詠
柳
・
（
白
石
）
加
菊
・
李
冠
・
雄
節
・
呉
陵
・
（
ヤ
ナ
川
） 

八
鶴
・
（
ホ
ハ
ラ
）
有
我
」
・
（
ホ
ハ
ラ
）
慎
水
・
（
山
ト
ダ
）
其
堂
・
（
タ
カ
ゴ
）

梅
月
・
（
コ
ヲ
リ
陣
）
楠
斎
・
（
ス
カ
川
）
多
代
女
・
清
民
・
春
斎
・
愛
山
・ 

壮
山
・
文
起
・
一
宜
・
（
二
木
松
）
英
泉
・
東
里
・
夷
菊
・
丁
酉
・
（
小
バ
マ
）

斗
翫
・
于
喬
・
柳
依
・
草
風
・
（
川
又
）
如
扇
・
六
槐
・
大
洞
・
（
タ
カ
ユ
）

洋
々
・（
フ
ク
シ
マ
）
桑
湖
・
真
揃
・
可
外
・
桑
五
・
関
□
・
守
三
・（
セ
ノ
上
）

朝
好
・（
高
ナ
シ
）
其
牛
・
石
羊
・（
サ
バ
コ
）
琴
斎
・
歴
山
・
貴
文
・
瓦
松
・

太
竫
・
春
汀
・
且
水
・（
ハ
ン
田
）
二
瓢
・
無
患
・（
フ
ジ
田
）
抱
村
・
英
天
・

良
黄
・
蓬
阿
・
律
太
・
季
白
・
雨
播
・
㐂
山
・
留
女
・
菊
女
・
巨
龍
・ 

杏
因
・
一
保
・
蘭
水
・
菊
泉
・
桃
居
・
也
明
・
仲
二
・
負
葉
・
田
暁
・ 

石
丸
・
凉
布
・
可
孝
・
是
阿
・
（
大
園
主
）
良
軆
・
西
美
・
分
字
・
左
吾
・

大
貫
・
遊
阿 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
段
組 

※ 

「
嘉
永
甲
寅
初
秋
」
／
一
具
追
善 

 

38 

春
興 

半
裁 

岳
鳳 

画
者
未
詳 

春
山
図 

○ 

ア
ウ 

×
 

（
東
都
）
為
山
・
詠
久
・
（
出
羽
）
御
風
・
（
津
軽
）
汎
乎
・
（
浪
花
）
鼎
左
・ 

松
隣
・
素
屋
・
（
洛
）
芹
舎
・
祭
魚
・
杜
蓼
・
文
海
・
梅
通
・
露
樵
・
秋
香

女
・（
丹
）
湧
瀧
・（
江
）
松
月
・
鶴
雄
・
其
玉
・（
河
）
梅
塵
・
蝸
室
・（
南
都
）

月
染
・
（
笠
置
）
狐
峰
・
其
瓢
・
湖
南
・
梅
雫
・
梅
嵓
・
岳
鳳 

27 

２
７ 

※ 

「
甲
寅
秋
」 

 

39 

秋
興 

半
裁 

亀
年 

南
涯 

案
山
子
図 

○ 

イ
エ 

×
 

（
京
）
芹
舎
・
梅
通
・
淡
節
・
霞
川
・
丈
翠
・
月
坡
・
有
節
・（
大
坂
）
鼎
左
・

松
隣
・
白
鷗
・
公
眠
・
素
屋
・
（
江
戸
）
逸
渕
・
為
山
・
得
蕪
・
祖
郷
・ 

丁
知
・
梅
笠
・
月
杵
・
尋
香
・
卓
郎
・
遅
流
・
西
馬
・
（
サ
ガ
ミ
）
布
丈
・ 

（
ム
サ
シ
）
渓
斎
・
天
由
・
南
々
・（
上
毛
）
関
市
・（
ム
ツ
）
多
代
女
・
清
民
・

如
雲
・
舎
用
・
（
デ
ハ
）
御
風
・
吟
風
・
璷
山
・
（
シ
ナ
ノ
）
葛
古
・
（
エ
チ
ゴ
）

乙
良
・
茶
山
・（
カ
ヾ
）
柳
壷
・
大
夢
・（
イ
ハ
ミ
）
青
池
・（
ヒ
ゼ
ン
）
悠
々
・

（
イ
セ
）
五
鈴
・（
ア
ハ
ヂ
）
其
秀
・
白
魴
・（
イ
ヨ
）
菊
圃
女
・
棹
舟
・（
ト
サ
）

婦
牛
・
（
ア
ハ
）
葉
陽
・
文
笠
・
大
夢
・
羅
邨
・
思
村
・
蘿
丈
・
草
尺
・ 

青
枝
女
・
梅
道
・
順
美
・
東
阡
・
笋
路
・
楚
宮
・
天
馬
・
木
烏
・
夷
岳
・

思
遠
・
平
蕪
・
石
居
・
月
古
・
雨
蓼
・
逸
松
・
た
ゝ
女
・
崎
邨
・
有
隣
・

蘿
谷
・
騏
郷
・
茶
雷
・
宇
雀
・
亀
年 
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４
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※ 

「
甲
寅
秋
」 

 

40 

秋
興 

全
紙 

鼎
左 

秋
亭 

帰
雁
秋
草
図 

○ 

ア
イ
ウ 

×
 
 

 

蘭
操
・
梅
圃
・
倚
松
・
節
一
・
㐂
暁
・
香
山
・
美
崎
・
吾
柳
・
理
萳
・ 

子
然
・
移
石
・
秋
亭
・
㐂
長
・
如
竹
・
正
一
・
半
花
・
万
頂
・
井
竹
女
・



 

 

 

一
九 

圓
中
・
凉
松
・
雨
外
・
買
山
・
春
女
・
草
居
・
月
人
・
清
機
・
芝
耕
・ 

楓
可
・
秋
崕
・
梅
弟
・
兎
雪
・
梅
季
・
松
月
・
花
兄
・
紫
光
・
其
松
・ 

北
梅
・
杜
鴻
・
梅
栄
・
枝
雀
・
庵
女
・
橘
子
・
流
霞
・
松
彦
・
岩
雄
・ 

蕉
林
・
蘭
月
・
月
桂
・
草
洲
・
里
柳
・
松
吟
・
文
景
・
眉
屋
・
木
斎
・ 

文
賀
・
（
秋
田
）
国
彦
・
（
オ
ク
）
多
代
女
・
（
江
ド
）
先
雪
・
等
栽
・
得
蕪
」・ 

（
か
ふ
ち
）
不
二
門
・（
か
ふ
ち
）
左
栗
・（
か
ふ
ち
）
龍
川
・（
か
ふ
ち
）
桃
水
・

（
か
ふ
ち
）
月
洲
・
（
か
ふ
ち
）
其
乙
・
（
か
ふ
ち
）
一
表
・
（
か
ふ
ち
）
松
眉
・ 

（
さ
か
ひ
）
此
松
・
麦
雨
・
鹿
野
女
・
其
芳
・
米
升
・
呂
泉
・（
池
田
）
可
春
・

（
伊
丹
）
菊
雅
・
露
竹
・
（
茨
木
）
鼎
居
・
（
郡
山
）
花
嘯
・
（
郡
山
）
禾
秋
・ 

（
郡
山
）
月
耕
・
㐂
柳
・
（
南
都
）
求
鵝
・
洗
我
・
（
高
野
）
石
雄
・
梅
茶
・ 

為
栖
・
（
紀
州
）
四
勿
・
寿
抱
・
（
津
山
）
松
人
・
東
明
・
梅
友
・
鶴
寿
・ 

花
丈
・
鴬
竹
・
臥
梅
・
遊
楽
・
（
ハ
リ
マ
）
淡
香
・
悟
一
・
鼎
跡
・
（
備
前
）

鼎
処
・
石
年
・
（
小
豆
島
）
香
雨
・
（
小
豆
島
少
年
）
節
水
・
（
備
后
）
紅
顔
・ 

霞
嶠
・
菊
圃
女
・
（
廣
島
）
左
夕
・
（
石
見
）
青
池
・
一
池
・
梅
日
・
雀
洲
・

一
桃
・
鴬
宿
・
白
鷗
・
素
屋
・
井
資
・
眉
山
・
可
兆
・
梅
蒼
・
梅
雅
・ 

挙
一
・
鼎
左 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

二
段
組 

 

41 

追
善 

全
紙 

弦
山 

画
者
不
明 

紅
葉
散
ら
し
図 

 

○ 

ア
イ
ウ
エ 

×
 

（
故
）
虚
白
・
九
鼎
・
弦
山
・
梅
通
・
瓢
斎
・
公
成
・
淡
節
・
烏
谷
・
孤
柳
・

魚
方
・
霞
洲
・
黙
池
・
雨
翠
・
哥
平
・
岳
鳳
・
月
坡
・
有
節
・
笠
界
・ 

芹
舎
・
風
阿
・
昇
々
・
雀
叟
・
養
瓜
・
古
鏡
・
万
像
・
友
撨
・
且
来
・ 

砂
月
・
乙
介
・
化
友
・
李
曠
・
而
后
・
素
屋
・
蟻
兄
・
鼎
左
」・
砺
山
・ 

一
嘯
・
玉
咉
・
素
口
・
月
挙
・
米
友
・
鳳
尾
・
樹
石
・
松
眠
・
等
友
・ 

梅
旭
・
蘭
秀
・
九
逸
・
李
友
・
芹
斎
・
亀
笑
・
子
珪
・
双
鳧
・
虚
栗
・（
僧
）

霞
谷
・
囿
雪
・
幽
泉
・
九
岱
・
米
南
・
楓
山
人
・
九
梁
・
負
薪
・
九
鼎
・

弦
山 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

二
段
組 

※ 

虚
白
追
善 

 

42 

冬
興 

全
紙 

薫
堂 

竹
香 

雪
中
閑
居
図 

○ 

ア
イ
エ 

×
 

鼎
左
・
瓢
六
・
井
資
・
可
兆
・
眉
年
・
荷
村
・
不
角
・
公
眠
・
井
亀
・ 

梅
左
・
辰
斎
・
梅
雅
・
梅
蒼
・
鴬
室
・
桃
兮
・
眉
山
・
素
屋
・
鴬
宿
・ 

見
薺
・
石
叟
・
松
室
・
挙
一
・
蘭
操
・
月
人
・
梅
圃
・
吾
柳
・
㐂
長
・ 

寄
勝
・
凉
松
・
香
山
・
㐂
暁
・
舟
左
・
乙
祇
・
笠
海
・
春
智
・
草
洲
・ 

其
十
・
常
磐
・
桃
門
・
万
鳳
・
（
イ
ケ
ダ
）
可
春
・
騎
鶴
・
柳
士
・
梅
雪
・

瓢
窓
・
竹
香
・
（
イ
ヨ
）
奇
仙
・
（
ア
マ
）
峩
月
・
一
三
・
芦
盛
・
芦
船
・ 

稲
處
・
豊
水
・
古
槐
・
梧
岳
・
小
窓
・
文
昇
・
花
笠
・
（
在
京
）
老
雲
・ 

貞
尼
・
寿
女
・
三
辰
・
淡
水
・
橘
丸
・
松
彦
・
（
石歳
遊
更
）
淇
石
・
羅
光
・

梅
笑
・
杜
鴻
・
五
音景
・
鶴
歩
・
知
風
・
蟻
兄
」・
（
在
坂
）
月
坡
・
黙
池
・ 

（
雲
水
）
弘
湖
・
蓬
陽
・
一
澄
・
眉
鳳
・
素
梅
・
草
花
・
梅
雄
・
赤
至
・
舟
々
・

林
居
・
可
済
・
湖
松
・
一
松
・
眉
葉
・
眉
園
・
眉
屋
・
春
陵
・
草
弘
・ 

桜
園
・
亀
涛
・
梅
屋
・
荷
水
・
梅
花
・
荷
竹
・
荷
少
・
荷
実
・
梅
英
・ 

梅
朝
・
賀
柳
・
一
香
・
文
亭
・
恕
堂
・
（
少
年
）
熊
雄
・
岱
齢
・
如
笑
・ 

珂
雪
・
梅
鳳
・
梅
梢
・
芦
好
・
一
彦
・
洲
吏
・
千
代
女
・
素
袍
女
・
潮
水
・

薫
道 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
段
組 

※ 
「
甲
寅
冬
」 
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43 

冬
興 

全
紙 

湧
瀧 

雙
石 

鶏
・
雪
達
磨
図 

○ 

ア
イ 

×
 

芭
蕉
翁
・
寛
隆
・
勢
以
子
・
松
塢
・（
エ
ド
）
為
山
・（
エ
ド
）
尋
香
・（
デ
ハ
）

唫
風
・（
イ
ワ
ミ
）
青
池
・（
京
）
百
可
・（
ナ
ニ
ハ
）
素
屋
・（
ナ
ニ
ハ
）
杜
鴻
・

（
ナ
ニ
ハ
）
松
隣
・
（
ツ
チ
タ
）
臥
雲
・
（
ナ
ヒ
カ
）
吐
六
・
（
ナ
ヒ
カ
）
呑
斉
・ 

（
ナ
ヒ
カ
）
玉
水
・
（
中
ム
ラ
）
亀
楽
・
（
タ
ナ
ベ
）
静
柳
・
（
タ
ナ
ベ
）
花
仙
・ 

（
タ
ナ
ベ
）
梅
月
・
（
タ
ナ
ベ
）
宝
翠
・
（
タ
ナ
ベ
）
明
玉
・
（
タ
ナ
ベ
）
神
楽
・ 

（
ホ
ヲ
ン
シ
）
養
泉
・
（
木
ヲ
ン
シ
）
一
琴
・
（
ホ
ヅ
）
龍
眼
・
（
ホ
ヅ
）
魯
雄
・ 

（
ホ
ヲ
キ
）
九
一
・
（
ヒ
カ
ミ
）
一
如
・
（
ヒ
カ
ミ
）
旭
山
・
（
ヒ
カ
ミ
）
柳
風
」・

鍳
水
・
百
工
・
光
月
・
對
石
・
其
玉
・
梅
處
・
王
二
丸
・
一
藤
・
梅
渓
・

一
掘
・
草
楽
・
霞
仙
・
花
渓
・
湧
瀧
・
湧
瀧 

 
 
 
 
 
 
 

二
段
組 
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「
甲
寅
冬
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歳
旦 

全
紙 

梅
叟 

峰
斎
華
卿 

萬
歳
図 

○ 

イ 
山
形
藩
以
立
堂 

（
京
）
有
節
・
淡
節
・
公
成
・（
大
坂
）
鼎
左
・
松
隣
・
素
屋
・（
江
戸
）
為
山
・

尋
香
・
見
外
・
氷
壺
・
梅
笠
・
西
馬
・
祖
郷
・
（
山
形
連
）
金
英
・
五
瓢
・

五
友
・
潮
水
・
静
山
・
流
水
・
孝
輔
・
梅
窓
・
金
紅
・
梅
霞
・
旅
風
・ 

雲
山
・（
ス
カ
川
）
清
民
・（
桑
折
）
遜
阿
・（
仙
ダ
イ
）
禾
月
・
舎
用
・
湖
立
・

一
止
・
宗
古
・（
ツ
キ
ノ
木
）
民
三
・
詠
柳
・（
舟
岡
連
）
寿
喜
・
保
義
・
東
柳
・

玉
詠
・
眉
仙
・
私
省
・
如
柳
・
素
蝶
・
柳
斎
・
逸
舟
・
（
ワ
タ
リ
）
左
竹
」・

（
大
ガ
ハ
ラ
）
梅
柳
・
水
由
・
兼
女
・
白
水
・
里
人
・
（
角
田
連
八
十
一
翁
） 

武
川
・
左
圭
・
二
翁
・
文
好
・
左
右
・
平
寿
・
東
潮
・
春
里
・
蕾
山
・ 

東
英
・
古
量
・
梅
家
・
楳
寿
・
松
圃
・
風
斎
・
梅
月
・
蕉
窓
・
松
丘
・ 

和
泉
・
宝
三
・
湖
隣
・
東
可
・
南
桂
・
江
三
・
梅
叟 

 
 
 

二
段
組 

※ 

「
乙
卯
孟
春
」 
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歳
旦 

全
紙 

巴
雪 

素
真 

春
雪
水
辺
図 

○ 

ア
イ
ウ
エ 

鷗
波 

（
ヒ
ゼ
ン
）
悠
々
・（
ヒ
ウ
ガ
）
双
烏
・（
イ
ヨ
）
鴬
居
・（
大
坂
）
鼎
左
・
素
屋
・

（
京
）
公
成
・
有
節
・（
ヲ
ハ
リ
）
而
后
・（
ミ
カ
ハ
）
蓬
宇
・（
サ
ガ
ミ
）
薫
岱
・

（
オ
ク
）
舎
用
・
如
雲
・
清
民
・
多
代
女
・
大
素
・（
エ
チ
ゴ
）
鷺
眠
・
茶
山
・

（
サ
ド
）
月
淇
・
（
上
毛
）
心
足
・
米
室
・
心
星
・
半
湖
・
（
ム
サ
シ
）
南
々
・

天
由
・
得
蕪
・
抱
儀
・
氷
壺
・
等
栽
・
梅
笠
・
竹
烟
・
魯
心
・
太
年
・ 

□
□
・
為
山
・
冬
映
・
紀
逸
・
守
一
・
六
造
・
不
黒
・
一
夢
・
遅
流
・ 

四
端
・
萬
古
・
貫
乎
・
物
外
・
呂
兆
・
五
雀
・
月
杵
・
花
明
・
雲
斤
・ 

星
林
・
鬼
丸
・
素
雄
・
少
哉
・
孤
南
・
ミ
も
と
・
音
好
・
雪
簫
・
洒
雄
・

白
亥
・
ミ
き
雄
・
均
外
・
逸
渕
・
西
馬
」・
雫
園
・
東
圃
・
卜
早
・
集
雨
・

湖
堂
・
静
波
・
鳫
伍
・
子
徳
・
双
鶴
・
鴬
拙
・
兎
柳
・
鯉
角
・
直
枝
・ 

黙
牛
・
笠
松
・
志
知
米
・
暢
逸
・
三
羊
・
季
春
・
高
せ
つ
・
欣
之
・
吴
綾
・

知
節
・
か
つ
ら
・
風
子
・
秀
女
・
花
乙
・
柳
女
・
寿
賀
女
・
花
船
・
千
顕
・ 

千
代
女
・
仙
寓
・
香
以
・
仙
庵
・
霞
外
・
楓
橋
・
巨
柳
・
花
童
・
勝
之
助
・

雪
樹
・
雪
路
・
花
舟
・
巴
雪 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
段
組 

※ 
「
安
政
乙
卯
春
」 

 



 

 

 

二
一 

46 

歳
旦 

全
紙 

禾
月 

圭
岳 

鞠
・
羽
子
板
図 

○ 

イ
エ 

以
肅 

（
京
）
公
成
・
梅
通
・
淡
節
・
有
節
・
（
イ
セ
）
水
成
・
（
ヲ
ハ
リ
）
而
后
・ 

（
ナ
ニ
ハ
）
素
屋
・
松
室
・
鼎
左
・（
ビ
ン
ゴ
）
泰
山
・（
エ
ド
）
由
誓
・
為
山
・

西
馬
・
祖
郷
・
等
栽
・
萬
古
・
尋
香
・
瓦
村
・
山
子
・
以
肅
・
梅
雅
・ 

月
杵
・
伴
夢
・
露
苔
・
美
交
・
ミ
き
雄
・
み
も
と
・
北
松
・
臥
春
・
太
眠
・

（
武
引
又
）
亀
成
・
鶴
栄
・
（
越
ゴ
）
乙
良
・
鷺
眠
・
清
水
・
世
挙
・
市
猿
・

有
底
・
（
下
毛
）
茂
精
・
文
窓
・
友
松
・
（
上
毛
）
潤
布
・
桐
鳴
・
景
三
・ 

（
ス
カ
川
）
多
代
女
・
雨
石
・
愛
山
・
壮
山
・
一
宣
・
文
起
・
清
民
・（
杉
田
）

英
泉
・
謹
養
・
（
二
本
マ
ツ
）
東
里
・
（
フ
ク
シ
マ
）
大
費
・
分
字
・
（
高
子
） 

梅
月
・（
コ
ヲ
リ
）
遊
阿
・（
ミ
ハ
ル
）
紫
山
・
旭
山
・
井
田
・
芳
村
・（
ア
イ
ヅ
）

布
山
・
湖
山
・
一
得
・
琶
岬
・
美
山
・
（
モ
ガ
ミ
）
二
丘
・
鼠
堂
・
緑
峰
・

雅
清
・
可
保
・
窓
古
・
蘆
葉
・
豊
丘
・
水
竹
」・
（
秋
田
）
御
風
・
唫
風
・ 

幽
年
・
（
半
ザ
ハ
）
璷
山
・
月
山
・
朶
峰
・
鳳
兮
・
峯
丸
・
舎
用
・
心
阿
・

宗
古
・
一
止
・
杉
芽
・
如
雲
・
五
雲
・
文
人
・
素
好
・
大
㚑
・
金
波
・ 

白
兮
・
撨
策
・
膽
斎
・
泉
渓
・
風
聲
・
文
雄
・
㐂
村
・
長
洋
・
以
幽
・ 

二
有
・
松
可
・
柳
美
・
芳
水
・
㐂
吟
・
（
雲
水
）
帒
一
・
白
亥
・
石
芝
・ 

萬
雪
・
宗
几
・
在
夜
・（
渡
波
）
一
府
・（
ヤ
モ
ト
）
柳
江
・（
シ
ホ
ガ
マ
）
菊
路
・

唫
路
・
楚
石
・
素
江
・
松
聲
・
湖
月
・
甫
月
・
（
ヨ
シ
ヲ
カ
）
五
葉
・
松
我
・

（
今
イ
キ
）
松
江
・
楓
芽
・
（
ツ
キ
タ
テ
）
仙
菜
・
（
ワ
カ
ヤ
ナ
ギ
）
籚
坡
・ 

（
サ
ヌ
マ
）
蘿
月
・
卵
啼
・（
水
サ
ハ
）
一
扇
・
虬
山
・
桃
洲
・（
ヲ
イ
ノ
カ
ハ
ラ
）

之
桃
・
素
蘭
・（
ヒ
ガ
シ
ヤ
マ
）
蛙
丁
・（
ケ
セ
ン
）
田
成
・
楚
流
・（
大
ガ
ハ
ラ
）

江
三
・
（
ツ
キ
ヌ
キ
）
路
柳
・
（
ナ
マ
ダ
）
松
花
・
芽
塢
・
（
ツ
ル
シ
）
梅
成
・ 

風
止
・
素
洲
・
梅
隣
・
呉
洋
・
梅
香
・
楓
館
・
湖
立
・
等
人
」・
桑
蝶
・ 

巴
水
・
梅
弟
・
如
笑
・
兆
々
・
亀
兄
・
梅
仙
・
素
年
・
曽
丈
・
湖
産
・ 

圓
角
・
春
水
・
里
松
・
雪
水
・
山
和
・
五
哉
・
梧
郎
・
梅
窓
・
一
亀
・ 

如
扇
・
布
三
・
玉
水
・
禾
洋
・
漁
邨
・
菊
二
・
青
木
・
市
暁
・
呉
陵
・ 

い
つ
ミ
・
成
風
・
甫
三
・
通
仙
・
彫
霞
・
樗
影
・
巾
二
・
白
水
・
道
子
・

琴
女
・
汰
手
女
・
（
モ
ガ
ミ
）
周
女
・
す
ま
女
・
至
清
・
三
恵
女
・
永
女
・

千
賀
女
・
禾
山
・
禾
月 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
段
組 

※ 

「
乙
卯
孟
春
」 
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慶
賀 

全
紙 

文
起 

圭
岳 

正
月
往
来
図 

○ 

イ
エ 

以
肅 

 

逸
渕
・
為
山
・
西
馬
・
等
栽
・
祖
郷
・
梅
笠
・
氷
壺
・
少
哉
・
ミ
も
と
・

四
端
・
半
湖
・
均
外
・
萬
古
・
山
子
・
鳥
吟
・
松
冝
・
好
甫
・
芽
洲
・ 

可
簫
・
苣
丸
・
吸
月
・
完
鷗
・
美
交
・
不
染
・
月
杵
・
泰
山
・
伴
夢
・ 

以
肅
・
白
亥
・
尋
香
・
亀
成
・
南
々
・
寄
三
・
竹
山
・
桃
郷
・
嵐
牛
・ 

而
后
・
我
竟
・
梅
裡
・
醉
雨
・
一
清
・
應
知
・
静
嘉
・
櫓
水
・
玄
堂
・ 

烏
律
・
李
曠
・
雀
叟
・
五
鈴
・
砺
山
・
芹
舎
・
黙
池
・
有
節
・
公
成
・ 

月
坡
・
淡
節
・
玄
子
・
霞
川
・
梅
通
・
素
屋
・
松
隣
・
稲
處
・
松
室
・ 

鼎
左
・
太
乙
・
閑
那
・
鷗
池
・
万
像
・
亀
年
・
思
遠
・
羅
邨
・
大
夢
・ 

茶
雷
・
（
女
）
菊
圃
・
（
齢
八
十
）
悠
々
・
霞
梢
・
禾
堂
・
絮
泥
・
文
旨
・ 

大
夢
・
慶
里
」・
㐂
年
・
桐
鳴
・
景
三
・
茂
精
・
関
市
・
其
翼
・
友
甫
・ 

鶴
巣
・
乙
良
・
茶
山
・
鷺
眠
・
市
猿
・
清
水
・
御
風
・
唫
風
・
其
仙
・ 

撫
泉
・
二
丘
・
緑
峯
・
水
竹
・
朶
峰
・
峯
丸
・
新
甫
・
璷
山
・
舎
用
・（
尼
）

禾
月
・
杉
芽
・
宗
古
・
如
雲
・（
女
）
禾
山
・
一
止
・
江
山
・
遊
阿
・
梅
月
・



 

 

 

二
二 

大
費
・
分
字
・
六
槐
・
児
川
・
丁
酉
・
菊
也
・
英
泉
・
里
水
・
み
ね
女
・

美
山
・
布
山
・
芳
節
・
梅
渓
・
佛
孫
・
鳳
毛
・（
齢
八
十
）
多
代
女
・
雨
石
・

静
交
・
庚
華
・
清
甫
・
梅
節
・
清
倭
・
清
舎
・
清
宇
・
（
十
才
）
清
知
・ 

陽
篤
・
清
芝
・
春
斎
・
愛
山
・
一
宣
・
清
民
・
文
起 

 
 
 
 

二
段
組 

※ 

「
安
政
二
年
龍
集
乙
夘
孟
春
」
／
文
起
五
十
五
の
慶
賀 
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歳
旦 

全
紙 

芳
草 
是
真 

松
葉
・
椀
図 

○ 

ア
イ
ウ
エ 

尚
友 

由
誓
・
瓦
村
・
為
山
・
山
子
・
宜
稲
・
抱
儀
・
卓
郎
・
昕
抱
・
泰
我
・ 

逸
渕
・
西
馬
・
波
鷗
・
椿
園
・
菊
雄
・
氷
壺
・
ち
さ
女
・
不
染
・
得
蕪
・

之
啓
・
可
簫
・
太
年
・
梅
笠
・
正
遊
・
登
路
女
・
洗
舟
・
眠
蝶
・
菊
丸
・

尋
香
・
月
杵
・
□
□
・
二
水
・
孤
登
・
由
之
・
平
路
・
美
交
・
祖
郷
・ 

禾
精
・
冝
秀
・
袖
丸
・
丈
雨
・
ミ
も
と
・
有
静
・
梨
黒
・
哥
侍
和
・
樹
石
・

苣
丸
・
護
岳
・
貫
采
・
芦
水
・
孤
堂
・
閑
窓
・
岱
水
・
卜
早
・
柳
雨
・ 

硯
寿
・
欣
志
・
千
竹
女
・
素
訣
・
見
外
・
等
栽
・
盛
洲
・
遅
流
・
鳥
吟
・

萬
古
」・
有
節
・
梅
通
・
芹
舎
・
淡
節
・
公
成
・
（
大
坂
）
林
曹
・
□
□
・ 

鼎
左
・
素
屋
・
（
兵
庫
）
可
大
・
（
近
江
）
砺
山
・
（
フ
シ
ミ
）
岳
鳳
・
（
ヒ
ゼ
ン
）

悠
々
・
（
ヲ
ハ
リ
）
而
后
・
醉
雨
・
李
曠
・
（
キ
イ
）
閑
那
・
（
ト
サ
）
嵐
夕
・ 

（
日
向
）
双
烏
・（
カ
ヾ
）
大
夢
・（
エ
チ
ゴ
）
乙
良
・
茶
山
・（
ス
ル
ガ
）
漣
山
・

（
三
河
）
蓬
宇
・
（
在
甲
府
）
其
則
・
（
イ
ヨ
）
菊
圃
・
（
奥
）
多
代
女
・
清
民
・

樗
影
・
梅
月
・
如
雲
・
一
止
・
舎
用
・
（
出
羽
）
御
風
・
吟
風
・
（
サ
ガ
ミ
）

楳
堂
・
立
守
・
（
下
毛
）
和
南
・
（
下
サ
）
㐂
呼
・
十
條
・
（
ム
サ
シ
）
渓
斎
・

花
外
・
五
渡
・
麦
露
」・
宗
普
・
芳
洲
・
魯
心
・
靖
路
・
十
鵞
・
宗
普
・ 

真
武
・
魯
心
・
芳
草
・
十
鵞
・
靖
路
・
真
武
・
宗
普
・
芳
草
・
魯
心
・ 

靖
路
・
十
鵞
・
真
武
・
真
武
・
圭
顆
・
青
松
・
呉
雪
・
清
泉
・
（
少
年
） 

鞠
史
・
直
之
・
泰
布
・
暁
鶏
・
平
礎
・
十
鵞
・
靖
路
・
宗
普
・
魯
心
・ 

芳
草 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

三
段
組 

※ 

「
乙
夘
春
陽
」
／
桜
色
刷
毛
目
霞
料
紙 
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歳
旦 

全
紙 

太
素 

素
真 

貼
扇
面
図 

○ 

イ
ウ 

鷗
波 

 

公
成
・
芹
舎
・
有
節
・
梅
通
・
鼎
左
・
素
屋
・
松
室
・
春
松
・
醉
雨
・ 

蓬
宇
・
完
伍
・
悠
々
・
茶
雷
・
亀
年
・
羅
邨
・
愛
三
・
元
史
・
婦
牛
・ 

嵐
夕
・
心
足
・
半
湖
・
心
星
・
米
室
・
竹
山
・
寄
三
・
天
由
・
由
誓
・ 

遅
流
・
得
蕪
・
抱
儀
・
氷
壺
・
祖
郷
・
萬
古
・
鳥
吟
・
き
く
雄
・
等
栽
・

見
外
・
為
山
・
梅
笠
・
一
夢
・
四
端
・
月
杵
・
巴
雪
・
五
雀
・
青
柿
・ 

五
休
・
花
明
・
晩
成
・
貫
乎
・
洒
雄
・
ミ
き
雄
・
均
外
・
西
馬
・
逸
渕
」・

少
哉
・
ミ
も
と
・
白
亥
・
謝
葉
・
音
好
・
尺
薺
・
峰
丸
・
鼠
堂
・
如
松
・

舎
用
・
如
雲
・
五
雲
・
文
人
・
ミ
ゑ
女
・
樗
影
・
江
三
・
清
民
・
多
代
女
・

愛
山
・
壮
山
・
斗
翫
・
柳
依
・
風
草
・
左
文
・
無
庵
・
守
三
・
大
費
・
洋
々
・

西
美
・
山
甫
・
其
堂
・
六
槐
・
萊
史
・
六
明
・
遊
阿
・
有
我
・
隅
南
・ 

三
柳
・
寛
女
・
好
文
・
三
巴
・
梅
鄰
・
梅
尽
・
月
村
・
松
年
・
紫
綱
・ 

千
基
・
風
待
・
愛
山
・
慎
水
・
枝
道
・
梅
月
・
太
素 

 
 

 
 

二
段
組 

※ 

「
卯
の
と
し
」 

  



 

 

 

二
三 
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歳
旦 

全
紙 

心
足 

是
真 

椿
揃
図 

○ 

イ
エ 

鷗
波 

（
京
）
公
成
・
梅
通
・
有
節
・
淡
節
・
芹
舎
・（
大
坂
）
鼎
左
・
素
屋
・
松
室
・ 

（
ヒ
ゼ
ン
）
悠
々
・
少
哉
・
（
ア
ハ
）
鳳
棲
・
頴
甫
・
茶
雷
・
（
ト
サ
）
嵐
夕
・

元
史
・（
ア
フ
ミ
）
砺
山
・
東
逸
・（
ヲ
ハ
リ
）
醉
雨
・
一
清
・（
エ
チ
ゴ
）
乙
良
・

（
ミ
カ
ハ
）
蓬
宇
・
（
エ
チ
ゴ
）
ち
か
ら
・
茶
山
・
鷺
眠
・
（
シ
ナ
ノ
）
葛
古
・ 

（
オ
ク
）
舎
用
・
如
雲
・
樗
影
・
大
素
・
清
民
・
・
多
代
女
・（
デ
ハ
）
御
風
・

唫
風
・
（
ヒ
タ
チ
）
李
郷
女
・
（
カ
ヅ
サ
）
由
儀
・
（
ア
ハ
）
椿
山
・
（
下
ツ
ケ
） 

其
翼
・
桃
仙
・
（
エ
サ
シ
）
南
々
・
寄
三
・
竹
山
・
天
由
・
遅
流
・
為
山
・

萬
古
・
抱
儀
・
尋
香
・
卓
郎
・
き
く
雄
・
此
園
・
鳥
吟
・
氷
壺
・
祖
郷
・

得
蕪
・
潮
堂
・
等
栽
・
美
城
・
由
誓
・
一
夢
・
四
端
・
竹
煙
・
巴
雪
・ 

貫
乎
・
五
休
・
音
好
・
均
外
・
慶
寿
・
洒
雄
・
月
杵
・
白
亥
・
木
鳴
・ 

弘
湖
・
萱
草
・
ミ
き
雄
・
五
雀
・
梅
笠
・
分
尾
・
米
室
・
心
星
・
素
城
・

琴
堂
・
一
呂
・
一
朗
・
可
考
・
笳
言
・
貞
考
・
良
斗
・
一
志
・
柳
下
・ 

半
湖
」・
如
僲
・
牧
雄
・
玉
渕
・
呑
吹
・
雲
和
・
一
菫
・
入
我
・
与
茂
㐂
・

龍
甫
・
逸
芙
・
兆
水
・
鶏
水
・
田
居
・
晩
人
・
東
水
・
朴
人
・
漁
洲
・ 

忠
幸
・
祇
水
・
和
川
・
か
つ
良
・
月
江
・
長
水
・
祐
石
・
篤
山
・
知
蔭
・

無
物
・
巴
静
・
素
雲
・
山
介
・
東
山
・
烏
外
・
㐂
玉
・
雨
柳
・
小
簔
・ 

松
琴
・
鳩
居
・
（
竹
浪
更
）
古
存
・
如
柳
・
虚
交
・
嘉
雨
・
勇
車
・
枩
風
・

松
窓
・
壺
産
・
松
雨
・
竹
貫
・
松
風
・
松
涛
・
風
也
・
兎
来
・
一
貫
・ 

一
寿
・
一
考
・
東
嶺
・
正
水
・
松
室
・
巴
光
・
泉
女
・
烏
暁
・
福
柳
・ 

雲
山
・
蛙
水
・
松
居
・
梅
雫
・
有
聲
・
指
月
・
巴
玉
・
斐
渕
・
五
清
・ 

落
水
・
井
蛙
・
松
翠
・
か
ね
人
・
吟
耕
・
白
雨
・
竹
雄
・
真
芝
・
林
遊
・

松
路
・
燕
二
・
月
遊
・
翠
居
・
梅
丸
・
木
芝
・
五
寅
」・
逸
渕
・
西
馬
・ 

心
足 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
段
組 

※ 

「
安
政
乙
卯
の
春
」 

 

51 

春
興 

全
紙 

逸
渕 

翠
岳 

雀
餌
付
図 

○ 

ア
イ
ウ 

得
斎 

 

桂
花
女
・
遅
流
・
乂
々
・
呉
由
・
四
端
・
渡
江
・
五
雀
・（
在
江
戸
）
鴬
居
・ 

（
ラ
ク
）
淡
節
・
（
ナ
ニ
ハ
）
素
屋
・
松
室
・
（
ア
ハ
）
鳳
棲
・
思
風
・
羅
邨
・

蘿
彦
・
文
笠
・（
ト
サ
）
雲
外
・
習
竹
・（
イ
ヨ
）
菊
圃
女
・（
ヒ
ゼ
ン
）
悠
々
・

（
ハ
リ
マ
）
月
彦
・
（
セ
ツ
ヽ
）
一
徳
・
（
イ
セ
）
東
作
・
（
カ
ヒ
）
竹
底
・ 

（
サ
ガ
ミ
）
薫
岱
・
（
エ
ツ
中
）
慶
里
・
（
エ
チ
ゴ
）
乙
良
・
（
オ
ク
）
一
止
・ 

太
素
・
清
民
・（
ヒ
タ
チ
）
李
郷
女
・（
下
毛
）
桃
僲
・（
上
毛
）
分
尾
・
一
朗
・

心
足
・
可
考
・
笳
言
・
真
葛
・
漁
友
・
蛙
城
・
一
痴
・
栞
堂
・
如
僲
・ 

米
室
・
搬
柴
・
半
湖
・
（
ム
サ
シ
）
南
々
・
寄
三
・
竹
山
」・
竹
烟
・
為
山
・

得
蕪
・
呉
城
・
木
鴬
・
木
鳴
・
晩
成
・
乙
雄
・
星
林
・
五
休
・
一
窓
・ 

如
柳
・
香
以
・
稲
彦
・
得
水
・
無
名
・
雪
簫
・
鴬
室
・
は
ん
も
・
鳳
菊
・

桃
人
・
魚
道
・
臼
布
・
北
生
・
慶
寿
・
月
杵
・
鬼
丸
・
詠
久
・
風
子
女
・

南
玉
・
英
烏
・
帆
風
・
貫
乎
・
ミ
き
雄
・
弘
湖
・
萱
草
・
洒
雄
・
音
好
・

西
馬
・
梅
笠
・
逸
渕 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

二
段
組 

※ 

「
安
政
卯
仲
春
」 

 
52 
春
興 

全
紙 

亀
成 

圭
岳 

羽
根
掻
図 

○ 

ア
イ 

鷗
波 

公
成
・
有
節
・
梅
通
・
芹
舎
・
烏
谷
・
黙
池
・
淡
節
・
鼎
左
・
素
屋
・ 



 

 

 

二
四 

可
大
・
閑
那
・
多
代
・
遊
阿
・
禾
月
・
禾
山
・
舎
用
・
清
民
・
愛
山
・ 

壮
山
・
如
雲
・
護
民
・
松
朗
・
□
□
・
よ
し
香
・
交
水
・
霞
雪
・
水
竹
・

羽
人
・
竹
烟
・
五
渡
・
心
足
・
抱
舛
・
花
外
・
完
鷗
・
己
有
・
乙
良
・ 

天
由
・
左
乙
・
完
伍
・
花
渓
・
柳
壷
・
一
立
・
竹
月
・
茶
雷
・
旭
松
・ 

一
澄
・
静
里
・
木
之
・
友
甫
・
由
誓
・
逸
渕
・
西
馬
・
為
山
・
祖
郷
・ 

卓
郎
・
抱
儀
・
見
外
・
氷
壺
・
萬
古
・
等
栽
・
梅
笠
・
得
蕪
・
魯
心
・ 

鳥
吟
・
遅
流
・
夷
則
・
尋
香
・
臥
春
・
北
松
」・
不
染
・
美
由
・
芦
月
・ 

泰
山
・
好
甫
・
瓦
村
・
□
□
・
〔
荷
少
〕
・〔
卜
早
〕
・
か
つ
ら
・
山
子
・ 

一
瓢
・
以
簫
・
ミ
つ
る
・
蓮
々
・
い
ろ
は
・
月
杵
・
雛
守
女
・
ひ
さ
守
・

勇
賀
・
一
賀
・
水
亭
・
夢
中
・
柳
波
・
房
丸
・
松
窓
・
一
樹
・
半
草
・ 

石
遊
・
米
廰
・
文
充
・
三
橋
・
静
雅
・
菊
随
・
静
月
・
雅
月
・
清
修
・ 

梅
霞
・
萬
年
・
一
琴
女
・
雙
亀
・
豆
二
・
菊
守
・
好
酒
・
好
民
・
俄
遊
・

有
水
・
一
井
・
竹
堂
・
梅
栄
・
柴
藤
」
・
□
□
・
□
□
・
□
原
・
陽
眠
・ 

遊
鴬
・
其
風
・
治
郷
・
雪
消
・
花
眠
・
松
光
・
松
花
・
蝶
真
・
㐂
悦
・ 

梅
枝
女
・
亀
明
・
蝶
勢
・
寛
㐂
・
志
英
・
瀧
泉
・
千
吟
・
律
吹
・
青
隣
・

福
亀
・
寿
海
・
松
山
・
耕
月
・
瓢
眠
・
正
風
・
文
涛
・
閑
柳
・
無
詮
・ 

光
哉
・
南
甫
・
春
道
・
菊
丸
・
雨
考
・
一
心
・
生
徳
・
心
月
・
風
月
・ 

山
祐
・
遊
里
・
亀
成 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
段
組 

※ 

「
安
政
乙
卯
弥
生
」 

 

53 

春
興 

全
紙 

蘿
丈 

貫
古 

松
下
白
馬
図 

○ 

ア
イ 

×
 

（
京
）
有
節
・
梅
通
・
淡
節
・
公
成
・
烏
谷
・
向
月
・
霞
川
・
月
坡
・
也
然
・ 

碩
水
・
芹
舎
・
（
大
坂
）
鼎
左
・
松
隣
・
公
眠
・
松
室
・
秦
々
・
挙
一
・ 

素
屋
・
（
イ
セ
）
雀
叟
・
（
ヲ
ハ
リ
）
而
后
・
李
曠
・
一
清
・
醉
雨
・
梅
裡
・ 

（
ミ
カ
ハ
）
蓬
宇
・
完
伍
・
（
ト
ウ
ツ
ウ
ミ
）
杜
水
・
（
サ
ガ
ミ
）
布
丈
・
（
江
戸
）

逸
渕
・
西
馬
・
祖
郷
・
尋
香
・
月
杵
・
萬
古
・
鳥
吟
・
四
端
・
山
子
・ 

五
休
・
均
外
・
竹
煙
・
音
好
・
ミ
き
雄
・
良
湖
・
梅
笠
・
氷
壺
・
為
山
・ 

（
ム
サ
シ
）
渓
斎
・
天
由
・
（
上
毛
）
半
湖
・
米
室
・
（
デ
ハ
）
御
風
・
吟
風
・

素
山
・
（
ム
ツ
）
多
代
女
・
清
民
・
一
止
・
如
雲
・
太
素
・
樗
影
・
舎
用
」・

（
ヒ
タ
チ
）
李
郷
女
・（
シ
ナ
ノ
）
葛
古
・（
エ
チ
ゴ
）
乙
良
・
茶
山
・（
イ
ハ
ミ
）

青
池
・（
カ
ヾ
）
柳
壷
・
大
夢
・（
ヒ
ウ
ガ
）
駝
岳
・
双
烏
・（
ヒ
ゼ
ン
）
悠
々
・

（
ア
ハ
ヂ
）
其
秀
・
希
鱇
・
鷗
池
・（
イ
ヨ
）
鴬
居
・
菊
圃
女
・（
ト
サ
）
嵐
夕
・

元
史
・
（
ア
ハ
）
葉
陽
・
楚
宮
・
夷
岳
・
北
誕
・
思
遠
・
大
夢
・
平
蕪
・ 

亀
年
・
左
一
・
完
湖
・
應
可
・
草
尺
・
月
古
・
騏
郷
・
東
阡
・
木
鳥
・ 

羅
邨
・
宇
雀
・
崎
邨
・
蘿
谷
・
有
隣
・
思
村
・
茶
雷
・
蘿
丈 

 

二
段
組 

※ 

「
乙
卯
春
」 

 

54 

春
興 

全
紙 

梅
叟 

島
寅 

稚
児
人
形
図 

○ 

イ
エ 

×
 

芹
舎
・
梅
通
・
有
節
・
㐂
水
・
素
屋
・
潮
水
・
硨
山
・
半
谷
・
而
后
・ 

素
明
・
墨
芳
・
為
山
・
西
馬
・
（
元
ヨ
シ
）
閑
谷
・
甫
翠
・
（
中
居
）
潤
枩
・ 

（
元
ヨ
シ
）
寿
石
・
（
大
ノ
）
米
山
・
（
元
ヨ
シ
）
晴
浦
・
（
元
ヨ
シ
）
菊
潭
・ 

（
元
ヨ
シ
）
掬
水
・
枳
葉
・
春
水
・
敬
斎
・
（
元
ヨ
シ
）
湖
春
・
（
元
ヨ
シ
） 

寿
石
・
指
渓
・
離
角
・（
今
ハ
マ
）
玉
父
・（
大
ノ
）
泰
令
・
桐
一
・
ミ
つ
女
・

千
山
・
香
山
・
葉
莚
・
竹
渓
・
葉
莚
・
（
石
塚
）
嵐
枝
・
（
元
ヨ
シ
）
望
月
・



 

 

 

二
五 

翠
水
・
寿
石
・
（
九
ノ
木
）
夕
霞
・
半
閑
・
杉
居
・
柴
角
・
悠
夕
・
茶
莚
・

西
里
・
琪
月
・
凉
翠
・
（
元
ヨ
シ
）
蔦
翠
・
竹
山
・
甫
龍
・
（
中
居
）
寄
鼎
・

枳
翠
・（
元
ヨ
シ
）
寿
石
・
盧
峰
・
子
竹
」・
悠
平
・（
元
ヨ
シ
）
箺
坡
・
道
好
・

春
英
・
亀
尾
・
季
節
・
圓
應
・
旭
紫
・
梅
叟 

 
 
 
 
 
 
 

二
段
組 

 

55 

追
善 

全
紙 
舎
用 

三
拙 

釣
鐘
草
・
番
鳩
図 

○ 

ア
イ 

鷗
波 

如
雲
居
士
・
舎
用
・
禾
月
・
泉
淇
・
五
雲
・
文
人
・
雨
竹
・
亀
尾
女
・ 

 

西
馬
・
為
山
・
遅
流
・
鶴
翁
・
抱
儀
・
等
栽
・
尋
香
・
萬
古
・
鳥
吟
・ 

 

見
外
・
月
杵
・
白
亥
・
ミ
き
雄
・
逸
渕
・
（
京
）
有
節
・
梅
通
・
公
成
・ 

 
 

芹
舎
・
（
大
坂
）
鼎
左
・
素
屋
・
松
隣
・
（
イ
セ
）
雀
叟
・
（
ヒ
ゼ
ン
）
悠
々
・ 

 
 

（
イ
ガ
）
養
瓜
・
（
イ
ヨ
）
鴬
居
・
（
阿
ハ
）
茶
雷
・
（
ト
サ
）
元
史
・
（
ハ
リ
マ
） 

 
 

鼎
跡
・
（
ア
ハ
ヂ
）
鷗
池
・
（
ア
フ
ミ
）
砺
山
・
（
ヲ
ハ
リ
）
而
后
・
醉
雨
・ 

（
ミ
カ
ハ
）
三
岳
・（
上
毛
）
栞
堂
・
米
室
・（
ム
サ
シ
）
潮
月
・
天
由
・
淇
斎
・ 

（
エ
チ
ゴ
）
茶
山
・
鷺
眠
・
（
ヒ
タ
チ
）
李
郷
女
・
（
米
ザ
ハ
）
璷
山
・
峰
丸
・ 

（
モ
ガ
ミ
）
二
丘
・
（
岩
キ
）
黙
釣
・
（
ス
カ
川
）
多
代
女
・
清
民
・
（
ア
ヒ
ヅ
） 

東
海
・
峰
女
・
（
桑
折
）
遊
阿
・
也
明
・
（
高
子
）
梅
月
・
（
ミ
ハ
ル
）
紫
山
・ 

（
モ
リ
岡
）
南
江
・
一
僊
・
（
金
成
）
露
調
・
（
若
柳
）
白
知
・
盧
坡
・
東
樹
・ 

（
石
ヅ
）
米
花
・
醉
夢
・
静
外
・（
ナ
カ
ル
）
万
雪
・（
矢
本
）
柳
江
・（
ワ
ク
ヤ
） 

魯
因
・
（
サ
ヌ
マ
）
卯
啼
・
蘿
月
・
（
水
サ
ワ
）
虬
山
・
（
三
本
木
）
年
明
・ 

（
ツ
ル
シ
）
梅
成
・
（
ワ
タ
リ
）
左
竹
・
芳
塢
・
（
大
ガ
ハ
ラ
）
江
三
」・
禾
月
・ 

心
阿
・
宗
古
・
東
谷
・
五
雲
・
文
人
・
南
成
・
三
無
・
豊
李
・
呉
春
・
好
々
・ 

蔦
山
・
由
己
・
泉
淇
・
風
聲
・
春
林
・
亀
尾
女
・
樗
影
・
白
水
・
巾
二
・ 

長
洋
・
智
幽
・
彫
蟲
・
市
暁
・
甫
山
・
柏
葉
・
千
賀
女
・
湖
産
・
青
湖
・ 

三
恵
女
・
松
蘿
・
志
方
・
禾
山
・
一
邦
・
城
思
・
杉
芽
・
一
止
・
雨
竹
・ 

舎
用 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
段
組 

※ 

「
乙
卯
の
初
夏
」
／
如
雲
四
十
九
日
追
善 

 

56 

歳
旦 

三
裁 

落
橙
舎 

秋
亭 

太
鼓
橋
図 

○ 

イ
エ 

×
 

花
屋
庵
・
此
花
庵
・
（
山
戸
）
深
茂
亭
・
東
皐
・
和
翠
・
小
嶼
・
里
蝶
・ 

（
美
作
）
佳
年
・（
イ
ナ
バ
）
路
水
・
柏
葉
・（
ヒ
ゼ
ン
）
竹
友
・（
イ
ヨ
）
秋
郷
・

月
人
・
香
山
・
凉
松
・
梅
圃
・
一
千
・
梅
可
都
・
梅
相
・
梅
園
・
可
登
・

花
笠
・
二
鳳
・
杜
囿
・
巴
水
・
路
外
・
可
松
・
（
友
古
更
）
花
映
・
桃
里
・

落
橙
舎 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

30 

２
１ 

※ 

「
乙
卯
春
」 

 

57 

歳
旦 

三
裁 

可
兆 

秋
亭 

住
吉
乗
合
舟
図 

○ 

ア
ウ 

×
 

素
屋
・
井
資
・
挙
一
・
（
大
和
）
小
嶼
・
小
剛
・
如
水
・
二
貝
・
可
来
・ 

月
江
・
多
洲
・
子
順
・
（
針
間
）
羽
白
・
（
美
作
）
芳
洲
・
（
左
海
）
柳
冬
・ 

梅
青
・
梅
山
・
秋
亭
・
米
山
・
羅
光
・
呉
布
・
小
窓
・
佳
弟
・
曽
利
・ 

蘭
好
・
有
静
・
不
知
讀
人
・
鶴
雄
・
栖
香
女
・
可
兆 

 
 

 

28 

１
９ 

※ 

「
乙
卯
春
」 

 
58 
夏
興 

三
裁 

竹
賀 

秋
亭 

住
吉
御
田
神
祭
図 

○ 

イ
エ 

×
 

（
京
）
祭
魚
・
（
京
）
芹
舎
・
（
な
に
は
）
素
屋
・
（
な
に
は
）
月
人
・
（
な
に
は
）



 

 

 

二
六 

鼎
左
・
（
江
ド
）
雛
鵅
・
（
神
西
下
沢
）
秋
涯
・
（
神
西
上
岩
）
霞
松
・
（
ナ
ニ
ハ
）

撫
山
・（
ナ
ニ
ハ
）
春
月
・（
ナ
ニ
ハ
）
好
雪
・（
ナ
ニ
ハ
）
白
雅
・（
平
福
）
曙
来
・

（
平
福
）
採
薇
・
（
平
福
）
竹
賀  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

15 

１
６ 

 

59 

そ
の
他 
全
紙 

有
柳 

鶴
峰
・
筠
斎
・
水
寮
・
覚
斎 

 

四
季
巻
子
・
梅
・
杜
若
・
葛
・
山
茶
花
図 

○ 

ア
イ
ウ
エ 

×
 

由
誓
・
西
馬
・
見
外
・
遅
流
・
萬
古
・
氷
壺
・
以
肅
・
五
休
・
五
雪
・ 

白
亥
・
祖
郷
・
為
山
・
素
屋
・
其
山
・
松
隣
・
松
室
・
祭
魚
・
清
民
・ 

多
代
女
・
蕪
畔
・
其
仙
・
味
風
・
松
操
・
恬
斎
・
雪
琴
・
可
亭
・
月
琴
・

花
幽
・
松
庭
・
一
法
・
西
桃
・
南
好
・
仕
候
・
鶴
峰
・
有
光
・
鳳
泉
・
怡
々
・

竹
雄
・
月
兎
・
柏
斎
・
鳳
尾
・
二
葉
・
雪
鮮
・
素
山
・
御
風
・
有
柳
」・ 

梅
通
・
有
節
・
淡
節
・
黄
山
・
而
后
・
一
清
・
五
鈴
・
養
瓜
・
一
止
・ 

み
も
と
・
音
好
・
天
由
・
山
子
・
等
栽
・
渓
斎
・
良
和
・
幽
雅
・
薫
暁
・

蟻
道
・
二
友
・
鶴
眠
・
南
嶮
・
哥
扇
・
嵐
翠
・
葛
峰
・
菊
香
・
孤
南
・ 

湖
嵐
・
歩
丈
・
柴
園
・
風
柯
・
花
遊
・
其
谷
・
可
隆
・
雲
涯
・
鶴
眠
・ 

清
奇
・
松
陽
・
國
彦
・
唫
風
・
御
風
・
有
柳
」・
卓
郎
・
夷
則
・
未
足
・ 

魯
心
・
雪
簫
・
如
雲
・
舎
用
・
慶
里
・
可
大
・
太
乙
・
砺
山
・
立
宇
・ 

雀
叟
・
大
夢
・
悠
々
・
鼎
左
・
公
成
・
（
行
脚
）
少
哉
・
（
行
脚
）
総
南
・ 

雲
岱
・
詠
之
・
三
長
・
風
知
・
枳
北
・
大
古
・
月
岡
・
京
山
・
蘿
月
・ 

里
桃
・
梅
窓
・
芝
園
・
双
木
・
松
塢
・
可
風
・
可
山
・
梅
可
・
柳
東
・ 

其
月
・
桃
一
・
呉
柳
・
蘭
慶
・
蝶
香
・
抱
山
・
有
交
・
洗
耳
・
其
友
・ 

清
梧
・
月
想
・
落
城
・
御
風
・
有
柳
」
・
抱
儀
・
逸
渕
・
尋
香
・
四
端
・ 

半
湖
・
鳥
吟
・
い
さ
吉
・
一
瓢
・
関
市
・
閑
那
・
万
像
・
茶
雷
・
菊
圃
・

李
曠
・
禾
月
・
乙
良
・
茶
山
・
文
海
・
芹
舎
・
（
行
脚
）
月
之
・
桐
古
・ 

如
春
・
可
慎
・
醉
月
・
秋
峩
・
一
江
・
枕
石
・
竹
之
・
鶴
園
・
憐
魚
・ 

文
好
・
素
文
・
二
山
・
湖
涯
・
竹
庭
・
亀
既
・
茶
暁
・
鶴
遠
・
随
流
・ 

泉
翁
・
而
南
・
幽
年
・
桃
園
・
琴
臺
・
（
花
考
改
）
節
之
・
河
暁
・
露
光
・

北
臥
・
雪
貢
・
撫
泉
・
御
風
・
有
柳 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

四
段
組 

※ 

春
・
夏
・
秋
・
冬
四
季
仕
立 

 

60 

歳
旦 

全
紙 

冬
秀 

筠
斎 

松
ヶ
枝
短
冊
・
文
台
懐
紙
図 

○ 

ア
イ
ウ 

尚
友 

 

御
風
・
雪
鮮
・
唫
風
・
二
葉
・
雪
貢
・
良
和
・
其
仙
・
雪
岱
・
北
臥
・ 

路
之
・
化
鵬
・
落
城
・
素
山
・
冬
秀
・
□
□
・
梅
霞
・
梅
南
【
以
上
短
冊
】・

雪
貢
・
二
葉
・
唫
風
・
良
和
・
路
之
・
雲
岱
・
雪
鮮
・
落
城
・
撫
泉
・ 

御
風
・
冬
秀
・
松
塢
・
梅
南
・
梅
霞
・
素
山
・
化
鵬
【
以
上
懐
紙
】・
梅
通
・

有
節
・
公
成
・
淡
節
・
鼎
左
・
蟻
兄
・
松
室
・
白
鷗
・
松
隣
・
素
屋
・ 

閑
那
・
茶
雷
・
菊
圃
・
悠
々
・
李
曠
・
梅
裡
・
一
清
・
醉
雨
・
而
后
」・ 

丹
嶺
・
柳
壷
・
大
夢
・
乙
良
・
孤
舟
・
茶
山
・
多
代
女
・
清
民
・
禾
月
・

一
止
・
舎
用
・
㐂
年
・
立
宇
・
渓
斎
・
由
誓
・
逸
渕
・
得
蕪
・
等
栽
・ 

氷
壺
・
祖
郷
・
卓
郎
・
見
外
・
音
好
・
孤
南
・
謝
笠
・
美
交
・
き
く
雄
・

鳥
吟
・
完
鷗
・
瓦
村
・
波
鷗
・
拙
誠
・
尋
香
・
萬
古
・
抱
儀
・
西
馬
」・ 

遅
流
・
波
静
・
泰
我
・
太
年
・
山
子
・
三
幹
・
為
山
・
蟻
道
・
月
岡
・ 

茶
暁
・
春
岱
・
月
兎
・
醉
月
・
有
雪
・
百
南
・
桃
斎
・
梅
和
・
楽
山
・ 

芦
舟
・
花
幽
・
如
泉
・
□
園
・
□
我
・
有
柳
・
大
古
・
撫
泉
・
梅
南
・ 



 

 

 

二
七 

梅
霞
・
松
塢
・
冬
秀 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
段
組 

※ 

「
安
政
乙
卯
春
日
」 

 

61 

秋
興 
全
紙 

秋
峩 

画
者
不
明 

祭
日
図 

○ 

ア
イ 

×
 

由
誓
・
西
馬
・
抱
儀
・
見
外
・
萬
古
・
氷
壺
・
龍
守
・
苣
丸
・
荷
少
・ 

未
足
・
瓦
村
・
不
染
・
以
肅
・
波
静
・
山
子
・
尋
香
・
鳥
吟
・
閑
那
・ 

等
栽
・
祖
郷
・
遅
流
・
逸
渕
・
渓
斎
・
為
山
・
梅
通
・
芹
舎
・
有
節
・ 

公
成
・
淡
節
・
枩
隣
・
素
屋
・
鼎
左
・
黄
山
・
而
后
・
李
曠
・
丹
嶺
・ 

大
夢
・
萬
像
・
茶
雷
・
思
風
・
菊
圃
・
悠
々
・
立
宇
・
砺
山
・
乙
良
・ 

茶
山
・
如
雲
・
舎
用
・
清
民
・
多
代
女
・
（
行
脚
）
少
哉
・
素
山
・
雪
貢
・

如
春
・
雲
岱
・
薫
暁
・
洗
耳
・
如
翠
・
蟻
道
・
詠
之
・
月
岡
・
抱
山
・ 

枳
北
・
河
暁
・
大
古
・
良
和
・
花
考
・
鳳
尾
・
唫
風
・
撫
泉
・
御
風
」・ 

雪
鮮
・
無
心
・
有
柳
・
竹
之
・
祝
月
・
應
山
・
梅
霞
・
井
賀
・
可
隆
・ 

月
兎
・
和
祐
・
梅
南
・
文
蝶
・
怡
々
・
落
城
・
覃
々
・
有
交
・
芝
園
・ 

碧
水
・
蒼
江
・
左
松
・
半
明
・
華
郭
・
鳳
吹
・
月
仙
・
桃
正
・
桃
雨
・ 

湖
柳
・
梅
雫
・
桃
月
・
湖
旭
・
桃
夢
・
一
庵
・
玉
之
・
柳
間
・
翠
丈
・ 

静
悟
・
枝
香
・
旭
峯
・
左
孝
・
夏
風
・
松
雪
・
桃
庭
・
耕
々
・
可
山
・ 

如
柳
・
静
柳
・
其
友
・
鶴
園
・
春
岱
・
茶
暁
・
秋
峩 

 
 
 

二
段
組 

 
 

 
 

62 

慶
賀 

全
紙 

愛
山 

松
厳 

四
季
耕
作
図 

○ 

イ
エ 

以
肅 

素
屋
・
遊
河
・
夷
菊
・
一
止
・
舎
用
・
淡
節
・
丁
酉
・
乙
良
・
（
七
十
九
）

悠
々
・
尋
香
・
白
亥
・
逸
渕
・
為
山
・
西
馬
・
山
子
・
以
肅
・
児
川
・ 

二
丘
・
抱
儀
・
渓
斎
・
梅
笠
・
等
栽
・
祖
郷
・
氷
壺
・
未
足
・
萬
古
・ 

鳥
吟
・
太
年
・
完
鷗
・
美
交
・
い
さ
元
・
可
簫
・
蓬
更
・
不
染
・
吸
月
・

泰
山
・
月
杵
・
さ
は
め
・
北
松
・
（
春
器
更
）
良
湖
・
ミ
を
と
・
均
外
・ 

半
湖
・
亀
成
・
桃
郷
・
南
々
・
寄
三
・
烏
谷
・
而
后
・
我
竟
・
梅
裡
・ 

醉
雨
・
一
清
・
応
知
・
櫓
水
・
李
曠
・
烏
律
・
雀
叟
・
五
鈴
・
砺
山
・ 

蘆
逸
・
琴
賀
・
芹
舎
・
黙
池
・
有
節
・
公
成
・
月
坡
・
霞
川
・
玄
子
・ 

梅
通
・
鼎
左
・
松
隣
・
松
室
・
太
乙
・
鷗
池
・
閑
那
・
万
像
・
愛
三
・ 

亀
年
・
思
遠
・
大
夢
・
茶
雷
・
菊
圃
・
絮
泥
・
霞
梢
・
禾
堂
・
交
水
・ 

春
年
・
友
甫
・
鶴
栄
・
烏
谷
・
五
竹
・
其
翼
・
荒
城
・
桐
鳴
・
関
市
・ 

茂
精
・
大
夢
・
慶
里
・
茶
山
・
清
水
・
鷺
眠
・
御
風
・
唫
風
・
其
仙
・ 

撫
泉
・
峯
丸
・
水
竹
・
璷
山
・
（
尼
）
禾
月
・
塘
水
・
如
雲
・
（
女
）
禾
山
・

江
三
・
梅
月
・
大
費
・
分
字
・
六
槐
・
春
耕
・
東
里
・
菊
也
・
英
泉
・ 

甫
山
・
阜
雄
・
里
水
・
布
山
・
梅
渓
・
佛
緑
・
□
花
・
鳳
毛
・
守
志
・ 

（
七
十
九
）
多
代
女
・
雨
石
・
静
史
・
庚
華
・
清
甫
・
一
乕
・
梅
扇
・
緒
孝
・

亀
國
・
（
梅
年
更
）
梅
念
・
帰
篤
・
清
芝
・
芳
谷
・
清
倭
・
清
里
・
清
宇
・

清
竹
・
清
舎
・
祥
芝
・
（
九
才
）
清
知
・
春
斎
・
一
宣
・
文
起
・
清
民
・ 

壮
山
・
愛
山 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

156 

１
７
５ 

※ 

「
嘉
永
七
甲
寅
季
秋
」
／
二
枚
分
横
長
／
愛
山
新
居
の
賀
／
肉
筆
画 

 
 

62
、
63
は
嘉
永
七
年 

 
63 
慶
賀 

四
裁 

愛
山 

勉
翠 

春
景
図 

○ 

イ
エ 

×
 

而
后
・
一
清
・
我
竟
・
醉
雨
・
五
峯
・
芝
船
・
半
嶺
・
梅
裡
・
多
代
女
・



 

 

 

二
八 

清
民
・
白
亥
・
以
肅
・
尋
香
・
春
斎
・
文
起
・
一
宣
・
帰
篤
・
清
芝
・ 

壮
山
・
愛
山 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

20 

２
９ 

※ 
愛
山
新
居
の
賀
／
肉
筆
画
／
62
、
63
は
嘉
永
七
年 

 

64 

歳
旦 

全
紙 

圭
布 

高
雅 

歯
固
図 

○ 

ア
イ 

×
 

（
ラ
ク
）
有
節
・
烏
谷
・
芹
舎
・
淡
節
・
鳥
岳
・
梅
通
・
月
坡
・
公
成
・ 

（
セ
ツ
ヽ
）
蟻
兄
・
不
角
・
鼎
左
・
松
隣
・
白
鷗
・
林
曹
・
素
屋
・
（
エ
ド
）

未
足
・
得
蕪
・
逸
渕
・
為
山
・
由
誓
・
祖
郷
・
見
外
・
西
馬
・
梅
笠
・ 

抱
儀
・
渓
斎
・
（
ム
ツ
）
舎
用
・
（
エ
チ
ゴ
）
茶
山
・
（
カ
ヒ
）
雲
里
・
（
エ
ン
州
）

路
人
・
玄
禮
・
（
ミ
カ
ハ
）
令
雅
・
梅
谷
・
塞
馬
・
竹
甫
・
桃
居
・
蓬
宇
・

奇
山
・
徳
鳧
・
梢
霞
・
（
ヲ
ハ
リ
）
鵬
居
・
而
后
・
一
桃
・
春
松
・
一
清
・ 

（
イ
セ
）
蕙
雨
・（
ア
フ
ミ
）
蛎
山
・
蔦
雨
・（
ヒ
ダ
）
白
鷹
・（
ヒ
ゼ
ン
）
悠
々
・

（
ミ
カ
ハ
）
武
陵
・
其
楽
・
朶
六
・
梅
月
・
青
芝
・
司
玉
・
義
玄
」・ 

（
シ
ナ
ノ
）
無
角
・
道
生
・
如
水
・
快
眠
・
以
未
古
・
穆
学
・
一
静
・
雲
底
・

吾
三
・
如
猿
・
雪
岡
・
芳
山
・
勝
山
・
龍
湖
・
蘭
臺
・
松
郭
・
源
林
・ 

是
堂
・
鳳
雅
・
元
堂
・
我
蝶
・
葛
山
・
芝
文
・
莚
寿
・
亀
腰
・
其
蕉
・ 

疎
頭
・
扇
哥
・
静
月
・
李
斎
・
文
佐
・
以
文
・
時
習
・
真
橘
・
玉
糸
・ 

木
風
・
如
鳳
・
竹
枝
・
楚
雀
・
士
墨
・
石
雅
・
也
素
女
」・
仙
馬
・
峯
逸
・

霞
柳
・
長
柳
・
醉
露
・
幸
女
・
武
及
・
微
醉
・
以
楽
・
仙
峯
・
い
と
女
・

重
郷
・
（
峯
松
更
）
五
柳
・
羅
月
・
こ
と
女
・
王
圭
・
茂
方
・
呼
舟
・ 

ま
つ
女
・
木
甫
・
梧
芳
・
東
一
・
月
對
・
芦
雪
・
梅
山
・
里
梅
・
梅
一
・

一
狐
・
芳
古
・
可
木
・
圭
布
・
武
及
・
武
及
・
圭
布
・
圭
布
・
武
及
・ 

武
及
・
圭
布
・
圭
布 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

三
段
組 

 
 

 

65 

春
興 

全
紙 

孤
南 

圭
岳 

河
岸
花
見
図 

○ 

イ
エ 

鷗
波 

（
セ
ツ
ヽ
）
鼎
左
・
林
曹
・
素
屋
・
可
大
・
（
イ
セ
）
只
青
・
蕙
雨
・
尓
豊
・

移
菜
・
如
檉
・
（
キ
）
露
舟
・
芳
翠
・
（
ア
フ
ミ
）
九
起
・
蔦
雨
・
（
カ
ヾ
） 

卓
丈
・
（
ノ
ト
）
鳳
兮
・
（
エ
チ
ゴ
）
大
経
・
（
デ
ハ
）
蕪
畔
・
唫
風
・
（
オ
ク
）

多
代
女
・
梅
月
・（
ア
キ
）
甘
古
・
芳
笠
・
程
㐂
・（
ハ
ヽ
キ
）
愛
山
・
蕙
石
・

成
峨
・
景
太
・
（
ヲ
ハ
リ
）
而
后
・
春
松
・
一
清
・
玄
至
・
錦
水
・
（
ミ
カ
ハ
）

蓬
宇
・
波
文
・
完
伍
・
（
エ
ン
）
嵐
牛
・
杜
水
・
（
ス
ル
ガ
）
漣
山
・
保
道
・ 

（
上
毛
）
関
市
・（
下
毛
）
和
南
・
茂
精
・
一
峰
・
友
松
・
雪
山
・
文
窓
・（
京
）

梅
通
・
芹
舎
・
公
成
・
淡
節
・
烏
谷
・
文
海
・
漁
藻
・
虚
真
・
仙
蘭
・ 

蒼
雪
・
里
玉
・
鳥
岳
・
有
節
・
□
□
・
□
□
・
□
□
・
美
交
・
宗
羽
・ 

徳
隣
・
聞
蕉
・
鴬
室
・
芳
所
・
瓠
樽
・
花
亭
・
八
百
善
・
木
仙
・
清
可
・

看
雲
・
謝
笠
・
未
精
・
祖
郷
・
瓦
村
・
卜
早
・
か
つ
ら
・
亀
汀
・
雨
兮
・

探
響
・
古
む
良
・
乕
遊
・
鴬
居
・
氷
壺
・
亀
禾㝵
・
祐
之
・
無
貢
・（
ム
サ
シ
）

文
種
・
文
呈
（
下
フ
サ
）
曽
玩
・
萬
古
・
平
路
・
鳥
吟
・
菊
雄
・
見
外
・ 

呉
由
・
一
雅
・
花
朝
女
・
舜
雅
・
一
瓢
・
思
楽
・
（
在
エ
ド
）
鳩
㐂
・ 

（
サ
ガ
ミ
）
鳩
松
・（
セ
ツ
ヽ
）
梅
圃
・
等
栽
・
荷
少
・
龍
守
・
芦
月
・
古
春
・

等
葉
・
等
岐
・
居
山
・
香
以
・（
ム
サ
シ
）
勇
賀
・
一
賀
・（
セ
ツ
ヽ
）
一
清
・

桃
舎
・（
ツ
ガ
ル
）
童
妓
・（
松
前
）
己
節
」・
逸
渕
・
由
誓
・
為
山
・（
七
十
七
）

遅
流
・
山
子
・
泰
我
・（
下
フ
サ
）
㐂
年
・
交
水
・（
ム
サ
シ
）
□
□
・
□
洲
・

（
サ
ガ
ミ
）
布
丈
・
□
□
・
□
□
・
□
□
・
□
□
・
□
□
・
正
甫
・
（
上
毛
）

琴
堂
・
心
星
・
（
オ
ク
）
如
雲
・
舎
用
・
桃
人
・
慶
専
・
五
休
・
不
染
・ 



 

 

 

二
九 

波
鷗
・
（
ム
サ
シ
）
天
由
・
竹
山
・
五
渡
・
亀
成
・
松
夫
・
卓
郎
・
嵯
泉
・ 

得
蕪
・
呉
城
・
春
二
・
雪
年
・
雪
哉
・
少
哉
・
半
湖
・
洒
雄
・
由
也
・ 

雪
簫
・
之
啓
・
ミ
き
雄
・
其
良
・
音
好
・
茶
瓢
・
萱
草
・
如
泉
・
潮
堂
・

均
外
・
三
幹
・
（
下
フ
サ
）
如
升
・
（
ム
サ
シ
）
其
擔
・
大
齢
・
波
平
・
（
少
年
）

梅
恭
・
心
月
・
蘶
文
・
半
月
・
其
猿
・
連
言
・
㐂
雪
・
梅
市
・
笙
波
・ 

白
魚
・
唐
土
・
琴
月
・
宇
笠
・
苣
麿
・
梅
笠
・
孤
南 

 
 

 
 

二
段
組 

※ 

「
安
政
卯
の
春
」 
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追
善 

全
紙 

絡
石 

是
真 
月
・
紫
陽
花
図 

○ 

ア
イ
ウ 

鷗
波 

雨
柳
居
士
・
絡
石
・
護
岳
・
花
遊
・
松
賀
・
幻
外
・
卓
郎
・
叩
月
・
抱
儀
・

鳥
吟
・
逸
渕
・
西
馬
・
萬
古
・
波
鷗
・
未
足
・
茶
瓢
・
為
山
・
尋
香
・ 

渓
斎
・
大
鵬
・
不
染
・
羽
雪
・
祖
郷
・
苣
麻
呂
・
得
蕪
・
遅
流
・
梅
笠
・

呉
城
・
露
谷
・
佳
夕
・
等
栽
・
氷
壺
・
閑
那
・
魯
心
・
護
岳
・
淳
了
・（
京
）

梅
通
・
有
節
・（
坂
）
鼎
左
・
素
屋
・（
紀
）
閑
那
・（
江
）
砺
山
・（
尾
）
而
后
・

月
底
・
（
三
）
波
文
・
蓬
宇
・
（
信
）
葛
古
・
硯
水
・
（
奥
）
多
代
女
・
清
民
・

（
松
前
）
旭
・
（
羽
）
御
風
・
二
丘
・
（
加
）
大
夢
・
柳
壷
・
（
越
）
乙
良
・ 

茶
山
・
（
雲
水
）
弄
化
・
㐂
川
」・
護
物
・
護
岳
・
絡
石
・
花
遊
・
東
長
・ 

冝
速
・
文
今
・
梅
雅
・
（
相
）
立
宇
・
（
房
）
谷
水
・
（
上
サ
）
鵲
堂
・
柳
枝
・

（
下
サ
）
田
喬
・
（
常
）
龍
玉
・
（
武
）
渓
斎
・
逸
渕
・
為
山
・
抱
儀
・
（
古
）

幻
外
・
西
馬
・
等
栽
・
梅
笠
・
大
鵬
・
萬
丈
・
魯
心
・
苣
麻
呂
・
鳥
吟
・

羽
雪
・
尋
香
・
少
太
・
茶
瓢
・
波
鷗
・
不
染
・
叩
月
・
雨
兆
・
呉
城
・ 

佳
夕
・
未
足
・
氷
壺
・
祖
郷
・
遅
流
・
得
蕪
・
露
谷
・
卓
郎
・
一
貴
・ 

小
蝶
・
東
長
」・〔
村
〕
風
・
梅
郎
・
湖
月
・
風
子
・
秋
烏
・
山
柳
・
一
美
・ 

一
花
・
漁
遊
・
米
秋
・
太
瓢
・
梅
雅
・
冝
速
・
古
兮
・
悠
志
・
兎
夕
・ 

薄
雪
・
野
草
・
其
友
・
尚
宣
・
風
尾
・
淳
了
・
松
賀
・
護
岳
・
花
遊
・ 

絡
石 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
段
組 

※ 

「
安
政
乙
卯
年
」
／
雨
柳
居
士
遠
方
忌 
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慶
賀 

全
紙 

多
代
女 

圭
岳 

芭
蕉
句
碑
田
植
図 

○ 

ウ
エ 

以
肅 

為
山
・
少
哉
・
ミ
も
と
・
迎
山
・
逸
渕
・
逸
渕
・
為
山
・
西
馬
・
祖
郷
・

等
栽
・
萬
古
・
魯
心
・
山
子
・
鳥
吟
・
白
亥
・
ミ
も
と
・
可
簫
・
俳
禅
・

好
甫
・
以
肅
・
尋
香
・
渓
斎
・
南
々
・
寄
三
・
桃
郷
・
李
郷
女
・
交
水
・

半
湖
・
和
南
・
桐
鳴
・
嵐
牛
・
蓬
宇
・
而
后
・
我
竟
・
梅
裡
・
一
清
・ 

李
曠
・
醉
雨
・
雀
叟
・
五
鈴
・
砺
山
・
梅
通
・
黙
池
・
公
成
・
淡
節
・ 

石
外
・
祭
魚
・
月
坡
・
東
椹
・
玄
子
・
碩
水
・
露
川
・
芹
舎
・
岳
鳳
・ 

湧
瀧
・
素
屋
・
松
隣
・
松
室
・
鼎
左
・
曲
阜
・
閑
那
・
黙
池
・
萬
像
・ 

亀
年
・
羅
邨
・
大
夢
・
思
風
・
茶
雷
・（
女
）
菊
圃
・
泰
山
・
青
池
・
宇
逸
・

駝
岳
・
双
烏
・
少
哉
・
悠
々
」・
大
夢
・
慶
里
・
素
明
・
茶
山
・
乙
良
・ 

璷
山
・
新
甫
・
二
丘
・
水
竹
・
自
厚
・
御
風
・
唫
風
・
二
葉
・
撫
泉
・ 

大
古
・
雲
涯
・
素
山
・
卓
堂
・
舎
用
・
（
尼
）
禾
月
・
一
止
・
樗
影
・
（
女
）

禾
山
・
浪
兮
女
・
遊
河
・
梅
月
・
児
川
・
丁
酉
・
英
泉
・
里
水
・
布
三
・

鳳
毛
・
春
斎
・
静
史
・
愛
山
・
壮
山
・
文
起
・
一
宣
・
雨
石
・
霞
石
・ 

忠
之
・
丁
遊
・
一
之
・
梅
霞
・
ミ
つ
良
・
時
考
・
春
路
・
東
明
」・
清
民
・

晴
霞
多
代 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
段
組 



 

 

 

三
〇 

※ 

多
代
女
発
句
前
書
に
「
安
政
二
乙
卯
五
月
」
と
あ
る
／
多
代
女
八
十

自
賀 
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夏
興 
全
紙 

御
風 

筠
斎 

干
晒
図 

○ 

イ 

尚
友 

由
誓
・
遅
流
・
亀
禾㝵
・
瓦
村
・
四
端
・
完
鷗
・
尋
香
・
逸
渕
・
見
外
・ 

萬
古
・
き
く
雄
・
音
好
・
芳
艸
・
魯
心
・
西
馬
・
祖
郷
・
半
湖
・
み
も
と
・

以
肅
・
五
休
・
雪
簫
・
等
栽
・
氷
壺
・
月
杵
・
太
年
・
山
子
・
鳥
吟
・ 

抱
叔
・
為
山
・
梅
通
・
芹
舎
・
淡
節
・
公
成
・
有
節
・
鼎
左
・
松
隣
・ 

月
人
・
□
□
・
大
夢
・
丹
嶺
・
柳
壷
・
而
后
・
李
曠
・
一
清
・
春
松
・ 

芝
船
・
其
岳
・
醉
雨
・
烏
律
・
乙
良
・
ち
か
ら
・
茶
山
・
舎
用
・
宗
古
・

如
雲
・
樗
影
・
一
止
・
禾
月
・
多
代
女
・
文
起
・
愛
山
・
蒼
山
・
清
民
・

茶
雷
・
羅
邦
・
蘿
丈
・
鳳
棲
・
渓
斎
・
花
外
・
桃
郷
・
南
々
・
寄
三
・ 

天
由
」・
可
大
・
岳
鳳
・
砺
山
・
心
足
・
曽
玩
・
湧
瀧
・
五
鈴
・
露
牛
・ 

閑
那
・
□
□
・
□
□
・
（
雲
水
）
少
哉
・
海
了
・
月
之
・
桐
古
・
（
在
坂
） 

國
彦
・
其
仙
・
幽
年
・
月
岡
・
雪
聲
・
文
明
・
珊
々
・
青
雅
・
扇
車
・ 

月
仙
・
荘
夢
・
太
年
・
玉
傍
・
柳
月
・
蘭
臺
・
楽
山
・
傘
落
・
風
知
・ 

可
然
・
凉
花
・
文
蜂
・
其
風
・
其
文
・
花
頂
・
祐
明
・
琴
臺
・
露
光
・ 

藤
谷
・
雪
琴
・
薫
暁
・
北
臥
・
素
英
・
雪
鮮
」・
撫
露
・
□
和
・
蟻
□
・ 

河
暁
・
怡
々
・
素
玄
・
覃
々
・
桃
暁
・
應
泉
・
松
山
・
仙
雫
・
梅
窓
・ 

鳳
尾
・
樗
風
・
玉
泉
・
歩
丈
・
里
桃
・
雪
彦
・
淇
月
・
迎
風
・
亀
江
・ 

蕉
下
・
玉
岡
・
二
耕
・
柯
亭
・
其
石
・
如
流
・
東
洲
・
太
嶺
・
枳
北
・ 

抱
山
・
と
わ
め
・
有
雪
・
雲
岱
・
蕗
城
・
唫
風
・
詠
之
・
幽
雅
・
可
慎
・

雲
涯
・
素
山
・
御
風
・
御
風
・
御
風
・
御
風 

 
 
 
 
 
 
 

三
段
組 
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「
安
政
乙
卯
の
と
し
晩
夏
」 
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追
善 

全
紙 

竹
巵 

箕
山 

焼
香
・
沙
羅
図 

○ 

ア
イ 

×
 

（
故
人
松
園
）
巒
三
・
（
ナ
ニ
ハ
）
素
屋
・
（
ツ
ガ
）
酒
仙
・
（
ツ
ガ
）
汲
霞
・ 

（
ソ
シ
キ
）
一
滑
・（
ツ
ガ
）
梅
歩
・（
大
エ
）
一
興
・（
上
川
卜
）
宣
和
・
後
柳
・

（
タ
ツ
）
一
十
・
（
ハ
ツ
ミ
）
竹
山
・
（
エ
ノ
ツ
）
雀
洲
・
（
ヲ
ダ
）
梅
雪
・ 

（
ハ
ツ
ミ
）
雨
竹
・
（
井
ハ
ラ
）
冠
山
・
（
大
エ
）
獨
語
・
（
カ
ミ
ム
ラ
）
松
園
・ 

（
ソ
シ
キ
）
鳶
尾
・
露
井
・
竹
巵
・
（
ハ
ツ
ミ
）
悠
水
・
（
ハ
ラ
）
魚
躍
・ 

（
ヤ
カ
ミ
）
蚊
声
・
（
一
山
）
左
雲
・
（
ヲ
ダ
）
美
泉
・
（
ト
ノ
ム
ラ
）
白
丁
・ 

（
イ
ン
原
）
風
笠
・
（
ビ
ン
ゴ
）
月
好
・
（
矢
上
）
菊
雄
・
志
玉
・
（
ア
コ
フ
） 

一
渓
・
（
ワ
タ
ツ
）
一
桃
・
（
大
エ
）
文
寅
・
花
庭
・
（
イ
ツ
ハ
）
物
未
・
（
イ
ダ
）

素
白
」・
（
ユ
ノ
ツ
）
井
魚
・
（
ハ
ラ
）
笑
虎
・
（
大
ハ
ヤ
シ
）
風
蝶
・
（
フ
ク
原
）

古
泉
・（
大
エ
）
岩
鼓
・（
雲
松
）
一
志
・（
ト
ノ
ム
ラ
）
青
雨
・（
ハ
ラ
）
清
月
・

（
ハ
ツ
ミ
）
芳
谷
・
（
ナ
ガ
ラ
）
左
琴
・
（
イ
シ
リ
）
壽
舟
・
（
イ
ハ
ラ
）
露
石
・ 

（
タ
ク
ノ
）
礒
月
・
（
フ
ク
ミ
ナ
）
水
柳
・
（
太
タ
）
紫
雲
・
（
大
エ
）
桃
渓
・ 

池
月
・
梅
荷
・
（
ヤ
上
）
露
堂
・
（
ソ
シ
キ
）
鐙
石
・
（
ヤ
上
）
僕
々
・
（
ソ
シ
キ
）

送
石
・
（
ソ
シ
キ
）
雲
梯
・
（
イ
ダ
）
雪
香
・
梅
朗
・
（
ヲ
ダ
）
繪
簡
・
（
ミ
ヤ
コ
）

如
水
・
（
大
エ
）
素
山
・
卓
居
・
（
タ
ク
ボ
）
如
枩
・
（
イ
ダ
）
柳
坡
・
（
ソ
シ
キ
）

舞
渓
・（
ツ
ガ
）
吐
花
・（
ア
ク
ミ
ツ
）
詞
耕
・（
ハ
ツ
ミ
）
思
渓
・（
川
卜
）
素
卜
・

（
ヤ
上
）
研
露
・
（
ナ
ガ
ラ
）
一
声
」・
（
太
タ
）
素
光
・
（
フ
ク
ミ
ツ
）
石
丈
・ 

（
上
川
卜
）
廉
水
・
（
南
ザ
キ
）
高
山
・
（
住
コ
ウ
）
朝
三
・
（
タ
イ
）
鷗
村
・ 

（
ク
ロ
マ
ツ
）
松
月
・（
上
ム
ラ
）
米
女
・（
フ
ク
光
）
又
左
・（
ク
ロ
マ
ツ
）
魚
水
・

（
大
エ
）
灯
山
・
（
南
サ
キ
）
花
隣
・
（
吉
ナ
カ
）
松
風
・
（
ミ
ヤ
内
）
鳩
巣
・ 



 

 

 

三
一 

（
ヒ
タ
イ
）
一
簀
・
（
ヤ
上
）
一
甫
・
（
中
ム
ラ
）
鳳
鳴
・
（
中
ム
ラ
）
酒
泉
・ 

青
雨
・
（
川
下
）
花
峰
・
（
住
コ
フ
）
甘
棠
・
（
南
ザ
キ
）
盛
山
・
竹
巵 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
段
組 

※ 
「
乙
夘
夏
」 
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慶
賀 

全
紙 
松
朗 

英
斎 

参
詣
図 

○ 

ア
イ 

×
 

天
来
・
井
左
・
瓢
六
・
水
月
・
大
年
・
梅
左
・
井
資
・
素
屋
・
万
利
・ 

有
山
・
有
年
・
寿
扇
・
可
兆
・
青
山
・
春
宥
・
荷
村
・
鴬
室
・
不
角
・ 

梅
蒼
・
白
賀
・
松
月
・
梅
岳
・
公
眠
・
梅
雅
・
子
雀
・
井
亀
・
月
人
・ 

舟
左
・
辰
斎
・
笠
洲
・
鴬
宿
・
五
音景
・
知
風
・
松
彦
・
路
松
・
柳
美
・ 

一
英
・
茂
雄
・
珂
雪
・
岱
齢
・
杜
鴻
・
其
雪
・
梧
岳
・
古
槐
・
机
英
・ 

几
昇
・
豊
水
・
菊
操
・
雨
外
・
草
居
・
梅
圃
・
香
山
・
吾
柳
・
凉
松
・ 

美
崎
・
㐂
暁
・
万
頂
・
移
石
・
梅
弟
・
井
竹
女
・
鶴
歩
・
五
朗
・
月
澄
・

成
蹊
・
と
ら
尾
・
高
麗
女
・
白
雀
女
」
・
一
千
・
風
乕
・
小
窓
・
淇
右
・ 

有
屋
・
春
門
・
桃
翠
・
梅
朗
・
梅
枝
・
梅
暦
・
艸
弘
・
梅
宥
・
梅
英
・ 

梅
朝
・
梅
莟
・
梅
弄
・
桃
雅
・
霞
松
・
一
本
・
有
英
・
平
一
・
馬
洲
・ 

桴
水
・
雪
撨
・
里
水
・
為
遊
丈
・
松
洞
・
双
年
・
一
考
・
イ㐂
雪
・
春
陵
・

八
猿
・
華
丸
・
松
岳
・
我
楽
・
楚
遊
・
賀
柳
・
（
ラ
ク
）
芹
舎
・
（
ラ
ク
） 

霞
川
・
松
朗 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
段
組 
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松
朗
継
号
自
祝
／
71
と
一
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71 

慶
賀 

全
紙 

松
朗 

英
斎 

松
図 

単
（
墨
） 

ウ 
×

 

蟻
兄
・
潮
水
・
挙
一
・
其
月
・
方
石
・
草
洲
・
石
叟
・
（
在
坂
）
蓬
陽
・ 

祇
白
・
珉
朝
・
五
葉
・
桃
門
・
其
遊
・
大
物
・
佳
水
・
有
鳳
・
梅
霽
・ 

文
昇
・
一
澄
・
箕
柳
・
蝶
雲
・
桃
渓
・
恕
堂
・
松
居
・
卜
隣
・（
京
）
瓢
斎
・

其
翠
・
山
朝
・
柳
后
・
桃
下
・
柳
意
・
房
女
・
黙
郎
・
恵
影
・
凍
洞
・ 

似
水
・
六
和
・
錦
水
・
可
尚
・
梅
巌
・
綾
中
・
草
之
・
蕪
雀
・
梅
敬
・ 

楓
城
・
奇
鼎
・
春
翠
・
自
足
・
楚
雀
・
蒼
雪
・
佳
寿
・
禾
明
・
黙
池
・ 

烏
谷
」・（
サ
ガ
）
丈
翠
・（
ア
カ
シ
）
柿
玉
・（
ア
ハ
ヂ
）
静
眠
・（
伯
州
）
楓
千
・

（
イ
ナ
バ
）
霞
洋
・
（
カ
ハ
チ
）
孤
杉
・
里
花
・
（
サ
カ
本
）
蔵
六
・
楽
浪
・ 

柳
湖
・（
ヨ
ド
）
友
之
・（
ナ
ラ
）
月
染
・（
フ
シ
ミ
）
硨
山
・（
サ
カ
ヒ
）
拾
種
・

（
サ
カ
ヒ
）
此
松
・（
サ
カ
ヒ
）
此
方
・（
ナ
ダ
）
錦
子
・
里
柾
・
松
月
・
兎
原
・

閑
々
・
栞
水
・
九
瓜
・
子
猷
・
蘆
江
・
桜
哉
・
時
人
・
青
良
・
英
之
・ 

魚
児
・
向
堂
・
万
鳳
・
草
雄
・
一
松
・
瓜
月
・
麟
跡
・
篁
月
・
鴨
汀
・ 

鯉
尺
・
千
万
女
・
紙
賣
・
草
月
・
其
朴
・
静
光
・
其
刀
・
朱
雀
・
米
老
・

春
翠
・
几
草
・
霞
松
・
碧
中
・
一
知
・
左
公
・
有
村
・
醉
月
・
梅
主
・ 

臥
六
・
善
久
・
錦
素
・
一
羽
・
亀
年
・
連
梅
・
花
童
・
竹
堂
・
春
好
・ 

松
雫
・
梅
窓
・
湖
風
・
丹
柯
・
可
丈
・
乙
三
・
梁
女
・
羽
逸
・
鼎
左
・ 

松
朗 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
段
組 

※ 

松
朗
継
号
自
祝
／
70
と
一
対 

 
72 
そ
の
他 

全
紙 

丈
翠 

玉
園 

嵯
峨
硯
図 

○ 

イ 
×

 
（
摂
津
）
鼎
左
・
素
屋
・
杜
鴻
・
知
風
・
可
蕉
・
其
涛
・
梅
圃
・
月
人
・ 



 

 

 

三
二 

松
室
・
鴬
宿
・
公
眠
・
豊
水
・
梧
岳
・
古
槐
・
碧
中
・
て
る
女
・
石
叟
・

蟻
兄
・
糖
人
・
岳
明
・
孝
月
・
似
蘭
・
曲
阜
・
（
キ
イ
）
閑
那
・
（
サ
カ
イ
）

休
叟
・
此
松
・
其
逸
・
此
方
・
（
ア
キ
）
藍
橋
・
（
ハ
リ
マ
）
古
谷
・
（
イ
ヨ
）

鴬
居
・
（
ア
ハ
）
鳳
棲
・
思
風
・
茶
雷
・
（
ヒ
ゼ
ン
）
悠
々
・
（
イ
ガ
）
養
瓜
・ 

（
イ
セ
）
如
檉
・
東
佐
・
（
ヤ
マ
ト
）
可
撨
・
蛙
切
・
洗
我
・
（
近
江
）
芋
丈
・

砺
山
・（
京
）
有
節
・
梅
通
・
芹
舎
・
淡
節
・
祭
魚
・
禾
明
・
篤
明
・
詣
継
・

湖
嵓
・
仙
菓
・
升
悉
・
公
成
・
月
坡
・
烏
谷
・
桃
乙
・
可
真
・
来
峰
・ 

禾
口
・
里
冬
・
鳥
岳
・
文
海
・
兎
髯
・
麦
香
・
大
味
・
雨
軒
・
湖
雀
・ 

白
狸
・
八
尾
女
・
梅
車
・
呂
角
・
竹
陰
・
（
サ
ガ
）
春
亭
・
㐂
山
・
如
月
・

花
明
・
芳
池
・
野
有
・
芳
水
・（
タ
ン
バ
）
有
秋
・
鍳
水
・（
ワ
カ
サ
）
岩
月
・

（
越
ゼ
ン
）
布
珀
・
（
ヲ
ハ
リ
）
士
前
・
李
曠
・
梅
裡
・
而
后
・
（
江
戸
） 

桂
花
女
・
夫
雪
・
渡
江
・
遅
流
・
見
外
・
竹
烟
・（
帒
中
更
）
貫
乎
・
萬
古
・

西
馬
・
梅
笠
」・
（
ム
サ
シ
）
竹
山
・
（
上
毛
）
分
尾
・
龍
甫
・
半
湖
・
（
下
毛
）

桃
仙
・
真
笑
・
貫
河
・
（
ヒ
タ
チ
）
李
郷
女
・
（
サ
ガ
ミ
）
立
宇
・
素
外
・ 

（
カ
ヒ
）
可
轉
・
登
岐
波
・
雲
里
・
（
シ
ナ
ヌ
）
迎
祥
・
三
都
里
・
雪
簔
・ 

左
波
・
月
外
・
（
越
后
）
茶
山
・
鷺
眠
・
（
デ
ハ
）
御
風
・
（
オ
ク
）
舎
用
・ 

如
雲
・
（
ノ
ト
）
笑
囮
・
稲
波
・
鳳
兮
・
（
越
中
）
草
嶽
・
恕
兮
・
慶
里
・ 

桐
栽
・（
カ
ヾ
）
晴
郊
・
大
夢
・（
遊
歴
）
音
好
・
奇
泉
・
芦
十
・
均
外
・
尼
々
・

蕙
道
・
洒
雄
・
故
崖
・
（
洛
）
丈
翠
・
（
東
都
）
逸
渕
・
弘
湖 

 
 

二
段
組 

※ 

「
安
政
二
乙
卯
晩
夏
」
／
弘
湖
送
別 

   

73 

夏
興 

半
裁 

鯉
勢 

南
涯 

卯
花
垣
・
遊
鶏
図 

○ 

イ
エ 

×
 

（
京
）
有
節
・
梅
通
・
公
成
・
淡
節
・
月
坡
・
也
然
・
向
月
・
烏
谷
・
碩
水
・

芹
舎
・
（
大
坂
）
鼎
左
・
松
隣
・
蓁
々
・
松
室
・
素
屋
・
（
イ
セ
）
雀
叟
・ 

五
鈴
・
（
ミ
カ
ハ
）
蓬
宇
・
完
伍
・
（
江
戸
）
逸
渕
・
為
山
・
見
外
・
萬
古
・

月
杵
・
ミ
き
雄
・
鳥
吟
・
尋
香
・
西
馬
・（
ム
サ
シ
）
渓
斎
・
天
由
・（
上
毛
）

分
尾
・
半
湖
・
（
デ
ハ
）
御
風
・
唫
風
・
（
オ
ク
）
多
代
女
・
清
民
・
一
止
・

舎
用
・（
エ
チ
ゴ
）
茶
山
・
乙
良
・（
ヒ
ゼ
ン
）
悠
々
・（
ヒ
ウ
ガ
）
駝
岳
・（
ア
キ
）

甘
古
・（
イ
ヨ
）
菊
圃
女
・（
ア
ハ
ヂ
）
其
秀
・
鷗
池
・（
ア
ハ
）
葉
陽
・
万
快
・

梧
泉
・
松
年
・
楚
宮
・
夷
岳
・
思
遠
・
平
蕪
・
亀
年
・
月
古
・
大
耳
・ 

逸
松
・
三
謌
・
玉
壷
・
騎
千
・
嘉
幸
・
三
径
・
梅
雪
・
椎
居
・
蘿
谷
・ 

梅
道
・
松
霞
・
青
枝
女
・
笋
路
・
北
誕
・
木
烏
・
天
馬
・
嵐
石
・
雨
蓼
・

た
ゝ
女
・
崎
邨
・
野
風
・
田
花
・
應
可
・
鴬
峰
・
桃
志
・
蘿
丈
・
梧
井
・

宇
雀
・
完
湖
・
草
尺
・
思
村
・
石
居
・
羅
邨
・
東
阡
・
順
美
・
騏
郷
・ 

左
郊
・
大
夢
・
茶
雷
・
有
隣
・
鯉
勢 
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５
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※ 

「
乙
卯
夏
」 

 

74 

秋
興 

半
裁 

應
可 

南
涯 

秋
七
草
図 

○ 

イ
エ 

×
 

（
京
）
有
節
・
梅
通
・
公
成
・
淡
節
・
月
坡
・
烏
谷
・
碩
水
・
黙
池
・
芹
舎
・

（
大
坂
）
鼎
左
・
松
隣
・
蓁
々
・
松
室
・
挙
一
・
素
屋
・
（
イ
セ
）
雀
叟
・ 

五
鈴
・
（
ヲ
ハ
リ
）
李
曠
・
一
清
・
醉
雨
・
梅
裡
・
（
ミ
カ
ハ
）
蓬
宇
・
（
エ
ド
）

逸
渕
・
為
山
・
祖
郷
・
月
杵
・
萬
古
・
鳥
吟
・
ミ
き
雄
・
梅
笠
・
尋
香
・

西
馬
・（
ム
サ
シ
）
渓
斎
・（
上
毛
）
半
湖
・（
ヒ
タ
チ
）
李
郷
女
・（
デ
ハ
）
御
風
・



 

 

 

三
三 

素
山
・
唫
風
・（
オ
ク
）
多
代
女
・
清
民
・
愛
山
・
舎
用
・（
エ
チ
ゴ
）
乙
良
・

（
カ
ヾ
）
大
夢
・
（
ヒ
ウ
ガ
）
駝
岳
・
（
ヒ
ゼ
ン
）
悠
々
・
（
イ
ヨ
）
菊
圃
女
・ 

（
ア
ハ
ヂ
）
其
秀
・
鷗
池
・
（
ア
ハ
）
葉
陽
・
松
年
・
左
一
・
北
誕
・
羅
邨
・

月
古
・
草
尺
・
完
湖
・
蘿
丈
・
三
径
・
思
村
・
鯉
勢
・
崎
邨
・
蘿
谷
・ 

逸
松
・
梧
井
・
有
隣
・
桃
志
・
鴬
里
・
梅
雪
・
青
枝
女
・
騎
千
・
芝
山
・

亀
年
・
平
蕪
・
騏
郷
・
夷
岳
・
五
栄
・
楚
宮
・
大
夢
・
思
遠
・
左
郊
・ 

玉
壷
・
梅
道
・
嘉
幸
・
松
霞
・
三
崎
・
大
耳
・
嵐
石
・
田
花
・
雨
蓼
・ 

椎
居
・
宇
雀
・
多
々
女
・
順
美
・
東
阡
・
天
馬
・
笋
路
・
石
居
・
木
烏
・

茶
雷
・
野
風
・
應
可 
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※ 

「
乙
卯
秋
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75 

秋
興 

全
紙 

等
栽 

可
庵 

出
漁
図 
○ 

イ 

抱
節
子 

（
近
江
）
砺
山
・
月
挙
・（
京
）
芹
舎
・
梅
通
・
文
海
・
公
成
・
醒
花
・（
摂
津
）

一
徳
・
乕
尺
・
曲
阜
・
白
鷗
・
松
隣
・
春
人
・
杜
鴻
・
祇
白
・
鼎
左
・ 

桃
年
・
五
音景
・
知
風
・
松
室
・
一
東
・
（
在
江
戸
）
五
柳
・
素
屋
・
可
大
・

月
人
・
（
尾
張
）
李
曠
・
醉
雨
・
月
底
・
其
岳
・
梅
裡
・
而
后
・
（
ハ
リ
マ
）

鼎
跡
・
（
キ
イ
）
閑
那
・
（
肥
前
）
悠
々
・
（
伊
勢
）
五
鈴
・
（
達
江
）
烏
谷
・ 

杜
水
・
（
三
河
）
完
伍
・
三
岳
・
（
サ
ガ
ミ
）
立
宇
・
布
丈
・
（
上
毛
）
心
足
・

関
市
・（
カ
ヅ
サ
）
未
成
・
霞
雪
・
冨
年
・（
エ
ツ
中
）
慶
里
・
□
□
・
□
□
・

□
□
・
□
□
・
□
□
・
素
□
・
玄
子
・
三
幹
・
無
外
・
新
甫
・
茶
瓢
・ 

北
松
・
ミ
き
雄
・
草
雨
・
精
器
・
孤
南
・
青
介
・
ミ
ち
雄
・
月
之
・
春
湖
・

白
亥
・
香
文
・
一
枝
・
（
安
房
）
椿
山
・
あ
や
雄
・
（
出
羽
）
有
柳
・
雪
員
・ 

（
在
江
戸
）
撫
泉
・
桂
僲
・
介
二
・
御
風
・
唫
風
・
柳
眉
・
自
厚
・
雪
堂
・

藻
鏡
・
五
徳
・
文
想
・
朶
峰
・
二
丘
・
秋
峨
・
（
在
大
坂
）
國
彦
・
素
山
・ 

（
陸
奥
）
一
宣
・
春
斎
・
壮
山
・
多
代
女
・
舎
用
・
禾
月
・
五
雲
・
樗
影
・

宗
古
・
一
止
・
清
民
・
文
起
」・
松
圃
・
布
三
・
梅
二
・
登
山
・
打
掌
・ 

芝
風
・
梅
成
・
白
水
・
梅
月
・
遊
阿
・
（
下
総
）
山栗

堂
・
松
林
・
㐂
年
・ 

成
雨
・
（
越
後
）
習
静
・
茶
山
・
鷺
眠
・
清
水
・
夕
照
・
菅
池
・
帰
風
・ 

市
猿
・
乙
良
・
孤
舟
・
文
勝
・
尤
儀
・
（
下
毛
）
和
南
・
茂
精
・
（
武
蔵
） 

友
輔
・
完
鷗
・
亀
成
・
其
徳
・
遊
里
・
水
亭
・
抱
叔
・
柯
柳
・
弄
花
・ 

東
女
・
重
晴
・
花
外
・
竹
山
・
凉
花
・
□
□
・
□
□
・
□
□
・
□
□
・ 

□
考
・
以
肅
・
松
佳
・
き
く
雄
・
素
鱗
・
美
各
・
範
成
・
由
之
・
未
足
・

東
洲
・
帰
一
・
魯
心
・
探
響
・
泰
山
・
橋
水
・
不
染
・
樹
石
・
梅
笠
・ 

竹
烟
・
此
負
・
如
泉
・
充
・
麗
巣
・
瓦
村
・
五
休
・
卜
早
・
（
在
箱
館
） 

山
方
・
逸
渕
・
旬
正
・
祖
郷
・
獲
岳
・
月
杵
・
文
昇
・
鴬
室
・
草
仙
・
然
々
・

米
山
・
好
甫
・
可
簫
・
墨
芳
・
漣
々
・
由
誓
・
徳
隣
・
普
水
・
伴
夢
・ 

拙
誠
・
春
召
・
亀
遊
・
氷
壺
・
波
鷗
・
桂
山
・
海
了
・
木
鳴
」・
成
守
女
・

萬
□
・
□
□
・
□
□
・
□
□
・
□
□
・
□
□
・
□
□
・
□
□
・
□
□
・ 

□
□
・
□
□
・
□
□
・
□
□
・
□
□
・
□
石
・
見
外
・
栄
晁
・
美
交
・ 

而
平
・
香
□
・
雨
兮
・
梅
□
・
紫
藤
・
等
岐
・
花
朝
女
・
叩
月
・
山
子
・

芳
洲
・
亀
汀
・
西
馬
・
鳥
吟
・
禾
山
・
荷
少
・
芦
月
・
松
冝
・
木
鴬
・ 

悰
父
・
為
山
・
抱
儀
・
龍
守
・
苣
麿
・
居
山
・
㐂
雄
・
等
葉
・
末
一
・ 

一
来
・
武
松
・
淇
石
・
雪
簫
・
松
齢
・
僲
湖
・
一
賀
・
勇
賀
・
等
栽 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
段
組 

※ 
「
安
政
乙
卯
初
秋
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秋
興 

全
紙 

守
黒 

是
真 

松
島
図 

○ 

ア
イ
ウ 

竹
窓 

多
代
女
・
清
民
・
遊
阿
・
江
三
・
一
止
・
禾
月
・
水
哉
女
・
松
江
・
舎
用
・

鼎
左
・
素
屋
・
挙
一
・
双
烏
・
青
池
・
公
成
・
有
節
・
芹
舎
・
梅
通
・ 

由
誓
・
瓦
村
・
不
染
・
完
鷗
・
羽
雪
・
為
山
・
白
起
・
波
鷗
・
叩
月
・ 

萬
古
・
雪
簫
・
東
洲
・
□
□
・
□
□
・
□
□
・
□
□
・
□
□
・
□
□
・ 

等
栽
・
魯
心
・
留
木
・
小
艸
・
芋
臺
・
呂
風
・
如
昇
・
月
杵
・
草
宇
・ 

亀
遊
・
千
之
・
五
休
・
卓
郎
・
抱
儀
・
逸
渕
・
梧
井
・
帰
風
・
鹿
交
・ 

丁
知
・
南
枝
・
竹
賀
・
琴
舟
・
楽
斎
・
楽
之
・
宗
玉
・
㐂
来
・
芦
窓
・ 

松
鶴
・
峡
舎
・
得
蕪
」・
醉
車
・
由
儀
・
畝
月
・
山
児
・
蕪
良
・
五
英
・ 

柏
翠
・
守
黒
・
莟
章
女
・
（
こ
の
間
不
明
）
・
守
黒
・
一
秋
・
菊
彦
・
（
少
年
）

青
松
・
菊
貞
・
楽
山
・
桑
路
・
佳
悠
・
雨
桐
・
琴
月
・
翠
巌
・
五
英
・ 

柏
翠
・
由
儀
・
莟
章
女
・
守
黒
・
亀
遊
・
得
蕪
・
留
木
・
五
休
・
小
艸
・

㐂
来
・
楽
之
・
芋
臺
・
三
光
・
松
鶴
・
峡
舎
」・
守
黒
・
守
黒
・
守
黒
・ 

守
黒
・
守
黒
・
守
黒
・
守
黒 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

三
段
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※ 

「
安
永
乙
卯
の
と
し
」 
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冬
興 

全
紙 

古
鳳 

圭
岳 

囲
炉
裏
図 

○ 

ア
イ 

×
 

（
山
シ
ロ
）
有
節
・
丈
翠
・
芹
舎
・
梅
通
・
可
真
・
文
海
・
禾
明
・
祭
魚
・

黙
池
・
月
坡
・
公
成
・
烏
谷
・
（
セ
ツ
ヽ
）
鼎
左
・
白
鷗
・
松
隣
・
松
室
・

蟻
兄
・
素
屋
・
石
叟
・
公
眠
・
林
曹
・
曲
阜
・
（
ヒ
ゴ
）
青
年
・
秋
湖
・ 

（
ヒ
ゼ
ン
）
悠
々
・
寸
長
・
一
化
・（
日
向
）
駝
岳
・
双
烏
・（
サ
ツ
マ
）
桃
戴
・

（
ア
キ
）
菊
年
・
（
イ
ヨ
）
鴬
居
・
（
ア
ハ
）
鳳
棲
・
文
笠
・
思
風
・
左
一
・ 

葉
陽
・
羅
邨
・
亀
年
・
蘿
丈
・
芳
桂
・
茶
雷
・
（
ア
ハ
ヂ
）
鷗
池
・
（
キ
井
）

閑
那
・
（
イ
ガ
）
養
瓜
・
（
イ
セ
）
東
作
・
（
ア
フ
ミ
）
砺
山
・
蕙
逸
・
（
ヲ
ハ
リ
）

烏
律
・
玄
至
・
而
后
・
（
ミ
カ
ハ
）
蓬
宇
・
（
遠
）
杜
水
・
（
カ
ヒ
）
可
轉
・ 

彦
貫
・
均
外
・
（
サ
ガ
ミ
）
薫
帒
・
白
羽
・
（
カ
ヾ
）
柳
壷
・
大
夢
・
（
ノ
ト
）

鳳
兮
・
（
越
中
）
恕
兮
・
慶
里
・
（
エ
チ
ゴ
）
乙
良
・
鷺
眠
・
雪
潮
・
茶
山
・ 

（
デ
ハ
）
御
風
・
唫
風
」・（
オ
ク
）
多
代
女
・
清
民
・
梅
月
・
一
止
・
舎
用
・

（
上
サ
）
由
儀
・（
下
サ
）
月
杵
・（
房
）
椿
山
・（
ヒ
タ
チ
）
李
郷
女
・（
シ
ナ
ノ
）

月
外
・
（
ム
サ
シ
）
梅
笠
・
竹
山
・
天
由
・
南
々
・
寄
三
・
鴈
路
・
青
荷
・ 

（
上
毛
）
分
尾
・
心
足
・
逸
芙
・
一
得
・
笳
言
・
龍
甫
・
鳥
暁
・
蛙
城
・ 

真
葛
・
漁
友
・
莆
田
・
一
痴
・
石
外
・
竹
崖
・
米
室
・
靏
水
・
古
存
・ 

半
湖
・
竹
烟
・
（
下
毛
）
桃
仙
・
（
エ
ド
）
桂
花
女
・
望
荷
・
乂
々
・
四
端
・

呉
由
・
晩
成
・
木
鴬
・
木
鳴
・
渡
江
・
靏
翁
・
詠
久
・
雄
太
・
見
外
・ 

為
山
・
抱
儀
・
得
蕪
・
卓
郎
・
氷
壺
・
尋
香
・
等
栽
」・
祖
郷
・
萬
古
・ 

潮
堂
・
香
以
・
巴
雪
・
魯
心
・
北
因
・
鳥
吟
・
菊
雄
・
五
雀
・
竹
臣
・ 

五
休
・
完
鷗
・
鳳
菊
・
□
□
・
□
□
・
柳
□
・
文
女
・
南
池
・
得
水
・ 

風
子
・
魚
道
・
桃
人
・
ミ
き
雄
・
六
守
・
沢
兮
・
洒
雄
・
西
馬
・
（
雲
水
）

月
之
・
孤
南
・
芦
城
・
雪
簫
・
貫
乎
・
白
亥
・
音
好
・
故
厓
・
弘
湖
・ 

化
昇
・
市
鴲
・
雲
外
・
羅
海
・
習
竹
・
婦
牛
・
壷
通
・
元
史
・
嵐
夕
・ 

逸
渕
・
古
鳳 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

三
段
組 

※ 

「
安
永
二
乙
卯
年
」 

   



 

 

 

三
五 

78 

秋
興 

全
紙 

鼎
左 

秋
亭 

月
下
郭
公
図 

○ 

ア
イ 

×
 

雨
外
・
買
山
・
北
梅
・
杜
鴻
・
梅
亭
・
庵
女
・
松
彦
・
蕉
林
・
蘭
月
・ 

茂
雄
・
素
梅
・
映
居
・
霞
江
・
奇
勝
・
桃
后
・
春
女
・
井
竹
女
・
隣
草
・

吾
草
・
鬼
笑
・
（
花
暁
改
）
花
郷
・
紫
光
・
卜
隣
・
芦
郷
・
荷
橋
・
松
吟
・

文
賀
・
（
清
友
社
）
草
居
・
蘭
操
・
梅
弟
・
清
機
・
梅
栄
・
兎
雪
・
其
雪
・

秋
崕
・
（
花
市
社
）
節
一
・
㐂
暁
・
香
山
・
美
崎
・
吾
柳
・
了
然
・
移
石
・

秋
亭
・
関
守
・
梅
居
・
天
圓
・
圓
中
・
凉
松
・
梅
圃
・（
京
）
有
節
・
烏
谷
・

月
耕
・
文
海
・
（
江
戸
）
得
蕪
・
西
馬
・
見
外
・
荷
少
・
等
栽
・
（
下
サ
） 

由
儀
・
（
秋
田
在
坂
）
国
彦
・
（
但
馬
）
梅
塢
・
雨
岡
・
（
池
田
）
可
春
・
（
西
宮
）

㐂
久
雄
・
（
御
影
）
一
徳
・
（
兵
庫
）
其
隣
・
似
蘭
・
右
汐
・
（
阿
波
）
茶
雷
・

蘿
丈
・
北
誕
・
草
尺
・
應
可
・
（
淡
路
）
鷗
池
・
（
小
豆
島
）
秋
起
・
（
い
よ
）

棹
舟
・（
宇
和
島
）
鼎
池
」・（
ハ
リ
マ
）
鼎
跡
・
竹
賀
・
足
雄
・
悟
一
・（
美
作
）

耕
雨
・
鶴
寿
・
遊
楽
・
三
池
・
三
宥
・
無
名
・
東
明
・
（
備
前
）
鼎
処
・ 

登
帆
・（
備
后
）
紅
顔
・（
石
見
）
青
池
・（
さ
か
ひ
）
麦
雨
・
鹿
野
女
・
其
芳
・

（
若
山
）
寿
抱
・
南
渓
・
（
南
山
）
石
雄
・
（
郡
山
）
花
嘯
・
禾
秋
・
（
河
内
） 

左
栗
・
桃
水
・
月
洲
・
㐂
久
良
・
三
枝
・
如
子
・
一
表
・
鴬
宿
・
素
屋
・

松
隣
・
可
兆
・
不
角
・
公
眠
・
舟
左
・
月
人
・
草
洲
・
（
さ
か
ひ
）
此
松
・ 

（
在
坂
）
蓬
陽
・
（
左
々
改
）
成
基
・
挙
一
・
鼎
左 

 
 
 
 
 
 

二
段
組 

※ 

「
乙
卯
仲
秋
」 

 

79 

慶
賀 

全
紙 

挙
一 

松
児 

秋
興
図 

○ 

ア
イ 

×
 

素
屋
・
鴬
室
・
月
人
・
梅
弟
・
㐂
暁
・
其
昇
・
賀
柳
・
其
月
・
鶴
歩
・ 

（
イ
ケ
ダ
）
可
春
・
井
竹
女
・
蘭
操
・
寿
抱
・
鴬
宿
・
可
兆
・
不
角
・
舟
左
・

笠
洲
・
松
室
・
杜
鴻
・
井
資
・
小
窓
・
文
昇
・
眉
屋
・
桃
門
・
其
遊
・ 

眉
山
・
梅
亭
・
花
楽
・
花
雪
・
桂
之
・
梅
居
・
月
梢
・
鷺
洲
・
梅
雪
・ 

梅
春
・
柳
哥
・
秀
歌
・
松
児
・
方
石
・
梅
英
・
路
松
・
松
朗
・
米
老
・ 

几
草
・
有
邨
・
可
丈
・
蟻
兄
・
古
槐
・
豊
水
・
石
叟
・
公
眠
・（
京
）
芹
舎
・

（
京
）
公
成
・（
京
）
梅
通
・（
江
戸
）
丁
知
・
瓦
邨
・
完
鷗
・
東
洲
・
得
蕪
・

（
三
河
）
蓬
宇
・
（
イ
ガ
）
養
瓜
・
（
越
中
）
恕
兮
・
（
ア
カ
シ
）
柿
玉
・
（
石
見
）

梅
日
・（
石
見
）
青
池
」・（
カ
ハ
チ
）
左
栗
・
月
洲
・
㐂
久
良
・
桃
水
・（
大
和
）

花
嘯
・
禾
秋
・
月
耕
・
鼎
左
・
香
山
・
梅
圃
・
吾
柳
・
凉
松
・
美
崎
・ 

夭
圓
・
関
守
・
節
一
・
万
頂
・
秋
亭
・
移
石
・
了
然
・
挙
一 

 

二
段
組 

※ 

「
乙
卯
秋
」
／
辰
一
庵
（
新
庵
）
落
成
祝 

 

80 

秋
興 

全
紙 

月
人 

鼎
左
・
秋
亭
合
作 

月
・
四
十
雀
図 

○ 

ア
イ
ウ
エ 

×
 

鴬
宿
・
白
鷗
・
素
屋
・
松
隣
・
蟻
兄
・
可
兆
・
公
眠
・
眉
山
・
不
角
・ 

挙
一
・
舟
左
・
笠
洲
・
草
洲
・
起
雪
・
瓢
六
・
（
清
友
社
）
蘭
操
・
梅
弟
・

其
雪
・
兎
雪
・
梅
栄
・
秋
崕
・
（
花
市
社
）
㐂
暁
・
香
山
・
美
崎
・
吾
柳
・

凉
松
・
了
然
・
移
石
・
節
一
・
秌
亭
・
関
守
・
梅
居
・
天
圓
・
井
竹
女
・

梅
圃
」・
有
節
・
芹
舎
・
文
海
・
烏
谷
・
（
秋
田
）
國
彦
・
（
若
山
）
寿
抱
・ 

（
河
内
）
左
栗
・
桃
水
・
月
洲
・
（
郡
山
）
花
嘯
・
禾
秋
・
月
耕
・
（
左
海
） 

鹿
野
女
・
其
芳
・
（
池
田
）
可
春
・
（
播
磨
）
竹
賀
・
（
伊
豫
）
棹
舟
・
（
石
見
）

青
池
・
北
梅
・
杜
鴻
・
梅
亭
・
庵
女
・
松
彦
・
茂
椎
・
奇
勝
・
花
暁
・ 



 

 

 

三
六 

鬼
笑
・
卜
隣
・
文
賀
・
竹
洲
・
（
成
隣
社
）
雨
外
・
買
山
・
草
居
・
春
女
・

清
機
・
隣
草
・
素
流
・
春
耕
・
素
月
・
柴
月
・
芦
郷
・
吾
草
・
鼎
左
・ 

月
人
・
月
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
段
組 

※ 
「
安
政
乙
夘
仲
秋
」 

 

81 

秋
興 

全
紙 
此
方 

鷗
汀 

珊
瑚
樹
盆
石
図 

○ 

ウ
エ 

×
 

此
角
・
此
虬
・
松
居
・
渓
風
・
此
逸
・
霞
白
・
一
器
・
瓜
郷
・
風
丈
・ 

可
醒
・
呂
泉
・
素
江
・
皷
腹
・
眉
松
・
寿
重
女
・
寿
て
女
・
千
寿
女
・ 

霞
山
・
五
鈴
・
芹
舎
・
文
海
・
祭
魚
・
鼎
左
・
素
屋
・
眉
山
・
不
角
・ 

月
人
・
挙
一
・
杜
鴻
・
舟
左
・
笠
洲
・
松
朗
・
草
洲
・
瓢
六
・
鶯
宿
・ 

此
松
・
舎
笠
・
休
叟
」・
麦
雨
・
其
石
・
梅
旭
・
静
浦
・
米
升
・
其
芳
・ 

翠
山
・
霞
水
・
梅
友
・
木
山
・
徐
風
・
寄
梅
・
亀
遊
女
・
竹
雌
女
・ 

竹
影
女
・
鹿
野
女
・
柳
吾
・
英
二
・
五
葉
・
石
山
・
梅
暁
・
素
逸
・
静
魚
・

一
甫
・
竹
窓
・
竹
風
・
芦
光
・
竹
人
・
松
亭
・
史
梅
・
一
方
・
五
明
・ 

晴
方
・
葏
左
・
芹
江
・
此
方 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
段
組 

 

82 

冬
興 

全
紙 

湧
瀧 

東
南 

洗
場
図 

○ 

エ 
×

 

芭
蕉
翁
・
（
エ
ド
）
為
山
・
（
イ
ハ
ミ
）
青
池
・
（
ナ
ニ
ハ
）
鼎
左
・
（
ナ
ニ
ハ
） 

素
屋
・（
ナ
ニ
ハ
）
杜
鴻
・（
ナ
ニ
ハ
）
月
人
・（
ナ
ニ
ハ
）
松
隣
・（
京
）
芹
舎
・

（
京
）
霞
川
・
（
京
）
淡
節
・
（
タ
ナ
ベ
）
静
柳
・
（
タ
ナ
ベ
）
神
楽
・
（
タ
ナ
ベ
）

保
右
・
（
タ
ナ
ベ
）
山
水
・
（
タ
ナ
ベ
）
畠
守
・
（
タ
ナ
ベ
）
精
神
室
・
（
タ
ナ
ベ
）

一
興
・
（
タ
ナ
ベ
）
草
樹
庵
・
（
タ
ナ
ベ
）
亭
月
・
（
タ
ナ
ベ
）
瀬
筏
・
（
タ
ナ
ベ
）

岡
松
・
（
タ
ナ
ベ
）
芝
遊
・
（
タ
ナ
ベ
）
月
雲
・
（
ヒ
カ
ミ
）
真
澄
・
（
ヒ
カ
ミ
） 

我
水
・
（
ヒ
カ
ミ
）
花
眠
・
（
寺
ム
ラ
）
愚
佛
・
（
寺
ム
ラ
）
椿
交
・
（
寺
ム
ラ
） 

竹
遊
・
（
ホ
ヲ
キ
）
九
一
・
（
ホ
ヲ
キ
）
一
箕
・
（
犬
カ
ン
ノ
）
瓢
堂
・
（
ツ
チ
ダ
）

臥
雲
・
（
ナ
ヒ
カ
）
吐
六
・
（
ホ
ヅ
）
柴
山
・
（
ホ
ヅ
）
龍
眠
・
（
ホ
ヅ
）
魯
雄
・ 

（
シ
ノ
ム
ラ
）
霞
童
・
翠
月
」・
一
藤
・
百
工
・
對
石
・
一
掘
・
其
玉
・
龍
井
・

思
楽
・
堭
柳
・
一
瓢
・
梅
處
・
（
庵
裡
）
花
渓
・
湧
瀧 

 
 
 

 

二
段
組 

 

83 

秋
興 

半
裁 

方
石 

清
暉 

栗
図 

○ 

イ 
×

 

鼎
左
・
瓢
六
・
井
資
・
眉
年
・
舟
左
・
笠
洲
・
不
角
・
鴬
室
・
眉
山
・
素

屋
・
鴬
宿
・
豊
水
・
得
所
・
巽
僲
・
有
隣
・
石
叟
・
梧
岳
・
古
槐
・
松
谷
・

杜
鴻
・
路
松
・
小
窓
・
梅
圃
・
三
正
・
寿
月
・
松
岳
・
梅
守
・
挙
一
・
潮

水
・
松
朗
・
蓬
陽
・
公
眠
・
蟻
兄
・
方
石
・
梅
英
・
亀
柳
・
朗
光
・
小
雛
・

其
石
・
梅
遊
・
幸
光
・
蟻
兄
・
芹
舎
・
方
石 

 

43
＋
両
吟
歌
仙 

６
７ 

※ 

「
乙
卯
仲
秋
」 

 

84 

冬
興 

三
裁 

五
郎 

英
斎 

萬
歳
図 

○ 

イ
エ 

×
 

（
京
）
芹
舎
・
霞
洋
・
鼎
左
・
可
兆
・
素
屋
・
眉
年
・
松
室
・
不
角
・
公
成
・

月
人
・
笠
洲
・
鴬
宿
・
潮
水
・
路
松
・
民
月
・
柳
美
・
一
英
・
珂
雪
・ 

梅
圃
・
硯
露
・
杜
鴻
・
挙
一
・
五
郎 

 
 
 
 
 
 

23 

２
２ 

※ 

「
乙
卯
仲
秋
」 

 



 

 

 

三
七 

▼
安
政
三
年 

 
85 
歳
旦 

小 

蕉
林 

春
星 

梅
・
旭
日
図 

○ 

イ
エ 

×
 

芝
雪
・
翠
江
・
如
猿
・
鶴
翠
・
素
屋
・
（
洛
）
黙
池
・
鴬
宿
・
蕉
林
・
蕉
林 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

9 

７ 

※ 

「
丙
辰
春
」
／
縦
六
裁 

 

 

86 

歳
旦 

全
紙 

心
足 

草
谷 

擬
宝
珠
・
凧
図 

○ 

ア
イ 

鷗
波 

（
京
）
公
成
・
月
坡
・
（
大
坂
）
素
屋
・
鴬
宿
・
（
サ
ツ
マ
）
桃
栽
・
（
ヒ
ゴ
） 

十
乕
・
（
ス
ハ
ウ
）
閑
雲
・
（
ア
キ
）
菊
年
・
駟
䮊
・
（
イ
ヨ
）
鴬
居
・
（
ト
サ
）

元
史
・
古
鳳
・
（
ア
ハ
）
鳳
棲
・
茶
雷
・
竹
斎
・
思
遠
・
（
キ
イ
）
黍
丘
・ 

（
ヲ
ハ
リ
）
而
后
・
醉
雨
・
（
ミ
カ
ハ
）
蓬
宇
・
（
サ
ガ
ミ
）
薫
岱
・
（
ア
房
） 

季
民
・（
下
フ
サ
）
月
杵
・
汎
翠
・
美
精
・
梅
麻
呂
・
仁
里
・
旭
斎
・（
オ
ク
）

清
民
・
愛
山
・
千
喬
・
夢
庵
・
老
竹
・
遊
阿
・
江
三
・
琴
賀
・
禾
月
・ 

一
止
・
舎
用
・
（
デ
ハ
）
御
風
・
璷
山
・
唫
風
・
（
エ
チ
ゴ
）
乙
良
・
茶
山
・ 

（
シ
ナ
ノ
）
天
隠
・
圭
布
・（
下
毛
）
桃
仙
・（
ム
サ
シ
）
南
々
・
寄
三
・
天
由
・

亀
成
・
竹
山
・
梅
笠
・
為
山
・
等
栽
・
萬
古
・
抱
儀
・
北
因
・
鳥
吟
・ 

完
鷗
・
一
夢
・
四
端
・
慶
専
・
鳳
華
・
汲
古
・
得
水
・
（
雲
水
）
貫
乎
・ 

音
よ
し
・
芦
城
・
蒼
布
・
洒
雄
・
白
亥
」・
つ
ね
女
・
浪
兮
女
・
六
守
・ 

ミ
き
雄
・
分
尾
・
一
朗
・
笳
言
・
琴
堂
・
一
呂
・
雲
和
・
乂
我
・
吞
吹
・

樗
月
・
米
室
・
心
星
・
草
専
・
柳
水
・
一
重
・
朝
烏
・
照
来
・
梅
女
・ 

松
翠
・
梅
曲
・
高
山
・
窓
月
・
美
晴
・
亀
遊
・
雨
柳
・
三
嶽
・
裳
雲
・ 

落
水
・
菟
角
・
愛
丸
・
東
山
・
松
室
・
水
月
・
烏
暁
・
忠
幸
・
専
扇
・ 

正
水
・
月
遊
・
松
枝
・
知
蔭
・
玉
淵
・
鶴
朗
・
松
窓
・
泉
女
・
山
介
・ 

雪
致
・
吟
耕
・
田
居
・
一
正
・
雪
居
・
白
留
」・
鳩
居
・
松
風
・
翠
居
・ 

生
垣
・
鬼
老
・
福
柳
・
柳
下
・
良
斗
・
逸
美
・
半
湖
・
竹
烟
・
兎
来
・ 

一
考
・
林
遊
・
蛙
水
・
鶴
水
・
か
ね
人
・
巴
玉
・
巴
静
・
一
専
・
兆
水
・

篤
山
・
（
晩
人
更
）
冠
里
・
梅
丸
・
木
黄
・
五
通
・
逸
渕
・
西
馬
・
心
足 
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慶
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全
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二
丘 

胤
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書
初
図 

○ 

イ
エ 

×
 

は
せ
を
翁
・
乙
二
・
曰
人
・
一
具
・
赤
城
・
川
丈
・
二
丘
・
梅
通
・
淡
節
・

公
成
・
芹
舎
・
有
節
・
鼎
左
・
素
屋
・
松
隣
・
由
誓
・
西
馬
・
見
外
・ 

氷
壺
・
万
古
・
等
栽
・
尋
香
・
泰
山
・
渓
斎
・
為
山
・
一
清
・
醉
雨
・ 

梅
裡
・
而
后
・
□
□
・
大
夢
・
慶
里
・
悠
々
・
茶
雷
・
（
雲
水
）
白
亥
・ 

ミ
き
雄
・
海
了
・
白
鵞
・
ふ
ミ
を
・
音
好
・
月
之
・
陳
良
・
江
平
・ 

ミ
も
と
・
蒼
山
・
半
湖
・
玄
子
・
（
オ
ク
）
晴
霞
・
清
民
・
愛
山
・
壮
山
・

文
起
・
分
宇
・
一
宣
・
清
倭
・
春
斎
・
江
三
・
英
泉
・
梅
月
・
丁
酉
・ 

東
里
・
遊
阿
・
舎
用
・
五
雲
・
樗
影
・
智
幽
・
禾
山
・
杉
苹
・
宗
古
・ 

禾
月
・（
ア
ヒ
ヅ
）
半
岱
・
阜
雄
・
里
水
・
峯
女
・（
米
ザ
ハ
）
璷
山
・
清
井
・

鴬
珎
・
双
竹
・
朶
峯
」・
鳳
兮
・（
ア
ラ
ト
）
峯
丸
・
洗
旨
・
た
き
雄
・（
小
〔
崎
〕）

星
橋
・
□
□
・
（〔
手
ノ
ヨ
〕）
ミ
ち
を
・
（
ア
キ
田
）
御
風
・
唫
風
・
撫
泉
・ 

二
葉
・
蕗
城
・
桃
宇
・
梅
之
・（
サ
カ
田
）
魯
長
・（
本
庄
）
菊
水
子
・
素
文
・



 

 

 

三
八 

文
峩
・
蝸
牛
・
木
知
・
五
窓
・
素
幽
・
魯
玉
・
若
璞
・
一
翠
・
夫
木
・ 

知
遊
・
芝
水
・
柳
渓
・
尓
水
・
芝
畳
・
石
嘯
・
（
ヤ
チ
）
緑
峯
・
（
マ
サ
ハ
）

芦
葉
・
（
イ
ナ
ザ
ハ
）
稲
洲
・
（
ヨ
シ
カ
ハ
）
双
甫
・
（
サ
カ
エ
）
月
悠
・
（
大
谷
）

如
松
・（
長
サ
キ
）
岩
月
・
野
泉
・（
山
ガ
タ
）
蛍
雪
・（
タ
テ
林
）
蔦
花
・
都
静
・

羽
生
・（
ウ
ル
シ
山
）
寿
岳
・
弘
斎
・
清
風
・
丘
村
・
月
峯
」・
水
竹
・
清
因
・

豊
丘
・
歩
店
・
一
羽
・
丘
雨
・
雲
外
・
㐂
右
・
可
保
・
宗
営
・
蒼
馬
・ 

素
虬
・
晩
山
・
甫
裁
・
二
兆
・
閑
淋
・
一
止
・
（
有
無
改
）
守
蔭
・
秊
蔭
・

二
丘 
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歳
旦 

全
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半
夢 

葭
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福
・
天
狗
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芹
舎
・
梅
通
・
淡
節
・
公
成
・
向
月
・
烏
谷
・
有
節
・
鼎
左
・
松
隣
・
蓁
々
・

素
屋
・
養
瓜
・
五
鈴
・
李
曠
・
醉
雨
・
逸
渕
・
為
山
・
萬
古
・
鳥
吟
・ 

ミ
き
雄
・
尋
香
・
西
馬
・
月
杵
・
半
湖
・
乙
良
・
茶
山
・
御
風
・
唫
風
・

多
代
女
・
清
民
・
愛
山
・
舎
用
・
柳
壷
・
大
夢
・
悠
々
・
駝
岳
・
菊
圃
女
・

棹
舟
・
其
秀
・
鷗
池
・
松
丈
・
葉
陽
」
・
亀
年
・
思
遠
・
完
湖
・
草
尺
・ 

石
居
・
梧
井
・
三
径
・
玉
壷
・
鯉
勢
・
素
英
・
（
思
村
更
）
蓬
固
・
椎
居
・

鴬
里
・
田
花
・
桃
志
・
廉
堂
・
苔
庇
・
野
風
・
露
丘
・
平
蕪
・
一
聲
・ 

青
枝
女
・
嘉
幸
・
月
古
・
天
馬
・
木
烏
・
羅
村
・
楚
宮
・
左
郊
・
夷
岳
・

北
誕
・
東
阡
・
旗
郷
・
應
可
・
順
美
・
雨
蓼
・
逸
松
・
騎
千
・
嵐
名
・ 

た
ゝ
女
・
梅
雪
・
蘿
谷
・
三
崎
・
止
丘
・
其
献
・
五
栄
・
月
江
・
竺
魚
・

正
孝
・
芝
山
・
崎
邨
・
有
隣
・
宇
雀
・
（
蘿
丈
更
）
蟻
城
・
茶
雷
・
蒼
風
・ 

（
大
夢
更
）
半
夢 
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歳
旦 

全
紙 

蓬
固 

南
涯 

福
笑
図 
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（
京
）
有
節
・
梅
通
・
公
成
・
淡
節
・
月
坡
・
向
月
・
祭
魚
・
文
海
・
也
然
・

碩
水
・
烏
谷
・
芹
舎
・
（
大
坂
）
鼎
左
・
松
隣
・
月
人
・
蓁
々
・
松
室
・ 

素
屋
・
（
ヤ
マ
ト
）
司
水
・
（
イ
ガ
）
養
瓜
・
（
イ
セ
）
雀
叟
・
只
青
・
五
鈴
・ 

（
ヲ
ハ
リ
）
而
后
・
李
曠
・
一
清
・
其
岳
・
醉
雨
・
梅
裡
・（
ミ
カ
ハ
）
蓬
宇
・

完
伍
・
（
サ
ガ
ミ
）
布
丈
・
（
エ
ド
）
逸
渕
・
為
山
・
祖
郷
・
萬
古
・
見
外
・

鳥
吟
・
弘
湖
・
ミ
き
雄
・
五
休
・
尋
香
・
西
馬
・（
ム
サ
シ
）
梅
笠
・
奇
三
・

天
由
・（
下
フ
サ
）
月
杵
・（
ヒ
タ
チ
）
李
郷
女
・（
上
毛
）
竹
烟
・
米
室
・
心
足
・

半
湖
・
（
下
毛
）
松
堂
・
（
エ
チ
ゴ
）
乙
良
・
茶
山
・
鷺
眠
・
（
デ
ハ
）
御
風
・

素
山
・
唫
風
・
撫
泉
・
璷
山
・
（
ヲ
ク
）
多
代
女
・
清
民
・
愛
山
・
文
起
・

樗
影
・
一
止
・
舎
用
・
（
イ
ハ
ミ
）
青
池
・
宣
禾
・
（
カ
ヾ
）
柳
壺
・
大
夢
・ 

（
タ
ン
バ
）
湧
瀧
・
（
ヒ
ゼ
ン
）
悠
々
・
（
ヒ
ウ
ガ
）
駝
岳
・
双
烏
・
（
ア
キ
） 

甘
古
・（
イ
ヨ
）
鴬
居
・
悼
舟
・
菊
甫
女
・（
ト
サ
）
古
鳳
・
元
史
・（
ア
ハ
ヂ
）

其
秀
・
鷗
池
」・
（
ア
ハ
）
楚
宮
・
木
烏
・
夷
岳
・
思
風
・
亀
年
・
梧
井
・ 

青
枝
女
・
椎
居
・
鴬
里
・
雨
蓼
・
た
ゝ
女
・
逸
松
・
月
古
・
東
阡
・
葉
陽
・

北
誕
・
完
湖
・
鯉
勢
・
素
英
・
玉
壷
・
（
苔
庇
更
）
橘
外
・
蒼
風
・
桃
志
・

田
花
・
三
径
・
左
郊
・
平
蕪
・
其
献
・
廉
堂
・
思
遠
・
石
居
・
野
風
・ 

竺
魚
・
露
丘
・
草
尺
・
順
美
・
半
夢
・
左
一
・
應
可
・
旗
郷
・
羅
村
・ 

有
隣
・
崎
邨
・
月
江
・
嵐
石
・
蘿
谷
・
一
聲
・
騎
千
・
（
蘿
丈
更
）
蟻
城
・ 



 

 

 

三
九 

宇
雀
・
止
丘
・
五
栄
・
三
崎
・
正
孝
・
芝
山
・
嘉
幸
・
梅
雪
・
茶
雷
・ 

（
思
村
更
）
蓬
固 
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春
興 

全
紙 

馬
足 

岸
岱 

桜
花
・
鈴
図 

○ 

イ 
×

 

（
ヒ
ゼ
ン
）
悠
々
・（
エ
ド
）
為
山
・（
エ
ド
）
西
馬
・（
エ
ド
）
抱
儀
・（
ヲ
ハ
リ
）

梅
裡
・（
ヲ
ハ
リ
）
李
曠
・（
ヲ
ハ
リ
）
而
后
・（
京
）
梅
通
・（
京
）
赤
甫
・（
京
）

黙
池
・
（
在
京
）
月
撨
・
（
サ
ガ
）
丈
翠
・
（
サ
ガ
）
芳
水
・
（
京
）
芹
舎
・ 

（
ナ
ニ
ハ
）
松
隣
・
（
ナ
ニ
ハ
）
知
風
・
（
イ
タ
ミ
）
曲
阜
・
（
兵
ゴ
）
醒
花
・ 

（
ナ
ニ
ハ
）
素
屋
・
有
秋
・
暁
堂
・
浩
斎
・
耕
春
・
鍳
水
・
椿
室
・
（
僧
） 

吐
六
・（
僧
）
臥
雲
・（
僧
）
瓢
堂
・（
僧
）
如
々
・
愚
佛
・
椿
更
・
瓢
鯰
・
亀

楽
・
魯
雄
・
黛
山
・
梅
處
・
冨
山
・
花
渓
・
龍
井
」・（
僧
）
お
に
丸
・
梅
林
・ 

輪
上
・
百
工
・
對
石
・
思
楽
・
其
玉
・
堭
柳
・
乕
杖
・
芦
山
・
古
蛙
・ 

一
藤
・
九
價
・
霞
童
・
端
渓
・
金
花
・
翠
月
・
馬
足 
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春
興 

全
紙 

鼎
左 

長
水
良 

木
蓮
・
牡
丹
・
桜
三
花
図 

○ 

ア
イ
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鴬
宿
・
素
屋
・
井
資
・
眉
山
・
可
兆
・
花
虫
・
眉
年
・
不
角
・
辰
斎
・ 

月
人
・
草
洲
・
挙
一
・
雨
外
・
買
山
・
杜
鴻
・
梅
圃
・
松
彦
・
梅
亭
・ 

桃
雨
・
奇
勝
・
蕉
林
・
翠
鴬
・
松
吟
・
眉
屋
・
連
水
・
立
志
・
東
雅
・ 

（
清
友
社
）
蘭
操
・
梅
鼎
・
草
居
・
清
機
・
梅
栄
・
兎
雪
・
其
雪
・
秋
亭
・

秋
崕
・
春
女
・
井
竹
女
・（
花
市
社
）
節
一
・
㐂
暁
・
香
山
・
美
崎
・
吾
柳
・

移
石
・
万
頂
・
凉
松
・
（
阿
波
）
北
誕
・
里マ

マ

勢
・
（
蘿
丈
改
）
蟻
城
・
（
思
村
改
）

蓬
固
・
應
可
・
騏
郷
・
完
湖
・
茶
雷
」・
（
河
内
）
不
二
門
・
左
栗
・
龍
川
・

桃
水
・
月
洲
・
㐂
久
良
・（
郡
山
）
花
嘯
・（
枚
方
）
奇
翠
・（
さ
か
ひ
）
兎
白
・

其
水
・（
若
山
）
寿
抱
・（
南
山
）
石
雄
・（
池
田
）
可
春
・（
い
た
み
）
晩
香
・（
灘
）

青
旭
・
其
芳
・
畚
居
・
（
ハ
リ
マ
）
鼎
跡
・
悟
一
・
桃
古
・
竹
賀
・
（
津
山
）

東
明
・
（
福
山
）
紅
顔
・
（
上
下
）
泰
山
・
（
石
見
）
青
池
・
一
桃
・
井
谷
・ 

（
小
豆
島
）
霞
山
・
（
イ
ヨ
）
水
哉
・
棹
舟
・
（
筑
前
）
由
太
・
（
日
向
）
双
烏
・ 

（
ヲ
ハ
リ
）
醉
雨
・（
ヲ
ハ
リ
）
古
道
・（
江
戸
）
萬
古
・（
米
沢
）
璷
山
・（
秋
田
）

国
彦
・
鼎
左 
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夏
興
・
秋
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全
紙 

靖
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圭
岳 

夕
涼
図 

○ 

イ
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抱
節
子 

素
屋
・
有
節
・
芹
舎
・
梅
通
・
鼎
左
・
松
隣
・
砺
山
・
而
后
・
醉
雨
・
悠
々
・

可
大
・
羅
村
・
蟻
城
・
騏
郷
・
茶
雷
・
李
朗
・
月
人
・
未
足
・
乙
良
・ 

茶
山
・
斗
玉
・
楓
九
・
禾
月
・
禾
山
・
旭
斎
・
淡
節
・
鷺
眠
・
石
山
・ 

今
成
・
祭
魚
・
薫
岱
・
知
風
・
一
清
・
文
帯
・
烏
谷
・
九
起
・
梅
堂
・ 

花
外
・
茶
暁
・
五
渡
・
月
杵
・
守
黒
・
占
魅
・
一
止
・
樗
影
・
舎
用
・ 

清
民
・
多
代
女
・
素
山
・
撫
泉
・
唫
風
・
御
風
・
契
史
・
由
誓
・
抱
儀
・

鳥
吟
・
平
路
・
祖
郷
・
き
く
雄
・
波
鷗
・
見
外
・
芳
所
・
不
染
・
尋
香
・

由
之
・
泰
我
・
卓
郎
・
逸
渕
」・
為
山
・
西
馬
・
拙
誠
・
古
友
・
芦
城
・ 



 

 

 

四
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得
蕪
・
花
海
・
其
則
・
等
栽
・
苣
丸
・
梅
笠
・
俳
禅
・
物
外
・
北
因
・ 

波
青
・
閑
窓
・
宣
稲
・
秋
美
・
汶
路
・
富
草
・
岱
水
・
騏
年
・
清
水
・ 

狐
登
・
二
水
・
甘
茶
・
一
竹
・
静
遊
・
硯
寿
・
叩
月
・
三
正
・
欣
志
・ 

慶
寿
・
海
了
・
山
子
・
四
端
・
狐
堂
・
盛
洲
・
太
年
・
完
鷗
・
ミ
も
と
・

氷
壺
・
萬
古
」
・
魯
心
・
靖
路
・
貴
邦
・
芳
草
・
清
路
・
魯
心
・
芳
草
・ 

貴
邦
・
魯
心
・
靖
路
・
貴
邦
・
芳
草
・
清
路
・
魯
心
・
芳
草
・
貴
邦
・ 

魯
心
・
靖
路
・
貴
邦
・
宗
普
・
真
武
・
圭
顆
・
孚
谷
・
素
訣
・
（
少
年
） 

筌
子
・
泰
布
・
十
鵞
・
芳
草
・
魯
心
・
靖
路 

 
 
 
 
 
 

 

三
段
組 

※ 

「
安
政
丙
辰
初
秋
」 
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歳
旦 

全
紙 

契
史 

是
真 

初
釜
図 
○ 

イ 

抱
節
子 

 

由
誓
・
逸
渕
・
為
山
・
徳
隣
・
不
染
・
宗
羽
・
波
鷗
・
未
精
・
尋
香
・ 

拙
誠
・
丁
知
・
氷
壺
・
見
外
・
西
馬
・
萬
古
・
卓
郎
・
等
栽
・
得
蕪
・ 

梅
笠
・
魯
心
・
美
交
・
き
ハ
女
・
山
子
・
草
仙
・
月
杵
・
鳥
吟
・
由
之
・

完
鷗
・
祖
郷
・
抱
儀
・
芹
舎
・
梅
通
・
有
節
・
公
成
・
淡
節
・
素
屋
・ 

林
曹
・
松
隣
・
鼎
左
・
悠
々
・
而
后
・
李
曠
・
烏
律
・
塞
馬
・
蓬
宇
・ 

鳳
棲
・
茶
雷
・
万
像
・
帰
牛
・
鴬
居
・
雀
叟
・
閑
那
・
砺
山
・
岳
鳳
・ 

漣
山
・
丹
嶺
・
大
夢
・
立
宇
・
薫
岱
・
雲
里
・
渓
斎
・
五
渡
・
松
圃
・ 

酉
山
・
梅
圃
・
芹
雅
・
土
明
・
㐂
年
・
護
心
・
凡
知
・
桐
只
・
順
雨
・ 

五
政
・
栞
風
・
草
圃
・
其
翼
・
竹
烟
・
琴
堂
・
一
朗
・
圭
布
・
一
之
・ 

角
丸
」
雪
頂
・
橘
茶
・
其
秋
・
迎
祥
・
御
風
・
唫
風
・
観
瀾
・
多
代
女
・

禾
月
・
一
止
・
江
三
・
清
民
・
梅
月
・
卓
堂
・
舎
用
・
可
大
・
春
湖
・ 

波
同
・
乙
良
・
鷺
眠
・
素
明
・
茶
山
・
蝶
友
・
積
翠
・
美
橘
・
花
儀
・ 

其
楽
・
霞
栄
・
寿
泉
・
静
泉
・
銀
界
・
白
鵞
・
月
昇
・
應
居
・
琴
風
・ 

箕
山
・
南
石
・
花
影
・
帰
楓
・
常
晴
・
棠
里
・
北
溟
・
如
瓶
・
急
陳
・ 

自
碧
・
渓
春
・
夕
照
・
清
水
・
習
静
・
半
橋
・
雪
潮
・
雄
飛
・
蓬
宇
・ 

有
底
・
市
猿
・
禾
乃
女
・
濱
女
」・
未
足
・
契
史
・
契
史
・
未
足
・
未
足
・

契
史
・
史
郷
・
未
足
・
契
史
・
史
郷
・
未
足
・
契
史
・
〔
史
郷
〕・
未
足
・

契
史
・
史
郷
・
未
足
・
契
史
・
（
淇
竹
更
）
采
可
・
（
一
貫
更
）
知
秋
・ 

（
醉
青
更
）
史
郷
・
未
足
・
（
麻
三
更
）
契
史 

 
 

 
 
 
 

 

三
段
組 

※ 

「
安
政
丙
辰
春
」 
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夏
興 

全
紙 

闌
曹 

真
澄 

桐
図 

○ 

ア
イ
ウ 

×
 

芹
舎
・
淡
節
・
公
成
・
烏
谷
・
有
節
・
鼎
左
・
松
隣
・
素
屋
・
雀
叟
・ 

五
鈴
・
只
青
・
梅
裡
・
醉
雨
・
李
曠
・
蓬
宇
・
逸
渕
・
西
馬
・
尋
香
・ 

萬
古
・
鳥
吟
・
ミ
き
雄
・
為
山
・
天
由
・
月
杵
・
半
湖
・
御
風
・
素
山
・

吟
風
・
璷
山
・
多
代
女
・
一
止
・
清
民
・
舎
用
・
乙
良
・
大
夢
・
其
秀
・

鷗
池
・
菊
圃
女
・
棹
舟
・
悠
々
」・
楚
宮
・
左
郊
・
木
烏
・
羅
村
・
思
遠
・

蟻
城
・
月
古
・
青
枝
女
・
草
尺
・
有
隣
・
三
径
・
蘿
谷
・
田
花
・
三
崎
・

桃
志
・
梅
雪
・
竺
魚
・
正
孝
・
梧
井
・
一
聲
・
橘
外
・
止
丘
・
蒼
風
・ 

月
江
・
鴬
里
・
嵐
石
・
嘉
幸
・
た
ゝ
女
・
順
美
・
天
馬
・
石
居
・
夷
岳
・

東
阡
・
平
蕪
・
季
風
・
雨
蓼
・
松
芳
・
蕗
丘
・
崎
邨
・
野
風
・
騎
千
・ 

玉
壷
・
（
五
栄
更
）
如
蚰
・
廉
堂
・
芝
山
・
其
猷
・
東
雲
・
應
可
・
鯉
勢
・

蓬
固
・
宇
雀
・
逸
松
・
青
芽
・
騏
郷
・
亀
年
・
（
完
湖
更
）
抱
節
・
半
夢
・



 

 

 

四
一 

北
誕
・
茶
雷
・
椎
居
・
（
素
英
改
）
闌
曹 

 
 
 
 
 
 
 

二
段
組 

※ 

「
丙
辰
夏
」 

 

95 

そ
の
他 
全
紙 

龍
女 

秋
亭 

葉
鶏
頭
図 

○ 

ア
イ 

×
 

 

（
京
）
梅
通
・
太
斗
彦
・
月
樵
・
紅
影
・
一
涛
・
東
樹
・
久
賀
・
奇
泉
・ 

菫
子
・
柳
水
・
南
徳
・（
近
）
う
つ
を
・
箕
玉
・（
信
）
未
暁
・
仙
翅
・
枕
山
・

遊
野
・
松
涛
・
水
音
・
（
大
坂
）
鼎
左
・
鴬
宿
・
松
隣
・
素
屋
・
眉
年
・ 

鴬
室
・
不
角
・
公
眠
・
舟
左
・
辰
斎
・
笠
洲
・
林
曹
・
白
鷗
・
江
宇
・ 

挙
一
・
蟻
兄
・
五
音景
・
淡
水
・
仙
夢
・
梅
栄
・
巨
柳
・
杜
鴻
・
豊
水
・ 

石
叟
・
（
女
）
と
ら
の
・
柳
枝
・
梧
岳
・
古
槐
・
一
来
・
五
朗
・
梅
圃
・ 

蘭
操
・
兎
雪
・
月
人
・
香
山
・
知
風
・
翠
江
・
草
居
・
大
賀
・
賀
柳
・ 

梅
雄
・
梅
月
・
露
朝
・
素
堂
・
（
池
田
）
可
春
・
（
木
ノ
部
）
木
居
・
其
艶
・ 

（
兵
ゴ
）
醒
花
・
其
隣
・
直
堂
・
似
蘭
・
寸
松
・
可
大
」・
（
糸
海
）
曲
阜
・

梅
陰
・
晩
香
・
き
く
畦
・
太
丈
・
古
碩
・
老
草
・
ち
か
く
・
栄
女
・
駒
女
・

よ
ね
女
・
古
凉
・
松
遊
・
木
公
・
呉
東
・
蘭
斎
・
春
照
・
六
契
・
生
鶴
・

仙
友
・
橘
水
・
紫
鳳
・
清
川
・
静
子
・
酔
處
・
芦
月
・
素
名
・
孝
月
・ 

春
人
・
棗
陰
・
岳
明
・
古
撨
・
ぬ
か
人
・
椅
陰
・
龍
女
・
蘆
十 
二
段
組 

※ 

蘆
十
送
別 

 

 

96 

歳
旦 

全
紙 

見
外 

其
融 

懸
想
文
賣
図 

○ 

イ 

菫
仙 

（
京
）
烏
谷
・
有
節
・
梅
通
・
（
浪
華
）
素
屋
・
鼎
左
・
五
音景
・
杜
鴻
・ 

（
サ
カ
ヒ
）
葏
老
・
（
尾
張
）
醉
雨
・
而
后
・
二
鷗
・
（
三
河
）
蓬
宇
・
完
伍
・ 

（
ミ
ノ
）
亀
遊
・
（
飛
騨
）
有
美
・
（
遠
江
）
杜
水
・
（
日
向
）
双
烏
・
（
阿
波
） 

茶
雷
・（
出
雲
）
百
年
・（
イ
ナ
バ
）
柏
葉
・
小
軏
・（
エ
チ
ゼ
ン
）
醉
賀
・（
加
賀
）

柳
壷
・
成
々
・
丹
嶺
・
鳩
㐂
・
柯
丈
・
如
流
・
（
能
登
）
花
渓
・
（
越
中
） 

慶
里
・
恕
兮
・
（
越
後
）
斗
玉
・
大
栗
・
（
デ
ハ
）
御
風
・
唫
風
・
竹
雄
・ 

蕗
山
・
有
交
・
河
暁
・
甫
成
・
柳
塘
・
介
二
・
桂
僲
・
（
オ
ク
）
清
民
・ 

多
代
女
・
梅
月
・
松
眠
・
五
雲
・
帒
女
・
楚
石
・
柳
志
・
任
阿
・
（
松
前
）

旭
・（
ハ
コ
ダ
テ
）
徐
蓬
・
路
雄
・
其
柳
・（
エ
サ
シ
）
斯
文
・（
ナ
ン
ブ
）
文
河
・

（
下
毛
）
五
政
・
琴
風
・
鹿
城
・
（
上
毛
）
心
星
・
竹
磨
・
景
三
・
秀
芽
・ 

一
静
・
遊
か
里
・
嗽
石
・
玉
英
・（
シ
ナ
ノ
）
嶌
月
・
野
暁
・
竹
□
・
清
井
・

（
ム
サ
シ
）
卜
僲
・
徐
水
・
栞
玉
・
竹
山
・
梅
笠
・
一
啜
・
亀
成
・
光
乕
・

常
磐
・
星
峰
・
司
角
・
三
通
・
真
寿
・
完
鷗
・
（
サ
ガ
ミ
）
旭
松
・
薫
岱
・ 

（
ア
ハ
）
木
二
・
汀
砂
・
椿
山
・
（
上
サ
）
睡
鷗
・
一
澄
」・
呉
由
・
卜
早
・

□
都
良
・
□
□
・
□
波
・
梅
村
・
四
端
・（
在
江
戸
）
撫
泉
・
不
染
・
萬
古
・

為
山
・
鳥
吟
・
等
栽
・
物
外
・
旬
正
・
音
好
・
香
以
・
ち
さ
丸
・
卓
郎
・

西
馬
・
祖
郷
・
得
蕪
・
氷
壺
・
逸
渕
・
泰
我
・
抱
儀
・
兎
眠
・
六
也
・ 

草
雨
・
（
在
京
）
芦
十
・
花
朝
女
・
蓼
々
・
黄
水
・
甘
茶
・
東
岡
・
一
嘯
・

一
瓢
・
白
外
・
ひ
さ
守
・
露
丸
・
花
外
女
・
一
雅
・
草
笠
・
見
外 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

二
段
組 

※ 

「
丙
辰
春
」 

   



 

 

 

四
二 

97 

春
興 

全
紙 

蕗
山 

徐
風 

舌
切
雀
図 

○ 

イ 
×

 

如
風
・
徐
風
・
蕗
山
・
如
風
・
徐
風
・
蕗
山
・
有
節
・
公
成
・
梅
通
・ 

鼎
左
・
素
屋
・
林
曹
・
由
誓
・
萬
古
・
卓
郎
・
為
山
・
梅
笠
・
氷
壺
・ 

丁
知
・
得
蕪
・
等
栽
・
抱
儀
・
鳥
吟
・
卜
早
・
見
外
・
祖
郷
・
逸
渕
・ 

砺
山
・
悠
々
・
而
后
・
萬
像
・
亀
年
・
愛
三
・
巴
凌
・
乙
良
・
鷺
眠
・ 

市
猿
・
器
山
・
茶
山
・
多
代
女
・
清
民
・
遜
阿
・
舎
用
・
一
止
・
心
阿
・

宗
古
・
禾
月
・
梅
二
・
精
器
・
茶
三
・
桂
笛
・
峰
女
・
東
海
」・
御
風
・ 

素
山
・
撫
泉
・
二
葉
・
幽
年
・
唫
風
・
雲
涯
・
國
彦
・
松
欗
・
枕
石
・ 

梅
曙
・
知
足
・
桜
逸
・
朗
山
・
鴬
里
・
竹
園
・
素
風
・
風
柯
・
味
風
・ 

（
雲
水
）
如
風
・
徐
風
・
蕗
山 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
段
組 

※ 

「
安
政
三
丙
辰
の
春
」 

 

98 

秋
興 

全
紙 

月
人 

清
暉 

笹
・
鮎
図 

○ 
イ
ウ
エ 

×
 

（
大
坂
）
鼎
左
・
鴬
宿
・
素
屋
・
挙
一
・
雨
外
・
買
山
・
井
竹
女
・
春
女
・

艸
居
・
蘭
操
・
梅
鼎
・
兎
雪
・
梅
栄
・
其
雪
・
清
穢
・
花
雪
・
花
嘯
・ 

左
栗
・
隣
草
・
素
流
・
春
耕
・
江
笠
・
亀
洞
・
五
草
・
素
月
・
秋
亭
・ 

秌
崕
・（
京
）
梅
通
・
公
成
・
淡
節
・
也
然
・
文
海
・
烏
谷
・
祭
魚
・
黙
池
・

文
翠
・
狐
南
・
烏
岳
・
月
耕
・
芹
舎
・
（
江
戸
）
逸
渕
・
為
山
・
抱
儀
・ 

見
外
・
西
馬
・
祖
郷
・
萬
古
・
得
蕪
・
由
誓
・
（
ヲ
ハ
リ
）
而
后
・
梅
裡
・

一
清
・
醉
雨
・
（
ア
ハ
）
茶
雷
・
（
ハ
リ
マ
）
鼎
石
・
有
節
・
月
人
・
月
人 

 

58 

５
９ 

※ 

「
丙
辰
之
秋
」 

  

99 

秋
興 

全
紙 

亀
年 

南
涯 

群
雀
図 

○ 

ア
イ
エ 

×
 

（
京
）
芹
舎
・
淡
節
・
也
然
・
有
節
・（
大
坂
）
鼎
左
・
知
風
・
蓁
々
・
月
人
・

素
屋
・
（
イ
セ
）
五
鈴
・
（
ヲ
ハ
リ
）
梅
裡
・
醉
雨
・
一
清
・
静
嘉
・
我
竟
・ 

（
ミ
カ
ハ
）
蓬
宇
・
完
伍
・
（
江
戸
）
西
馬
・
萬
古
・
尋
香
・
徳
斎
・
靖
路
・

鳥
吟
・
ミ
き
雄
・
為
山
・
（
下
ウ
サ
）
月
杵
・
（
ム
ツ
）
多
代
女
・
清
民
・ 

愛
山
・
文
起
・
一
止
・
舎
用
・
（
デ
ハ
）
御
風
・
素
山
・
除
風
・
蕗
山
・ 

唫
風
・
璷
山
・（
エ
チ
ゴ
）
乙
良
・
鷺
眠
・
茶
山
・（
タ
ン
バ
）
湧
瀧
・（
ヒ
ゼ
ン
）

悠
々
・
（
イ
ヨ
）
鴬
居
・
棹
舟
・
（
ト
サ
）
古
鳳
・
（
ア
ハ
ヂ
）
其
秀
・
（
ア
ハ
）

葉
陽
・
思
風
・
月
古
・
草
尺
・
（
月
江
更
）
葛
路
・
左
郊
・
闌
曹
・
蕗
丘
・

北
誕
・
楚
宮
・
夷
岳
・
嘉
幸
・
梧
井
・
正
孝
・
三
崎
・
石
居
・
騎
千
・ 

野
風
・
廉
堂
・
椎
居
・
其
猷
・
三
径
・
東
雲
・
橘
外
・
季
風
・
鴬
里
・ 

一
聲
・
玉
壷
・
た
ゝ
女
・
青
芽
・
逸
松
・
蟻
城
・
抱
節
・
木
烏
」・
羅
村
・

思
遠
・
騏
郷
・
蓬
固
・
松
芳
・
蒼
風
・
芝
山
・
青
枝
女
・
止
丘
・
葉
夫
・

崎
邨
・
雨
蓼
・
梅
雪
・
順
美
・
嵐
石
・
天
馬
・
桃
志
・
蘿
谷
・
竺
魚
・ 

有
隣
・
平
蕪
・
宇
雀
・
鯉
勢
・
應
可
・
東
阡
・
半
夢
・
茶
雷
・
如
蚰
・ 

亀
年 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
段
組 

※ 

「
丙
辰
秋
」 

  



 

 

 

四
三 

100 

冬
興 

全
紙 

葛
路 

南
涯 

稲
扱
図 

○ 

ア
イ
エ 

×
 

（
京
）
有
節
・
芹
舎
・
淡
節
・
烏
谷
・
公
成
・
梅
通
・（
大
坂
）
鼎
左
・
松
隣
・

月
人
・
蓁
々
・
素
屋
・
（
イ
セ
）
五
鈴
・
（
ヲ
ハ
リ
）
而
后
・
醉
雨
・
一
清
・

李
曠
・
梅
裡
・
（
ミ
カ
ハ
）
蓬
宇
・
（
江
戸
）
西
馬
・
得
蕪
・
尋
香
・
見
外
・

鳥
吟
・
契
史
・
芳
草
・
白
亥
・
萬
古
・
為
山
・
（
ム
サ
シ
）
天
由
・
（
下
フ
サ
）

月
杵
・
由
儀
・（
上
毛
）
心
足
・
半
湖
・（
ミ
チ
ノ
ク
）
多
代
女
・
清
民
・
一
止
・

舎
用
・
（
デ
ハ
）
璷
山
・
唫
風
・
（
エ
チ
ゴ
）
乙
良
・
（
カ
ヾ
）
大
夢
・
（
イ
ハ
ミ
）

青
池
・
（
ア
キ
）
甘
古
・
（
ヒ
ゼ
ン
）
悠
々
・
（
イ
ヨ
）
菊
圃
・
棹
舟
・
（
ト
サ
）

元
史
（
ア
ハ
ヂ
）
其
秀
・
鷗
池
・
希
鯨
・
（
ア
ハ
）
葉
陽
・
思
風
・
左
一
・ 

天
馬
・
夷
岳
・
鯉
勢
・
梧
井
・
青
枝
女
・
石
居
・
有
隣
・
鴬
里
・
芝
山
・

蕗
丘
・
楚
宮
・
左
郊
・
羅
村
・
宇
雀
・
東
阡
・
草
尺
・
順
美
・
雨
蓼
・ 

野
風
・
騎
千
・
蘿
谷
・
桃
志
・
蒼
風
・
竺
魚
・
東
雲
・
其
猷
・
三
崎
・ 

葉
夫
・
闌
曹
・
騏
郷
」・
應
可
・
蓬
固
・
三
径
・
平
蕪
・
た
ゝ
女
・
不
丈
・

東
郊
・
正
孝
・
椎
居
・
嵐
石
・
玉
壷
・
梅
雪
・
一
聲
・
橘
外
・
松
芳
・ 

廉
堂
・
嘉
幸
・
北
誕
・
半
夢
・
木
烏
・
思
遠
・
亀
年
・
蟻
城
・
月
古
・ 

抱
節
・
止
丘
・
崎
邨
・
青
芽
・
（
如
蚰
更
）
甘
史
・
逸
松
・
茶
雷
・
季
風
・

葛
路 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
段
組 

※ 

「
丙
辰
冬
」 
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冬
興 

全
紙 

正
孝 

南
涯 

馬
市
図 

○ 

ア
イ
エ 

×
 

（
京
）
梅
通
・
有
節
・
淡
節
・
芹
舎
・（
大
坂
）
鼎
左
・
素
屋
・（
イ
セ
）
雀
叟
・

（
ヲ
ハ
リ
）
梅
裡
・（
ミ
カ
ハ
）
蓬
宇
・（
江
戸
）
為
山
・
萬
古
・
尋
香
・
鳥
吟
・

ミ
き
雄
・
西
馬
・
（
ヲ
ク
）
多
代
女
・
清
民
・
（
デ
ハ
）
唫
風
・
（
エ
チ
ゴ
） 

 

乙
良
・
（
ヒ
ゼ
ン
）
悠
々
・
（
ア
ハ
）
北
誕
・
抱
節
・
鯉
勢
・
三
径
・
橘
外
・

蒼
風
・
（
闌
曹
）
嵐
艸
・
左
郊
・
楚
宮
・
天
馬
・
亀
年
・
草
尺
・
逸
松
・ 

思
遠
・
梧
井
・
蕗
丘
・
椎
居
・
東
阡
・
月
古
・
夷
岳
・
木
烏
・
半
夢
・ 

應
可
・
青
芽
・
葛
路
・
季
風
・
一
聲
・
東
雲
・
松
芳
・
騏
郷
」・
羅
村
・ 

有
隣
・
蘿
谷
・
騎
千
・
嵐
石
・
三
崎
・
崎
邨
・
蟻
城
・
宇
雀
・
甘
史
・ 

止
丘
・
芝
山
・
嘉
幸
・
梅
雪
・
蓬
固
・
茶
雷
・
正
孝 

 
 
 

二
段
組 

※ 

「
丙
辰
冬
」 
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そ
の
他 

全
紙 

亀
成 

×
 
―
 
―
 
―
 

杏
林
忠
敬 

 

蓬
莱
堂
口
上
・（
京
）
公
成
・
梅
通
・
芹
舎
・
有
節
・
淡
節
・
烏
谷
・
黙
池
・

（
大
坂
）
鼎
左
・
素
屋
・
林
曹
・
白
鷗
・
挙
一
・
（
奥
）
多
代
女
・
禾
月
・ 

御
風
・
唫
風
・
舎
用
・
清
民
・
遊
阿
・
（
江
戸
）
由
誓
・
祖
郷
・
逸
渕
・ 

西
馬
・
為
山
・
見
外
・
尋
香
・
等
栽
・
抱
儀
・
萬
古
・
氷
壺
・
鳥
吟
・ 

芦
月
・
以
嘯
・
夷
則
・
遅
流
・
卜
早
・
泰
山
・
ミ
つ
る
・
墨
芳
・
不
染
・ 

（
紀
伊
）
閑
那
・
（
尾
張
）
而
后
・
月
底
・
（
肥
前
）
悠
々
・
（
長
崎
）
二
石
・ 

（
松
前
）
旭
・
已
有
・
（
ハ
コ
ダ
テ
）
練
蓬
・
（
エ
サ
シ
）
淇
山
・
（
ハ
リ
マ
） 

可
大
・
（
阿
波
）
茶
雷
・
（
近
江
）
砺
山
・
（
三
河
）
蓬
宇
・
（
ス
ル
ガ
）
漣
山
・ 

（
サ
ガ
ミ
）
立
宇
・
布
丈
・（
エ
チ
ゴ
）
乙
良
・
茶
山
・
鷺
眠
・（
信
の
）
葛
古
・

（
カ
ヒ
）
竹
良
・
可
轉
・（
ヒ
タ
チ
）
反
甫
・
鶴
巣
・
よ
し
香
・（
下
サ
）
㐂
年
・

更
水
・
（
か
ゞ
）
柳
壷
・
（
ム
サ
シ
）
梅
笠
・
護
民
・
南
々
・
天
由
・
淇
斎
・

竹
山
・
潮
月
・
勇
賀
・
五
渡
・
完
鷗
・
一
笑
・
草
補
・
青
浦
」・
松
夫
・ 



 

 

 

四
四 

梅
嶺
・
月
銭
・
（
ム
サ
シ
）
如
継
・
凉
花
・
花
外
・
水
亭
・
馬
六
・
鶏
年
・

東
雲
・
猿
彦
・
き
ら
久
・
半
艸
・
三
草
・
幸
草
・
欠
艸
・
徳
草
・
栄
艸
・

加
草
・
田
艸
・
嘉
葉
・
井
草
・
新
方
・
㐂
艸
・
清
草
・
梅
艸
・
銀
艸
・ 

藤
詠
・
亭
午
・
伊
藤
・
芳
山
・
獨
楽
・
東
空
・
茶
好
・
青
隣
・
柳
□
・ 

霞
逸
・
光
乕
・
素
栄
・
良
長
・
春
澄
・
一
瓢
・
邊
岡
・
新
雄
・
松
琴
・ 

昭
需
・
北
溟
・
昭
哉
・
高
成
・
奉
志
・
暉
松
・
島
佐
・
昇
山
・
萬
室
・ 

随
盛
・
一
琴
女
・
孔
翁
・
梅
栄
・
梅
志
・
松
林
・
萬
年
・
晴
旭
・
宝
舟
・

農
夫
・
和
水
・
梅
月
・
秋
蝶
・
瀧
月
・
三
花
・
一
蛙
・
弥
生
・
梅
晴
・ 

勝
芳
・
常
盤
・
月
精
・
鳳
仙
・
田
交
・
掃
石
・
五
風
・
大
車
・
さ
く
め
」・

杉
月
・
林
当
・
㐂
亭
・
磯
石
・
亀
遊
・
迯
水
・
一
石
・
清
夢
・
里
悦
・ 

文
志
・
五
峰
・
里
發
・
荷
月
・
交
友
・
主
山
・
㐂
鶴
・
玉
志
・
禾
孝
・ 

澄
月
・
㐂
雪
・
貞
松
・
梅
旭
・
一
梼
・
秀
鳥
・
瓢
眠
・
松
窓
・
其
関
・ 

幽
谷
・
と
る
り
・
舛
鵜
・
耕
月
・
遊
春
・
夢
覚
・
志
美
・
寛
㐂
・
陽
武
・

遊
鴬
・
東
静
・
山
祐
・
寺
甫
・
光
越
・
遊
里
・
満
月
・
正
風
・
凡
雅
・ 

一
心
・
無
詮
・
生
徳
・
半
白
・
山
香
・
寛
水
・
鶴
丈
・
壷
三
・
福
基
・ 

里
代
女
・
松
二
・
三
都
丸
・
心
月
・
千
丈
・
文
涛
・
雨
考
・
新
枝
・
長
春
・

雲
和
・
専
海
・（
七
十
四
叟
）
当
丸
・（
奉
主
計
又
）
錦
上
・
亀
成 

 
三
段
組 

※
「
安
政
三
辰
と
し
仲
秋
」
／
天
満
宮
奉
納
掲
額
句
／
金
箔
散
ら
し
料
紙 
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慶
賀 

全
紙 

詠
柳 

是
真 

盃
・
亀
図 

○ 

イ 

玄
魚 

（
京
）
公
成
・
淡
節
・
祭
魚
・
有
節
・（
大
坂
）
鼎
左
・
素
屋
・
松
隣
・（
江
戸
）

為
山
・
抱
儀
・
得
蕪
・
萬
古
・
五
休
・
亀
遊
・
ミ
き
雄
・
躬
幹
・
白
亥
・

尋
香
・
等
栽
・
氷
壺
・
見
外
・
祖
郷
・
卓
郎
・
西
馬
・
逸
渕
・
柳
湖
・ 

（
下
毛
）
大
義
・
（
奥
）
多
代
女
・
清
民
・
英
泉
・
得
知
・
杉
泉
・
淡
水
・ 

謹
養
・
鶴
仙
・
東
里
・
菊
也
・
丁
酉
・
大
費
・
分
字
・
三
友
・
一
實
・ 

西
美
・
（
在
フ
ク
シ
マ
）
琴
賀
・
梅
月
・
遜
阿
・
一
保
・
棲
遅
・
（
モ
ガ
ミ
） 

金
英
・
旭
峰
・
中
龍
・
江
流
・
（
仙
臺
）
禾
月
・
舎
用
・
一
止
・
宗
古
・ 

杉
芽
・
五
雲
・
未
寺
・
禾
山
・
白
水
・
智
幽
・
文
人
・
太
㚑
・
洞
月
・ 

柳
美
・
志
方
・
湖
産
・
雨
葏
・
梅
仙
・
文
居
・
春
林
・
春
朝
女
・
可
大
・

成
池
・
柏
葉
・
樗
影
」・
也
有
・
（
白
石
）
雄
節
・
呉
陵
・
篁
盧
・
文
裡
・ 

伯
柳
・
李
冠
・
加
菊
・（
大
ガ
ハ
ラ
）
松
居
・
白
水
・
梅
柳
・
水
由
・
春
山
・

蘆
洲
・
東
有
・
里
人
・
高
廩
・
一
泉
・
江
斎
・
三
楫
・
か
ね
女
・（
金
ガ
セ
）

秋
蘿
・
（
角
田
）
梅
叟
・
文
好
・
桃
園
・
東
可
・
左
圭
・
二
扇
・
素
船
・ 

鏡
明
・
白
亭
・
桃
鳩
・
既
醉
・（
丸
モ
リ
）
一
本
・
た
か
ら
・（
舟
オ
カ
）
一
兮
・

寿
㐂
・
保
義
・
素
葉
・
什
兮
・
逸
舟
・
眉
仙
・
柳
斎
・
柏
州
・
如
佛
・ 

有
臺
・
（
舟
迫
）
舟
正
・
（
ツ
タ
リ
）
左
竹
・
左
洲
・
（
岩
沼
）
東
海
・
蔆
江
・

藤
翠
・
東
雄
・
一
巡
・
亀
児
・
梅
人
・
其
白
・
南
人
・
三
齋
・
（
矢
ノ
タ
）

柳
志
・
松
苔
・
柳
廣
・
柳
長
・
丁
斎
・
柳
泉
」・（
カ
サ
シ
マ
）
満
止
・
峯
女
・

（
早
マ
ノ
）
俊
月
・
烏
夕
・
其
節
・
（
ホ
リ
内
）
露
白
・
梅
古
・
鳩
巣
・ 

（
北
ガ
タ
）
露
□
・
（
□
ン
タ
）
李
兮
・
梅
園
・
雲
遊
・
（
熊
ノ
堂
）
松
友
・ 

蘭
久
・
（
柳
生
）
池
雄
・
文
藻
・
山
露
・
（
ユ
リ
上
）
南
嶺
・
蜀
山
・
月
峯
・

浦
玄
・
知
仙
・
浦
遊
・
（
ワ
タ
ノ
ハ
）
一
府
・
（
入
マ
タ
）
松
華
・
春
岱
・ 

利
尾
女
・
山
花
・
松
月
・
南
枝
・
雩
山
・
畠
中
・
坂
要
・（
八
サ
カ
）
葉
新
・

（
八
セ
）
鳳
臺
・
遠
平
・
露
柳
・
館
屋
・
呂
丁
・
翠
松
・
太
竹
・（
ツ
キ
ノ
木
）

鹿
床
・
民
三
・
玉
撰
・
邦
跡
・
名
石
・
笑
厚
・
律
調
・
潮
水
・
江
三
・ 



 

 

 

四
五 

詠
柳 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

三
段
組 

※ 

「
安
政
三
丙
辰
歳
」
／
詠
柳
四
十
九
の
賀 
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追
善 
全
紙 

珉
子 

箕
山 

月
・
芭
蕉
図 

○ 

ア
イ
ウ 

×
 

呼
亭
居
士
・
呼
亭
居
士
・
呼
亭
居
士
・
呼
亭
居
士
・
（
京
）
梅
通
・
有
節
・

芹
舎
・
公
成
・
烏
谷
・
文
海
・
赤
甫
・
鳥
岳
・
（
大
坂
）
林
曹
・
素
屋
・ 

石
叟
・
（
ス
マ
）
可
大
・
（
ビ
ゼ
ン
）
布
国
・
（
ア
キ
）
甘
古
・
（
ア
ハ
）
茶
雷
・

半
夢
・（
イ
ヨ
）
菊
圃
・（
ヒ
ゼ
ン
）
悠
々
・（
キ
イ
）
閑
那
・（
ヤ
マ
ト
）
蒼
仙
・

司
水
・
（
イ
セ
）
蕙
雨
・
（
近
江
）
帆
道
・
月
峯
・
（
ヲ
ハ
リ
）
而
后
・
李
曠
・

梅
裡
・
一
清
・
醉
雨
・
玄
堂
・
栖
霞
・
櫓
水
・
静
嘉
・
春
松
・
其
岳
・ 

芝
船
・
（
ミ
ノ
）
路
友
・
（
サ
ガ
ミ
）
立
宇
・
布
丈
」
・
（
エ
ド
）
西
馬
・
祖
郷
・

呉
由
・
見
外
・
完
鷗
・
い
さ
吉
・
山
子
・
友
義
・
梅
笠
・
俊
造
・
為
山
・ 

（
上
毛
）
関
市
・
（
オ
ク
）
多
代
女
・
禾
月
・
樗
影
・
清
民
・
舎
用
・
（
出
羽
）

御
風
・
素
山
・
吟
風
・
雪
琴
・
河
暁
・
葵
風
・
有
交
・
冬
秀
・
松
塢
・ 

梅
霞
・
梅
南
・
可
慎
・
雲
涯
・
月
岡
・
其
仙
・
鶴
園
・
蕗
城
・
撫
泉
・ 

（
越
后
）
乙
良
・
茶
山
・
（
越
中
）
恕
兮
・
都
盤
・
蓼
牙
・
（
ノ
ト
）
花
渓
・ 

鳳
兮
・
（
越
前
）
観
朝
・
三
巴
・
梅
人
・
草
坡
・
旦
来
・
小
和
・
虫
二
・ 

仁
哉
・
（
ツ
ル
キ
）
芦
船
・
（
コ
マ
ツ
）
不
睡
・
（
宮
ノ
コ
シ
）
竹
浦
・
（
ツ
バ
タ
）

鴬
呼
・
（
金
ザ
ハ
）
柳
壷
・
晴
江
・
江
波
・
弥
光
・
茶
莚
・
悠
平
・
大
夢
・

卓
丈
」・
呼
亭
居
士
・
蜆
洲
・
丹
嶺
・
貝
山
・
北
園
・
成
々
・
木
圭
・
可
道
・

知
宥
・
桃
下
・
梅
谷
・
東
雅
・
梧
井
・
加
計
・
東
陽
・
一
蜂
・
蓬
雨
・ 

呂
邦
・
何
笠
・
珉
子
・
豊
収
・
仁
哉
・
虫
二
・
梅
令
・
芝
仙
・
里
石
・ 

可
静
・
梅
枝
・
李
蹊
・
醉
月
・
朝
霞
・
温
叟
・
雅
游
・
松
抱
・
桜
里
・ 

千
艸
・
一
琴
・
湖
舟
・
梅
道
・
里
橋
・
軽
利
・
推
渕
・
多
豊
・
崠
園
・ 

花
醉
・
泉
逸
・
自
澄
・
丈
雲
・
布
珀
・
執
筆
・
丹
嶺
・
布
珀
・
梅
枝
・ 

何
某
・
里
石
・
梅
令
・
朝
霞
・
珉
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
段
組 

※ 

「
丙
辰
の
秋
」
／
呼
亭
居
士
追
善 
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冬
興 

全
紙 

松
頂 

圭
岳 

肩
叩
図 

○ 

ア
イ 

鷗
波 

（
ヒ
ゼ
ン
）
悠
々
・
寸
長
・
止
行
・
（
日
向
）
双
烏
・
駝
岳
・
（
石
ミ
）
青
池
・ 

（
ビ
ン
ゴ
）
泰
山
・（
ヒ
ゼ
ン
）
布
國
・（
イ
ヨ
）
菊
圃
・（
ト
サ
）
古
鳳
・
雲
外
・

嵐
夕
・
婦
牛
・
松
堂
・
歩
牛
・
（
ア
ハ
）
茶
雷
・
蓬
玉
・
羅
村
・
蟻
城
・ 

半
夢
・
草
尺
・
亀
年
・
（
兵
ゴ
）
醒
花
・
（
大
坂
）
林
曹
・
公
眠
・
松
隣
・ 

挙
一
・
月
人
・
鼎
左
・
素
屋
・
玉
骨
・
丈
翠
・
雪
簫
・（
京
）
公
成
・
淡
節
・

祭
魚
・
有
節
・
梅
通
・
（
タ
ン
バ
）
湧
瀧
・
馬
足
・
（
キ
イ
）
黍
丘
・
（
イ
セ
）

五
鈴
・
雀
叟
・
（
近
江
）
麦
吟
・
帆
道
・
（
オ
ハ
リ
）
而
后
・
一
清
・
李
曠
・

二
鷗
・
醉
雨
・
月
底
・
（
三
河
）
蓬
宇
・
完
伍
・
塞
馬
・
（
遠
江
）
嵐
牛
・ 

杜
水
・
漣
山
・（
サ
ガ
ミ
）
布
丈
・
白
羽
・
薫
岱
・（
房
）
あ
や
を
・（
カ
ヅ
サ
）

蒼
白
・
（
ト
サ
）
㐂
年
・
月
杵
・
士
明
・
（
ヒ
タ
チ
）
義
香
・
一
撨
・
亀
水
・

松
露
・
春
暁
・
一
島
・
佳
青
・
双
武
・
一
口
・
雪
水
・
（
上
毛
）
百
丈
・ 

（
下
毛
）
和
南
・
錦
袋
・
（
日
光
）
甘
庵
・
（
白
川
）
撫
泉
・
佛
孫
・
多
代
女
・

清
民
・
文
起
・
此
山
・
一
宣
・
東
郊
・
一
止
・
舎
用
・
（
南
部
）
南
江
・ 

（
ツ
ガ
ル
）
冬
松
・（
松
前
）
旭
・（
箱
ダ
テ
）
三
千
丸
・
徐
蓬
・（
デ
ハ
）
久
栄
・

撫
泉
・
素
山
・
唫
風
・
竹
雄
・
何
暁
・
御
風
」・
（
カ
ヾ
）
丹
嶺
・
大
夢
・ 



 

 

 

四
六 

悠
平
・
之
啓
・
霞
翠
・（
ノ
ト
）
有
尾
・（
エ
チ
前
）
布
珀
・（
エ
ツ
中
）
怒
兮
・

（
エ
チ
ゴ
）
乙
良
・
鷺
眠
・
清
水
・
葉
居
・
孤
舟
・
未
足
・
（
サ
ド
）
左
山
・

□
□
・
□
□
・
市
耕
・
一
巣
・
曇
什
・
（
在
府
）
赤
圃
・
茗
圃
・
蘆
城
・ 

峰
女
・
三
幹
・
曲
川
・（
武
）
逸
渕
・
渓
斎
・
五
渡
・
勇
賀
・
蟻
道
・
松
夫
・

月
識
・
月
雄
・
天
由
・
尋
香
・
梅
司
・
宇
山
・
角
丸
・
木
鴬
・
香
以
・ 

西
馬
・
漣
々
・
然
々
・
草
宇
・
亀
齢
女
・
蓬
室
・
蘿
斎
・
俳
禅
・
竹
芳
・

一
盃
・
岸
景
・
顕
扇
・
笑
山
・
湖
松
・
賀
鶴
・
静
鶴
・
苣
丸
・
見
外
・ 

鴬
所
・
五
風
・
等
栽
・
木
葉
・
一
徳
・
芦
月
・
太
眠
・
祖
郷
・
鳥
吟
・ 

き
く
雄
・
萬
古
」・
由
誓
・
完
鷗
・
瓦
村
・
氷
壺
・
卓
郎
・
不
染
・
由
之
・

水
月
・
徳
隣
・
美
交
・
鴬
室
・
潮
堂
・（
こ
の
間
九
句
不
明
）
・
梅
□
・
如
□
・

青
□
・
可
簫
・
泰
我
・
山
方
・
山
子
・
為
山
・
梅
笠
・
久
め
女
・
乙
彦
・

呉
城
・
羅
命
・
菫
松
・
魯
松
・
二
朝
・
梅
梢
・
凉
松
・
吐
舌
・
史
頂
・ 

岸
松
・
鼠
松
・
龍
松
・
霞
松
・
吹
松
・
松
郷
・
魯
水
・
雅
松
・
雲
鶴
・ 

花
月
・
我
松
・
亀
陽
・
頂
翠
・
荷
村
・
松
柳
・
烏
朝
・
頂
笠
・
松
頂
・ 

松
頂 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
段
組 

※ 

「
丙
辰
冬
」 

 

▼ 

安
政
四
年 
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春
興 

全
紙 

路
松 

雪
操
・
直
入
・
金
城 

松
竹
梅
図 

○ 

ア
イ 

×
 

 

林
曹
・
祇
白
・
仙
夢
・
淡
水
・
浪
熟
・
停
雲
・
五
音景
・
霞
外
・
松
室
・ 

白
鷗
・
蟻
兄
・
貞
寿
尼
・
后
叟
・
梧
岳
・
豊
水
・
古
槐
・
立
居
・
照
子
・

藤
一
・
方
石
・
公
眠
・
潮
水
・
珂
雪
・
昇
山
・
野
童
・
桑
葉
・
鶴
歩
・ 

可
丈
・
丹
柯
・
連
梅
・
柳
思
・
碧
中
・
（
雲
水
）
野
鶴
・
芦
十
・
霞
洋
・ 

（
サ
カ
ヒ
）
此
松
・
麦
雨
・
拾
椎
・（
河
内
）
左
栗
・
桃
水
・（
イ
ケ
ダ
）
可
春
・

（
ア
カ
シ
）
柿
玉
・
（
ナ
ラ
）
月
流
・
（
イ
マ
井
）
竹
裡
・
（
イ
ヅ
モ
）
如
杉
・ 

（
ヲ
ノ
ミ
チ
）
物
外
・
（
ヲ
ハ
リ
）
而
后
・
一
清
・
梅
裡
・
芹
舎
・
瓢
斎
・ 

黙
池
・
霞
川
・
月
耕
・
橙
庵
・
硨
山
・
桃
下
・
楓
千
・
文
海
・
有
節
・ 

梅
通
」・
鼎
左
・
井
資
・
辰
斎
・
月
人
・
其
雪
・
梅
栄
・
梅
鼎
・
小
窓
・ 

梅
光
・
涼
松
・
梅
居
・
天
寛
・
天
圓
・
眉
山
・
可
兆
・
瓢
六
・
鴬
宿
・ 

不
角
・
梅
雅
・
舟
左
・
爐
翠
・
蕉
林
・
翠
江
・
桃
翠
・
知
齢
・
五
葉
・ 

卜
隣
・
素
陶
・
笠
洲
・
鴬
室
・
負
年
・
素
屋
・
松
隣
・
五
朗
・
稲
處
・ 

知
風
・
硯
露
・
小
虎
・
鉄
樵
・
嘉
木
・
曲
汀
・
素
梅
・
一
起
・
芳
冝
・ 

柳
美
・
兎
尺
・
梅
圃
・
杜
鴻
・
挙
一
・
路
松 

 
 
 
 
 
 
 

二
段
組 

※
「
丁
巳
春
」 
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歳
旦 

全
紙 

田
麓 

貴
徳 

梅
花
筧
図 

○ 

ア
イ
ウ
エ 

竹
窓 

梅
通
・
芹
舎
・
祭
魚
・
文
海
・
拾
山
・
黙
池
・
丈
翠
・
公
成
・
淡
節
・ 

有
節
・
鼎
左
・
鴬
宿
・
松
隣
・
月
人
・
白
鷗
・
素
屋
・
帆
道
・
麦
吟
・ 

岳
鳳
・
醒
花
・
可
大
・
而
后
・
李
曠
・
梅
裡
・
青
鏡
・
竹
圃
・
鳩
栄
・ 

有
秀
・
其
岳
・
醉
雨
・
一
清
・
□
□
・
舎
用
・
清
民
・
一
止
・
樗
影
・ 

芽
塢
・
愛
山
・
文
記
・
五
雲
・
東
郊
・
禾
山
・
禾
月
・
多
代
女
・
乙
良
・

契
史
・
史
郷
・
市
猿
・
習
静
・
宇
雀
・
李
朗
・
文
帯
・
桑
居
・
鷺
眠
・ 

未
足
・
御
風
・
唫
風
・
素
山
・
撫
泉
・
双
烏
・
駝
岳
・
悠
々
」・
由
誓
・ 



 

 

 

四
七 

瓦
村
・
拙
誠
・
苣
丸
・
五
休
・
菊
雄
・
波
鷗
・
不
染
・
逸
渕
・
為
山
・ 

太
年
・
山
子
・
泰
我
・
茗
圃
・
香
陽
・
白
亥
・
ミ
き
雄
・
香
以
・
西
馬
・

□
□
・
芳
所
・
美
交
・
鴬
室
・
雪
朗
・
葵
州
・
雨
邨
・
来
夫
・
惟
精
・ 

良
可
・
甘
茶
・
由
之
・
卓
郎
・
大
夢
・
柳
壷
・
丹
嶺
・
悠
平
・
卓
丈
・ 

心
足
・
五
渡
・
月
杵
・
勇
賀
・
由
儀
・
茶
暁
・
雨
興
・
一
朗
・
薫
岱
・ 

楳
堂
・
桃
園
・
旭
斎
・
花
外
・
萬
像
・
羅
村
・
思
遠
・
鯉
勢
・
蓬
園
・ 

半
夢
・
騏
郷
・
蟻
城
・
茶
雷
」・
萬
古
・
斗
玉
・
古
友
・
清
輝
・
平
路
・ 

祐
之
・
亀
禾㝵
・
曽
玩
・
氷
壺
・
得
蕪
・
呉
城
・
留
木
・
千
竹
女
・
盛
州
・

花
海
・
鳥
吟
・
見
外
・
等
栽
・
靖
路
・
□
□
・
□
□
・
□
□
・
□
□
・ 

□
□
・
漣
々
・
硯
寿
・
松
秀
・
俳
禅
・
草
宇
・
赤
甫
・
立
左
・
汶
路
・ 

閑
窓
・
さ
や
か
女
・
梅
子
女
・
岱
水
・
蘆
城
・
祖
郷
・
宗
普
・
鞠
史
・ 

真
武
・
ち
よ
女
・
一
昇
・
草
栖
・
如
泉
・
孚
谷
・
牡
青
・
清
泉
・
栄
女
・

晴
甫
・
苔
礎
・
十
鵞
・
魯
心
・
芳
艸
・
田
麓 

 
 
 
 
 
 
 

三
段
組 

※
「
巳
之
春
」 
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春
興 

全
紙 

一
瓢 

圭
岳 

渡
舟
図 

○ 

ア
イ
ウ
エ 
鷗
波 

 

（
京
）
梅
通
・
芹
舎
・
有
節
・
赤
甫
・
雪
簫
・
丈
翠
・
淡
節
・
公
成
・
碩
水
・

黙
池
・
（
ナ
ニ
ハ
）
大
年
・
鼎
左
・
松
隣
・
林
曹
・
和
来
・
五
音景
・
杜
鴻
・

素
屋
」・（
セ
ツ
ヽ
）
醒
花
・
曲
阜
・（
ヤ
マ
ト
）
可
撨
・（
キ
イ
）
露
舟
・（
イ
カ
）

養
瓜
・（
ア
ハ
ジ
）
帆
道
・（
イ
セ
）
又
甫
・
菊
山
・
都
㐂
雄
・（
ヲ
ハ
リ
）
而
后
・

醉
雨
・（
ミ
カ
ハ
）
完
伍
・（
ト
フ

〱
ミ
）
嵐
牛
・
杜
水
・（
ミ
マ
サ
カ
）
耕
雨
・

（
ビ
ゼ
ン
）
布
國
・（
ビ
ツ
中
）
淡
亭
・（
ア
ハ
）
茶
雷
・（
ア
キ
）
甘
古
・（
日
向
）

双
烏
・
（
松
前
）
旭
・
蕉
雫
・
己
有
・
（
ハ
コ
ダ
テ
）
北
崖
・
徐
蓬
・
（
カ
ヾ
） 

柳
壷
・（
ノ
ト
）
鳳
兮
・（
エ
チ
前
）
布
珀
・
醉
賀
」・（
エ
チ
ゴ
）
乙
良
・
鷺
眠
・ 

（
デ
ハ
）
御
風
・
唫
風
・
（
オ
ク
）
一
止
・
五
雲
・
徳
二
・
（
イ
ワ
キ
）
木
之
・ 

（
□
□
）〔
我
〕
暁
・
□
□
・
□
□
・
□
□
・（
□
□
）
立
宇
・
旭
□
・（
上
サ
）

嘸
鷗
・
一
□
・
月
杵
・（
在
京
）
芦
十
・（
ム
サ
シ
）
花
川
・（
ム
サ
シ
）
五
渡
・

逸
渕
」・
由
誓
・
抱
儀
・
為
山
・
得
蕪
・
卓
郎
・
氷
壺
・
西
馬
・
等
栽
・ 

祖
郷
・
萬
古
・
鳥
吟
・
四
端
・
い
さ
よ
し
・
草
笠
・
一
雅
・
花
朝
女
・ 

亀
司
・
き
く
丈
・
思
楽
・
卜
早
・
か
つ
ら
・
知
江
・
池
草
・
巨
磨
彦
・ 

芳
艸
・
一
昇
・
由
之
・
甘
茶
・
一
嘯
・
石
居
・
英
由
・
時
彦
・
見
外
・ 

一
瓢 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

四
段
組 

※ 

「
丁
巳
春
」 
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春
興 

全
紙 

契
史 

梅
流
・
如
集 

水
辺
梅
柳
図 

ア
イ
ウ
エ 

未
精 

芹
舎
・
有
節
・
祭
魚
・
淡
節
・
梅
通
・
鼎
左
・
素
屋
・
林
曹
・
五
鈴
・ 

茶
雷
・
悠
々
・
而
后
・
士
前
・
李
曠
・
帆
道
・
塞
馬
・
蓬
宇
・
漣
山
・ 

立
宇
・
薫
岱
・
雪
朗
・
大
夢
・
抱
儀
・
氷
壺
・
得
蕪
・
不
染
・
叩
月
・ 

大
古
・
祖
郷
・
古
笠
・
拙
誠
・
波
鷗
・
魯
心
・
尋
香
・
卓
郎
・
為
山
・ 

等
栽
・
鳥
吟
・
雲
崕
・
完
鷗
・
田
麓
・
見
外
・
宇
山
・
徳
斎
・
苣
丸
・ 

由
之
・
瓦
村
・
西
馬
」・
万
古
・
松
頂
・
山
子
・
宗
羽
・
以
肅
・
呉
城
・ 

巴
雪
・
靖
路
・
墨
芳
・
等
柴
・
芳
草
・
由
誓
・
美
交
・
徳
隣
・
五
休
・ 

三
光
・
喜
来
・
只
青
・
き
ハ
め
・
芳
所
・
鴬
室
・
と
も
ゑ
・
芋
臺
・
永
年
・

未
精
・
舎
用
・
多
代
女
・
一
止
・
江
三
・
清
民
・
梅
月
・
一
之
・
角
丸
・



 

 

 

四
八 

唫
風
・
御
風
・
義
香
・
芹
雅
・
士
明
・
月
杵
・
喜
年
・
良
可
・
青
圃
・ 

五
渡
・
竹
山
・
渓
斎
」・
栞
堂
・
一
朗
・
文
窓
・
和
南
・
学
圃
・
其
翼
・ 

聡
長
・
荒
城
・
一
糸
女
・
凡
知
・
夢
外
・
貫
河
・
一
亀
・
菊
羽
・
頂
雨
・

五
政
・
栞
風
・
桐
只
・
市
猿
・
禾
乃
女
・
雄
飛
・
清
水
・
桃
李
・
偉
文
・

ミ
ち
よ
・
有
底
・
其
東
・
小
濱
女
・
乙
良
・
鷺
眠
・
習
静
・
花
儀
・
花
敬
・

史
郷
・
百
邨
・
帰
楓
・
常
晴
・
里
松
・
美
橘
・
茶
山
」・
采
女
・
菊
女
・ 

宗
女
・
蝶
女
・
い
ち
女
・
雷
石
・
知
秋
・
子
穠
・
寿
水
・
梅
司
・
禾
雲
・

致
有
・
桂
冝
・
士
英
・
未
足
・
未
足
・
契
史
・
契
史
・
契
史 
 

四
段
組 

※ 

「
丁
巳
の
は
る
」
／
四
段
枠
入
り
散
ら
し
料
紙 
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春
興 

全
紙 

心
足 

真
観 

羽
根
青
簾
図 

○ 

ア
イ 

鷗
波 

（
京
）
梅
通
・
有
節
・
淡
節
・
赤
圃
・
公
成
・（
大
坂
）
鼎
左
・
素
屋
・
松
室
・

公
眠
・
（
ア
ハ
）
款
甫
・
茶
雷
・
亀
年
・
（
ヒ
ゼ
ン
）
悠
々
・
（
ト
サ
）
嵐
夕
・

元
史
・（
ア
フ
ミ
）
帆
道
・
琴
賀
・
東
逸
・（
ヲ
ハ
リ
）
而
后
・
醉
雨
・（
エ
チ
ゴ
）

乙
良
・
茶
山
・
鷺
眠
・
（
ミ
カ
ハ
）
蓬
宇
・
完
伍
・
（
オ
ク
）
舎
用
・
清
民
・

多
代
女
・（
デ
ハ
）
御
風
・
唫
風
・（
ヒ
タ
チ
）
李
郷
女
・（
下
ツ
フ
サ
）
月
杵
・

そ
の
女
・
旭
斎
・（
カ
ヅ
サ
）
由
儀
・（
ア
ハ
）
季
民
・（
下
毛
）
桃
仙
・
未
洋
・

（
ム
サ
シ
）
南
々
・
寄
山
・
竹
山
・
天
由
・
梅
笠
」・
由
誓
・
抱
儀
・
為
山
・

一
夢
・
萬
古
・
尋
香
・
卓
郎
・
四
端
・
き
く
雄
・
北
因
・
得
水
・
鳥
吟
・

氷
壺
・
祖
郷
・
得
蕪
・
潮
堂
・
鴬
室
・
等
栽
・
呉
城
・
史
山
・
角
丸
・ 

貫
乎
・
芦
城
・
五
休
・
五
雀
・
明
水
・
洒
雄
・
弘
潮
・
浪
兮
・
白
亥
・ 

ミ
き
雄
・
逸
渕
・
西
馬
・
竹
烟
・
分
尾
・
一
朗
・
半
湖
・
笳
言
・
成
室
・

心
星
・
琴
堂
・
一
呂
・
簫
田
・
良
斗
・
雪
居
・
か
つ
み
・
呑
吹
・
雲
和
・

入
禾
・
一
分
・
逸
芙
」・
（
亡
目
）
柳
下
・
烏
暁
・
道
雲
・
松
翠
・
梅
洲
・ 

六
邦
・
逸
湖
・
雨
柳
・
祇
水
・
交
時
・
鬼
老
・
斉
鶴
・
朝
烏
・
村
茂
・ 

文
林
・
流
洲
・
月
遊
・
一
可
・
貞
考
・
草
霞
・
蝶
公
・
泉
女
・
久
澄
・ 

烏
暁
・
竹
実
・
斐
渕
・
仙
遊
・
小
簔
・
梅
雫
・
小
林
斎
・
星
河
・
東
和
・

其
侭
・
水
月
・
暁
山
・
巴
光
・
一
桂
・
鶴
郎
・
玉
渕
・
花
外
・
田
居
・ 

風
和
・
凌
宵
・
貞
居
・
穂
涛
・
梅
蔭
・
梅
林
・
落
水
・
應
々
・
松
風
・ 

東
山
・
鶴
水
・
兎
来
・
移
柳
・
篤
山
・
嵯
帛
・
林
遊
・
蛙
水
・
正
水
・ 

巴
玉
・
白
雨
・
簾
風
・
一
考
・
巴
静
・
五
通
・
兆
水
・
一
寿
・
か
ね
人
・

冠
里
・
吟
耕
・
梅
丸
・
木
芝
・
心
足 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
段
組 

※ 

「
丁
巳
春
」 
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歳
旦 

全
紙 

珀
雄 

素
真 

新
春
書
画
幅
図 

○ 

ア 

得
斎 

梅
通
・
公
成
・
有
節
・
丈
翠
・
赤
甫
・
芹
香
・
素
屋
・
松
室
・
悠
々
・
亭
々
・

茶
雷
・
思
遠
・
鴬
居
・
而
后
・
一
清
・
醉
雨
・
蓬
宇
・
椿
山
・
亀
友
・ 

季
民
・
木
母
・
月
杵
・
御
風
・
唫
風
・
水
竹
・
緑
峰
・
梅
幹
・
朶
峰
・ 

璷
山
・
月
山
・
舎
用
・
五
雲
・
文
人
・
一
宣
・
愛
山
・
文
起
・
壮
山
・ 

清
民
・
多
代
女
」・
心
足
・
一
朗
・
笳
言
・
雀
水
・
木
芝
・
古
存
・
米
室
・

半
湖
・
竹
烟
・
逸
渕
・
竹
山
・
南
々
・
寄
三
・
浪
兮
・
洒
雄
・
梅
笠
・ 

為
山
・
抱
儀
・
等
栽
・
得
蕪
・
萬
古
・
四
端
・
鳥
吟
・
物
外
・
五
休
・ 

亀
遊
・
香
以
・
雪
梼
・
賀
好
・
明
水
・
梅
彦
・
佳
雄
・
處
山
・
□
風
・ 

北
生
・
呑
舛
・
光
雄
・
ミ
き
雄
・
弘
湖
・
故
厓
・
貫
乎
・
一
窓
・
桃
野
・



 

 

 

四
九 

五
雀
・
剰
古
・
珀
雄
・
如
柳
・
一
鐘
・
雪
柳
・
布
明
・
鼡
友
・
執
筆
・ 

西
馬
・
貫
乎
・
五
雀
・
剰
古
・
桃
野
・
如
柳
・
一
恵
・
一
鐘
・
布
明
・ 

鼡
友
・
雪
柳
・
珀
雄 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
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組 
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「
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春
興 

全
紙 
得
蕪 

是
真 

鶏
・
鳩
・
啄
餌
図 

○ 

イ
エ 

抱
節
子 

（
ヲ
ハ
リ
）
而
后
・
李
曠
・
一
清
・
（
京
）
有
節
・
公
成
・
漁
藻
・
赤
甫
・ 

祭
魚
・
梅
毋
・
（
ナ
ニ
ハ
）
五
朗
・
芳
宣
・
素
屋
・
挙
一
・
鼎
左
・
逸
渕
・

見
外
・
瓦
村
・
き
く
雄
・
卜
早
・
山
子
・（
ハ
リ
マ
）
古
谷
・
魁
翁
・
龍
吟
・

か
つ
ら
・
ち
か
や
・
隼
・（
ヤ
マ
ト
）
可
樵
・
泰
我
・
芳
艸
・
萬
古
・
静
譲
・

（
小
川
）
一
桃
・
叩
月
・
西
馬
・
為
山
・
都
巌
・
尋
香
・
梅
司
・
一
徳
・ 

貞
一
・
（
ム
サ
シ
）
来
夫
・
荷
少
・
（
□
□
）
□
□
・
□
□
・
□
青
・
等
葉
・

木
鴬
・
秀
民
・
（
多
田
）
旭
斎
・
二
鳩
・
琴
舟
・
羽
雪
・
等
栽
・
不
染
・ 

卓
郎
・
祖
郷
・
芦
窓
・
五
休
・
（
日
向
）
双
烏
・
駝
岳
・
い
さ
元
・
一
瓢
・ 

（
王
子
）
如
柳
・
永
年
・
古
渓
・
路
風
・
（
石
見
）
青
池
・
一
桃
・
双
烏
・ 

主
拙
・
未
足
・
試
風
・
双
寳
・
（
ク
メ
川
）
華
竹
・
寿
・
波
鷗
・
藤
主
・ 

秋
喬
・
佳
景
・
一
雅
・
（
ヲ
ク
）
江
三
・
詠
柳
・
舎
用
・
豊
春
・
帰
風
・ 

崍
舎
・
香
以
・
抱
儀
」・
東
洲
・
完
鷗
・
白
起
・
楽
斎
・
呂
風
・（
房
）
香
雪
・

苔
年
・
欣
月
・
鼓
汀
・
□
□
・
□
□
・
□
路
・
（
上
サ
）
由
儀
・
守
黒
・ 

柏
翠
・
雨
桐
・
五
英
・
畝
月
・
金
波
・
千
之
・
（
ト
チ
ギ
）
優
々
・
宇
山
・

梅
年
・
南
交
・
未
精
・
逸
丁
・
（
イ
セ
）
梧
翠
・
宗
羽
・
塘
景
・
魯
心
・ 

槿
隠
・
米
彦
・
角
丸
・
文
昇
・
芋
臺
・
茶
瓢
・
樹
石
・
蝶
遊
・
松
頂
・ 

鳥
吟
・
（
長
南
）
宜
山
・
此
君
・
鳩
峰
・
綵
賀
・
菊
麿
・
（
イ
セ
）
五
鈴
・ 

福
来
・
慶
莪
・
松
舟
・
芝
角
・
拙
誠
・
古
笠
・
汎
翠
・
梧
井
」・
由
誓
・ 

南
枝
・
竹
賀
・
只
青
・
如
昇
・
多
美
古
・
琴
志
・
鷹
哉
・
月
夕
・
宜
夕
・

何
龍
・
如
泉
・
多
朗
・
留
木
・
宗
来
・
楽
之
・
㐂
来
・
平
民
・
松
鶴
・ 

得
蕪 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
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組 

※ 
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春
興 

全
紙 

東
阡 

貫
古 

桜
花
・
貝
盛
籠
図 

○ 

ア
イ
エ 

×
 

西
馬
・
得
蕪
・
萬
古
・
尋
香
・
芳
草
・
ミ
き
雄
・
鳥
吟
・
為
山
・
天
由
・

月
杵
・
清
民
・
壮
山
・
静
夫
・
一
止
・
璷
山
・
唫
風
・
乙
良
・
蓬
宇
・ 

梅
裡
・
大
夢
・
芹
舎
・
梅
通
・
淡
節
・
有
節
・
鼎
左
・
松
隣
・
松
室
・ 

素
屋
・
棹
舟
・
双
烏
・
悠
々
・
葉
陽
・
思
風
・
半
夢
・
羅
村
・
騏
郷
・ 

宇
雀
・
鯉
勢
・
梧
井
・
蓬
固
・
竺
魚
・
思
遠
・
平
蕪
・
桃
志
・
正
孝
・ 

蒼
風
・
騎
千
・
葵
影
・
葛
路
・
甘
史
・
一
聲
・
三
崎
・
廉
堂
・
一
亀
・ 

橘
外
・
東
郊
・
三
径
・
野
風
・
木
烏
・
北
誕
」・
楚
宮
・
左
郊
・
草
尺
・ 

逸
松
・
椎
居
・
梅
雪
・
蕗
丘
・
青
葉
・
止
丘
・
葉
夫
・
芝
山
・
其
猷
・ 

嵐
石
・
蘿
谷
・
季
風
・
青
芽
・
素
蓬
・
崎
邨
・
有
隣
・
東
雲
・
雨
蓼
・
青

枝
女
・
玉
壷
・
石
居
・
菫
坡
・
多
々
女
・
凡
水
・
松
芳
・
嵐
艸
・
應
可
・

月
古
・
蟻
城
・
夷
岳
・
亀
年
・
抱
節
・
天
馬
・
茶
雷
・
順
美
・
（
七
十
一
齢
）

東
阡 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
段
組 

※ 
「
丁
巳
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春
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春
興 

全
紙 

卜
早 

是
真 

梅
花
山
見
立
打
雲
屏
風
図 

○ 
 

ア
イ
ウ
エ 

抱
節
子 

梅
通
・
有
節
・
枝
月
・
祭
魚
・
芹
舎
・
鼎
左
・
素
屋
・
對
眉
・
鵜
川
・ 

泰
山
・
木
斎
・
松
坡
・
悠
々
・
双
烏
・
一
化
・
茶
雷
・
赤
甫
・
而
后
・ 

梅
裡
・
蓬
宇
・
立
宇
・
彦
貫
・
斗
一
・
事
松
・
清
良
・
雨
翠
・
李
朗
・ 

文
帯
・
蟻
丈
・
習
静
・
乙
良
・
梅
二
・
峰
女
・
六
槐
・
左
乙
・
多
代
女
・

清
民
・
祖
山
・
扇
々
・
璷
山
・
月
山
・
朶
峰
・
金
英
・
中
龍
・
緑
峰
・ 

久
栄
・
川
澄
・
水
竹
・
藻
鏡
・
詠
柳
・
樗
影
・
舎
用
・
南
江
・
李
輔
・ 

秋
岸
・
香
文
・
旭
・
己
有
・
淇
山
・
三
千
丸
・
山
方
・
御
風
・
素
山
・ 

唫
風
・
可
慎
・
蕗
山
・
逸
渕
・
栞
堂
・
鶴
巣
・
友
甫
・
旭
斎
・
心
星
・ 

草
渉
・
錦
袋
・
渓
斎
・
五
渡
・
可
久
・
花
外
・
東
雲
・
亀
成
・
雨
村
・ 

玄
子
・
芦
城
・
ミ
も
と
」
・
由
誓
・
瓦
村
・
白
起
・
苣
麿
・
完
鷗
・
巴
雪
・

寿
・
白
外
・
得
蕪
・
卓
郎
・
等
栽
・
㐂
来
・
五
休
・
鳥
吟
・
探
響
・
蓬
々
・

悰
父
・
尋
香
・
高
節
・
氷
壺
・
抱
儀
・
梅
朗
・
抱
政
・
春
路
・
竹
舎
・ 

欣
輔
・
古
里
・
竹
丈
・
次
郎
彦
・
青
螺
・
子
翠
・
為
山
・
魯
心
・
不
染
・

芦
月
・
北
松
・
呉
由
・
内
亀
・
山
子
・
菊
雄
・
東
洲
・
崍
舎
・
見
外
・ 

西
馬
・
波
鷗
・
茶
瓢
・
李
春
・
竹
賀
・
一
㐂
・
椿
齢
・
樹
石
・
亀
汀
・ 

不
一
・
拙
誠
・
一
鼎
・
直
節
・
竹
清
・
東
暁
・
蒼
波
・
子
誘
・
竹
枝
・ 

萬
保
・
羽
頂
・
素
頂
・
秀
翠
・
丁
知
・
萬
頃
・
雨
兮
・
三
羊
・
蔦
太
・ 

露
滴
・
隼
・
抱
叔
・
萬
古
・
祖
郷
・
秀
女
・
ち
よ
や
・
守
英
・
か
つ
ら
・

霧
外
・
卜
早 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
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春
興 

全
紙 

祖
郷 

是
真 

蛙
遠
矢
図 

○ 

イ
エ 

抱
節
子 

（
京
）
梅
通
・
芹
舎
・
（
ナ
ニ
ハ
）
素
屋
・
鼎
左
・
（
ビ
ゼ
ン
）
遠
々
・ 

（
チ
ク
ゼ
ン
）
木
斎
・
松
坡
・
（
ヒ
ゼ
ン
）
悠
々
・
（
日
向
）
双
烏
・
（
ア
ハ
） 

茶
雷
・（
ヲ
ハ
リ
）
而
后
・（
ミ
カ
ハ
）
蓬
宇
・（
サ
ガ
ミ
）
楳
堂
・（
カ
ヒ
）
彦
貫
・

斗
一
・（
シ
ナ
ノ
）
双
柳
・
事
松
・
文
叔
・
和
風
・
清
良
・（
エ
チ
ゴ
）
鷺
眠
・

積
翠
・
契
史
・
雪
湖
・
秀
女
・
常
晴
・
習
静
・
未
足
・
乙
良
・
（
ア
イ
ヅ
）

茶
三
・
坡
石
・
桂
留
・
布
山
・
梅
二
・
可
應
・
松
露
・
知
芳
・
梅
郷
・ 

芝
風
・
精
器
・（
宋
サ
ハ
）
月
山
・
璷
山
・
鴬
珍
・
朶
峰
・（
ヲ
ク
）
多
代
女
・

文
起
・
静
夫
・
春
哉
・
一
宣
・
清
倭
・
清
民
・
□
□
・
□
□
・
分
字
・ 

詠
柳
・
樗
影
・
五
雲
・
舎
用
・
（
南
部
）
車
陸
・
三
帛
・
龍
山
・
ま
さ
を
・

雨
清
・
松
賀
・
億
年
・
雲
甫
・
女㐂
月
・
呂
月
・
南
渓
・
南
江
・
吐
月
・ 

晩
翠
・
逸
志
・
李
輔
・
（
秋
田
）
落
山
・
徐
風
・
嚮
斎
・
雪
貢
・
可
慎
・ 

大
古
・
鶴
汀
・
唫
風
・
素
山
・
御
風
・
（
松
前
）
而
先
・
陽
山
・
巳
有
・ 

耕
雪
・
旭
・
此
君
・
（
江
サ
シ
）
淇
山
・
素
元
・
馬
郷
・
雪
暁
・
砂
山
・ 

麁
文
・（
箱
ダ
テ
）
北
崖
・
三
千
丸
・
几
由
・
和
好
・
山
方
」・
赤
甫
・
茶
瓢
・

三
静
・
芦
城
・
峰
女
・（
ム
サ
シ
）
亀
友
堂
・
山
祐
・
遊
里
・
光
哉
・
南
甫
・

錦
上
・
壷
三
・
文
涛
・
雨
考
・
冨
丸
・
鶴
丈
・
生
徳
・
春
道
・
東
雲
・ 

山
鳥
・
可
久
・
□
□
・
□
□
・
□
□
・
素
竹
・
五
渡
・
（
下
毛
）
茂
精
・ 

和
南
・
錦
袋
・
文
窓
・
（
上
毛
）
心
星
・
草
渉
・
木
公
・
琴
堂
・
逸
渕
・ 

（
上
サ
）
惟
馨
・
（
下
サ
）
双
岳
・
錦
糸
・
素
月
・
（
ヒ
タ
チ
）
鶴
巣
・
友
甫
・ 

（
モ
ガ
ミ
）
金
英
・
石
鼎
・
雲
晴
・（
龍
海
更
）
一
賀
・
梅
幹
・
江
流
・
旭
峰
・

中
龍
・（
緑
峰
更
）
五
鳳
・
久
栄
・
雲
嶺
・（
近
峰
更
）
吾
蝶
・
暁
月
・
丹
鶴
・

川
澄
・
清
因
・
二
兆
・
豊
丘
・
水
竹
・
一
羽
・
丘
雨
・
凉
川
・
思
明
・ 



 

 

 

五
一 

南
叟
・
机
友
・
青
楓
・
嵯
峨
女
・
觴
山
・
寄
竹
・
藻
鏡
」・
□
□
・
□
□
・

白
□
・
寿
・
卓
郎
・
完
鷗
・
抱
叔
・
等
栽
・
筥
麿
・
波
鷗
・
西
馬
・
山
子
・

萬
古
・
き
く
雄
・
氷
壺
・
鳥
吟
・
叶
・
魯
心
・
素
水
・
尋
香
・
探
響
・ 

秀
翠
・
一
鼎
・
花
舛
・
拙
誠
・
樹
石
・
禾
丈
・
見
外
・
香
昇
女
・
不
一
・

為
山
・
瓦
村
・
東
子
・
（
小
童
）
稲
涛
・
雨
兮
・
亀
汀
・
悰
父
・
祖
風
・ 

内
亀
・
守
英
女
・
か
つ
ら
・
卜
早
・
由
誓
・
祖
郷 

 
 
 
 
 

三
段
組 

※ 

「
安
政
四
年
弥
生
」 
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春
興 

全
紙 

鼎
左 

月
松 
桜
花
図 

○ 

ア
イ
ウ
エ 

×
 

雨
外
・
買
山
・
北
梅
・
枩
里
・
杜
鴻
・
翠
鴬
・
梅
圃
・
奇
勝
・
春
馬
・ 

枝
紅
・
石
峰
・
立
志
・
吾
草
・
春
女
・
可
柳
女
・
井
竹
女
・（
江
戸
）
得
蕪
・

可
簫
・
為
山
・
（
ふ
ち
）
左
栗
・
月
洲
・
㐂
久
良
・
桃
水
・
公
然
・
一
水
・

一
表
・
（
さ
か
ひ
）
麦
雨
・
兎
白
・
其
水
・
静
甫
・
（
□
□
）
寿
抱
・
（
一
村
山
）

禾
秋
・（
い
せ
）
五
鈴
・（
糸
海
）
曲
阜
・
芝
雀
・（
池
田
）
可
春
・（
灘
）
梅
満
・

（
兵
庫
）
簫
卜
・（
た
ん
バ
）
梅
塢
・
雨
岡
・（
ひ
め
じ
）
悟
一
・（
平
福
）
竹
賀
・

（
備
前
）
鼎
処
・（
ふ
く
山
）
紅
顔
・（
ア
ハ
）
茶
雷
・
應
可
・
季
風
・（
サ
ヌ
キ
）

棹
舟
・
（
石
見
）
青
池
・
一
桃
・
雪
□
・
（
濱
江
）
桃
塢
・
（
松
江
）
龍
尾
」・ 

（
花
一
社
）
節
一
・
香
山
・
㐂
暁
・
美
笑
・
吾
柳
・
天
圓
・
移
石
・
萬
□
・

凉
松
・
（
清
友
社
）
草
居
・
蘭
操
・
梅
鼎
・
梅
栄
・
兎
雪
・
其
雪
・
清
機
・

花
雪
・（
か
ふ
り
山
）
花
嘯
・
槐
亭
・
秋
崕
・
月
人
・
鴬
宿
・
素
屋
・
挙
一
・

松
隣
・
可
兆
・
辰
斎
・
草
洲
・
（
河
内
）
桃
肥
・
（
さ
か
ひ
）
此
枩
・
此
方
・

鼎
左 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
段
組 

※ 

「
安
政
よ
つ
の
と
し
や
よ
ひ
」
／
鼎
左
自
筆
版
下 

 

117 

春
興 

全
紙 

悠
平 

来
章 

籠
・
桜
花
図 

○ 

ア
イ
エ 

×
 

（
エ
ド
）
西
馬
・
萬
古
・
見
外
・
（
摂
ツ
）
松
朗
・
よ
ね
め
・
知
風
・
松
隣
・

素
屋
・（
ヲ
ハ
リ
）
梅
裡
・
一
清
・
錦
水
・
醉
雨
・
士
前
・（
ミ
カ
ハ
）
完
伍
・

（
遠
州
）
嵐
牛
・
（
エ
チ
ゴ
）
梧
葉
・
雪
湖
・
乙
良
・
（
越
ゼ
ン
）
布
珀
・ 

（
ヱ
ツ
中
）
完
爾
・
都
盤
・
樺
丈
・
老
圃
・
怒
兮
・
（
能
ト
）
涼
瓜
・
梅
村
・

娯
遊
・
岳
友
・
節
来
・
蒼
尾
・
槐
窓
・
米
山
・
梅
谷
・
亀
声
・
（
在
エ
ド
）

草
仙
・
丹
嶺
・
木
圭
・
桜
里
・
凉
夢
・
西
雅
・
圓
應
・
禹
翠
・
雪
山
・ 

一
枝
・
歌
楽
・
春
夷
・
蒼
江
・
大
素
・
氷
花
・
茄
三
・
柳
壷
・
旭
紫
・ 

廬
峰
・
玄
孔
・
重
亭
・（
梅
坡
更
）
青
渓
・
琪
月
・
大
夢
・（
山
シ
ロ
）
有
節
・

玉
骨
・
鳥
岳
・
也
然
・
梅
通
・
芹
舎
」・（
在
金
府
）
東
明
・
雅
居
・
ミ
つ
め
・

茶
莚
・
季
節
・
悠
平 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
段
組 

※ 

「
丁
巳
乃
春
」 
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歳
旦 

全
紙 

傃
山 

高
雅 

新
芽
摘
図 

○ 

ア
ウ 

×
 

 

梅
通
・
有
節
・
公
成
・
拾
山
・
淡
節
・
芹
舎
・
素
屋
・
知
風
・
五
音景
・ 

不
角
・
兎
尺
・
ぬ
か
人
・
月
人
・
曲
阜
・
醒
花
・
松
隣
・
悠
々
・
杜
凌
・

梅
臣
・
茶
雷
・
希
鱇
・
蒋
池
・
凉
呼
・
露
舟
・
彦
支
雄
・
雪
当
・
五
鈴
・

雀
叟
・
養
瓜
・
帆
道
・
麦
吟
・
米
友
」・
蓬
宇
・
完
伍
・
塞
馬
・
嵐
牛
・ 

湖
月
・
茶
暁
・
為
山
・
鳥
吟
・
魯
心
・
卓
郎
・
尋
香
・
ミ
も
と
・
芳
草
・

山
子
・
見
外
・
萬
古
・
月
杵
・
得
蕪
・
逸
渕
・
西
馬
・
氷
壺
・
乙
良
・ 



 

 

 

五
二 

茶
山
・
丹
嶺
・
布
珀
・
多
代
・
清
民
・
一
止
・
樗
影
・
吟
風
・
御
風
・ 

而
后
・
士
前
・
梅
裡
・
我
竟
・
李
曠
・
一
清
・
欣
尚
・
醉
雨
・
錦
水
・ 

茶
城
・
五
峯
・
素
水
・
竹
涯
・
芝
船
・
士
精
・
蔦
緒
・
芝
芳
・
耕
々
・ 

和
雪
・
志
道
・
霧
晴
・
弓
左
・
二
鷗
・
鶴
叟
・
傃
山 

 
 
 

二
段
組 

 
 

 

119 

歳
旦 

四
裁 
指
石 

高
雅 

青
藁
図 

○ 

イ
エ 

×
 

悠
々
・
帆
道
・
塞
馬
・
士
前
・
李
曠
・
櫓
水
・
逸
渕
・
鳥
吟
・
完
伍
・ 

養
瓜
・
三
楓
・
欣
尚
・
望
湖
・
鼎
左
・
丹
嶺
・
西
馬
・
凉
呼
・
嵐
牛
・ 

為
山
・
大
年
・
醉
雨
・
佳
水
・
由
誓
・
御
風
・
淡
節
・
茶
山
・
醒
花
・ 

杜
陵
・
梅
臣
・
拾
山
・
茶
雷
・
五
鈴
・
蓬
宇
・
不
退
・
星
岬
・
兎
尺
・ 

乙
良
・
林
曹
・
白
鷗
・
可
大
・
一
清
・
月
底
・
梅
通
・
梅
裡
・
黙
池
・ 

晴
霞
・
素
屋
・
我
竟
・
士
芳
・
蘭
陵
・
烏
谷
・
清
民
・
旭
峰
・
巴
水
・ 

赤
甫
・
有
節
・
芹
舎
・
而
后
・
松
斎
・
素
秋
・
指
石 

 
 

61 

５
５ 

※ 

「
丁
巳
歳
旦
」 

 

120 

歳
旦 

四
裁 

文
鳥 

華
雅 

団
扇
図 

○ 
 

イ
エ 

×
 

梅
通
・
淡
節
・
鳥
岳
・
春
夕
・
祭
魚
・
文
海
・
素
屋
・
梅
裡
・
一
清
・ 

而
后
・
旦
来
・
布
珀
・
古
玉
・
有
節
・
梅
圃
・
帆
道
・
木
圭
・
大
夢
・ 

観
湖
・
朝
霞
・
蒼
生
・
文
鳥 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

22 

３
５ 

※ 

「
巳
の
夏
」
／
「
南
越
ふ
く
い
呉
山
著
」 

 

121 

秋
興 

半
裁 

鳥
岳 

秋
亭 

木
槿
・
空
蝉
図 

○ 

イ
エ 

×
 

祖
郷
・
見
外
・
素
屋
・
鼎
左
・
亀
年
・
草
尺
・
蓬
固
・
茶
雷
・
梅
裡
・ 

一
清
・
李
曠
・
蔦
雨
・
藍
庭
・
圭
布
・
鍳
水
・
五
鈴
・
文
鳥
・
珉
子
・ 

朝
霞
・
布
珀
・
大
夢
・
木
圭
・
茶
莚
・
悠
平
・
未
長
・
秀
井
・
百
和
・ 

如
舟
・
朝
水
・
観
㐂
・
逸
外
・
淡
節
・
文
海
・
有
節
・
鳥
岳
・
鳥
岳 

36 

３
６ 

※ 

「
巳
の
と
し
」
／
鳥
岳
の
二
句
の
み
下
段
に
記
す 

 

122 

夏
興 

半
裁 

貴
邨 

是
真 

氷
図 

○ 

ア
イ
エ 

鷗
波 

一
清
・
鷺
眠
・
醉
雨
・
悠
平
・
五
鈴
・
御
風
・
斗
玉
・
五
鳳
・
久
栄
・ 

月
杵
・
静
游
・
茶
雷
・
由
誓
・
逸
渕
・
梅
通
・
素
屋
・
鼎
左
・
乙
良
・ 

芹
舎
・
淡
節
・
得
蕪
・
多
代
女
・
未
足
・
為
山
・
鳥
吟
・
芳
草
・
可
簫
・

未
精
・
宗
普
・
泰
我
・
露
滴
・
花
海
・
閑
窓
・
亀
禾㝵
・
卜
早
・
松
翁
・ 

宗
羽
・
ミ
き
雄
・
田
麓
・
松
頂
・
祖
風
・
青
柿
・
牛
政
・
波
鷗
・
波
青
・

永
年
・
和
志
海
・
平
路
・
宜
稲
・
甘
志
・
真
武
・
汶
路
・
硯
寿
・
古
友
・

仙
月
・
季
春
・
泰
布
・
芳
所
・
岱
水
・
美
交
・
苣
麿
・
不
染
・
山
子
・ 

靖
路
・
欣
志
・
等
栽
・
花
外
・
雪
朗
・
来
夫
・
薫
岱
・
旭
斎
・
士
明
・ 

二
水
・
一
竹
・
孚
谷
・
松
雫
・
芦
角
・
五
渡
・
西
馬
・
祖
郷
・
氷
壺
・ 

抱
儀
・
魯
心
・
萬
古
・
貴
邨 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

85 

７
１ 

※ 

画
の
年
記
「
安
政
巳
水
無
月
朔
日
」 

 



 

 

 

五
三 

123 

夏
興 

四
裁 

珉
子 

玉
園 

鷺
瀑
布
図 

○ 

ア
イ
エ 

×
 

有
節
・
鳥
岳
・
文
海
・（
ム
ツ
）
多
代
女
・（
ナ
ニ
ハ
）
素
屋
・（
エ
ド
）
為
山
・

（
カ
ヾ
）
大
夢
・
可
道
・
丹
嶺
・
桃
雄
・
石東

園
・
林
石
・
鳩
禮
・
（
フ
ク
井
）

布
珀
・
朝
霞
・（
ミ
ク
ニ
）
遊
室
・
雛
山
・
不
一
・
一
聲
・
三
蝶
・
さ
き
女
・

雪
斎
・
玉
性
・
美
井
・
小
和
・
虫
二
・
き
ぬ
女
・
寿
月
・
山
松
・
露
花
女
・

卯
関
・
北
尾
女
・
仁
哉
・
珉
子 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

34 

２
５ 

※ 

「
巳
の
夏
」 

 

124 

追
善 

全
紙 

應
可 

南
涯 
琵
琶
・
夏
花
図 

○ 

ア
イ
エ 

×
 

（
京
）
芹
舎
・
有
節
・
公
成
・
淡
節
・
文
海
・
霞
川
・
向
月
・
祭
魚
・
柳
意
・

野
雀
・
赤
甫
・
鳥
岳
・
黙
池
・
碩
水
・
梅
通
・
（
大
坂
）
鼎
左
・
松
隣
・ 

挙
一
・
松
室
・
蓁
々
・
鴬
宿
・
方
石
・
月
人
・
梅
巣
・
井
竹
女
・
舟
左
・

素
屋
・
（
イ
ガ
）
養
瓜
・
（
イ
セ
）
雀
叟
・
五
鈴
・
只
青
・
（
ヲ
ハ
リ
）
而
后
・

李
曠
・
一
清
・
静
嘉
・
指
石
・
三
楓
・
不
退
・
我
竟
・
量
湖
・
醉
雨
・ 

梅
裡
・
（
ミ
カ
ハ
）
蓬
宇
・
完
伍
・
（
ト
フ
ツ
ウ
ミ
）
烏
谷
・
杜
水
・
（
サ
ガ
ミ
）

布
丈
・
（
ム
サ
シ
）
逸
渕
・
天
由
・
梅
笠
・
洒
雄
・
南
々
・
一
瓢
・
寄
三
・

渓
斎
・
（
エ
ド
）
由
誓
・
為
山
・
萬
古
・
鳥
吟
・
尋
香
・
芳
草
・
ミ
き
雄
・

氷
壺
・
芳
草
・
靖
路
・
山
子
・
宇
山
・
貫
乎
・
松
頂
・
吟
響
・
五
休
・ 

斗
玉
・
花
海
・
呉
城
・
呼
石
・
四
端
・
弘
湖
・
白
亥
・
見
外
・
祖
郷
・ 

竹
烟
・
得
蕪
・
抱
儀
・
西
馬
・
（
上
サ
）
由
儀
・
（
下
サ
）
月
杵
・
（
ヒ
タ
チ
）

李
郷
女
・（
上
毛
）
心
足
・
米
臺
・
半
湖
・（
オ
ク
）
多
代
女
・
一
止
・
愛
山
・

文
起
・
壮
山
・
樗
影
・
静
夫
・
清
民
・
舎
用
・
（
デ
ハ
）
御
風
・
素
山
・ 

玉
止
・
吟
風
・
璷
山
・（
カ
ヾ
）
大
夢
・
柳
壷
・（
エ
チ
ゼ
ン
）
珉
子
・（
エ
チ
ゴ
）

乙
良
・
契
史
・
雪
湖
・
桑
居
・
梧
葉
・
鷺
眠
・
茶
山
・
（
タ
ン
バ
）
湧
瀧
・ 

（
イ
ワ
ミ
）
青
池
・
（
ビ
ン
ゴ
）
楳
臣
・
（
ア
キ
）
甘
古
・
（
サ
ツ
マ
）
桃
戴
・ 

（
ヒ
ゼ
ン
）
悠
々
・
（
ヒ
ウ
ガ
）
双
烏
・
駝
岳
」・
（
キ
イ
）
露
舟
・
（
イ
ヨ
） 

菊
圃
女
・
棹
舟
・
黙
翁
・（
ト
サ
）
婦
牛
・
元
史
・（
ア
ハ
ヂ
）
其
秀
・
鷗
池
・

（
ア
ハ
）
北
誕
・
抱
節
・
鯉
勢
・
三
径
・
橘
外
・
桑
夫
・
嵐
艸
・
蒼
風
・ 

左
郊
・
思
遠
・
草
尺
・
蕗
丘
・
菫
坡
・
青
葉
・
野
風
・
松
丈
・
思
風
・ 

木
烏
・
東
阡
・
亀
年
・
梧
井
・
逸
松
・
椎
居
・
素
蓬
・
月
古
・
天
馬
・ 

楚
宮
・
桑
陽
・
半
夢
・
羅
村
・
宇
雀
・
青
芽
・
甘
夫
・
正
孝
・
騎
千
・ 

崎
邨
・
止
丘
・
蓬
固
・
蟻
城
・
葛
路
・
騏
郷
・
半
臺
・
雪
峯
・
左
谷
・ 

廉
堂
・
鷗
羽
・
竹
鳴
・
閑
石
・
左
琴
・
如
帆
・
季
風
・
其
梓
・
晴
呼
」・ 

其
道
佛
・
應
可
・
左
一
・
佳
篤
・
黙
史
・
一
圭
・
茶
雷
・
執
筆
・
黙
史
・

左
一
・
一
圭
・
佳
篤
・
茶
雷
・
應
可 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
段
組 

※ 

「
安
政
四
年
四
月
五
日
」
／
應
可
の
父
其
道
佛
十
回
忌 

 

125 

夏
興 

全
紙 

春
帒 

南
斎 

合
歓
小
禽
図 

○ 

ア
イ
エ 

×
 

淡
節
・
赤
甫
・
松
隣
・
素
屋
・
此
松
・
而
后
・
梅
裡
・
一
清
・
蓬
宇
・ 

為
山
・
萬
古
・
ミ
き
雄
・
芳
草
・
鳥
吟
・
尋
香
・
西
馬
・
乙
良
・
璷
山
・

唫
風
・
多
代
女
・
清
民
・
一
止
・
鴬
居
・
棹
舟
・
双
烏
・
悠
々
・
北
誕
・

左
郊
・
抱
儀
・
草
尺
・
蟻
城
・
逸
松
・
嵐
艸
・
宇
雀
・
鯉
勢
・
蕗
丘
・ 

菫
坡
・
甘
史
・
蓬
固
・
一
聲
・
石
居
・
葛
路
・
騎
千
・
雨
蓼
・
東
雲
・ 

素
蓬
・
松
芳
・
泡
花
・
一
亀
・
三
崎
・
青
枝
女
・
橘
外
・
其
猷
・
桃
志
・



 

 

 

五
四 

盧
堂
・
應
可
・
騏
郷
・
羅
村
」・
楚
宮
・
木
烏
・
夷
岳
・
葉
夫
・
青
芽
・ 

崎
邨
・
青
葉
・
止
丘
・
三
径
・
嵐
石
・
平
蕪
・
蘿
谷
・
蒼
風
・
有
隣
・ 

野
風
・
梅
雪
・
順
美
・
季
風
・
東
阡
・
思
遠
・
多
々
女
・
正
孝
・
椎
居
・

芝
山
・
梧
井
・
月
古
・
天
馬
・
亀
年
・
半
夢
・
茶
雷
・
蒼
影
・
（
竺
魚
更
）

春
帒 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
段
組 

※ 

「
丁
巳
夏
」 
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夏
興 

全
紙 

橘
外 
葭
亭 

夜
掛
神
事
図 

○ 

ア
イ
ウ
エ 

×
 

（
京
）
有
節
・
芹
舎
・
淡
節
・
公
成
・
文
海
・
霞
川
・
梅
通
・（
大
坂
）
鼎
左
・

松
隣
・
月
人
・
松
室
・
素
屋
・
（
イ
タ
ミ
）
椅
陰
・
（
イ
ガ
）
養
瓜
・
（
イ
セ
）

雀
叟
・
五
鈴
・（
ヲ
ハ
リ
）
而
后
・
李
曠
・
一
清
・
梅
裡
・（
ミ
カ
ハ
）
蓬
宇
・

（
ム
サ
シ
）
逸
渕
・
天
由
・
（
エ
ド
）
西
馬
・
萬
古
・
尋
香
・
芳
草
・
四
端
・

得
蕪
・
見
外
・
祖
郷
・
鳥
吟
・
抱
儀
・
為
山
・
（
下
サ
）
月
杵
・
（
上
毛
） 

心
足
・
半
湖
・
（
ム
ツ
）
多
代
女
・
清
民
・
樗
影
・
一
止
・
舎
用
・
（
デ
ハ
）

御
風
・
素
山
・
唫
風
・
璷
山
・
（
カ
ヾ
）
大
夢
・
（
エ
チ
ゴ
）
乙
良
・
契
史
・

茶
山
・（
石
見
）
青
池
・（
ア
キ
）
甘
古
・（
ヒ
ゼ
ン
）
悠
々
・（
ヒ
ウ
ガ
）
双
烏
・

駝
岳
・
（
イ
ヨ
）
棹
舟
・
（
ト
サ
）
元
史
・
（
ア
ハ
ヂ
）
其
秀
・
鷗
池
・
（
ア
ハ
）

楚
宮
・
亀
年
・
草
尺
・
月
古
・
思
遠
・
逸
松
・
梧
井
・
素
蓬
・
菫
坡
・ 

東
阡
」
木
烏
・
蕗
丘
・
椎
居
・
野
風
・
天
馬
・
旗
郷
・
蟻
城
・
青
芽
・ 

正
孝
・
宇
雀
・
廉
堂
・
季
風
・
應
可
・
蓬
固
・
葛
路
・
羅
村
・
半
夢
・ 

抱
節
・
鯉
勢
・
嵐
艸
・
蒼
風
・
三
径
・
桃
志
・
玉
壷
・
桑
先
・
左
郊
・ 

北
誕
・
茶
雷
・
橘
外 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
段
組 

※ 

「
丁
巳
春
」 
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夏
興 

全
紙 

葵
州 

景
村 

染
物
風
曝
図 

○ 

ア
イ
ウ
エ 

仙
鳧 

栗
青
・
梅
通
・
有
節
・
芹
舎
・
黙
池
・
淡
節
・
公
成
・
赤
甫
・
鼎
左
・ 

挙
一
・
素
屋
・
松
隣
・
一
清
・
而
后
・
大
夢
・
如
流
・
知
春
・
淇
竹
・ 

素
仙
・
井
鵝
・
北
岳
・
茶
山
・
し
つ
か
・
乙
良
・
鷺
眠
・
惟
精
・
契
史
・

未
足
・
峰
女
・
御
風
・
舎
用
・
禾
月
・
一
山
・
清
民
・
多
代
女
・
男
傒
・

具
瓶
・
如
恒
・
芹
雅
・
三
籟
・
千
紫
・
其
一
・
一
翠
・
雪
窓
・
月
杵
・ 

至
頌
・
欣
月
・
梅
人
・
烟
簔
・
楚
雲
・
月
思
・
一
長各
・
金
波
・
立
宇
・
如
々
・

丁
々
・
梅
□
・
瓢
□
・
左
右
久
・
ゆ
き
を
・
潮
月
・
海
鷗
・
普
周
・
桃
郷
・

汶
鴦
・
守
保
・
一
保
・
月
織
・
花
川
・
志
珊
・
天
由
・
梅
笠
・
雨
村
・ 

旧
左
・
真
寿
・
米
守
・
無
底
・
杉
暁
・
来
夫
・
起
生
・
亀
成
・
寄
三
・
南
々
・ 

渓
斎
・
逸
渕
」・
卓
郎
・
完
鷗
・
貴
邦
・
宇
山
・
き
く
雄
・
西
馬
・
為
山
・

叩
月
・
波
鷗
・
㐂
来
・
太
年
・
萬
古
・
得
蕪
・
成
伍
・
田
麓
・
閑
雅
・ 

芳
艸
・
氷
壺
・
呉
城
・
羽
雪
・
花
海
・
潮
堂
・
鳥
吟
・
漣
々
・
鳳
洲
・ 

松
頂
・
梅
司
・
山
子
・
由
誓
・
由
之
・
香
以
・
甘
茶
・
無
外
・
未
精
・ 

祖
郷
・
等
栽
・
苣
麿
・
松
叟
・
午
政
・
尋
香
・
見
外
・
墨
芳
・
櫛
風
・ 

東
皐
・
実
交
・
魯
心
・
草
宇
・
徳
隣
・
靖
路
・
蘆
城
・
泰
我
・
不
染
・ 

鴬
室
・
花
亭
・
芳
所
・
雲
崕
・
魯
中
・
永
年
・
即
不
・
□
□
・
□
□
・ 

□
□
・
□
□
・
□
□
・
宇
蕉
・
□
一
・
□
年
・
良
雅
・
双
烏
・
荷
山
・ 

翠
露
・
鳩
峯
・
宗
羽
・
柳
夫
・
利
彦
・
都
月
・
東
月
・
花
風
・
花
薫
・ 

杜
柳
・
可
友
・
里
泉
・
賦
雪
・
揺
一
・
齢
斎
・
桜
朗
・
沙
眠
・
處
一
・ 

胤
人
・
暁
斎
・
雨
笠
・
暁
山
・
柳
我
・
兆
山
・
素
暁
女
・
雪
朗
・
抱
儀
・



 

 

 

五
五 

葵
洲 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

二
段
組 

※ 

「
丁
巳
夏
日
」 
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秋
興 
全
紙 

鶯
室 

金
堂 

官
女
図 

○ 

イ 

楽
園 

（
洛
）
有
節
・
淡
節
・
公
成
・
（
大
坂
）
鼎
左
・
素
屋
・
（
陸
奥
）
多
代
女
・ 

舎
用
・（
在
蝦
夷
）
古
武
良
・（
出
羽
）
吟
風
・（
越
后
）
茶
山
・
市
猿
・
契
史
・

未
足
・
（
阿
波
）
茶
雷
・
（
駿
河
）
芦
鶴
・
（
信
濃
）
迎
祥
・
有
信
・
雪
頂
・ 

嬌
雨
・
か
と
丸
・
一
之
・
撨
影
・
長
宇
・
景
由
・
其
秋
・
雨
竹
・
常
草
・

阿
公
・
左
右
太
・
枝
春
・
㐂
悦
・
山
敬
・
快
雅
・
雨
笠
・
一
遊
・
菊
泉
・

都
久
裳
・
亀
柏
・
一
朗
・
槐
叟
・
杜
流
・
五
調
・
由
水
・
雲
老
・
葛
古
・ 

（
上
毛
）
心
足
・
鹿
鳴
・
茄
言
・
魚
魯
・
柳
圃
・
竹
麻
呂
・
紅
碩
・
嗽
石
・

玉
英
・
半
湖
・
竹
烟
・
（
常
陸
）
撨
圃
・
（
下
サ
）
以
兄
・
（
相
模
）
立
吟
・ 

文
中
・
楳
堂
・
（
雲
水
）
芦
城
・
時
彦
・
孤
南
・
芦
十
・
青
介
・
菫
逸
・ 

清
良
・
良
可
・
（
武
蔵
）
梅
笠
・
雨
村
・
雪
朗
・
葵
洲
・
来
夫
・
可
久
・ 

勇
賀
・
梅
齢
・
一
寿
・
義
正
・
東
雲
・
花
外
・
帰
一
・
節
山
・
月
太
・ 

桃
郷
・
月
繊
・
松
夫
・
逸
渕
」・
由
誓
・
万
古
・
不
染
・
漣
々
・
蘿
斎
・ 

松
頂
・
為
山
・
西
馬
・
墨
芳
・
甘
茶
・
芳
艸
・
妥
雅
・
在
我
・
兎
荷
・ 

卜
早
・
永
機
・
梅
梢
・
□
□
・
祖
郷
・
苣
丸
・
草
宇
・
瓦
村
・
得
蕪
・ 

四
端
・
鳥
吟
・
護
岳
・
泰
民
・
氷
壺
・
尋
香
・
雪
貢
・
輝
山
・
春
二
・ 

芦
洲
・
花
海
・
宗
羽
・
波
平
・
如
泉
・
永
耒
・
叩
月
・
花
亭
・
抱
儀
・ 

見
外
・
呉
城
・
潮
堂
・
鴬
室 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
段
組 

※ 

「
安
政
四
巳
の
秋
」 
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追
善 

全
紙 

田
甫 

是
真 

朝
顔
図 

○ 

ア
イ 

抱
節
子 

（
エ
ド
）
由
誓
・
抱
儀
・
西
馬
・
為
山
・
卓
郎
・
得
蕪
・
見
外
・
氷
壺
・ 

尋
香
・
萬
古
・
等
栽
・
白
亥
・
ミ
き
雄
・
四
端
・
瓦
村
・
卜
早
・
苣
麿
・

祖
郷
・
梅
通
・
芹
舎
・
有
節
・
公
成
・
（
大
坂
）
鼎
左
・
素
屋
・
（
ヒ
ゼ
ン
）

悠
々
・（
日
向
）
双
烏
・（
ア
ハ
）
茶
雷
・（
ヲ
ク
）
多
代
女
・
清
民
・（
仙
ダ
イ
）

舎
用
・
禾
月
・
（
エ
チ
ゴ
）
大
経
・
乙
良
・
鷺
眠
・
茶
山
・
（
モ
上
）
水
竹
・

緑
峰
・（
上
毛
）
呑
吹
・（
ム
サ
シ
）
五
渡
・
心
星
・
文
窓
・（
ヲ
ハ
リ
）
而
后
・

春
松
・（
サ
ガ
ミ
）
立
宇
・（
カ
イ
）
雲
里
・
菟
焉
・（
シ
ナ
ノ
）
迎
祥
・
葛
古
・

圭
布
・
獨
醒
・
桃
五
・
（
ミ
カ
ハ
）
蓬
宇
・
莪
玄
・
十
駕
・
乗
槎
・
絡
冝
・

其
嚢
・
黙
莽
・
其
香
・
其
白
・
松
所
・
其
仙
・
其
遊
・
梅
有
・
洗
耳
」・ 

丸
池
・
聞
那
・
竹
應
・
雨
柳
・
巴
岱
・
守
仙
・
蔦
峰
・
姑
英
・
柾
女
・ 

茶
山
・
梅
丘
・
一
敬
・
玄
奇
・
静
風
・
笑
乕
・
春
壷
・
名
扨
・
角
丸
・ 

斗
栄
・
蘿
谷
・
玄
及
・
林
斎
・
真
茂
・
里
扇
・
連
竹
・
竹
子
・
桃
谷
・ 

琴
女
・
此
川
・
吟
調
・
蕪
掩
・
甫
月
・
桃
寿
・
梅
我
・
霞
扇
・
甫
竹
・ 

松
若
・
志
友
・
昇
月
・
呂
友
・
青
池
・
撨
歌
・
蕉
流
・
専
雅
・
東
湖
・ 

梅
宴
・
豊
洲
・
清
根
・
素
好
・
茂
久
・
里
友
」・
雲
底
・
龍
湖
・
鷗
侶
・ 

花
月
女
・
珎
斎
・
銀
岱
・
竹
圓
・
鶯
櫓
・
蘭
臺
・
守
黒
・
白
翁
・
雪
岡
・

百
丈
・
東
洲
・
清
美
・
如
猿
・
松
郭
・
省
我
・
草
結
・
雪
槎
・
遊
花
・ 

一
鳳
・
苔
楳
・
田
仲
・
鶴
鳴
・
白
外
・
田
丸
居
士
・
田
甫
・
松
雄
・
遊
花
・

松
月
・
雪
槎
・
吾
斎
・
千
之
・
松
月
・
吾
斎
・
（
孫
少
年
）
金
吾
・
（
少
年
）

松
太
郎
・
（
娘
少
年
）
か
い
女
・
松
雄
・
千
之
・
田
甫 

 
 
 

三
段
組 

※ 
「
丁
巳
初
秋
」
／
田
丸
七
回
忌
追
善 



 

 

 

五
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130 

追
善 

全
紙 

魯
心 

三
拙 

手
向
秋
花
図 

○ 

ア
イ
エ 

鷗
波 

公
成
・
淡
節
・
九
起
・
有
節
・
赤
甫
・
素
屋
・
鼎
左
・
松
隣
・
月
人
・ 

知
風
・
而
后
・
梅
裡
・
一
清
・
醉
雨
・
晴
霞
・
清
民
・
一
止
・
乙
良
・ 

斗
玉
・
東
郊
・
文
帯
・
習
静
・
李
朗
・
静
游
・
鷺
眠
・
茶
山
・
吟
風
・ 

素
山
・
一
朗
・
羅
村
・
茶
雷
・
欣
月
・
薫
岱
・
月
杵
・
旭
斎
・
桃
園
・ 

奇
三
・
花
外
・
葵
洲
・
雪
朗
・
逸
渕
・
由
誓
・
拙
誠
・
卓
郎
・
波
鷗
・ 

得
蕪
・
菊
雄
・
古
友
・
青
柿
・
五
休
・
芳
所
・
泰
我
・
尋
香
・
苣
麿
・ 

賀
好
・
雪
樹
・
不
染
・
慶
寿
・
可
簫
・
香
以
・
白
亥
・
ミ
き
雄
・
西
馬
・

為
山
・
祖
郷
・
万
古
・
山
子
・
花
海
・
甘
志
・
硯
寿
・
士
逸
・
美
交
・ 

平
路
・
万
久
住
・
鳳
洲
・
永
機
・
評
十
・
三
正
・
南
交
・
甘
茶
・
松
頂
・

卜
早
・
芦
城
・
鳥
吟
・
氷
壺
・
見
外
・
抱
儀
・
芬
居
・
汶
路
・
宣
稲
・ 

生
宣
・
柳
雨
・
猛
乕
・
百
旨
・
楽
水
・
陽
風
・
楽
成
」・
英
史
・
長
宜
・ 

其
得
・
琴
雄
女
・
雨
琴
女
・
晋
路
・
一
㐂
女
・
琴
友
女
・
柳
糸
女
・
槙
子
・

千
も
と
女
・
千
竹
女
・
芳
草
・
宗
普
・
田
麓
・
草
雨
・
松
雫
・
芦
角
・ 

貴
邦
・
孤
堂
・
吉
作
・
呂
調
・
鯉
水
・
文
中
・
菫
美
・
其
則
・
欣
志
・ 

不
醒
・
鯉
可
・
里
水
・
種
九
・
素
訣
・
孤
登
・
二
水
・
柳
暁
・
柳
蝶
・ 

一
竹
・
燕
子
・
糸
川
・
麦
露
・
梨
黒
・
伍
柚
・
靖
路
・
魯
心 

二
段
組 

※ 

「
巳
仲
秋
」 
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秋
興 

全
紙 

鼎
左 

鼎
左 

赤
竹
図 

○ 

ウ
エ 

×
 

雨
外
・
杜
鴻
・
寿
抱
・
万
極
女
・
兎
向
・
桃
雨
・
翠
鴬
・（
九
四
丸
事
）
梅
仙
・

松
吟
・
奇
勝
・（
か
ふ
ち
）
左
栗
・
月
洲
・
桃
水
・
㐂
々
良
・
公
然
・
木
鶏
・

桃
肥
・
（
花
市
社
）
倚
松
・
㐂
暁
・
香
山
・
春
馬
・
郷
青
・
立
志
・
凉
松
・

吾
草
・
（
左
海
）
麦
雨
・
其
岳
・
鹿
野
女
・
柳
桂
・
其
水
・
（
糸
海
）
椅
蔭
・

龍
女
・
古
撨
・
曲
阜
・
（
池
田
）
可
春
・
（
清
友
社
）
草
居
・
梅
鼎
・
（
梅
栄
改
）

桃
左
・
兎
雪
・
其
雪
・
花
雪
・
清
機
・
秋
亭
・
秋
崕
・
（
郡
山
）
花
嘯
・ 

（
在
江
戸
）
蘭
操
・
月
人
」・
（
京
）
月
耕
・
文
海
・
（
江
戸
）
荷
少
・
一
徳
・ 

（
た
ん
ば
）
梅
塢
・
雨
岡
・
（
た
じ
ま
）
萩
里
・
（
い
は
み
）
青
池
・
桃
左
・ 

一
桃
・
（
日
向
）
双
烏
・
（
は
り
ま
）
足
雄
・
悟
一
・
兎
仙
・
竹
賀
・
（
作
陽
）

東
明
・
遊
楽
・
雨
水
・
光
曜
・
三
池
・
寿
省
・
耕
雨
・
（
や
ま
と
）
可
撨
・

禾
秋
・
（
備
前
）
可
楽
・
（
備
後
）
自
楽
・
紅
顔
・
（
あ
は
ぢ
）
鷗
池
・
（
い
よ
）

悼
舟
・
水
哉
・
（
あ
は
）
茶
雷
・
（
さ
か
ひ
）
此
方
・
此
松
・
鴬
宿
・
可
兆
・

笠
洲
・
肖
年
・
玉
谷
・
草
洲
・
挙
一
・
鼎
左 

 
 
 
 
 
 
 

二
段
組 

 

132 

秋
興 

全
紙 

悠
平 

春
岳 

稲
穂
・
雀
図 

○ 

ア
イ 

×
 

梅
通
・
碩
水
・
美
田
・
烏
岬
・
文
海
・
淡
節
・
芹
舎
・
素
屋
・
白
鷗
・ 

松
隣
・
舟
左
・
一
清
・
李
曠
・
梅
裡
・
而
后
・
晴
霞
・
清
民
・
壮
山
・ 

御
風
・
乙
良
・
鷺
眠
・
文
帯
・
梅
巨
・
悠
々
・
西
馬
・
抱
儀
・
尋
香
・ 

ミ
き
雄
・
欣
志
・
花
海
・
魯
心
・
祖
郷
・
為
山
・
布
珀
・
都
盤
・
慶
里
・

完
爾
・
木
圭
・
桜
里
・
松
臺
・
春
耕
・
秋
岳
・
兎
来
・
文
洲
・
鴨
遊
・ 

梅
亭
・
梅
村
・
亀
声
・
佳
丈
・
蒼
尾
・
玉
郎
・
五
岳
・
東
明
・
恕
堂
」・ 

寿
石
・
若
水
・
南
月
・
東
里
・
李
暁
・
晴
浦
・
敬
所
・
小
野
女
・
は
る
女
・

芦
江
女
・
（
女
）
志
津
枝
・
菊
潭
・
閑
谷
・
春
汀
・
柳
舟
・
竹
亭
・
寒
湖
・

茶
莚
・
琪
月
・
梅
叟
・
柳
臺
・
春
岳
・
雪
山
・
一
枝
・
玄
孔
・
ミ
つ
女
・

重
亭
・
西
雅
・
凉
夢
・
素
一
・
旭
紫
・
季
節
・
悠
平 

 
 
 

二
段
組 



 

 

 

五
七 

※ 

「
巳
の
秋
」 

 
133 
秋
興 

全
紙 

蕗
丘 

葭
亭 

童
子
・
獅
子
舞
図 

○ 

ア
イ
エ 

×
 

（
ミ
ヤ
コ
）
梅
通
・
有
節
・
淡
節
・
芹
舎
・（
ナ
ニ
ハ
）
鼎
左
・
松
隣
・
素
屋
・

（
ヲ
ハ
リ
）
梅
裡
・
一
清
・
李
曠
・（
ミ
カ
ハ
）
蓬
宇
・（
エ
ド
）
為
山
・
鳥
吟
・

尋
香
・
白
亥
・
芳
草
・
呉
城
・
ミ
き
雄
・
西
馬
・
（
上
毛
）
半
湖
・
（
デ
ハ
）

璷
山
・
吟
風
・（
ヲ
ク
）
多
代
女
・
清
民
・
一
止
・（
エ
チ
ゴ
）
乙
良
・
茶
山
・

（
カ
ヾ
）
大
夢
・
（
ヒ
ゼ
ン
）
悠
々
・
（
ヒ
ウ
ガ
）
双
烏
・
（
イ
ヨ
）
悼
舟
・ 

（
ア
ハ
ヂ
）
鷗
池
・
（
ア
ハ
）
左
郊
・
北
誕
・
亀
年
・
青
芽
・
椎
居
・
葛
路
・

葉
夫
・
季
風
・
東
郊
・
桃
志
・
一
聲
・
是
佛
・
青
葉
・
多
々
女
・
松
芳
・

騏
郷
・
木
烏
・
月
古
・
宇
雀
・
宗
也
・
東
雲
・
其
猷
・
泡
花
・
蒼
風
・ 

松
裡
・
廉
堂
・
正
孝
・
崎
邨
・
甘
史
・
石
居
・
蟻
城
・
應
可
・
羅
村
」・ 

抱
節
・
逸
松
・
鯉
勢
・
野
風
・
春
帒
・
止
丘
・
梅
雪
・
橘
外
・
素
蓬
・ 

蘿
谷
・
平
蕪
・
順
美
・
思
遠
・
天
馬
・
夷
岳
・
楚
宮
・
東
阡
・
雨
蓼
・ 

青
枝
女
・
梧
井
・
葵
影
・
菫
坡
・
三
径
・
嵐
石
・
一
亀
・
有
隣
・
蓬
固
・

嵐
艸
・
草
尺
・
半
夢
・
茶
雷
・
騎
千
・
蕗
丘 

 
 
 
 
 
 

二
段
組 

※ 

「
丁
巳
秋
」 

 

134 

追
善 

全
紙 

青
々 

其
融 

水
仙
図 

○ 

イ 

莖
仙 

青
阿
仏
・
青
々
・
見
外
・
青
々
・
見
外
・
青
々
・
（
サ
ツ
マ
）
桃
戴
・ 

（
ヒ
ゼ
ン
）
悠
々
・
（
ツ
シ
マ
）
達
夫
・
（
ビ
ン
ゴ
）
梅
臣
・
（
ビ
ン
ゴ
）
泰
山
・ 

（
イ
ヅ
モ
）
百
年
・
（
イ
ヨ
）
北
洋
・
（
ビ
ゼ
ン
）
凉
呼
・
（
ア
ハ
）
茶
雷
・ 

（
ハ
リ
マ
）
北
梅
・
（
セ
ツ
ヽ
）
ぬ
か
人
・
（
ヤ
マ
ト
）
可
撨
・
（
京
）
九
起
・ 

黙
池
・
有
節
・
梅
通
・
公
成
・
（
ナ
ニ
ハ
）
鼎
左
・
素
屋
・
杜
鴻
・
（
イ
ガ
）

養
瓜
・（
イ
セ
）
雪
当
・
知
幽
・（
ヲ
ハ
リ
）
而
后
・
二
鷗
・（
ミ
カ
ハ
）
完
伍
・

（
遠
江
）
杜
水
・
（
サ
ガ
ミ
）
丁
々
・
旭
松
・
立
宇
・
（
カ
ヒ
）
静
月
・
東
華
・ 

（
シ
ナ
ノ
）
迎
祥
・
草
哲
・
（
エ
チ
ゴ
）
乙
良
・
（
エ
ツ
中
）
恕
兮
・
（
カ
ヾ
） 

柳
壷
・
知
春
・（
ノ
ト
）
竹
外
・（
ヲ
ク
）
舎
用
・（
ハ
コ
ダ
テ
）
徐
蓬
・
巳
有
・

三
千
丸
・
（
出
ハ
）
御
風
・
（
下
毛
）
友
松
・
□
古
・
□
□
・
□
□
・
□
□
・ 

（
上
サ
）
一
清
・
椿
山
・
金
陵
・
藍
守
・
（
ア
ハ
）
木
二
・
（
ム
サ
シ
）
葵
洲
・

桃
郷
・
閑
禾
・
星
呼
・
梅
笠
・
逸
渕
・
（
江
戸
）
思
楽
・
凉
雨
・
蟻
道
・ 

香
以
・
由
誓
・
得
蕪
・
完
鷗
・
卓
郎
・
卜
早
・
不
染
・
抱
儀
・
瓦
村
・ 

香
芸
・
花
海
・
泰
我
・
為
山
・
祖
郷
・
等
栽
・
尋
香
・
氷
壺
・
西
馬
・ 

呉
城
・
漣
々
・
由
之
・
一
雅
・
花
朝
女
・
草
笠
・
草
守
・
一
瓢
・
東
松
・

正
甫
・
菊
丈
・
萬
外
・
嘉
月
・
素
外
・
こ
ま
彦
・
蓼
々
・
静
六
・
時
彦
・ 

（
芦
十
更
）
鷺
洲
・
累
五
・
仙
路
・
桂
華
」・
即
堂
・
蘭
岱
・
草
宇
・
鷺
船
・

普
然
・
春
蝶
・
鳳
菊
・
金
羅
・
蛙
想
・
寒
唇
・
寛
里
・
素
願
・
雨
笠
・ 

玉
柳
・
雀
子
・
葉
柳
・
梅
実
・
□
□
・
□
□
・
□
□
・
三
遊
・
景
司
・ 

桃
暁
・
侗
窓
・
麗粦

長
・
酒
好
・
昌
山
・
抱
柳
・
城
山
・
箕
洲
・
楽
真
・ 

月
丸
・
静
月
・
清
月
・
玉
八
・
青
参
・
柳
知
・
昌
輔
・
和
介
・
す
み
女
・

芳
女
・
興
女
・
見
外
・
見
外
・
青
々
・
青
々 

 
 
 
 
 
 
 

二
段
組 

※ 

「
安
政
丁
巳
の
と
し
臘
月
」
／
如
雪
居
士
一
周
忌 

   



 

 

 

五
八 

135 

歳
旦 

全
紙 

靖
路 

圭
岳 

高
輪
望
初
日
図 

○ 

ア
イ
ウ
エ 

×
 

梅
通
・
有
節
・
淡
節
・
文
海
・
祭
魚
・
鳥
丘
・
赤
甫
・
九
起
・
公
成
・ 

素
屋
・
松
隣
・
稲
處
・
梅
栄
・
月
人
・
挙
一
・
鼎
左
・
玉
骨
・
可
大
・ 

帆
道
・
春
湖
・
乙
也
・
孤
南
・
桃
五
・
新
甫
・
未
足
・
五
鈴
・
完
伍
・ 

蓬
宇
・
茶
雷
・
羅
村
・
抱
節
・
半
夢
・
嵐
艸
・
鯉
勢
・
橘
外
・
應
可
・ 

葛
路
・
宇
雀
・
春
帒
・
蕗
丘
・
楚
宮
・
□
□
・
亀
年
・
蟻
城
・
悠
平
・ 

茶
莚
・
之
敬
・
大
夢
・
一
清
・
梅
裡
・
李
曠
・
望
湖
・
醉
雨
・
而
后
」・ 

抱
儀
・
得
蕪
・
尋
香
・
不
染
・
瓦
村
・
鴬
室
・
可
簫
・
泰
我
・
松
頂
・ 

三
交
・
徳
隣
・
由
之
・
羽
人
・
波
鷗
・
梅
雅
・
如
山
・
楽
山
・
吸
月
・ 

霞
村
・
芳
泉
・
叩
月
・
呉
城
・
暁
山
・
清
輝
・
鳳
洲
・
梅
年
・
譲
甫
・ 

甘
茶
・
孤
堂
・
素
訣
・
慶
寿
・
永
機
・
宜
稲
・
汶
路
・
文
昇
・
百
旨
・ 

孤
登
・
（
少
年
）
三
調
・
筌
子
・
□
□
・
泰
布
・
□
□
・
靖
路 

 

二
段
組 

※ 

四
季
混
雑 

 

136 

歳
旦 

全
紙 

芳
艸 

是
真 

金
戠
暮
雪
図 

○ 

イ
ウ
エ 

抱
節
子 

悠
々
・
駝
岳
・
双
烏
・
馬
翁
・
一
化
・
杜
水
・
月
渓
・
山
方
・
萬
古
・ 

由
几
・
三
千
丸
・
湧
瀧
・
棹
舟
・
松
堂
・
泰
山
・
慶
里
・
古
鳳
・
思
風
・

麦
鳥
・
斧
刪
・
素
席
・
漣
山
・
有
侭
・
芦
什
・
一
朗
・
梅
堂
・
奇
三
・ 

其
翼
・
自
思
・
勇
賀
・
亀
成
・
琴
堂
・
永
斎
・
雨
村
・
葵
洲
・
葵
白
・ 

由
儀
・
欣
月
・
里
川
・
双
橋
・
梅
仙
・
淇
園
・
鶴
汀
・
里
仁
・
桃
園
・ 

蘆
水
・
南
茂
・
其
光
・
二
鳩
・
旭
斎
・
月
杵
・
五
鳳
・
久
栄
・
應
谷
・ 

撫
泉
・
素
山
・
唫
風
・
御
風
」・
逸
渕
・
心
足
・
天
由
・
薫
岱
・
立
宇
・ 

由
岐
雄
・
花
外
・
呉
雪
・
五
渡
・
竹
煙
・
渓
斎
・
卓
郎
・
梅
笠
・
花
海
・

鹿
鳴
・
鱗
三
・
太
年
・
完
鷗
・
楽
之
・
窓
月
・
雪
年
・
宇
山
・
好
甫
・ 

竹
二
・
佳
節
・
良
可
・
一
瓢
・
岱
柳
・
左
白
・
静
波
・
栄
昇
・
柳
葉
・ 

潮
堂
・
吾
同
・
如
泉
・
真
武
・
古
友
・
蘆
城
・
鳥
吟
・
氷
壺
・
草
雨
・ 

苔
礎
・
艸
栖
・
晴
甫
・
牡
青
・
幸
玉
・
草
池
・
草
峨
・
草
葉
・
草
長
」・ 

芳
艸 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
段
組 

※ 

「
戌
午
早
緑
月
」 

 

137 

春
興 

全
紙 

田
麓 

素
真 

隅
田
鞠
場
梅
林
図 

○ 

ア
イ
ウ
エ 

×
 

乙
良
・
茶
山
・
習
静
・
契
史
・
李
朗
・
桑
居
・
應
池
・
竹
堂
・
尺
池
・ 

惟
精
・
青
洋
・
し
つ
か
・
古
棠
・
文
帯
・
清
水
・
史
郷
・
斗
玉
・
市
猿
・

鷺
眠
・
由
誓
・
為
山
・
祖
郷
・
宗
普
・
苣
丸
・
拙
誠
・
卜
早
・
算
交
・ 

山
子
・
貴
邦
・
亀
禾㝵
・
祐
之
・
仙
月
・
五
休
・
永
年
・
芳
所
・
墨
芳
・ 

羽
雪
・
弘
湖
・
草
秀
・
柳
湖
・
欣
志
・
是
道
・
泉
舎
・
一
丸
・
一
知
・ 

蕉
阿
・
柎
石
・
如
椿
・
柳
子
・
甘
志
・
伍
柚
・
一
竹
・
升
金
・
伊
三
元
・

月
栖
・
良
斗
・
銀
岱
・
椿
岱
・
洒
雄
・
呼
名
・
梅
司
・
明
水
・
四
端
・ 

成
伍
・
白
亥
・
ミ
き
雄
・
香
以
・
菊
雄
・
草
宇
・
漣
々
・
見
外
・
西
馬
・

舎
用
・
一
止
・
五
雲
・
湖
月
・
壮
山
・
東
郊
・
清
民
」・
多
代
女
・
李
郷
女
・

そ
の
女
・
留
木
女
・
一
夢
女
・
一
糸
女
・
ミ
つ
女
・
千
代
女
・
千
竹
女
・

陽
知
女
・
亀
齢
女
・
亀
栄
女
・
薫
女
・
千
雀
女
・
文
女
・
な
ミ
女
・ 

つ
ね
女
・
菊
女
・
禾
山
女
・
浪
兮
女
・
菊
圃
女
・
田
麓 

 
 
 

二
段
組 

 



 

 

 

五
九 

138 

冬
興 

全
紙 

半
夢 

南
涯 

時
雨
樵
夫
図 

○ 

ア
イ
エ 

×
 

（
京
）
梅
通
・
淡
節
・
赤
甫
・
文
海
・
（
向
月
更
）
江
月
・
碩
水
・
有
節
・ 

（
大
坂
）
素
屋
・
公
眠
・
松
隣
・
（
イ
ヅ
ミ
）
此
松
・
（
イ
ガ
）
養
瓜
・
（
イ
セ
）

只
青
・
（
ヲ
ハ
リ
）
而
后
・
醉
雨
・
李
曠
・
（
ミ
カ
ハ
）
蓬
宇
・
（
ト
ウ
ツ
ウ
ミ
）

杜
水
・
（
江
戸
）
西
馬
・
鳥
吟
・
見
外
・
魯
心
・
芦
城
・
ミ
き
雄
・
芳
泉
・

氷
壺
・
祖
郷
・（
ム
サ
シ
）
逸
渕
・（
下
ヲ
サ
）
月
杵
・（
上
毛
）
竹
烟
・
半
湖
・

（
オ
ク
）
多
代
女
・
壮
山
・
清
民
・（
デ
ハ
）
素
山
・
唫
風
・（
エ
チ
ゴ
）
茶
山
・

（
エ
チ
ゼ
ン
）
珉
子
・
（
カ
ヾ
）
大
夢
・
（
ヒ
ゼ
ン
）
悠
々
・
（
ヒ
ウ
ガ
）
双
烏
・ 

（
ア
キ
）
甘
古
・
（
キ
イ
）
露
舟
・
（
ア
ハ
ヂ
）
其
秀
・
（
イ
ヨ
）
鴬
居
・
（
ト
サ
）

元
史
」・
北
誕
・
左
郊
・
抱
節
・
嵐
艸
・
鯉
勢
・
橘
外
・
蕗
丘
・
甘
史
・ 

正
孝
・
季
風
・
止
丘
・
葛
路
・
蓬
固
・
騏
郷
・
應
可
・
宇
雀
・
青
芽
・ 

蟻
城
・
羅
村
・
茶
雷
・
半
夢 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
段
組 

※ 

「
丁
巳
冬
」
／
139
と
一
対
の
趣
向 

 

139 

冬
興 

全
紙 

半
夢 

葭
亭 

雪
中
漁
夫
図 

○ 

イ
ウ
エ 

×
 

（
京
）
芹
舎
・
公
成
・
霞
川
・
鳥
岳
・
祭
魚
・
野
鶴
・
黙
池
・（
大
坂
）
鼎
左
・

稲
處
・
月
人
・
蓁
々
・
知
風
・
挙
一
・
（
ヲ
フ
ミ
）
帆
道
・
（
イ
セ
）
雀
叟
・

五
鈴
・
（
ヲ
ハ
リ
）
梅
裡
・
一
清
・
我
竟
・
指
石
・
三
楓
・
士
前
・
（
ミ
カ
ハ
）

完
伍
・（
ト
フ
ツ
ウ
ミ
）
烏
谷
・（
江
戸
）
由
誓
・
為
山
・
尋
香
・
山
子
・
音
好
・

五
休
・
み
も
と
・
呉
城
・
白
亥
・
四
端
・
芳
草
・
抱
儀
・（
ム
サ
シ
）
天
由
・

梅
笠
・（
上
毛
）
心
足
・
琴
堂
・（
ヒ
タ
チ
）
李
郷
女
・（
ヲ
ク
）
舎
用
・
一
止
・

樗
影
・
愛
山
・
文
起
・
春
斎
・
静
夫
・
（
デ
ハ
）
御
風
・
璷
山
・
（
エ
チ
ゴ
）

乙
良
・
契
史
・（
カ
ヾ
）
丹
嶺
・
柳
壷
・（
ビ
ン
ゴ
）
梅
臣
・（
イ
ハ
ミ
）
青
池
・

（
ヒ
ウ
ガ
）
駝
岳
・
（
サ
ツ
マ
）
桃
戴
・
（
ア
ハ
ヂ
）
蒋
池
・
墨
雨
・
鷗
池
・ 

（
イ
ヨ
）
菊
圃
女
・
棹
舟
・
（
ト
サ
）
嵐
牛
・
婦
牛
（
ア
ハ
）
松
丈
・
思
風
・

左
一
・
其
樟
・
葉
陽
」・
楚
宮
・
木
烏
・
亀
来
・
天
馬
・
夷
岳
・
石
居
・ 

順
美
・
椎
居
・
素
蓬
・
青
枝
女
・
葉
夫
・
春
帒
・
青
葉
・
三
径
・
宗
也
・

菫
坡
・
梧
井
・
平
蕪
・
野
風
・
逸
松
・
月
古
・
草
尺
・
東
阡
・
茶
雷
・ 

半
夢 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
段
組 

※ 

「
丁
巳
冬
」
／
138
と
一
対
の
趣
向 
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歳
暮 

全
紙 

蟻
城 

葭
亭 

正
月
飾
準
備
図 

○ 

イ
エ 

×
 

有
節
・
淡
節
・
黙
池
・
芹
舎
・
鼎
左
・
松
隣
・
素
屋
・
梅
裡
・
醉
雨
・ 

三
楓
・
不
退
・
李
曠
・
蓬
宇
・
西
馬
・
抱
儀
・
見
外
・
鳥
吟
・
四
端
・ 

芳
草
・
靖
路
・
魯
心
・
為
山
・
半
湖
・
月
杵
・
御
風
・
素
山
・
多
代
女
・

清
民
・
壮
山
・
文
起
・
樗
影
・
一
止
・
悠
々
・
鴬
居
・
棹
舟
・
葉
陽
・ 

亀
年
・
應
可
・
逸
松
・
椎
居
・
橘
外
・
三
径
・
桃
志
・
松
裡
・
宗
也
・ 

菫
坡
・
北
誕
・
木
鳥
・
羅
村
・
宇
雀
・
天
馬
・
夷
岳
・
青
葉
・
廉
堂
・ 

石
居
・
順
美
・
思
遠
・
崎
邨
・
野
風
・
春
帒
・
季
風
・
葉
夫
・
東
郊
・ 

葛
路
・
平
蕪
・
月
古
・
蓬
固
・
嵐
艸
・
抱
節
」・
草
尺
・
鯉
勢
・
止
丘
・ 

梧
井
・
蘿
谷
・
正
孝
・
是
佛
・
青
枝
女
・
騏
郷
・
東
阡
・
楚
宮
・
左
郊
・

半
夢
・
蒼
風
・
東
雲
・
一
聲
・
素
蓬
・
蒼
影
・
騎
千
・
梅
雪
・
た
ゝ
女
・

其
猷
・
得
二
・
雨
蓼
・
蕗
丘
・
有
隣
・
甘
史
・
靑
芽
・
茶
雷
・
嵐
石
・ 

蟻
城 
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六
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「
丁
巳
晩
冬
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追
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全
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荷
少 

圭
岳 

翁
童
肩
叩
図 

○ 

ア
イ 

竹
窓 

梅
通
・
芹
舎
・
公
成
・
九
起
・
淡
節
・
祭
魚
・
也
然
・
鳥
岳
・
雪
簫
・ 

赤
甫
・
有
節
・
鼎
左
・
素
屋
・
松
隣
・
草
居
・
白
鷗
・
米
女
・
鴬
室
・ 

潮
堂
・
帆
道
・
稲
處
・
竹
叟
・
杜
鴻
・
春
人
・
三
花
・
曲
阜
・
可
大
・ 

林
曹
・
而
后
・
梅
裡
・
一
清
・
蓬
宇
・
乙
良
・
鷺
眠
・
御
風
・
多
代
女
・

舎
用
・
一
止
・
大
夢
・
青
池
・
悠
々
・
由
誓
・
不
染
・
得
蕪
・
抱
儀
・ 

卓
郎
・
苣
麿
・
氷
壺
・
渓
斎
・
尋
香
・
花
海
・
鳥
吟
・
魯
心
・
瓦
村
・ 

芦
月
・
勇
賀
・
五
休
・
太
珉
・
山
子
・
可
簫
・
好
甫
・
梅
笠
・
拙
誠
・ 

菊
雄
・
如
泉
・
蘆
城
・
北
松
・
桃
五
・
西
馬
・
祖
郷
」・
一
徳
佛
・
久
仰
女
・

佳
悠
・
為
山
・
見
外
・
等
葉
・
李
東
・
東
涛
・
乙
什
・
五
柳
・
而
平
・ 

逸
渕
・
等
栽
・
荷
少 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
段
組 

※ 

「
安
政
丁
巳
冬
」
／
一
徳
追
善 
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歳
旦 

全
紙 

吸
月 

三
拙 

十
煎
茶
図 

○ 

ア
イ
エ 
以
肅 

 

芹
舎
・
淡
節
・
有
節
・
赤
甫
・
公
成
・
梅
通
・
林
曹
・
松
隣
・
素
屋
・ 

鼎
左
・
而
后
・
一
清
・
梅
裡
・
よ
ね
女
・
湧
瀧
・
烏
谷
・
嵐
牛
・
杜
水
・

塞
馬
・
完
伍
・
蓬
宇
・
雀
叟
・
帆
道
・
布
丈
・
茶
雷
・
泰
山
・
悠
々
・ 

双
烏
・
乙
良
・
古
棠
・
市
猿
・
布
山
・
精
器
・
桂
留
・
多
代
女
・
壮
山
・

文
起
・
一
宣
・
清
民
・
遊
阿
・
一
止
・
樗
影
・
葉
蝶
・
舎
用
・
禾
山
・ 

三
千
丸
・
御
風
・
唫
風
・
素
山
・
五
鳳
・
水
竹
・
璷
山
・
㐂
年
・
友
甫
・ 

鶴
巣
・
文
窓
・
景
三
・
逸
働
・
梅
笠
・
渓
斎
・
完
鷗
・
未
足
・
新
甫
・ 

三
交
・
楓
九
・
桃
五
・
由
誓
・
抱
儀
・
得
蕪
・
氷
壺
・
見
外
・
等
栽
・ 

為
山
・
祖
郷
・
瓦
村
・
波
鷗
・
西
馬
・
き
く
雄
・
山
子
・
泰
我
・
松
頂
・

可
簫
・
花
海
・
升
金
・
苣
丸
・
い
さ
元
・
窓
月
・
鴬
室
・
芳
泉
・
芳
草
・

鳩
園
・
香
芸
・
鳥
吟
・
不
染
・
梅
令
・
卓
郎
」・
好
甫
・
宇
山
・
梅
司
・ 

一
扇
・
露
簔
・
き
く
女
・
清
女
・
雲
波
・
百
丸
・
杜
三
・
泰
羅
・
驪
郷
・

如
山
・
梅
雅
・
以
肅
・
尋
香
・
貞
一
・
此
道
・
楽
山
・
戦
雨
・
路
風
・ 

佛
卵
・
霞
村
・
百
寿
・
南
交
・
吸
月 

 
 
 
 
 
 

 

二
段
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「
安
政
五
年
歳
次
戌
午
王
春
之
月
」 
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政
五
年 
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歳
旦 

全
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山
夕 

是
真 

大
黒
寿
老
人
他
書
初
図 

○ 

ア
イ 

輝
松 

曙
柳
子
・
槃
阿
子
・
舞
水
・
□
□
・
一
□
・
醉
月
・
三
光
・
唐
人
・
琴
女
・

五
明
・
氷
狐
・
鴬
逸
・（
ム
サ
シ
）
逸
渕
・（
ム
サ
シ
）
梅
笠
・（
ム
サ
シ
）
天
由
・

（
京
）
雪
簫
・（
京
）
公
成
・（
オ
ク
）
多
代
女
・（
オ
ク
）
舎
用
・（
上
毛
）
心
足
・

（
上
毛
）
栞
堂
・
（
エ
チ
ゴ
）
乙
良
・
（
大
サ
カ
）
素
屋
・
（
ア
フ
ミ
）
栞
賀
・ 

（
ヒ
ゼ
ン
）
悠
々
・
（
ア
ハ
）
茶
雷
・
（
サ
ガ
ミ
）
薫
岱
・
（
ヲ
ハ
リ
）
醉
雨
・ 

（
デ
ハ
）
御
風
・
明
水
・
鳥
吟
・
一
夢
・
（
エ
ド
）
龍
遊
子
・
（
エ
ド
）
弘
湖
・

（
エ
ド
）
蓼
守
・
（
惺
庵
中
）
ミ
き
雄
・
（
惺
庵
中
）
白
亥
・
西
馬
」・
□
□
・ 

□
□
・
静
湖
・
梅
影
・
梁
夢
・
機
言
・
卜
早
・
東
甫
・
香
以
・
雪
樹
・ 

雪
路
・
知
節
・
子
曳
・
静
波
・
雪
蹄
・
桐
勘
・
器
月
・
涛
坡
・
五
雀
・ 



 

 

 

六
一 

花
楓
・
鴬
拙
・
か
つ
ら
・
千
好
・
千
代
・
や
す
・
ま
る
・
六
造
・
乙
芽
・

守
一
・
永
機
・
湖
十
・
巴
雪
・
山
夕 
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「
牛
の
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夏
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全
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香
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鯉
昇
滝
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ア
イ
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由
誓
・
得
蕪
・
抱
儀
・
為
山
・
卓
郎
・
物
外
・
尋
香
・
き
く
雄
・
鳥
吟
・

祖
郷
・
見
外
・
氷
壺
・
弘
湖
・
永
機
・
三
正
・
三
曜
・
乙
芽
・
四
端
・ 

巴
雪
・
雪
樹
・
賀
好
・
卜
早
・
拙
誠
・
芳
艸
・
花
海
・
五
休
・
波
鷗
・ 

瓦
村
・
山
子
・
完
鷗
・
靖
路
・
青
柿
・
不
染
・
志
節
・
吾
雀
・
為
伍
・ 

秣
翁
」・
龍
遊
子
・
一
夢
・
蓼
守
・
魚
道
・
桃
人
・
得
水
・
明
水
・
乙
年
女
・

白
亥
・
ミ
き
雄
・
逸
渕
・
西
馬
・
香
以 
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「
戌
午
春
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春
興 

全
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心
足 

素
真 

絵
馬
飛
翔
図 

○ 

ア
イ 

鷗
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（
京
）
公
成
・
赤
甫
・（
ナ
ニ
ハ
）
素
屋
・
松
隣
・（
ヒ
ゼ
ン
）
悠
々
・（
ビ
ン
ゴ
）

泰
山
・
（
サ
ツ
マ
）
桃
戴
・
（
日
向
）
双
烏
・
（
ト
サ
）
元
史
・
（
ア
ハ
）
茶
雷
・

亀
年
・
葛
路
・
橘
外
・
蓬
花
・
鯉
勢
・
頴
三
・
（
ヲ
ハ
リ
）
梅
裡
・
醉
雨
・ 

（
ミ
カ
ハ
）
蓬
宇
・
（
サ
ガ
ミ
）
薫
岱
・
（
ム
サ
シ
）
逸
渕
・
天
由
・
寄
三
・ 

五
渡
・
洒
雄
・
浪
兮
・
（
下
サ
）
月
杵
・
旭
斎
・
（
ヒ
タ
チ
）
李
郷
・
（
オ
ク
）

舎
用
・
清
民
・
多
代
女
・
（
デ
ハ
）
御
風
・
唫
風
・
茶
山
・
文
帯
・
鷺
眠
・

抱
儀
・
為
山
・
見
外
・
卓
郎
・
得
蕪
・
尋
香
・
祖
郷
・
氷
壺
・
芳
草
・ 

靖
路
・
田
麓
・
花
海
・
呉
城
・
芦
城
・
き
く
雄
・
鳥
吟
・
弘
湖
・
音
よ
し
・

龍
遊
子
・
四
端
・
一
夢
・
香
以
・
慶
寿
・
桃
人
・
明
水
・
吾
雀
・
得
水
・

白
亥
・
ミ
き
雄
・
乙
年
女
・
西
馬
」・
分
尾
・
半
湖
・
一
朗
・
栞
堂
・
一
呂
・ 

か
つ
み
・
烏
暁
・
（
盲
）
柳
下
・
□
室
・
□
星
・
□
□
・
□
□
・
□
□
・ 

竹
烟
・
逸
芙
・
和
春
・
泉
女
・
東
山
・
梅
住
・
朝
烏
・
松
翠
・
草
霞
・ 

梅
女
・
貞
考
・
雨
柳
・
清
遊
・
梅
枝
・
裳
雲
・
松
風
・
桜
亭
・
玉
静
・ 

梅
好
・
交
時
・
正
里
・
高
翠
・
已
連
名
・
忠
幸
・
朴
人
・
卓
翠
・
岱
通
・

寿
楽
・
貞
居
・
安
人
・
鶴
世
・
巴
玉
・
巴
光
・
落
水
・
巴
静
・
東
水
・ 

鉄
蕉
・
月
遊
・
正
水
・
簾
風
・
知
蔭
・
白
雨
・
蛙
水
・
か
ね
人
・
篤
山
・

鶴
水
・
一
考
・
梅
九
・
兆
水
・
吟
耕
・
移
柳
・
兎
来
・
枕
流
・
五
通
・ 

木
芝
・
心
足 
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「
戌
午
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春
興 

全
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靖
路 

圭
岳 

群
鶴
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○ 

イ
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鷗
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梅
通
・
淡
節
・
公
成
・
赤
甫
・
芹
舎
・
有
節
・
月
人
・
松
隣
・
素
屋
・
鼎

左
・
而
后
・
一
清
・
醉
雨
・
李
曠
・
可
大
・
悠
々
・
舎
用
・
御
風
・ 

素
山
・
唫
風
・
撫
泉
・
應
谷
・
東
郊
・
五
雲
・
禾
月
・
一
止
・
清
民
・ 

多
代
女
・
茶
雷
・
羅
村
・
蟻
城
・
騏
郷
・
抱
節
・
亀
年
・
應
可
・
有
隣
・

未
足
・
李
郎
・
契
史
・
斗
玉
・
習
静
・
青
洋
・
鷺
眠
・
乙
良
・
月
杵
・ 

五
渡
・
薫
岱
・
旭
斎
・
二
鳩
・
桃
園
・
其
光
・
如
水
・
梅
堂
・
葵
洲
・ 

一
朗
・
栞
堂
・
花
外
・
逸
渕
」・
由
誓
・
梅
笠
・
不
染
・
花
海
・
泰
我
・
孤

堂
・
ミ
き
雄
・
白
亥
・
拙
誠
・
西
馬
・
為
山
・
由
之
・
山
子
・
苣
麿
・
平



 

 

 

六
二 

路
・
徳
隣
・
羽
雪
・
狐
登
・
芳
泉
・
見
外
・
卓
郎
・
桃
五
・
好
以
・ 

良
可
・
二
水
・
甘
茶
・
尋
香
・
鳳
洲
・
物
外
・
宜
稲
・
汶
路
・
永
機
・ 

三
正
・
太
年
・
得
蕪
・
抱
儀
・
蘆
城
・
鳥
吟
・
素
訣
・
古
友
・
如
泉
・ 

欣
志
・
氷
壺
・
祖
郷
・
鹿
鳴
・
桂
陰
・
波
鷗
・
慶
寿
・
子
竹
女
・
田
麓
・

宗
普
・
芳
草
・
貴
邦
・
伍
柚
・
百
旨
・
一
竹
・
木
伯
・
文
礎
・
（
□
□
） 

筌
子
・
孚
谷
・
泰
布
・
魯
心
・
靖
路 
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安
政
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戌
午
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慶
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全
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其
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高
雅 
還
城
楽
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ア
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指
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而
后
・
花
嶂
・
鵬
居
・
仙
翁
・
醉
雨
・
五
峰
・
素
水
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竹
涯
・
傃
山
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折
風
・
茶
城
・
如
菊
・
幾
行
・
有
来
・
指
石
・
梅
裡
・
拾
山
・
茶
雷
・ 

應
可
・
葉
陽
・
羅
村
・
吟
風
・
梅
通
・
淡
節
・
芹
舎
・
霞
川
・
赤
甫
・ 

黙
池
・
公
成
・
丈
翠
・
文
海
・
九
起
・
菫
子
・
有
節
・
畚
石
・
岳
鳳
・ 

碩
水
・
司
水
・
可
撨
・
素
屋
・
松
隣
・
不
角
・
林
曹
・
祇
白
・
知
風
・ 

鼎
左
・
曲
阜
・
鴬
宿
・
白
鷗
・
公
眠
・
杜
鴻
・
可
大
・
醒
花
・
古
谷
・ 

為
山
・
見
外
・
太
年
・
山
子
・
尋
香
・
等
栽
・
芳
草
・
月
杵
・
み
も
と
・

田
麓
・
魯
心
・
氷
壺
・
得
蕪
・
逸
渕
・
遅
流
・
西
馬
」・
帆
道
・
月
挙
・ 

う
つ
を
・
養
瓜
・
雀
叟
・
五
鈴
・
都
岐
雄
・
雪
当
・
梅
笠
・
露
牛
・
山
士
・

塞
馬
・
蓬
宇
・
完
伍
・
嵐
牛
・
杜
水
・
漣
山
・
立
宇
・
晴
霞
・
清
民
・ 

春
斎
・
英
泉
・
一
止
・
禾
月
・
舎
用
・
御
風
・
素
山
・
撫
泉
・
梅
雨
・ 

松
塢
・
茶
山
・
乙
良
・
鷺
眠
・
大
夢
・
丹
嶺
・
柳
壺
・
柏
紫
・
布
国
・ 

楳
臣
・
方
長
・
萬
像
・
半
夢
・
蓬
固
・
亀
年
・
蘿
丈
」・
春
湖
・
蒼
山
・ 

曲
川
・
孤
南
・
寄
泉
・
松
朗
・
野
鶴
・
姑
山
・
鳥
岳
・
蘆
城
・
波
同
・ 

士
前
・
一
清
・
士
芳
・
桃
舟
・
應
知
・
桃
里
・
星
岬
・
我
竟
・
欣
尚
・ 

習
也
・
拙
斎
・
三
楓
・
不
退
・
量
湖
・
大
年
・
素
秋
・
二
鷗
・
吾
聲
・ 

芝
船
・
章
囿
・
五
明
・
竹
圃
・
青
鏡
・
松
斎
・
錦
水
・
春
松
・
鶴
叟
・ 

李
曠
・
月
底
・
其
岳 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
段
組 

※ 

其
岳
父
四
十
賀 
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追
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全
紙 

知
風 

翠
崖 

土
筆
硯
図 

○ 

イ 
×

 

岱
年
居
士
・
知
風
・
仙
夢
・
粧
山
・
浪
燕
・
硯
露
・
祇
白
・
也
行
・
梅
通
・

有
節
・
淡
節
・
公
成
・
九
起
・
祭
魚
・
文
海
・
寄
泉
・
野
鶴
・
柳
斎
・ 

雪
簫
・
鳥
岳
・
豆
生
・
菫
子
・
枝
月
・
鷺
洲
・
孤
柳
・
升
悉
・
硯
水
・ 

萬
丈
・
美
田
・
烏
岬
・
波
同
・
赤
甫
・
黙
池
・
芹
舎
・
帆
道
・
麦
唫
・ 

由
誓
・
抱
儀
・
西
馬
・
□
□
・
見
外
・
得
蕪
・
祖
郷
・
等
栽
・
不
染
・ 

苣
丸
・
魯
心
・
氷
壺
・
卓
郎
・
逸
渕
・
而
后
・
梅
裡
・
一
清
・
量
湖
・ 

星
岬
・
三
楓
・
櫓
水
・
御
風
・
欣
尚
・
我
竟
・
李
曠
・
士
前
・
雀
叟
・ 

都
岐
雄
・
蓬
宇
・
完
伍
・
嵐
牛
・
烏
谷
・
晴
江
・
林
坡
・
丹
嶺
・
布
珀
・

文
鳥
・
乙
良
・
茶
山
・
御
風
・
唫
風
・
多
代
女
・
清
民
・
桃
乙
・
蒼
山
・

春
湖
」・
可
大
・
醒
花
・
其
隣
・
曲
阜
・
古
撨
・
□
女
・
ぬ
か
人
・
露
舟
・

黍
丘
・
凉
呼
・
梅
臣
・
万
像
・
茶
雷
・
柏
石
・
藜
杖
・
蟻
兄
・
鴬
宿
・ 

公
眠
・
自
来
・
国
彦
・
秦
々
・
爐
翠
・
停
雲
・
松
隣
・
五
音景
・
石
叟
・ 

眉
年
・
不
角
・
兎
尺
・
杜
鴻
・
挙
一
・
白
鷗
・
林
曹
・
鼎
左
・
雨
翠
・ 

雲
藻
・
稲
處
・
素
屋
・
祇
白
・
仙
夢
・
粧
山
・
浪
燕
・
也
行
・
硯
露
・ 



 

 

 

六
三 

知
風 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

二
段
組 

※ 

「
安
政
五
戌
午
春
」
／
岱
年
七
回
忌
追
善 
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春
興 
全
紙 

積
翠 

×
 
―
 
―
 
―
 

緑
水 

 

由
誓
・
西
馬
・
抱
儀
・
等
栽
・
山
子
・
靖
路
・
鳥
吟
・
芳
草
・
香
以
・ 

田
麓
・
荷
少
・
花
海
・
為
山
・
塞
馬
・
茶
雷
・
鷗
池
・
栞
堂
・
旭
斎
・ 

双
烏
・
悠
平
・
多
代
女
・
清
民
・
御
風
・
唫
風
・
舎
用
・
精
器
・
帆
道
・

士
前
・
一
清
・
李
曠
・
而
后
・
松
隣
・
知
風
・
素
屋
・
梅
通
・
淡
節
・ 

芹
舎
・
清
水
・
偉
文
・
有
木
・
蘭
抱
・
斗
玉
・
花
像
・
一
葉
・
寿
美
丸
・

花
我
・
桃
李
・
葉
居
・
東
明
・
箕
山
・
栞
丸
・
月
鴻
・
帰
楓
・
青
山
・ 

林
外
・
得
之
・
雪
堂
・
杉
吏
・
竹
雨
・
竹
芲
・
竹
窓
・
市
猿
・
鷺
眠
」・ 

季
眠
・
晴
楓
・
梧
葉
・
桜
逸
・
李
年
・
山
暁
・
簔
猿
・
可
洗
・
応
池
・ 

静
亭
・
草
坡
・
ま
か
き
女
・
淳
雨
・
因
伍
・
常
晴
・
青
池
・
里
松
・
東
径
・

竹
堂
・
芳
雲
・
蓬
岱
・
桜
九
・
竹
窓
・
青
洋
・
雪
湖
・
汀
柳
・
尺
池
・ 

杏
村
・
池
柳
・
晴
雲
・
玉
林
・
青
湖
・
習
静
・
禾
乃
女
・
稺
香
・
雪
山
・

因
齋
・
古
芲
・
為
節
・
竹
宇
・
百
邨
・
可
村
・
宗
休
・
波
山
・
春
翠
・ 

花
秋
・
十
雨
・
青
甫
・
之
由
・
桜
青
・
北
洲
・
木
梢
・
神
方
・
蓼
塢
・ 

市
柳
・
ぬ
い
女
・
柳
皐
・
夕
照
・
乙
良
・
（
稲
彦
更
）
積
翠  

 
 

二
段
組 

※
「
牛
の
春
」
／
桜
花
散
ら
し
飾
枠 
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慶
賀 

全
紙 

婦
牛 

素
真 

椿
藁
包
図 

○ 

ア
イ 

×
 

 

婦
牛
・
習
竹
・
松
堂
・
凉
揚
・
壺
通
・
南
臺
・
而
康
・
月
器
・
二
橋
・ 

螘
園
・
麦
翠
・
白
浦
・
梢
夕
・
竹
郎
・
應
一
・
可
泉
・
羅
海
・
只
暁
・ 

公
成
・
梅
通
・
奇
泉
・
有
節
・
九
起
・
淡
節
・
赤
甫
・
千
撨
・
素
屋
・ 

鼎
左
・
鴬
宿
・
松
隣
・
知
風
・
湧
瀧
・
泰
山
・
楳
臣
・
柳
塘
・
甘
古
・ 

閑
雲
・
一
化
・
有
両
・
青
年
・
双
烏
・
桃
戴
・
麦
鳥
・
茶
雷
・
羅
村
・ 

草
尺
・
宇
雀
・
左
一
・
亀
年
・
蟻
城
・
嵐
草
・
応
可
・
蓬
固
・
抱
節
・ 

半
夢
・
騏
郷
・
竹
齋
・
棹
舟
・
鴬
居
・
天
莱
・
古
谷
・
而
后
・
醉
雨
・ 

完
伍
・
杜
水
・
帆
道
・
栞
賀
・
天
随
・
布
珀
・
恕
兮
・
乙
良
・
鷺
眠
・ 

茶
山
・
悠
平
」・
御
風
・
舎
用
・
一
止
・
五
雲
・
多
代
女
・
清
民
・
北
崖
・

薫
岱
・
竹
烟
・
茄
言
・
春
吹
・
栞
堂
・
心
足
・
竹
外
・
季
郷
女
・
葵
白
・

月
杵
・
そ
の
女
・
逸
渕
・
梅
笠
・
天
由
・
寄
三
・
五
渡
・
洒
雄
・
浪
兮
女
・

貫
乎
・
陳
良
・
音
好
・
乙
也
・
新
甫
・
故
厓
・
抱
儀
・
卓
郎
・
為
山
・ 

魯
心
・
祖
郷
・
得
蕪
・
由
誓
・
芳
草
・
烟
波
・
尋
香
・
花
海
・
氷
壺
・ 

き
く
雄
・
徳
隣
・
升
金
・
無
鳴
・
四
端
・
鳳
什
・
得
水
・
靖
路
・
詠
久
・

魚
道
・
弘
湖
・
蓼
守
・
明
水
・
桃
人
・
五
雀
・
尓
牛
・
一
夢
・
桃
明
・ 

如
泉
・
乙
年
女
・
白
亥
・
西
馬
」・
嵐
夕
・
雲
外
・
文
中
・
金
雪
・（
蒼
蔦
更
）

右
柏
・
似
然
・
方
圓
・
竹
隣
・
□
□
・
（
少
年
）
蒲
丈
・
半
湖
・
南
洋
・ 

芹
水
・
紫
峯
・
木
鶏
・
因
之
・
双
路
・
潮
花
・
（
少
年
）
桃
圃
・
可
木
・ 

甫
紅
・
其
橙
・
砂
子
女
・
素
月
女
・
其
玉
女
・
馬
朝
・
露
竹
・
知
松
・ 

柊
雫
・
小
舟
・
梢
雨
・
遅
涛
・
栞
石
・
羅
海
・
松
堂
・
月
笠
・
凉
揚
・ 

而
康
・
壺
通
・
（
在
エ
ド
）
晩
成
・
南
蓬
・
竹
郎
・
麦
翠
・
只
暁
・
二
橋
・

鹿
山
・
是
凡
・
梢
夕
・
螘
園
・
可
泉
・
応
一
・
（
起
月
更
）
白
浦
・
元
史
・



 

 

 

六
四 

習
竹
・
婦
牛 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

二
段
組 

※ 

「
戌
牛
春
」
／
習
竹
還
暦
祝 
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歳
旦 
全
紙 

山
子 

圭
岳 

旭
日
雀
図 

○ 

ア
イ
ウ 

鷗
波 

多
代
女
・
清
民
・
壮
山
・
一
宣
・
文
起
・
仏
孫
・
撫
泉
・
素
礎
・
江
三
・

樗
影
・
五
雲
・
禾
山
・
一
止
・
舎
用
・
梅
成
・
精
器
・
布
山
・
南
江
・ 

冬
松
・
旭
・
一
翫
・
山
方
・
万
古
・
三
千
丸
・
北
崖
・
徐
蓬
・
由
几
・ 

御
風
・
唫
風
・
洗
耳
・
撫
泉
・
素
山
・
五
鳳
・
久
栄
・
璷
山
・
乙
良
・ 

鷺
眠
・
清
水
・
未
足
・
契
史
・
茶
山
・
李
朗
・
有
信
・
市
耕
・
如
真
・ 

山
皎
・
一
巣
・
山
荘
・
山
溶
・
蕉
堂
・
圭
布
・
恕
兮
・
慶
里
・
布
珀
・ 

丹
嶺
・
柳
壺
・
大
夢
」・
公
成
・
有
節
・
芹
舎
・
淡
節
・
雪
簫
・
祭
魚
・ 

赤
甫
・
九
起
・
梅
通
・
湧
瀧
・
鍳
水
・
桼
丘
・
露
舟
・
可
撨
・
林
曹
・ 

素
屋
・
杜
鴻
・
稲
處
・
白
鷗
・
松
隣
・
鼎
左
・
よ
ね
女
・
□
□
・
糠
人
・

可
大
・
醒
花
・
茶
雷
・
蟻
城
・
羅
村
・
應
可
・
蓬
固
・
草
尺
・
半
夢
・ 

亀
年
・
抱
節
・
鷗
池
・
婦
牛
・
古
鳳
・
元
史
・
羅
海
・
松
堂
・
歩
牛
・ 

雲
外
・
菊
圃
・
泰
山
・
梅
臣
・
青
池
・
双
烏
・
駝
岳
・
有
両
・
悠
々
・ 

而
后
・
李
曠
・
梅
裡
・
三
楓
・
不
退
・
指
石
・
一
清
・
醉
雨
・
馬
暁
・ 

露
牛
・
帆
道
・
麦
吟
・
蘆
逸
・
養
瓜
・
五
鈴
・
雀
叟
・
塞
馬
・
蓬
宇
・ 

完
伍
・
嵐
牛
・
杜
水
・
由
岐
雄
・
竹
山
・
薫
岱
・
布
丈
・
立
宇
・
椿
山
・

あ
や
を
・
交
水
・
㐂
年
・
月
杵
・
士
明
・
竹
雨
・
和
南
・
文
窓
・
百
丈
・

義
香
・
天
由
・
桃
郷
・
逸
渕
・
花
外
・
梅
笠
・
五
渡
・
渓
斎
」・
由
誓
・ 

瓦
村
・
完
鷗
・
拙
城
・
波
鷗
・
茶
瓢
・
五
休
・
苣
麿
・
得
蕪
・
卓
郎
・ 

由
之
・
成
伍
・
不
染
・
良
可
・
美
交
・
徳
隣
・
芳
所
・
抱
儀
・
氷
壺
・ 

祐
之
・
甘
茶
・
□
□
・
靖
路
・
芳
草
・
魯
心
・
見
外
・
等
葉
・
為
永
・ 

窓
月
・
芦
城
・
鹿
鳴
・
弘
湖
・
草
宇
・
漣
々
・
等
栽
・
尋
香
・
宇
山
・ 

吸
月
・
楽
山
・
霞
村
・
芳
泉
・
仏
卵
・
南
交
・
梅
司
・
好
甫
・
西
馬
・ 

香
以
・
白
亥
・
五
雀
・
荷
少
・
北
松
・
香
芸
・
太
珉
・
芦
月
・
節
之
・ 

祖
郷
・
春
湖
・
曲
川
・
吾
同
・
楓
九
・
乙
也
・
ミ
も
と
・
新
甫
・
桃
五
・

太
年
・
き
く
雄
・
鳥
吟
・
花
海
・
升
金
・
甘
志
・
精
舎
・
鳩
園
・
山
尺
・

五
教
・
清
女
・
其
六
・
梅
處
・
青
柿
・
雪
香
・
淇
青
・
霜
眉
・
梅
祥
・ 

松
道
・
可
簫
・
三
交
・
為
山
・
泰
我
・
山
子 

 
 
 
 
 
 
 

三
段
組 

※ 

「
戌
午
の
春
」 
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追
善 

全
紙 

山
子 

圭
岳 

読
経
図 

○ 

イ
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鷗
波 

鳥
吟
信
士
・
糸
一
・
き
く
雄
・
山
子
・
花
海
・
泰
我
・
為
山
・
淇
斎
・ 

乙
也
・
新
甫
・
梅
通
・
公
成
・
赤
甫
・
波
同
・
有
節
・
黙
池
・
淡
節
・ 

芹
舎
・
素
屋
・
松
隣
・
杜
鴻
・
月
人
・
知
風
・
不
角
・
稲
處
・
鼎
左
・ 

林
曹
・
可
大
・
醒
花
・
蘭
陵
・
泰
山
・
梅
臣
・
青
池
・
寸
長
・
有
両
・ 

双
烏
・
鴬
居
・
婦
牛
・
松
堂
・
雲
外
・
茶
雷
・
半
夢
・
蓬
固
・
草
尺
・ 

葛
路
・
抱
節
・
蟻
城
・
羅
村
・
亀
年
・
露
舟
・
黍
丘
・
湧
瀧
・
玉
骨
・ 

帆
道
・
五
鈴
・
雀
叟
・
□
□
・
□
□
・
一
清
・
不
退
・
三
楓
・
量
湖
・ 

醉
雨
・
指
石
・
我
竟
・
李
曠
・
梅
裡
・
完
伍
・
蓬
宇
・
嵐
牛
・
杜
水
・ 

烏
谷
・
ゆ
き
を
・
薫
岱
・
布
丈
・
楳
堂
・
立
宇
・
雷
石
・
圭
布
・
史
山
・ 

一
巣
・
市
耕
・
山
荘
・
山
溶
・
有
信
・
古
棠
・
李
郎
・
茶
山
・
習
静
・ 



 

 

 

六
五 

桑
居
・
文
貞
・
清
水
・
鷺
眠
・
乙
良
・
恕
兮
・
布
珀
・
丹
嶺
・
大
夢
・ 

柳
壺
・
悠
平
・
霞
翠
・
有
芳
・
其
年
・
之
啓
・
璷
山
・
久
栄
・
水
竹
・ 

五
鳳
・
唫
風
・
撫
泉
・
香
年
・
河
暁
・
大
古
・
二
葉
・
素
山
・
御
風
」・ 

多
代
女
・
清
民
・
文
起
・
一
宣
・
春
斎
・
壮
山
・
素
燈
・
精
器
・
舎
用
・

一
止
・
禾
山
・
五
雲
・
樗
影
・
布
三
・
江
三
・
冬
松
・
童
岐
・
旭
・
已
有
・

北
崖
・
萬
古
・
三
千
丸
・
山
方
・
其
翼
・
和
南
・
文
窓
・
□
□
・
可
大
・

義
香
・
由
儀
・
月
杵
・
旭
斎
・
久
雄
・
㐂
年
・
椿
山
・
あ
や
を
・
逸
渕
・

五
渡
・
寄
三
・
双
烏
・
抱
叔
・
亀
成
・
杉
暁
・
花
外
・
天
由
・
海
了
・ 

如
草
・
陳
良
・
桃
五
・
新
甫
・
淇
斎
・
卓
郎
・
抱
儀
・
氷
壺
・
不
染
・ 

好
甫
・
完
鷗
・
瓦
村
・
芳
艸
・
苣
麿
・
甘
志
・
物
外
・
墨
芳
・
一
夢
・ 

四
端
・
欣
志
・
田
麓
・
青
々
・
漁
藻
・
祐
之
・
三
正
・
弘
湖
・
雷
々
・ 

㚑
城
・
詠
久
・
樹
石
・
拙
誠
・
五
休
・
荷
少
・
霞
村
・
南
交
・
升
金
・ 

尋
香
・
祖
郷
」
・
得
蕪
・
西
馬
・
見
外
・
等
栽
・
魯
心
・
香
芸
・
亀
禾㝵
・ 

芦
月
・
□
□
・
太
珉
・
只
青
・
稲
涛
・
靖
路
・
五
教
・
五
雀
・
明
水
・ 

白
亥
・
柳
處
・
如
泉
・
鳩
園
・
可
鴬
・
淇
青
・
青
柿
・
春
雄
・
霜
眉
・ 

梧
十
・
雪
香
・
北
松
・
貫
乎
・
稔
市
・
梅
處
・
槙
舎
・
漣
々
・
徳
隣
・ 

由
之
・
甘
茶
・
香
以
・
卜
早
・
可
簫
・
芦
城
・
楽
山
・
松
順
・
太
年
」・ 

由
誓
・
乙
也
・
聞
賀
・
泰
我
・
花
海
・
為
山
・
き
く
雄
・
山
子 

 
四
段
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※ 

「
安
政
五
年
弥
生
」
／
鳥
吟
追
善
（
新
願
忌
） 
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全
紙 

祖
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圭
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桜
花
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○ 
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竹
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蒼
虬
居
士
・
梅
通
・
芹
舎
・
有
節
・
淡
節
・
赤
甫
・
黙
池
・
公
成
・
枝
月
・

鼎
左
・
林
曹
・
白
鷗
・
素
屋
・
泰
山
・
宇
逸
・
木
斎
・
双
烏
・
鴬
居
・ 

河
亭
・
漣
志
・
麦
鳥
・
半
夢
・
草
尺
・
應
可
・
抱
節
・
亀
年
・
茶
雷
・ 

而
后
・
塞
馬
・
蓬
宇
・
芳
山
・
立
宇
・
布
丈
・
楳
堂
・
東
河
・
左
乙
・ 

多
代
女
・
壮
山
・
一
宣
・
春
斎
・
文
起
・
清
民
・
六
槐
・
分
字
・
詠
柳
・

江
三
・
樗
影
・
舎
用
・
南
江
・
雅
風
・
尺
露
・
峰
秀
・
一
鼎
・
億
年
・ 

亀
山
・
呂
月
・
南
渓
・
吐
月
・
逸
志
・
東
里
・
一
兆
・
梅
旭
・
御
雲
・ 

真
月
・
晩
翠
・
李
輔
・
有
川
・
童
岐
・
米
穂
・
秋
岸
・
小
野
人
・
一
湖
・

香
文
・
而
先
・
已
有
・
一
翫
・
旭
・
北
崖
・
徐
蓬
・
三
千
丸
・
由
几
・ 

萬
古
・
和
好
・
山
方
・
百
逗
・
可
轉
・
彦
貫
・
守
黒
・
白
外
・
柳
條
・ 

事
松
・
李
朗
・
古
棠
・
五
具
・
文
帯
・
茶
山
・
尺
池
・
習
静
・
常
晴
・ 

竹
堂
・
鷺
眠
・
乙
良
・
布
山
・
梅
二
・
可
應
・
精
器
・
茶
三
・
坡
石
・ 

淇
渓
」・
友
甫
・
鶴
巣
・
正
寿
・
旭
斎
・
丈
水
・
㐂
年
・
松
休
・
素
月
・ 

双
岳
・
逸
渕
・
栞
堂
・
心
星
・
景
三
・
木
公
・
梅
郷
・
草
浅
・
錦
袋
・ 

文
窓
・
友
松
・
和
南
・
茂
精
・
由
儀
・
渓
斎
・
五
渡
・
清
良
・
梅
笠
・ 

花
外
・
杉
暁
・
東
雲
・
竹
堂
・
遊
里
・
錦
上
・
亀
成
・
好
仙
・
西
馬
・ 

尋
香
・
霞
村
・
梅
司
・
南
交
・
可
鴬
・
漣
々
・
雪
年
・
潮
堂
・
見
外
・ 

鹿
鳴
・
い
さ
元
・
貴
邦
・
欣
志
・
魯
心
・
田
麓
・
靖
路
・
芳
艸
・
松
頂
・

升
金
・
甘
志
・
香
寄
・
墨
芳
・
呉
城
・
甘
茶
・
弘
湖
・
氷
壺
・
祐
之
・ 

卓
郎
・
竹
賀
・
得
蕪
・
永
年
・
由
之
・
霞
暁
・
鴬
室
・
不
染
・
完
鷗
・ 

抱
叔
」・
□
□
・
新
甫
・
ミ
き
雄
・
如
泉
・
北
松
・
白
亥
・
楓
九
・
良
可
・

乙
也
・
桃
五
・
為
山
・
山
子
・
太
珉
・
芦
月
・
節
之
・
在
尓
・
等
栽
・ 

荷
少
・
等
葉
・
芦
城
・
き
く
雄
・
花
海
・
苣
麿
・
白
起
・
波
鷗
・
拙
誠
・

樹
石
・
桂
陰
・
稲
涛
・
花
升
・
素
更
・
九
升
・
素
水
・
志
来
・
内
亀
・ 



 

 

 

六
六 

祖
風
・
雨
兮
・
亀
汀
・
守
英
女
・
か
つ
ら
・
卜
早
・
瓦
村
・
由
誓
・
抱
儀
・

祖
郷 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

三
段
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※ 
「
安
政
五
年
弥
生
日
」
／
蒼
虬
居
士
十
七
回
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慶
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全
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璷
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素
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鹿
図 
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イ
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鷗
波 

（
セ
ツ
ヽ
）
鼎
左
・（
エ
ド
）
為
山
・
祖
郷
・
白
亥
・
西
馬
・（
山
シ
ロ
）
梅
通
・

公
成
・
有
節
・
淡
節
・
波
同
・
芳
水
・
黙
池
・
芹
舎
・
（
セ
ツ
ヽ
）
松
隣
・

知
風
・
梅
栄
・
鶴
歩
・
湖
水
・
公
眠
・
芝
考
・
素
屋
・
（
ム
サ
シ
）
逸
渕
・

天
由
・
寄
三
・
完
鷗
・
霞
村
・
山
子
・
五
休
・
泰
我
・
升
金
・
四
端
・ 

一
夢
・
桃
人
・
明
水
・
乙
年
女
・
尋
香
・
見
外
・
得
蕪
・
由
誓
・
（
ア
ハ
）

鳳
棲
・
茶
雷
・
羅
村
・
亀
年
・
春
帒
・
應
可
・
東
阡
・
鯉
勢
・
抱
節
・ 

蓬
固
・
葛
路
・
半
夢
・
嵐
艸
・
橘
外
・
蘭
曹
・
蕗
丘
・
宇
雀
・
思
遠
・ 

季
風
・
万
像
・
（
イ
ヨ
）
鴬
居
・
棹
舟
・
（
ト
サ
）
雲
外
・
（
ヒ
ゼ
ン
）
一
化
・ 

（
サ
ツ
マ
）
桃
栽
・
（
ア
キ
）
芝
水
・
（
ヤ
マ
ト
）
司
水
・
（
キ
イ
）
露
舟
・ 

（
ヲ
ハ
リ
）
而
后
・（
上
ケ
）
竹
烟
・
呑
吹
・
栞
堂
・（
エ
チ
ゴ
）
乙
良
・
茶
山
・

み
ち
よ
・
蘭
橋
・
鷺
眠
・（
オ
ク
）
多
代
女
・
清
民
・
壮
山
・
英
泉
・
鼎
州
・

片
雲
・
一
止
・
五
雲
・
禾
山
・
江
三
・
宗
古
・
舎
用
・
（
雲
水
）
海
了
・ 

槙
山
・
曲
川
・
音
好
・
貫
乎
・
未
足
」
・
（
デ
ハ
）
御
風
・
唫
風
・
魯
長
・ 

水
竹
・
新
甫
・
蒼
山
・
金
英
・
松
花
・
帰
一
・
巨
権
・
梅
繁
・
松
雲
・ 

五
鳳
・
水
僲
・
梅
雪
・
応
鶴
・
雨
喬
・
子
温
・
鴬
珎
・
鴬
淇
・
朶
峰
・ 

星
橋
・
龍
尾
・
可
有
・
梅
雄
・
汝
松
・
菊
谷
・
季
山
・
陽
水
・
梅
暁
・ 

玉
山
・
月
山
・
藍
々
・
左
栞
・
玄
子
・
西
馬
・
璷
山 

 
 
 
 

二
段
組 

※ 

「
戌
午
仲
夏
」
／
一
妙
璷
還
暦
賀 

 

155 

歳
旦 

半
裁 

朝
霞 

有
章 

盆
栽
・
硯
箱
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イ
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白
根 

（
京
）
有
節
・
淡
節
・
文
海
・
祭
魚
・
蒼
雪
・
鳥
岳
・
寿
泉
・
芹
舎
・
梅
通
・

（
ナ
ニ
ハ
）
鼎
左
・
月
人
・
素
屋
・（
ヲ
ハ
リ
）
而
后
・
李
曠
・
士
芳
・
一
清
・

梅
裡
・
山
方
・
逸
渕
・
得
蕪
・
見
外
・
為
山
・
多
代
・
如
積
・
悠
平
・ 

晴
江
・
大
夢
・
（
江
州
）
麦
吟
・
末
長
・
呉
柳
・
逸
外
・
（
中
田
）
可
床
・ 

（
山
中
）
自
澄
・
（
大
聖
寺
）
木
圭
・
梅
枝
・
里
石
・
亀
水
・
芝
山
・
月
下
・

李
渓
・
松
琴
・
醉
月
・
花
谷
・
梅
令
・
東
雅
・
丹
嶺
・
（
ホ
ツ
ボ
）
醉
賀
・

秋
水
・
且
来
・
（
府
中
）
藤
亭
・
驢
一
・
杏
斎
・
壺
中
・
香
雨
・
草
波
・ 

（
三
国
）
巴
一
・
（
丸
岡
）
梅
人
・
（
四
十
谷
）
波
龍
・
其
光
・
布
珀
・
文
鳥
・

朝
霞 
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「
戌
午
の
春
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夏
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四
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波
龍 

画
園 

滝
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（
京
）
梅
通
・
（
京
）
鳥
岳
・
（
ナ
ニ
ハ
）
素
屋
・
（
ヲ
ハ
リ
）
而
后
・
（
ミ
ク
ニ
）

素
堂
・
（
府
中
）
香
雨
・
（
カ
ヾ
）
大
夢
・
（
カ
ヾ
）
華
谷
・
（
カ
ヾ
）
可
床
・ 

（
フ
ク
井
）
文
鳥
・
（
フ
ク
井
）
朝
霞
・
（
フ
ク
井
）
布
珀
・
清
花
・
里
照
・ 

其
光
・
波
龍 
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「
戌
午
の
春
」
／
南
越
四
十
谷
連 
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夏
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三
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鳥
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雄
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早
乙
女
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イ
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茶
雷
・
半
夢
・
羅
村
・
草
尺
・
鯉
勢
・
蓬
固
・
葛
路
・
楚
宮
・
應
可
・ 

其
樟
・
一
光
・
芦
風
・
佳
月
・
李
渓
・
左
一
・
為
山
・
花
海
・
魯
心
・ 

芦
城
・
草
宇
・
五
鈴
・
梅
臣
・
其
戎
・
呉
柳
・
九
峰
・
茶
莚
・
梅
裡
・ 

杣
舎
・
武
貫
・
李
曠
・
文
鳥
・
朝
霞
・
香
雨
・
珉
子
・
鼎
左
・
素
屋
・ 

梅
通
・
淡
節
・
文
海
・
有
節
・
鳥
岳 
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春
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全
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梧
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葭
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茶
摘
図 

○ 

イ
エ 

×
 

有
節
・
梅
通
・
淡
節
・
公
成
・
芹
舎
・
鼎
左
・
松
隣
・
知
風
・
素
屋
・ 

梅
裡
・
指
石
・
李
曠
・
蓬
宇
・
西
馬
・
尋
香
・
芳
草
・
靖
路
・
ミ
き
雄
・

鳥
吟
・
為
山
・
天
由
・
半
湖
・
素
山
・
吟
風
・
璷
山
・
多
代
女
・
清
民
・

一
止
・
乙
良
・
茶
山
・
青
池
・
大
夢
・
思
風
・
葉
陽
・
楚
宮
・
左
郊
・ 

抱
節
・
羅
村
・
草
尺
・
逸
松
・
宇
雀
・
椎
居
・
應
可
・
鯉
勢
・
月
古
・ 

石
居
・
蓬
固
・
青
枝
女
・
葛
路
・
葉
夫
・
思
遠
・
正
孝
・
春
帒
・
蒼
影
・

蕗
丘
・
松
裡
・
梅
雪
・
青
葉
・
止
丘
・
兆
々
・
嵐
石
・
菫
坡
・
季
風
・ 

桃
志
・
有
隣
・
宗
也
・
蘿
谷
・
橘
外
・
廉
堂
・
三
径
・
竹
里
・
順
美
・ 

た
ゝ
女
・
崎
邨
・
野
風
・
蒼
風
・
騎
千
・
甘
史
・
其
猷
・
得
二
・
東
雲
・

是
佛
・
一
外
・
東
郎
・
天
馬
・
東
阡
・
騏
郷
・
嵐
艸
・
青
芽
・
蟻
城
・ 

亀
年
・
半
夢
・
北
誕
・
茶
雷
・
一
聲
・
梧
井 
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戌
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晩
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夏
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有
節
・
芹
舎
・
淡
節
・
公
成
・
赤
甫
・
文
海
・
梅
通
・
鼎
左
・
松
隣
・ 

知
風
・
素
屋
・
養
瓜
・
五
鈴
・
雀
叟
・
而
后
・
李
曠
・
指
石
・
梅
裡
・ 

蓬
宇
・
西
馬
・
祖
郷
・
芳
草
・
田
麓
・
伊
三
元
・
窓
月
・
ミ
き
雄
・
為
山
・

天
由
・
心
足
・
月
杵
・
多
代
女
・
一
止
・
樗
影
・
舎
用
・
御
風
・
唫
風
・

乙
良
・
茶
山
・
青
池
・
大
夢
・
双
烏
・
草
尺
・
東
阡
・
羅
村
・
半
夢
・ 

椎
居
・
甘
史
・
春
帒
・
帆
風
・
北
誕
・
羅
谷
・
梧
井
・
桃
志
・
有
隣
・ 

三
径
・
嵐
石
・
蒼
影
・
松
裡
・
楚
宮
・
桃
年
・
蕗
丘
・
一
外
・
菫
坡
・ 

得
二
・
宗
也
・
月
古
・
騏
郷
・
葛
路
・
青
芽
・
亀
年
・
蟻
城
・
是
仏
」・ 

抱
節
・
嵐
艸
・
石
居
・
順
美
・
青
枝
女
・
野
風
・
左
郊
・
兆
々
・
思
遠
・

多
々
女
・
天
烏
・
崎
邨
・
蒼
風
・
騎
千
・
青
葉
・
梅
雪
・
一
聲
・
止
丘
・

東
雲
・
竹
里
・
雪
雅
・
葉
夫
・
季
風
・
其
猷
・
廉
堂
・
正
孝
・
蓬
固
・ 

鯉
勢
・
逸
松
・
宇
雀
・
應
可
・
茶
雷
・
東
郊
・
橘
外 
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芹
舎
・
梅
通
・
黙
池
・
淡
節
・
公
成
・
赤
甫
・
文
海
・
祭
魚
・
松
郎
・ 

烏
舟
・
鳥
岳
・
有
節
・
此
松
・
鼎
左
・
松
隣
・
稲
處
・
挙
一
・
公
眠
・ 

知
風
・
月
人
・
素
屋
・
養
瓜
・
雀
叟
・
五
鈴
・
而
后
・
一
清
・
李
曠
・ 

醉
雨
・
我
竟
・
三
楓
・
指
石
・
傃
山
・
士
前
・
梅
裡
・
蓬
宇
・
完
伍
・ 

烏
谷
・
杜
水
・
布
丈
・
西
馬
・
抱
儀
・
祖
郷
・
得
蕪
・
見
外
・
尋
香
・ 

魯
心
・
芳
草
・
一
夢
・
香
以
・
靖
路
・
田
麓
・
巴
雪
・
山
子
・
四
端
・ 



 

 

 

六
八 

五
休
・
松
頂
・
呉
城
・
花
海
・
ミ
き
雄
・
白
亥
・
為
山
・
逸
渕
・
梅
笠
・

寄
三
・
天
由
・
月
杵
・
李
郷
女
」
・
帆
道
・
心
足
・
半
湖
・
琴
堂
・
米
室
・

竹
烟
・
多
代
女
・
一
止
・
清
民
・
壮
山
・
樗
影
・
静
夫
・
舎
用
・
御
風
・

素
山
・
唫
風
・
璷
山
・
珉
子
・
大
夢
・
丹
嶺
・
乙
良
・
茶
山
・
竹
堂
・ 

湧
瀧
・
青
池
・
梅
臣
・
甘
古
・
其
秀
・
鷗
池
・
蒋
池
・
墨
雨
・
鴬
居
・ 

菊
圃
女
・
黙
翁
・
元
史
・
起
月
・
螘
園
・
月
器
・
而
康
・
婦
牛
・
思
風
・

葉
陽
」・
北
誕
・
抱
節
・
鯉
勢
・
桑
夫
・
橘
外
・
宗
也
・
桃
志
・
三
径
・ 

嵐
艸
・
左
郊
・
草
尺
・
蕗
丘
・
松
裡
・
兆
々
・
青
葉
・
帆
風
・
菫
坡
・ 

春
帒
・
楚
宮
・
亀
年
・
月
古
・
逸
松
・
椎
居
・
得
二
・
梧
井
・
天
馬
・ 

東
阡
・
羅
村
・
騏
郷
・
蟻
城
・
應
可
・
正
孝
・
甘
史
・
葛
路
・
蓬
固
・ 

宇
雀
・
青
芽
・
半
夢
・
茶
雷
・
一
外 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
段
組 

※ 

「
戌
午
夏
」 
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夏
興 

全
紙 

正
孝 

葭
亭 

駆
馬
図 

○ 

イ
ウ
エ 

×
 

（
京
）
梅
通
・
有
節
・
黙
池
・
淡
節
・
赤
甫
・
祭
魚
・
霞
川
・
江
月
・
文
海
・

鳥
岳
・
烏
舟
・
松
朗
・
公
成
・
芹
舎
・（
ヤ
マ
ト
）
可
撨
・（
イ
ハ
ミ
）
此
松
・

（
大
坂
）
鼎
左
・
松
隣
・
知
風
・
稲
處
・
月
人
・
丹
左
・
不
角
・
蓁
々
・ 

鴬
宿
・
公
眠
・
挙
一
・
素
屋
・
（
イ
タ
ミ
）
春
人
・
古
撨
・
糠
人
・
（
ア
フ
ミ
）

帆
道
・
（
イ
ガ
）
養
瓜
・
（
イ
セ
）
雀
叟
・
五
鈴
・
（
ヲ
ハ
リ
）
而
后
・
李
曠
・

一
清
・
三
楓
・
不
退
・
士
前
・
二
鷗
・
我
竟
・
指
石
・
醉
雨
・
梅
裡
・ 

（
ミ
カ
ハ
）
蓬
宇
・
完
伍
・
塞
馬
・
（
ト
ヲ
ツ
ウ
ミ
）
烏
谷
・
杜
水
・
嵐
牛
・ 

（
サ
ガ
ミ
）
布
丈
・
（
エ
ド
）
由
誓
・
為
山
・
祖
郷
・
抱
儀
・
得
蕪
・
卓
郎
・

尋
香
・
五
休
・
甘
茶
・
清
良
・
五
雀
・
香
以
・
一
夢
・
泰
我
・
巴
雪
・ 

梅
詳
・
霞
村
・
貴
邨
・
山
月
・
明
水
・
欣
志
・
宇
山
・
苣
麿
・
山
子
・ 

末
足
・
花
海
・
芦
城
・
靖
路
・
田
麓
・
呉
城
・
魯
心
・
ミ
き
雄
・
四
端
・

白
亥
・
芳
草
・
松
頂
・
見
外
・
西
馬
・
（
武
蔵
）
逸
渕
・
梅
笠
・
寄
三
・ 

洒
雄
・
天
由
・
渓
斎
・（
下
フ
サ
）
月
杵
・（
上
サ
）
由
儀
・（
ヒ
タ
チ
）
李
郷
女
・

（
上
毛
）
心
足
・
楽
堂
・
竹
烟
・
米
室
・
半
湖
・
（
オ
ク
）
多
代
女
・
一
止
・

文
起
・
壮
山
・
静
夫
・
春
斎
・
樗
影
・
清
民
・
舎
用
・
（
デ
ハ
）
御
風
・ 

撫
泉
・
唫
風
・
雲
涯
・
蕗
山
・
愛
木
・
應
谷
・
栗
堂
・
素
文
・
節
之
・ 

素
山
・
璷
山
・
玉
止
・（
エ
チ
ゼ
ン
）
珉
子
・
布
珀
・（
カ
ヾ
）
大
夢
・
丹
嶺
・

悠
平
・
柳
壺
・
（
エ
チ
ゴ
）
乙
良
・
契
史
・
葉
居
・
竹
堂
・
積
翠
・
鷺
眠
・

尺
池
・
茶
山
・
（
イ
ナ
バ
）
柏
葉
」・
（
タ
ン
バ
）
湧
瀧
・
（
イ
ハ
ミ
）
青
池
・ 

（
ビ
ン
ゴ
）
梅
臣
・
（
ア
キ
）
甘
古
・
閑
雲
・
（
イ
ヨ
）
鴬
居
・
菊
圃
女
・ 

（
サ
ヌ
キ
）
藜
丈
・
（
ト
リ
）
元
史
・
婦
牛
・
月
器
・
而
康
・
起
月
・
螘
園
・ 

（
ヒ
ウ
ガ
）
駝
岳
・
双
烏
・（
ア
ハ
ヂ
）
其
秀
・
鷗
池
・
圜
水
・
蒋
池
・
墨
雨
・

（
ア
ハ
）
楚
宮
・
抱
節
・
亀
年
・
思
風
・
梧
井
・
椎
居
・
春
帒
・
東
阡
・ 

得
二
・
一
外
・
菫
坡
・
蕗
丘
・
橘
外
・
石
居
・
鯉
勢
・
月
古
・
三
径
・ 

天
馬
・
逸
松
・
草
尺
・
嵐
艸
・
左
郊
・
北
誕
・
半
夢
・
左
一
・
宇
雀
・ 

騏
郷
・
甘
史
・
季
風
・
葛
路
・
蓬
固
・
其
樟
・
應
可
・
蟻
城
・
青
芽
・ 

羅
村
・
茶
雷
・
正
孝 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
段
組 

※ 

「
安
政
五
年
五
月
」 

  



 

 

 

六
九 
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慶
賀 

全
紙 

羅
村 

葭
亭 

霊
芝
図 

○ 

ア
イ 

×
 

 

（
八
十
二
齢
）
多
代
女
・
為
山
・
淡
節
・
素
屋
・
李
曠
・
鴬
居
・
清
民
・
大

夢
・
鼎
左
・
西
馬
・
有
節
・
芹
舎
・
黙
池
・
公
成
・
祭
魚
・
鳥
岳
・
烏
舟
・ 

江
月
・
赤
甫
・
拾
山
・
梅
通
・
松
隣
・
知
風
・
蓁
々
・
月
人
・
鴬
宿
・ 

養
瓜
・
五
鈴
・
梅
裡
・
三
楓
・
不
退
・
静
嘉
・
醉
雨
・
蓬
宇
・
烏
谷
・ 

杜
水
・
布
丈
・
抱
儀
・
見
外
・
山
子
・
尋
香
・
四
端
・
五
休
・
白
亥
・ 

み
も
と
・
芳
艸
・
靖
路
・
貴
邨
・
田
麓
・
松
頂
・
呉
城
・
窓
月
・
一
夢
・

三
交
・
梅
詳
・
欣
志
・
泰
我
・
明
水
・
新
甫
・
魯
心
・
音
好
・
祖
郷
」・ 

渓
斎
・
天
由
・
逸
渕
・
月
杵
・
李
郷
・
半
湖
・
栞
堂
・
舎
用
・
文
起
・ 

壮
山
・
樗
影
・
一
止
・
唫
風
・
素
山
・
璷
山
・
茶
山
・
乙
良
・
湧
瀧
・ 

其
秀
・
鷗
池
・
菊
圃
・
棹
舟
・
嵐
夕
・
婦
牛
・
習
竹
・
螘
園
・
起
月
・ 

元
史
・
駝
岳
・
双
烏
・
東
阡
・
楚
宮
・
月
古
・
逸
松
・
椎
居
・
得
二
・ 

梧
井
・
思
風
・
葉
陽
」・
北
誕
・
抱
節
・
嵐
艸
・
三
径
・
菫
坡
・
一
外
・ 

春
帒
・
青
葉
・
橘
外
・
鯉
勢
・
草
尺
・
左
郊
・
半
夢
・
騏
郷
・
青
芽
・ 

葛
路
・
有
隣
・
季
風
・
一
聲
・
止
丘
・
甘
史
・
其
樟
・
一
惺
・
東
郊
・ 

正
孝
・
騎
千
・
ひ
さ
彦
・
蓬
固
・
應
可
・
雀
堂
・
左
一
・
蟻
城
・
茶
雷
・

嵐
石
・
崎
邨
・
蘿
谷
・
羅
村 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
段
組 

※ 

「
安
政
五
年
夏
月
」
／
羅
村
不
惑
の
賀 
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追
善 

全
紙 

不
一 

是
真 

蓮
・
捻
香
図 

○ 

ア
イ
エ 

山
彦 

（
京
）
梅
通
・
公
成
・
有
節
・
芹
舎
・
（
ナ
ニ
ハ
）
林
曹
・
素
屋
・
鼎
左
・ 

（
ハ
リ
マ
）
可
大
・（
ア
ハ
）
茶
雷
・（
ト
サ
）
元
史
・（
イ
ヨ
）
鴬
居
・（
ヒ
ウ
ガ
）

双
烏
・
□
□
・
□
□
・
薫
岱
・
□
□
・
悠
平
・
□
□
・
（
オ
ク
）
舎
用
・ 

多
代
女
・（
デ
ハ
）
御
風
・（
上
サ
）
葵
白
・
雨
兮
・（
下
サ
）
越
卯
・（
ム
サ
シ
）

逸
渕
・
天
由
・
（
エ
ド
）
得
蕪
・
氷
壺
・
梅
笑
・
鞋
波
女
・
顧
暁
・
桜
暁
・

成
柳
女
・
藤
水
女
・
居
六
・
幸
山
・
梅
志
・
霞
丈
・
三
明
・
戯
水
・
画
水
・

踊
水
・
戯
遊
・
う
さ
き
・
鬼
外
・
藍
水
・
北
扇
・
曳
二
・
千
た
け
・
雷
々
・

冬
翠
・
晴
柳
・
湖
舟
・
京
水
・
一
陽
・
一
暁
・
久
山
・
大
喬
・
等
筏
・ 

見
外
・
由
誓
」・
不
一
・
米
什
・
西
馬
・
真
昇
・
為
山
・
白
亥
・
祖
郷
・ 

橘
堂
・
卓
郎
・
守
高
・
抱
儀
・
香
昇
女
・
為
山
・
祖
郷
・
白
亥
・
橘
堂
・

香
昇
女
・
守
高
・
真
昇
・
米
什
・
抱
儀
・
卓
郎
・
西
馬
・
不
一 

二
段
組 

※ 

「
安
政
五
年
戌
午
水
無
月
」
／
二
虚
百
回
忌 
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そ
の
他 

全
紙 

林
曹 

梅
洲 

一
弦
琴
図 

○ 

イ
エ 

×
 

（
秋
田
）
國
彦
・（
在
江
戸
）
見
薺
・（
在
江
戸
）
泰
山
・（
在
江
戸
）
笹
麻
呂
・（
カ
ヾ
）

丹
嶺
・（
ヒ
ダ
）
有
美
・（
ミ
ノ
）
志
計
留
・（
ミ
ノ
）
無
名
女
・（
ミ
ノ
）
立
左
・

（
ミ
ノ
）
巨
笠
・
（
イ
セ
）
雪
当
・
（
イ
セ
）
梅
笠
・
（
イ
セ
）
雀
叟
・
（
ア
キ
） 

甘
古
・
（
ビ
ン
ゴ
）
梅
臣
・
（
ビ
ン
ゴ
）
梅
下
・
（
ビ
ン
ゴ
）
露
萩
・
（
ビ
ン
ゴ
） 

亀
洲
・（
ビ
ン
ゴ
）
暁
村
・（
ハ
ヽ
キ
）
亀
友
・（
ア
ハ
）
佳
月
・（
ア
ハ
）
三
松
・

（
ア
ハ
）
晴
鳧
・
（
ア
ハ
）
思
風
・
（
ア
ハ
）
麦
鳥
・
（
ハ
リ
マ
）
梅
暦
・
（
三
田
）

冬
岐
・
（
イ
ケ
ダ
）
可
春
・
（
イ
タ
ミ
）
糠
人
・
（
イ
タ
ミ
）
梅
陰
・
（
イ
タ
ミ
） 

晩
香
・
（
イ
タ
ミ
）
古
撨
・
（
イ
タ
ミ
）
春
人
・
（
イ
タ
ミ
）
よ
ね
女
・
（
イ
タ
ミ
）

曲
阜
・
白
鷗
・
挙
一
・
公
眠
・
石
叟
・
姑
山
・
兎
尺
・
蓁
々
・
梅
圃
・ 

稲
所
・
杜
鴻
・
知
風
・
仙
夢
・
五
音景
・
素
屋
・
自
来
・
冓
山
・
薺
径
・ 



 

 

 

七
〇 

蘭
園
・
霞
江
・
余
功
・
鞁
斎
・
桃
年
・
閑
遊
・
翠
城
・
春
一
・
可
悦
・ 

桃
雅
・
梅
窓
・
爐
翠
・
停
雲
」・
希
聲
・
松
坡
・
蕉
林
・
貴
泰
・
素
梅
・ 

槙
立
・
乕
尺
・
露
雀
・
白
鷹
・
淡
児
・
黄
来
・
東
塘
・
時
人
・
桜
哉
・ 

乙
蟻
・
知
堂
・
紫
莚
・
霞
外
・
林
曹 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
段
組 

※ 

林
曹
江
戸
よ
り
帰
坂
の
記
念 
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追
善 

全
紙 

梅
裡 
梅
僊 

鳳
仙
花
図 

○ 

ア
イ
エ 

指
石 

篤
志
居
士
・
三
聲
居
士
・
静
嘉
居
士
・
櫓
水
居
士
・
梅
裡
・
知
風
・
林
曹
・

黙
池
・
多
代
・
楳
臣
・
清
民
・
乙
也
・
赤
甫
・
梅
通
・
淡
節
・
芹
舎
・
撫

泉
・
蓬
宇
・
挙
一
・
烏
谷
・
完
伍
・
西
馬
・
乙
良
・
蒼
山
・
悠
平
・ 

氷
壺
・
魯
心
・
山
子
・
祖
郷
・
柳
壺
・
帆
道
・
大
夢
・
公
成
・
布
珀
・ 

醒
花
・
柳
斎
・
御
風
・
吟
風
・
有
節
・
由
誓
・
墨
雨
・
嵐
牛
・
双
烏
・ 

花
海
・
一
止
・
拾
山
・
白
鷗
・
晴
江
・
素
屋
・
吟
麦
・
塞
馬
・
奇
泉
・ 

杜
水
・
茶
雷
・
兎
尺
・
為
山
・
碩
水
・
春
湖
・
蘭
凌
・
凉
呼
・
抱
儀
・ 

逸
渕
・
可
大
・
菊
雄
・
山
士
・
芳
草
」
・
月
底
・
仙
翁
・
李
曠
・
欣
尚
・ 

一
清
・
尤
嶂
・
我
竟
・
醉
雨
・
習
也
・
至
清
・
士
前
・
士
芳
・
桃
里
・ 

里
岬
・
大
年
・
李
裳
・
柳
坡
・
鶴
叟
・
而
后
・
三
楓
・
不
退
・
二
鷗
・ 

素
秋
・
凉
盧
・
一
志
・
拙
斎
・
佳
水
・
松
斎
・
指
石
・
量
湖 

 

二
段
組 

※ 

「
戌
午
仲
秋
」
／
櫓
水
居
士
追
善 
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秋
興 

全
紙 

葛
路 

無
極
斎 

花
扇
・
花
笠
図 

○ 

イ
エ 

×
 

由
誓
・
西
馬
・
抱
儀
・
得
蕪
・
芳
艸
・
香
以
・
靖
路
・
花
海
・
魯
心
・ 

田
麓
・
明
水
・
山
子
・
瓦
村
・
四
端
・
甘
茶
・
白
亥
・
菊
雄
・
霞
村
・ 

弘
湖
・
芦
城
・
松
頂
・
泰
我
・
尋
香
・
見
外
・
為
山
・
逸
渕
・
天
由
・ 

月
杵
・
由
儀
・
金
陵
・
季
郷
女
・
心
足
・
琴
堂
・
米
室
・
半
湖
・
多
代
女
・

清
民
・
壮
山
・
一
止
・
舎
用
・
御
風
・
素
山
・
唫
風
・
如
春
・
璷
山
・ 

玉
止
・
乙
良
・
契
史
・
常
晴
・
茶
山
・
布
丈
・
烏
谷
・
杜
水
・
□
□
・ 

□
□
・
一
清
・
指
石
・
我
竟
・
量
湖
・
醉
雨
・
梅
裡
・
雀
叟
・
五
鈴
・ 

帆
道
・
芹
舎
・
梅
通
・
赤
甫
・
淡
節
・
文
海
・
鳥
岳
・
漁
藻
・
公
成
・ 

有
節
・
素
屋
・
松
隣
・
稲
處
・
鴬
宿
・
知
風
・
月
人
・
挙
一
・
鼎
左
・ 

珉
子
・
布
珀
・
大
夢
・
恕
兮
・
青
池
・
梅
臣
・
甘
古
・
双
烏
・
其
秀
・ 

鷗
池
・
鴬
居
・
棹
舟
・
元
史
・
螘
園
・
起
月
・
帰
牛
・
葉
陽
・
思
風
・ 

其
樟
・
一
惺
・
芦
風
・
一
光
・
左
一
・
抱
節
・
嵐
艸
・
三
径
・
橘
外
・ 

宗
也
・
桑
夫
・
鯉
勢
・
左
郊
・
北
誕
・
松
裡
・
帆
風
・
一
外
」・
草
尺
・ 

菫
坡
・
青
葉
・
蕗
丘
・
春
帒
・
順
美
・
東
阡
・
月
古
・
楚
宮
・
得
二
・ 

椎
居
・
梧
井
・
天
馬
・
逸
松
・
東
郊
・
應
可
・
季
風
・
青
芽
・
騏
郷
・ 

半
夢
・
兆
々
・
古
彦
・
竹
里
・
東
雲
・
一
聲
・
騎
千
・
羅
村
・
崎
邨
・ 

有
隣
・
嵐
石
・
蟻
城
・
正
孝
・
蓬
固
・
宇
雀
・
茶
雷
・
葛
路 
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秋
興 

全
紙 

青
芽 

葭
亭 

牧
童
図 

○ 

イ 
×

 
（
京
）
芹
舎
・
梅
通
・
淡
節
・
公
成
・
赤
甫
・
文
海
・
黙
池
・
有
節
・（
大
坂
）



 

 

 

七
一 

素
屋
・
松
隣
・
挙
一
・
月
人
・
知
風
・
鼎
左
・
（
イ
セ
）
雀
叟
・
五
鈴
・ 

（
ヲ
ハ
リ
）
而
后
・
李
曠
・
一
清
・
指
石
・
梅
裡
・（
ミ
カ
ハ
）
蓬
宇
・
完
伍
・

（
遠
江
）
烏
谷
・
杜
水
・
嵐
牛
・
（
サ
ガ
ミ
）
布
丈
・
（
エ
ド
）
為
山
・
尋
香
・

芳
草
・
靖
路
・
山
子
・
白
亥
・
抱
儀
・
（
ム
サ
シ
）
逸
渕
・
天
由
・
梅
笠
・ 

（
下
フ
サ
）
月
杵
・
（
上
毛
）
心
足
・
竹
烟
・
琴
堂
・
米
室
・
半
湖
・
（
ム
ツ
）

多
代
・
清
民
・
樗
影
・
一
止
・
舎
用
・
（
デ
ハ
）
御
風
・
素
山
・
唫
風
・ 

璷
山
・（
エ
チ
ゴ
）
乙
良
・
鷺
眠
・
茶
山
・（
カ
ヾ
）
大
夢
・（
イ
ハ
ミ
）
青
池
・

（
ヒ
ウ
ガ
）
双
烏
・
（
ア
キ
）
甘
古
・
（
イ
ヨ
）
鴬
居
・
棹
舟
・
（
ト
サ
）
元
史
・

習
竹
・
婦
牛
・
（
ア
ハ
ヂ
）
墨
雨
・
蒋
池
・
鷗
池
・
其
秀
・
（
ア
ハ
）
桑
陽
・

左
一
・
其
樟
・
佳
長
・
月
荷
・
清
順
・
頴
三
・
太
挙
・
其
象
・
北
誕
・ 

左
郊
・
抱
節
・
鯉
勢
・
嵐
艸
・
三
径
・
蒼
風
・
橘
外
・
宗
也
・
桃
志
・ 

廉
堂
・
其
献
・
是
佛
・
桃
年
・
東
郊
」
・
半
夢
・
羅
村
・
騏
郷
・
蟻
城
・ 

應
可
・
宇
雀
・
蓬
固
・
葛
路
・
崎
邨
・
正
孝
・
甘
史
・
騎
千
・
有
隣
・ 

東
雲
・
一
聲
・
竹
里
・
葵
影
・
梅
雪
・
蘿
谷
・
嵐
石
・
季
風
・
止
丘
・
兆
々
・

雪
雅
・
古
彦
・
野
風
・
松
裡
・
一
外
・
帆
風
・
青
葉
・
菫
坡
・
蕗
丘
・ 

石
居
・
青
枝
女
・
春
帒
・
順
美
・
梧
井
・
得
二
・
椎
居
・
天
馬
・
逸
松
・

月
古
・
東
阡
・
草
尺
・
楚
宮
・
茶
雷
・
桑
夫
・
青
芽 
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冬
興 

全
紙 

可
盛 

雙
石 

鶏
・
雪
達
磨
図 

○ 

ア
イ 

×
 

（
京
）
梅
通
・
淡
節
・
公
成
・
九
起
・
百
可
・
祭
魚
・
奇
泉
・
文
海
・
赤
甫
・

芹
舎
・（
ナ
ニ
ハ
）
鼎
左
・
素
屋
・
知
風
・
蟻
兄
・
林
曹
・（
イ
タ
ミ
）
曲
阜
・

古
撨
・
ぬ
か
人
・（
ヲ
ハ
リ
）
而
后
・
一
清
・
我
竟
・
士
芳
・
三
楓
・
其
岳
・

醉
雨
・
量
湖
・
李
曠
・
梅
裡
・
（
ミ
ノ
笠
松
）
志
計
留
・
安
屋
馬
・
文
哉
・ 

無
名
女
・
砂
水
・
立
左
・
訥
斎
・
紅
影
・
木
好
・
四
海
・
甫
立
・
巨
笠
・ 

（
セ
キ
）
露
牛
・
（
タ
ル
井
）
南
陽
・
藍
庭
・
（
ア
ハ
）
茶
雷
・
左
一
・
其
樟
・

應
可
・
半
夢
・
正
樹
・
羅
村
・
麦
鳥
・
（
江
戸
）
為
山
・
見
外
・
山
子
・ 

五
律
・
苣
麿
・
菅
城
・
芳
草
・
山
方
・
卓
郎
・
抱
儀
・
五
鈴
・
雪
当
・ 

梅
臣
・
羨
梅
・
拾
山
・
御
風
・
多
代
女
」・
（
江
州
）
芳
渓
・
逸
外
・
呉
柳
・

梅
亭
・
杞
柳
・
草
波
・
塵
外
・
蔦
斎
・
麦
吟
・
帆
道
・
（
タ
ン
バ
）
南
涯
・

楽
水
・
（
金
沢
）
晴
江
・
林
波
・
江
波
・
茶
莚
・
蕉
窓
・
巴
城
・
古
来
・ 

柳
壺
・
悠
平
・
大
夢
・（
ツ
バ
タ
）
我
柳
・
里
朝
・（
大
正
寺
）
北
園
・
木
圭
・

梅
枝
・
里
石
・
花
谷
・
月
下
・
李
蹊
・
亀
水
・
松
琴
・
醉
月
・
梅
令
・ 

東
雅
・
丹
嶺
・
可
床
・
自
澄
・
桜
里
・
稲
波
・
蘭
秀
・
龍
水
・
蔵
六
」・ 

（
本
保
）
秋
水
・
竹
賀
・
旦
来
・
（
府
中
）
草
波
・
藤
亭
・
都
雲
・
壺
中
・ 

杏
斎
・
驢
一
・
（
丸
岡
）
三
巴
・
東
林
・
梅
人
・
（
三
国
）
甫
山
・
巴
一
・ 

如
仙
・
土
寵
・
（
大
ノ
）
松
翠
・
（
村
サ
ハ
）
自
笑
・
（
四
十
谷
）
波
龍
・ 

（
ヨ
シ
ザ
キ
）
珉
子
・
仁
成
・（
福
井
）
布
珀
・（
福
井
）
文
鳥
・（
雲
水
）
鳥
岳
・

鳥
岳
・
鳥
岳
・
（
福
井
）
朝
霞
・
（
府
中
）
香
雨
・
（
輪
島
）
可
盛 
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夏
興 

四
裁 

金
陵 

長
水 

夜
分
郭
公
図 

単
（
墨
） 

ア
イ
ウ
エ 

×
 

鼎
左
・
鴬
宿
・
素
屋
・
眉
山
・
一
澄
・
金
陵 
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  編集後記 

 

   大阪府立図書館紀要 第 42号をお届けします。 

   当館第２代館長長田富作関連資料を「中之島百年」編集を経て、目録を完成する 

ことができました。戦前の図書館を調べるうえで、貴重な資料を明らかにする一助を 

今号が担えたと思います。 

   前号に掲載された翻刻について読者からご指摘がありました。文字校正はもとより、 

編集に関しても一層こころして取り組みたいと存じます。 

   今後とも本紀要の充実のため、引き続きご愛読いただき、忌憚なきご意見を賜ります 

ようお願い申しあげます。 

   なお、当紀要に登載された著作物に係る著作権は執筆者に属し、その著作の使用 

 に関しては大阪府立図書館は著作権者の了解を得ています。 
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